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 d  I  ^  ！  III  二 

に當 つて 樹 てました 大體 方針 を箇條 書に して 見ます と. 次 の 通， o であ， o ます。 

一 各 時代 竝に 各種 文學の 間に 輕 重の 差 を 置か す， な るべ く 平等に 取扱 ふ 事。 

一 國 民の 文學的 生活の 全局 面 を 明かに する 爲に， 漢文 學. 國 學. 歌 學 * 評 論 等の 

發達を も 記述す る 事。 

一 各種 文學の 本質 を 明かに し、 又 それぞれの 文學と 密接な 關係を 有する 藝 

術の 發生事 情， 竝ー に 其の 發達を 略 述 す る 事。 

一 文藝 思潮の 推移， 各 作家 作品の 相互の 史的 關係、 竝に 其の 偎 値の 闡 明に 努 

め る 事。 

一 時代 を 代表す る 作家 作 品. 及 び從來 の國文 學史に 閑却 せられて ゐ る文藝 

に關 して は、 待に 稍 詳密に 解說 する 事。 

一 最近 學者 によって 究明せられ た 著しい 事 項 * 及 び 新たに 發 見せられた 癸 

料の 紹介に 努める 事。 

斯 かる 主義 方針の もとに 筆 を 執りました けれど も， 豫 期 の 如 き 結 杲を收 め 得な 


かった 黏が 決して 尠 くありません ソ 

國文 學史は 著者の 獨創 的な 史的 考察に よつ て， 特 色を發 揮す ベ き は 勿論で あ 

b ますが. 從來 現れた 諸 研究の 成果 を 集成して. 記述の 嚴正 精確 を 期す る 事 は、 更 

に 肝要で あると 思 ひます。 從 つて 本書に は. 自 信の ない 未定 見の 發表は 一 切 差 

控 へました が、 權 威 ある 學 者の 意見 はなる ベ く 廣く之 を 紹介 し. 且 つ 批判 を 試み 

ました リ 尤も 本書 は 多忙な 教務の 餘 暇に 成った ものであります か ら、 遺 漏 や 失 

考が尠 くな からう と 思 ひます" 又 近來國 文學の 研究 は 空前の 盛 况を呈 して 居 

b ます か ら. 今 後 本書の 記載に 修正 を 要する やうな 新 說ゃ新 資料 が、 續 々現れる 

に 相違ありません。 此 等に 對 して は 、將 來適當 な 方法に よって、 增補 訂正 を 施し 

て 行く つもりで あります。 

木 書 は曩に 公に しました 祝詞 新講 と共に， 學習院 に 敎鞭を 執って ゐる 問に 成 

つたので あ.^ まし て、 自 分に とって は 思 出の 多い 記念の 著述で あ b ます。 此の 

間に 帝室 御物の 祕木 を拜觀 する 光榮を 得た のを始 とし て、 宫 內省圖 書 寮. 高 松 宮 
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國文學 史新講 目次 

序， 說 

第一 篇 大和時代 

第一章 時代の 槪觀 

一 傳 誦文學 時代 

二 記載 文學 時代 

第二 章 神話 及び 傳說 

一 祌話 傳說の 集成 

二 古 事 記 

三 日本書紀 

四 風土記と 氏 文 

第三 章 上古の 歌 謠と萬 葉 集 

一 記紀の 駄謠 


二 萬 葉 集 

三 萬 葉 時代の 歌人 

四 奈良 朝の 歌謠 

第 四 章 祝詞と 宣 命 


二 

第五 章 

第二 篇 

第 一 章 

第一 一章 

一 

三 


宣  命 

漢文 學と佛 敎說話 

漢文 擧 

弗. X 兌 舌 

お 桑 彭 Hi  一口 

平安時代 前期 

時代の 槪觀 

前期の 漢文 學 

弘仁 期の 漢文 學 

仁 時代の 詩人 

¥ 觀元慶 期の 詩文 


* 四 

第三 章 

第 四 章 

第五 章 

第 六 章 

第三 篇 

第一章 

第一 一章 


天曆 時代の 詩文 

和歌の 興隆 

古今 集以 前 

古今 集 時代 

後 撰 集陆代 

歌合の 發達 

神樂と 催馬樂 

物語の 發達 

物 語 の 種類 

歌 物 語 

作り物 語 

B 記文學 

平安時代 後期 

時代の 槪觀 

後期の 和歌 


一-一九 

四 一一 一 

S 一一  一 

六 M 

八 一 

八 七 

八 七 

八 九 

九セ 

Q 八 

1 八 

一一 八 


次 


目次  四 

一前 代 繼承期  一二！ 八 

二 保守 改新 對立期  一一 S 

三 歌壇 統一 期  一 一き 一 

第三 章 朗詠 和讚 雑藝  一一 S 

第 四 章 物 語 の 隆盛  一一 七 一 

一 源氏物語  一一 七 一 

二 源氏物語 以後  一一  <  七 

第五 章 隨筆 及び HI 記  gl 

一 枕 草子  一 さ 一 

二 女流 曰 記  § 九 

第 六 章 歷史 物語と 說 話文學  一一 一一へ 

1 歴ぉ 物語  一-二八 

ニ說 話文學  づー 

第 七 章 後期の 漢文 學  一一 一 S 

第四篇 鎌倉時代 


"第一章 時代の 槪觀  Ills 

第二 章 和歌の 變遷  .  一一 一六 一 

一新 古今 時代  、  11 一六 一 

二  二 條京極 反目 時代  一！ 一  OI 

第三 章 宴 曲と 和讚  一一 一九 W 

第 四 章 歷史 物語と 戰記 物語  S01 

1 歴史 物語  SQ1 

ニ戰記 物語  SS 

第五 章 擬古 物語  S1 六 

第 六 章 說 話文學  .  s 一一  七 

1 世俗 說話  3 一一  七 

二 佛敎說 話  311ー 五 

第 七 章 隨筆 B 記紀 行 

第 八 章 漢文 學の 衰頹  sun 

次  A 


目  次 

圖版 目次 

卷頭圖 版 

桂 本 萬 葉 集 (御物) 

源氏物語 拚 卷 (德川 尾 州 家蔵) 

平 治 物語 繪 卷 (岩 峙 家蔵) 

後鳥羽 天皇 宸翰 御製 色紙 (御物) 


挿入 圖版 

唐 招提寺 講堂  ：：： 一 10 

古 事 記 (眞福 寺 本)  1ーー六 

日本 書 紀 (岩 崎 家 本)  s 一 

播磨 風土 記 (II 一條 西 家藏)  

藍 紙 本 萬 葉 集 (原 氏 蔵)  六 in 

琴 欲 譜 (近 衞 家藏)  <  八 

延喜式 祝 詞 (九 條家藏 〕  g 

日本 霊異 記 (前 E 家 本)  ニー 

平安 祌宫  二 m 

祌泉苑  二ん 

凌雲 集  S 

^海 筆 風信狀  Ills 


傳貫之 筆せ 今 集 (山內 家葳)  一 さ 

亭子院 欲 合 (木 村 氏 蔵： >  一七 八 

天 治 本 催 馬樂抄 (御物)  一 八 は 

傳良經 筆 伊勢 物語 (守屋 氏藏)  に 一一 

傳定家 筆 伊勢 物語 (三條 西 家蔵) ；… i 

爲家筆 大和 物語 (前 田家 藏)  h 六 

宇津 保 物 語 (同 右)  一一 S 

定家筆 土 佐 日記 (同 右)  一 ニー 一 

貴族 管絃圖  一一 一一 0 

拾 遺 集 (一一 一條 西 公 條筆寫 本) 1  一一 一一 0 

俊 成 筆 千載 集 切  11芸 

傳 行成 筆 和漢 朗詠 集 (御物〕  ■ 

河内 本 源氏物語 (德川 尾 州 家 本) …： II 八 六 

狭 衣 物 語 (深 川 氏藏)  S 

濱松 中鈉言 物語 (尾 上 博士 蔵〕  i 

提中納 言 物語 (高 松宮 御文 庳本) ： S 

枕 草子 糖 卷 (淺野 家蔵)  115a 

枕 草 子 (前 田家 藏)  ミ o 八 

紫 式部 日記 繪卷 (藤 田家 蔵)  一一 一一 二 


六 

定家 筆更級 日記 (御物)  M 

榮華物 語 (一一 一條 西 家 本)  き 一 六 

大  鏡 (千 葉 氏 本)  量 六 

傳爲家 筆 今 鏡  1ーー=1 ん 

隱岐本 新 古今 集 (烏 丸本)  Is- 

定家筆 懐紙  1ー1£ 

定家傳 本 金 槐集奧 書  1SI 七 

早 欲ラた ひ  M 

宴 曲 集  S 

平 治 物語  M 

平家 物 語 (高 野 博士 藏)  sg 

琵琶 法師  S  二 

住吉 物語 繪卷 (福 岡 家藏)  S 

苔の 衣  S5I 

宇治 拾遗 物語^ 卷 (近 衞 家蔵)  I 一一 < 

唐  鑌 (祌宫 文庳藏 )  gs 

大福 光寺 本 方丈 記  ss< 

異本 方丈 記 (吉澤 博士 藏)  簡 

金 津文瘅 印  S 


國. 文學 史新講 


,  次 田 潤 著 + 

序 說 

國 文學史 國文 學史は 太古から 現代に 至る、 國 民の 文 學的 生活の 變遷發 達の 跡 を 研究す る ものであって、 日本 

文化史の 一分 科で ある。 而 して 國 i 史上に は、 置 思潮の 流に 棹 さす 歴代 文學の 史的 霊の 眞相を 

記述す る は 勿論、 各種 文學の 推移の 狀態、 各 作家 粒に 作品の 相互の 關係、 及び 作品の 史的 價値 など を 

明かに し、 なほ 進んで は、 國文學 展開の 理法 を 究明して、 將來 起るべき 國 民文學 への 指針と なるべき 

知ョ I を も、 與 へようと する ので ある。 

0i 國史に 一般 史卽 ち. f と蓄 f が ある やうに、 國 文學史 にも 此の 二 震が ある。 卽ち 太古 か.，. 現 

代に 至る までの、 國文學 全體の 史的 發展の 跡 を 記述す る もの は 國文學 通史で あり、 其の 一部分に 就い 

て、 待に 精細な 考察 を 下す もの は 特别史 である。 特別 史には 種々 の ものが ある。 例へば 一 時代の 國文 

序  說  ， 


序  說  二 

學の 特質 及び 發達を 記す もの は、 各 時代 國文學 史^ 截酬 ts"K^ 雜 雌^^ であり、 各種の 國文學 中 

の 一 を 取って、 其の 發達を 考察す る もの は、 和歌 史. 俳諧 史* 小說史 *淨 瑠璃 史 などの 如き 種別^で あ 

な。 此の 外 作家 を 中心として 記述す る もの は 列傳體 文學史 であり、 國文學 の 形態の 展開 を 研究す る も 

の は 國文學 形態 史 であり、 叉 國文學 の 思想の 推移 を 記述す る もの は 國文學 思潮 史 である。 而 して 此等 

の 待别史 の檨式 は、 之 を 通史に も應 用す る ことが 出來 るので あるから、 通史の 檨式 にも 種々 の ものが 

ある。 例へば 國文學 の 種別に よって、 各種の 文學の 展開 を 別々 に 記述す る ものが あ b、 又 國文學 の 形 

態 上の 發展の 方面から、 國文學 全體の 史的 發 達の 經過を 記す 事 も出來 るので ある。 併し 普通に 行 はれ 

て 居る の は、 國文學 の 思潮の 推移 を 中軸と して、 各種の 文學の 展開 を 考察す る ものであって、 木 書 も 

亦 その 様式に よって 居る ので ある。 以下 其の 研究方法の 概要 を 述べよ. つ。 

史の 文學は 作家の 藝術的 創造力の 產物 であると 共に、 時代の 文化 現象の 一 であり、 更に 大きく 觀 るなら 
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ば、 流動して 止まざる 國 民の 精神 生活の ー產 物で ある。 從 つて 國 文學史 の 研究 は、 各 時代に 現れた 個 

個の 作家 竝に 作品に 對 して 下した 考察の 結果 を、 國 民の 文 學的 思想の 一 體 系の もとに、 綜合し 統一す 

る 事に よって 完成す るので ある。 換言すれば、 一作 品 は 其の 作家の 全 作品 中の 一として 考察し、 一作 

家の 文學は 其の 時代の 文學的 思潮の ー產 物と して 研究し、 更に 一時 代の 文學 は、 其の 背後に 流れて 居 

る 上古 以來 流動し 來 つた、 國民 思潮の 中に 置いて 研究して 行く ので ある。 かくて 國文 學史の 研究 は、 

先づ 作品に 對 する 考察から 始まる ので ある。 


(一) 作 品 (一) 作品に 對 する 考察 これに は 外面 的 考察と 內面的 考察と が ある。 本文 批判つ rext.criticis ョ) • 本 

文の 解釋. 作品の 解題. 題號の 由來. 內容の 組織. 書物の 體裁 などの 考察 は、 外面 的 考察であって、 これ 

等 は 内面的 考察、 卽ち 文學的 批判の 準備 事業で あり、 また 補助 的 事業で ある。 しかして 外面 的 考察の 

本文 批判 中で、 國文 學史の 研究 上 最も 重要な の は 本文 批判で ある。 我が 國文學 は 極めて 長い 歷史を 有する ので 

あるが、 近世に 至って 印刷 事業が 始まる まで は、 轉寫 によって 傳 へられた ので あるから、 其の 間に 多 

種 多様の 異本 を 生じた ので ある。 殊に 時代の 古い 作品 や、 語 物謠 物の 如く 流動し 易い 性質 を 有する 作 

品の 中には、 幾 十 種 幾 百 種の 異本 を 派生した ものが ある。 又 古い 作品の 中には、 原本は旣に^^き昔に 

散逸し、 現存す る もの は 後世の 偽作であった り、 又 未完成の 原作の 續篇 を、 後人が 書き 續ぃ だものが あ 

り， 叉 原作に 部分的に 補 辍改刪 を 加へ たもの などが ある。 かくて 多種多様の 異本 を 有する 作品 を、 研 

究の對 象と する に當 つて は、 先づ 異本の 相違 や 移動の 跡 を 系統的に 考査す ると 共に、 差違 を 生じた 因. 

緣を 考究して 之 を 原形に 復す るか、 止む を 得 ざれば、 原形に 最も 近い もの を整定 しなければ ならぬ。 

これ を 定本の 整定 とい ふ。 本文 批判と 定本の 整定と は、 作品の 語學 的解釋 と共に、 國文學 研究の 根本 

的 事業と なる ので ある。 

文學的 批判 次に 內面的 考察 は、 作品に 對 して 文學的 批判 を 下す のであって、 是は 作品の 種類 性質に よって、 共 

の 方法 を 異にする の は 勿論で あるが、 一 般には 作品の 素材. 構想 • 表現 等 に 亙って、 分析 的と 綜合 的と 

の兩 批判 を 下す ので ある。 而 して 其の 批判の 態度に は、 鑑賞 的 批判と 知識 的 批判と が ある。 鑑賞 的批 
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判 は、 自己の 感受性に より、 叉 は 鑑賞 力に 訴 へて 批判す るので あるから、 時に 一時の 感興に 支配 せら 

れて、 獨斷 に陷る ことがあ hs、 或は 他の 批評家の 評論が 先入主と なって、 公正 を缺 くこと が ある。 主 

觀 的な 鑑賞 的 批判の 此の 缺陷 を辅ふ もの は、 卽ち i 各觀 的な 知識 的 批判であって、 是 はキ； として 心理 學. 

美 學* 文學 論. 修辭學 などの 知識 を應 用して， 理知的に 批判す るので あるつ かくて 鑑賞 的 批判と 知識 的 

批判と は 並行して、 始めて 其の 作品の 眞價を 定める 事が 出来る ので あるが、 文學 史上の 作品に 對 して 

は、 なほ 此の 外に 史的 價値を 評定す る 事 を 必要と する ので ある。 作品に 對 する 批判の 標準 は、 個人に 

よって 相違す る やうに、 時代に よっても 之 を 異にする ものであるから、 史的 價値 を判斷 する 場合に は 

其の 時代の 標準に よって、 II 例へば 平安時代の 和歌に 對 して は、 歌學 歌論 を參 酌し、 鎌 倉 室町 時代 

の 連歌に 就いては、 連歌 式目 を 斟酌し、 江戶 時代の 俳諧 を 批判す るに は、 其の 法式 俳 論な ど を 參考に 

供して、 I 其の 時代に 於け る 存在の 意義、 竝に 他の 作家 作品に 及ぼした 影響な どを檢 討して、 其の 

史的 價値を 明かに しなければ ならぬ。 

c 二) 作 家 (二) 作家に 就いての 考察 文學は 作家の 思想 を 表現した ものであるから、 作品 を 批判す るに は、 先 

づ 作家の 個性 を 明かに する 事が 肝要で ある。 作家の 個性に は、 人間と しての 一般的 個性の 外に、 創作 

的 個性が あるので あって、 此の 二つ は 一 致しない 事が 多い ばかりでなく、 時として 相反す る 傾向 を 示 

す 事が ある。 從 つて 作家の 個性 を 考察す るに は 先づ、 其の 生 立 • 境遇. 遣 傳. 學歷. 性格 • 思想な ど を 考察 

して、 一般的 個性 を 明かに すると 共に、 其の 作品の 上に 現れた 個人的 特徵を 分析 的に 研究して、 創作 


的 個性 を 究明し なければ ならぬ。 元來 作家と 作品と は、 有機的 關係 によって 結合せられ て 居る ので あ 

るから、 作家の 侗性を 明かに する に は、 創作 過程の 方面から 個性の 分業 を 考査す る 必要が ある。 卽ち 

一作 家の 一作 品が、 如何なる 動機に より、 如何なる 素材に よ，^、 叉 如何なる 構想に よって、 创作 せら 

れ たかを 考察す ると 共に、 其の 作品の 內容. 表現. 組織 等の 上に 現れた 獨創 的な 特質 を、 分析 的に 研究 

する ので ある。 かくて 一作 品に 現れた 作家の 個性が 明瞭に なったならば、 更に 其の 作家の 手に 成った 

他の 諸 作と 比較して、 全 作品の 相互の 關係を 進化 的に 研究し、 なほ 進んで、 時代 を 同じう し 或は 種類 

系統 を 同じう する、 他の 作家 竝に 作品との 關係を 研究して、 其の 作家の 特性 を 一 曆 明瞭に すると 共 

に、 史的 價値を 判定し なければ ならぬ。 

(一 5 環 境 (三) 環境に 對 する 考察 文 學は旣 に 述べた やうに、 創作家の 素質 性格 等に よって、 待 色を發 揮す る 

ものである けれども、 又 一 方に 於て は、 作家の 生活環境の 影響 を 受ける ことが 極めて 多い。 而 して 環 

自然 的 環境 境に は 自然 的 環境と 時代 的 環境と が ある。 自然 的 環境 は、 作家が 生活す る 自然界、 卽ち 地勢， 風土 .勒 杭 

物界 など をい ふので あって、 作家の 自然 觀は 主として これに 支配 せられて 居る ので ある。 日本の 地 は 

固よ h- 自然界の 美 趣に 富んで 居る から、 國民は 待に 自然美 を 讃美す る 性情 を 有する のであって、 自然 

と 人生と は 常に 交錯して、 文學の 內容を 構成して 居る ので ある。 而 して 文 學 者の 自然 觀は、 其の 地 的 

環境の 異なる に從 つて、 趣 を 異にする の は當然 である。 例へば、 山紫水明の 京都に 生活した 平安時代 

の 人々 が、 優美な 自然美 を絕 愛した の は 偶然で ない が、 當 時の 作家 は 京洛 幾 里の 天地に 跼蹐 して ゐた 
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から、 其の 自然 觀は 極めて 狭小であった。 然るに 鎌倉時代 になって、 宗敎 家が 熱烈な 信仰の 爲に、 深 

山 幽谷 を跋涉 して 地方の 布教に 努力し、 叉 武士 は戰鬪 の爲に 南船北馬して、 各地の 風景に 接する 機會 

が 多かった から、 彼等の 文學に 表れた 自然 觀は 忽ち 擴大 せられた。 次いで 室町 時代から 江 尸 時代に か 

けての 文學 は、 キ- として 都市の 文藝 となった ので ある けれども、 なほ 自然美に 對 する 憧憬の 念 は衰へ 

る ことなく、 却って 自然観 照の 進步 向上 を來 して、 和歌 俳諧の 如き ものに 於て は、 自然と 人事の 融合 

同化に よって、 國 文學獨 待の 特徵 を發 揮した ので ある。 

時代 的 環境 次に 時代 的 環境 は、 作家が 生活す る 時代に 於け る 各種の 社會 現象、 卽ち 政治 • 法律. 經濟. 學 問.； II！ 術. 

道 德. 宗敎 など か ら 受ける 影響 を いふので あって、 作家の 人生 觀ゃ藝 術觀は 主として これに 友 配 せら 

れて 居る ので ある。 かくて 時代 的 環境 は 作家の 個性に 影響 を與 へ、 引いて は 其の 作品に 時代 的 特色 を 

發 揮す るので あるが、 作家の 中には 屢 時代の 環境から 超越して、 獨自の 境地に 住む 者が あ b、 叉 世相 

に對 して 反抗的 態度 をと る 者が あ， o、 叉 時として 時代の 魁と なる 天才が 現れる 事 も あるので ある。 而 

して 時代 的 環境に 順應 する 作家の 作品の 多く は 保守的であって" 或は 現代 謳歌 キ： 義 とな b、 或は 寫實 

キ： 義 となる ので あるが、 時代から 超越しょう とする 作家の 作品 は、 脫俗 的高蹈 的と なり、 或は 理想的 

空想的と な， o、 又 世相に 不平 を 抱いて、 之に 反抗しょう とする 作家の 創作 は、 或は 諷刺 文學 となり、 

時代思潮 或は 現代 呪詛 の文學 となる ので ある。 時代 的 環境の 影響 は、 主として 外面 的な 世相の 影響 を 指す ので 

あるが、 作家 は 又 一方に 於て、 時代思潮 殊に 文學的 思潮の 中に 生活す る ものであるから、 時代の 文學 


的 思潮と、 作家 竝に 作品との 關 係に 就いての 考察 は、 極めて 肝要で ある。 時代の 文學的 思潮 は、 例へ 

ば 平安時代の 文學は 情趣 尊重 キ： 義 によって 支配せられ、 鎌 倉 室町 時代の 文 學は佛 お 思恕 によって 亢右 

せられ、 江戶 時代の 文學 は儒敎 主義の 色彩 を帶 びる と共に、 一方に は 階級意識から 解放せられ た、 享 

樂的 傾向が 著しくな つた やうな もの をい ふので ある。 而 して 此 等の 思潮 は、 國民 性に 根ざす 所の 傳統 

的 要素 を 基調と して、 文化の 發達に 伴な つて 發展 する ので あるが、 一方に 於て は、 外来の 文化 竝に思 

想の 影響 を 受けて、 著しく 變遷 する ものであるから、 一時 代の 文學的 思潮 は" 上古 以來の 流 轉の跡 を 

迪る と共に、 內 外に 亙って 其の 推移の 眞相を 究明し なければ ならぬ。 

國文 學史の (四) 國文 學史の 編成 作家. 作品 • 環境の 三者 は 不離の 關係 にある ものであるから、 此 等に 對 する 考 

編成 

察 は獨立 的に 行 はれるべき もので なく、 常に 聯關 して 進んで 行かねば ならぬ。 而 して 個々 の 作家 竝に 

作品 を、 時代 を 同じう し 若く は 種類 系統 を 等しく する、 他の 文學者 反び 其の 作品と 比較して、 其の 史旳 

關係を 考察して、 作者の 傳統. 作品の 系統な ど を 組織的に 記述す る こと は、 文學史 編成の 準備 的 事業で 

あって、 之を擴 張して 一時 代の 國 民の 文學的 生活の 考究に 及ぼし、 更に 各 時代の 文學的 生活 を、 國 民の 

文學的 思潮の 一 體 系の 下に 綜合 的統 一 的に 記述す る ときには、 玆に 始めて 一 篇の國 文 學史が 成立す る 

時代の 區分 ので ある。 而 して 國文學 通史の 一般的 樣式 は、 旣に 述べた 通， 9、 上古から 現代に 至る までの 國民忍 潮 

を 中軸と して、 各 時代に 於け る 各種の 文學の 展開 を說 明す るので あるが、 上下 三千 年の 長き に 亙る 國 

文 學史の 全局 面 を 見渡して、 其の 史的 發展の 跡 を 時代 を 追うて 記述す る 事 は、 極めて 困難で ある。 從 
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つて 普通の 國文 學史に は、 縱には 時代 を 幾つかに 區 分し、 叉 橫には 各 時代の 文學を 幾つかの 種類に 分 

類して、 一時 代づ つの 各種の 文 學の發 達 を 述べて 行く ことにな つて 居る。 然るに 國民 思潮 は、 永遠に 

流れて 止まぬ 水の 流の 如き ものであるから、 時代 的 區分を 設ける に當 つて は、 種々 の 困難 を感 する の 

である。 . 從來 最も 廣く行 はれて 居る の は、 國史の 時代 別に 準じて、 上古. 中古 • 近古. 近世. 現代と する 

か、 或は 政治の 中心地、 卽ち文 學の地 的 環境の 移動 を 追うて、 大和時代. 平安時代. 鎌倉時代. 室町 時代. 

江戶 時代 • 東京 時代と する ので ある。 併し 國 民の 文 學的 生活 は、 必す しも 政治 上の 變革 や、 地 的 背景 

の 移動と 共に 變遷 する もので ないから、， 此 等の 時代 的 區分法 は、 國文學 史上に 於て は屢 不都合 を 生す 

るので ある。 そこで 國民 思潮の キ： 流に 棹 さす 階級 的區 分に よって、 貴族 文學 時代 • 武士 僧侶 文學 時代. 

平民 文學 時代. 國 民文學 時代と し、 又 文學的 思潮の 起伏 消長に よって、 時代 を 分つ こと も出來 るので 

あるが、 何れにしても 一長一短 を 免れない。 

本書 S 編成 本書 は 國文學 の 通史で あるから、 時代の^ 分 法 は、 從來 最も 廣く行 はれて 居る 所に 從 つて、 一般 國 

史 との 對 照の 便を圖 つたので ある。 併し 平安時代 や江 戶 時代の 如き は 前後 三 四百 年に 亙り、 其の 間の 

文 學の發 達 變遷は 極めて 複雜 であるから、 更に 之 を 前後の 二期に 分つ ことにした。 而 して 各 時代の 國 

文 學の發 達 を 記述す るに 當 つて は、 全文 學の 展開 を 時の 推移 を 追うて 述べる こと は、 極めて 困難で あ 

るば か b でな く、 讀 者の 不便 も少 くないから、 これ も 一般 國文 學史の 様式に 傚って、 和歌. 俳諧. 物語. 

隨筆 記 .淨 瑠璃. 脚本 等の 如き 分類法に よって 之 を 類別し、 各種の 文 學の發 達 を别々 に 記述す る こと 


にした。 併し 時代 を 分ち、 作品 を 類別す る ときには、 自ら 時代思潮に 對 する 觀念を 稀薄に し、 又 各 作 

家竝に 作品 相互の 史的 關係を 失 ふ 虞が あるから、 各 時代の 初に 時代 槪觀の 一章 を 設けて、 其の 時代に 

於け る 社會狀 態. 時代思潮、 及び 文學の 傾向な ど を槪說 する ことにした。 

文學 者の 傳記、 作品の 解題な ど は、 文 學史の 記述と して は 二次的の ものであるから、 一 々詳述す る 

必要 はない ので あるが、 一時 代 を 代表す る やうな 著名な 作家 作品に 就いては、 特に 稍 詳密に 述べる 事 

にした。 次に 作品の 例 を 掲げる 事 は、 必す しも 必要と しないの であるが、 作家 作品の 批評な ど は、 實 

例によって 說明を 一層 正確に し、 且つ 讀 者に 深い 印象 を與 へる 事が 出來 るの は當然 であるから、 紙面 

の 許す 限 b 之を揭 げた。 尤も 散文に あって は、 讀 者が 容易に 見る 事の 出来る もの は 多く 之 を 省き、 形 

の 短い 和歌 俳句の 如き は、 なるべく 多く 示して 置いた。 なほ 著名な 文學の 古寫本 古版本、 作者の 筆蹟 

肖像の 如き もの は、 なるべく 多く 揭げて 參考に 資したい ので あるが、 紙面 を 節約す る爲に 止む を 得す 

割愛した のが 多い ので ある。 


第一 篇 大和時代 

第一章 時代の 槪觀 

時代の 區分 大和時代 は 文化の 中心た る 帝都が、 大和 地方に あった 時代、 卽ち國 初から 奈良時代の 終まで をい 

ふ。 此の 時代 は 前後 極めて 長い 年代に 亙って 居る から、 更に 幾つかに 區分 する 事が 出來 る。 現存す る 

最古の 文獻が 成った の は、 推 古 天皇の 御代で あるから、 之を堺 とする 時には、 それ以^ を傳誦 文學時 

代と し、 それ 以後 を 記載 文學 時代と 稱 する 事が 出来る。 尤も 此の 二つの 時代 は、 なほ 相當 長いので あ 

るから、 傳誦 時代 は、 朝廷に 始めて 漢籍が 傳來 した 應神 天皇 朝を堺 として、 原始 文學 時代 (年數 未詳) 

と 記 錄發達 時代 (凡そ 三 〇〇 年) とに 分ち、 記載 文學 時代 は、 奈良 奠都 を堺 として、 近 江 飛鳥 藤 原 時 

代 (一一 五 年) と 奈良時代 (七 五 年) とに 分つ 事が 出来る。 併し 傳誦 時代の 文 學の發 達 は、 極めて 遲 

遲 たる ものであって、 其の 發生 時代 を嚴 格に 定める 事が 困難で あるば か b でな く、 それが 文字に 寫さ 

れて 固定した の は 奈良時代で あるから、 時代 を 追うて 記述す るに は 種々 の 不便が ある。 從 つて 本書に 

は、 大和時代 を 一括して 說く 事に し、 只 時代の 槪觀を 述べる 時に のみ、 二つの 時代に 區分 する 事に し 

こ o  . 
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一 傳 誦文學 時代  • ， 

傳 誦文學 時代 は、 原始 文學の 時代から 漢 學の傳 來を經 て、 佛敎が 渡来す るまで をい ふので あって、 

日本 民族 國 史上い は ゆる 氏族制度 時代で ある。 日本 民族 は 太古の 時代に、 時 を 異にし、 場所 を 異にして、 集團 

的に 此の 國 土に 移住し、 先住 異 民族 を驅逐 して、. 漸次 繁榮 したので ある。 先住民族 は 蝦夷 .土 蜘蛛の 如 

き 原始 民族であった から、 文學を 遺さなかった ので あるが、 日本 民族 は 文化 民族であった から、 原始 

文學 たる 神話. 傳說 • 歌謠 など を 語， o 傅へ たので ある。 而 して 此 等の 傳 誦文學 を， 語り 傳 へた 主なる 民族 

は、 出 雲 系 民族と 日向 系 民族 (天孫 民族) とであって、 共に 大陸 を 原 住 地と し、 言語 風俗 を 同じう す 

る ものである。 此の 二つの 民族 は、 夙に 大陸の 文化 を傳 へて 最も 優勢で あつたが、 後に HI 向 系 民族 は 

國 土の 中央なる 大和に 移り、 出 雲 系 民族と 融合して 國家を 建設し、 遂に 全 民族 を 統一す るに 至った の 

♦ である o 

大和 國  「朝日の 直 刺す 國 夕日の 日照る 國」 は、 瓊瓊杵 尊が 筑 紫に 天降って、 都と すべき 處を 求め 得た^に、 

仰せられた 語と して 傳 へられて 居る が、 これ 畢凳 上代の 我が 民族が、 住む に 好ましい 理想 境 を 指した 

ものであって、 大和 を 日 高見の 國と 言った の も 同じ 意味. であらう。 大和 は 四方に 遠く 山を繞 らし、 中 

央 に廣漠 たる 沃野が あらて、 水は縱 横に 流れ、 日の 光 は 終日 照り 輝く 處 であるから、 農業 生活 を營む 

のに 適して 居り、 又 光明 を 愛する 民族性に も 適して 居る。 かくて 大和 は、 神武 天皇が 畝 傍 山の 麓に 都 


を 定め 給う で 3 來、 數 十代の 間 帝都の 地と なり、 上代 文化の 淵源 地と なった のであって、 上代の 國文 

學も 亦、 此の 平野に 於て 發育を 遂げた ので ある。 

氏 度  上代の 社會 組織 は 氏族制度 である。 氏族制度 は 祖先 崇拜を 根本と して 發 達し、 叉 維持せられ たので 

ある。 祖先崇 拜の對 象と なる 神 は、 言 ふまで もな く 祖先 祌 であるが、 氏族が 代々 尊崇し 來 つた 自然 祌 

も 亦、 崇拜 者との 關 係が 親密の 度 を 加へ ると、 屢 其の 氏族の 祖先 神と なる 事が あ， o、 叉 氏族と 氏族と 

が 結合し 融合す ると、 もと 一氏 族が 崇敬した 神が、 新たに 共同の 祖先 神と なる ので ある。 更に これ を 

擴 張して 考へ ると、 全 民族の 統 一 が 成った 後に、 皇室の 御 祖祌が やがて 全國 民の 大祖 神と 仰がれ、 ま 

た國 土の 經營 ゃ國 家の 統 一 に功糗 のあった 氏族の 視祌 が、 國民 一 般 から 崇拜 せられる やうに なった 山 

來も 亦、 自ら 明瞭で ある。 要するに 祖 神の 崇敬に よって、 小に して は 氏族の 鞏固なる 團 結が 成り、 大 

にして は 皇祖 天 照 大御神 を 尊崇す る 事に よって、 皇室 を 大宗 家と 仰ぐ 國民 全體の 神聖な 結合が 成った 

のが、 我が 建 國の體 裁であって、 祭祀 は 直ちに 政治で ある 所以 は玆 にある ので ある。 かかる 國體を 有 

する 我が 上代に、 政治. 法律 .道德 などが、 敬祌 思想 を 基礎と して 發 達した の は當然 であるが、 なほ 祭 

神の 設備 や 幣物に は、 物質文明の 最善 を盡 し、 神前に 茇 する 歌舞. 音樂. 祝詞に は藝 術の 粹を桀 めた か 

ら、 百般の 文物 も 亦、 祭祀 を 中心として 發 達した ので ある。 

海外 交！ i 國家統 一 以前に 於て、 出 雲の 民族が 朝鮮と 交通して ゐた事 は、 『古事記』 『日本書紀』 などの 神話に よ 

つて 知られる ので あるが、 筑 紫の 民族が、 朝鮮に 設けられた 漢人の 植民地 (樂 浪带 方) と 往来し、 更に 
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遠く 洛 陽に 赴いて、 直接 漢の 文明 を 輸入した 事 は 『漢書』 『後 漢書』 『魏 志』 などの 記載に よって 明かで 

ある。 神武 天皇が 筑 紫から 大和に 遷 b 給うた の は、 遠き 太古の ことで あるが、 其の後 皇威は 次第に 國 

內に弘 まるに 從ひ、 出 雲 も 筑紫も 朝廷の 治下に 歸し、 西暦 四 世紀の 頃に は、 旣に國 内の 統一 、が 成った 

やうで ある。 此の頃 朝鮮半島に は、 北方に 高 句麗の 建國が あ， o、 次いで 其の 南方に 新羅 吉濟が 起つ 

て、 所謂 三韓の 時代と なった が、 北方の 國は絕 えす 南方の 國を 侵した 爲に、 任 那は先 づ救を 朝廷に 乞 

ひ、 次いで 百 濟も亦 援助 を 求めた。 是に 於て 朝廷 は 軍 を 遣 はして、 新羅 及び 高 句 麗と戰 はしめ たので 

あって、 是より 三韓との 關係 はいよ いよ 親密に な， o、 百濟が 始めて 朝貢して 以來、 大陸の 文物 は頻 

に 我が 國に 傳來 する やうに なった。 三韓の 文明が 盛に 傳來 したの は、 應神 天皇から 雄 略 天皇に 至る 間 

であるが、 此の頃 樂浪 .帶 方の 秦 漢人の 遺 民 も 亦、 屢集團 的に 歸 化して、 彼の地の 文化 を 盛に 移植し 

たので ある。 記紀に 傳 ふる 所に よれば、 當時 海外から 傳來 した 文明 は、 漢學を 始めと して、 忟 HiT. 造 

. 酒. 土木. 造船. 緞冶， 養蠶. 織 縫. 醫術 等であって、 是ょ， o 我が 國の 文明 は、 年を逐 うて 著しく 發 達した の 

である。 

漢 學佛敎 Q 大陸から 傳來 した 文明の 中で、 國 民の 精神 生活に 著しい 影響 を與 へたの は、 漢學 と佛敎 である。 應 

祌 天皇の 御代に、 百濟 から 渡來 した 阿直岐と 王 仁を師 として、 皇子 菟道 稚郞 子が 漢學を 修められ たの 

は、 我が 國に 於け る漢 學の始 とい はれて 居り、 叉 王 仁が 『論語』 と 『千 字 文』 とを獻 上した の は、 公に 

漢籍が 傳 はった 最初と せられて 居る。 其の後 王 仁の 子孫 は、 歸化人 阿知 使キ： の 子孫と 共に、 文筆 を以 


つて 朝廷に 仕へ、 外交の 文書 や 朝廷の 記錄 出納の 事に 當っ たので あるが、 此の 外に も 多くの 學 者が 渡 

来して、 漢學は 益 盛に 行 はれる やうに なった。 かくて 漢 學が齊 及す るに つれて、 儒敎は 我が 國民 道德 

の 上に、 著しい 感化 を 及ぼした ので ある。 儒 敎はー R. ^宗教 的 色彩 S 稀薄な 道德敎 であって、 其の 說く 

所の 仁義 忠孝 は、 よく 我が 國 風と 一致す る ものであった から、 容易に 普及した ので あるが、 欽明 天皇 

の 御代に 傳來 した 佛敎 は、 我が 回 有の 宗教 思想と 相容れ ざる もので あつたので、 ^ち 國 論が 沸騰し 

た。 併し 佛敎も 亦 時を經 るに 從 つて 漸く 理解せられ、 殊に 聖德 太子が 神 儒 佛三敎 の 調 m を H られ て以 

來は、 非常な 勢を以 つて 弘 通す るに 至った。 聖德 太子 は 儒佛を 究められた 後、 日本 固有の 精祌を 根柢 

として、 巧みに ニ敎の 長所 を 取， o 入れられた のであって、 .R ^新の 基礎 は實に 太子に よって 築かれ 

たので ある。 併し 此の 事 は 更に 次の 時代の 初に 述べ る 積， o である。 

随 51 代の 以上 述べた やうに、 大陸との 交通 は 太古から 行 はれ、 時代 を 下る に從 つて 益 盛に なり、 且つ 其の 傳 

來 文化 も 漸く 多方面に 亙った ので あるが、 其の 國 民に 及ぼした 影響 は、 未だ 主として 物質 方面で あつ 

た。 漢學の 如き は 傳來の 後 相當に 長い 歲月 を經 たけれ ども、 未だ 單に 文字の 學 問に 過ぎなかった ので 

あって、 儒教 思想の 影響 は、 國文學 に 現れる までに は 至らなかった。 朝廷に 於て は、 歸化人 若く は 其 

の 子孫 をして 文筆に 當 らしめ、 叉 諸國に は國史 (史官) を 置かれた けれども、 彼等の 記す 所 は 、主と 

して 政治 上の 記錄 であって、 未だ 漢字 を 自由に 使用して、 國文 を寫す 程度に は 達して ゐ ない。 從 つて 

推 古 朝 以前の 國文學 は、 口々 に傳 誦せられた のであって、 &3子 の 特徴と して 聲調を 重んじ、 散文 
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もな ほ 韻文の 要素 を 多分に 含んで 居る ので ある。 かくて ロ傳 へ に傳 承せられ た 上古の 文學的 遺物に し 

て、 後世 文書に 記載 せられて 固定した もの は、 神話 及び 傳說 と、 それに 伴な ふ 古歌 謠 であって、 此の 

外に は 朝廷の 祭祀に 用 ゐられ た、 宗教 文學 ともい ふべき 祝詞が ある。 ； f, 話と 傳說は 上古の 敍事 文學で 

f, 歌謠 は抒， Is 學 であり、 霧 ，1 は 敍事的 抒情 文學 であって、 此の 三者 は 後の 國文學 の 母胎と なつ 

たので ある。 而 して 此 等の 文學の i 徵 として 注意すべき 事 は、 何れも 神 若く は 超 人間的な 英雄 を對象 

とする 文學 である 事、 上代 國民④ 共通の 思想 感情 を 表現した ものである 事、 傳 誦文學 である 爲に、 極 

めて 流動し 易い ものである 事な どで ある。 

二 記載 文學 時代 

遗隋使 及び 記載 文學 時代 は 推 古 朝 以後、 奈良 朝の 終に 至る までの 二百 年間で ある。 此の 時代 は 我が 國 民が、 海 

奢 吏 

外 文明の 燦然た る 光彩に 眩惑す ると 共に、 國 民の 自覺が 漸く 興隆した 時で ある。 而 して 當時 大陸の 文 

明の 輸入に 最も カを盡 したの は、 遣隋使 及び 遣唐使の 一行であって、 其の 端緒 を 開いた の は 聖德 太子 

である。 聖德 太子 は 推 古 天皇の 十五 年 f き m のに、 始めて 小 野 妹 子 を 隋に遣 はされ、 次いで 十六 年 及 

び 二十 二 年に も遣隋 使の 派遣が あつたが、 二十 六 年に は隋が 滅んで 唐の 代と なった。 其の後 十三 年 を 

經て、 舒明 天皇の 二年^ ま II に、 力 上 御田 鍬 等 を 唐に. 派遣した の は、 卽ち 遣唐使の 最初であって、 

爾來奈 良 朝の 終までに、 唐に K を發 遣す る 事が 前後 十 四 囘に 及んだ。 當 時の 遣隋使 及び 遣唐使に は、 


每囘多 數の學 問 僧留學 生を從 はしめ て、 彼の地の 文物 制度 を學ば しめられた のであって、 是ょ b 我が 

國の 政治 .宗敎.學 問 ，藝 術 等 は 急激に 發 達し、 國民 生活の 面目 は 全く 一  新す るに 至った。 

留學 生と 唐 推 古 天皇の 十六 年に 小 野 妹 子 を 再び 隋に逢 はす 時、 八 人の 留學 生を從 はしめ たの は、 留學生 派遣の 

の 文化 の 降  ： ろ. H ろい t きのみ やひと 

來  最初であって、 其の 中には 大化 改新に 與 つた 高 向 玄理. 新 漢人旻 、 及び 歸 朝の 後に 中 大兄 皇子 竝に 中臣 

is なぶち しゃ う あん 

鎌足の 漢 學の師 となった 南 淵 請 安な どが あった。 其の後 學問 僧留學 生の 派遣 せられる こと は 益 多くな 

b、 奈良時代に は 遣唐使 一行の 總 人員 は 五 百 名 乃至 六 百 名に 達した。 留學 生の 在留 期 は 概ね 長く、 十 

年 二十 年 を 普通と し、 長き は 三十 年に も 及んだ ので あるが、 而も 其の 歸 朝に 際して は、 大陸の 典籍 を 

携へ歸 る は 勿論、 屢 かの 國の學 者 高僧 を 伴な ひ歸 つたので あるから、 外來 文明 は 年と 共に 益 盛に 輸入 

せられ、 天平 時代に 至って 最盛期に 達した ので ある。 今 遣唐使の 一 行が 齎 した 海外 文物の、 最も 著し 

い 一 例 を 皋げて 見よう。 入唐 大使 多 治比廣 成の 一 行が、 天平 六 年に 歸 朝の 途に 上った 時 は、 海上で 風 

浪の 難に 遭 ひ、 大使の 率ゐる w 船の 中 一艘 は 崑崙に 漂 著し、 一艘 は 難破した ので あるが、 廣 成の 乘っ 

てゐた 第一 船に は、 留學 生の 吉備 眞備. 僧 玄肪. 大和 長 岡 等が 便乘 して ゐた。 眞備は 十七 年間 留學し 

て、 各種の 學 問の 蘊奥 を 究めた 上に、 『唐 禮』 一 百 三十 卷、 『太 衍曆』 ー卷、 『太 衍" 解 立 成』 十二 卷 以下、 

樂書 .樂 器 等 を携へ て歸 つた。 又 玄肪は 經論五 千 餘卷と 諸佛を 擁して 歸 り、 大和 長 岡 は 唐の 法律 を砑 

究 した 人で、 歸 朝の 後に は眞備 と共に 律令の 改定に 與 つて 功 積が あった。 更に 第二 船に は、 唐人 袁晋 

卿 • 唐惯 道^， 婆羅門 僧正 菩提. 林 邑僧佛 哲. 波斯人 李密醫 等が 便乘 して ゐた。 袁晋卿 は 我が 大學の 音 博士 
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となった 學者 であ b、  ^瑤は 華厳の 章 疏を傳 へた 名僧で あ，^、 菩提 以下の 三人 は 我が 國に 始めて 渡來 

した、 印度の 高僧 若く は學 者で ある C 卽ち 菩提 は 華嚴に 精通し、 我が 大佛造 立竝に 其の 開眼 供養の 導 

師 となった 人で あ b、 佛哲は 林 邑の八 樂を傳 へた 大樂師 であるが、 此の 二人 はな ほ 翁 if 一 3- を も傳へ 

て、 我が 音韻 學の發 達に 大 なる 貢獻 があった。 而 して 李 密醫の 事 は 明瞭で ない が、 其の 名から 推して、 

醫學に 通じた 人で あらう と 言 はれて 居る。 右 は 最も 著しい 一 例を擧 げたので あるが、 前後 十數囘 派遣 

せられた 遣唐使の 一行が、 大陸 各地の 文化 を傳 へた 盛況 は 推して 知るべき である。 

大化 改新  唐の 文物 制度の 摸倣に よって 成った 政治 上の 大 改革 は、 孝 i 天皇 朝の 大化 改新で ある C 此の 新. 政に 

よって、 從來 弊害の 多かった 氏族制度 は崩壞 して、 中央 集權 制の 世と なり、 皇室の 尊厳 は 益 加 はると 

共に、 人才登用の 途が 開かれた 爲に、 國 民の 自覺も 漸く 起って、 皇室 竝に國 家に 對 する 國民的 思想が 

盛に 振興す る やうに なった。 大化 改新 以後の 五六 十 年間 (近 江 飛鳥 藤 原 時代) は、 所謂 律令制 定時 代で 

あるが、 文武 天皇の 御代に 至って、 遂に 大寶 律令の 撰定 があった。 此の 律令に は 我が 國 情に 鑑みて、 

諸官 省の 上に 神祇官 を 置いた 外 は、 殆ど 唐 制 を 其の儘 採用した ので あるが、 是ょ， 9 先 旣に大 化の 頃以 

來、 都 制 を 始め 宮殿 寺院の 建築な どに は、 悉く 唐 風の 摸倣が 行 はれて ゐた。 大化 改新の 時に 營 まれた 

難 波 璺埼宮 は、 唐の 都 制 を 摸した 最初の 帝都で あるが、 其の後 近 江 大津宮 • 飛鳥 淨御 原宮. 藤 原 宮を經 

て、 漸次 規模が 雄大と な， o、 遂に 平城京に 至って 最も 大規模に 營 まれた。 元 明 天皇 以後 は 卽ち奈 良 朝 

であって、 其の 七 代 七十 五 年間 は、 帝都 を 中心に 東洋 各地の 文化が 盛に 傳來 して、 咲く 花の 匂 ふが 如 


き 天平の 盛 待 を 見る に 至った ので ある。 

J 城 京の 佛 平城京 は 唐の 長 安 を 其の儘に 模範と して 營 まれた ものである。 鬵 時 長 安 は 支那の 佛敎の 中 6 ^でめ 

つて、 西域. 印度から 傳來 した 佛敎 文化 は、 都市の 一 大美觀 となった 時で あるから、 これ を 模範と した 

我が 平城京が、 佛敎藝 術の 府 となった の は當然 である。 卽ち 東西の 郊外に は、 莊嚴 なる 堂塔が 高さ を 

競うて 立ち 竝び、 其の 殿 前に は異國 趣味の 醫 かな 舞樂が 麦せられ、 堂 内に は 燦爛と 輝く 佛 像. 壁畫. 佛 

具が あって、 佛前 では  一 H に數百 千の 僧尼の 得度 式が 行 はれた。 殊に U3 本佛 法の 總 本山と もい ふべき 

東大寺に 於て は、 八宗を 始めと して、 東洋 各國の 學問藝 術の 研究が 行 はれ、 其の 戒壇で は、 聖武 上皇 

を 始め、 光明 太后. 孝 謙 天. 皇が、 一時に 戒を 受け 給 ひ、 至尊の 御身に してな ほ 「三. 寶の奴 1 とまで 仰せら 

れる ほどの 有檨を 見た。 更に 當 時の 宗制を 見る に、 各 國に國 分 寺 竝に國 分 尼寺 を 造らし め、 これ を總 

括す る爲に は、 帝都に 總國分 寺と しての 東大寺と、 總國分 尼寺と しての 法 華 寺 を 建立せ しめられ、 斯 

くして 全國民 をして、 均しく 佛果を 得しめ ようとせられ たので ある。 かくて 佛敎は 全く 國家 的の 宗敎 

となった ので あるから、 上古 以来の 祭政 一 §國 風は當 時ー變 して、 政教 ris 新政 を 見る に 至った 

ので ある。 

推 古 朝 以後 佛敎は 年々 興隆し、 天平 期に 至って 頂上 を 極めた ので あるが、 其の 興隆 は國 民の 內心か 

らの、 强烈 なる 宗教 的 欲求から ここに 至った のでな く、 官府の 權威 若く は爲政 者の 誘導に よって 到達 

したので あるから、 一般の 信仰 は 極めて 外面 的であった。 卽ち 堂塔の 建立 も、 經 文の 書 寫讀誦 も、 樣 

時代の 槪觀  一九 


も や 


二 〇 


唐 

寺 

堂 


此の 講堂 はも と 平城宮 の ^隼 

殿で あつたの を， 本 寺 草刽の 

際に 勅旨に よつ て、 賜 はった 

ので ある と 降 へられて 居る。 

移 建に M つ て^-堂に 適する や 

うに、 多少 改造せられ たで あ 

らうと 思 はれ  >  又 其の 後 建 治 • 

延寶 • 明治の 一一 ー囘に 修理 を 施 

した 時に も， 部分的に 改廢し 

たで あらう から、 現在の もの 

は 原形の 儘で ない 事 は 勿論で 

ある。 併し 外戳の 如き は、 槪 

ね 原形 を 保存して ゐる であら 

うから、 是 によつ て 和 銅赏時 

の 宮殿 建築の 樣式を 想像す る 

事が 出来る ので ある。 


様な 法 會も、 お 

として 聖壽の 安 

泰ゃ國 家 安穩の 

爲に行 はれた の 

であって、 其の 

信仰が 飽くまで 

現世の 利福 を 祈 

願す る もので あ 

つた 事 は、 彌勒. 

釋迦. 観音. 藥節 

の諸佛 が、 盛に 

造られた 一 事 を 

見ても 明瞭で あ 

る。 從 つて 當時 

の 佛敎の 盛大 は 

實に 空前 絕 後の 


ことで はあった けれども、 國： K の內部 生活に 影響す る 所 は 極めて 少 かった のであって、 民間の 宗敎は 

依然として 神な がら の 道で あ つた 事 は、 『fs5: 葉 集』 を 見て も 明白で ある。 

漢學 の影饗 佛敎が 時代 を 下る に從 つて 隆盛 を 極めた 事 は Y 右に 述べた 通りで あるが、 一方 漢文 學を 見る と、 こ 

ュは 傳來の 歷史も 古く、 漢籍の 如き は 夙に 傳寫 によって 廣く 流布して ゐ たから、 それが 國民 思想に 及 

ぼした 影響 は、 佛敎の 比ではなかった。 大化 改新 以前に 於け る 貴族 子弟の 敎育 は、 學 者の 個人教授に 

よって 行 はれた ので あるが、 大化 改新の 後大學 寮の 設置が あり、 次いで 教育 機關 として 京師に 大學、 

諸國に 國學を 設け、 明經. 紀 傅. 明 法. 算數の 四 道 を 授け、 其の 業を卒 へた 者 を試驗 して 官 史に仟 用す る 

制 を 立てて 以來、 漢學は 忽ち 興隆した。 尤も 律令制 定時 代に は、 待に 明 法 道 を 重んじた ので あるが、 

天智 天皇の 御代 以來は 詩文の 大家が 續 出し、 又天武 天皇の 頃から は 紀傳道 を 重んじて、 修史の 計畫を 

立てさせられた から、 詩文 竝に經 史の學 も 亦 漸く 勃興す る やうに なった。 かくて 祭 良 朝になる と、 從 

來 の 紀傳道 の 中から 文 章^ を獨立 さ せ 7 文章 博士 を 置いて 紀傳道 を 掌 ら しめられ たから、 詩文 學はナ 

いに 起った。 漢學が 興隆す るに つれて、 儒敎が 我が 國民 思想に、 多大の 感化 を 及ぼした 事 は 言 ふまで 

もない が、 一方に は sesw^ の 如き も 漸く 重んじられた 事 は、 大 化から 天應に 至る までの 年號 十七 

囘の 中、 大化. 大寶 など 二三 を 除く 外 は、 悉く 祥瑞 に基づいて ゐ るの を 見ても 明瞭で ある。 支那の 祌仙 

思想 は、 『懷風 藻』 の 詩 や、 『萬 葉 集』 の 和歌に も 見えて 居る のであって、 仙境に 憶 愤れ、 不老 長生 を 願 

ふ 思想が 漸く 著しくな つたので あるが、 殊に 說話文 學には 多大の 影響を及ぼして、 在来の 神話 傳說と 
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は 色調 を 異にした、 多くの 神仙 說話を 生す るに 至った。 老莊の 超俗 隱 逸の 思想 は、 儒教 を 尊んだ 當時 

の學 風と は、 相容れ ざる ものであった けれども、 奈良 朝に は 一部の 民心 を 動かした やうで ある。 なほ 

六 朝 文學の 無常 厭世の 思想 は、 時代 を 下る につれ て、 漸く 文學 者の 間に 浸潤した のであって、 萬 葉末 

期の 歌人に は、 一種の 哀調 を 帯びた 傾向が 著しく 見える ので ある。 かくて 奈良 朝になる と、 漢文 學は 

國民 思想に 種々 の 感化 を與 へたので あって、 やがて 起るべき 平安時代の 文學的 思想の 基調 は、 略ぼ此 

の 時代に 成った ので ある。  . 

近 江 飛鳥 藤 最後に 記 载文學 時代に 於け る國文 學の發 達の 槪况を 略述して 置く。 推 古 朝 以後 海外との 交通が 彌盛 

になる につれ て、 國民 の自覺 も 亦 漸く 勃興し、 國文學 は 從來の 渾沌た る 民族的 文學 から 離脫 して、 種 

種の 部門に 分れて 別々 の 發達を 遂げる やうに なった。 殊に 近 江 飛鳥 藤 原 時代に は、 支那 文學を 摸倣し 

て 漢詩 漢文 を 盛に 作る やうに なった が、 當時 和歌 は 內容が 著しく 進步 し、 形式 も 整頓して 著しく 發達 

し、 個人的 待 色 を 有する 歌人が 次々 に 現れた。 殊に 藤 原 朝の 典型的 歌人と いはれ る 柿 本人 麻呂 が、 傳 

統 的な 敬神 思想と 國家的 観念 を 強調した の は、 當 時の 國民 思想 を 代表した 觀が ある。 支那の^ 學に刺 

戟 せられて 國史を 編纂す る 事 は、 旣に推 古 天皇の 朝に 起った ので あるが、 壬 申の 亂後は 待に 國史 編述 

の 必要 を 感じ、 天武 天皇 以後 歴代に 亙って、 修史の 事業が 繼繽 せられ、 奈良 朝の 初に 至って 『古事記』 

『日本書紀』 の 完成 を 見る に 至った。 要するに 推 古 朝から 藤 原 朝に 至る 百十餘 年間 は、 國 家の 發展に 伴 

なって、 國民的 自覺が 盛に 起った 時代で あるから、 此の間の ii 文學に は、 皇^ S に國 家に 對 する 國民 


的 思想 感情が 強調せられ たので ある。 此の 傾向 を 承け て、 更に 個人的に. E 覺 して、 個性 を^ 現す る や 

うにな つたの は奈良 朝で ある。 推 古 朝から 藤 原 朝に 至る 間 は、 また 文章お 上の 黎明期と して 注意す ベ 

き 時代で ある。 現存す る 最古の 文獻 は、 聖德 太子の 憲法 十七 條. 佛 典の 註疏. 外交文書. 金石文な どで あ 

るが、 此 等の 中には 純粹の 漢文の 外に、 漢字 を 借 て國語 を 混へ 記した 折衷 體が ある。 此の 折^ 體は、 

其の後 漢字の 音訓 を 借. 9 て、 國語を 自由に 表記す る やうに なって、 玆に 始めて 純 粹の國 文 を寫し 得る 

やうに なった のであって、 『古事記』 や 『萬 葉 集』 の 如き 記載 法が 發達 したの は、 卽ち 飛鳥 藤 原 朝の 頃で 

ある。 

奈良朝 は奈良 奠都と 外来 文化の 傳來 とから 大 なる 刺戟 を 受けて、 學問文 藝が彌 向上 發 達して、 上^ 

文學 史上の 黄金時代 となった。 其の 初期に は天武 天皇の 修史の 御 遺志 を 承け て、 國史 地誌な どの 編篛 

が 次々 に 行 はれた ので あるが、 一方に は 我が 國の 文學を 支那 文學 と、 對 等の 位置に 置かう とする 努力 

が續 けられた。 萬 葉 歌人の 山 部 赤 人 • 山上 憶 良. 大伴 旅人 • 高 橋 蟲麻呂 等 は 其の 先鋒であって、 其の 作歌 

は 題材 內容 表現な どが 著しく 展開す ると 共に、 各自 己の 待 色を發 揮して 居る。 其の後 歌人に は 大伴家 

持. 湯 原 王？ K 伴 坂 上郞女 等が あって、 個性 はいよ いよ 鮮明になる と共に、 漢文 學の 感化 を 受けて、 形 

式內容 ともに 優美 纖細 になった。 かくて 和歌 は奈良 朝の 末期に 近づく に從 つて、 素朴 純眞な 上代 文學 

の 特質 を 失って、 貴族的 文學 となり、 玆に 都鄙の 文學の 間に 著しい 懸隔 を 生じ、 叉 H で 味 ふ 文 學と耳 

に訴 へ る 文 學とは 分離して、 別々 の 途を迪 る やうに なった。 


『萬 葉 集』 は奈良 朝の 文學を 代表す る ものであるが、 之に 次いで 貴重な のは宣 命で ある。 宣命は 祝詞 

の 系統 を 引いて 發 生した 天皇の 勅命 を宣る 文章で ある。 其の 文體は 祝詞よりも 遙 かに 散文的で あ b、 

內容は 事柄に 應 じて 變 化して 居る。 宣命 は奈良 朝の 末期に 近づく に從 つて、 儒佛の 思想 を 多分に 取 入 

れ、 文體も 漢文 を 引用し、 用語 も 外 來語を 多く 用 ひる やうに なった のであって、 後の 和漢 混淆 文の 魁 

となって 居る。 奈良 朝に はまた 漢詩 漢文が 盛に 行 はれた。 當時 宮廷に 於て は、 g: 時の 公 宴に 群臣 を 召 

して 詩 を 上ら しめられ、 叉 貴族の 間に も i! 集陚 詩の 風が 流行！ た。 かくて 詩文の 大家 は續々 輩出し、 

又 詩の 撰 集 や 家集 も 編まれた ので あるが、 現存す る もの は 『懷風 藻』 ー卷 だけで ある。 漢文 は 『古事記』 

の 序、 『懷風 藻』 の 序 竝に詩 家傳、 『常 陸 風土記』 『萬 葉 集』 の 歌 序な どに 其の 面目 を傳 へて 居る。 祭 良 

朝に はな ほ說話 文學が ある。 其の 一 は 神仙 說 話であって、 『萬 葉 集』 『懷風 藻』 『風土記』 其の 他に 散見 

し、 他の 一 は 佛敎說 話であって、、 『日本 靈異 記』 に收錄 せられて 居る。 而 して 此 等の 說話 文學は 平安 時 

代の 物語の 源流と なった ので ある。 

第二 章 神話 及び 傳說 

一 神話 傳說の 集成 

國文學 史上 最古の 文學 は、 『古事記』 『日本書紀』 『風土記』 等に 記載 せられて 居る 神話. 傳說、 及び そ 


わに 附隨す ス歌謠 である： 上古の 歌謠は 次の 章に 於て 述べる として、 先づ 神話 傳說 と、 それ を 收錄し 

た 『古事記』 以下の 古典に 就いて 考察す る ことにする。 

原始時代の 民族 は 驚異的の 感情 を 起す すべての 現象の 起因 を、 超自然的 存在 (神. 精靈 など) に歸 する 

と共に、 すべての 事象 を 自己と 同様に、 生命 竝に靈 魂 を 有する 如く 考 へたので ある。 この 思考 作用 を 

神話 學者 は、 神話 的 想像 叉 は 神話 的 思考 法と 言って 居る。 雖話は 原始時代の 民族が 共通の 祌話的 想像 

によって、 自然 や 人事の 諸 現象 を說 明した 一種の 物語で ある。 卽ち 神話 は、 理智の 掣肘 を 受けない 原 

始 民族の 想像の 產物 である けれども、 自然と 人生に 對 する 說明を 試みた もめであって、 其の 解 釋の墓 

準と なった もの は、 當 時に 於け る 信仰. 習慣， 產業. 社會組 織な どの 如き、 一 切の 精神 生活 竝に 物質 生活 

の實 相であって、 其の物 語 は 彼等に とって は 架空 的な もので なく、 現實の ものであると 信じられて ゐ 

たので ある。 從 つて 神話 は、 宗教 や 科 學ゃ藝 術な どが 未だ 分化せ すして、 混沌た る狀 態に あった 太古 

に 於け る 文化的 產 物であって、 吾々 は 之 を 研究す る 事に よって、 我が 國民 文化の 遠き 源 を 知， o 得る の 

である o 

神話に 次いで 發生 する 民族的な 物語 は傳說 である。 これ は歷 史的に 著しい 文化 現象 を、 後から 囘顧 

する 心情から 生れる のであって、 神話 時代から 歴史 時代に 移， o 行く 中間に 發生 する、 想像 的 理想的の 

物語で ある。 傳說は 神話に 較べ ると、 超自然的 分子の 少 いもので あ， o、 叉 一 般に 時と 處の 束縳を 受け 

易い ものであるが、 待に 神話 的 特質 を 多く 含んで 居る もの を 神話 的傳說 とい ひ、 歷 史的 事件 又は 歷史 
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的に 可能なる 事柄に 關 する もの を歷 史的 傳說 とい ふ。 傳說の 中には 理想的 英雄 を 主人公と する 物語が 

多い のであって、 之 を 待に^ S, 像^と いふ 事が ある。 神話 的 傳說は 神話に 接觸 し、 歷 史的 傳說は 歴史 

若く は歷史 物語に 接觸 する ので あるが、 其の 接 觸點に 於て は 二者が 混淆して ゐて、 明確な 境界線 を 引 

き 難いので ある。 

說 話  神話 や 傳說の 中には、 詣 所に 遊離 的に 介在す る說 話が ある。 說話は 神話の 性質 を 失った 短い 話で あ 

つて、 如何なる 祌 又は 英雄に も 結び付き、 又 如何なる 事象に も 容易に 結び付けられる ものである。 說 

話の 中には、 人間と 動物との 交 涉に關 する 物語が 多い ので あるが、 其の 他動 物 だけの 說 話が あり、 又 

大樹. 靈泉 •： 蹇劍 などに 關 する ものな どが あって、 其の 種類 は 極めて 多い。 說 話の 多く は、 地名 .俾 諺 .慣 

習. 禁制な どの 起 b を說 明す る爲 に、 神話 傳說の 中に 揷人 せられて 居る ので あるが、 中には 氏族の 出自 

や、 家職の 由來 など を說 明して 居る ものが ある。 なほ 說 話の 中には、 屢 外. 來の もので あらう と 思 はれ 

るの が ある。 神話 及び 傳說は 民族の 所產 であって、 廣く 民族の 間に 語り 傳 へられた ので あるが、 說話 

は 主として 一部の 民衆み 間に 傳承 せられた もので あ，^、 今 n もな ほ 地方の 民間に、 口碑と して 保存せ 

られて 居る ものが 無數 にある。 かくて 說話 は、 祌話 傳說の 如き 體系を 具へ るに 至らす して、 個々 に傳 

承せられ たもので あ， o、 其の 內容 形態と もに、 槪 して 低級な ものであるから、 文學 としての 惯値は 二 

次 的で ある。 

統一  我が 民族の 神話 傳說 及び 說話 は、 『古事記』 『日本書紀』 などに 記されて、 後世に 傳 へられた ので ある 


が、 これ は 初から 今 見る やうな、 組織的な 物語と して 現れた ので はない。 最初 は 皇^ を 始め 諸の 氏族 

の 間に、 それぞれ 祖先^ら 語り 傅へ にれ た 個々 の ものが あって、 しかも 其の 傳求は 上代に 於て は、 社 

會的 地位 を確證 する 神聖な 物語と して、 最も 嚴 正に 語り 傳 へられた S である。 然るに 朝廷の 威 德が漸 

く廣く 民族の 上に 及び、 やがて 全 民族が 皇室 を 中心として、 統一 せられる やうに なると、 從來 個々 に 

語 b 傳 へられた 諸の 氏族の 傳承も 亦、 皇室の 傳承を 根幹と して 結集 せられて、 遂に 一 體系を 具へ た國 

民 的傳承 ^ま舰 歸 の 成立 を 見る に 至った ので ある C 併し 統一せられ た國 民的傳 承と 雖も、 なほ 

部分的に は 種々 の異說 があった のであって、 此が 文字に 記されて 固定す る 時に、 ー說 として 取られた 

もの も あるが、 凟ま 1、 松 てられて 永久に 湮滅した もの も縣 くな からう と 思 はれる。 要するに 我が 民 

族の 神話 傳說が ー體系 を 具へ たの は、 全 民族の 統一 が 成った 後で ある。 而 して 之を赘 料と して 國史を 

編纂す るまでに は、 更に 長い 年月 を經 たで あらう と 思 はれる。 • 

記錄 9 發達 國史 編纂 以前に 於け る 神話 傳說 の傳誦 は、 漢字が 傳來 した 後 も、 なほ 相當 長く 精いた であらう と 思 

はれる が、 此の間に 皇室 を 始め、 一部の 上流 階級の 間に は、 漢字 を 用 ひて 記錄を 作る ことが 行 はれた 

に 相違ない。 併し 漢字 を 自由に 使用して 國事を 記す こと は、 日本人に とって は 容易な 業でなかった か 

ら、 初 は 專ら歸 化 人の 氏族が、 これに 從^ したので ある。 例へば 應神 天皇の 御代に 歸 化した と 傅 へら 

れる ifk の I ね、 及び 其の 子 加^^: の 子孫 は、 I の 文部 を 率ゐ、 叉 王 仁の 子孫 は 西の 文部 を率ゐ て、 

朝廷の 記 錄に從 事した ので あるが、 其の 他に も秦 漢人 や 韓人の 歸 化した 者の 後裔に して、 文筆に 從事 
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した ものの 多かった 事 は、 『日本書紀』 『古語 拾遺』 『新撰 姓氏 錄』 などに よって 知られる。 而 して 此等 

の歸化 氏族が 記した もの は、 キ- として 政務 上の 記錄 文書で あつたと 思 はれる が、 又 家々 の 私記 も 記さ 

れた であらう。 かくて 此 等の 記 錄 文書に して、 幸に 後世に 遣 存じた もの は、 ロ傳 へに 傳 承せられ た祌 

話 傳說と 共 に、 後の 國史 編纂 の 資料と なった の は 勿論で ある。 

古事記 以前 『日本書紀』 の仁德 天皇 四十 一 年の 條に、 「春 1 一月、 遣， 一紀 角 宿禰於 百濟ハ 始 分- 國郡疆 場； 具ぎ t  土 所。 出。」 

つ 遂 彰 業 

と あるの は、 朝廷で 記錄を 作製せ しめられた 最古の 所見で ある。 此の 記事に よれば 、これより 先に 國内 

の 記錄を 作る 事が 旣に行 はれて ゐた であらう と 想像 せられる 。次" いで 履 仲 天 皇紀の 四 年 八月の 條に は、 

「始之 於， 一 諸國- 置， SSff 記- i ト暴^ 一四 方^」 と あるから、 當時 は旣に 諸國 に 史官 を 置 かれた ので ある。 

かくて 朝廷に 於て は、 仁德 天皇の 頃から、 政治 上の 記錄を 作る 事が 行 はれた ので あるが、 當時 記錄に 

從 事した もの は、 なほ 主として 歸化 氏族であった であらう。 日本人の 手に 成った と 思 はれる 最古の 文 

默 にして 現存す る もの は、 推 古 天皇 朝に 成った ものであって、 此の 御代に は 1  口め て 國史の 編纂が 行に 

れ たので ある。 卽ち推 古 天 皇紀 一 一十 八 年の 條に、 「是歲 皇太子 島 大臣 共議 之、 錄-ー 天皇 記及國 記、 臣連伴 造 

國造百 八十 部、 幷 公民 等 本 記 マー と あるの は、 國史 編纂の 初見で ある C 此の 記事に よれば、 當 時の 圃史 

は聖德 太子が、 蘇 我 馬子と 共に 議 つて 編修せられ たのであって、 體裁は 支那の 史書に 倣った 紀傳體 で 

あった やうで ある。 併し 此の 國史 は、 其の後 皇極 天皇の 四 年 六月に、 蘇 我 蝦夷 等が 誅 せられる 時、 其 

の 家と 共に 烏 有に 歸 したので あるが、 「國 記」 だけ は 船史惠 尺が 火中から 救 ひ 出して、 中 大兄 皇子に 虜 


じた ことが 書紀に 見えて 居る。 尤も 「國 記.】 に 就いては、 其の後に 何等の 記事 も 見えて ゐな いので ある 

が、 若し 後に 遺存 したと すれば、 其の後の 修史 事業の 重要な 資料と なった であらう。 世に 聖德 太子と 

馬子の 共編に 係 かる 國史 と稱 する 『先， 代舊事 本お』 十卷 ||「」 奮が 現存して 居る けれども、 これ は 平安 時 

代の 初 頃に、 記紀 其の 他の 古文 獻を 抄錄 して 成った 僞書 である こと は、 旣 に江戶 時代の 學 者が 考證し 

た 通 b である C 

天武 天皇の 推お 天皇の 御^に 始めて 國史の 編纂が 行 はれて 後 六十 二 年を經 て、 天武 天皇の 十 年 三月に は、 川 島 

修史 事業  tv へ  ^ ね 

皇， 子 . 忍 壁 皇子. 廣瀨 王. 竹 田 王. 桑田 王. 三 野 王 以下 諸 臣に詔 があって、 帝紀 及び 上古の 諸事 を 記 さしめ、 

中 臣連大 島. 平 群臣 子 首 をして、 筆錄 せしめられた ことが 書紀に 見えて 居る。 帝紀は 皇室の 御 系譜 竝に 

御傳 記で あり、 上古の 諸事 は 神話 傳說の 類 を 指した ので あらう。 叉 『古事記』 の 序文に よれば、 天武天 

皇が當 時 諸家に 傳 はって ゐ た帝紀 及び し、 誤 ゃ僞が 多かった の を 憂 ひ 給うて、 綏國の 大本と すべ 

き 正しい 帝紀 及び 舊辭 を撰錄 して 後世に 傳 へようと して、 先づ舍 人の 稗 田 阿禮に 命じて、 帝皇 の日繼 

及び 先代の 舊辭を 誦み習 は しめられ たので あるが、 崩御に よって 中絶した とい ふ。 讀^ ま^ 

^^；? じ是 より 先、 蘇 我 氏 討伐の 事 を 謀り 給うた 天智 天皇 は、 律令 を 定め 制度 を 改め、 又學 問を獎 

勵 せられて、 御製の 詩文 もあった やうで あるが、 文書の 類 は 悉く 壬 申の 兵燹に 罹って 灰燼と なって し 

まった。 壬 申の 大亂は 皇室の 不詳 事で あ り、 且つ 近 江 朝廷に 代って 天下 を 知ろし召した 天武 天皇の 御 

政治 は、 改新に 對 する 反動と も 見るべき ものであった ので、 當 時の 國民 精神に は、 多少の 動搖が あつ 
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たもの の やうに 思 はれる。 從 つて 天武 天皇が 特に 修史 事業 を 盛に 起された の も、 一 に は 蘇 我 氏 滅匚の 

時、 燒 失した 國史を 再興 せられる 爲、 一 に は 當時區 ふに 傳 承せられ てゐ た、 諸の 氏族の 歴史 を統 一 し 

て、 國民 精神の 歸趨を 明示しょう とせられ たものと 想像 せられる。 さて 天武 天皇 は、 右に 述べた やう 

に、 二様の 修史 事業 を 起された ので あるが、 崩御に よって 何れも 完成せ すして 中止せられ た。 併し 天 

皇の御 遣 志 は、 其の後 歴朝に 亙って 繼 承せられ たのであって、 稗 田 阿 禮に誦 み 習 はしめ られた 萏辭を 

本と して、 撰錄 せしめられ たの は、 元 明 天皇の 御代に 成った 『古事記』 であり、 天武 天皇の 十 年 三月に 

S された 修史の 業 は、 『古事記』 の 成った 年から 更に 七 年 を經て 、ま 正 天皇の 養老 四 年に、 『日本書紀』 

(三十 卷系圖 一 卷) となって 完成 を吿 げたので ある。 

二  ，fn 事  一一 一一 a 

成立の 由來 『古事記』 の 成立の 由來 は、 撰者の 太 安 萬 侶が 卷 頭に 捣 げた 序文 § きれ ほ に 明記せられ て 居る。 即ち- 兀 

明 天皇が、 天武 天皇の 絛史の 御 遣 志を紹 がせられ て、 先紀赚 ほと や 舊辭の 誤 謬 を 正す 爲に、 和 銅 四 年 

九月 十八 m に 太 安 萬 侶し 詔 を 下して、 稗 田 阿 禮が誦 み 習った 勅語の 舊辭 を撰錄 せしめられ たもので あ 

つて、 完成して 獻 つたの は、 翌年 卽ち和 銅 五 年 正月 1 一十 八日で ある。 此の 文面に よれば、 勅語の 蒭辭 

だけ を 資料と したやう に 見える けれども、 帝紀 も亦資 科と なった であらう と 思 はれる。 ^紀は 十 H とし 

て 皇室の 御 系譜、 及び 皇位 繼 承の 次第な ど を 記した もので、 一 の 成 書であった らしい のであって、 『古 


事 記』 に 記載せられ て 居る 天皇 S 登極、 崩御の 、山陵の 所在、 后妃 卓： 子の 事な ど は、 之 を 資料と し 

て 記した ので あらう。 次に 萄翻 は、 皇室 を 始め 諸の 氏族が 傳 承した 神話 傳說 であって、 これ も 天武天 

皇の 御代に は、 旣に文 寄と して 存在した やう で^る C 要するに 『古事記』 の 成立に 關 係の あつたの は、 

天武 天皇と 稗 田阿禮 及び 太 安 萬 侶であって、 編述の 根本 資科 となった もの は、 帝紀と 锊辭. である。 而 

して 大武 天皇 は、 當時區 々に傳 承せられ て ゐた諸 傳說を 取捨し 修正 を 加へ、 且つ 統一 を與 へられた の 

であるが、 『古事記』 の 序文 中に 安 萬 侶が、 「謹みて 詔 旨に 隨ひ、 子細に 採り 摭 ひぬ。」 と 言って 居る の を 

見る と、 天武 天皇の 御代に は、 来 だ ー體系 を 具へ た 古史 傳說の 成 書はなかった ので ある。 次に 稗 田 阿 

禮に 就いては、 序文 中に 「時に gIP 舍人 有り、 姓 は 稗 田、 名 は 阿禮、 年は是 二十 八 C 人と 爲 ，0 聰 

明に して、 目に 度れば 口に 誦み、 耳に 拂 るれば 心に 新す。 卽ち 阿禮に 勅語して、 帝皇の H 繼 及び 先代 

の 舊辭を 誦み習 はしめ たま ひぬ。」 と ある。 此の 文意 は、 天皇か^ 授けられた 古傳說 を、 忠實に 諳誦し 

たものと も 解せられ るが、 寧ろ 難解な 古記 錄の訓 方 を、 天皇から 授けられた： f りに、 誦み 習った もの 

と 解す るの が安當 である。 岡 田 正 之 博士の 說 によれば、 誦習の 語 は 『史 記』 の 儒 林傳に 見えて 居る ので 

あって、 諳誦の 意で はなく、 誦讀 習熟の 義 である。 而 して 安 萬 侶 は、 先に も 述べた やうに、 天武 天皇 

が 新しく 整理せられ た帝紀 及び 舊辭を 更に 取捨して、 『古事記』 を 編纂した ので あるが、 典の 記述の 方 

法 は、 序に 述べて 居る 所に よれば、 阿 禮が誦 み 習った 古訓 を 其の儘に 採用し、 且つ 文字 使用法の 如き 

も、 古記 錄の 面目 を 出来る 限 b 保存す る やうに 努めた ので ある。 (當時 阿禮が 生存して ゐた とすれば 六 
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十有餘 の年齡 であるが、 其の 存否に 就いては 明瞭 を缺 いて 居る。) さて 安 萬 侶 は 壬 申の 亂に 功勞の あつ 

た 多 朝臣 品 治の 子で、 靈龜ニ 年に 氏の 長者と なり、 養老 七 年に 民 部 卿從四 位下で 歿した 人で ある。 安 

萬 侶が 當時 一流の 文章 家であった こと は、 其の 筆に なった 『古事記』 の 序文 を 見ても 明かで あるが、 な 

ほ 『古事記』 撰 進の 後に、 書紀の 編纂 者の 一人に 加 へられた 事に 徵 しても 明白で ある。 なほ 『古事記』 の 

題號 は、 上古の 諸事 を 記す 意であって、 恐らく 安 萬 侶が 命名した ので あらう。 

^事 記の 組 『古事記』 は 三卷^ ら 成って 居る。 上卷は 天地開闢の 神話に 始まって、 日子 穗穂手 見 命の 神胬の 物語 

に 終り、 中卷は 神武 天皇の 御 東征に 始まって、 應神 天皇の 御代の 物語に 終り、 下卷 は仁德 天皇から 推 

古 天皇に 至る までの 事 を 述べて 居る。 卽ち 大體に 於て、 上卷は 神話であって、 其の 間に 神話 的 傳說が 

織， o 交せて あ， o、 中 卷下卷 は 主として 歷 史傳說 であって、 下卷は 其の 終に 近づく に從 つて、 漸く 歷史 

古事記の 祌 的 記述に 入って 居る ので ある。 更に 神話 及び 傳說の 組織 を 見る に、 先づ 神話 は 大體、 天孫 系 神話 .出 

雲 系 神話 及び 筑紫系 神話の 三大 神話 群が、 此の 順序に よって 記述 せられて 居る ので あるから、 上卷は 

三部に 分 たれる ので ある。 第一 部の， 天孫 系 神話， は、 高天原 を 背景と する 自然 神話 及び 人文 神話で あつ 

て、 先づ 天地の 創造の 神話に 始ま， 5、 伊邪那岐. 伊邪那美 1 一 祌の國 生み. 神 生みの 如き、 創造 生成の 神話 

を 物語った 後、 伊邪那美 命が 火 神 を 產んで 神 崩り 給うた のを轉 機と して、 黃泉國 の 神話に 移，^、 上代 

人の 生死 觀 及び 觸穢と 潔 齋に關 する 觀 念の 投影と 見るべき 人文 神話 を 語った 後に、 再び 轉 じて 光明 界 

に 出で、 自然 神と 人格 神と を 兼ねた 天 照大御 神と 須佐之 男 命 を 主神と する 、個々 の 人文 神話 を 物語 b、 


最後に 須佐之 男 命の 追 欤を點 出して、 出 雲 系 神話への 橋掛 として 居る。 第二 部の 出 雲 系 神話 は、 "1 後 

に 分って 見る ことが 出来る。 前半 は 出 雲 を舞臺 とする 英雄 神話であって、 先 づ須佐 之 男 命の 八 眩 大蛇 

返 治に 序 慕 を 開き、 須賀宮 に 於け る 祌婚說 話 を 語.^、 轉 じて 大國 主命の 求婚 說話を 本 系と して、 稻羽 

の 素 兎 • 手間の 赤 猪 • 氷 目 矢 • 蛇の 室 星な どの 遊離 說話を 語った 後に、 大國 主命の 國土 經營の 傳說を 物語 

つて、 後半 部の 前提と して 居る。 後半 部 は 天孫 系 對出雲 系の 民族的 交涉を 主題と する 人文 神話で あつ 

て、 先づ 高天原に 於け る國土 平定の 御議に 始まり、 天 若 日子 等の 反逆の 物語 を經 て、 出 雲 系 諸 祌の歸 

順の 顚末を 物語.^、 天孫が 筑 紫に 天降り 給うた 事 を 語って、 筑紫系 神話に 接續 して 居る。 而 して^ TTT 

部の 筑紫系 神話 は、 天孫 邀瑰杵 命の 道案内 をした 猿田彥 神の 說 話に 始ま り、 木 花 開 耶姬と 磐 長 姬の物 

語、 火遠理 命と 火照 命の 海 幸 山 幸、 及び 海 神宮 行の 物語 を經 て、 鵜葺草 葺不合 命の 生誕の 事 を 物語つ 

て、 神代の 終 を 告げて 居る C 而 して 此 等の 物語 は、 もと 個々 の 民間 說話 であった. の を、 天孫 及び 其の 

御子に 結合して ゐ るので あるが、 殊に 說 話に 著しく 異彩が あり、 また 筑紫 南部 を 占有して ゐた、 吾ば 

や 隼 人 族と 天孫 系 民族との 關 係を說 明して ゐ るの は 注意す ベ き 事で ある。 以上 說 明した 三部の 祌 話に 

は、 それぞれの 待徵が ある。 其の 著しい 點 を擧げ るなら ば、 天孫 系祌 話に は 皇祖 神 を 中心とする 民族 

統一 の 精神が 強調せられ て 居る と共に、 政治的 宗教 的 思想が 濃厚に 現れて 居り、 出 雲 系 神話に は 農耕 

漁獵 等に 關 する 民族 生活の 反映が あ b、 叉 大陸との 關係を 暗示す る說 話に 富んで ゐる。 而 して 筑紫 系 

神話 は、 最も 異彩に 富んで ゐ るので あるが、 殊に 海洋に 關 する 美しい 5SS が 多く、 また 呪詛. 禁制の 如 
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き 原始 信仰に 關 する 十； 俗の 反 映 ： お 目立つ ので ある。 

古事記の 傳 以上 述べた の は 上卷の 神話の 組織と 其の 待徵 であるが、 更に 中卷 以下の 傳說を 見る に、 祌武 天皇 以 

說 

後 は歷史 時代と して 取扱 はれて 居る. S であるから、 記述の 態度 は 著しく 異なって 居る。 而 して 屮卷 F 

卷 の傳說 は、 これ を通覽 して 亦 三部に 區分 する 事が 出來る C 第一 部 は建國 創， 業の 傳說 であって、 神武 

天皇 から 開化 天皇に 至る までの 物語で ある。 尤も 綏靖 天皇 以降 八 代の 御代に は、 傳 說が缺 けて 居る。 

二部 は國家 統一の 傳說 であって、 ^神. 垂仁兩 朝の 御 治世に 關 する 物語に 始まって、 景行 天皇 朝の 

日本 武 尊の 西征東 伐を經 て、 仲哀 天皇の 熊 蘇 親征に 至る までで ある。 而 して 第三 部 はキ. として 海外な 

通の 傳說 であって、 神 功 皇后の 新羅 親征 から、 應祌 • 仁德兩 朝の 三韓との 交通の 物語 を經 て、 雄 略 天皇 

前後に 至る 外來 文化 渡 來に關 する 物語で ある。 而 して 雄 略 天皇 以後 は、 漸く 歴史 時代に 移る 黎明期で 

あるから、 姑く 之 を傳說 から 除外す るの が當然 であらう と 思 ふ。 神武 天皇 以後の 傳說 は、 大體に 於て 

歴史 傳說 であるが、 中に 幾多の 說話 が揷 入せられ て 居る。 歷史傳 說は傳 說本釆 の 性質 上から、 キ： 要な 

る 人格 を 中心として 個. k の傳說 若しくは 說 話が 結集せられ るので あって、 神武 天皇. 日本 武耸， 神 功皇 

后 • 仁德 天皇 • 雄 略 天皇 等の 傳說 は、 殊に 其の 傾向が 著しい ので ある。 『古事記』 三 卷の糾 織 は大體 以上 

述べ た 通 b である。 

** 記の 文 『古事記』 の文學 としての 惯値 は、 (一) 個々 の 神話 傳說を 巧みに 連鎖して、 ー體系 を 有する 敍 事文辠 

"レ： を 作り上げた 點と、 (二) それ 等の 神話 傳說が 内容に ふさ はしい、 素朴に して 而も 高雅な 辭句义 章に よ 


へ *f ほ 

一^ 3 ナ^ $"ゃ つえ 

^  A^&iF つて、 表現 せられて ゐる點 とに 存す るので ある。 更に 娄 しく 首へば、 『古事記』 の 素 村と なった 個々 の 

神話 傳說 は、 上代 民族の 藝術的 遺品で は ある けれども、 其の 原形 はもと よ b 極めて 素朴^ ぎで あるか 

ら、 直ちに 文 學とは 首 ひ 難いので ある。 然し 『古事記』 は此等 を結柒 して、 國 土の 生成. 國 家の 建設. 民族 

の 統一 の 如き 民族 發展の 大事 件が、 祌祇ゃ 英雄な どの 理想的 大人 格の 活動に よって 達成せられ た綏路 

を、 極めて 組織的に 物^ h -、 而も 之 を 統一す るに 當 つて、 國家 統一 の 民族的 精祌 と、 卓絕 せる 國體觀 

文 章 念 を 以て 終始一貫して 居る 所に、 敍 事文學 としての 惯 値が あるので ある。 次に 文章に 就いて In へば、 

安 萬 侶 は 其の 序文の 中に 述べ て 居る やうに >古 語 古意 の 保存に 細 ^の 注意 を拂 つたので あって 、%K 

sill を 併せ 用 ひ、 意義 を 適確 に 表し 難い 場合 に は 註 を 加へ、 而も 用字 はなる ベ く 古記 錄の 儘 を 川 ひ 

たので ある。 卽ち 『古事記』 の 記述 法 は、 國 文をキ とし、 漢文の 構造 を 併用した、 一種の 折哀體 であつ 

て、 記錄 と共に 發 達した 上古の 記載 法 は、 『古事記』 に 至って 其の 頂點に 達した ので ある。 かくて 安 萬 

侶の 用意周到なる 記載 法に よって、 從來 傳誦の 間に 洗煉せられ た 神話 傳說の 表現形式 は、 大體に 於て 

これ を 『古事記』 に寫す ことが 出來 たので ある。 卽ち： じ 辭句を 丁寧に 反覆して、 一切の 省略 法 を 川 ひ 

す、 叉 概念的 抽象的な 語句に よらす して、 常に 具象的な 表現 法 を 用 ひて 居る 爲に、 事柄に 適當 した^ 

嚴 雄大な 感が 起る と共に、 素朴 單 純な 上代 人の 生活が、 行文の 間に 躍動す るので ある。 『古事記』 の 文 

章 は 一 見 古拙 單調 なやう であるが、 事柄が 荘嚴 であ， o、 滑稽で あ hv、 優美で あ b、  M であるに 從っ 

て、 或 I は簡毁 に、 或は 流麗に、 それぞれに 應す る變 化の 妙が あり、 又 枝 巧と して は 巧妙な 譬喩. 雄大な 
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形容 .素朴 な 誇張な ど を 用 ひて 感興 を璺 かにし、 且つ 印象 を 鮮明に して ゐ るので あって、 傳 誦文學 とし 

ての 體裁は 遺憾な く備 はって 居る。 『古事記』 の 中で 內容 文章と もに 特に 勝れて 居る の は、 黄泉 國. 天 岩 

. 「， に 二に , 、 ^fiLP. 戶. 八岐 大蛇 返 治. 因幡 

,ぉ， .  ，r. き， 醇 

美 晷斗靠 も び あ 拿 tit 車 

鈥ま曼 養き, 翁ず き ぁ疆 

S 龜 身 あ 鄉 i 憂^ St 

1  辜 $<s$ 肝 ゆ 1，ぁ  一 


古 

Jut 

己 

眞 

本 


の 素 兎. 海 幸 山 幸. 海祌 

國.沙 木 毘賣命 .HI 本 武 

尊， 秋 山 之 下 氷 肚夫春 

山 之霞肚 夫な どの 傳說 

であらう。 

『古事記』 の 古寫本 中で 

最古の 完本 は、 名古屋 

市の 眞福寺 黉 生院 (俗 

稱 大须鹅 音) に 傳來し 

て、 今 は國寳 とな つ て 


. 居る 眞福寺 本で ある。 

此の 寫本 は應 安四 五 年の ^ 僧賢瑜 が筆寫 した ものであるが、 其の 奧書 によれば、 文 永 三年に 大 中臣定 世が 書寫 した ものの 

轉寫 本で あるから、 今 を 去る こと 六 百 六十 年 前の 古寫 本の 面 H" を 保存す る ものである。 阖版は 近年 古典 保存會 から コ C! タ 

ィ。 フ版 として 刊行 された ものに 據 つたので ある。 


故 於 A 是速須 佐 之 男， 命 言、 然者 請- 1 天 照 大御神 1 將」 能、 乃 幕, I 上天 1 時、 山川 悉動國 土^ 震。 爾天照 大御神 聞 驚 

而、 詔 T 我 那勢命 之 上來由 者、 必 不二 善心？ 欲い 奪 二我國 1 耳 h 卽解， ー御髮 f 纏 二 御 美 豆羅 1 而、 乃 於，, 左右 御 美 豆 雜1 

亦 於 n 御鬉 r 亦 於，, 左右 御手； 各 纏，, 持 八 n< 勾璁 之. 五 百津之 美 須痲流 之珠, 而、 |3§ 字 曾 ^良邇 者、 負，, 

千 人 之 鞍 r  5^gf*M 比良邇 者、 附，, 五 百 入之軟 r 亦臂 取，： 佩 伊都 H 之 竹辆, 而、 弓 腹 振 立而、 堅 庭 者 

於 こ 向 股 - 蹈那ー i、 き g 如： 沫雪， 蹶 散而、 伊都 一男 建 糊 鍵お 蹈建而 待 sr 何故 上來。 

右譯文 

故 是に速 須佐之 男 命の 言した ま はく、 「然 らば 天 照大御 神に 請して 罷りな む」 とま をした まひて、 乃ち おに if 

の^  ,  •  Iri.^i ほ ，、につち §  ： こ  も なせの ふ 二と  tos 一 

上ります 時に m リ^に 動み 國土皆 震り き。 爾に天 照 大御神 聞き 驚かして、 「我が 那勢命 の 上り 來 ます 由 は、 

» -..  は/  おも  の  み&づ i  i 

、必1 善む き、 丄 なら じ。 我 ガ國を 奪 はむ と 欲 ほす にこ そ」 と 詔り たま ひて、 卽ち御 髮を觯 き、 御 美 豆 維に 縟か 

して、 左右の 御 美 豆羅 にも 御 髪」 も、 左右の 御手に も、 各 八 尺の 勾璁 S 五 百津の 美須麻 流の 珠を 纏き 持た し 

て、 曾 良に は 千 入の 钗を負 ひ、 〔比 良 邇靑〕 五 百 入の 钗 み- 附け、 亦臂 には^ 都 S 竹辆を 取り 佩ば して、 弓 腹 

む 2 もも  なづ も  な  C  よらら  で： ナ 

振り立てて、 堅 庭 は 向 股に 蹈み那 豆 美、 沫雪 如す 蹶ゑ散 かして、 伊都の 男 建び 蹈み 建び て 待ち 問 ひた ま は 

く、 「柯 故 も 上り 來 ませる」 とと ひた. まひき 0  (古事記 上 卷) 

三 日本書紀 

成立の 由来 『日 木 書紀』 はもと 『日本 紀』 と稱 へたので あるが、 平安時代 の 初期の 頃から 『日本書紀』 と 呼ぶ 惯 

習 を 生じた。 此の 書 は 『績 B 本紀』 の 元 正 天皇 養老 四 年 五月 辛 酉の 條に、 「先： 疋 一品 舍人 親王、 奉， 勅 
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修， 一日 本紀； 至， 是功 成、 奢， ー上紀 三十 卷系 圖ー卷 ごと あるのに よって、 舍人 親王の 撰 進で ある 事 は 明か 

であるが 系 圖ー卷 は 散逸して 現存し ない。 舍人 親王 は天武 天皇 S 第三 皇子で ある。 而 して 『弘仁 私記』 

の 序に 「夫 日本書紀 者、 一品 舍人 親王、 從四 位下 勳五等 太 朝臣 安麻 呂等、 奉》 勅 所》 撰 也。」 と あるのに 據 

れば、 舍人 親王の 督勵の もとに、 太 安 萬 侶 を 始め 多 數の學 者が 集って 編纂した ので ある。 是ょ b 先、 

持統天 皇紀 五 年 八月の 條に は、 大 三輪 氏 以下の 十八 氏に 詔して、 其の 家の 纂記 を獻 らし めら れた卞 が 

見えて 居， o、 次いで 元 明 天皇の 御代に は、 『古事記』 の 撰 進の 翌年、 卽ち和 銅 六 年に、 諸國 に^に 記 を 

撰 上すべき 詔 を 下された ばか， o でな く、 更に 和 銅 七 年に は、 紀 朝臣 淸 人と 三 宅臣 藤麻呂 とに、 國史を 

撰修すべき 詔が あった 事が 『續 日本 紀』 に 見えて 居る。 右の 纂 記の 如き は、 『日本書紀』 の 編纂の 癸 料 を 

蒐集す る 目的で 獻ら しめられた であらう と 思 はれ、 和 銅 七 年の 國史 撰修の 詔 は、 つ 日本書紀』 編纂 事業 

の 準備 か、 又は 其の 一 部であった であらう と 想像 せられる。 

『日本書紀』 は 其の 題號を 見ても 明かで ある やうに、 對 外的の 國史 として 編纂せ しめられた. ので ある 

から、 其の 編纂 方法 は 自ら 『古事記』 と大ぃ に 異なって 居る。 當時は 『史 記』 『漢書』 の 如き 支那の 史書 

も 廣く讀 まれ、 從 つて 支那に 於て 發 達した 歴史 編纂 法に 精通した 學者も 多かった のであって、 『n 本書 

紀』 の 編纂に は、 必す 其の 知識が 應 用せられ たで あらう。 卽ち 編纂 者の 人數を 多くし、 史料 も 『古事 

記』 の 撰修に £ ひた もの 以外に、 家々 の 系 圖ゃ纂 記 や 氏 文の 類 を 始め、 『百濟 記』 『百 濟 新撰』 『百濟 本 

紀』 高麗 沙門 道 顯のミ 日本 世紀』 撒 ま に の 如き 三韓の 史籍まで も參考 に 供して、 大規模の 國 


史を 作らう としたの である。 かくの 如き 用意の もとに 成った 『日本書紀』 は、 種々 の點に 於て 『古事記』 

と 異なって 居る。 卽ち 『古事記』 は、 神話 傳說に 統一 を與 へて、 一の 古史 傳說を 作り上げた 所に、 其の 

特色が あるので あるが、 『日本書紀』 は、 先づ 神代 卷に 於て は 本 系と すべき ー說を 取り、 異說ゅ こ —れを 

「一 Itcjyv 別に^、 神武 天皇 以後に 於て は、 各方 面から 集めた 材料 を 綜合して、 史實 の璺富 を 

期した のであって、 すべ ての 點に 於て、 國史 としての 體裁 を備 へる ことに 努めて 居る。 從 つて 天 武天 

皇の 修史 事業 は、 『日本書紀』 に 至って 始めて 完成した のであって、 『古事記』 は 其の 準備 事業の 一 であ 

つたので ある o 

書紀の 組織 『日本書紀』 の 組織 竝に 内容 は、 三十 卷の中 初の ニ卷を 神代 史 とし、 第三 卷 神武 天皇から、 最終の 持 

統 天皇 卷に 至る まで は、 多少の 例外 を 別と して、 大體に 於て 御 一 代 を 一 卷 とする 方針 を 立てて 居る。 

卽ち書 紀は各 時代 を 公平に 取扱って、 歷史 としての 體裁を 整へ る 事に 留意して 居る のであって、 『古事 

記』 が 上卷を 神代と し、 中 卷下卷 は 傳說の ある 御代の 記述に のみ 詳細であって、 之 を缺く 御代に は、 

只 皇室の 系譜 を 記す に 止めて 居る のに 比べ て 大いに 趣 を 異にして 居る。 更に 記述の 態度に 就いて い へ 

ば、 神代に 於て は 神話 を 神話と して 記す とい ふよりも、 それに 反映して 居る 歷 史的 意義 を 要約して 本 

文に 揭げ、 多くの 異說は 之 を 統一す る 事な しに、 「一書 曰」 として 列記し、 又屢 それに 歴史的 解 釋を試 

みて 居る。 叉 神武 天皇 以後の 卷に 於て は、 傳說を も歷史 として 取扱 ふ 傾向が 一層 著しくな つて 居り、 

殊に 歷史 時代に 近 r くに 從 つて、 對外關 係の 史實 や、 外来 文化の 傳來發 達 等に 關 する 記事が 精細 を 極 
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めて 居る。 要するに 書紀 は、 すべての 點に 於て 歷史 的であって、 『古事記』 が傳說 的で あ b 文學 的で あ 

るのと 大に 異なって 居る。 從 つて 書 紀は文 學的價 値に 於て は、 『古事記』 より 遙 かに 劣る ので ある。 

書 fc の 文章 更に 文章の 上から 見る と、 書紀の 文章 は 大體に 於て 純粹の 漢文に 近い。 かかる 文體が 採用され たの 

は、 對 外的 關 係に もよ るで あらう が、 一面に は 資料の 關係 によるの である。 卽ち書 紀は旣 に 述べた 通 

5> 內 外の 史料 を廣く 蒐集して 編纂した のであって、 その 中には 『古事記』 の やうな 文章で 書かれた 

古記 錄 もあった であらう が、 多く は 漢文で 記された ものであって、 此 等の 內 外の 癸 料 を 採用 するとき 

に は、 原文の 面目 をなる ベく 保存す るの が、 ^那 の歷史 編纂 法であった ので ある。 かくて 漢文 を 採用 

し、 支那の 歷史 編纂 法に 據 つた 爲に、 時として 故意に 文飾 を 施したり、 或は 支那の 史籍 詩文の 故事 成 

句 を 借りた b したので あって、 それが 爲に古 傳說の 面目 は 大に失 はれ、 時に 事 實を枉 げた 場合 も ある 

ので ある。 從 來國學 者が 書 紀を漢 意に 偏して ゐ るの 故 を 以て 排斥し、 大いに 『古事記』 を 尊重した の は 

これが 爲 である。 併し 書紀は 右に 述べた やうな 編纂 法に よって、 精細に 記述 きられた ので あるから、 

歷史 として は 却って 多くの 價値を 有って 居る ので ある。 なほ 書紀は 漢文で 記して ある けれども、 編 凝 

者 は 諸 所に 古語の 訓註を 挿んで、 古語の 保存に 留意して 居る ので あるから、 大 體訓讀 させる 積り であ 

つたので あらう。 平安時代に 訓讀 した 事 は、 古寫 本古鈔 本の 訓ゃ、 日本 紀講 筵の 私記な どに よって 明 

かで ある。 

古寫本  阖 版に 示した 岩 崎 家蔵 本 (推 古 天皇 紀*臬 極 天 皇紀り ニ卷) は、 もと 一條 家 文庫の 蔵本であって， 乎 古 止點の 古訓 を 施した 


鈔本 中の 最古？ も S である。 本文の 書寫 は、 黑板 博士の 說 によれば * 宇多 天皇から K 醐： 大皇の 御 治世の 間に * つた もので 
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あると いふ。 而し 

て 訓點は 前後！ 一一 囘 

に 加 へ られた の で 

あって、 本文の 右 

に 記して ある も の 

の 中で 最も 古 い Q 

は， 一條 天皇の 御 

代 前後の 訓點 であ 

らうと いはれ て 居 

る " I！ 版 に揭 げた 
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山に」 の 歜謠が あ 
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『古事記』 『日本書紀』 以外に、 上古の 地誌と 民間 說話 を收 めた ものに 風土記が あ h -、 又 一家の 所傳を 

風土記 Q 成 窺 ふべ きものに 氏 文が ある。 先づ 風土記に 就いて 述べ よう。 諸國の 地誌 を 作ら しめられた 最古の 記事 

山 一  クー ーノ フミ t ト n トヮザ イタ セリ  フミ 

は、 履 仲 天 皇紀 四 年 秋 八月の 條 にある- 始之於 二 諸國, 置 一一 國史 【記， 一 言 事 一達， 一 四方 志；」 である。 此の 文中の 

「史」 は 書 人の 義 であって、 記 錄に從 事す る 者で あり、 「言 事」 は古傳 承の 意、 又 「四方 志」 は 地方 誌の 意 

である。 併し 此の 時代に 果して、 後の 風土記の 如き ものが 作られた か 否か は 疑問で ある。 現存す る 風 

土 記の 成立に 直接に 關 係の あるの は、 『續 日本 紀』 和 銅 六 年 五月 甲子の 條 にある 次の 詔で ある。 

畿内 七道 諸國、 郡鄕 名著-好 字 (其 郡內所 ^ 生、 銀 銅 彩色 草木 禽獸 魚蟲等 物、 具 錄，, 色目 f 及 土地 沃埒 

山川 原野 名號 所， 由、 叉 古老 相傳 舊聞異 事、 載， ¥ 史籍, 言上。 

和 銅 六 年 は 『古事記』 撰 進の 翌年で あり、 『日本書紀』 撰 上よ 七 年 前で ある。 從 つて 右の 詔が 下った 

の も、 畢筻當 時 勃興した 國史 編纂の 機運に 促された ものであって、 諸 國の國 司 は 此の 命 を 奉じて、 そ 

れぞれ 其の 國の 風土記 を 奉った 箬 である。 併し 其の後 二百 年程經 て、 醍醐 天皇の 朝に は、 旣に朝 狂に 

於て は 風土記の 大部分 を 失ったら しく、 延長 三年 十 一 一月 十四日の 太 政官符 に、 

五畿内 七道 諸 國司應 3 早速 勘，, 進 風土記, 事  • 

右 如 ，聞 諸國 可^? 風土記. S 今 被-一 左大臣 宣 | 憐、 仰， I 國掌, 令 a 勘進., 之。 若 無， | 國底, 探 = 求 部内 I 尋， | 間 古 

老ー 早速 言上 者、 諸國 承知、 依 t 一行 之、 不レ 得- 延 S 符到 奉行。 (類聚 符宣抄 第 六) 

と 見えて 居る。 (左大臣 は 藤原忠 平で ある。 なほ 此の 太 政 官符は S 朝野 群 載』 にも 載せて あるが、 それ 


には國 掌が 國宰 となって 居り、 叉國 底が 底本と なって 居る。) 此の 官符 によって、 當時詣 國の國 司 は更 

現存す る 古 に 其の 國に 遺存 する 風 七 記 を 整理して 獻 つたで あらう と 思 はれる が、 現存す る もの は、 僅かに 出 雲， 

1 1 パ 常 陸. 播. ¥ 肥 前. 璺 後の 五箇 國 だけで ある。 其の 中. で 完本が 傳 はつ て 居る の は 『出 雲 風土記』 だけで あつ 

て、 其の 他 は 一 部分 を缺 いて 居る。 かくて 上代の 撰 進に 係る 風土記に して、 後世に 傳 はった もの は 極 

逸文 風土記 めて 少 いので あるが、 鎌倉時代まで はな ほ 多くが 遣存 したら しく、 卜部懷 賢の 『釋 日本 紀』 や 僧 仙覺の 

『萬 葉 集註 釋』 I 議 I なと に、 諸國の 風土記の 斷片を 引用して 居る。 此 等の 古書に 散見す る 風土記の 

逸文 を採輯 した ものに は、 今 井 似 閑の 『萬 葉 緯』、 吉田令 世の 『風土記 抄』、 伴 信 友の 『古風 セ記 逸文』、 

狩 谷 掖齋の 『諸 國採輯 風土記』 等が あるが、 更に 之 を 大成した の は、 栗 田 寛 博士の 『古風 七 記 逸文』 (二 

卷) であって、 其の 考證 註釋の 書に は、 同 博士の 『古 風土記 逸文 考證』 (八 卷) が ある。 『古 風土記 逸文』 

に採收 せられた 國は、 前記の 五箇 國 以外の 三十 六 箇國に 及んで 居る。 さて 以上 擧 げた 五箇 國の 風土記 

と、 各國 風土記 逸文 以外に、 なほ 『日本 總國 風土記』 が あるが、 是は遙 か 後世に 成った 僞書 である。 後 

S 作られた 風土記に 對 して、 和 銅竝に 延長の 勅に よって 獻っ たもの を、 特に 古風 七 記と 稱 して 居る。 

現存す る 五つの 古 風土記の 中で、 『出 雲 風土記』 は 其の 奥 書に 「天平 五 年 一 一月 卅日勘 造」 と あるから、 

和 銅 六 年から 二十 年後に 成った 事が 明かで あるが、 其の 他に は奧 書がない から、 撰 進の 年代 を 知る ポ. 

が出來 ない。 併し 『出 雲 風土記』 に、 「右 件鄕字 者、 依 一- 靈龜 元年 式 1 改皇爲 Z 鄕。」 とあって、 常 陸 及び 播 

磨の 兩風七 記に は 「里」 を 用 ひて 居る から、 此の 二 書 は靈龜 元年 以前、 卽ち和 銅 年間に 成った もので あ 

神話 及び 傳說  . 四 = 一 


C 本 蔵 家^ 伯 ^ 條 s 


大和時代 

四 四 

6 肥 前 及び 豐 後の 風土記に は 「鄕」 の 字 を 用 ひて 居る から、 それ 以後に 成った もので、 一般 こよ 延長 

ち f ジ撰 i に伢る もので あらう と  一一 一一 U は.^ て SQ る。 

^3 そ 力 V, 精 外 虫 麾剣乂 一  .1 や 種^^  ，^一え J 置 I 

^^今 狀 殖^え 钟* 次 ノ： ^ 、え 猿が 磨 

f メ用ぇ 4# さ营 用萍砭 t, 實冷 へす 宵嫂^ 町 g 已^  土 

. ..fi^ チ岸换 ^3 ぬ^ 育玄谷 4 有^ 條已 難^^ や. 記 

播 磨と 常 睦の兩 風土記 は 右に 述べた 通： 和 銅 年度 S 本と 認 むべき ものであるが ミ播 S 土 記』 は 古 よら 僅かに 逸文 

が傳 はって ゐ て- II る 事が 出來 なかった" 其の 仝 文が 始めて 世に 紹介せられ たの は、 寬政八 年に 正 二位 柳 

が、 某 家の 寫本 を？！ して 以來 のこと である， 然るに 其の後、 紀光 卿が 寫 した 原本の 所藏 者が 不明と なって ゐ たので ある 

が、 弘 化の 顷谷森 種 松が 一一 一條 西 家に 在る こと を 知リ、 懇請して 寫 して 以來、 始めて 原本の 所在 も 亦 世に 知られる や-つに な 

つたので ある。 阖 版に 揭 げたの は卽 ち伯锊 一一 一條 西 家 所 蔵本であって、 古典 保存 會複 製本に 據 つたり. である。 


風土記の 說 -- 風土記 は國々 の 地誌 及び 地方の 說話を 記した 鄕土 誌で ある。 其の 地誌 的 記事 は、 上代に 於け る 地方 

話 

の 生活 狀態 や、 文化の 程度な ど を 研究す る 者に とって、 貴重な 資料と なる ので あるが、 文學 として 見 

るべき もの は說 話で ある。 風土記の 說話 は、 記紀の 如き 官 撰の 國史に 見る 事の 出來 ない、 民間の 古傳 

承であって、 記紀の 神話 傳說と 比較す る 時 特に 興味が ある。 今一 例と して 『播磨 風土記』 神前 郡 塱 岡 里 

の 一 條を 抄出して 見よう。 

スクナ tn ネ  クト  マラ ズ  ィヅ レヲカ 

所 ミ以號 >1 塱岡 1 者、 昔大汝 命、 與， 一 小 比 古 尼 命 1 相爭 云、 ま： 塱 荷, 而遠 行、 與ニ不 い 下 A 屎而遠 行 f 此ニ事 何 能 

ノ  カク 

爲乎。 大汝命 曰、 我不 屎欲， 行。 小 比 古 尼 命 曰、 我 持，： 塱荷 1 欲， 行。 如是 相 爭而行 之。 逕 -I 數日 1 大汝命 云、 

我 不ぃ能 n 忍 行？ 卽坐而 下レ屎 之。 爾時小 比 古 尼 命呋 曰、 然苦。 亦挪， I 其 塱於此 岡 f 故號 n 塱岡？ 又 下， 屎\ 一時、 

小 竹彈， i 其 屎ー污 n 於 衣； 故號ご 波自賀 村？ 其 壁 與ぃ屎 成， 石于, 今不, 亡。 一 家 云、 品 太 天皇 巡行 之 時、 造， | 宮於 

タ ラム 

此岡, 勑云、 此 土爲, 塱 耳、 故 曰， | 塱岡？ 

風土記の 說 話の 多く は 右の 例の やうに、 地名 起原の 說 明に 附會 せられて 居る のであって、 其の キ： 人 公 

は 主として 記紀の 神話 傳說 中の 著しい 神、 若しくは 英雄と なって 居る。 卽ち 『出 雲 風土記』 に はキ： とし 

て 素 盞嗚尊 ゃ大國 主命に 關 する 說 話を收 め、 『播磨 風土記』 に は 出 雪 系の 神々 や、 天日 槍に 結び付けた 

說話も あるが、 殊に 多 いのは 景行 天皇. 仲哀 天皇. 神 功 皇后 .應 神 天皇な どの、 當國御 巡幸に 關 する 說話 

である。 而 して 常 陸. 肥 前. 豐 後の 各國 風土記に は、 景行 天皇と 日本 武尊を 中心とする 說 話が 多い ので 

ある。 風 i 記に はまた、 記紀に 見えて ゐ ない 祌に關 する 傳說 や、 民間の 信仰 風俗な ど を 反映す る、 種 
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種の 興味 ある 說 話が ある。 二三の 例 を 擧げれ ば、 『出 雲 風土記』 に 於け る 八 束 水 臣津野 命の 國引 傳說の 

如き、 『常 陸 風土記』 にある 立 速 日 男 命 一名 速 經和氣 命の 祟に 關 する 說 話の 如き、 F 常 陸 風土記』 及び 

『播磨 風土記』 にある E 人說 話の 如き、 『常 陸 風土記』 にある 新 嘗ゃ耀 歌に 關 する 說 話の 如きで ある。 

文 體  風土記 は 各 郡からの 報告 を、 國 司の 廳で 取纏めた のであって、 國廳に 於て は それに 文飾 を 加へ、 又 

文體を 統一す る爲 に、 書き改め もした であらう と 思 はれる。 併し 風土記 は 各國に 於て、 別々 に 編纂し 

たもので あるから、 文 體は國 々によって異なって 居る。 槪 して 漢文で 書いて あるが、 中には 漢字の 音 

訓を 借， o て、 國語 を寫す 方法 を 混へ 用 ひた もの も ある。 純粹の 漢文 を 用 ひ、 而も 六朝駢 儷の 文 を學ん 

で、 美辭 麗句 を 連ねて 最も 文采の あるの は 『常 陸 風土記』 であ り、 國 文脈 を 最も 多分に 含んで 居る の は 

『出 雲 風土記』 である。 

氏 文 は 家々 の 祖先 以來の 來歷と 系譜と を 記した 記錄 であって、 持統天 皇紀 五 年の 條に 見える 「纂 記， 一 

の 類で ある。 「纂 記」 が 國史の 資料と する 爲に 奉ら しめられ たと 同じく、 氏 文 も 亦 同 一 の 目的で、 上進 

せしめられ たので あらう と 思 はれる が、 其の 多く は 散逸して、 今 は 只 一 つ 『高 橋 氏 文』 の 殘簡が 遺って 

居る ばか b である。 5 高 橋 氏 文』 は 『本朝 月 八 n』s 政事 要略』 『年中行事 祕抄』 等に 引用 せられて 傳 はって 

居る のであって、 其の 研究に は 伴 信 友の 『高 橋 氏 文 考證』 が あ る。 

『高 橋 氏 文』 は延曆 年間に、 高 橋. 安曇 雨 氏の 間に、 神事の 御饌を 供進す る 行 立の 先 後に 就いて 爭が起 
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づた とき、 各から 上進した 氏 文の 一 である。 而 して 今日 傳 はって 居る 殘簡 は、 fifm 磐蓖 六镇 命が 景行 

天皇の 東國御 巡幸に 供奉して、 上總國 安房の 浮 島の 宮に 於て、 魚貝 を 獲って 御饌を 調進して 以來、 代 

代膳臣 として 神事に 奉仕し、 椬武 天皇の 延曆 十九 年に 至る まで、 三十 九 代 六 百 六十 九 年間、 其の 家職 

を繼 いで 來た事 を 述べた ものであって、 卷 末に は六獏 命が 年 七十 二で 薨 じたと き、 景行 天皇から 賜 は 

つた 宣 命と、 延曆十 一 年 三月の 太 政官符 「定 7高 橋 安曇 一 一氏 供-一 奉 神事 御 膳 一行 立 先 後., 事」 と を 添 へ て 居 

る。 磐 鹿六獏 命が 御饌に 奉仕した 時の 事 は 精細に 記されて 居る から、 是 より 先 家の 記錄 があって、 そ 

れ に基づいて 記した もので あらう と 思 はれる。 なほ 卷 尾に 添へ た 太 政 官符の 中には、 安曇 氏^ら 奉つ 

た 氏 記に は、 僞辭を 追加した 痕が 明白で ある 事、 及び 二 氏の 氏 記と 『日本 紀』 とを對 校した 結果、 高 橋 

氏の はよ く 『日本 紀』 に 合致す る 事な どが 記して あるから、 當時兩 氏に は 古い 氏 記が 傳 はって ゐた^ が 

明かで ある。 かくて 現存す る 『高 橋 氏 文』 は、 一度 上進した 氏 文の 副本であって、 更に 後日の 覺 書の 爲 

に、 官符を も 添 へ たもので あらう と 言 はれて 居る。 

『高 橋 氏 文』 の文體 は、 漢文 脈の 中に 國文を 混へ たもので、 國文は 助詞 を 細 書して ある。 卽ち 『古事 

記』 の 文と 宣命 書と を 折衷した やうな ものである-」 斷簡 では あるが、 內容 に古傳 として 見る ベ きものが 

t、 文章 は 古雅であって、 上代の 散文の 重要なる ものである。 

『高 橋 氏 文』 は 風土記と 同様に、 從 來餘リ 研究され て 居ない。 其の 考證 註釋 2 書に は、 江戸時代の 有名な 考證學 者、 伴 信 友 

が 著し た 『高 橋 氏文考 註』 が ある だけで ある。 今 は 『伴 信 友 仝 集』 第 三に 收 めら れて 居る。 
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第三 章 上古の 歌 謠と萬 葉 集 

一 記紀の 歌謠 

上古の 馱謠 これまでに 述べた 記紀 及び 風土記な どに は、 それぞれ 祌 話傳說 に附隨 する、 多くの 歌 謠が採 錄せニ 

れて 居る。 此 等の 古歌 謠は、 國民文 學發生 期の 抒情詩であって、 國文學 溯源 研究 上 極めて 貴重な もの 

である。 上古の 說話ゃ 傳說の 多くが 失 はれた のと 同じ やうに、 當 時の 歌 謠も亦 記載 以^に 散逸した も 

のが 無數 にある ので ある。 而 して 幸に して 文書に 記されて、 後世に 傳 へられた キ-な ものに、 『古， 記.， 

の 百十餘 首、 『日本書紀』 の 百 三十 餘首 であるが、 記紀の 間に 同一 の 歌 若しくは 類似の ものの 重出が 凡 

そ 五十 首 あるから、 之 を 除けば 二百 首 許 b になる。 なほ 記紀 以外の 古典で は、 『萬 葉 集』 に 上古の 歌謠 

と 見るべき ものが 八十 餘首、 風土記に 二十 餘 首あって、 其の 他の 古文 獻 にもな ほ 多少 散見す るので あ 

つて、 此等を 合計す る ときには、 上古の 歌 謠の總 數は約 三百 首と なる ので ある。 

記紀 S 歌謠 記紀の 歌謠は 神話 ゃ傳說 に附隨 し、 或は 其の 一部と して 語 b 傳 へられた ので あるから、 作者 は 神 若 

しく は 超人 間 的な 人格と なって 居る。 從 つて 記 錄の發 達した 時代の 歌謠は 別と して、 それ w^s もの 

は、 所傳の 通らの 時代に、 所傳の 儘の 作者に よって、 詠まれた ものと 見る ことの 出來 ない こと は 勿-論 

である。 もと 同一 の 歌で あらう と 思 はれる ものが、 物に よって 語句 を 異にして 居，^、 叉 同じ 歌 謠が異 


なれる 傳說 や、 異なれる 作者に 假 託せられて 傳 はった ものが 少 くない。 卽ち 上古の 歌謠 は、 其の 形態 も 

固定して 居らす、 其の 作者 も 一定して ゐな いのであって、 極めて 流動的で あつたので ある。 更に これ 

を發 生の 動機の 方面から 觀る ときには、 未だ 個人的 作品 はない のであって、 二人の 間の 唱和 や、 集團 

的 生活に 於け る 共同の 感情 を 表現し， たもの が、 大部分 を 占めて 居る こと は、 歌の 內 i 谷 を 見て 明白で あ 

る。 從 つて 上古の 歌 謠の眞 の 作者 は、 民衆で あると 見るべき であって、 其の 發生竝 一に 發 達の 過程 は、 

後世の 民謠と 相似て 居る ので ある。 

缺謠 の 曲節 上古の 歌謠 は、 ー晉樂 舞踊と 離るべからざる 關係 があった のであって、 多く は實 際に 諷誦せられ たの 

である。 赏 地に 謠 つた ものである 證 として は、 歌詞の 中に 嗨詞の ある 事、 詞 書に 謠 つた 事が 明記 せら 

.  しら^  あゆうた かたお ろし し づ うた 

れて 居る 事、 『古事記』 に 志良宜 歌. 讀歌 .擧 歌. 片 下. 志 都 歌の 如き、 曲節に 關 する 名目が 記載 せられて 居 

る 事、 など を擧げ 得る ので あるが、 殊に 『琴 歌譜』 に、 記紀 其の 他の 古歌 謠の 歌曲が、 記載せられ 

て 居る の を 見て 明瞭で ある。 而 して 實 地に 謠 はれた 歌の 中には、 歌舞と して 演 する 時、 演舞 者に よつ 

て謠 はれたら しく 思 はれる 長 篇の敍 事 詩 も ある。 『古事記』 に 神 語と 稱 へて 居る、 八 千 矛 神と 沼 河比賣 

命 及び 須勢 理毘賣 命との 唱和の 如き は 其の 一例で ある。 上古の 歌謠 は、 記紀の 如き 古典に 記載せられ 

る 以前に • 長い間 ロ傳 へに 傳誦 せられた ので あるから、 其の 時代の 好 尙に應 する やうに、 漸次 改作せ 

られ たで あらう と 思 はれる。 殊に 形態に 於て 著しく 整齊 せられた であらう。 

歌 謠の發 達 原始的な 歌謠 は、 伊邪那岐. 伊邪那美 二 神が 唱和した 「あなに やし、 え をと こ を」 「あなに やし、 え 

上古の 歌 謠と萬 葉 集  四 九 


大和時代  五 〇 

をと め を」 の 如き 單 純な 詠歎から 發 足した であらう と 思 はれる。 此の 詠歎の 稍 長くな つたの は、 天 岩 

戶の 前で 八 百 萬の 神が 合唱した、 「あはれ、 あなお もしろ、 あなたの し、 あな さやけ、 おけ， 一 M§ や、 

神武 天皇が 八十 梟 帥 を 擊ち滅 し 給うた 時、 皇 神が 合唱した 「今 はよ、 今 はよ、 ああし や を、 今 だに も 

我 子よ、 今 だに も 我 子よ J  の 如き ものである。 かくて 二人の 唱和 や、 衆團の 合唱に 用 ひられた 簡 

犟な 詠歎 は、 漸次 發 達して 抒情の 歌と な，^、 更に 敍事 詩の 性質 を 帯びた 歌謠 にまで 進展した ので ある 

が、 未だ 客觀 的に 事象 を 歌 ふまでに は 至らなかった。 而 して 原始的な 歌謠の 一句の 音數 は、 右に 擧げ 

た 歌に よっても 知れる やうに、 三 音. 四 音. 五 音 丄ハ音 • 七 音な どであって、 未だ 一定して ゐ なかった ので 

あるが、 歌 謠が發 達する に從 つて、 五 音 • 七 音が 最も 優勢と なった。 更に 句法の 發達を 見る と、 初めは 

長短 檨々 の 句が 雜 然と 用 ひられた ので あるが、 後に は 五 音. 七 音の 一 一句が 單 位と なり、 之 を 幾つか 重ね 

て、 種々 の 歌 體を發 達させた ので ある。 五 七の 二 句 一 聯が單 位と なるやう になった の は、 我が 國語の 

音節の 關 係に 因る の は 勿論であって、 此の 短 長 二 句 を 反覆す る 時 は、 自ら 呼吸と 一致して、 美しい 聲 

調 を 得る ので あるが、 一方に は 支那の 五 言 七 言の 句法から も、 影響 を 受けた であらう と 思 はれる C 而 

して 五 音 句 は稍輕 く、 七 音 句 は 重く 域 じられ る 道理で あるから、 勢 ひ 七 音 句 を 以て 歌 ひ 切る 事に なつ 

て、 玆に五 七 調が 一般の 格調と なって 行った ので ある C 

耿體 の發達 次に 短 長の 二 句を單 位と して、 種々 の 歌體が 成立した 狀 態を考 へて E. ると、 先 づニ句 ー聯に 更に 七 

音の 一句 を 添加した もの は、 五 七 七の 片歌 であるが、 (例 一) これ は實 例に 就いて 見ても 明かで ある 如 


く、 元来 一首と して 完結した 意味 を 表し 難い ものであるから、 自然 唱和に 用 ひられた ので ある。 (例 二〕 

次に 二 句 一 聯を 一 一つ 重ねた もの は、 五 七 五 七の 四 句 歌と なる ので あるが、 (例 一一 一) 同じ 四 句 歌の 中に も、 

片 歌に 一 句 を 添 へ たやうな 形式の もの も ある o( 『古今 集』 の眞 名の 序に い ふ 混 本 歌 は 四 句 歌 を 指した も 

のかと 思 はれる が、 一 說には 六 句 歌で あると 言 ひ、 又旋頭 歌の 一名で あると も 言 はれて 居る。) 次に 片 

歌 を 二つ 重ねて 一 首と した もの は、 五 七 七 五 七 七の 六 句 歌、 卽ち旋 頭 歌で あり、 (例 四) 一 一句 一 聯をー 一 

つ 重ねて、 更に 一 句 を 添加した もの は、 五 七 五 七 七の 短歌で ある。 (例 五〉 而 して 一 一句 一 聯を 三つ 以上 

重ねた もの は 長歌であって、 其の 古い もの は偶數 句で あるが、 後に は 最後に 七 音の 一句 を 添加して、 

感情 を强 調す る 奇數句 を 生じた。 上代の 歌謠に 見る 長歌 は、 七 句 以上 五十 句までの 長短 檨々 な 形が 行 

はれた ので あるが、 其の 構造 は片 歌と 短歌、 若しくは 短歌と 片 歌の 結合から 成る ものが あ. o、 (例 六) 又 

ー篇の 中に 段落が あって、 二三 節から 成る ものな どが ある。 (例 七) なほ 末節が 短歌 形式で あるの が數 

首 あるの は、 後に 長歌に 反歌 を 添へ る やうに なった 根源で ある。 (例 八) かぐて 上古の 歌謠の 中には、 

後に 發 達すべき 詩歌の 各種の 形態の 起原 を 見出す ので あるが、 就中 最も 多數を 占めて 居る の は、 短歌 

と 長歌であって、 其の 他 は 比較的に 少數 である。 

歌 謠の內 # 上古の 歌謠 は、 上代 民族の 生活 內容の 直接なる 表現で あるから、 其の 內容の 種類 は、 多方面に わた 

つて 居る ので あるが、 歌 数に 於て 最も 多數を 占めて 居る の は、 (一) 戀 愛の 歌、 C コ戰鬪 の 歌、 (三) 酒 

宴の 歌の 三種で ある。 (一) 男女 相思の 情 は 上下 貴賤 を 通す る 人類 自然の 感情で あるから、 種々 の^ S1 
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にあって、 種々 の 感情 を 歌って 居る。 ただし 其の 歌 ふ 所が 單純 率直であって、 男子 は 女子 を 得た 偷悅 

を敍 ベ、 女子 は 男子の 武勇 や 容姿 を 賞め たのが 多い のであって、 威 情が 率直で あ， 9、 表現が 素朴で あ 

るの は、 現實 生活に のみ 陶醉 した、 上代 人の 作と して は 已むを得ない ことで ある。 (二) 上代の 民族 は 

異 民族の 討伐と 國家統 一の 爲に、 常に 武器 を 手に して 戦場に 立たなければ ならなかった。 從 つて 戰場 

に 於て 士氣を 鼓舞す る 軍歌 を 歌 ひ、 戰ひ 終って 勝利 を悅 び、 敵の 欺 亡 を 嘲笑す る 歌 を 合唱した ので あ 

る。 (三) 而 して 酒宴 は 種々 の 場合に 行 はれた。 祭祀の 庭 や、 新築 を 祝 ふ 宴席 や、 情人 を 待つ 女の 家な 

どに 於て は、 夜の 更け 行く の も 忘れて、 酒 を 酌み 交 はし 歌 を 高らかに 合唱した ので ある。 右に 擧 げた 

• 、にし ね び 

三種の 外に、 なほ 旅で 詠んだ 國 思の 歌が あり、 狩獵の 情景 を 歌った ものが あり、 貴人の 死 を哀忡 した 

歌が あり、 叉 世事 を 諷した 謠物 や、 董謠の 如き もの も ある。 

最後に 修辭を 見る と、 單 純ながら も內容 的修辭 として は、 誇張 や 擬人 ゃ檨々 の 譬喩 を 川 ひ、 形式的 

修辭 として は、 反覆. 對句. 枕詞. 序詞な ど を 用 ひて 居る。 譬喩の 材料 は 山野に 自生す る 草木 や 農作物な 

ど を 用 ひる ことが 多く、 そこに 農業 ゃ狩獵 によって 生活した、 上代 人の 生活 狀態を 窺 ふこと が出來 

る。 上古の 歌謠の 修辭に 於て 特に 發達を 遂げた の は、 形式 上の 修辭 である。 卽ち 反覆に は 同音 同 語 又 

は 同 句 を 繰り返した ものが あって、 これによ つて 聲 調の 美が 備 はり、 叉 感情 を强 調す る ことが 出來 る。 

(3 ハ •) 對句も 亦 主要な 修飾であって、 一 句對， 一 一句 對の 如き 簡單な ものから、 十 句に 至る 長對 句が あり、 

其の 配列に も 種々 の ものが あって、 連對ゃ 三並對 などが 用 ひられて 居る。 (例 九) 叉 枕詞 は 形式 上に は 


聲調を 助け、 内容 上に は 連想 を增 すので あって、 音 數は三 昔の ものから 四 音 五 音の ものまで 用 ひられ 

て 居る。 枕詞 は 時代 を 下る に從 つて、 旣 成の もの を 襲用す る 傾向 を 生じた が、 序詞 は 多く は 各自の 獨 

創に 成る ものであって、 二 句の ものから 十數 句， に 亙る ものまで 用 ひられて 居る。 擬人. 譬^. 枕詞. 序詞 

などに は、 旣に 自然と 人生と を對 比する ものが 多い のであって、 やがて 發 達すべき 國文學 の 特質 を こ 

こに 見出す ので ある。 要するに、 上代の 歌謠は 未だ 率直であって、 單 純な 詠歎 を 表出す る 程度の もの 

が 大部分 を 占めて 居る ので あるが、 歌の 形式 や 修飾に-は、 後に 發 達すべき 歌謠 のす ベての 耍素を 含ん 

で 居る。 而 して 感情 を 直接に 表現した 歌に は 力が 充 ちて ゐて、 後の 和歌に 見る ことの 出來 ない 特徴が 

ある o 

は  わぎへ  .  > ヽ 

. (一) 愛しけ やし 我家の 方よ 雪る 立ち 來も も¥ - 

ニー) あめつつ 千鳥 ましとと など 黥け る 利 目  。、 . 

I ただ  ^^歌 

孃 子に 直に 逢 はむ と わが 黥け る 利 目 

みウ じ. a はら  7  7 S 

(三) 淺小竹 原 腰な づむ 筌は 行かす 足よ 行くな S 勺！^ 

すす こり  y.  &き  われ ゑ  , 

(四) 須須 許理が 釀 みし 御酒に 我醉 ひに けり ことなぐ し ゑぐ しに 我醉 ひに けり IK 勺 

いづも やへ がき つ **I*J  •  [  7,  \ 

(K) 八 雪 立つ 出 雪 八重垣 妻 籠み に 八重垣 作る その 八重垣 を 短歌 

や た  ひと も iit ゆ  こと 

(六) 八 田の 一本 菅は 子 持た す 立ち か 荒れな む あたら 菅原 言 を こそ ^原と 曾 はめ 

あたら 淸し女 
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うだ  たァ き  しぎ わな  r-ャ  こな A  な こ 

(七) 宇陀の 高 城に 嶋覊 張る 我が 待つ や 鹇は 障らす いすく はし くぢら 障る 舊妻. か 肴 乞 はさ 

ば 立 枫棱の 實 S 無け く を 扱きし ひ ゑね 後妻が 肴 乞 はさば いち さか 木 實の 多け く を 扱 

き だ ひ ゑね え、 しゃこし や ぁゝ しゃこし や 

お 5^  亡 ほ； 3 ろ や  ひ とうは  くめ  くぶつつ 

(八) 忍 坂の 大 室 星に 人 多に 來 入り 居り 人 多に 入り 居りと も みづ くし 久 米の 子が 頭槌ぃ 

石槌ぃ 持ち 擊ち てし 止まむ みづ くし 久 米の 子等が 頭槌ぃ . 石槌ぃ 持ち 今擊 たば 良ら し 

±き むく  ひ しろ  ,  .  1   (  a    .11  -T\  1  a 

(九) 纏 向の 日 代の 宫は 朝日の 日照る 宫 夕日の 日陰る せ；： 竹の 根の 根 だる 宫 木 S 根 S 根延 

〜や ほに  ひ  に ひなへ や  ももた  つき え 

a 八 百 土よ し い 築きの 宮 眞木拆 く 檜の 御門 新嘗 星に 生 ひ 立てる 百足る 槻が枝 は 

あめお  ぁづ **  しづえ  ひな  うら 14 

ノ枝は 天を蔽 へり 中つ 枝 は 東を蔽 へり 下 枝 は 鄙を蔽 へり 秀っ 枝の 枝 S 末葉 は 中つ 

-  しち 丈 

2 落ち 觸 らばへ 中つ 枝の 枝の 末葉 は 下つ 枝に 落ち 觸 らばへ 下 枝の 枝の 末葉 は あり 

tri  is づた ** つき  ちぶら  A な  こ 

W 三重の 子が 捧 がせら 瑞玉盃 に 浮きし 脂 落ちな. つ さ ひ 水 こ をろ こ をろ に 是しも 

かしこ  ^MJ  こ  鳓 

あやに 畏し 高 光る 日の 御子 ことの 語り 言 も 此 をば 

【註】 右に 揭 げた 最後の 欤の對 句に 就いて 簡 單に說 明して 置く。 「朝日の、 日照る 宮」 と 「夕日の、 日陰る 宫」 と は 二 句對で 

あり、 それに 績く 一竹の 根の 云々」 の 四 句と 「八 百 土よ し 云々」 の 四 句と は、 亦 各 ニ句對 となって 居る のであって、 此の 

一一 一つの 二 句對は 所謂 六 句連對 となって 居る。 次に 「秀っ 技 は、 天を蔽 へり - 以下 は、 二 句づっ 一一 一つ 並んで 三並對 となって 居 

U, それ を 承け た 「秀っ 枝 5 j 以下の 八 句 は 四句づ つ の對 句であって、 所謂 四 句 長 對 となって 居 3 9 である。 封 句の 名稱 

は學 者に よ つて 異なる ので あるが、 今 は 小 國重年 の 『長 歌詞の 珠衣 j に據 つたの e ある。 


二 萬 葉 集 


萬 葉 集  上古の 歌謠を 眺めた 後で 『萬 葉 集』 に 接する と、 恰も 原生林 を 出て、 秋草の 唉き亂 れてゐ る 野 邊を行 

くやうな 感じが する。 上古の 歌 謠は內 容が單 純 素朴で あり、 表現が 率直であって、 未だ 洗煉 せられた 

文學の 域に 達して ゐな いので あるが、 『萬 葉 集』 を繙 くと、 題材. 思想 ♦ 格調. 修辭等 いづれ の點 から 見て 

も、 上代の 抒情詩と して 極點に 達した 觀が ある。 上古の 民族的な 抒情 文學 は、 萬 葉 時代に 至って 始め 

て 個人的の 作品と な つたので あって、 國民 の 文學 的自覺 を ここに 見る ので ある。 

名 義  『萬 葉 集』 はもと から 字 昔に よって 「マ ン ェ フ シゥ」 と 呼んだ ので ある。 「萬 葉」 の 名義に 就いては、 鎌 

倉 時代の 萬 葉學者 僧仙覺 は、 萬づ の 言の葉の 義と 見て 居り、 賀茂眞 淵 も 亦 これに 從 つて 居る ので ある 

が、 「葉」 を 言葉の 意味に 解釋 する の は穩當 でない。 僧 契 沖の 『萬 葉 代 匠 記』 に、 「萬 葉」 を 萬 世の 義 とし 

て、 萬 世に 傳 ふべき 集の 意と したの は、 難 f«fms 。「葉」 を 中葉. 後葉な どの 場合と 同義に 見. たので 

あって、 「萬 葉」 なる 語 は旣に 支那の 『文選』 などに も 用例が あるので あるから、 此の 說は 安當 である。 

併し 近 來岡田 正 之 博士 は、 詩 を 集めて 詩 林と いひ、 歌 を 編んで 歌 林と 名 づける やうに、 「萬 葉」 を 以て 

多くの 歌に 譬 へたので、 歌 林の 萬 葉 を 集めた 意味に よる 命名で あらう と 言 はれた の は、 傾聽 すべ き ほ- 

ebso 岡 田 博士 著 『近 江 

てま ズ- 奈良 朝の 漢文 學』 

卷數 と歜數 『萬 葉 集』 所 收の歌 は、 作者 又は 時代の 明記せられ てゐる ものに 就いて 言へば、 仁德 天皇の 御代 か 
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ら、 淳仁 天皇の 天平 寶字 三年に 至る までの、 前後 四百 五十 年に わたって 居る のであって、 卷數は 二十 

卷 である。 併し 作者 や 年代の 知られて ゐ ない 作歌の 中には、 天平 寶字 三年 以後の ものが あるか も 知れ 

す、 叉 卷數も 最初 は 二十 卷 以上であった かも 知れない。 何と なれば 卷 十七 以下の 四卷 は、 大伴家 持の 

歌 日記と もい ふべき 卷 であるが、 彼 は 天平 寶字 三年 以後に、 なほ 二十 七 年間 生存して ゐ たので あるか 

ら、 其の 晩年の 歌を收 めた 數卷 があった のが、 後に 湮滅した かも 知れない ので ある。 さて 『萬 葉 集』 

の 歌 數は傳 本に よって 相違し、 又 類歌 や 或 本 歌な どの 計算 法の 如何によ つて 異なる ので あるが、 契 沖 

の 『萬 葉 代 匠 記』 に は、 長歌 二百 六十 六 首、 短歌 四千 百 八十 六 首、 旋頭歌 六十 三 首、 合計 四千 五 百 十五 

首と して 居 b、  ^持雅 澄の 『萬 葉 集 古義』 に は、 長歌 二百 六十 二 首、 短歌 四千 百 七十 三 首、 旋顼歌 六十 

一 首、 合計 四千 四百 九十 六 首と して 居る。 .lif 首 入，. f ん， ¥1 ザ 四" 上古の 歌謠の 長歌 は 五十 句 を 超える も 

の はない ので あるが、 萬 葉の は長篇 のが 多く、 其の 最大なる もの は 百 四十 九 句に 及んで 居る。 而 して 

長歌 は 後世 衰 へて、 『古今 集』 に は 僅^に 五 首 を 見る ばか b であ， o、 其の後の 歌集に は 見る 事 も 稀に な 

つたので あるから、 此の 集に 二百 六十 餘首 を收 めて 居る の は、 長歌た けから 見ても、 一大 歌集と 言 ふ 

べきで ある。 なほ 短歌の 四千 百餘 首と いふの は、 後の 私 撰 集に は 其の 例が あるが、 勅撰集の 最大なる 

ものに 比べる と、 略 ぼ 倍 數に當 つて 居り、 叉旋頭 歌に 至って は 後世 殆ど 衰亡し、 且つ 見るべき ものが 

ない ので あるから、 『萬 葉 集』 は 量に 於ても 質に 於ても、 國文學 史上 最も 重要なる 歌集と 言 ひ 得る ので 

ある o 


成立の 由来 ， 斯 かる 一大 歌集が 成立した 由 來を考 へて 見る に、 記紀の 如き 國.^ の 編纂が、 支那の 歷 おに 刺戟 せら 

れて 起った のと 同じく、 支那に 於け る 詩文 集の 影響 を 蒙って ゐる事 は 勿論で ある。 『萬 葉 集』 の 成立 以 

^天平 勝寶 三年に は、 旣に H 本人の 詩 を 集めた 『懷 風 藻』 が 編まれて 居る ので あるが、 それ 3 前に 倜人 

の 詩集が あった 事 は、 本篇 第五 章に 述べる つもりで ある。 而 して 歌集 は、 此 等の 詩集に 先だって 現れ 

たのであって、 『萬 葉 集』 の 註 記に 見えて ゐる もの は、 『古歌 集』 『柿术 朝 臣 人麻呂 歌集』 『類聚 歌 林』 『笠 

金 村 歌集』 『高 橋 連 蟲麻呂 之 歌集』 『田邊 福麻呂 歌集』 の 六 種で あるが、 此等は 孰れ も 散逸して 後世に 傳 

はらなかった。 『笠 金 村 歌集』 以下の 三 集 は、 それぞれ 其の 歌人の 家集で あらう と 思 はれる が、 『古歌 

集』 以下の 三 集 は 後人が 編んだ 撰 集で ある。 卽ち 『古歌 集』 は 逸 名の 古歌 を輯 めた もので あ.^、 次の 『柿 

本 朝臣 人麻呂 歌集』 は 人麻呂 の. E 撰で はなく、 後人が 撰んだ^ であって、 中には 人 麻呂の 作で ない も 

の も 混じて 居る ので ある。 叉 『類聚 歌 林.』 は 山上 憶 良が、 古今の 和歌 を 類別 的に 集めた ものであって、 

萬 葉に-引いて 居る 形式から 見る と、 歌 傳をも 註した 用意周到な 集であった やうで ある。 『柿 本 朝臣 人 

麻呂 歌集』 の 歌 も 分類 せられて ゐ たやう であるが、 殊に 5 類聚 歌 林』 の 類別 • 配列. 註記な ど は、 『萬 葉 集』 

の 編成に 多大の 影響 を與 へた やうに 思 はれる。 要するに 『萬 葉 集』 の 中には、 前記の 如き 旣存 • の 諸 歌集 

から、 古人の 作 を 選出した 卷も あり、 叉當時 著名な 歌人であった 大伴 旅人. 山上 憶 良. 大伴家 持な どを始 

め、 其の 周 園の 人々 の 歌 を 集めた 卷が あり、 叉此 等の 人々 が採輯 した 作 を も 加へ て、 二十 卷 としたの 

である。 而 して 其の 一部分 は、 誰かが 整理 を 加へ たので あるが、 中には 未だ 整頓 せられて ゐ ない 卷も 
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ある。 

部 0  『萬 葉 集』 の 部類 は 後の 勅撰集 や 家集な どと 大いに 趣 を 異にして 居る。 萬 葉の 分類法 は 後に 述べる や 

うに、 卷 によって 方針 を 異にして 居る ので あるが、 全體を 通じて 根本的の 部類と なって 居る の は、 雜 

歌. 相 聞. 挽歌で ある。 雑歌 は 後世の 勅撰集のと 異なって、 其の 範圍 が遙 かに 廣ぃ のであって、 四季の 風 

物 を 詠 じた もの、 行幸 遊 宴狩獵 などの 作、 新京舊 都に 對 する 感情 を敍 ベた 歌な どが あるが、 殊に 旅に 

あって 詠んだ 作歌が 最も 重き をな して 居る。 次に 相 聞 及び 挽歌の 名義 は、 共に 其の 出典 を 支那の 典籍 

に 求め 得る ので ある。 卽ち相 聞 は 相互に 感情 を以 聞す る義 であって、 男女の 間の 贈答、 卽ち戀 歌が 大 

部分 を 占めて 居る の は當然 であるが、 其の 外にな ほ、 親子 兄弟 朋友な どの 間の 贈答 歌 も 多い ので ある。 

又 挽歌 は柩を 挽く 時の 歌の 義 であって、 哀悼 歌 を 指す ので あるが、 其の 範 ffl は稍廣 いのであって、 臨 

終の 作 や、 後人の 追憶の 歌な ど を 含んで 居る。 以上 述べた 雑歌. 相 聞. 挽歌 は 三 大部 門で あるが、 此の 

外にな ほ 譬^ 歌. 問答 歌な どの 部 を 設けた 卷が ある。 譬喩 歌 は 感情 を 直接に 表現せ すして、 他の 事物に 

. 譬 へて 敍 ベた 作 をい ふので あって、 相 聞の 一 部と 見る 事が 出來 る。 叉 問答 歌 は 文字が 示す 通り、 問と 

答から 成って 居る 作歌 を 指した ので ある。 

各卷 の組綠 更に 各卷の 組織 を 見る と、 集中で 最も 完備した 體裁 を備 へ、 且つ 精 撰 歌の み を 集めた のは卷 一と 卷 

二で ある。 卽ち卷 一 は 全部 雜 歌で あり、 卷 一 一は 相 聞 • 挽歌の 二部に 分 たれて 居る ので あるから、 之 を 

通じて 見る 時には、 雜歌. 相 聞. 挽歌の 三部 門に 分類せられ たものと 見做す ことが 出来る。 而 して 各部 


，門の 歌 は 更に 年代順に 配列 せられて 居る。 かくて 卷 一と 卷 二と は、 類別 的に 編まれた 代表的な 卷と言 

ひ 得る ので あるが、 これと 相似た 方式で 編まれて 居る の は、 卷三. 卷四. 卷六 .卷 七 .卷 九の 五卷 である。 

此の 中で 卷六 は雜 歌の みの 集で あるが、 歌 は 年代順に 配列して あり、 卷九は 雑歌. 相 聞. 挽歌の 三部に 

分って、 旣存の 古歌 集から 取った 歌 を 多く 收 めて 居る。 次に 卷三 は雜 歌. 譬喩 歌. 挽歌の 三部に 分れ、 

各部 門の 歌 は それぞれ 年代順に 配列 せられて 居り、 叉 卷四は 全部 相 聞であって、 これ も 年代順に 配列 

せられて 居る ので あるから、 此の 二つの 卷は 通じて 四 部門に 分 たれて 居る ので ある。 次に 卷七 は卷三 

と 同じ やうに 分類せられ て 居る が、 彼と 異なる 所 は、 時代の 不明な 作歌 を 集めて 居る 事と、 雑歌と 譬 

^歌と を 更に 細分して 居る 事で ある。 fi.Js^uis 寄る J 雜歌. 相 聞. 譬喩 歌. 挽歌の 外に、 更に 問答の 部 

を 設けて 五部に 分類した のは卷 十三であって、 此の 卷には 稍 古い 時代の 作者未詳の 歌 を 集めて 居る。 

以上 擧 げた 七つの 卷と 異なった 部類 法に よって 編纂 せられて 居る の は、 卷八. 卷 十と 卷十 一 .卷 十二の 

四卷 である。 卽ち卷 八と 卷十 は、 先づ 春夏秋冬の 四季に 大別し、 更に それぞれ 雜 歌と 相 聞に 分って 都 

合 八 部と し、 其の 各部の 作歌 は 略 ぼ 年代順に なって 居る。 次に 卷 十一 は卷 頭に 「古今 相 聞 往來歌 類 之 

上」 と 題し、 卷 十二に は 「古今 相 聞 往來歌 類 之 下」 と 題して あって、 其の 各 は 更に 正 述心緖 歌 gf< 寄 物 

, 陳思？ ffi 旋頭 歌. 問答 歌. 覉旅發 思. 悲别 歌の 如き 部類に 細別され て 居る。 

以上 述べた 諸卷と 全く 異なって、 單 獨の卷 として 異彩 を 放って 居る の は、 卷五 .卷 十四 及び 卷 十五 

である。 卷 五は卷 頭に 雜 歌と 標記して あるが、 實は相 聞. 挽歌 を も 含んで 居る。 此の 卷は大 伴 旅人 を 
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中心とする、 太宰府 關 係の人々 の 作 を 集めた ものであって、 もと 旅人が 其の 周圑の 人々 との 贈答 歌 を 

集めた ものに、 憶 良の 作品 を 加へ て 成った 卷 であらう と 言 はれて 居る。 次に 卷 十四 は來 歌と 題して あ 

つて、 其の 前半に は國 名の 明かな 作を收 め、 後半に は國名 未詳の 歌 を 掲げて 居る ので あるが、 前半 は 

雜歌. 相 聞. 譬^ 歌の 三部に 分ち、 後半 は 雑歌. 相 聞 • 防人 歌. 譬喩 歌. 挽歌の 五部に 分って 居る。 所 ！i 東歌 

の 中には、 朿國 地方の 民謠も 多い ので あるが、 大和の 人が 柬國を 旅行した 時に、 其の 國 振りの 歌と し 

て 詠んだ の も 混って 居る ので ある。 次に 卷 十五 は雜 歌と 相 聞の 二部から 成って 居る けれども、 部門 を 

設けて ゐ ない。 而 して 其の^ 半に は、 新羅に 遣 はされ た 使節 等の 旅次の 歌を收 め、 後半に は、 中臣朝 

臣宅 守と 狹野茅 上 娘 子との 相 聞の 歌を收 めて 居る。 叉卷 十六 は 「有 一一 由綠 I 竝 雑歌」 と 標記して あって、 

由緣の ある 歌 卽ち說 話 を 伴な ふ 作と、 雑歌と から 成って 居る。 前者の 中には 櫻兒. 鬉兒. 竹 取の 翁な ど 

の 如き 說話を 漢文で 記して あって、 後の 『伊勢 物語』 や 『大和 物語』 の先驅 をな して 居る。 又 後者 は 滑稽 

な 歌と 民間の 俚謠 とを槳 めて 居る ので あるが、 滑楛 的な 作の 大部分 は、 物の 名 を 詠み 込んだ もので あ 

つて、 後の 物 名の 歌の 魁と なって 居る。 最後に 卷 十七 以下の 四卷 は、 旣に 述べた やうに、 大伴家 持の 

歌 日記と も 見るべき 集であって、 家 持 自身の 作 を 中心として、 大伸 家の人々 や 其の 伸の 歌人との 贈答 

歌 を 時代 順に 記し、 なほ 家 持が 採輯 した 古歌 や、 當 時の 防人の 歌な ど を 記した のであって、 恐らく 家 

持が 手記した 卷々 であらう と 言 はれて 居る。 

『萬 葉 集』 の 編者に 就いては 從來 種々 の說 があった。 『榮華 物語』 の 月 宴の 卷に は、 橘 諸兄 1st? 


m 

字 
法 


が 勅命に よって 撰んだ ものである として 居る が、 藤 原 淸輔の 『袋 草子』 に は、 大伴家 持の 私 撰と し- 藤 

原 定家も 同檨に 見て 居り、 其の後の 學者も 之に 從ふ 者が 多い ので ある。 右の ニ說の 外に、 僧 仙 覺は諸 

兄. 家持兩 人の 撰と 見る 說を唱 へ、 契 沖 も 此の 說をキ ： 張して 詳しく 考證 し、 且つ 私 撰で あると 言って 

居る。 其の 他 一 時に 一 人が 撰した もので なく、 數 人の 手で 編まれた とする 說が あり、 又 一 部分 を 勅撰 

と 見る 說な ども ある。 要するに 此の 槳は、 右に 述べた やうに 雜然 たる 卷々 の 集合 體 であるから、 一時 

に 一人の 手に 成った もので ない 事 は 明白で ある。 而 して 家 持の 如き は 最後の 集成 者で あらう と 忍 はれ 

るので あるが、 彼 以前 旣に 何人 かが 集めた 卷も あるで あらう し、 叉 家 持の 手 を 離れて 後 も、 なほ 他の 

人に よって 多少の 補修が 試みられ たやう である。 從 つて 萬 葉 全部が、 現在 見る やうな 形に 纒 めら れた 

年代 を、 精確に 决定 する 事 は 極めて 困難で ある。 

『萬 葉 集』 の 用字 法 は 時代に よ，^、 叉 作者に よって 異なって 居る ので あるから、 之 を 簡^に 說明 する 

事 は 困難で あるが、 大體^ ら 見て 二様の 別が ある。 其の 一は 主として 一字 一昔 式の 假名、 卽ち萬 葉假 

名で 書いた ものであ^'、 他の 一 は 漢字の 音訓 を 借る 外に、 字 昔 字義に 係らす 機智に よって、 様々 な^ 

記法 を 用 ひて 居る ので ある。 かくて 萬 葉の 表記法 は、 記紀. 祝詞- 宣命 などと 比較 するとき は、 漢字の 

材料 も謦： 富で あ， o、 用字 法 も 極めて 複雜 になって 居る ので ある。 今 は 時代の 區別を 立てす に、 一般の 

用字 法 を 音に よる ものと、 字訓に よる ものと に 大別して、 各種の 用法 を 擧げて 見よう。 

甲、 字音に よる もの 
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りきし  t ぐろ く ば こや  がき  ふせ だん をち ご ゐ 

1 、 漢語 佛語 (例) 力士 雙六 藐 姑射 餓鬼 布施 擅 越 五位 

二、 借 音 (例) 阿 米都智 和 多 都 美 毛 美知娑 南 (助詞) 賀藍 (同上) 安吉 (秋) 

乙、 字訓に よる もの 

一、 正訓 


こ や ** ふち や &  つ-.; - する も ま 4* な-、 し £j た- ゝ 

(例) 籠 山道 闇夜 釣爲 海人 間 無數鳴 


一一、 借訓 (例) 手 次 S 蟻 (有) 庭 (助詞) 名臈 (無 かり〕 小 竹 榧 (1S びつ) 

は る あら ひ  かたぶく, で と め  さ  と  もち  あ 3 り 

三、 義訓 (例) 暖 丸 雪 西 渡 未通女 五十 戶 十五 日 求 食 

四、 戲訓 (例) 左右 手 三 五月 折 木 四 (雁〕 三 伏 丁 2 夜 (月 夜) 山上 復有山 (出) 

いぶ  せ，、. & あろ^ 

馬 聲蜂音 石 花 蜘蟵荒 鹿 (悒欝 くも あるか レ 

『萬 葉 集』 の古寫 本の 中で、 平安時代の 筆寫本 は、 今日までに 五種發 見せられて 居る。 桂 本. 藍 紙 本-元 勝 校本. 金澤本 及び 

夭 治 本で ある。 此の 外に 鎌倉時代の 寫 本に 神 田 本 • 西本願寺 本 等が あるが、 今 は 平安時代の 寫本 だけに 就いて、 簡單に 解 

說 して 置く〕 桂 本 は 平安 中期に 筆寫 した 卷 四の 殘卷 である。 前 E 利 家の 夫人 松 子の 舊藏 であった が、 後に 利 家の 子 利 常が 

八條宮 (後に 桂宮 とい ふ〕 に 戯- 上した S であって， 今 は 御物と なって 居る。 草 白 紫 藍 黄 茶 薄茶 等 S 色に 染めた 繼 色紙に、 金 

銀泥で 花鳥 草木の 模樣を 描いた 美しい 料紙に、 優麗な 筆で 書いた ものであって、 萬 葉 古 寫本中 最も 美しい ものである。 箪 

者に 就いては、 貫 之說ゃ 源順說 など も あるが、 確證 のない 限リ 未詳と すべきで ある。 (卷頭 阖版參 照) 藍 羝本は 平安 末期 3- 

寫 本で、 卷 九の 大部分と、 卷 十八の 殘簡、 其の 他 斷片が 現存して ゐる。 藍 紙 本と 稱す るの は、 銀砂子 を 散らした 薄 藍色の 

漉 紙 を 用 ひたから であって、 筆者 は 從來藤 原 公任と 言 はれた が、 近 來田中 親 美 氏 は 藤 原 伊^の 筆で あらう と 言 はれた。 其 

の 雄勁な 書風 は 萬 葉 2 歌風に 最も ふさ はしい 感が ある。 もと 會津の 松 平家 の 所蔵で あつたが、 今 は 原 富 太郞氏 の 蔵本と な 


^體 S 發達 


ま， IfT 


き 探 《八！ ぼ 針り 八复允 ま 


つて 居る o( 阖版參 照) 元 暦 校本 も 亦 平安 末期に 書かれた もので、 筆者 は 数人で ある。 二十 帖現. W して ゐて、 其の 中 六帖は 

有栖 川お 家 (現在の 高 松 宮家) の 御藏 本で ぁリ、 十四 帖は 古河 家 の 所蔵で ある。 紫と 藍 の 飛 雲形 模探を 漉き 込んだ 鳥 子 

紙の 兩 面に 書いて ある。 金澤本 

は卷 二と 卷 四の 零 本であって、 

これ も 平安 末期の 寫本 である。 

美しい 模様 を 押した 麼 紙に、 能 

筆 を 以て 寫し たもので、 笨者未 

詳 であるが *  W 屮親美 氏の 說で 

は、 藤 原 定 信で あらら と い ふ。 

此の 本 は 前 E 利 常が 手に入れた 

ものであるが、 明治 四十 一一 一年、 

明治天皇が 前 田 侯爵 邸に 行幸 遊 

ばされ た時獻 上した ので、 今 は 

帝室 御物と なって 居る。 天 治 本 


.?  の や 上 ふくで ク-、 く  _ ハ 

も 1 あ ( 


，レ 


さ？ 0. 


藍 

葉 


it 


は卷十 3 の 完本で、 天 治 元年 六 

«5 書 寫の奥 書が ある。 用紙 は 仙花紙で あるが、 筆 は屮々 の 能書であって、 藤 原 基 俊の 筆で あらら かと 言 はれて 居る。 京都 

福井贞 一 氏の 藏本 である" 

萬 葉 時代の 歌體 は、 短歌. 長歌. 旋頭 歌の 三種 類で ある。 旋頭歌 は 記紀の 歌謠 時代に 發 生した 歌體で 
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あって、 藤 原 朝の 頃に 頂上 を 極め、 奈良 朝に なって 衰 へたので ある。 而 して 集中に 僅かに 六十 二 首 を 

存す るに 過ぎな いのは、 當時旣 に 此の 歌體 が、 爱亡 すべ き 運命 を 持 つて ゐ たこと を 示 して 居る ので あ 

る。 旋頭歌 はもと 片 歌の 問答から 發 生した 歌體 であるから、 萬 葉 時代の 作 も 多く は 問答 形式の 名殘を 

留めて、 一首が 二 段から 成って 居る ので ある。 尤も 萬 葉 時代 は、 實 地に 謠 つた 時代から 讀んで 味 ふ 時 

代に 推移した のであって、 旋頭歌 も 亦 其の 間に 變遷 して ゐ るので ある。 卽ち 古く は 問答 的 性質 を 帯び 

てゐ たのが、 一人で 謠ふ 自問自答の 歌と なり、 更に 目に 訴 へる 歌に なって 問答 形式 は 失 はれ、 殆ど 短 

歌と 擇ぶ 所の ない ものと なった ので ある。 例へば 

ふなと  うら は  ； 

水門の 葦の 末葉 を 誰か 手 折りし 吾が 背 子が 振る 手 を 見む と 我ぞ手 折りし (卷 七" 

の 如き は、 自^ 問 ひ 自ら 答へ たもので あるが、 

た ぢぞ b  き 3 

君が 爲手 力つ かれ 蛾 りたる 衣み-春 さらば 如何なる 色に 摺 りてば よけむ (卷 七) 

春 日なる 三 笠の 山に 月 も 出で ぬか も佐紀 山に 唉 ける 櫻の 花の 見 ゆべ く  (卷 十)  . 

の 如き は、 極めて 短歌に 近づいて 居る。 旋頭歌 はもと 單 純な 感情 を民謠 風に 表出す る 時、 最も 興味が 

あるので あって、 自己の 感情 を 自由に 表現しょう とする 場合に は、 到底 短歌に 及ばない ので ある。 從 

つて 旋頭歌 は、 問答 形式が 崩れて 短歌に 接近した 時、 旣に袞 亡に 向って ー步を 進めた のであって、 奈 

良 朝 初期に は 短歌に 壓 倒せられ て彌振 はなくな り、 僅かに 遊戲 的に 試みられ るに 過ぎ なくなった。 

次に 萬 葉の 長歌 は 記紀の 歌謠の それに 比して、 形式 內容 ともに 著しく 發 達し、 藤 原 朝から 奈良 朝の 


反 


初 頃に 頂上に 達した ので ある。 今 は. として 形態の 發 達に 就いて 述べよう。 藤 原 朝 以^の-お 歌の 一句 

の音數 は、 なほ 三 音. 四 音 丄ハ 音 人 音の 如き 不定 形が 可な. ^多く 用 ひられた が、 藤 原 朝 以後に は 五 七 

の 二 句を單 位と して、 之 を 反覆す る やうに なった。 而 して 近 江 朝まで は 一首の 句數が 偶數^ ^成る も 

のが 相 當に行 はれて ゐ たが、 藤 原 朝 以後 は 最後に 五 七 七 を 置いて、 一首 を奇數 句と する のが 普通と な 

つ た。 (長 篇 にあ つ て は 上古の 歌謠に 見る やう に 、 一 首 を 一 三 節に 切 つ て 各 節の 末甩を 五し 七と す る も 

のが ある。) かくて 萬 葉の 長歌 は 五 七の 連續 から 成って、 聲 調が 極めて 單調 になった ので あるが、 之に 

變 化を與 へる 爲に は、 序詞. 枕詞. 對 句の 如き 修辭に 意 を 用 ひ、 また 素材 を 多くして、 內容 の^ 富を圖 

つたので ある。 人 麻呂. 赤 人. 憶 良. 蟲麻呂 等の 長歌が 待に 傑出して 居る の は、 これが 爲 であって、 A 小 

良 朝 後期の 家 持 等の 作が 平凡； 調に 陷 つたの は、 形式 內容 共に 旣に行 詰って、 徒らに 過去 を 踏襲した 

爲 である。 

萬 葉の 長歌の 形式で 特に 注意すべき は 反歌 を 添へ た 事で ある。 反歌 發 生の 起原 は、 記紀の 歌 謠に於 

て、 末甩の 句 を 反覆す る ものの ある 事、 及び 一首の 末節が 短歌から 成って 居る ものの ある 事、 などに 

求められ るので あるが、 反歌と いふ 名稱 が、 もと 支那の 詩賦 の反辭 から 来た ものである とすれば、 詩 

賦の 形式の 影響 も 亦 否み 難いので ある。 而 して 長歌に 反歌 を 添へ る 目的 は、 長歌に 歌った 威 情 を 更に 

短詩 形に 纒 めて、 感情 を 統括す るた めで あるが、 時には 長歌に 歌ひ殘 した 感情 を、 之に よって 補った 

もの も ある。 反歌の 數は 古く は 一首で あつたが、 藤 原 朝の 人麻呂 以後 は、 二 首 以上 五六 首 を 添へ る 事 
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ill) (四） （三） （二) 
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も 行 はれ、 時として は 各が 後の 連作の やうに、 或る 意味に よって 連鎖せられ て 居る の も ある。 

短歌 も 亦 時代と 共に 變遷 し發 達して 居る。 槪括 的に い へば、 時代の 古い もの は、 一句が 五 音 七音以 

外の 端數 から 成る ものが あるが、 大體に 於て 五 七 五 七 七の 形に 整定 された ので ある。 尤も 結句 を 八 音 

句と して 感情 を强 調す る 事 は、 時代 を 通じて 行 はれて 居る o( 例 了 5 次に 句法 を 見る と、 初 句 か 二 g 

句まで を ー氣に 歌って 來て、 結句に 力 を 籠め て、 感情 若く は氣 分に 統一 を與 へた ものが 極めて 多い。 

(例 一 土) 更に 句切の ある もの を 見る と、 三 句切 は 未だ 少數 であ つ て、 一 一句 切. 四 句切が 多く ハ例 二-一 亍 £) 

叉 一首に 二箇所の 切目 を 設けて、 感情の 表現 を 幾つかに 分けて 居る のも少 くない。 (例 5 其の 他 語 又 

は 音 を 反覆したり、 枕詞. 序詞 を 川 ひた h- して、 聲 調の 美を增 して 居る ので あるが、 修辭に 就いては 

今 は 省略して 置く。 要するに 萬 葉の 短歌 も 亦、 お 純 素朴な 上古の 歌謠に 比して、 荖 しい 發達を 遂げれ 

ので あるが、 殊に 感情の 流に 適應 する 格調の 變化は 多種多様であって、 短詩 形と しての あらゆる 形式 

美 は、 殆ど 遺憾の ない 域に 到達した と 言 ひ 得る ので ある。 

H 萆邊 行く 鴨 s はが ひに 霜降りて 寒き ゆ ふべ は 大和し 思 ほ ゆ。 (卷 一 ) 

秋 S 莉る 假廬も 未だ こ ほたねば 雁が音 寒し。 霜 も 置きぬ がに。 (卷 八) 

ま き むく 

あなし 河川 浪 立ちぬ。 卷 目の ゆつ きが 嶽に 雲ゐ 立つ らし。 (卷 七) 

水底の 玉 さへ 淸く見 ゆべ くも 照る 月夜 かも。 夜の 更け 行けば。 (卷 七) 

こころ 

三輪 山 をし かも 隱 すか。 雪 だに も 情 あらな む。 隱さ ふべ しゃ。 (卷 一) 


三 萬 葉 時代の 歌人 

『萬 葉 集』 は 前後 極めて 長い 年代の 作歌 を收 め、. 作者 は 上下 貴賤 男女 を 問 はす、 あらゆる 階級 を 網羅 

し、 其の 地域 は 帝都 を 中心に 殆ど 全國 (北海道 及び 出 羽 但馬伯 耆美作 隱岐の 五箇 國を 除く) に 及んで 

居り、 且つ 其の 二十 卷は旣 に 述べた やうに、 雜然 たる 集合 體 である。 從 つて 萬 葉の 歌風の 變遷發 達 を 

說く事 は 極めて 困難で ある。 今 は 個人的 作歌の 現れた 時代 以後 を 萬 葉 時代と 見て、 便究上 之 を TO: 期に 

區 分して、 各 時代の 歌風 を槪說 した 後、 其の 時代の 代表 歌人の 歌風 を 考察す る 事に する。 

時代の 區 分 『萬 葉 集』 所收の 歌で 時代の 最も 古いの は、 仁德 天皇の 皇后 磐姬 命の 御 歌であって、 最も 新し いのは 

淳仁 天皇の 天平 寶字 三年 正月 一 日に、 大伴家 持が 詠んだ 作歌で ある。 併し 凡そ 推 古 朝まで は、 傅 はつ 

て ゐる歌 數も少 く、 且つ 此の間の 歌 は、 記紀の 歌謠と 性質 を 同じう する ものであって、 作者の 如き も 

所傳 のま まに 信じ 難い ものが 多い S である。 今 此等を 除いて 見る と、 歌數も 多く、 歌風に も 萬 葉 時代 

の 特徵が 漸く 認められ るの は、 舒明 天皇 以後の 百 三十 年間で ある。 而 して 此の間 は 更に 以下 述べる や 

うに、 四 期に 分って 見る 事が 出来る。 第 一 期 は 最も 長いので あって、 舒明 天皇から 天武 天皇に 至る 凡 

そ 六十 年間で あり、 第二 期 は持統 文武 兩 帝の 御代、 卽ち藤 原 朝で あ. o、 第三 期 はお， U ^都から、 聖武 

天皇の 天平 年間の 初 頃までで あり、 第 四 期 は それ 以後 淳仁 天皇 朝までで ある。 而 して 第二 期 以下の 一 

期の 年數 は、 それぞれ 二十 年 乃至 二十 五 年で ある。 
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第一 期 は 上古の 歌謠を 承け て、 主として 素朴な 抒情 歌が 歌 はれた 時代であって、 未だ 赏 際に 口誦せ 

られた 痕跡の ある ものが 多い。 此の 時代の 和歌 は、 胸中の 抑へ 難い 感情 を 率直に 表現した ものが 多い 

のであって、 戀 愛の 歌が キ： 位 を 占めて 居る ので あるが、 上古の それに 比して、 著しく 優美に なって 居 

る。 戀 愛の 作に 次いで 注意せられ るの は、 挽歌と 自然に 對 する 感情 を敍 ベた 歌で ある。 挽歌に は、 天 

智 天皇の 崩御 を 悼み 奉った 倭姬 皇后 や 婦人 |£ 竝に額 田 王の 長歌の 如き、 綿々 として 盡 きざる 悲痛の 

情を敍 ベた 佳作が ある。 自然の 風物に 對 する 觀方ゃ 感情な どに も、 亦 非常な 進步が 見える。 舒明 天皇 

が、 香具 山から 大和の 國原を 望んで 詠み 給うた 「倭に は 群 山 あれ ど」 の 長歌 を、 應祌 天皇が 近 江へ 行幸 

の 途上、 葛 野 を 望んで 歌 はせられ た、 「干葉の 葛 野 を 見れば 百 千 足る 家庭 も 見 ゆ 國の秀 も 見 ゆ」 と 比較 

したなら ば、 自然 觀 照に 於ても、 表現に 於ても、 著しく 詩的に なって 來た事 を 知る であらう。 

A  4 よはた ケも  こよ ひ  つくよ 

わたつ 海 S 豐旗 雪に 入日 さし 今夜の 月夜 あきらけ くこ そ (卷二  作者未詳 

川の へ の 五 百 (固 磐 群に 草む さす 常に もが もな 常處 女に て (卷 一 )  吹黃 刀自 

これ 等 は 到底 上古の 歌に 見られない 藝 術的惯 値の 高い 作品で ある。 第 一 期 は 民衆的な 感情 を 表現した 

歌謠 から、 個人的 詩歌 を發 生した 時代で あるが、 近 江 朝に は旣に 個性の 明^な 歌人 を蘩 出す るに 至つ 

た。 近 江 朝の 歌人と して 最も 傑出して ゐ たの は 額 田 王で あるが、 天智天 武兩帝 もす ぐれた 御製 を 遺さ 

れて 居， o、 倭姬 皇后 もす ぐれた 歌人で ある。 今 第一 期の 代表的 歌人と して、 額 田 王の 事 を 略述して^ 

力う 


額 田 王 ， 額 田 王 は 鏡 王の 女で、 初め 大海 人皇 子 (天武 天皇) の 寵愛 を 受けて 十 市 皇女 を 生み、 後に 天智 天皇の 

寵を 蒙った ので あるが、 天皇の 崩御の 筏に は、 再び 天武 天皇に 侍した ので ある。 額 田 王が 兩 帝の 寵遇 

を 受けた 事 は、 集中の 御製 や 女王の 御 歌に も 見えて 居る のであって、 かの 壬 申の 亂の 原因の 一 は、 女 

王に 對 する 愛の 問題に 胚胎して 居る と 言 はれて 居る。 額 田 王の 長歌に は、 春秋の 優劣 を 判った 作 や、 

近 江國に 下る 時の 歌の 如き、 勝れた 作品が あるが、 今 は 著名な 短歌 を 二 首 揭げて 置く。 

熟田津 に 船乘り せ む と 月 待 て ば 潮 も かな ひぬ 今 は 漕ぎ出 でな (卷 一) . 

君 待つ と 吾が 戀ひ 居れば 我が 宿の 簾う ごかし 秋の 風 吹く  (卷 四) 

要するに 第 一 期 は、 素朴な 純情 を 歌った 時代であって、 傳 はって ゐ るの はキ： として 抒情 歌で ある。 當 

時の 和歌に は 題材. 修辭. 思想な どの 上に、 旣に 漢文 學の 影響 を 認め 得る ので あるが、 未だ 佛敎の 成 化 は 

見當ら ない。 

第二 期  第二 期の 藤 原 朝になる と、 專 門の 歌人が 現れる と共に、 文字の 使用法が 著しく 發 達して、 讀んで 味 

ふ 歌が、 實 際に 謠 はれる 歌から 全く 分離して、 急激な 發達を 遂げた。 此の 時代に は 取材の 範阐が 著し 

く擴大 せられ、 思想 も複雜 になり、 表現 も 自由にな， o、 技巧 は 殆ど 頂點に 近い 稃- 度にまで 發 達し、 な 

ほ 作者の 個性 も 明白に 認められる やうに なった。 而 して 此の 時代 を 代表す る 歌人 は 柿 本人 麻呂 であつ 

たけち の くろ ひと たがの^ き i ろ 

て 、 之 に 次いで 注意す べき は、 高市黑 人と 長 意 吉麻呂 であ る G 

柿 本人 缻呂 柿 本人 麻 呂は藤 原 朝の 代表的 歌人で あるば かりで なく、 萬 葉 歌人 中の 第一人者 であ. c、 更に 國 文學 
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史上に 於け る、 最も 偉大な 文學 者の 一人で ある。 其の 傳記資 科と して は、 萬 葉 所收の 彼の 作歌、 及び 

其の 題詞が あるの みであって、 世に 傳 ふる 事績に は、 後人の 想像 說が 多く 混って 居る。 人 麻呂の 生地 

に 就いては、 石 見 近 江な どの 說も あるが、 恐らく 大和の 人で あらう。 持統 文武 二 朝に 仕へ、 官位 は 低 

かった が、 歌人と して は 重ん せられた やうであって、 屢行幸 啓に 供奉して 歌 を 詠んで 居る。 其の 作歌 

に は 吉野紀 伊 近 江讃岐 などで 詠んだ ものが あるが、 遠く 筑 紫に 遣 はされ た 事 も あり、 晩年に は 石見國 

の 地方 官吏と なって 赴任し、 其の 地で 歿した。 歿 年は詳 がで ない が、 和 銅 二三 年頃と 見る のが 穩當な 

やうで ある。 集中に 人 麻呂の 作歌と して 收 めら れて 居る ものに は、 題詞に 「柿 本人 麻呂 作歌」 と 明記 さ 

れてゐ る ものの 外に、 「柿 本 朝臣 人麻呂 之 歌集 出」 と 註した もの、 及び 「或 云 人麻呂 作」 と ある ものが あ 

る。 此の 三 様に 記載 せられた 作歌の 中で、 彼の 作と して 最も 確賁 なの は 最初の ものである。 人 麻呂の 

作に は雜 歌. 相 聞. 挽歌の 三種が あ，^、 歌 體には 短歌. 長歌. 旋頭 歌の 何れもあって、 其の 數は 比較的 多く 

傳は つ て 居る。 

人 麻呂は 宮廷 歌人であった から、 其の 傑作 は 皇室に 關 する 題材 を 歌った ものに 多い。 持統 天皇が 吉 

野 離宮に 行幸 せられた 時に 供奉して 詠んだ 作、 高 市 皇子の 城 上の 殯宮の 時の 歌、 近 江の 荒 都 を 過ぎて 

詠んだ 作な ど は、 何れも 代表的 作品で ある。 此等は 長歌で あるが、 殊に 高 市 皇子の 殯宮の 時の 作の 如 

き は、 百 四十 九 句から 成る 堂々 たる 雄篇であって、 集中の 最大 長篇 である。 人 麻呂は 宮廷に 關 する 作 

に は、 祝詞に 傚って 皇室の 尊崇 や 神祇の 崇敬の 如き、 國民的 感情 を 歌った ので あるが、 相 聞 歌に は、 


石見國 から 妻に 別れて 上京す る 時の 長歌 ニ^ を 始め、 幾多の 勝れた^ 歌 を 詠んで 居り、 叉 挽歌に は、 

妻の 死 を哀惮 した 長歌 二 首の 如く、 切 々人の 肺腑 を 刺す 悲痛の 情緒 を 歌 ひ、 なほ 他人の 死に 對 しても 

同情の 淚を濺 いで 居る。 かくて 人 麻 呂は扑 情歌に 於て、 特に 勝れた 詩才 を 揮った ので あるが、 又敍景 

にも 長 じて ゐた。 彼が 敍景に 長 じて ゐた事 は、， 扦 情歌の 作 中に、 情景 を 兼ねた ものの 多い の を 見ても 

明瞭で あるが、 敍景 歌と して 勝れた 作 は、 覉 旅の 中に 多く 見えて 居る。 (主として 短歌) 尤も 彼の 叙景 

歌 は 牛： 觀的 傾向が 著しい のであって、 純敍景 歌と いふべ きもの は 稀で ある。 

人 麻呂は 短歌 旋頭 歌に も 非凡の 才を 持って ゐ たけれ ども、 待に 長歌の 完成 者と して 最も 重き をな す 

ので ある。 彼の 長歌の 構想 竝に 格調 は、 内容に 應 じて 異なる の は； W ふまで もない 事で あるが、 初めは 

過去の 追憶 を 悠揚た る 調子で 歌 ひ、 次いで キ： 題に 入る と、 格調 も 自ら 內容 に適應 した 聲 調に 轉す るの 

であるが、 最後に 感情が 高潮に 達した とき、 激越な 格調 又は 警拔な 句法で 歌 ひ 終る の を 得意と した。 

かくて 彼の 長歌 は 整然とした 構想と、 莊重 流麗な 格調と によって、 ー氣に 詠み 出されて 居る ので あつ 

て、 如何なる 長 篇と雖 も 聊かの 弛み もな く、 終始 緊張した 感情が 流れて 居る。 長歌に 於け る 此の 特長 

は、 また 大體に 於て 短歌に も 見受ける のであって、 初めは ゆるやかな 調子で 歌 ひ 起し、 結句に 近づく 

に從 つて、 感情が ー點に 集注せられ て 行く のが 多い。 尤も 短歌の 表現 は、 長歌に 比して 遙 かに，： H.E で 

あって、 心境の 異なる につれ て、 或は 雄渾に、 或は 沈静に、 或は 幽寂に、 それぞれの^ 分に 應 する 格 

調を帶 びて 居る。 
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人 麻呂は 技巧 を 重んじた 歌人であって、 其の 洗煉 せられた 各種の 修辭 は、 他の 歌人の 到底 追 從し難 

いものが ある 。萬 葉の 修辭の 主要な もの は、 上古の 歌謠に 於け ると：！： じく、 枕詞. 序詞. 對句， 繰 返な ど 

の 如き 形式的 技巧であって、 擬人. 譬喩な ど は、 寧ろ 第二次 的の ものであるが、 此等を 最も 巧妙に 用 

ひたの は 人麻呂 である。 人 麻呂の 長歌に は、 待に 枕詞 を 多く 用 ひた ものと、 主として 對句を 用 ひた も 

のと あるが、 前者に 於て は 平均 六 七 句に 枕詞 一 つの 割合にな つて 居る。 萬 葉の 對 句の 種類 は、 大體に 

上古の 歌謠の 範圍を 出て ゐな いので あるが、 人 麻呂に 至って 用法 は 著しく 進步 して、 二 句對を 始めと 

して、 二 句對を 二つ 以上 連ねた 連對 や、 四 句 以上に 亙る 長 句を對 した 長對 句な ど を 用 ひて、 均整の 美 

を 添へ、 且つ 聲調を 流麗に して 居る。 語句 若く は 音 を 繰 返す 事 も、 上古の 歌謠の 重耍な 技巧であった 

が、 人 麻呂は 巧みに 之 を 利用して、 一首に 韻律の 美 を 添へ て 居る。 例へば、 

小 竹の 葉 はみ 山 もさ やに さやけ ども 吾 は 妹 思 ふ 別れ 來 ぬれば (卷 二) 

淡 海の 海 夕 波 千鳥 汝が 鳴けば 心 もしぬ にいに し へ 思 ほ ゆ (卷 三) 

の 如きで ある。 初の 一首 は、 S 音の 反復に よって 聲調を 美しく して 居る ばかりでなく、 竹の 葉 すれの 

昔 を 格調の 上に 響かせて 居り、 後の 一首に は、 同じ 母音 を連續 させて、 詠歎に ふさ はしい 韻律 を與へ 

て 居る。 要するに 人 麻呂の 作歌 は、 題材の 範 園も廣 く、 何れの 歌體 にも 長 じ、 又敍景 抒情 を 兼ね、 ^ 

に 抒情 歌に 於て 勝れて 居た。 而 して 其の 歌風の 特長と して は、 態度の 眞率、 表現の 自由、 格調の 麗朗 

の 三點を 擧げる 事が 出来る。 左に 彼の 歌風 を 見るべき 數首を 掲げて 置く。  • 


, 過 n 近 江荒鄱 _ 時 柿 本 朝臣 人 麻 R 作歌 

玉襻 畝 火の 山の 檳 原の 日 知 S 御世 ゆ 生れ ましし 神の ことごと 穋の 木の いやつ ざつ ざに 天の 

下 • 知ろ しめしし を そらにみ つ 大和 を 置きて 靑丹 よし 奈良山 を 越え いかさまに 思 ほしめ せか 

»ty.^  ひな  いは * し  すめ. cy 

天 離る 鄙に は あれ ど 石 走る 近 江の 國の さざなみの 大津 の宮に 天の下 知ろ しめしけ も 天皇の 

神の みこと S 大宮は ここと 聞け ども 大殿は ここと 云へ ども 春 草の 茂く 生 ひたる 霞 立つ 春 日 

ffi  ち.. o し a 

の 霧れ る 百 磯城の 大宮處 あれば 悲し も 

反 歌 

さざなみの 滋賀 s 大ゎだ 淀む とも 昔の 人に またも 逢 はめ や も (卷 一 ) 

〇  . 

ひむ がし s; 野に かざろ ひ S 立つ^え て か へ りみ すれば 月 傾きぬ (卷 一) 

ふ. S め  0 じ *i 

玉藻 莉 る 敏馬を 過ぎ て 夏草 の 野 島の 埼に 舟 近づ きぬ (卷 三) 

淡 路の野 島 S 埼の濱 眉-に 妹が 結びし 紐 吹き か へ す (卷 一一 一) 

夏野 行く 牡鹿の 角の 束の間 も 妹が 心 を 忘れて 思へ や (卷 四) 

高 市黑人 人 麻呂と 同じ 時代の 歌人に 高巿黑 人が ある。 卷 一 の 「高 市 古人 感 一一 傷 近 江舊堵 一作 歌 gfll」 とい ふ 

題詞の 短歌 二 首 を、 黑 人の 作と する 時には、 集中に 十八 首の 作を數 へる 事が 出來 る。 何れも 短歌で あ 

つて、 人 麻呂と 同じく 持統 天皇の 駕に陪 して、 吉野宮 や 參河國 で 詠んだ 作が あ，^、 叉 近 江の 药都 を訪 

上古の 欲 謠と萬 葉 集  七三 
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れて、 懷 古の 情 を 歌って 居る が、 此の 外にな ほ 覉旅八 首が ある。 純情 を 率直に 歌った 人であって、 

に 旅情 を 歌った ものに 見るべき 作が 多い。 

いづく にか 船 泊て すらむ 安 fv^s 埼 漕ぎ 廻み 行きし 棚 無 小舟 (卷 一 ソ 

旅に して 物戀 しきに 山 下の あけの そ ほ 船 沖に 漕ぐ^ ゆ (卷ー 11) 

た  & やそ  たづ 

磯 の 埼 漕ぎ 廻み 行けば 近 江の 海 八十の みなとに 鷂 さはに 鳴く  (卷 三) 

長 意 吉麻呂 人 麻呂と 時代 を 同じう した 長 意 吉麻呂 も 亦 注意す ベ き 歌人で ある。 其の 作歌 は黑 人と M じく 悉く 短 

歌であって、 集中に 十三 首 見えて 居る。 大寶ニ 年に 持統 天皇が 參河國 に 行幸 せられた 時、 

引 馬 野に に ほふ 榛原 入りみ だり 衣に ほ はせ 旅の しるしに (卷 一) 

と 詠み、 叉 難 波宫に 於け る應 詔の 作に、 

大宫 のうちまで 聞 ゆ 網 引す と 網 子と との ふる 海人の 啐聲 (卷 一二) 

と 歌った の を 見て、 彼の 歌風 を 察する 事が 出来る。 意 吉麻呂 の 作歌で 特色の あるの は、 卷 十六に 載せ 

られて ゐる八 首で ある。 此等は 何れも 種々 の 物 名 を 詠み 人れ た 滑稽な 作であって、 平安時代の 物 名の 

歌の 先驅 である 事 は旣に 述べた 通りで ある。 例へば 酒宴の 夜が 更けた 頃 狐の 聲が 聞え たので、 人々 が 

席上の 雜器 狐の 聲河 橋な ど を 入れて、 一首の 歌 を 作れと 言った 時、 求めに 應 じて 詠んだ 歌 は、 

3 しなべ  いちひ づ ひ ほし  きつ あ 

铫 子に？；！ 沸か せ 子ども 櫟津 S 檜 橋 より 來む 狐に 浴 むさ む 

とい ふ^で ある。 其の 他 次の 如き 作が ある。 


. 詠 1- 荷葉-歌 

■  i  s き 森 t ろ  -r も 

^槳 は斯 くこ そ ある もの 怠 吉麻呂 が 家なる もの は 芋の 葉に あら t 

詠 ご 酢 醬蒜鯛 水 葱 1 歌  . 

jf4  VJ  ち つもの 

に 蒜^ き 合 て て 鯛 願 ふ 吾に な^せ そ 水 葱の 羹 

詠 n 白鷺 啄， 木 飛 1 歌 

0 S  ^ゼ ず か も 白鷺の 稗啄ひ 持ち て 飛び わたるら む 

此等 は文學 としての 惯値は 乏しい ので あるが、 詠みに くい 題 村 を 巧みに 取扱った 貼に、 作者の 機智 力 

見える ので ある。 而 して 當時旣 にか かる 種類の 作歌が 行 はれた の は、 時代の 文學 生活の 一面 S る も 

のであって、 和歌 史上 注意すべき $ である。 

第三 期 は奈良 朝の 前半期で あつ て、 山 部 赤 人. 大伴 旅人. 山上 憶 良 • 高 橋 蟲麻呂 等 は 其の 代表的 歌人で 

ある。 幾多の 傑出した 歌人が 肩を竝 ベて 現れ、 それぞれ 得意の 題材 を捉 へて、 個性の 極めて 鲜 明な f 

を 詠み、 素材. 思想. 表現. 格調 等が 著しく 進展した の は、 此の 時代の 注意すべき 現象で ある。 

山 部 赤 人の 傳は 歴史に 見えす、 また 集中の 題詞 にも、 其の 閲歷を 知るべき 材料 は 極めて 乏しい ので 

ある。 思 ふに 人 麻呂と 同じく 大和の 人で、 宮廷に 出仕した ので あるが、 地位 は 高くなかった やうで あ 

る。 卷 六に 載せられ I 作に よれば、 祌龜 から 天平の 初に かけて、 聖武 天皇に 供奉して 吉野 紀伊難 波 

などに 旅 1ぼ して 居る。 集中に 載って 居る 作歌 は、 長歌 十三 首、 短歌 三十 六 首であって、 人麻呂 におし 

上古の 缺謠と 萬 葉 集  ^ 
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て 歌 數は遙 かに 少ぃ。 其の 長歌 は 規模が 小さく、 概ね 平明 單 純であって、 伎倆 は 人 麻呂に 遠く 及ばな 

い。 赤 人 は 特に 叙景に 長 じて ゐた のであって、 舊都ゃ 離宮で 詠んだ 歌な ど を 見ても、 人 麻呂の やうな 

熱情の こもった 作 はない。 試みに 赤 人が 飛鳥の 舊 都に 遊んで 詠んだ 次の 長歌 を、 人 麻 呂が近 江の 荒 都 

に 立って 詠んだ 長歌れ I 頁と 比較したならば、 此の 二人の 特色 は 直ちに 觀 取され るで あらう。 

登 n 神 岳 一山 部 宿 禰赤人 作歌 

A もろ  かむな び  いほえ  しじ  つが  fctf* づら 

三 諸 5 神名備 山に 五百枝 さし 繁に生 ひたる 璆の 木の いや つぎつぎに 玉 葛 絕 ゆる 事な く 在り 

つつ も やます 通 はむ 明日 香の 舊き都 は 山 高み 河と ほじろ し 春の 日 は 山し 見が 欲し 秋の 夜 は 

河し 淸 けし 朝 雪に 鶴 は亂れ 夕霧に 蝦に さわぐ 見る ごとに 哭 のみし 泣か ゆ いにしへ 甲 ：！ へば 

(一一 ー卷) | 欲 を 

It^ysss 自 §s た^ f^s"?, て、 印象の 鮮明な 繪畫 的な 作に 於て すぐれて 居る。 

長歌よ b も 寧ろ 短歌に 於て 獨特の 天分 を 持って ゐた 人で ある。 

田 兒の浦 ゆ 打 出で て 見れば 眞 白に ぞ富士 の 高嶺に 雪 は 降りけ る (卷 一一 一) 

若の 诚に潮 満ち 来れば 潟 を 無み 葦邊を さして あ 鳴き わたる (卷 六) 

A3 や £  &  こ ねれ 

み吉 野の 象 山 S 間 s 木末に はこ， .1 だ もさ わぐ 鳥 s 聲カ も (同) 

ぬば たまの 夜の 深け ぬれば 久木生 ふる 淸き 河原に 千鳥し ば 鳴く  (同つ 

ますら を は 鉀獵に 立た し 處女等 は 赤 裳裾 引 く 淸 き濱邊 を (同) 


* 春の 野に 蔞 摘みに と來し 吾ぞ野 をな つかしみ 一夜 寢に ける (卷 八) - 

右の 中 初めの 四 首 は 長歌の 反歌で ある。 

3 上 憶 良  赤 人と 對畤 して 第三 期の 歌壇に 於け る 一 異彩で あつたの は 山上 憶 良で ある。 憶 良の 經歷は 『萬 葉 集』 

卷五 及び 『續 H 木紀』 によって 察する ことが 出來 る。 彼 は大寶 元年 四十 ニ歲の 時、 遣 唐少錄 となって 唐 

に 渡り、 慶雲 元年に 歸 朝した。 靈龜ニ 年に は伯耆 守に 任せられ、 更に 晩年に は筑前 守と なって 任地に 

下 り、 其の後 京に 歸 つて、 天平 五 年に 七十 四歲で 歿した。 鄉；囊キ3 ケては 其の 作歌 は卷五 を^と して、 

卷ー. 三. 六. 八 等に 散見して 居る が、 何れも 晩年の 作で ある。 憶 良 は 人 麻呂. 赤 人 等と 全く 趣 を 異にし 

て、 主として 社會ゃ 人生に 關 する 題材 を 歌った のであって、 自然美 を 歌 はす、 また 戀愛歌 は 一首 も傳 

はって ゐ ない。 其の 作歌 を 見る と、 漢文 學の 素養が あって、 儒敎ゃ 佛敎の 思想の 影響 を 受けて 居る の 

であるが、 根柢に は 日本 固有の 思想が 橫 たはって ゐ たのであって、 家庭生活 を樂 しみ、 子に 對 する 愛 

情 を 歌って 居り、 叉老莊 思想に かぶれた 人々 を 戒めて 居る。 かくて 憶 良 は、 キ： として 現實 生活 を 歌つ 

^SSE 人で あ つたと 言 ひ 得る の であるが、 更に 其の 歌風 を 見る と、 種々 の 貼に 於て 待 色 を發掙 

して 居る。 是ょ b 先 長歌 は、 人麻呂 によって 大體 完成せられ たのであって、 爾來 動もすれば 單調 平板 

に 流れる 傾向が あつたが、 憶 良 は 31 を 一 一段 若く は 三 段に^つ て、 各 段の 終 を 五 七 七と して 璲化 を^ 

つたので ある。 憶 良 ^sss^s^p は、 努^ pslwss.-r^^ilj 於で は.^ 形 

§^3?S3U^IWVS 張 ■USSTI^.P^ls^sil^, 彿^^ ようとし たので ある。 

上古の 缺^ と 萬 葉 集  七 七 


大和 代  七 八 

憶 良の 歌に は、 かくの 如く 種々 の 特色が あるので あるが、 其 の 缺點 とし て は \ 道 德的觀 念 に 傾いて 理 

Is 的と な り、 感情が 稀薄に なった^ を 45 なければ ならぬ。 憶 良の 代表作 歌と して は 「令, 反 一一 惑^ 一 

歌」 「貧窮 問答 歌」 「戀 一一 男子 名 古 日 一 歌」 等を擧 ぐべき であるが、 何れも 長篇 であるから、 今 は 小-お 歌 

と 短歌と を 掲げて 置く。 

思 = 子等 1 歌 

瓜 食めば 子ども 思 ほ ゆ 栗 食めば ましてし ぬば ゆ いづく より 來り しも のぞ 眼 交に 

やすい 

もとな 懸 りて 安寢 しなさぬ 

反 耿 

しろがね も 金 も 玉 も 何せむ に まされる 寳 子に しかめ や も (卷 五) 

& レ宴歌 

憶 良ら は 今 はまから む 子 泣く らむそ の 彼の 母 も 吾 を 待 つらむ ぞ (卷 一 11) 

沈 レ痫之 時 歌 .  V 

をの こや も 空し かるべ き 萬 代に 語りつ ぐべき 名 は 立てす して (卷 六) 

高 橋蟲麻 H 赤 人. 憶 良と 共に 第三 期の 一 流の 歌人 中に 數 へられる の は、 敍事 歌人の 高 橋 蟲麻呂 である。 其の 傳は 

詳^で ない が、 粲 中の 作歌に よって、 地方 官 となって 常 陸に 赴任した ことが 察せられる。 彼の 作歌と 

して 明記 せられて 居る の は、 天平 四 年に 藤 原 宇合 卿が 西 海道の 節度 使に 遣 はされ る 時に 詠んだ 長歌 一 


食 だけで あるが、 此の 外に 「高 橋 連 蟲麻呂 歌镇中 出」 と 記された ものが 一 i 十三 首 ある。 彼 は if として 長 

歌 を 詠み、 殊に 多くの 傳說歌 を 詠んだ ので ある。 傳說を 歌った 作品で 名高 いのは、 勝 ^5 眞 間の手^ 

な  もしの や  うな ひ を とめ  する！ た t な * で i め  みづ の， kG ラ b し ** のこ 

奈の 歌、 葦 星の 蒐原處 女の 墓の 歌、 上總の 末の 珠名娘 子の 歌、 水 江 浦 島 子の 歌な どで あるが、 此の 外 

に 赤 人の 富士山の 歌の 次に 載って ゐる 「詠， 一 不盡山 一 歌」 も、 註記に よれば 彼の 作歌であって、 傑作の 一 

に數 ふべき ものである。 此 等の 作 は 概ね 長篇 であって、 構想が 自然で あり、 詞藻が 豐麗 であって、 他 

の 歌人の 追隨し 難い 待 長が ある C 蟲麻呂 は 叙事に 長 じたば かりで なく、 抒情に も 秀でた のであって、 

傳說 歌に も 自己の 感情 を 織り 交せて 居る。 

河内 大橋獨 去 娘 子 1 歌 

級 照る ^ 足 羽 河の さ 丹 塗 S 火 橋の 上 ゆ くれな ゐ S 赤 裳裾 引き 山 藍 用ち 摺れる 衣 著て ただ 獨 

り い 渡らす 子 は 若草の 夫 か あるら む. 楦の實 の 獨 りか 寢らむ 問 はまく の 欲しき 我 妹. か 家の 知 

ら なく  . - 

反 歌 

大 橋の つめに 家 あらば うら 悲しく 獨り 行く 子に 宿 かさまし を (卷 九) 

此の 作 は傳說 歌で はない けれども、 敍事 歌人と しての 特徵は 十分に 認められる。 

大伴 旅人  次 は大伴 旅人で ある。 旅人の 傳記資 料 は 『續 日本 紀』 中に 散見して 居る。 大伴氏 は 天 忍 H 命の 裔で、 

代々 武官と して 朝廷に 仕へ た 名 族で ある。 旅人 は 養老 二 年 五十 四歲 で中納 言に 任せられ、 其の後 太宰 

上古の 缺謠と 萬 葉 集  七ォ 
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帥と なって 任地に 下り、 天平 二 年に 大納言に 任せられて 歸 京し、 其の 翌年に 六十 七 歳で 世 を 去った。 

筑 紫に 居る 頃 憶 良 は 部下に 屬 して ゐ たが、 互に 風流の 友と して 親しく 交った のであって、 憶 良の 作が 

後世に 傳 はった の も、 其の 關 係からで あらう と 思 はれる。 旅人 は 憶 良と 同じく 漢文 學に 通じ、 支那 思 

想の 影響 を 受けた ので あるが、 性格に 於て は 大いに 異なって ゐた。 卽ち 其の 作歌に は、 性 凇竝に 境遇 

の 反映と、 老莊 思想の 感化と が 見える のであって、 何處 となく 飄 逸な 所が あ b、， また 享樂的 傾向が あ 

る。 讃酒歌 十三 首 はかう した 彼の 性格 竝に 思想の 一 面 を 示して 居る。 併し 旅人 は元來 情熱の 人で あつ 

て、 別離 友愛 慕鄕 等の 感情 を 歌った もの や、 筑紫で 病歿した 妻 を 悼んだ 作な どに は、 其の 性情が 現れ 

て 居る。 後世に 傳 はった 旅人の 歌 は、 筑 紫に 下って から 以後の ものであって、 何れも 短歌で ある。 (尤 

も卷 三に は壯 年の 頃の 長歌が 一 首 載って 居る。) 彼の 作歌と して 最も 勝れて 居る の は讃酒 歌で あるが、 

異彩 を 放って 居る の は、 松 浦 河の 仙女との 贈答 (神仙 思想の 影響 を 受けて 創造した 一種の 歌 物語) であ 

る。 左に 揭げ るの は 亡妻 を 追憶した 作で ある。 

むろの き  とこよ 

吾妹 子が E? し辆の 浦の 天 木 香樹は 常世に あれ ど 見し 人ぞ なき (卷 三) 

Aa め 

妹と 來し敏 馬の 埼を 還る さに 獨 りして^ れぱ淚 ぐ まし も (同) . . 

A も 無き むな し き 家 は 草枕 旅 に まさりて 苦し かりけ り (同) 

吾妹 子が 植 ゑし 栴の樹 見る 毎に こころ 咽せ つつ 涕し 流る (同)  • 

平明， SIT が 居る のが 旅人 の 待 色 である。 


第 s: 期 ， 第 四 期 は 天平の 盛時から、 萬 葉 時代の 終までで あって、 此の頃 旋頭歌 は 殆ど 廢れ、 長歌 はな ほ 行 は 

れ たけれ ども、 徒らに 過去 を 摸倣して 類型的と なり、 専ら 短歌が 盛に つくられ たので ある。 第三 期の 

頃、 儒 敎佛敎 などの 影響 は旣に 著しかった ので あるが、 第 四 期になる と、 漢詩 文の 影響 は、 思想 は 固 

よ b 題材 表現 格調 等に 亙って 廣く 及び、 叉 一方に 於て は、 歌が 貴族 社交の 具に 供せられ る 傾向 を 生じ 

た。 かくて 當 時の 歌風 は 素朴 純 眞な萬 葉の 本質から 遠ざかる と共に、 知識 的に 詠まれる やうに なり、 

やがて 来るべき 古今 集 時代の 歌風に、 一 步 近づいた ので ある。 第 四 期の 歌人 は 極めて 多數に 上る ので 

あるが、 著しい 歌人 は 大伴家 持 を 筆頭に、 湯 原 王. 市 原 王 • 田邊 福麻呂 .中 臣宅 守. 狹野茅 上 娘 子. 大伴坂 上 

郞 女. 大伴坂 上 大孃？ K 伴 田村大 嬢、 其の 他家 持と 贈答した 幾多の 女性が ある。 而 して 代表的 歌人 は 家 持 

である。 

大伴家 持 大伴家 持 讀 は 旅人の 子で ある。 天平 十 年に 內舍 人に 任せられ、 天平 十八 年に は 越 中 守に 任せ 

られ て、 五 年間 其の 地に 住み、 天平 勝寶 三年に 少納 言と なって 歸 京した。 其の後 天平 寶字ニ 年に 因幡 

守に 轉じ、 姻戚の 恵 美 押 勝が 誅 せられた 時には、 薩摩 守に 左遷せられ たが、 光仁 天皇 御卽 位の 筏 は^ 

進して 寶龜 十一 年に 叁議 とな b、 左右 大辨を 經て從 三位 を 授けられ、 延曆 元年に は 氷 上 川繼の 反に^ 

して、 一時 官位 を 除かれた が、 問 もな く 本官に 復し、 延暦四 年に 歿する 時には、 中納言 兼 春宮大 夫で 

あった。 以上 は 家 持の 略歷 であるが、 其の 作歌の 傳 はって 居る の は、 少壯の 時から 天平 寶 專 三年 正 H: 

因幡 守の 時^ | に 至る 二十 餘 年間であって、 短歌 三百 三十 餘首 長歌 四十 六 首 旋頭歌 一首で ある。 家 持 
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の 歌風 は 境遇 や 性格の 變 化する につれ て、 幾度 か變遷 して 居る ので あるが、 大體 から 見て 靑春 時代. 越 

中 守 時代 • 在京 時代の 三 期に 分つ 事が 出來 る。 靑春 時代の 歌 は 中 一として 純情 を 歌った 相 聞 歌で あり、 M 

中 守 時代の は 題材が 著しく 廣く なって、 自已の 生活 を 始めと して、 越 中の 風物 を 詠 じて 居る。 次いで 

在京 時代の ものに なると、 静寂な 境地 を 拓き內 面 的に 深み を 加へ て、 著しく 進歩した 跡 を 見る ので あ 

る。 家 持の 歌風 を 概括して 言へば、 長歌 は 人 麻 呂， 憶 良の 風 を 摸倣して 却って 平板に なり、 格調 も 概ね 

散文的であって、 見るべき 作が 乏しい ので あるが、 短歌に 於て は 叙景 抒情 共に 勝れた 作が 多い ので あ 

る。 家 持の 歌に は 動もすれば 技巧の 末に 走り、 叉觀念 的な 作 を 詠む 弊が あるので あって、 此等は 『古 

今 集』 の 歌風に 至る 過渡期の 傾向と 見る 事が 出來 る。 

うち 霧ら し 雪 は 降りつ つし かすが に 吾 家の 苑に 5 ぐ ひす 鳴く も (卷 八) 

こ ねれ しじ  と よ 

夏山の 木末の 繁に ほと とざす 嗚き饗 むなる 聲 S 遙 けさ (同) 

藤 波 の 影な す 湖 S 底淸 み しづく 石 を も珠と ぞ 吾が 見る (卷 十九) 

春の 苑 紅に ほふ 桃の 花 ■  下 照る 道に 出で立つ をと め (同) 

春の 野に 霞た なびき うらが なし この 夕 影に 鶯鳴 くも (同〕 

我が 宿の いさ さ 群竹 吹く 風の 音 S かそけ きこ S 夕 かも (同)  大伴家 持 

K 作 坂ヒ郎 第三 期から 第 四 期に かけての 女流 歌人 中で S も 傑出した の は、 旅人の 妹大伴 坂上郞 女で ある。 初め 

穗積 皇子の 寵を 受けた が、 薨去の 後 は 藤 原不比 等の 子 麻呂に 嫁し、 其の 歿後に は 更に 大伴 お^ 麻呂の 


妻と なって、 坂 上 大孃. 田 村大孃 等 を 生んだ。 坂 上 尺 嬢 は 家 持の 妻と なった 人で ある" 天平の 初めに 旅 

人に 從 つて 太宰府に 下った 事が あるが、 天平 勝寶ニ 年の 歌 以後の もの は傳 はって ゐ ないから、 其の後 

間もなく 世 を 去った ので あらう。 坂 上 郎女は 額 田 王と 併せて、 萬 葉 時代の 女流 歌人 を K 丧する 入で あ 

る。 大伴 家の人で ある 爲に、 作歌 は 幸に 多く 傳は つたので あって、 長歌 六 首^ 歌 じ 十二， R 旋頭歌 一首 

ある。 婦人の 身で 長歌 を 作った 例に、 額 田 王. 石 上 乙 麻呂の 妻な ど 二三 人 あるに 過ぎない ので あるが、 

坂 上 郞女は 六 首 を 遺して 居り、 而も 尼の 理 願の 死去 を 惮んだ 歌 や、 相 聞の 怨恨 歌の 如き、 稍 長 篇を詠 

んで 居る。 長歌に も戀 愛に 關 する ものが 多い が、 短歌 は 大部分が 抒情 歌であって、 戀 愛の 外に 子に 對 

する 愛 や 別離の 情な ど を 歌って 居る。 

久方の 天の 露霜 置きに け" 家な る 人，^ 待ち 戀ひ ぬ ら む (卷 四) 

玉 主に 珠は 授けて かつがつ も 枕と 吾 はい ざ 二人 寢む (同) 

此等は 子に 對 する 切情 を 歌った 例で あるが、 自然の 風物 を 詠 じた 作 も、 

ぬば たまの 夜霧 S 立ちて お ほほし く 照れる 月夜 S れば 悲し さ (卷 六) 

* でと I  w  i 

山の端 S ささらえ 壯子 天の 原 門 渡 る 光^"  くしょし も (s〕 

の 如く 主觀を 詠んだ ものが 多い。 

其の 他の 歜 家 持と 坂 上 郞女は 第 四 期 を 代表す る 男女の 歌人で あるが、 此の 外に 家 持と 略 ぼ 同時代の 勝れた 男子 

の 歌人に、 湯 原 王と 田邊福 麻呂が ある。 ^原 王の 作に は 抒情 歌 も あるが、 待に 靜 寂な 境地 を 詠まれた 
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ものに 勝れた 作が 多い のであって、 其の 歌風に は 家 持と 相似た 所が ある。 現存す る 歌 はすべ て 短歌で 

ある。 田邊福 麻呂の 作歌に は、 其の 名の 記された ものと、 「田邊 福 麻呂之 歌集 中 出」 と 註せられ たもの 

とが ある。 特に 敍景 歌に 長 じて ゐ たのであって、 歌集 中の 長歌に は、 「悲 一一 寧 樂故鄕 1 作歌」 「讚 一一 久邇新 

京 I 歌」 「難 波宫 作歌」 「過 一一 钕馬浦 1 時 作歌」 の 如き、 すぐれた 作が ある。 最後に 女流 歌人に は、 坂上郞 

女に 次ぐべき 人に、 情熱 的な 戀愛歌 を 多く 遣した 笠 女郎と、 狹野茅 上 娘 子が ある。 何れも 短歌の み を 

詠んで 居る。 笠 女郎の は、 家 持との 贈答 歌の みが 二十 九首傳 はって 居り、 茅 上 娘 子の は、 中臣宅 守と 

の 贈答 歌であって、 卷 十五に 宅 守の 作と 併せて 六十 三 首 載って 居る。 宅 守の 作 も 勝れて 居る が、 寧ろ 

茅 上 娘 子の 方に 見る ベ きものが 多い。 

趺 1 標式 『萬 葉 集』 の 最後の 歌が 作られた 天平 謇 K 子 三年 以後の 奈良朝 後期の 和歌 は、 殆ど 傳 へられて ゐ ない。 

但し 光仁 天皇の 御代に、 旣に 『歌 經標 式』 の 如き 歌學 書が 現れた の は 注意すべき 事で ある。 『歌 綏標 式』 

( 一 卷) は 其の 序文に 「寶龜 三年 五月 七 3 濱成謹 上， 一と あるから、 此の 年に 藤原濱 成が 撰述した もので あ 

る 事 は 明かで ある。 一名 を 『濱成 式』 と 呼ばれ、 後世 『喜 撰 式』 『^姬 式』 と 併せて 和歌 三 式と いひ、 叉 

これに 『石 見 女 式』 を 加へ て 和歌 四 式と も 云 はれて 居る。 何れも 支那の 文學 論に 傚って、 歌體歌 病の 事 

など を 論じた 簡單 な歌學 書で ある。 『歌 經標 式』 に 二種の 流布本と、 佐々 木信辋 博士が 發 見せられた 異 

本と が ある。 流布本に は脫 漏が 多く、 叉ヒ喜 撰 式』 や 『孫姬 式』 の 一部の 混 人な どが あって、 原本の 儘で 


, な い 事 は 明白で あるから、 從來假 託の 書で あると 言 はれた ので ある。 然し 異本に は 誤 脫が少 く、 且つ 

平安時代 末期の 歌學 書の、 『袖 中杪』 や 『奥 儀抄』 などに 引かれて ゐる ものと 一致す る 所が 多い から、 原 

本 の 面目 を 最もよ く 保存す る もの と 言 はれて 居る。 さて 此の 書 は 歌學書 の 濫觴で あって、 歌學 史上 貴 

重な 研究資料で あるが、 其の 中に 引例と して 揭 げられ た 歌に も、 注意すべき ものが ある。 所收の 和歌 

の 歌 體には 長歌. 旋頭歌 も あるが、 キ： として 短歌であって、 何れも 一字 一音 式の 萬 葉 假名で 記して あ 

る C 歌數は 二十 A 首 前^ 。引い であって、 此 等の 中には 『萬 集 集』 中 にある もの も あり、 又 其の 

他の 歌も必 すし も 勝れた 作で はない が？ 歌風に 於て 和歌 史の 研究資料 となる ものが 尠 くない。 左に 三 

首 を 抄出して 置く。 

ゑぐ りの i よし ま 

あかと きと 鳥 も 鳴くな り 寺々 の 鐘 も 響きぬ 明け 出で ぬ此 S 夜 (確 栗豐島 詠レ夜 欲) 

潮满 てば 入" ぬる 磯 S 草なら し^る 日す くな く戀 ふる 夜 多み (鹽燒 王戀欲 ) 

鼠の 家 米 春き 振 ひ 木 を 切りて 引き 燧 りいだ す 四つと いふか それ (藤 原濱 成- 

最後の 一 首 は 謎の 歌で ある。 

四 奈良 朝の 歌謠 

『萬 葉 集』 の 歌 は 大部分が 目で 見て 昧 ふべき ものと なって ゐ るが、 中には 詞書ゃ 註に よって、 諷唱し 

た 歌で ある 事の 明かな ものが あり、 又 形式 格調 內容 などから 見て、 口吟せられ たで あらう と 想像 せら 
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れる もの も ある。 奈良時^に 佛會に 用 ひる 爲の歌 謠が存 した 事 は、 元 與寺辋 封 倉の 牙笏に 記した 短歌 

佛足 石の 欲 などに よって 知る 事が 出來 るが、 殊に 纏まって 傳 へられた の は、 佛足 石の 歌 一 一十 一 首で ある。 これ は 

奈 良の 藥師 寺の 境內に 現存す る、 怫足石 歌碑に 刻まれて ゐる 金石文であって、 一字 一音 式の 萬 葉假字 

で 記されて ゐ るが、 其の 中の 二 首 は 判讀し 難い ものに なって 居る。 佛足 石と は、 釋 尊が 天竺の 阿育 精 

舍の巖 上に 印した 足跡で あると 傳 ふるものの 傳寫 であって、 歌 は 其の後 方に 立てられた 別の 石に 刻ん 

である。 其の 歌 は 何れも 五 七 五 七 七 七と なって ゐて、 短歌 を實 地に 歌 ふために、 最終の 句 形 を 繰 返す 

形式に 成って 居る。 光明 皇后の 御 歌で あると も 云 ひ、 又 佛足石 落慶の 時に 集まった 者の 作で あると も 

言 はれて 居る が、 要するに 作者 は詳 かで ない。 拼し歌 は 天平 時代の ものである 事 は 確が である。 歌 ふ 

所 は 主として 佛足 石の 敬仰讃 歎で あるが、， 四 首に は呵嘖 生死 を 詠んで ゐる。 內 容は單 純な 佛敎 思想 を 

歌った ものであるが、 聲調は 流麗で ある。 今 其の 中の 四 首 を揭げ る。 

ふ あ AJ  いし  あめ  つち 

御 足跡つ くる 石 s 響 は 天に 至り 地 さ へ ゆすれ 父母が 爲に 諸ん？ 爲に 

まさめ  詹 あと  ひ tt  S 一 

よき 人の 正目に^ けむ 足跡 すらみ-我 はえ^す て 石に 彫りつ く 玉に ゑり つく 

この 足跡 を 廻り まつれば 足跡 主の 玉の よそ ほひ 思 ほ ゆる かも^る 如 も あるか 

い V づち ひ，., り  しに  ぎふつ.？ t 

雷の 光の 如き これの 身 は 死のお ほ 君 常にた ぐへ りお づべ からす や 

佛足石 歌 體は實 地に 諷唱 した 歌謠の ー體 であって、 文獻 に遺存 する 最古の 例と して は、 『古事記』 の淸 

寧 天皇の 條の 


琴 
歌 


, 大君の 王の 柴垣 や ふじ まりし まり 廻 ほし 截れむ 柴垣 やけむ 柴垣 

を擧げ 得る ので あるが、 『萬 葉 集 "5 にも 

いや ひこ  かこ や  かは^ろ もき つね 

彌彥の 神の 麓に 今日ら も か 鹿の 伏 すらむ 皮 服 著て 角附 きながら (越 屮國 歌、 卷 十六) 

の 如き 例が ある。 此の 外 『萬 葉 集』 の卷 五に 載って 居る 「筑前 國司守 山上 憶 良、 敬 和 T 爲-熊 凝 1 述 11 其 志 1 

歌よ 六 首 ® 序」 S の 反歌 五 首の 中 四 首に は、 

常 知らぬ 道の 長 手 を くれ ぐれみ 如何に か 行かむ 糠 米 は 無しに 一 云、 乾飯 は 無しに 

の 如く、 校異の 形式で 更に 別の 一句 を 附記して 居る が、 之 を 本 歌の 第 六 句と して 繽 けて 見る と、 や は 

b 佛足 石歌體 となる ので ある。 若し これ を 佛足石 歌體と 見做す 事が 出來 るなら ば、 更に 次の 如き 和歌 

も、 同様に 取扱って 差 支ない ので ある。 . 

栲領 巾の 白 濱浪の 寄り も肯 へす 荒ぶ る 妹に 戀 ひっつ、 ぞ 居る 一 云、 戀 ふる 顷 かも (卷 十一) 

を ふ  もと  ひね もす 

乎 敷の 埼 漕ぎた 廻 ほり 終日に も とも 鉋くべき 浦に あらな くに 一 云、 君が 問 はす も (卷 十八〕 

饼し此 等に 就いては なほ 疑問が あるので あって、 直ちに 佛足石 歌 體と斷 言す る 事 は出來 ない。 

上古の 謠 物で、 奈良朝 前後から 平安時代 初期に かけて 行 はれた ものに、 琴 歌が ある。 琴 歌と いふの 

は、 圓融 天皇の 天 元 四 年書寫 の、 近 衞公锊 家 所藏の 『琴 歌譜』 一 卷に收 めら れてゐ る、 二十 一首 を 指す 

のであって、 最近 發 見せられた ものである。 此の 譜本は 其の 奧書 によれば、 大歌 所の 大歌 師多 安樹の 

家に 傳 はった ものの 轉寫 本であって、 六 絃の和 琴に 合せて 謠 つた、 古歌 謠の譜 と 歌と を 記した もので 
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ある。 從 つて 其の 歌 は、 書寫の 時代よりも 遙 かに 古い 時代の ものであって、 二十 一 首の 中の 五 首 は、 

記紀の 歌謠と 殆ど 同じ もので あり、 其の 他の 三 首 は、 祌樂歌 や 『古今 集』 などに 見えて ゐる ものと 略 ぼ 

同一 の 歌で あ，^、 叉 其の 他の 十三 首 は、 從來の 文獻に 見當ら ない 古歌 謠 である。 此の 寄に 記された^ 

, 111 ぽ^ろ おろ 波？ ぁュ A 嫂よ ^1 チぇ>  棒  一 4  T: ぶ 翁 

x»:^c,#i 象 C^L 服？^^ れ ばん 歉". 衞« 
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名に、 玆都 歌. 妓 良 {ぇ 歌 • 宇吉 歌な どと あるの は、 『古事記』 の 中の 曲目と 同一で あり、 酒 や； 歌と あるの 

3," ほが ひのう た  た fx はし ぶ o あめ ひと ぶ り つぎ ^ぶり 

は、 『古事記』 の洒樂 歌に 當 り、 高榼 扶理. 天人 扶理. 繼 根扶理 などと あるの は、 『古事記』 の 夷 振， 宮人 振 

などの 類に 相當 する ものである。 卽ち此 等の 歌曲 は、 上古から 行 はれた ものであって、 時代の 好尙に 

應 する やうに、 多少の 修正 は 施された にしても、 大體に 於て 古歌 謠の 面目 を 保ちつつ、 平^は 代の 初 

期の 頃まで、 琴 歌と して 用 ひられた こと を 示して 居る。 歌 は 曲名の 下に 萬 葉 假名で 記し、 別に 譜 中に 


も 同じ 歌詞が 記して あるが、 實 際に 謠ふ 時には、 多少 歌詞 を變 へたら しく、  二者の 間に 語句の 異なる 

所が ある。 要するに 琴 歌 は、 奈良朝 頃の 歌謠を 見るべき 突 科と なる ばかりでなく、 溯って は 記紀の 歌 

謠の謠 方 を も 察する 事の 出来る 貴重な 資料で ある。 

第 四 章 祝詞と 宣 命 

一 祝 詞 

祝詞の 本 貧 祝詞 は 原始 宗教に 用 ひられた 單 純な 祈禱^ 禁の詞 に 源を發 して、 祭祀の 發 達する につれ て 漸次 成-お 

して、 遂に 一 種の 宗敎 文學 として 成立す るに 至った ので ある。 上代 人 は 言語に 神祕 的な ^ が 宿って ゐ 

ると 考 へて ゐた。 この 信仰 を言靈 信仰と 呼ぶ。 卽ち めでたい 詞を唱 へれば、 其の 詞の 言靈の 作用に よ 

つて、 幸福 を 得る 事が 出來、 反 對に凶 言を發 てば、 已の 忌み嫌 ふ 者に、 凶事 を 招く 事が 出來 ると 信じ 

たので ある。 而 して 不吉な 詞を發 つ こと は、 自他 共に 之 を 忌み、 漫 りに 口にしな いのが 人情で あるか 

ら、 其の 詞は 自ら 祕密に 用 ひられ、 從 つて 民衆の 力に よって、 發 達する やうな 事 もない ので あるが、 

めでたい 詞は 自他 共に 之 を 聞く こと を 喜び、 且つ 公然と 用 ひられる ものであるから、 これ は 民衆の 力 

によって 漸次 發 達して、 遂に 上代 文學の 一 としての 祝詞の 如き もの を 見る に 至った ので ある。 祝詞 は 

もと 集團 的に 營 まれた 祭祀の 詞 であった ので あるが、 文書に 記されて 後世に 傳 へられた の は、 朝廷の 
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祭儀が 完備した 時代に なって 發 達した、 國家 的の 祭祀に 用 ひられた ものである。 祝詞と 性質 を 同じう 

壽 詞 する ものに 壽詞が ある。 これ も言靈 信仰に 基づいて、 御代の 長久 を 祝賀す る詞 であって、 文章 も 祝詞 

に 近い ものであるから、 廣義の 祝詞の 一として 取扱 ふこと が 出来る。 

起原と 變遷 記紀の 天 岩戶の 神話に、 天兒屋 命が 太 詔 戶言を 麦 上した 事が 見え、 叉 『古事記』 の 大國キ • 命の 段に、 

櫛 八 玉 神が 火 鑽の詞 を 申した 事が 見えて ゐ るから、 神前に 祝詞 を 麦す る 事 は、 祭祀の 儀式と 共に、 上 

古に 其の 源を發 して ゐ るので ある。 天 岩戶の 前で 麦した 祝詞 は傳 はって ゐ ない けれども、 書紀の 一書 

ひろく あつく たた へ ごとの ふま-です 

に、 此の 時の 祝詞 を 「廣厚 稱辭祈 啓矣」 と 記し、 又 天 照大御 神が 之 を 聞 こしめ して、 「未レ 有 一一 若， 此言 

之 麗美ー 者 也」 と 仰せられ たと 傳 へて 居る から、 上古の 祝詞が 善 言 美 辭を盡 して、 神の 心を悅 ばし める 

ものであった 事 を 知る ので ある。 又 櫛 八 玉 神が 唱 へた 火 鑽の詞 は、 『古事記』 に 載って 居る が、 其の 文 

J^J よれば、 上古の 祝詞 はまた 幣帛 や 神饌 を 奉る に當 つて、 これ を 讚美す るの が 慣例で あつたと 思 はれ 

る。 壽詞も 亦 古くから 用 ひられ、 善言吉 詞を盡 して 祝賀の 意 を 述べる ものであった こと は、 顯宗 天皇 

紀 にある 室 壽の詞 を 見ても 知られる ので ある。 祝詞. 壽詞が 上古から 存在して ゐた 事と、 其の 特質の 一 

斑と は、 此等 によって 略 ぼ 窺 ひ 得る ので あるが、 上古の は 其の 時限 b の ものであって、 未だ 定型が な 

く、 叉傳 誦せられて 行く 間に 散逸した 爲に、 殆ど 後世に 傳 はらなかった ので ある。 古代の 祝詞 .籙詞 に 

して 現存す る もの は、 醍醐 天. 皇の 延長 五 年に 撰定 した、 『延喜 式』 (五十 卷ぁ 第八卷 は!^， IP- に 

收錄 せられた 二十 七篇 (此の 中の ー篇 「束 文 忌 寸部獻 一一 撗刀 一時 呪 西 文 都准レ 之」 は 漢文 s 呪文であって、 祝 


ft ノ i A のよ n と 

詞 ではない。) と、 平安時代の 末期に 藤原賴 長が 手記した 『台 記』 の 「別記」 に採錄 せられた、 「中 臣篛詞 j 

ー篇 とで ある。 尤も 祝詞 式 所收の 祝詞 は、 當時行 はれた 諸 祭の 全部 を 網羅した ので はない。 之 を 『延 

喜 式』 の 四時 祭に 擧げて ある 諸 祭と 對 照して 見る と、 重要な 祭祀の 祝詞で 洩れて 居る のが ある。 思 ふ 

に 祝詞 式に 收錄 せられた もの は、 大體に 於て 古くから 用ひ來 つた 諸篇を 揭げ、 且つ 『延喜 式』 撰定 以^ 

に 近く 制定 せられた 重要な 祝詞 を 載せた ので ある。 なほ 『延喜 式』 第 八卷の 首に 「凡 四時 諸 祭不， 云 一一 祝 

ヲ  カム トモ  ル  ノノ,  フ 

詞ー 者、 神 部 皆 侬，， 常例 一宣， 之。 其 臨時 祭 祝詞、 所 司隨， 事 脩-撰^ 一， 祭、 進， 官經， 「處分 ー然後 行， 之。」 と あ 

るのに 據れ ば、 祝詞 式に 祝詞 を 掲げて ゐ ない 諸 祭の は、 常例に よって 麦した ので あり、 臨時 祭の は、 

其の 都度 神祇官 人 をして、 起草せ しめたの である。 

制作 年代 現存す る 祝詞 及び 壽詞が 成立した 年代 は 詳^で ない けれども、 其の 古い もの は 國家的 祭祀が 發 達し 

た 頃、 間もなく 出來 たもの の 面目 を 保存して 居， り、 大部分 は 奈良朝 以前の 制作で あらう と 思 はれる。 

併し 現存す る 祝詞が 文書に 記されて 固定した の は、 平安時代の 初期で あるから、 それまでの 長い 年月 

の 間に、 幾度 か 改修せられ たで あらう と 思 はれる。 現存す る 祝詞の 制作され た 時代 を 推考す る こと 

お ほ はら へ  お ほとの ほが ひ  & かど まつり 

は、 嘗て 江戶 時代の 學者 によって 試みられ たので ある。 六 人 部是香 は、 「大 祓」 「大殿 祭」 「御門 祭」 の 

三篇を 最古の ものと 見做して、 神武 天皇の 御代に 成った とい ひ 、(『犬 祓詞 天津 菅麻』 參看) 賀茂眞 淵 は、 「出 

ものく にの ふや つ この？ -む vr ビ i  たた ふ^-つつし やる 

雲 國造祌 賀詞」 は舒明 天皇 朝に、 「大 祓」 は天智 天武兩 朝の 頃に、 「遷 一一 却 祟 神 1」 「大殿 祭」 は持統 文武 兩 

AJ しご ひ メ 

朝の 頃に、 「祈年祭」 「廣 瀨大忌 祭」 「龍 田 風神 祭」 の 如き は、 奈良 朝に 於て それぞれ 制作せられ たので 
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あらう と 言って 居る。 併し 此等は 臆測に 過ぎない のであって、 學問 上の 根據も 薄弱で ある。 寧ろ 本 居 

宣 長の 說に從 つて、 比較的 古い 祝詞 は大寶 令の 頃に 作られ、 中には 稍 古く 天 智天武 の 御代に 作られた の 

も あるで あらう と 見る のが 穩當 である。 思 ふに、 『延喜 式』 の 祝詞の 中には 極めて 古いの も あるが、 叉 

平安時代に なつてから、 制作され たもの も あるので あって、 其の 古い ものに 就いては、 祭祀の 沿革、 

神社の 起原、 文體 用語の 特色 等に よって、 略 ぼ 其の 時代 を 推定す るに 止まる ので ある。 而 して 最も 古 

色を带 びて 居る の は、 「大 祓」 「出 雪 國造神 賀詞」 「中臣 壽詞」 「大殿 祭」 「御門 祭」 「祈年祭」 一 月次 祭」 等 

の 諸篇 であり、 比較的 新 しいの は、 「春 日 祭」 「 平野 祭」 及 び 伊勢神宮 の 諸 祭に 用 ひる 諸篇で あ る 。 

作 者  祝詞の 作者 は 元より 明かで ない けれども、 朝廷の 祭祀に 奉仕す る こと を 家職と する、 中臣齋 部の 二 

氏 は 職掌 上から 考 へて、 祝詞の 制作に 最も 深い 關係 があった であらう と 思 はれる。 而 して 此の 二 氏と 

祝詞 茇 上の 關 係に 就いては、 『延喜 式』 第 八卷の 首に、 「 凡 祭祀 祝詞 者、 御殿 御門 等 祭、 齋部氏 祝詞、 以 

外^ 諸 祭、 中臣氏 祝詞 CJ と 規定せられ、 叉 齋部廣 成が 撰 進した 『古語 拾遺』 に、 「大殿 祭」 と 「御門 祭」 の 

ニ篇 は、 齋部氏 所屬の 祝詞と して 居る ので ある C 此等 によれば、 「大殿 祭，」 と 「御門 祭」 の 二 篇は齋 部 

氏に 屬し、 其の 他の もの は 中臣氏 所屬の もので あつたので ある。 尤も 其の 他と 云っても、 「出 雪 國造祌 

賀詞」 や 「東西 文部 獻 一一 橫刀 1 時 呪，， 一の 如き は、 それぞれ 其の 所屬が 明白で あるから 例外で ある。 

.0 ろ もろ A こしめ せ i のる 

•K 命 形式と 現存す る 祝詞 は、 これ を 文章の 形式の 上から 見る と、 文末が 「諸 聞 食止宣 - で 終って： HP る ものと、 
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一 稱辭凳 奉 g 登」 で 終って 居る ものと が ある。 卽ち 一 は 祭祀の 庭に 桀へ る 人々 に對 して 宣布す る もので 
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f, 他の 一は 神祇に 直接 茇上 する ものである。 而し てこれ を 中 臣齋部 二 氏の 所 腸の ものに 就いて 言 

へば、 茇上 する 形式の ものに は、 屮 E 氏 所 厘の ものと 齋部氏 所 馬の ものと あるが、 宣讀 する 形式の も 

の は、 主として 中臣 氏に 屬 する ものである。 中 臣齋部 二 氏の 掌る 祝詞に、 かくの 如き 形式 上の 差別が 

あるの は、 一 一氏の 職掌の 相違に 基づく ので ある。 卽ち中 臣氏は 政治 上の 要職に あって、 祭祀に は 百官 

若く は 神職 を 召集して、 詔 命 を 奉じて 祝詞 を官 ib 聞かせる 事 を 掌った から、 其の 祝詞 は 自ら宣 命に 近 

い 形式と なった ので あるが、 齋部氏 は 上古に 於て は、 中臣 氏と 相 竝んで 祭政に 奉仕した ので ある けれ 

ども、 後に は中臣 氏に 壓 倒せられ て 政治 上の地位 を 失 ひ、 専ら 祭祀に のみ 仕へ る やうに なった から、 

其の 所屬の 祝詞 は 自ら 祌に茇 上す る ものに 限られ、 其の 數も大 い に狨 じたので あらう と 思 はれる。 

祝詞の 內容 は、 祭祀の 精神の 異なる につれ て 相違す るの は當然 であるが、 現存す る もの は 國家的 祭 

祀に用 ひられた ものであるから、 一般に 皇室の 長久、 國家國 民の 繁榮を 祈願す る 旨 を 述べる 事が 主と 

なって 居る。 更に キ： 要な 祝詞に 就いて 言へば、 「祈年祭」 の は 穀物の 種子 を 蒔く 時、 又 「月次 祭」 の は 其 

の 成育 期に 當 つて 豊穣 を 祈， o、 併せて 皇室の 安 穩と國 家の 隆昌 を 祈る ので あ b、 「廣 瀨大忌 祭」 と 「龍 

田 風神 祭」 の は、 風水の 災害 を 蒙る 事な く、 五穀が 無事に^ 熟する こと を 願 ふので あり、 叉 「大^ 祭」 の 

は 天つ 神が 寄 さし 給うた 新穀 を、 長 御 食の 遠 御 食と して 聞 こしめ すに 當 つて、 御代の 長久 を 祈請す る 

ので ある。 此等は 農業 國 としての 重要な 祭祀に 茇上 する 祝詞であって、 其の 數も 比較的に 多い ので あ 

る。 何れの 祝詞に も、 玉體の 平安 長久 を 祈り、 宮殿の 安泰 を 祈らぬ はない が、 特に それ を屮： として 祈 
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る 祝詞に は、 「大殿 祭」 「御 祭」 「鎮火 祭」 「鎮 一一 御 魂齋戶 一 祭」 「遷 一一 却 祟 神 一」 「道饗 祭」 の 諸篇が ある。 以 

上擧 げたの は 祝詞の 中で、 最も キ： 要な ものであるが、 其の 外にな ほ 御代の 長久 を篛ぐ ものに、 「中 臣壽 

詞」 と 「出 ま、 國造祌 賀詞」 が あ，^、 外戚の 祖神を 祭って、 御代の 繁榮を 祈願す る ものに、 「春 日 祭」 「平 
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野 祭」 などの 祝詞が あり、 百官 を 始め 國 民が 過ち 犯した 過去の 罪 ゃ穢を 碳ひ淸 める ものに、 「大 載」 の 

詞が あり、 又 遣外 使節の 安全 を 祈る ものに 「逢 一一 唐 使 一時 奉幣」 が ある。 

組 0  祝詞の 組織 は、 古い ものと 新しい ものとの 間に 差異が あるが、 其の 古い ものに 就いて^る と、 大體 

二部から 成って 居る。 卽ち 第一 部に は 祭祀の 木綠、 若く は 祭 祌に關 する 神話 傳說 など を 物語り、 第二 

部に は 祌德を 讚美し、 幣帛 を 稱へ盡 して、 祈願の 旨 を 述べる ので ある。 がくて 此の 二部から 成る 祝詞 

は、 古い 型 を 保存す る ものであるが、 新しい もの は 第一 部を缺 き、 其の 代りに 祈 禱の詞 が 待に 長大と 

なって 居る。 芳賀 博士の 說 によれば、 延喜式 祝詞 は 其の 主要なる 歷史 傳說の 敍述を 除去せられ たもの 

であって 、「鎮火 祭」 の 中に 伊邪那美 命が 火 を產み 給うた ことが 見え、 「大殿 祭」 に 鏡 璽 を 皇孫に 授け 給 

ふ 事が あ b、 「遷 一一 却祟祌 この 祝詞の 中に 建甕槌 命の 武勇 を敍べ 、 「出 雲國造 壽詞」 の 中に 大國キ 命の 國 

譲の 事が 見えて 居る の は、 上代の 祝詞 壽詞に 於て、 更に 詳細に 述べられた ものが、 纔に 其の 名 殘を留 

めて 居る ので あると 云 はれて 居る。 綱 思 ふに 神話 的敍樂 によって は、 虐集 せる 人々 の 心 を 泣く 

神代の 昔に 誘導して、 時間 的に 遠大に して 莊嚴 の感を さしめ る 効果が あり、 祈禱的 敍述に 於て、 お 

帛の 品々 を列擧 し、 神々 の 名 を 列ね、 參集 せる 人々 を 擧げる 事に よって は、 聞く 者の 心に 空間 的に 雄 

大 森厳な 威 を 起 させる のであって、 祝詞の 莊重美 は 其の 構想 の 上に も存 する の である。 

表現と 修辩 祝詞 は言靈 信仰に 基づいて 發 生した ものであるから、 上代 人が これに 文學的 技巧の 最善 を 傾けた の 

は當然 である。 然るに 元來 祝詞に 述べるべき 内容 は、 略 ぼ 一定して 居る ので あるから、 技巧に. c: ら形 
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式 方面に 注がれた ので ある。 先づ 表現の 待 色に 就いて い へば、 つとめて 抽象的. 概念的な 語句 を 連ね 

て、 漠然とした 廣大 な咸を 起させる ことに 力 を 注ぎ、 叉 語 を 重ね 句 を 邀ん で、 冗漫の 中に 自ら 悠揚た 

る 風格 を備 へ、 鄭重な 感を與 へようと して 居る。 從 つて 修辭に 於ても、 譬喩 や 誇張の 如き もの を 川 ひ 

る こと は少 く、 寧ろ 韻律の 快美聲 調の 莊重を 期す る ことに 力 を 注いで ゐ るので あって、 列 擧法. 反覆 

法 .對 句法の 如き 形式的 修辭を 多く 用 ひて 居る。 かくて 祝詞 は 或 一 篇 だけ を 取り出して 見る と、 思想が 

雄大で あり、 形式が 茈嚴 であ， o、 聲 調が 快 美で あるが、 各篇を 通覽 する 時には、 內容. 組織. 衮 現. 修辭 

等が 一定の 型に はまって 居て、 變 化に 乏しく、 單 調を咸 する。 これ. が 『古事記』 や 『萬 葉 集』 などに 較 

ベて、 文 學的慣 値に 於て 劣る 所 3 である。 併し 祝詞 は 上代 國 民の 宗教 感情 を敍 ベた 敍事的 抒情 文學で 

あって、 後世に 比較すべき ものの ない 特殊の 文學 として、 其の 偎値は 永久に 變らぬ ものである。 

祈年祭の 一節 

辭別、 伊勢 爾坐天 照 太 御祌能 大前爾 白久、 皇神 能見霽 志 坐 四方 國^、 天 能 壁 立 極， 國能退 立 限， 靑雪能 靄 極， 

白雪 能 墜坐向 伏 限、 靑 海原 者 掉柁不 干、 舟 艫 能至留 極、 大泡原 爾舟满 都 都 氣£、 自陸往 道 者 荷 緒 縛 堅 a、  0 

根 木 根 屐佐久 彌氐、 馬 爪至留 限、 長 道 無 間 久立都 都 氣氐、 狹國者 廣久、 峻國^ 平久、 遠國 者八レ 綱打挂 g 引 

寄 如 事、 皇大御 祌能寄 奉 波、 荷 前者 皇. K 御 神 能 大^ *、 如潢山 打 積 置氐、 殘 M 平 聞 看。 又 皇御孫 命 御世 乎. 

手長 御世 登、 堅 磐 爾常盤 爾齋比 奉、 茂 御世 爾幸閉 奉 故， 皇吾睦 祌漏伎 祌漏彌 命 登、 宇 事物 頸根衝 拔&, 皇御 

. 孫 命 能 宇 豆 乃 幣帛 乎， 稱 辭竟舉 | 宣。 


右 直譯文 

ことわ  あま てらす お ほ&; A ほ まへ  A はる  **  よ も  あめ かきお！ 

辭別 きて、 伊勢に 坐す 天 照大御 神の 大 前に 白 さく、 皇 神の^ 雾 かし 坐す 四方 S 國は， 天の 壁 立つ 極み、 國 S 

退 立つ 限り， 靑 I 亏 S 露く 極み、 白雪の 墜坐向 伏す 限り、 靑 海原 は棹柁 干さす、 舟 S 艫 S 至り 留まる 極み、 大 

う-よまら  くが  を ゆ  r はね き ふ さ ,、 ，ひ  ) 

海原に 舟 満ちつ づけて、 陸より 往く道 は 荷の 緒 縛 ひ 堅めて、 螌根木 根歷み 佐久彌 て、 馬の 爪の 至り 留まる 限 

り、 長逍間 無く 立ちつ づけて、 狹き 國は廣 く、 峻 しき 國は 平らけ く、 遠き 國は 八十 綱打挂 けて 引き 寄す る 事 

すめお ほ& かみ  ** つ  の さき 

の 如く、  ^ 大御神 寄 さし 奉らば、 荷 前 は 皇大御 祌の大 前に、 撗 山の 如く 打 積み 置きて、 殘 をば 平らけ く 聞 

め  ノた なが  とき ii  rtt  to  いぶ  ラ き  ** つ  すめら 

こし 看さむ。 又 皇御孫 命 s 御世み-手長の 御世と、 堅 槃に常 磐に 齋ひ 奉り、 茂し 御世に 幸 はへ 奉る が 故に、 皇 

み  むつ ，むろ ぎ みの，！？ こと  う じ も のラ なね  ノ 

吾が 睦祌漏 伎 神漏彌 命と、 宇 事物 頸根衝 き拔 きて、 皇御孫 命の 宇 豆の 幣^ を、 稱辭竟 へ 奉らく と宣 る。 

二 宣 命 

宣 命と 詔勅 奈良 朝の 散文 を 代表す る もの は宣 命で ある。 天皇の 詔 命 を 臣下に 宣.^ 聞かせる 詞 であるから、 宣命 

とい ふので あって、 同じく 天皇の 勑を 漢文で 記した もの は、 詔勅と いって 區 別す るので ある。 玆 に官： 

命と 稱す るの は、 『續 日本 紀』 に收 めら れた 六十 ニ篇を 指す ので ある。 『續： H 本紀』 は、 文武 天皇から 稅 

武 天皇の 延曆十 年に 至る までの 事 を 記した、 漢文の 阈史 であるが、 編纂 者 は 詔勅 は M 原文 を 摘 害した 

のに 拘ら す、 官！ 命 は 殆ど 原文の 儘 を採錄 したので ある。 而 して 宣命は 文武 天皇 朝 以前に もあった ので 

あるが、 『古事記』 に はこれ を 載せす、 叉 『日本書紀』 に は 漢文に 書き改めて ゐ るので ある。 また 『賴 HJ 
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木紀』 に 次ぐ 本 後紀』 以下の 國史 にも、 宣命 を收錄 して ゐ るので あるが、 それ 等 は 次第に 漢文 脈 を 

加へ、 後に は 全く 漢文の 詔勑 となって しまったので あるから、 國文學 史上に 宣 命と いふの は、 『繽 H 本 

紀』 の ものの み を 指す 事に なって 居る。 

績紀 の宜命 『續 H 本紀』 所收の 六十 二 篇の宣 命 は、 文武 天皇の 元年 八月 庚 辰の 卽 位の 宣 命に 始ま.^、 梪武 天皇 朝 

の 延暦八 年 九月 戊 午の 詔に 終って 居る。 而 して 此の間で 宣 命の 數の多 いのは、 聖武 天皇 朝から 光仁 天 

皇 朝に 至る までで ある。 當 時は國 事が 多端であった から、 勅 を 下される 機會が 多かった ので ある。 宣 

命 は 主として、 卽位 ♦ 立 皇后. 立 皇太子 • 改元. 譲位. 大官 任命の 如き 場 〈口に 下される ので あるが、 大佛の 

建造 や、 橘奈良 麿. 惠美押 勝. 和氣王 • 粟田 道 麿 等の 陰謀 反逆の 如き、 不 脊 事に 當 つて 下された 例 も少く 

ない 。宣 命の 主 體は阇 より 天皇で ある けれども、 中には 太 上 天皇. 皇太后. 皇后の 大命 を宣 るの が ある。 

又 宣命を 受ける 客體 となる もの は、 群臣 又は 國民 である けれども、 時として は 一 個人に 賜 はったり、 

祌佛 に宣ら しめられ たの も ある。 

起草 者  宣 命の 起草 者 は 明瞭で ない けれども、 中務 省の 內記は 其の 職掌から 考 へて、 起草の 任に 當 つたで あ 

らうと 思 はれる。 而 して 之 を朗讀 する 者 は 宣命大 夫 (官 一命 使と もい ふ。) であって、 其の 朗讀に は宣命 

宣命書 譜 があって、 一定の 曲節 を附 けて 音吐 朗々 と讀み 上げた ので ある。 次に 宣 命の 書き方 は、 祝詞と M じ 

やうに 漢字の 音訓 を 借りて 書 下しに 記し、 用言の 語尾 や 助詞な ど は、 一字 一音 式の 假 字で 形 を 小さく 

記して 居る。 是を宣 命 書と いふ C 宣命書 は、 漢字の 音訓 を 借りて 國文を 書き 衮す 方法と して は、 最も 


內 

容 


形 
式 


進歩した ものであって、 『古事記』 の 表記法に 較べ て、 更に 一 段と 進步 して 居る ので ある。 

宣命は 皇室 または 國 家の 重大な 事件に 當 つて、 遍く 群臣 萬 民に 聖旨 を宣 b 聞かせる 詞 であるから、 

其の 特色と して は 謹嚴莊 重なる 文辭 と、 それに ふ. さはし ぃ聲 調と を 必要と する。 從 つて 文章 は 祝詞に 

似た 組織. 表現. 修辭を 州 ひて 居る。 卽ち 祝詞に 神話 的 敍述を 胃 頭に 置く やうに、 官 一命に も建國 創業の 

昔を囘 顧して、 筆 を 起す ものが 多い。 又 祝詞に 列擧. 繰 返. 對句の 如き 形式的 技巧 を 川 ひるのと 同じ や 

うに、 宣 命に も此 等の 修辭を 頻繁に 川 ひて、 莊 重な 韻律 を 傅へ る 事に 努めて 居る。 なほ宣 命に 「現つ 

お ほみ こと  の  ラ l-f な  A こたち お ほきみ 仁ち..？ <- のっか， の ひふた ち 

御 神と 大八 島國 知ろ しめす、 天皇が 大命ら まと 詔 b 給 ふ 大命 を、 集 侍 はれる 皇子 等王臣 百官 人 等、 天 

下の 公民、 詣聞 こし 食 さへ と 詔る。」 の 如き 胃 頭 を 以て 始め、 段落 毎に 「詣聞 こし 食 さへ と 詔る」 を 繰 返 

して あるの も、 祝詞と 同じ 形式 をと つたので ある。 宣 命の 文 辭は、 かくの 如く 祝詞に 似て 居る ので あ 

るが、 其の 異なる 所 は、 對句を 用 ひる 事が 減じて、 概して 著しく 散文的に なった ことで ある。 卽ち國 

文 は 宣命を 待って 始めて 散文の 發 達に 向った ので ある。 宣 命の 文體が 散文的に なった と共に、 其の 內 

容は 事柄に 應 じて 變 化する から、 祝詞が とかく 千篇一律で あるのと 異なって、 稍變 化に 富んで 居る。 

瑞祥に 基づく 改元 や、 大佛の 鑄 造の 如き、 新時代に 起った 新しい 出来事に 就いて 下された 官 一命に は、 

外来 思想の 影響が 著しく 見え、 文章 も 漢語 佛語を 多く 混へ て 居る。 

宣 命に 現れた 思想の 中で 最も 注意 を 引く の は、 君臣の 情義で ある。 天皇 は 至尊の 位に あ，^ ながら、 

却って 皇族 を 始め 群臣 百 寮の 輔佐の 功に よって、 始めて 天下の 政 を 平安 無事に 行 ひ 得る 旨 を 仰せられ 
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てゐ る。 叉 天皇 は 御 自らの 喜び は、 直ちに これ を國 民に 分ち 給 ふので あって、 卽位 改元な どの 場合に 

は、 必 す 功臣に 恩賞が あり、 且つ 大赦の 恩命 を 下し 給 ふ 例と なって ゐる。 而 して 天皇が 國民を 治め 給 

^すくに  こ i だ  お ャ  わ, 、ご  ひ li 

ふ 御 心 は 「此の 食國 天の下 を 撫で 賜 ひ 慈み 賜 ふ 事 は、 辭 立つ にあら す、 人の 祖 のおの が 弱 兒を養 ひ 治 

す 事の 如く、 治め 賜 ひ 慈み 賜 ひ來る 業と な も、 まながら 念 ほしめ す。」 (第三 詔) の 如き 詞 によって 窺 は 

れる やうに、 全く 慈父の 愛子に 對 する 情 を 以て 臨ませられ るので ある。 何れの 宣命 にも 常に 親王 諸 王 

百官 を對 象と して ゐる と共に、 天下の 公民 を 擧げ來 つて、 天下 庶民の 末 を も 慈み 給 ふ 主上の 慈愛 は、 

常に 「恵み 賜 ひ 撫で 賜 ふ」 とい ふ 語に よって 現されて， 居る。 「治む」 は 君臣の 義を 示し、 「怒み」 「撫 づ」 

は 父子の 情 を 示す ものである。 叉 屢國民 を； i し 給うた 詞に 「明き 淸き 直き 心」 が ある。 これ は 儒 敎の忠 

孝 信義の 如き 道德の 綱要 を、 一語に 盡し たもので あって、 國民 道德の 大木 を 示し 給うた ものと 思 はれ 

るので ある。 

外來 思想 宣 命に はかくの 如き H 本 固有の 美しい 精神が あって、 其の 待 色 をな して 居る が、 他の 一而に は、 時 

勢に 伴な ふ 當然の 結果と して、 多くの 外来 思想が 取 入れられて 居る。 其の 最も 著しい もの は^ 佛思恕 

であり、 之に 次ぐ の は 儒 敎竝に 道教の 思想で ある。 聖武 天皇 は 殊に 佛法. を 信じ 給うて、 國 法と 佛 法の 

對立 によって、 國 家の 安泰 を圖 らうと せられた から、 此の頃からの 宣 命に は、 或は 「盧 舍那 如來. 觀世 

音 菩薩. 護法 .梵 王. 帝 釋四大 天 王の 不可思議 威祌」 の 力 を 尊重し、 或は 最勝 王經 の講讀 や、 吉祥天の 修 

法 を 行 は しめられ、 或は 法師 を崇 むべき ことな ど を； i されて ゐ るので あって、 佛敎の 尊崇 は 多くの 宣 


文 


命に 强調 されて ゐる。 天平 二十 一年に、 陸 奥の 小 田 郡から 大佛の ^料の 黃 金を產 したので， 改元して 

天平 咸寶 とし 給うた の は、 支那の 慣習に 傚った ものであって、 以後 引續 いて M 瑞祥に 基づく 改元が 行 

はれた の は、 道敎 思想の 影響で ある。 其の 他禮 ff の贯ん すべき を說 き、 孝子. 順 孫. 義夫 • 節婦の 美德を 

稱揚 するな ど、 儒教 思想の 影響 を 受けて ゐる こと も 著しい のであって、 祝詞と 比較して 思恕の 變遷の 

甚 しい 事に 驚く ので ある。 

最後に 文章に 就いて 一 言す る。 宣命は 祝詞よ b も遙 かに 實用 的な ものであって、 政治の 要 道 を 示し 

たり、 國 法の 重ん すべき 旨 を 諭した， o、 國民道 德を說 いたりす る 事が 多い ので あるから、 懇切 明瞭で 

あると 共に、 義理の 疎通 を^と しなければ ならない。 從 つて 其の 文章 は、 形式 を 重ん する 祝詞と 異な 

つて、 著しく 自由で あ， o、 且つ 韻文の 要素 を 減じて、 著しく 散文的に なって 居る。 例へば 用語 を 見て 

も、 博士. 力 田. 禮樂の 如き 漢語 や、 袈裟 • 如 來.舍 利. 佛の 如き 佛語を 取 b 入れ、 或は 「人 天の 滕 樂を受 

けて」 とい ひ、 「其れ 仁 孝 は 百行の 基な，^」 とい ふやう に、 漢文 其の儘の 語句 を 引用して ゐる。 かくて 

宣 命の 文 體は、 和漢 混 滑 文の 源泉と なって：^ るので あって、 後の 散文の 發 達に 大 なる 關係を 有って 居 

るので ある。 

文武 天皇 御卽 位の 宣命 

^御 神 止大八 嶋國所 知、 天皇 大命 良 麻 止 詔 大命 乎、 集 侍 皇子 等 王 臣百宫 人 等、 天下 公民 諸 聞 食 止 詔。 高天原 

爾事 始而、 遠 天 皇祖 御世 御世 中 今 至 麻 《!• 爾、 天皇 御子 之阿禮 坐牟彌 ：1 繼爾、 大八嶋 國將知 次 止、 天 都祌乃 御子 
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隨ゅ、 天 坐 神 之侬之 奉之隨 (聞 看 來)、 此天津 日嗣高 御座 之 業 止、 ^御 祌止火 八 嶋國所 知、 倭 根， ー 天^ 命 校 賜 

比 負 賜 布、 支 高 支 廣支摩 支 大命 乎、 受賜利 恐 坐 註、 此 乃食國 天下 乎、 調 賜 比 平 賜 比、 天下 乃公 民 乎惠赐 比、 

撫" 勿 牟止奈 母、 隨神 所思 行 佐 久止詔 天皇 大命 乎、 諸閬食 止 詔。 是以 百官 人 等、 四方 食國乎 治^ 止 任 g ^お、 國 

國宰等 爾至麻 si 爾、 天皇 朝 庭 敷 賜 行 賜 幣留、 國法 乎， 過 犯 事 無久、 明 支 淨支直 支 誠 之 心 以而， 御 稱稱而 緩 忘^ 

無久、 務結而 仕 奉 止 詔 大命 乎、 諸 聞 食 止 詔。 故 如 此之狀 乎閬食 悟而、 款將仕 奉 人 者、 其 仕 奉蹐^ 牟 狀隨， 品 

品 讚 賜、 上 賜、 治將 賜物 曾 止 詔 天皇 大命 乎、 諸 聞盒止 詔。  > 

右譯文  ！ " 

. .  & ら お. fs こ.， j  »  うご tt  み， こ たちお ほき-ひ お ふ fcf の 

おっ^^と 大人 ろしめ す、 !K 皇が九 命ら まと 詔り た. まふ 大命 を、 集 侍 はれる^ 子等 王. たち 臣 たち 百 

^の 5i、 天の下のお SHi も i こし かさへ と 詔る。 高天原に 事 始めて、 遠 天 皇祖 s 御世 御世、 中み 「に 至る 

、ヤ  つ ぎ  ,  - .、-- 

までに、 天皇が 御子 s あれ 坐 さむ i 繼ぎ繼 ぎに、 大 八嶋國 知ら さむ 次て と、 天つ 神の 御子ながら も 天に 坐 

す f:.SK さし 奉りし 隠 Lr 聞 こしぎ し來 る、 此 s 天津日嗣 高 御座の 業と、 現つ 御 祌と大 八嶋國 知ろ しめす、 

；  *  かしこ  ム すくに みめ した 

ぞ Km きとの 授け 賜む 、おせ 賜 ふ 貴き 高き 廣き 厚き 大命 を、 受け 賜 はり 恐み 坐して、 此 s 食國 天の下 を 

調へ 賜 ひ， 平ら ゆ 賜 ひ、 天の下の 公民 を 惠び賜 ひ、 撫で 賜 はむ とな も、 神ながら 思 ほしめ さくと 詔り たま ふ 

|?ir か 大命 を、 諸 聞 こし 食 さ へ と 詔る。 _4! を 以て 百 官の人 等、 四方の 食國を 治め 奉れと 任け 賜へ る， 國々 

の SJIfi 至る までに、 天皇が t&s 敷き 賜 ひ 行 ひ 賜へ る國 s 法 を、 過ち 犯す 事無く、 明き 淨き蓝 き 誠の 心 

を a ちて- いやす すみす すみて 緩み 忘る 事無く、 務め 結り て 仕へ 奉れと 詔り たま ふ 大命 を. 諸 聞 こし 食 さへ 

と 詔る。 M ぎ^ を 聞こし^し 悟りて、 S しく 仕へ 奉らむ 人 は、 其 s 仕へ 奉れら む狀 s 隨に， 品品 讚め 賜 


, ひ、 上け 賜 ひ、 治め 賜 はむ 物ぞ と、 詔り たま ふ 天皇が 大命 を、 諸 聞 こし 食 さへ と 詔る。 

.  第五 章 漢文 學と 佛敎說 話，  - 

一 漢文 學 

大化 改新 以 漢字が 始めて 朝廷に 傳來 したの は、 應神 天皇の 御代で あるが、 我が 國 民の 手に 成った 漢文で 現存す 

前の 漢文 學 

る もの は、 推 古 朝の 金石文と、 聖德 太子の 憲法 十七 條、 及び 佛 典の 註疏な ど を 以て 最古と する ので あ 

る。 (此の 御代に 天皇 記國記 等の 國史の 撰修が あつたが、 後に 燒 失した 事 は旣に 述べ た 通りで ある。) 蓋 

し當時 は佛敎 興隆の 影響 を 受けて、 漢學も 亦 益 盛に 行 はれる やうに なった ので あるが、 殊に 直接 支那 

と 交通 を 開き、 留學生 學問僧 を 派遣 せられる やうに なった の は、 漢學の 興隆に 多大の 刺戟 を與 へたで 

あらう。 下って 孝德 天皇の 朝に 大化 改新が 行 はれ、 式部省の 下に 大學寮 を 置き、 博士 をして 敎授の 任 

に當ら しめられて 以來、 京師に 大學が あ b、 諸國 に國學 があって、 經史 詩文の 講習 はいよ いよ 盛に 行 

はれる やうに なった o 

g2 朝の 漢 大化 改新の 直後 は 律令の 制定に 忙しく、 未だ 詩文の 學は 振はなかった ので あるが、 天智 天皇の 御代 

文學  ，4 なぶち 

に 至って 始めて 盛に 起った。 天智 天皇が 未だ 皇子で 在らせられた 頃、 藤 原 鎌足と 共に 經學の 大家 南 淵 

しヤラ あん 

請 安 (推 古 天皇の 十六 年に 遣 隋使小 野 妹 子に 從 つて 留學 した 學者) を師 として、 漢學を 修め 給うた こ 

漢文 學と佛 敎說話  一〇 三 


大和時代  1〇 四 

と は 有名な 話で あるが、 御子の 大友 皇子 (弘文 天皇) は、 我が 國 最初の 詩人と して 名高く、 川 島 皇子 も 

亦 詩文に 長 じて 居られた。 又 天皇の 御 弟天武 天皇が、 川 島 皇子 等に 詔して 國 史撰定 に當ら しめられた 

こと は、 旣に 述べた 所で あるが、 天武 天皇の 諸 皇子の 中には、 詩文に 長 じ 給うた 大津 皇子. 舍人 親王. 

忍 壁 親王 等が あって、 皇室の 漢文 學は 極めて 隆盛で あつたので ある。 大友 皇子の 御子 葛 野 王は經 史詩 

文に 長せられ てゐ たが、 其の 御 孫 は奈良 朝に 文名の 高かった 淡 海 三 船で ある。 又 鎌足の 子^ 比 等は漢 

學に 通じ、 忍 壁 親王と 共に 律令の 撰 定に當 つたが、 其の 子武 智麻呂 (南 家) • 房 前 (北 家). 麻呂 (京 家) • 

宇合 (式 家) 等 も 亦、 それぞれ 詞藻に 秀でて ゐ たので ある。 而 して 北 家 は 代々 攝關 大臣 家と して 繁榮 

し、 南 家 式 家 は 永く 大學頭 文章 陈士の 名門と して 知られ、 漢文 學の發 達に 多大の 貢獻 をした ので あ 

. る。 かくて 漢詩 漢文 は史學 と共に 近 江 朝に 於て、 先づ 百花 繚亂の 盛況 を呈 したので あって、 其の 隆盛 

に 就いては、 『懷風 藻』 の 序文に、 「旋招 一一 文 學之士 1 時 開， 一 置醴之 遊- 當, 一 此之際 1 宸翰 垂， 文、 賢 臣獻レ 

頌、 雕章 麗筆 非 一一 唯百篇 ごと 記し、 また 紀淑 望の 『古今 集』 後 序に 「自 一-一大 津 皇子 之 初 作 一一 詩陚 1 詞 人才 

子 慕 K 風繼， 塵、 移 一一 彼 漢家之 字.： 化 一一 我 日 域 之 俗 1 云々」 と 述べて 居る。 併し 當 時の 詩文が 申の 亂に 

悉く 湮滅して、 後世に 傳 はらなかった の は 誠に 惜しい 事で ある。 

朝の 漢 其の 後奈良 朝に なって、 聖武 天皇 の 御代に は大學 の學生 四百 人 を 定員と し、 五經. 三 史. 明 法 • 算術 • 

昔 韻. 籀篆等 六道 を 授けた ので あるが、 00^ 殊に 當時 新たに 文章 博士 を 置いて 文章 生 を 養成し、 

叉 梅花 宴 • 上巳 • 七夕の 宴な ど を 催して、 群臣に 詩賦を 上ら しめられ たの は、 -當 時の 詩文の 隆盛 を 語る 


ものである。 當時 詩賦が 盛に 行 はれた 事 は、 神龜 三年 九月に 祥瑞 があって、 朝野の 道俗に 詩 を 作らし 

めら れた 時、 詩 を 上った 者が 百 十二 人に 及んだ とい ふ 一事 を以 つて 推す 事が 出來 る。 I 針^ 聖武 天皇 

の 御代に は、 長屋 王が 新羅の 使節 を迎 へて 宴 を 張り、 互に 詩を賦 した 事が あるが、 淳仁 天皇の 御代に 

も、 三韓の 使節 を迎 へて 盛に 詩 を 詠 じたので あって、 貴族の 識集賦 詩の 風尙は 此の頃から 盛に 起った 

ものと 思 はれる。 壬 申の 大亂以 後奈良 朝に 至る までの 詩に して、 幸に 散逸 を兔れ たもの は、 下に 述べ 

る 『懷風 藻』 を 始めと して、 少數 では あるが、 『萬 葉 集』 の 歌 序 や、 『經國 集』 瑟雜 m 献， 天 や 『釋 日本 

紀』 などに 散見して 居る。 岡 田 正 之 博士 著 『近 江奈良 朝の 漢文 學』 によれば、 右に 擧 げた 諸 書に 見え 

て 居る 近 江奈良 朝の 詩人 は、 總數 七十 五 人であって、 現存す る 詩の 總數は 百 四十 篇 である。 而 して 此 

の 中二 十四 人 は 『萬 葉 集』 中に 其の 歌が 見えて ゐて、 詩と 歌と を 兼ねた 人々 でめる から、 當時 詩文が 和 

歌の 發 達に 及ぼした 影響 は尠 くないで あらう と 思 はれる。 奈良 朝の 頃に は 六 朝の 四 六 駢儷體 を 摸倣し 

て、 對偶 麗句 を 連ねた 漢文 も 亦 盛に 行 はれた ので あるが、 其の 多く は 湮滅して 今 は 僅かに 『古事記』 の 

序文、 『懷風 藻』 の 序文 竝に詩 家傳、 『常 陸 風土記』 の 文章、 『萬 葉 集』 の 中の 和歌の 歌 序 (特に 卷 五と 卷 

十七 以下の 四卷に 多い) などに、 其の 面目 を傳 へる のみで ある。 

詩集の 濫觴 奈良 朝の 詩集に は 家集と 撰 集と があった。 『萬 葉 集』 以前に、 旣に 家集 ゃ總 集の 如き ものが あった 事 

は、 旣に 述べた 通りで あるが、 詩人の 間に も此 等に 傚って、 早くから 一家の 集 を 編む ことが 行 はれた 

やうで ある。 其の 最古の もの は 藤 原 宇合の 集であって、 『尊卑 分脈』， fl の 宇合 傅の 中に、 「有，^ 二 
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卷」 と あるの が是 である。 l^sfMU 文 次いで 石 上 乙麻呂 は、 土 佐國に 配流の 身と なって ゐた 頃の 

詩を收 めて、 『銜悲 藻』 一 ー卷を 作った 事が、 『懷風 藻』 の 石 上 乙 麻 呂傳に 見えて 居る C 併し 惜しい ことに 

此等は 共に 散逸して 後世に 傳 はらなかった。 かくて 奈良 朝の 詩集に して 現存す る もの は 只 『懷風 藻』 一 

卷が ある だけで ある。 

『懷風 藻』 の 撰者 は詳 かで ない。 江戶 時代の 儒者の 林春齋 は 『本朝 一 人 一 首』 に、 淡 海 三 船の 撰で 

あると して 居る が、 其の 據る所 を 明示して ゐ ない。 平 出 鏗ニ郞 氏 は 『鏗痴 集』 の 中に、 春 齋の說 を排け 

て、 集の 末尾に ある 亡 名 氏の 歎老 一首の 作者 こそ 撰者で あると 言 ひ、 又 此の頃 武田祐 吉氏は 其の 著 

ふぢる の ひろな h. 

『上代 國文 學史』 に、 其の 亡 名 氏は當 時の 有名な 漢學 者の 葛井廣 成で あらう と說 かれた が、 何れも 根據 

が 薄弱で ある。 此の 集の 撰定の 動機 題號 の由來 及び 成立 年代 は、 卷 頭に 記された 序文に 「余 撰 一一 此文 一 

意 者、 爲レ將 レ不レ 忘 一一 先哲 遺風 1 故 以ニ懷 風 1 名， 之 云爾。 于， 時 天平 勝寶 三年、 歳 在 一一 辛 卯 1 冬 十一 刀 也。， 一 

と あるので 明かで ある。 天平 勝寶 三年 は 『萬 葉 集』 中の 最も 年代の 新しい 歌が 詠まれた、 天平 寶字 三年 

よ b 八 年 前に 相當 する。 『懷風 藻』 は大友 皇子 (弘文 天皇) を 始め、 作者 六十 四 人の 詩 百 二十 篇を收 め 

たもので、 時代 は 前後 百年 許 b に 亙って 居る が、 近 江 朝の 詩 は大友 皇子の 御作 ニ篇が ある だけで、 其 

の 他 は 飛鳥 淨 御原 宮 時代 以降 七十 餘 年の 詩で ある。 詩 は 作者 別に 揭げ、 作者 は 年代順に 序列して あつ 

て、 作者の 一部分に は 漢文の 小傳が 添へ て ある。 作者 は 文武 .弘 文. 孝 謙の 三 帝、 川 島 • 大津の 二 皇子 以 

下 諸 王 諸 臣惯侶 等であって、 未だ 女流 詩人の 名 はなく、 叉 庶民. の 作 も 見當ら ない。 卽ち當 時の 詩文 は 


. 貴族の 專 有であった ので ある。 

g 風 藻の 詩 集中の 詩 風 は 六 朝の 古詩 を 摸倣した もので、 未だ 唐詩の 影響 は 見當ら ない。 岡 田 博士 は當 代の 詩 風 

の特徵 として、 ( 一 ) 五 言の 詩の 多き こと、 (二) 八 句の 詩の 多き こと、 (三) 對 句から 成れる こと、 (四) 平 

仄の諧 はざる こと、 (五) 慣用の 押韻 ある ことの 五 項 を擧げ て、 六 朝の 詩 風 を 承け た 事と、 詩學の 未だ 

幼稚であった 事に 注意して 居られる。 赌奴 鬆鹏の 更に 詩の 題材 を 見る と、 & 從^ の 作が 最も 多く、 

全 數の約 四 分-の 一 を 占め、， ss.^, 詩が それに 次いで 多い。 宴席の 詩の 中には、 上巳. 曲水. じ 

g どのが 多く、 遊覽の 作の 中には、 -Ess 池の 詠が 多い のであって、 此 等は當 時の 詩賦 が、 キ： と 

して 貴族 交遊の 具に 供せられ た 事 を 示す ものである C 而 して 侍 宴應 詔の 詩に は、 論語の 「知者 樂， 水、 

仁者 樂， 山」 の 故事に よって 帝 德を頌 し 奉った ものが 多く、 吉野 離宮に 陪從 して 詠 じた 作に は、 仁山智 

水の 外に、 姑射. 桃源. 蓬 li, の 如き 故樂 によって、 吉野を 仙境に 擬 して 居る のが 多 いのは、 いづれ も 支 

那 思想の 摸倣で ある。 其の 他 遊 宴 や 述懐の 詩に、 座 俗 を遁れ て， s 水を樂 しみ、 罇 前に 陶醉 して 憂 を 忘 

れる事 を 詠 じ、 又 仙人 を懷 ひ、 竹林の 七賢 を 慕 ふやうな 作も少 くないの であって、 老莊 の祌仙 思想 や 

虛無 淡恬の 思想 を 摸倣して 居る の も、 注意すべき 事で ある。 次に 敍景詩 を 見る と、 其の 素材 は 略 ぼ 一 

定 して ゐて、 天象で は 月 星 雪な ど を 詠 じ、 植物で は 竹 梅 松 柳菊槿 を、 動物で は 鶯雁猿 鹿蝶蟬 など を 詠 

んで 居， 9、 また 景物の 配合 も 支那の 詩賦の 約束に 從 つて、 梅花に 嬌鶯 を、 階 前に 桃花 を、 塘 上に 柳條 

を、 巖 上に 孤松 を 詠 じて 居る。 かくの 如く 當 時の 詩 は 六 朝 詩賦を 摸倣して、 而も 上古の 邦人の 作と し 
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て は、 極めて 勝れた 伎倆 を 示して 居る ので ある。 集中の 優秀な 詩人 は、 大友 皇子. 大津 皇子. 藤 原不比 

等 • 藤 原 宇合. 石 上 乙麻呂 等で ある。 集中に 洩れた 淡 海 三 船. 石 上 宅 嗣等も 亦、 奈良朝 有數の 詩人で ある 

が、 此 等の 作品 は 平安時代 初期の 『經國 集』 に 見えて 居る。 
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奈良朝 の 漢文 を 見 る ベ き 典籍に は、 『上 宫聖德 法王 帝說』 や 『唐 大和 上 東征 傳』 などが ある。 『上 宮聖德 

法王 帝說』 (一 卷) は、 聖德 太子の 御 一 代の 傳記 である-) 太子の 御傳 記に は、 其の 薨後 間もなく 書かれた 

と 言 はれる 『上宫 記』 があった ので あるが、 今 は 『釋 日本 紀』 に 引用 せられた 逸文 を存 する ばか b である 


から、 此の 書 は 現存す る 最古の 太子 傳 である。 撰者 は詳 かで ない が、 書中に 法隆 寺の 佛像 ゃ繡 帳の 銘 

文 を 引用して 居る 事、 及び 後世に 傳 はった 諸 本が、 何れも 法隆 寺の 傳本 から 出て 居る ことな どに 據っ 

て、 ま隆 寺の 惯 侶の 手に 成った もので あらう と 言 はれて 居る。 文章 は 素朴な 漢文で あり、 書中に は 推 

古 朝の 遺文. 和歌. 古傳 などが あるので あって、 文學 史上の 貴重な 一 資料で ある。 京都の 知 恩 院に藏 せ 

られて 居る 古寫木 (國寶 ) は、 平安時代 中期の 筆寫 であって、 先年 古典 保存 會 から 複製 本が 刊行せられ 

和 上 束 た。 次に 『唐 大和 上 東征 傳』 (1® は、 鑑眞の 出家の 初から 修學 時代 .敎 化 時代 を經 て、 入唐 僧 榮歙. 普 照 

等の 懇請 を容れ て、 萬 難 を 凌いで 渡来し、 佛敎界 の爲に 多大の 功 を 遺して、 七十 六 歳で 示 寂す るまで 

.  お ja ル 

の 事蹟 を 詳述した 一 代 記で ある。 卷 頭に 「眞人 元 開 撰」 と あるのに よれば、 有名な 漢學者 淡 海 三 船 ； 

が 撰述した ので ある。 成立 年代 は卷 末の 記載に よれば、 光仁 天皇の 寳龜十 年 二月 八日で ある。 此の 書 

は 佛敎& や 海外 交 通史の 研究資料 である は 勿論、 文章 もす ぐれて 居， o、 なほ 卷 末に は 撰者 以下、 唐倂 

思 託. 石 上 宅 嗣. 藤 原 刷 雄. 唐 使 高鹤林 等の 詩 七 首、 及び 詩 序 を 載せて 居る のであって、 日本 漢文 學 史上 

に 於ても 貴重な 癸 料で ある。 現存す る古寫 本に は、 京都 東 寺 觀智院 所 蔵本が ある。 院政 時代の 寫 本で 

あって、 是も 最近 古典 保存 會で 複製せられ た。 

二 佛敎說 話 

日本 奈良朝 は 佛敎が 極めて 盛に 行 はれた 時で あるから、 當時旣 に 民間に 佛敎の 敎訓を 說く爲 の^おが 發 
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生した。 當 時の 佛敎關 係の 說話を 集めた ものに は 『日本 靈異 記』 三卷が ある。 正しく は 『日本 國 現報菩 

惡靈異 記』 とい ふ。 撰者 は藥師 寺の fflk 戒 であって、 iFS^IJSTTS., した ものである。 近 

頃 板 橋 偷行氏 は 本文 を考證 して、 弘仁 十三 年までに 業 を 了へ たもので ある 事を發 表せられた。 ー^|シ 

ffM 鼓 年 所 收の說 話の 時代 は、 雄 略 天皇 朝から 弘仁 年間に 及んで 居る ので あるが、 其の 大部分 は奈良 

朝の もので あり、 叉 地， 畿內 ^方^ 3:Irl:rn^^ 中 に 及んで 居る。 各卷に 序文が あるが、 

上卷の 序に、 因果の 理を 示して 善道 を修 せしめる ために、 支那の 『冥 報 記』 や 『般若 驗記』 に 傚って、 我 

が 國の奇 事 を 集めた 事 を 述べ、 なほ 其の 文末に 「既覽 一一 奇記 一 者 却， 邪 人， 正、 諸 惡莫レ 作、 諸菩 奉行。」 と 

記して 居る の を 見て、 撰述の 由來は 明瞭で ある。 SOTTfl€^ は 百 十一 一 話であって、 長短 樣々 で 

ある。 小 子 部 栖輕が 雷 を 捕へ た 話 や、 狐 を 妻に して 子 を まう けた 話の やうな、 奇事 異聞 も あるが、 大 

部分 は 高僧の 奇譚 や、 觀音. 藥師. 法華經 などに 關 する 靈 驗譚、 若しくは 恐ろしい 地獄の 話な どで あ つ 

て、 として 居る。 而 して 話の 末尾に は 「經 云、 欲， 知 一一 過去 因 1 見 一一 其 現在 

杲. I 欲， 知 一一 未来 報 1 見 一一 其 現在 業 一 者、 其 斯謂之 矣。」 と 言 ひ、 或は 「因 杲之理 是不， 信 哉」 と 記して、 必 

す 教訓の 一言 を 添へ て 居る の は、 後の 『今昔 物語 集』 以下の 敎訓的 佛敎說 話 集の 濫觴と して 注意すべき 

ことで ある。 此 等の 佛敎說 話 は、 奈良朝 頃の 社會 生活 殊に 宗教 生活 を 窺 ふべき 好 資料で あるが、 なほ 

國文學 史上に 於て は、 當 時の 伽藍 綠起 と共に、 我が 文學に 新しい 耍素を 加へ た點に 於て 重要な もので 


ゎ糸 寺 
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f. 日本 靈異 記』 の刊 本に は延齊 版が あるが 誤脫が 極めて 多 い。 狩 谷 紫 之 (掖齋 ) の S 校本 日本 粱 異記ヒ ニ卷 は、 高野山^ 剛 三昧 

院藏本 一一 ー卷 (建 保 二 年の 寫本) と、 尾 張 國大須 眞福寺 本 (屮下 ニ卷) の換 本と に據 つて 校訂した もので、 『群 害類從 r に收 め、 り 

れ、 乂近顷 『日本 古典 全集』 に 望 之の 『曰 本靈異 記 奴證』 一一 ー卷 と共に 收 めら れて脔 く 世に 行 はれて^ る。 『日本 菜異 記』 の古寫 

本で 現存す る もの は甚 

だ少 い。 望 之が 校 おに 

用 ひた as 福 寺 本 は、 现 

存 して^ 脔に 指^せら 

れて 居る が、 高 野 本の 

所在 は 不明で あつ て、 

其の 轉寫 本が k 贺戊神 

社の m 手文庳 其の 他に 

蔵せ、 りれ て 居る" 此の 

外此 等と 同じく 鎌倉時代の 書寫に 係る 古寫 本が、 前 田侯锊 家に 蔵せ 、あれて 居る。 (圜 版參 照) 此の 書 は下卷 のみの 殘缺 本で 

あるが、 もと 仁 和 寺 心 蓮 院の藏 本で、 卷 末に 「嘉禎 二 年 丙 申 三月 三日 書寫畢 右 祭 禪惠」 と ある。 原作の 而= を 保存す る 

點が あるば かリ でな く、 後人が 加へ た 訓释が あり、 又 流布本に 無い 逸文 を 合み、 誤脫を 正し 得る ものが 多い のであって、 

靈異記 の 研究 上 貴重な 新 資料 である。 
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『H 本震 記』 の 文章 は漢文體 であって、 中に攝 九 首を傳 へて 居る。 左に 揭げる 一節の ヒ， も 一首 

を 含んで 居る。 

迦爲， 妻 令， 生， 子緣第 I 一 

昔欽明 天皇 皇， 國押 開廣§# ぎ國デ 御世、 三野國 大野 郡 人、 應 レ尹妻 竟 -I 好孃 T 乘 ，路 而行 時、 曠野 中 遇 = 於 姝女。 

其 女 媚&馴 腺 之。 in 何 行稚孃 之。 答 言、 將， 11 而行女 也 0 牡 心 I、 成き 耶。 |ーー#。 

卽將 交通 相 住、 比 頃 懷任 生， ニ擧っ 時 其 家 犬 十二月 ト五曰 生， 子。 彼 犬 之 子每向 i 室， 而、 § 馨 

ま、。 I 脅惶 f 家長-言、 此犬 打殺。 雖レ然 I 而 I 殺。 於，， 二月 三月 之 頃ハ 年 米 舂時 、其臺 於，， 稻春 女 

等 T 將， 宛， |< 入，， 於碓 S 卽彼犬 子 將^, 象 裏 而追， 犬卽 8、 恐 成，， 野 干， ff, 而居。 家長 I- 

^^我 之 中子 相 生、 I 不， 忘 &、 毎 來相 寐。 1-1-1 故 名き 岐 都禰， 也。 時彼霎 ，，s 裳- 

11 而 1 裳^ 遊 也。 夫 視ニ 去 容ー戀 I、  ff  ^if.  s$  fff . 

伊通 師 古由 謹 也。 故 1, 相 生， 子、 名 號，， 岐都， SI 子 姓 負， 蝥， 也。 其 人 强カ多 有 走 疾如，晨- 矣。 三 

野^ 狐 直 等 根 木 是也。 (， 上卷 第二 話) 


第二 篇 平安時代 前期  . 

第一章 時代の 槪觀.  - 

時代の 區分 平安時代 は桓武 天皇の 御代 麻 雜^ 以後、 源賴 朝が 鎌 倉に 幕府 を 開く までの、 前後 凡そ W 

百年 間であって、 一 に 中古 時代と いはれ て 居る。 平安時代の 國文學 は、 弘仁期 を 中心とする 詩文 降^ 

期に 始まり、 延 喜天曆 時代の 和歌 勃興 期を經 て、 一條 天皇^に 後三條 天皇に 至る 問の、 物^ 及び = 記 

文學の 全盛期と なり、 最後の 院政 時代に は、 物語 B 記が 衰退した のに 反して、 和歌 は 新^ 二 派が 對立 

して、 極めて 活 氣を呈 したので ある。 從 つて 平安時代 は 左の 四 期に 區分 する 事が 出来る。 

第 一 期 詩文 隆盛 期 (朝權 盛 行 期) 武 天皇 至 宇多 天皇  - 

第一 一期 和歌 興隆 期 (藤 原 氏 擡頭 期) 自 醍醐 天皇 至 花 山 天皇  - 

第三 期 物語 全盛期 (藤 原 氏 極 盛期) 自 一條 天皇 至 後三條 天皇 

第 四 期 和歌 革新 期 (院政 時代) 自白 河 天な ギ安德 天皇 

而 して 此の間の 文學 は、 殆ど 貴族の 專 有であった から、 其の 盛衰 は 貴族 を 代表す る 藤 原 氏と 運命 を 共 

にした ので ある。 卽ち 御堂 關白道 長の 時代 | ills 至 は 平安 文學の 全盛期であって、 其の ^後に 上舁 

時代の 概觀  二三 
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下降の 途上に あつたの である。 從 つて 本書に 於て は、 右に 掲げた 四 期の 二期 を 併せた 1 一 百年 間 を 一 期 

として、 前期 後期に 區分 する 事に した。 卽ち 前期 は 平安 文學が 漸次 發達 向上した 時代で あり、 後期 は 

全盛期から 凋落の 途を迪 つた 時代で ある。 以下 平安時代 前期の 槪觀を 述べよう。 

平安京  椬武 天皇 は奈 良の 都の 積弊 を 一 掃し. 人心 を 新たに する 爲に、 和氣 淸麻呂 等の 麦 請 を容れ て、 延曆 

十三 年に 今の 京都に 遷都 遊ばされた。 當時 これ を 平安京と 言った。 平安京 は 三面に 翠 巒を繞 らし、 ^ 

に 鴨 川が 流れ、 西に 桂 川の 淸 流が あ，^、 南方 は 遠く 平野が 開けて 旦椋 池に 臨み、 所謂 山河 襟帶 自然に 

城 をな す ものであって、 天子 南面の 相に 適った 所で ある。 しかの みならす^ 山 三十 六 峰 を 始めと して、 

北方に は比釵 愛宕の 雙 峰が 對峙 し、 遠近に 眺められる 山の 姿に は 優婉の 趣が あり、 殊に 幹の 色の 美し 

い 赤松の 間に、 花 紅葉 を 織，^ ませる 春秋の 美景 は繪 よりも 美しく、 且つ 此の 地特 すの 霞と 霧 は、 朝に 夕 

に 異なった 色調 を呈 する のであって、 四季 折々 の變 化の 妙に 富む 事 は、 他の 地に 求め 難い 特色で ある。 

楦武 天皇が 待に 此の 地に 遷都 せられた 理由と して は、 要害の 地で ある 事、 交通の便 利で ある 事な ど を 

擧げ 得る ので あるが、 山河の 景色の 美しい 事 も、 重要な 理由で あつたと 思 はれる。 宮城の 工事 は、 遷 

都の 後延暦 二十 四 年に、 造宫 職が 廢 せられる まで 繼續 せられた のであって、 其の 規模の 雄大 結構の 壯 

麗 であった 事 は、 今更 說 明す るまで もない" 平安京の 都 制 は、 大體に 於て 平城京の 舊制を 踏襲して、 

更に 擴大 せられた めであって、 宮殿 城門 諸官 署條坊 などの 名稱に は、 和 様の もの もあった が、 大部分 

は 唐の 例に 傚った ので ある。 


宫 祌 安平 社大幣 官 
〔す 摸 を 殴 m 大 の 京 安平：) 


五代 ヒ十餘 年間 は、 ^良 朝に 引續 いて 遣唐使。 派遣が あ b、 又渤 海と 

の 交通 も 頻繁に 行 はれて、 海外の 文明が 盛に 傳來 した 時代で 

あって、 平安時代 特有の 貴族的 文化の 基礎 は、 此 2 間に 築か 

れた。 遣唐使の 派遣 は椬武 天皇の 延麼 二十 三年と、 仁 明大 皇 

の 承 和 五 年の 一 ー囘に 過ぎなかった が、 多 數の留 學生學 問惯を 

伴 は しめられた 事 は、 前代と 同じであって、 唐の 文化 は 盛に 

攝 取せられ た。 當時 遣唐使に 從は しめられた 人々 の 中には、 

學者 高僧 の 外に、 醫師 陰陽師 樂師 * 師カ ど が あ つたので あ つ 

て、 彼等が 學んだ 文明 は 多方面に 亙った ので ある。 試みに 著 

しい 例 を 擧げて 見れば、 最澄 .阓 仁 等 は 天台 を學 び、 空 海 行 

等 は 密教 を 傅へ、 且つ 歸 朝の 折に は 經論章 疏等數 百 部 を將來 

し、 又 佛像佛 具 を 携へ歸 つた。 叉 橘 逸勢 は 長 安の 學者 を歷訪 

して 深く 學術を 究め、 菅原梶 成 は 翳 術 を學ん で、 歸朝. S 後に 

缄 博士と な b、 春 苑玉成 は 陰陽道 を 究め、 歸國の 後 之 を 陰陽 

寮の 諸 生に 博 へ た。 其の 他 if 師畫ェ 等が 唐 代の 藝 術を傳 へ た 

初期に 於け る 大陸 文明の 輸入の 狀况は 右の 如くであった から、 當 時の 


平安時代 前期  一二 ハ 

制度 學問宗 敎文藝 を 始め 衣食住が、 悉く 唐 風の 摸倣であった 事 も 亦 怪しむ に 足らぬ 事で ある。 然るに 

仁 明 天皇の 頃から、 唐に は內 亂が續 き、 國內の 統一 は 破れ、 さし もに 盛であった 文化 も 著しく 衰退し 

たので、 遂に 宇多 天皇の 御代に 至って、 菅原道 眞の麦 言に 基づいて、 遣唐使 を廢 する 事に なった。 次 

いで 唐 は 醍醐 天皇の 御代に 滅び、 屢 朝貢した 渤海も 亦 間もなく 滅亡した ので、 大陸との 公の 交通 は玆 

に 全く 絡え てし まった。 是 より 先、 爲政者 竝に學 者 名僧 等の 間に は、 旣に 外来 文化 心 醉の餘 弊を覺 り、 

民心 を 一新して 固有 文化 を 建設しょう としたの であるが、 海外との 交通が 絕 えて 後 は、 一般 貴族 社 食 

にも 渐く 自覺が 起， o、 是 より 平安時代 特有の 新 日本 文化が、 年を逐 うて 發 達する に 至った ので ある。 

新 佛敎の 興 平安時代の 文化 は 漢學と 佛敎を 根柢と して 發達 したので ある e 漢學に 就いては 後に 述べ ると して、 

產 

先 づ佛敎 に 就いて 略述しょう。 奈良 朝に 於け る 文化の 發達 は、 佛敎が 中心であった 事 は、 旣に 述べた 

通， o であるが、 其の 末期に 於て は、 僧侶の 中に 朝廷の 信任 を 侍んで 政治に 參與 する 者が あって、 天下 

を 騒がした ので ある： 玄防. 道 鏡の 如き は 其の 著しし 例で ある。 平安時代の 佛敎も 亦、 宮廷 を 背景と し 

て繁榮 したので ある けれども、 椬武 天皇 以來歷 代の 天皇 は、 前代に 於け る 僧侶の 腐耿に 鑑みて、 政治 

に容喙 する 事 を 禁じ、 只惽位 僧官を 授けて これ を 優遇す ると 共に、 一 方に 於て は 高僧 を勵 まして 佛敎界 

の 革新の 爲に 努力せ しめられ たので ある。 而 して 平安時代の 佛敎 は、 其の 劈頭に 現れた 最澄 (傳 敎大 

師) と 空 海 (弘法 大師) が、 新たに 支那から 傳 へた 天台と 眞言に よって 代表 せられる。 南都に 榮 えた 舊佛 

敎は、 外来の 儘であって、 其の 隆盛 は 形式的 外面 的で あつたが、 天台 眞言の ニ宗は 神道と 融合して S 


本 的 新佛敎 となり、 叉 儒教 陰陽道と 提挈 して、 上下 一般の 信仰 を 受けた ので ある： かくて 當 代の 佛敎 

は 民心に も 深く 浸潤した ので あるが、 殊に 人生の 無常迅速 を 歎す る 悲観 思想 や、 現世の 不幸 を 宿世に 

歸 する 宿命 因 杲說の 如き は、 文學 者の 人生観に 著しく 深み を 加へ たので ある。 併し 平安時代 前期に 於 

ける 一般の 信仰 はな ほ 皮相 的であって、 未だ 深刻なる 厭世 33 離の 觀念を 抱く 者 もな く、 又未來 の法悅 

を欣 求す る 者 もなかった" 從 つて 佛敎界 に 於ても、 高僧 智識 は 別と して、 其の 末流に 屬 する 者 は、 俗 

世の 風潮に 押 流されて、 ひたすら 現世 利益 を說 き、 甚 しき は權 門に 阿 附 して、 名利の 爲に 奔走す る 者 

が尠 くなかった。 天台 眞言 一 一宗 は 元來經 典の 研究に よって、 深遠なる 佛理を 探究す る 事 を 本義と する 

ものであるが、 自家の 弘通繁 榮を圖 る爲に は、 衆 俗の 要求に 應 する 必要が あつたの であって、 時代 を 

降る につれ て、 專ら 祈禱咒 法の 如き 敎 相の ふ 面 を 重ん する やうに な b、 名僧 智識 も 中： として 息災 延 

命 二世 安樂の 咒驗 によって、 其の 名 を 知られる やうに なった。 かくて 前期の 末になる と、 說敎 供養 は 

社交の 儀式と なり、 祈禱 修法 は專ら 醫療の 代理 をつ とめ、 堂塔の 建立 や 寺領の 寄進 は虛榮 の^に 流行 

し、 佛 畫寫經 など も 美的 玩弄物と 殆ど 揮ぶ 所が なくなった。 此の 傾向 は 後期に 入って いよい ュ甚 しく 

なった ので ある。 

漢學 の影鎏 佛敎 と共に 貴族 社會の 思想 竝に 生活に、 最も 大 なる 影響 を與 へたの は漢學 である。 椬武 天皇 は-牛 安 

奠都の 後、 文 敎に御 心 を 注がせられて、 先づ大 學の學 生の 定員 を增 加し、 勸學 田を增 置し、 又 盛に 人 

才を 登用せられ たので あるが、 殊に 其の 御子の 平 城 嗟 峨淳和 三 帝 は 詩文 を 獎勵し 給 ひ、 且 つ 文藻に 天 
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來の歙 才を揮 はせられ たから、 漢學は 忽ち 興隆して、 弘仁 時代の 詩文 隆盛 期 を 見る に 至った。 當時は 

大學の 外に、 名門が 其の 子弟 を敎 育す る機關 として、 競うて 私學を 創設した： 和氣 氏の 弘文 院、 橘 氏 

の學 館院、 王 氏の 淳和 院、 在 原 氏の 獎學 院、 藤 原 氏の 勸學院 など は 其の 主なる ものであるが、 中に も 

勸學院 は、 藤 原 氏が 隆盛に 赴く につれ て 最も 盛大と なり、 「勸 學院の 雀よ く 蒙 求 を 囀る」 とさ へ 言 はれ 

た C かくて 列 聖の學 事 御獎勵 は、 私學の 興隆と 相俟って、 盛に 人材 を 輩出し、 漢學は 前後に 比類の な 

い 盛 a を呈 した。 當 時の 漢學の 隆盛 は、 『弘仁格 式』 『負 觀 格式』 『延喜 格式』 を 始めと して、 『新撰 姓 

氏錄 j 『令 義解』 『祕 府略』 の 如き 賁務 に關 する 浩瀚な 書物が 次々 に撰定 せられ、 また 政務に 必要な 國史 

が歷 朝に 亙って 撰 上せられた 事 を 見ても、 大體を 想像す る 事が 出来る が、 當 時の 漢學を 代表す る もの 

は 寧ろ 詩文で ある-此の頃 特に 詩文 を 重んじた 事 は、 嗟峨 淳和兩 帝の 御代に、 5 凌雲 集』 『文 華 秀麗 集』 

『經國 集』 の 如き 勅撰集が 撰せられ、 詩 客 文人の 家集 や、 詩文 評論の 書な どが 相 踵いで 現れた 事 を 見て 

も 明かで ある e 

弘仁 前後の 平安時代 初期に 於け る漢擊 は、 右の 如く 隆昌であった から、 當時 制度 や 公事 を 始めと して、 貴族の 

貴族の 生活 

H 常 生活に 至る まで、 悉く 唐 風 を 模範と したの は 當然の ことで ある： 本紀 略』 の 弘仁四 年 九月 十四 

日の 條に、 「宴 ，|皇 太 弟 g 於 淸涼殿 一 具 物 用， ー漢法 こと 見え、 叉 同書 弘仁九 年 三月 二十 三 WI の條に は、 

「詔 曰 云々。 其朝會 之禮、 及 常 所 ^ 服 者、 又卑 逢， 貴而跪 等、 不^ 1= 男女 1 改依 唐 法？」 と 見えて 居り、 な 

ほ 『續 日本 後紀』 の 仁 明 天皇の 承 和 九 年の 條 下に は、 「九 年 有 __ 詔書 4 天下 儀式 男女 衣服、 皆 依， | 唐 法 1 五 


位已 上位 記、 改從， 1 漢 檨？」 と ある。 此等 によって 何事 も 唐 桡を投 倣した 世相の 一般 を 推して 知る こと 

が出來 るので あるが、 更に 『H 本 後紀』 を繙 いて 當 時の 行幸 肆 宴の 有様 を 見る と、 畿内 各地の 野に 遊獵 

せられた 事 や、 神泉苑 其の 他の 離宮に 於て、 群臣 を 集めて 宴 

遊せられ た 事が、 一年に 數囘 見えて 居る。 遊獵は 前代 以來宫 

廷 貴紳 の 間に 流行した 廐 狩であって、 當時 これ を 野 行幸と い 

つた。 肆 宴の 多く は 花の 宴. 曲水 宴. 七夕 宴. 重陽 宴な どで あつ 

て、 樂を茇 し、 詩を賦 し、 騎射 を觀、 魚 を 釣 b、 終って^ は 

に 酒 祿を賜 ふの が 恒例であって、 遊獵 と共に 支那の 王侯貴族 

の 風俗に 傚って 行 はれた ものである。 

山紫水明の 平安京 は周圍 至る所に 好 風景が ある。 從 つて 朝 

苑 廷に 於て は 天皇の 出 遊に 供へ る 爲に諸 所に 離 宫を營 み、 又皇 

族 以下 貴族 もこれ に 傚って、 近郊の 勝地に 山莊を 構へ る 事が 

流行した。 御苑で 最も 名高 いのは、 周 文 王の 靈囿 に擬 して 造 

らしめ られ たと 稱 せられる 神泉苑 であって、 梪武 天皇 以後 歷 

代の 行幸 は 年々 數囘に 及んで 居る。 これに 次いで 名高かった 

の は嗟峨 帝の 南 池院. 嵯峨 山院、 淳和 帝の 雲林院 などで ある。 
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貴族が 好 風景の 地 を 求めて 別業 を 營む事 は、 奈良朝 以來の 流行で あるが、 平安 寞. 都の 後 は 益 盛に 行 は 

れ.. こ。 其の 著名な もの を 擧げれ ば、 源融 fif^r に 嗟 峨に棲 霞觀を 造り、 また 六條 河原に 河原 院を煢 

んで 豪奢 を 極め、 皇女 有 智子內 親王 も 嗟峨に 山莊を 設けて、 文人 を 集めて 詩陚を 唱和せ しめられた。 

其の 他 藤 原 繼繩の 葛 野 別業 及び 交野 山茈、 藤 原 冬 嗣の深 草の 閑院、 淸原 夏野の 雙岡 山莊、 賀 陽^ 年の 

宇治 別業、 良 峰 安世の 花山莊 など は、 何れも 林 泉の 美を蒐 めた もので、 四時に 交友 を 集めて 詩 を 

し 管絃を 麦して、 時の 移る の を 知らなかった ので ある。 かくて 四時の 出 遊が 盛に 流行す ると 共に、 唐 

風の 遊戲 卽ち雙 六. 圍棊. 騎射. 打毬 などが 流行し、 待に 婦女の 間に は鬪 草. 鞦韆な どが 行 はれた。 鬪草 は 

百花の 美 を 競 ふ 優美な 遊であって に 鞦韆と 共に もと 支那の 婦人の 遊戲 である。 當時 淑女が 鳅韆に 

乘 つて 嬉戯した 有様 は、 『經國 集』 所載の 嵯峨 天皇 御製の 句に 

長繩高 懸，, 芳枝 - 窈窕翩 翩仙客 姿 玉 手 爭來互 相 推 纖腰 結束 如-鳥 飛- 

と  あるの を 見て 知る 事が 出来る。 

藤 原 氏？ 擡 椬武 天皇から 仁 明 天皇に 至る までの 間 は、 大體に 於て 支那 文明 を 摸倣した 時代で あるが、 之 を 基礎 

^  として 平安時代 獨 得の 文化が 發 達した の は、 延喜天 暦の 治世から 關白道 長の 時代に 至る までの 間で あ 

る。 而 して 文 德淸 和兩 帝の 頃から、 宇多 天皇の 朝に 至る まで 凡ュ、 五十 年間 は、 其の 過渡期で ある。 文 

德 天皇の 御 生母 は 冬 嗣の女 順 子であって、 冬 嗣の子 良 房 は 其の 女 を 納れて 女御と し、 自ら は 人臣に し 

て 始めて 太 政 大臣に 任せられ、 次いで 良 房の 女の 生み 奉った 淸和 天皇が 卽 位せられた 時には、 更に 外 


祖父と して 攝政 となった。 是ょ ，o 藤 原 氏 は 代々 攝政關 白と な， o、 頻りに 他 氏 を排荦 して、 一門の 櫬勢 

を 張った ので あるが、 藤 原 氏と 其の 盛衰 を 共に した 貴族的 文化 も、 亦 此の頃から 漸く 黄金時代に 入つ 

たので ある。  - 

延喜天 暦 前 當時は 天下 泰平であって、 政務 は 自ら 閑散で あ， o、 且つ 貴族 は 財力と 權 勢と を 掌握して、 生活に 餘 

裕 があった から、 平安京 裏の 風俗 は 益 華美に 流れ、 宮廷の 公事 節會を 始め、 上流 社會 の： n 常 生活 は、 

擧げて 悉く 藝術 化する に 至った。 詩文が 衰 へて 和歌 和文が 勃興した の も 此の頃で あ， o、 建築 造^ 服装 

等が 唐 風の 摸倣から 脫 して、 H 本 風の 優美 典雅な ものに なった の も、 此の 時代から である： 卽ち 貴族 

の 邸宅 は寢殿 造と な b、 林 泉 前栽の 風致 は 建築と 巧みに 調和して、 四季の 眺に 風情 を 添へ、 男女の 服 

装 は 優美 絢爛 を 極め、 室内の 装飾 調度 乘物 も、 亦 それに 應 じて 華美に なった ので あるが、 更に！ n 常 生 

活は 花晨月 夕の 宴に、 夜 を 徹して 詩歌 を 詠 じ、 管絃を 弄び、 又 感情の 動く に まかせ， て 自由な 戀 愛に 陶 

醉 したので ある。 かくて 朝廷 は 男女の 歡樂 場と な， o、 大宮人 は 情趣 本位の 節會 供養、 さて は 遊 宴の 外 

に 爲す事 もなかった から、 儀式 典禮は 年々 に增 加し、 政治の 實績 の擧ら なかった 事 は、 延 喜の 頃の 三 

善淸 行、 天曆 年中の 菅 原文 時 等が 上った 意見 封 事 を 見て、 一般 を 想像す る 事が 出來 る。 

貴族 社會の 延 喜天曆 以後に 於け る 平安京 裏の 世相 は、 右の 如く 華やかであった が、 飜 つて 上流 生， きの 袅 面を昆 

反面 

ると、 彼等 は 現世 悅樂の 生活 を 營む爲 に は、 自己の 地位の 向上 を 熱望し、 一家 一門の 榮達を 希 ふ 欲求 

に 驅られ て、 ひたすら 政權の 掌握に 苦心 惨澹し、 其の 當然 の歸趨 として、 他 氏 排斥の 見苦しい 喑鬪を 
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繰返し、 さて は 同族 相爭ふ 醜態 を 演じた ので ある。 然 のみなら す、 權門 勢家 は 競うて 其の 女 を 宮中に 

納れ、 其の 繊手に 鎚 つて 外戚の 威 を 振 ひ、 自家の 榮譽を 得ようと したから、 後宮に 於て は 皇后 中宮の 

軋櫟を 生じ、 家庭に あって は 嫡室 側 妻の 反目が あって、 嫉妬 猜疑 讒誣 は 公然 行 はれる やうに なった。 

かくて 表面 極めて 華やかであった 宮廷 貴紳の 生活 も、 其の 裏面に は 常に 黯澹 たる 雲が たなびいて 居た 

ので あ る o 

平安 前期の 平安時代 前期の 世相 は大體 述べ 終った から、 最後に 此の 時代の 國 文學發 達の 概要 を 記して 置く。 平 

國文學 

, 安 時代 前期の 二百 年間 は旣に 述べた やうに、 弘仁 前後の 漢詩 漢文の 全盛期と、 延凜天 暦 頃の 和歌の 隆 

盛期と に 分 たれる。 弘仁 期に 於て 貴族 は專ら 漢文 學を 修め、 詩賦に 全力 を擧 げたので あるから、 當時 

の 文學は 詩の 勅撰集に よって 代表せられ るので ある。 弘仁 期の 詩人 は 專ら唐 代 詩 賦の風 を 摸 傚して ゐ 

たので あるが、 時代 を經 るに 從 つて、 漸く 平安 貴族 特有の 優美 纖 細な 感情 を發 揮して、 H 本 的 詩文 を 

和歌の 發達 作る やうに なった。 其の後 負 觀元慶 の 頃に は 詩文 は 漸く 衰へ、 和歌 和文が 之に 代って 搭 頭した ので あ 

つて、 此の頃の 漢學 者に は 詩文と 和歌 を 兼ねる 者が 多かった。 此の 過渡期に 於て、 和歌 は 漢文 學の思 

想 を 取 入れ、 叉 其の 技巧の 影響 を 受けて、 著しい 發達を 遂げた のであって、 從來の 素朴 純眞な 感情 を 

表現した 和歌 は、 情趣 本位の 思想 感情 を、 洗煉せられ た 形式 格調で 歌 ふやう になった。 假名 字 體が發 

達し 和文が 勃興した の も 此の頃から であって、 後世の やうな 優 魔な 文體は 未だ 見る ことが 出來 なかつ 

たけれ ども、 和歌の 詞書 などに 用 ひられて、 やがて 興隆すべき 物語 文の 素地 を 養って ゐ たので ある。 


和歌 は 負 觀の 頃、 在 原 業-牛 小 野 小町の 如き 勝れた 歌人が 輩出して 以來、 漢詩と 對畤 して 行 はれ、 仁 和 

寬平 以來、 內裏を 始め 貴族の 間に、 歌合 を 行 ふ 事が 流行した。 是 より 和歌 は 益 興隆し、 すぐれた 歌人 

が續々 現れた ので あるが、 延喜五 年に は、 弘仁 期の 詩の 勅撰集に 傚って、 始めて 『古今 和歌 集』 が 撰ば 

れた。 延 喜に 次ぐ 天 暦の 頃 は、 漢文 學が 再び 復興した 時であって、 詩文の 大家が 輩出した が、 和歌 和 

文 は更， に 著しい 發展を 遂げた ので ある。 卽ち 和歌 は 『古今 集』 に 次いで 『後 撰 和歌 集』 が 撰ばれ、 歌合 も 

亦 益 盛 に 行 はれた ので あるが、 殊に 注意す ベ き は 物語 が 著しい 發展を 遂げた 事で ある。 

物語の 發達 物語の 發達 は、 假名 文の 發 達に 俟っ 所が 多い ことに 言 ふまで もない C 貞觀 元慶の 頃に は、 假名 文が 

發 達して、 和歌 を 中心 興味と する 短篇 物語 集と もい ふべき 『伊勢 物語』 が 現れた ので あるが、 天 暦の 頃 

に は 其の 系統 を 引いて 種々 の 說話を 集めた 『大和 物語』 が 作られた。 『伊勢 物語』 と 『大和 物語』 は 共に 所 

謂 歌 物語であって、 『萬 葉 集』 卷 十六の 傳說 歌から 系統 を 引いて 居る ので あるが、 これと は 別に、 上代 

の 祌婚說 話の 系統 を 引き、 支那の 神仙 思想の 影響 を 受けて、 日本 支那 印度の 說 話から 取材した 『竹 取 

物語』 の 如き 傳奇的 物語が 現れた。 『竹 取 物語』 は 『古今 集』 以前に 作られた ので あるが、 圓融花 山兩帝 

の 御代に なると、 『竹 取 物語』 の 系統 を 引きながら 更に 寫實的 傾向 を帶 びた、 稍 長篇の 『宇津 保 物語』 

や 『落 窪 物語』 などが 創作 せられた。 當時 作られた 物語 は、 此の 外にな ほ多數 あつたの であるが、 ^逸 

して 後世に 傳 はらなかった のであって、 次の 時代に なって、 『源氏物語』 の 如き 大作が 現れた の も當然 

の 事で ある。 平安時代に 廣義の 物語と 考 へられた ものに、 和文の H 記が ある。 これ はホ として 女子の 
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手に 成った ので あるが、 其の 魁と なった の は、 延長の 頃紀莨 之が 女性の 作に 假 託して 書いた 『土 佐 H 

記』 である。 これ は 歌 物語の 傾向 を 帯びた 紀行で あるが、 これに 次いで 圓融 天皇の 頃に、 藤 原 道 綱の 

母が 書いた 『蜻蛉 HI 記』 は、 自己の 感情 生活 を 記した ものであって、 後期に なって 次々 に 現れる 女流 H 

記の 先驅 となって 居る。 要するに 平安時代 前期の 國文學 は、 和歌 を 中心として 發展 したので あって、 

物語 も H 記 も 和歌の 趣味 を 基調と して ゐな いもの はない ので ある。 而 して 前期の 後半に 於て は、 和歌 

中心の 歌 物語と、 說 話から 發 達した 傳奇的 物語と が 合流して、 短篇の 物語から 長篇の 物語に 向って 進 

展 したので ある。 

^1, 第二 章 前期の 漢文 學 -. 

一 弘仁 期の 漢文 學 

平安時代 初期の 弘仁天 長の 頃 は、 漢文 學の 隆盛 期であって、 江戶 時代の 儒學 隆盛 期と 對峙 して、 我 

唐 代文學 S が文學 史上の 異觀 である。 而 して 平安 初期の 漢文 學は、 直接 唐の 文學の 刺戟 を 受けて 興隆した ので あ 

る。 是ょ， o 先 奈良朝 は、 支那の 盛 唐 時代に 相當 し、 玄宗の 開 元. 天寶の 頃 は、 唐 代 三百 年中で も 最も 詩 

文の 盛な 時代であって、 李 白 • 杜甫の 如き 詩聖 を 始めと して、 王 昌齡. 高 適. 李嶠 等の 大家が 一時に^ 出 

した。 次いで 中 唐の 末にな つて、 代宗の 太曆頃 は奈良 朝の 末葉 稱德 天皇の 御代に 當 るので あるが、 其 


の 頃の 詩文 は 盛 唐 期に は 及ばない けれども、 なほ 五 言 詩に 巧妙な 韓， 錢起 A 綸. 司 空 曙 等の 所謂 太^ 

の 十 才子が あり、 續 いて 憲宗の 元 和、 穆宗の 長慶頃 は、 卽ち 我が 弘仁 時代に 當， o、 白 居 易 *韓 愈の 全 

盛時 代で ある。 當 時白樂 天が 小 野 篁と 詩に よって 相識， o、 遭 逢 を 切望した と傳 へられて ゐる 一車に よ 

つても、 彼我の 詩文 界に 密接な 交涉 のあった 事 を 察する 事が 出來 る。 

平安時代 初期に、 我が 國の文 <: が 愛誦した 支那の 詩文 集 は、 枚 暴に 遑 のない 程で あるが、 其の 著し 

いもの を 擧げれ ば、 

文選 遊 仙窟 蒙 求 肜玉集 文 館詞林 河 嶽英赘 集 王 勃 集 王 維 集 李 嶠百詠 

溫庭筠 集 李 白 集 杜ェ部 集 高 適 集 白 氏 長 慶集加 I 元 氏 長慶桀 李 長吉集 

文 心肜龍 劉 希^ 枭 王 昌鼢集 

此 等の 中 『文選』 以下の 四 部に、 旣に奈 良 朝の 頃傳 はった ので あるが、 其の 他 は 此の頃 前後して 將來さ 

れ たので ある。 就中 當 代の 詩人が 寶典 として 最も 尊重した の は 『文選』 と 『白 氏 文集』 とで ある。 『文 

選』 (六十 卷) は、 周 秦以來 梁に 至る 詩文 を 類聚した もので、 我が 國に 於て は 支那の 科擧の 制に 傚って、 

之 を 登用 試驗に 課した 爲に、 待に 廣く讀 まれた ので ある。 弘仁中 藤 原 常嗣. 同 諸 成 は大學 にあって 之 を 

諳誦し、 藤原衞 と共に 學 中の 三 傑と 稱 せられた とい ふ 。『白 氏 文集』 (七十 卷) は白樂 天の 詩文^で あつ 

て、 其の 流麗な 作風が、 待に 平安 人士の 趣味に 投合す る 所があった 爲に、 盛に もてはやされ たので あ 

る。 『文德 實錄』 化 5ー?鮮 によれば、 藤 原 岳 守が i 和 五年大 宰小贰 であった 時、 唐 船の 貨物 を檢 校して 
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元 稱. 白 居 易の 二 集 を 得て 獻 上した ので、 天皇 は， 從 五位 上 を 授けられた。 元 竊の集 は 『元 氏長慶 集』 であ 

り， 白 居 易の 集 は卽ち 『白 氏 文集』 である。 『文選』 や 『白 氏 文集』 に 次いで 『遊 仙窟』 (唐の 張 文 成の 作) 

も、 其の 優艷な 文辭が 一般に 喜ばれた ので あり、 其の 他の 詩 書が 當 時の 詩文に 多大の 影響 を與 へた 事 

は 勿論で ある。 

平安時代 初期の 我が 詩文 界が、 唐 代 文 藝の大 なる 感化 を 受けた 事 は 右の 如くで あるが、 當時 上に は 

天資 詩文に 長せられ た 平 城 嗟 峨淳和 三 帝が あって、 四時の 行幸 遊 宴に 群臣 を 召して 詩賦を 唱和せ しめ 

られ、 下 も 自ら 其の 風に 化せられて、 詞藻に 專念 する 者が 多く、 遂に 詩賦は 明經紀 傳を壓 して、 獨 h- 

其の 盛觀を 擅に する に 至った ので ある。 此の 時奈良 朝の 『懷風 藻』 の 後を續 いで、 詩の 勅撰集が 次々 に 

撰ばれた の は當然 である。 

詩の 勅撰集で 最初に 現れた の は、 嗟峨 天皇の 弘仁 五六 年の 頃に 成った 『凌雲 新 集』 ー卷 である。 一に 

『凌雲 集』 とい ふ。 卷 頭に 揭 げた 小 野岑 守の 序に 據れ ば、 嗟峨 天皇の 勅 を 奉じて、 岑守が 菅原淸 公 • 勇 山 

文繼と 再三 討議し、 なほ 當 時の 大家 賀陽璺 年の 閱を經 て 成った もので、 椬武 天皇の 延曆 元年から 弘仁 

五 年に 至る までの 作者 二十 三人、 作詩 九十 首 を 撰んだ ので ある。^ 四 詩 は 太 上天 皇^ 

今上天皇， | 皇太弟 U の 御製 令 製 を 初に 置き、 藤 原冬嗣 以下 無位の 互 勢 志 貴人に 至る まで を 位階 順 

に 配列して ある。 詩の 最も 多 いのは 嗟峨 天皇の 二十 二 首で、 次 は 賀陽饗 年 • 小野岑 守の 各 十三^、 皇 

太 弟の 五 首、 营原淸 公の 四 首 であって、 其の 他の 諸家の は 僅かに  一二 首. つつで ある。 而 


尺 上 二  *p 

«^vvvs 孩何 セ^ あ 吸 5.1 到 良，^ 

^r^ss  M 成^ 故 そ 下 4、 尺^ 樹爻 

减傅^ 

着 お あ 棗卞 t ヰ^ ゆ J  ^ 纥 复 

三 め え も1^ み ノヤ. ^使 短 1 4  M^, 一  物種 
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して 撰者の 一 人で ある 文 繼の作 は 

一 首 も 見えて ゐ ない。 

『凌雲 集』 が 成って から 數 年を經 

て、 弘仁八 九 年の 頃に 撰ばれた の 

は 『文 華 秀麗 集』 (三 卷) である。 序 

文に よれば、 藤 原冬嗣 が嵯峨 天皇 

の 勅 を 承け て、 仲 雄 王. 菅 原淸 公. 

勇 山 文繼. 滋野貞 キ：. 桑原 腹 赤 等 と 

ともに 撰んだ もので、 『凌雲 集』 に 

漏れた 作品 を 採る 方針の 下に、 作 

者 二十 六 人 (外に 嗟峨 淳和兩 帝が 

ある) 作詩 百 四十 A 首 倾誘 四 を 


^  收 めて 居る。 詩の 最も 多 いのは や 

は b 嗟峨 天皇の 三十 四 首であって、 中に 姬大伴 氏の 作 ー篇が 異彩 を 放って 居る。 閨秀 詩 家で 文 獻に見 

えたの は、 此の 大伴氏 の 女 を 以て^ 矢と する。 此の 撰 集 は 遊覽. 宴 集. 餞別. 贈答. 詠史. 述懐. 艷怙. 樂府. 梵 

門. 哀傷. 雜 詠に 類別し、 作者の 名 は野岑 守. 勇 文 繼. 滋貞 主の やうに 支那 風に 記して ある： かくて 此の 集 
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^種 々の 點に新 例 を 開いて 居る。 

『文 華 秀麗 集』 が 成って 後 十 餘ハヰ を經 て、 更に 『經國 集』 が 撰ばれた。 題 號は魏 の 文 帝の 「文章 者經國 

之 大業、 不朽 之 盛事」 の 語から 取った ので ある。 滋野貞 主の 序文に よれば、 良岑 安世が 淳和 天皇の 勅 を 

奉じて、 滋野負 中：. 南淵弘 貞.营 原淸公 • 安野 文 繼. 安部 古人 等と 共に 撰んだ ものであって、 收 むる 所は慶 

雲 四 年 以後 天 長 四 年までの 作者、 百 七十 八 人の 陚 十七 首、 詩 九 百 十七 首、 序 五十 一 首、 對策 十八 や；：： 

で、 之 を 二十 卷に 編成した ものである。 かくて 此の 復は前 二 集に 比して、 遙 かに 大部の ものであった 

が、 後世 約 三分の 一 一 以上 散逸して、 今に  一 +• 十  一 • 十三， 十四. 一 一十の 六 卷を存 する のみで ある。 序文の 

終に、 天 長 四 年 五月 十四日の UZ 附が あるから、 集の 成立 年月 は 略 ぼ 想像 せられる。 此の 集 は 凌雲 • 文 華 

秀麗 兩 集と 略 ぼ 同じ 時代 を 中心とし、 更に 前後に 延長して、 古く は奈良 朝の 高 野 天皇 (孝 謙 天皇 重齚 

稱德 天皇) の 御製 以下 藤 原 宇合. 石 上 宅嗣. 淡 海 三 船 等の 詩 を採錄 し、 近く は 天 長年 中の 作まで 收め てお 

る。 作品 は 『文 華 秀麗 集』 に 傚って 類別し、 又 作者 名も漢 風に 記して 居る ので あるが、 序ゃ對 策の 如き 

文章 をも收 めた の は、 此の 集の 待 色で ある。 嗟峨 天皇の 御製 は 此の 集に 於ても 最も 多く 載せて 居る リ 

なほ 空 海の 作詩 は 此の 集に 始めて 見えて 居る。 女流の 作詩 は旣に 『文 華 秀麗 集』 に 載って ゐ るが、 此の 

時代に は嗟峨 天皇の 皇女 有 智子內 親王 や、 惟 氏 (林 鵞峰は 其の 著 4 本朝 一人 一首』 に、 嗟峨 帝の 宮女か 

と 言 つて 居る。) の 如きす ぐ れた 閨秀作家 が あって、 光彩 を 添 へて 居る の は、 やがて 起る ベ き 女流 文學 

の先驅 である。 


弘仁 期の 詩 以上 述べた 三 集 は 僅々 十數 年の 間に 成った ものであって、 現れる 毎に 量に 於ても 質に 於ても、 著し 

い 進境 を 示して 居る の は、 當 時の 漢文 學の 隆盛 を 語る ものである。 而 して 此 等の 勅撰集の 詩 風 を 見る 

と、 奈良 朝に 專ら行 はれた 五 言 詩は衰 へて 七 言 詩が 之に 代り、 殊に！： 句の 七 絡が 最も 多數を 占め、 又 

長 篇の七 言 古詩が 盛に 詠 じられ たのであって、 種々 の點に 於て、 奈良 朝に 比して 著しい 進步を 示して 

居る。 而 して 詩形に 於て 七 言が 盛に なり、 表現に 於て 一般に 技巧に 長 じ、 且つ 流麗な 詩 風が^ ばれ、 

又內容 に 於て は 情趣 を 重んじ、 纏綿た る 情緒 を 詠 じた ものが 多くな つたの は、 何れも 唐詩の 感化 を受 

けたので あって、 やがて 起る ベ き 和歌 和文 の 發 達に 多大の 影響 を與 へたので ある。 

詩 餘  弘仁 時代の 詩文の 盛况 は、 右に 述べた 勅撰集に よっても 明瞭で あるが、 なほ 當 時^に 詩餘の 如き も 

のが 行 はれた の は 注意すべき 事で ある。 詩餘は 詩の 餘 流の 義 であって、 一 に墳 詞^^^ めと 

いひ、 叉^に 詞 とも 呼ばれて 居る。 漢魏の 古 樂府が 衰亡した 後、 唐 代に 至って^ら 絡 句 を 歌った 事 か 

ら 始まった ので ある。 卽ち絕 句 を 管紋に 和して 歌 ふ 時に、 ー勻の 中の 一字 を 取 去って、 歌曲に 變化を 

與へ たもので あって、 詞に 一定の 譜が あり、 字に 定數が あり、 韻に 定聲が あるので あるから、 日本人 

にと つてに 决 して 作，^ 易い もので はない。 盛 唐の 詩人が 李 白、 淸平 調. 憶 秦娥. 菩薩 蠻 など を 作った の が 

其の 濫觴で あると 審 へ て 居る が、 杖^ I これ は 後人の 附會說 であって、 寧ろ 中 唐の 張 志 和が 作った 漁 

す pi 隶 

歌 子 や、 劉瑪 錫の 瀟湘祌 の 如き ものが、 詞體の 上から 見ても 權舆 とすべき である" は 細チさ 

て 詩 餘は中 唐に 起り、 晚 唐から 五代に かけて 流行し、 宋に 至って 全盛 を 極めた ので あるが、 我が 國に 
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は弘仁 時代に、 早く も嵯峨 天皇が 之 を 作 b 給うた ので ある。 (田 能 村 竹 田が 其の 璜詞？ 1 譜に、 『本朝 文 

粹』 第一 に 載って ゐる中 書 王 兼 明 親王の 憶 龜山を 以て、 我が 國の詩 餘の嚆 矢と したの は 失考で ある。) 

卽ち 『經國 集』 卷 十四に ある 漁 歌 子 五 首の 御製が それであって、 之に 和し 奉った 有 智子內 親王、 及び 滋 

野貞 牛： の 作 も 併せて 載せて ある。 左に 其の 一首 づっを 掲げて 見よう。 

漁 歌 (五 首の 屮)  太 上 天皇 

hi 水 渡頤柳 亂レ絲 漁 翁 上レ船 煙景通 乘 n 赛典 1 無 II 厭 時- 求：. 魚不 レ得帶 n 風 吹- 

奉 レ和ニ 漁 歌 1 (二 首の 中)  公 主  . 

春 水 洋洋 途浪淸 漁 翁從， 此獨 濯い 纓 何鄉里 何 姓名 潭裏閑 歌 送 m 太平 1 

同  (五 甘の 巾)  滋野貞 主 

漁夫 木 自愛 二春灣 1 髮髮皎 然骨性 閑 水澤畔 凝 葉 間 挲音遠 去 入い 江 還 

右の 御製 は、 先に 述べた 張 志 和の 漁 歌 子 (五 句 二十 七 字 四 韻) の詞 式に よって、 作り 給うた もので あつ 

て、 吾々 はこれ によって、 帝の 博識と 天来の 詩才と を 伺 ひ 奉る と共に、 當時 唐の 文學が 極めて 迅速に 

我が 詩界に 影響した 事 を、 推して 知る 事が 出來 るので ある C 

二 弘仁 時代の 詩人， 

弘仁^ 後の 詩文 全盛期に は 上に 文藝の 才藻に 富ませられた 三 帝が あり、 下に は 詩人 文豪が 朝野に 滿 


ちて ゐた。 今 其の 中の 著しい 人々 に 就いて 略述し ようと 思 ふ。 勅撰集の 撰者の 中で 文名の 最も 高 かつ 

小 野岑守 たの は、 小野岑 守# 原淸 公. 溢野貞 主の 三人で ある。 小 野岑守 琵な は 推 古 帝の 御代に、 始めて 遣隋 

使と なった 妹 子の 玄孫で ある。 妹 子 は孝昭 天皇の 御子 天 押帶彥 命の 裔 であって、 近 江 國滋賀 郡の 小 野 

に 棲んだ ので * 小 野 を 氏と したので あると 云 ふ。 岑守は 『凌雲 集』 以下 三 集の 撰者で あり、 叉良岑 安世 

等と 共に 『內裏 式』 を 撰定 した 學 者であって、 晩年に は 從四位 上に 進み、 勘 解 由 長官 兼 刑 部 卿に 任せら 

菅原 si れた。 詩で 名高い 篁は岑 守の 子で ある。 次に 菅原淸 公 l，：s は 遠 江 介 古人の 子で、 年少の 頃 略ぼ經 

史に 通じ、 文章 生に 補せられ、 又 秀才に 皋 げられ、 次いで 延暦 二十 三年に は 遣唐使 判官と して 唐に 遣 

はされ た。 歸 朝の 後 大學叻 に 任せられ、 文章 博士と なり、 晩年に は從 三位に 敍 せられ、 屢侍讀 を拜命 

した。 凌雲. 文 華 秀麗 二 集の 撰者に 擧 げられ たこと は、 旣に 述べた 通，^ である。 是善は 其の 子で あり、 

滋野炎 主 道眞は 其の 孫で ある。 次に 滋野貞 主 は 大同の 初 文章 生の 課 試に 及第し、 蹦書 頭. 束 宮學士 など 

. に 任せられ、 後に 參議 を經 て宫內 卿と な b 、相 模守を 兼ねた。 文 華 秀麗. 經國ニ 集の 撰に 當 つた 外に、 

天 長 八 年に は 勅 を 奉じて、 諸學 者と 共に 古今の 文書 を 類聚して 『祕府 略』 一千 卷を 編纂した。 此の 書 は 

空前の 大著であって、 當 時の 漢學の 隆盛 を 語る 一大 記念物で あるが、 後世 散逸して 今 は 殘闕ニ 卷を存 

して 居る。 

右に 擧 げた 三人 は學 者に して 詩文に 長 じた 人々 であるが、 當 時の 代表的 詩人 は 他に ある。 先づ 雲上 

嵯峨 天皇 に は嗟峨 天皇と 皇女 有 智子內 親王 を擧げ るべ きで あるが、 臣下に は 僧 空 海と 小 野 篁が 最も 傑出して 居 
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る。 嗟峨 天皇 は列聖 中古 今 稀なる 歙才を 抱かせられ、 『凌雲 集』 以下の 勅撰集に 載せ 奉った 御製 は、 お 

多數の 九十 六 首に 達して 居る。 御製 集が あつたか も 知れない が、 後世 傅 はって ゐ ない。 勅撰 桀を 始め 

て 起された の は、 六 朝に 於け る 例に 傚 ひ 給うた もの かと 忍 はれる が、 天資 好 文の 帝で あるから、 必す 

しも さう と斷定 する 事 は 出来ない。 天皇 はまた 書に も 秀でさせられた のであって、 空 海 橘 逸勢と 共に 

三筆と 稱 せられた。 左に 『凌雲 集』 中の 聖作 一 首 を 揭げて 置く。 

春 日 遊 獵日暮 宿 „ 江頭亭 子- 

三春 出獵重 城外 四 望 江山 勢轉雄 逐， 鬼 蹄 承 n 落日 1 追， 禽 魔 翊拂 n 輕風, 征船慕 入 連， 天水 

,  明月 孤懸欲 レ曉空 下, 學 a 王 荒 二此事 1 爲レ 思， お 卜 遇 二 非 熊 - 

有 智子內 親 弘仁 時代に 閨秀 詩人が 現れた こと は旣に 述べ たので あるが、 中に も 「本朝 女中 無雙之 秀才  一 と 

王  ， ノー  言 

言 はれた の は 有 智子內 親王 年 である。 經史 にも 通じて 居られた が、 殊に 詩に 於て は 一流の 詩 

人に 伍して 遜色がなかった。 弘仁 十四 年の 春、 嵯峨 天皇が 賀茂 齋院の 花の 宴に 行幸せられ、 文人 をし 

て 春 H 山莊の 詩を賦 せしめ 給うた 時、 皇女 は 韻 を 探って 塘. 光. 行. 蒼 を 得、 左の 一首 を 作られた。 

寂 寂幽莊 水樹裏 仙 S 二 降 ー池塘 栖, 林 孤鳥識 >1 春澤- 隱, 澗寒 花見 二日 光- 泉 聲近報 初 雷 * 

山 色 高 晴暮雨 行 從, 此更知 恩顧 渥 ， 生涯 何 以答 三ら 蒼 1  • 

天皇 はこれ を 歎賞 せられて、 三 品の 位 を 授けられた。 時に 皇女 は 御 歳 僅かに 十七 歳であった。 

おまぜ 

左に 揭げる 一首 は、 『經國 集』 所載の ものである C 
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奉レ和 I- 巫 山 高 1 

山 高且峻 瞻望 幾岧！ 召 積窣臨 m 蒼海 1 飛 仗 落- 1 紫霄 1 ^雪 

朝晻. 瞹 宿 雨 夕飄諷 別 有- 曉猿 叫！ 寒聲 古木 條 

此の 最後の 二 句 は、 江村 北海が 『H 本 詩史』 に、 初 唐の 遣 響が 

あると 評した 佳句で ある。 

嵯峨 天皇に 劣らぬ 詩人 は、 佛敎界 の 偉人 弘法 大師 空 海 41 

^^である。 空 海 は 本姓 佐 伯 氏で、 讃岐の 多 度津の 人で ある G 

幼少の 頃から 學問を 好み、 十八 歳の 時大 學に學 び、 後 佛典を 

修め、 一一 十 歳で 制髮 した。 三十 i の 時傳敎 大師 最澄 雜計 

1 十 と共に 入唐して 三年 間 佛敎を 研究し、 傍 詩文と 書法 を學 

び、 歸 朝の 後 眞言 宗の弘 通に 全力 を 注いだ ので ある。 空 海 は 

唐に 在る 頃、 其の 國の 文士と 詩文 を 唱和して 歎稱 せられた の 

であって、 詩文に 關 する 著述と 詩文 集と が傳 はって 居る。 『三 

敎 指歸』 (三 卷). は 儒佛老 三教 を 論じた もので、 一 一十 四 歲の時 

の 著述で あるが、 其の 論旨と 縱 横の 才筆に は、 旣に 後年の 學 

識 文才が 十分に 示されて 居る。 詩文 を 集めた 『性^ 集』 (十 卷) 

一 S 三 


小 
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は、 正しく は 『遍 照發 揮性靈 集』 と 云 ひ、 高弟なる 高 雄の 眞濟が 編んだ ものである。 此の 外に 空 海の 名 

高い 著書に 『文 鏡祕府 論』 が ある。 詩文の 法 格 作法 を 論じた もので、 六 朝 及び 唐に 行 はれた 詩文の 論 を 

參 酌して あって、 六卷ょ b 成って ゐる。 此の 書 は 現存す る 東洋の 修辭學 の 最古の ものであって、 常 

時 我が 詩文 學の 上に 貢獻 する 所が 多かった ばかりでなく、 後の 歌學 にも 多大の 感化 を 及ぼした ので あ 

る。 なほ 『文筆 眼 心抄』 は 二れ を 要約した もので、 弘仁 十一 年に 成った ので ある。 空 海の 詩です ぐれて 

居る の は、 寧ろ 長篇 にある ので あるが、 今 は 世に よく 知られて 居る 七 言 絶句 一 一首 を 皋げて 置く。 

後 夜 聞-一 佛法僧 鳥 1 

閑 林獨坐 草堂 曉 三 寶之聲 聞， 二 聲1 一 鳥 有 レ聲人 有レ心 聲心 雲水 俱了了 

テフ ハフ  - 

^レ 唐觀 n 昶法 和尙 小. Ei 

看レ忭 看， 花木 國春 人 聲鳥哓 漢家新 見， 一 君 庭 際 小山 色 1 還識君 情不レ 染レ塵 

空 海より 少し 後れて 現れた 小 野 篁 聽 一^ は、 岑 守の 子であって、 空 海と 竝び稱 せられた 詩人で あ 

る。 篁 は 年少の 頃 弓馬 を とし、 文事 を 顧みなかった が、 嵯峨 帝が 嘗て これ を 歎じ 給うて、 「岑 守の 子 

にして なほ 一介の 弓馬の 士 となる か。 J と 仰せられ たので、 大いに 慚ぢ、 これよ b 學問 を勵ん だと 傳へ 

られて 居る。 二十 ー歲の 時文 章 生に 補せられ て 以来 累進し、 淳和 天皇の 天 長 十 年に は淸原 夏野 等と 共 

に 『令 義解』 を撰定 した。 次いで 仁 明 天皇の 承 和 三年に、 遣 唐 副使に 任せられて 出發 したが、 風浪の 難 

に 遭って 果 さす、 更に 承 和 五 年に 再び 發向 する 時、 大使 藤 原 常 嗣の專 横を愤 り、 病と 稱 して 赴かな か 


つた。 しかも 「西 道謠」 を 作って これ を 誹謗した 爲に、 蜣峨 上皇の 逆鱗に 觸れ て、 ^岐に 配流せられ 

た。 其の 途上で 作った 「謫 行吟」 七十 韻 は當時 推賞せられ たもので あるが、 今は傳 はって ゐ ない。 百 人 

一 首に よって 人口に 膾炙して ゐる 「わたの 原 八十 鳥 かけて」 の 一 首 は 流譎の 折の 作で ある。 篁 は 其の後 

數年 にして 召し 還され、 本位に 復 せしめられ たので あるが、 是は 上皇が 彼の 詩才 を 惜しみ 給うた 爲で 

あると 言 はれて 居る。 其の後 參譲 とな.^、 左 大辦に 任せられ、 位は從 三位^: まで 昇った つ 以上 述べた 

略歷 によっても 察せられる やうに、 篁 は 不羈 狷 介の 性であって、 人と 相^れ ざ ざ 所が あつたが、 一面 

に 叉 父母に 至孝であった 事が 傳 はって 居る。 文 學の才 に 於て は當時 群を拔 いて ゐ たので、 種々 の 逸事 

が傳 はって 居る。 篁の 集に は 『野 相 公 集』 五卷 林 I 雕 I があった が、 今は傳 はって ゐ ない。 其の 詩文 は 

『經國 集』 『扶桑 集』 『本朝 文粹』 『和漢 朗詠 集』 等に 散見し、 和歌 は 『古今 集』 『新 古今 集』 其の 他の 勅撰 

集に 見えて 居る。 『和漢 朗詠 集』 所收の 

紫 塵 嫩蕨人 拳, 手 碧玉 寒 蓆 錐脫， 囊 

は、 嵯峨 上皇の 大 井川 行幸に 陪從 した 時に、 勅に よって 奉った 詩で あるが、 其の後 傳 はった 『白 氏 文 

集』 の 「蕨 嫩人拳 一手、 蘆 寒 錐脫， 囊」 と-踏 合し、 しかも 白樂 天の 上に あるべき 作と 赏 せられた と傳 へら 

れて 居る。 左に 『經國 集』 中の 一首 を 揭げて 置く。 

奉 レ試賦 二 得 隴頭秋 月明 1 一 首 

反覆^ 干 性 邊城 未, 解, 具 戌 夫 朝^ 食 戎馬曉 寒 鳴 帶， 水 城門 冷 添, 風 角 韻淸 隴頭 一 孤月 
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萬 物影 云 生 色 満郤護 道 光 流 飲飛營 邊機候 n 侵寇 1 應：. 驚 此夜明 

篁 は 叉 書家であって 草隸を 得意と し、 王義之 • 王獻 之の 風が あつたと 云^。 有名な 道 風 は 弟 葛 鉉の子 

である Q 

三 貞 觀元慶 期の 詩文 

弘仁天 長に 次ぐ 貞觀. 元 慶の頃 は、 漢文 學が 稍衰 へて、 和歌. 和文が 之に 代って 渐く起 b 始めた 過渡期 

である。 此の頃 現れた 詩文の 大家 は、 大江音 人， 营原是 善. 島 田 忠臣. 橘 廣相. 都良香 等であって、 稍 後れ 

て 寛 平の 頃に は、 藤 原 佐 世. 菅原 道眞. 紀長谷 雄 全 善淸行 等が 輩出した。 此 等の 詩人の 中で 詩文の 集が 

傳は つて 居る の は、 島 田 忠臣の 『田 氏 家集』、 都 良 香の 『都 氏 文集』、 及び 菅原 道眞の 『营家 文 草』 が ある 

だけで ある。 大江营 原の 二 氏 は 菅江ニ 家と 稱 せられて、 代々 詩文 を 以て 世に 知られた。 殊に 大江音 人 

は 江 相 公と 稱 せられて 名高い 詩人であった が、 其の 詩集 は傳 はって ゐ ない。 而 して 此の 時代 を 

代表す る 詩の 大家 は、 都 良 香と 营原 道眞 である。 都 良 香 は 桑原 氏で あつたの を 改めて 都 氏と 

稱 した。 貞繼の 子で、 伯父 は 文章 博士 腹 赤で ある。 良 香 は 父 及び 伯父の 學伺を 承け、 詩文の 名聲が 一 

時に 轟いた が、 年 四十 六 0 一一 代實 錄に據 る) で 歿した。 「氣霽 風 梳>| 新柳髮 へ 氷 消 波 洗-一 舊苔 鬚-。」 及び 「三 

千 世界 眼界 盡、 十二 因 緣心裏 空。」 は、 共に 『和漢 朗詠 集』 に收 めら れて 人口に 膾炙して 居る が、 其の 次 

句 は 共に 鬼 祌が繼 いだと いふ 傳說 が傳 はって ゐ るの は、 文名の 高かった 證據 である。 良 香 は 詩の 大家 


であった が、 殊に 文章に 長 じて ゐた。 詩 は 『和漢 朗詠 傻』 『新撰 朗詠 集』 『扶桑 集』 などに 散見す るの み 

であるが、 文集に は 『都 氏 文集』 が ある。 もと 六卷 あつたの であるが、 散逸して 今 は卷三 .四. 五の 三卷 

を存 する だけで ある。  - 

菅 原道眞 茕 原道眞 觀 は淸 公の 孫、 是 善の 子で、 三代 相嗣 いで 經史竝 に 詩文に 長 じて 文名が 高かった。 

道眞は 幼少の 頃から 學才が あ，^、 叉 詩の 天才であって、 十 一 歲の時 月夜 観梅の 詩 「月 輝 如- -淸雪 1、 梅花 

似， 一照 星,、 可 k 憐金 鏡轉、 星 上玉 房 馨。」 を 作って、 其の 師島田 忠臣 をして 成 歎せ しめた。 三十 三 歳の 時文 

章 博士と なって 以來、 一世に ^傳 せられ、 殊に 宇多 天皇の 寵遇を 蒙って 重く 任用せられ、 醍醐 天皇の 

御世に 右大臣と なった が、 周圃の 嫉視 を 受け、 遂に 左大臣 藤 原 時 平等の 讒茇 によって 太宰權 帥に 贬さ 

れ、 晩年 は 憂悶の 日 を 送り 筑 紫で 歿した。 かくて 其の 晩年の 不遇に 對 する 同情 は、 學德 文藻に 對 する 

敬 仰の 念と 相俟って、 後世 文學の 神と 仰がれた ので ある。 著述に は 『類聚 國&』 の 如き 大部の ものが あ 

るが、 詩文 集に は 『营家 文 草』 十二 卷 及び 『菅家 後草』 ー卷が ある。 後草 は 左遷の 前後の 作詩 を 集めた も 

のであって、 悲痛の 情 切々 人の 肺腑 を 刺す ものが 多い。 復眞 は白樂 天に 私淑し、 叉 溫庭筠 の 詩 を 愛誦 

したので あって、 其の 詩 は 概ね 平明で、 技巧 を 弄ぶ ことなく、 至情が 流露して 居る。 道眞は 又 和歌に 

も 長 じて ゐた。 左に 道眞の 名高い 詩 を揭げ よう。 

九日 侍レ裳 同陚， 一菊 散 一 叢 企 1 應制 

不 H 是秋 江鍊ニ 白沙 1 黄金 化 出 菊 叢 花 微 R 把^ 篛中満 豈若 ー經遺 在レ家 
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自 詞 

離， 家 三 四月 落涙 百 千 行 萬 事 皆 如， 夢 時時 仰-一 彼 蒼- 

不レ 出レ門 

ー從 S 謫落在 n 柴荆- 萬 死 競 競 跼蹐情 都 府樓纔 看 二 瓦 色 1 觀音 寺只聽 ニ铙聲 1 中 懷好逐 二 孤 雪 I 去 

外物 ffl 逢 满月迎 此地雖 S 身 無 n 撿繋 1 何 爲寸歩 出 レ門行 

國史の 撰修 平安時代 初期の 詩文 隆盛 期に は 紀傳道 も 盛であって、 國史の 撰修が 次々 に 行 はれ、 又 『史 記』 や 『H 

本紀』 の講 筵が 屢 開かれた。 今延曆 から 延 喜に 至る までに 成った 史書の、 著しい もの を 纏めて 記して 

置く。 先づ官 撰の 國史に は、 『：《 本書 紀』 の 後 を 記述した 『續 日本 紀』 四十 卷が 延曆 十六 年に 成った。 

文武 天皇から 粗武 天皇の 延暦十 年に 至る、 九 代 九十 五 年の 間の 事 を 記した 漢文の 國史 で、 前後 數： 1 に 

亙って 編修せられ、 幾度 か 改修 補正 を經て 成った もので、 編輯」 與 つた 人 も 多數に 上って 居る。 『鑌 H 

本紀』 に續 いて 撰 進せられ たの は、 椬武 天皇の 延曆 十一 年から 淳和 天皇の 天 長 十 年に 至る まで、 闪 代 

四十 一 一年間の 事 を 記載した 『H 木 後紀』 四十 卷、 频贿 (承 和 七 年 成) 仁 明 天皇 御 一 代の 事 を 

記した 『續 H 本 後紀』 一 一十 卷、 (貞觀 十 一 年 撰) 文德 天皇 御 一 代の 事 を 書いた 『文德 實錄』 十卷、 (元 

慶 三年 成) 及び 淸和 天皇から 光孝 天皇に 至る、 三代 三十 年間の 記事 を收 めた 『三代 赏錄』 五十 卷、 (延 

喜 元年 撰 上) である。 これ 等に よって、 文武 天皇から 光孝 天皇に 至る までの、 漢文の 國史が 完備したの 


であって、 之に 『H 本書 紀』 を 加へ て 世に 六國 史と稱 して 居る。 

平安時代の 初期に 書かれた 上古史に は、 齋部廣 成の 『古語 拾遺』 ー卷が ある。 木 書は廣 成が、 中 臣&! 

の壓 迫の 下に 衰 へた 自家の 非運 を 慷慨して 撰 上した もので、 齋部 家の 古傳を 記した 一 種の 上告 書で あ 

る。 記紀に 記載 せられて ゐ ない 古 傳承を 見る 事が 出來 るので あって、 上古史 竝に 神道の 研究資料に 富 

んで 居る。 此の 外延 喜 二十 三年に、 朝廷の 命に よって 大神宮の 神官が、 御鎭 座の 由 來竝に 年中の 諸 儀 

など を 記した 『皇 大神宮 儀式 帳』 一 卷、 『止 由氣宫 儀式 帳』 一 卷が あり、 また 熱 田 神宮の 別 當尾張 連の 記 

した 『尾 張 國熱田 大神宮 緣起』 ー卷が ある。 最後の は貞觀 十六 年に、 別當尾 張 連 淸稻が 記した もの を、 

寬平ー 一年に 尾 張 守 藤 原 朝臣 村 相が 補修した ので ある。 寛 平 頃に 成った 浩瀚な 國史は 菅原道 眞が撰 上し 

た 『類聚 國史』 である。 宇多 天皇の 勅に よって、 六國史 中の 記事 を 類聚した もので、 もと 二百 卷と 目錄 

一 ー卷. 帝王 系 圖三卷 とあった ので あるが、 今 は殘闕 六十 一 卷を存 する のみで ある。 

四 天曆 時代の 詩文 

平安時代 初期の 漢文 學隆 盛期に 就いては、 W 上述べ た 通りで あるが、 其の後 國文學 が 勃興す るに つ 

れて、 漸く 衰運に 向った。 饼し天 暦の 頃に は、 村 上 天皇が みづ から 詩文に 長 じ 給 ひ、 屢好 文の 士を召 

して 詩賦を 唱和せ しめられ、 又天曆 三年に は 內裏詩 合 を 行 は しめられて、 盛に 詩文 を獎勵 せられた か 

ら、 漢文 學は 再び 興隆す るに 至った。 當時 漢學は 殆ど 营江ニ 家に 歸 して 固定し、 詩文 は 益 H 本 化し、 
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且つ 徒らに 美辭 麗句 を鬪 はす 風潮 を 生じた から、 其の 隆盛 は 到底 弘仁 時代に は 及ばなかった。 當時詩 

文の 大家に は、 大江 氏に 朝 綱. 維時が あち、 菅原 氏に 文 時が あって 對峙 して ゐた が、 此の 外に 文名の 高 

なほ， PAJ 

かった の は、 橘 直 幹. 源 英明. 源 順 及び 兼 明 親王 等で ある。 

大江朝 綱 大江朝 綱 は 音 人の 孫で、 玉 淵の 子で ある。 官位 は參議 正！： 位下に 昇り、 祖父の 音 人 を 江 相 

公， W いふのに 對 して、 後江 相 公と 呼ばれた。 博學で 詩文に 秀で、 嘗て 村 上 天皇の 勅 を 奉じて、 『新國 

史』 四十 卷 m«g^l、^ 麵天を 編修した が、 今は殘 闕を存 する のみで ある。 朝 綱の 詩文 集に 『後 

江 相 公 集』 ニ卷 があった が、 これ も 後世 散逸した。 『和漢 朗詠 集』 所載の 

前途 程遠 馳 - 思 於 雁 山 暮雪 1 後 會期遙 霑-纓 於鴻臚 之曉淚 1 

は、 渤 海の 使節の 歸鄕を 送った 詩 序 中の 秀句であって、 使節 をして 三 歎せ しめたので 世に 知られて 居 

る。 なほ 秀逸 一 首 を 皋げて 置く。 

王昭君 

翠黛 紅顔 錦繡粧 泣尋 ニ沙塞 1 出 二 家鄉, 邊風 吹斷秋 心緒 隴 水流 添 夜淚行 胡 角 ー聲霜 後 夢 

漢 せ：： 萬 里 月 前 腸 SP 君 若 贈 n 黃金賂 1 定是 終身 奉 1 一 帝王 1 

大江 維時 大江 維時 gsls も 亦 昔 人の 孫で、 千古の 子で あるから、 朝 綱の 從 兄弟で ある。 文章 博士と なり、 

PR リ T  A 

大學 頭. 東宮 學士を 兼ね、 天德 年中に は 參議に 任せられ、 更に 中納 言と なった ので、 世に 江納 言と 云つ 

た。 經史に 通じた が、 殊に 文章に 巧みで あり、 叉天德 三年の 詩 合に は 召されて 判者と なった。 近代詩 


人の 乍 を 撰した き觀 集』 二十 卷は 散逸し て傳 はらなかった が、 古今の 詩句 を 類別 的に 撰んだ 『千載お 

句』 ー卷ょ 現存して 居る。 維時 は 文章 家であって、 詩 は 寧ろ 得意でなかった。 

菅 原文 時 1 文 時 t^l は道眞 の 孫で、 大學頭 高視の 子で ある。 髙視の 弟 震 は 文 時の 叔父であって、 詞 

. 1 ； 藻 こ 秀でて^ が、 I は 更に 長 じて ゐた。 秦？ となり、 晩年に 從 三位に 敍 せられた ので、 S 一 

品と 呼 ぶれた。 詩文に 於て は 朝 綱と 共に 1 と稱 せられた ので、 此の 二人 を對 比した 逸話が 多く 傳は 

つて 居る。 嘗て 村 上 天皇が 兩人を 召して、 『白 氏 文集』 中 第一の 詩 を選 ばし めら れた 時、 共に 期せす し 

51 學士 |南ー詩」墓 上した ので、 帝 は 大いに 歎稱 せられた と 5 れて 居る。 量 孫 源保 ま 

，文人が 相會 して、 名花 I 軒， の 題で 詩を賦 した 時、 文 時 は 詩 中に 「此 き是人|。  15 

片 霞。」 とい ふ 句 を 詠 じたが、 朝 綱の 詩 中に も 「此花 非- 是入間種-。 瑰樹枝 頭 第二 花。」 の 句が あった。 ^ 

のきよ 一字の 相 t もな く？ し、 下句 は 共に 梁 園の 故事に よった ものであった ので、 一座の 人 r 

g され た^綱 は 後に 人に 5 て 「後 Is と 文 時と は菅江 si と f-il" う。 」と言 

つ ことい 拿で ま。 『和漢 sl』ss 部-」 載って き 花 光水 上 浮 序の 二 首 は、 名高い 秀句で ある 

が、 これ は 望ま 『和漢 朗詠 集』 0 の條に 引く つもりで あるから、 左に 文 時の 作 中で、 最も 人口 

に 膾炙す る 詩 一 首 を 擧げて 置く。 

山中 有 1 一仙 室 - 

丹 I 成 仙 I 山中 景色 月 f 石 牀留レ 洞 嵐空 掃 讓抛レ 林 鳥獨啼 桃李 不レ言 春議 

1 四 一 
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煙齄無 i 跡 昔 誰 棲 王 喬ー去 雪長斷 早晩 笙聲歸 = 故溪 1 

橘 在 列  营江ニ 家に 次いで 文人 を 出した の は 橘 氏であって、 延 喜の 頃に は 在 列が あり、 天曆 頃に は 直 幹が あ 

つて、 共に 名聲が 高かった。 在 列 II は 大和 守 祕樹の 第三 子で、 詩文に 長 じて ゐ たが、 後に 佛 門に 入 

橘 直 幹 つて 尊敬と 稱 した。 其の 敎を 受けた 源 順が 編んだ 『尊敬 集』 は今傳 はって ゐ ない。 次に 直 幹 II： は 長 門 

守 長 盛の 子で、 橘 公 統に學 び、 文章 博士と な b、 冷泉 天皇の 侍讀 となった。 集に 『橘 直 幹粲』 一 卷がぁ 

つたが 後世 散逸した。  . 

簞 瓢鷹筌 草 滋-顏 淵 之 巷 1 藜 蕾 深 鎖 雨濕ご 原憲之 樞- 

は 天德の 初めに 奉った 「請 ョ兼， 一任 民 部大輔 ー狀」 の 中の 句であって、 村 上 天皇の 歎賞 を 蒙った ので 世に 知 

られ てお る。 

兼明| 當時 皇族の 中で 最も 文 藝に長 じて 居られた の は、 醍醐 天皇の 皇子 兼 明 親王 If せ I である。 中務卿 

であった ので 世に 前 中 書 王と いった。 (前 中 書 王 は、 村 上 天皇. の 皇子の 具 平 親王 を、 後 中 書 王と いふの 

に對 してで ある。) 左大臣に 任せられ たが、 後に 中務 卿に 左遷せられ たの は、 籐原兼 通が 權勢 を恣 にし 

て、 從兄 賴忠を 左大臣に， する 爲 であった。 常時 兼 通の 專 横に 對 する 悲憤の あま， ^作.^ 給うた、 范裘陚 

は 世に iE- 傅せられ て 居る。 『和漢 朗詠 集』 中の 

扶桑 影 乎 浮^; 掩 而忽旮 叢 蘭 豈不, 芳乎 秋風 吹 而先敗 

は陚 中の 名句で ある。 親王 は傅學 多才で、 詩文に 秀で、 叉 書に 於て は 道 風と 竝び稱 せられた。 親王 は 


時に 詩餘も 試みられた のであって、 『本朝 文粹』 卷ー に 惊龜山 二 首 を收錄 して 居る。 ネ多 天皇の 皇孫で 

源 英明 齊世 親王の 御子の 源 英明 S 一一 一  も 亦 漢學に 長 じ、 文 學の才 があった。 其の 母 は 道眞の 女で あるから、 

文 時の 從 兄弟で ある。 詩文と 和歌 を 兼ねた 人で、. 從四 位に 敍 せられ、 藏 人頭 兼^ 近 衞中將 であった。 

家集に 『源氏 小 草』 五卷 があった が、 今傳 はって ゐ ない。 源 順も當 時の 詩人で あるが、 寧ム 歌人と して 

名 を 知られた 人で あるから、 次の 章に 述べる 事に する。 以上 擧 げた 天 暦 前後に 於け る 詩人 文章 家の 作 

は、 『扶桑 集』 『本朝 麗藻』 『本朝 文粹』 『朝野 群 載』 『和漢 朗詠 集』 などに 多く 載って 居る。 

. 第三 章 和歌の 興隆 . 

,  一 古今 集 以前 

弘仁期 e 和 梪武 天皇から 仁 明 天皇まで 五代 七十 餘 年間 は、 漢詩 漢文の 隆盛 期であって、 宮廷 や 貴紳の 遊 宴に 於 

て は、 專ら 詩賦を 唱和した 時代であって、 和歌 を 詠む 事 は 極めて 稀であった。 此の 時代に 和歌 は 中： と 

して 民間に 行 はれて ゐ たと 思 はれる のであって、 偶す ぐれた 作 は 人々 の 記憶に 殘 つて 『古今 集』 『後 撰 

集』 などに、 讀 人知ら すの 歌と して 載せられて 居な。 尤も 當時 宮廷 を 始め 貴族の 問に、 全く 和歌 を 詠 

む 場 《口がなかった ので はない。 何と なれば 『nl 本 後紀』 『類聚 國史』 『H 本紀 略』 などに は、 遊獵肆 宴な 

どで 詠まれた 椬武. 平 城. 嗟峨三 帝の 御製 を 始め、 皇族 重臣な どの 作歌が 散見して 居り、 また 『古今 集』 
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『後 撰 集』 などに も、 當 時の 歌人の 作歌が 所々 に 載って 居る。 卽も 『古今 集』 に は、 嗟峨 天皇の 皇子で K 

籍に 列せられ た 東三條 左大臣 氣常 薪 崎  一^ や、 藤 原關雄 gls や、 小 野 篁 等の 作歌が 載って 居 6、 

また」， 後 撰 集』 に は嗟峨 天皇の 皇后 (橘 嘉智 子) や、 椬武 天皇の 皇子の 高津內 親王. 紀內 親王 などの 御 歌 

や、 藤 原 冬嗣の 作歌な どが 散見して 居る。 併し 弘仁 時代 は 和歌 衰頹 時代であって、 萬 葉 時代 末期 を 承 

けて、 旋頭歌 は 全く 廢れ、 長歌 も 殆ど 見るべき ものが なく、 只 萬 葉の 遺風 を傳 へた 短歌の みが 行 はれ 

たので ある。 

讀人 不知の さて 弘仁 前後の 和歌 を 代表す る もの は、 『古今 集』 中の 讀人 不知の 歌、 及び 卷 二十に 載って ゐる 大歌 

所 御 歌. 神 遊 歌 .艰 歌で あるが、 『後 撰 集』 の讀人 不知の 歌の 中に も、 此の 時代の 作と 見做される ものが 

少 くない。 此 等の 讀人 不知の 歌の 中には、 わざと 作者の 名 を 記さなかった の も あるで あらう が、 多く 

は 題 も 作者 名 も 未詳の 古歌で ある。 それ 等 を 見る と、 格調 用語 內容 などに 於て、 萬 葉 時代の 遣 風を存 

する ものが 極めて 多い。 卽も 格調に ついて 言へば、 殆ど 句切の ない もの (例  一) 二 句切の もの (例亍 一 I 一) 

1： 句切の もの (例 四 *五) 一 一句 目と 四 句 目と に 切目の ある もの (例 六) などが 多い のであって、 此等は 可 れ 

も 萬 葉風の 名殘 である。 例 へ ば 

ハ 一 ) みづ ぐき の 岡の やかたに 妹と あれと 寢 ての 朝け の 霜の ふり はも (大歌 所 御 欲) 

(一 一) 山吹 は あやなな 唉 きそ。 花見む と植 ゑけ む 君が こよ ひ來 なくに 

(三) いと はや，^ 鳴きぬ る 雁 か。 白露 S 色 どる 木々 ももみ ぢ あへ なくに 


(四) 萩が 花 散 るら む 小 野の 露霜に ぬれて を 行かむ。 さ 夜 はふく とも 

(五) 近 江より 朝立ち くれば うねの 野に 鹬ぞ 鳴くなる。 あけぬ この 夜 は (大歌 所 御 欲) 

(六) 月夜に は 來ぬ人 待た る。 かき 曇り 雨 も ふらな む。 わびつつ も寢む 

此等は 用語 は 固より、 內容も 概ね 素朴で あ， o、 舉 純であって、 寧ろ 萬 葉風に 近い ものである。 併し 『古 

今 集』 中の 讀人 不知の 歌風に は 俊美纖 細な 所が あり、 叉觀念 的に 詠む 傾向が あって、 明かに 萬 葉から 古 

今に 移る 過渡期に ある 事 を 示して 居る ものが 少 くない。 左に 擧げる 例の 如き は それで ある。 

春 日 野の 飛火の 野 守 出で て よい ま 幾日 ありて 若菜つ みて む 

待てと いふ に 散らで しと まろ 物なら ば 何 を © に 思 ひま さまし 

春雨の ふる は淚 かさくら 花 散る を 惜しまぬ 人し なければ 

わがせ こが 衣の すそ を 吹き返し うらめ. つらし き 秋の はつ 風 

春霞 かすみて いにし 雁が ね は 今. ぞ 鳴くなる 秋 霧のう へ に 

『古今 集』 撰 定の頃 は、 『萬 葉 集』 に關 する 知識が 不十分であって、 撰者 は 萬 葉に 入らぬ 歌 を 採る こと を 

標榜しながら、 之 を 取 入れて 居る。 明かに 『萬 葉 集』 中の 歌で ある もの は、 

さ.^ 中と 夜 はふけ ぬらし 雁が ねの 聞 ゆる 空に 月 わたる 見 ゆ (古今 秋 上 萬 葉 九) 

つき 草に 衣 は 摺らむ 朝露に ぬれての 後 はう つろ ひぬ とも (古今 秋 上 芪葉 七) 

以下 合計 十一 一首 許 b ある。 
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長^ 5 衰 弘仁 期の 和歌に 就いて 注意すべき 事 は、 長歌が 殆ど 衰頹 した 事で ある。 『萬 葉 集』 中の 長歌 は、 末期 

に 於て 五 七 調から 七五調に 移る 傾向 を 生じ、 形式 內容 ともに 平板 單 調に 流れた のであって、 長歌 衰亡 

の徵 は、 旣に家 持な どの 作歌に 明瞭に 現れで ゐ たので ある。 平安時代 初期の 長歌と して は、 『續 日本 後 

紀』 の嘉祥 一 一年 三月に、 仁 明 天皇の 四十の 寶算を 祝賀す る爲 に、 興 福 寺の 僧侶が 奉った ものが ある。 こ 

れを 見る と、 格調 はな ほ 五 七の 古 調で あるが、 意味の 上から 見れば、 七五調に なって ゐ るので あり、 

且つ 內容 形式 共に 散文的に なって ゐる。 其の後に 作られた 長歌が 益單 調に なり、 文 學的價 値の 乏しい 

ものと なった 事 は、 『古今 集』 に 載せて ゐる讀 人 不知の  一 *K、 及び 古今 集 時代の 長歌 四 首 を 見て 明かで 

ある。 平安時代の 長歌に は、 殆ど 反歌 を 添へ ない 事に なって ゐ るが、 これ も 長歌が 衰 へて 短歌が 獨立 

19 して 榮 えた 時代の、 一面 を 反映す る ものと 言へ るで あらう。 かくの 如く 長歌が 衰 へた^ 種々 ある 

であらう が、 元來 長歌 は 形式 は 堂々 として ゐて も、 詠まれる 內 容は單 純で あるから、 傑出した 歌人で 

ない 限り 自然 眾 調になる ので ある。 而 して 格調に 於で fsa^yss.F.^S, は、 長歌の 形態 を 

？  \n  — 圍 

破滅に 導く 重大な 原因と なった ので あるが、 更に 內容 に： ^.v^^s^li^ 傾向 を 生じ、 技巧に 

於 て、 Assslf^- -<^|§ を.， 助け ^ものが 多 1 く おられた の は、 何れも 長歌の 衰返を 招く 原 

因と なった ので ある。 其の 他 宴席の 唱和 や、 題 などが 盛に 行 はれた 結^と して よりも 短歌の 

方が、 遙 かに 卽興 的に 單 純な 感情 を 表出す るのに 適切であった 事 も、 主なる 原因で あらう。 

の 和 欲  弘仁 前後に 於け る 和歌 は 以上 述べた 通 b であるが、 次いで 桌觀 元慶の 頃になる と、 宮中 ゃ责紳 の 宴 


に、 詩賦 と共に 和歌 を 唱和す る やうに なり、 當 時の 詩人に は、 和歌 を 兼ねる 者が 多くな つたので ある 

が、 一 方に は專ら 歌人と して 名 を 知られた 人が 續々 現れた。 次いで 仁和寬 平の 頃になる と、 內 裏ゃ皇 

后宮で 屢 歌合が 行 はれ、 叉 歌人 をして 和歌 を 奉ら しめられる やうに なった から、 歌人 は 益 多くなら、 

遂に 和歌 は 全く 漢詩 を壓 倒して 行 はれ、 やがて 詩の 勅撰 粲に 代って、 勅撰 和歌 集が 撰ばれる 時代と な 

つたので ある。 今負觀 から 寬 平に 至る までの、 四 代 四十 年間の 歌壇に 就いて 述べよう。 

六歜仙  此の 時代に は 漢文 學は 主として 菅江ニ 家に 歸し、 詩文 は 著しく 和 臭を帶 び、 且つ 作風が 漸く 固定し 

て 生氣を 失った ので、 人心 は 自ら 詩文 を 去って 和歌に 赴いた ので ある。 當時 詩人 若しくは 漢學 者に し 

て、 和歌に 長 じた 人 も 多かった ので あるが、 屮 にも 名高 いのは 六 歌仙で ある。 六 歌仙 は 『古今 集』 の 序 

」、 「近き 世に 其の 名聞え たる 人 は」 とじて 列擧 せられた、 僧正 遍昭. 在 原 業 平. 文 星 康秀. 莴撰 法師. 小 野 

小町. 大伴黑 主の 六 人で ある。 此の 中で 傳 記の 明かな の は、 遍昭と 業 平であって、 其の 他の 歌人 は歿年 

も詳 かで ない。 又黑 主. 康秀の 作 は 極めて 少く、 しかも 其の 作歌 は 概ね 文 學的惯 値の 低い もので あり、 

. 喜 撰の 如き は、 只 「わが 庵 は 都の たつみ」 の 一 首を傳 へて ゐる ばか b である。 從 つて 現存す る 歌から 見 

れば、 六 歌仙の 中で 眞に 勝れた 歌人 は、 業 平 • 小町. 遍昭の 三人であって、 他 は 論す るに 足らない。 

せ 原 梁 平 在 原 業 平 は當時 一流の 歌人であって、 平安時代の 和歌の 先達で ある。 業-牛 は 平 城 天皇の 皇子 阿保 親 

王の 第五 子で あるが、 在 原の 姓 を 賜 はって 臣籍に 列せられ た。 藏人 • 右 馬頭 を經 て、 元. M 元年に 右近 衞 

權中將 となり、 從 TO: 位 上に 敍 せられ、 同年 藏 人頭に 任せられて、 元慶 TO: 年に 五十六で 歿した。 世に 在 
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五 中將、 又は 在中 將と 呼んだ。 中 納言在 原 行 平 は 其の 兄であって、 すぐれた 歌人であった。 業 平 は 多 

感 多情の 人であった 上に、 其の 身 は 生涯 不遇であった から、 悶々 の 情 を 和歌に 洩らした ので ある。 從 

つて 其の 歌 は 殆ど 抒情であって、 率直に 感情 を敍 ベ、 措 辭の末 を 顧みなかった。 『古今 集』 の 序 中に、 

「其の 心 あまりて 言葉 足らす、 しぼめる 花の 色なくて に ほひ 殘れ るが 如し。」 と 評した の は、 情緒 は璺 

富で あるが、 表現に 不十分な 所が あるから、 動もすれば 率直に 聞え る。 併しな ほ何處 となく 餘 情が あ 

ると いふので あって、 極めて 適評で ある。 左に 『古今 集』 の 中から すぐれた 歌 を 擧げて 見よう C 

世の中に たえて 櫻の なかり せば 春の 心 はの どけから まし 

寢 ぬる 夜の 夢 を はかなみ まどろめば いや はかなに もな り まさろ かな 

月 や あらぬ 春 や 昔の 春なら ぬ 我が身 ひとつ はもとの 身に して 

つ ひに 行く 道と はかね て 聞きし かど 昨日け ふと は 思 は ざり し を 

飽かな くに まだき も 月の 隱る るか 山の端に けて 入れす も あらな む 

忘れて は 夢 か とぞ思 ふお も ひき や 雪 ふ み 分けて 君 を 見む と は 

此の 中で 最後の 一 一首 は、 業-牛と 姻戚 關係 にある 惟喬 親王に 對 して 詠んだ 作歌で あると 傳 へ られて 居る 

ものである。 惟喬 親王 は文德 天皇の 第一 皇子で あ， o ながら、 藤 原 良 房の 權 勢が 盛であった 爲に、 其の 

女の 腹に 生まれ 給うた 第二 皇子 惟仁 親王に 超えられて、 帝位に 卽く望 を 失 ひ、 若く して 佛 門に 入った 

人であって、 業 平と は 境遇が 相似て ゐ たので、 特に 親交が あつたの である。 業 平の 和歌 を 集めた 『業 


平 集』 一 卷が、 『一一 一 十六 人 集』 及び 『群 書類 從』 に收 めら れて 居る が、 これ は 後の 人が 『古今 集』 を 始め、 世 

世の 勅撰 柒 から 抄錄し たもので、 中には 他人の 作歌 を 混入して ゐる事 は、 旣に契 沖が 『河 社』 に 論じて 

居る 通， o である。 なほ 業^と 勢 物語』 との 關 係に 就いては、 更に 後に 述べる つも b である。 

小 野 小町 業 平と 好 一 對の 歌人 は 小 野 小町で ある。 出 羽の 郡 司の 女で あると いひ、. また 篁の 孫、 卽ち良 眞の女 

であると も俾 へられて 居る が詳 かで ない。 小町の 生涯 は、 業 平と 同じ やうに、 甚 しく 傳說化 せられて 

居る のであって、 事 實と認 むべき もの は 殆ど 無い やうで ある。 小町の 歌風に は、 業-牛に 似て 情熱が あ 

るが、 異なる 所 は 稍 技巧的であって、 語句 も 洗煉 せられて 居り、 殊に 女性ら しい 弱々 しさが ある。 『古 

今 集』 の 序に 小町 を 評して、 「小 野 小町 は あはれ なるやう にて 強から す。 いはば よき 女の、 惱 める とこ 

ろ あるに 似たり。」 と 言った の は、 彼の 歌風が 一 體に 婉柔纖 弱で あるの を 指した ので ある。 傳 はって 居 

る 作歌の 殆どす ベ てが 戀 愛の 作であって、 はかない 夢 を 多く 歌って 居る。 

思 ひっつ ぬれば や 人の 見え つらむ 夢と 知りせば 覺 めざら まし を (古今) 

うたた 寢に戀 しき 人 を 見て しょ b 夢て ふ もの は賴 みそめて き (同) 

色 見えで う つ ろ ふ もの は 世の中の 人の 心の 花に ぞ ありけ る  (同) 

ゆなら ば また 見る よ ひも あ， o なまし なに なかなかの 現な， o けむ (續 古今) 

此等 によって 小町の 歌風^ 窺 ふ 事が 出来る が、 なほ 次に 技巧の 纖 細な 作 を 抝げて 置く。 

花の 色 はう つ b にけ b ない たづら に 我が身 世に ふるなが めせし まに (古今) 
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みるめな きわが 身 を 浦と 知らねば やかれな であ まの 足た ゆく 來る (古今) 

小町， にも 『小町 集』 とい ふの があって、 『三十 六 人 集』 に收 めら れ、 叉 『群 書類 從』 にも 收錄 せられて 居る 

が、 是も 後人が 輯め たもので、 他人の 作が 雜 つて 居る。 小町の 歌と して 最も 信すべき は、 勅撰集 中の 

もので あらう。 

僧正 遍昭 1に脾 は 俗名 を 良 峰宗貞 とい ひ、 漢文. 學で名 を 知られた 良 峰 安世 (椬武 天皇の 皇子) の 子 

である C 仁 明 天皇の 寵遇を 受けて、 從 五位 藏 人頭 左 近 衞少將 にまで 昇った が、 嘉祥 三年に 天皇の 崩御 

に 遭 ひ、 年 三十 五で 出家した。 後に 山 科の 花 山に 元 慶寺を 創建し、 其の 座主と なった ので、 世に 花 山 

僧正と 云った。 其の 歌 は 業 平と 正反對 で、 洒落な 風が あって 輕妙 である。 一 體に卽 興の 作が 多く、 巧 

みに 擬人法 を 用 ひ、 奇警な 著 想 を 詠んで ゐ る。 古今の 序に 「歌の さま は 得 たれ ども まこと 少し。 譬へ 

ば繪 にかけ る 女 を 見で、 い たづら に 心 を 動かす が 如し。.」 と あるの は、 彼の 特徴 を 巧みに 評した 言で あ 

る。 卽ち表 一！ ー曰 は 巧みで あるが 眞實 味が 乏しく、 從 つて 其の 歌風に は、 畫 中の 美人に 對 して 感動す る や 

うに、 一種の 浪曼 的な 傾向が あると 一一 一 曰 ふので ある。  - 

山風に 櫻 ふき まき 亂れ なむ 花の まぎれに 君と まるべく  (古今) • 

よそに 見て 歸らむ 人に 藤の 花 は ひまつ はれよ 枝 は 折る とも (同) 

連 葉のに ごり にしまぬ 心 もて 何 か は 露 を 玉と あざむく  (同) 

此等 は卽興 的の 作であって、 所謂 まこと 少き 作で あるが、 次の 如き はす ぐれて 居る。 


皆 人 は 花の ころもに なりぬな b 苔の たもと よ 乾き だに せよ (古今) 

折り つれば たぶ さに けがる 立てながら 三世の 佛に 花た てまつ る (後 撰) 

遍昭 にも 『遍昭 集』 があって、 『三十 六 人 集』 や 『群 書類 從』 に收 めら れて 居る が、 これ も 後人の 手に 成つ 

たもので、 他人の 歌 ゃ讀人 不知の 作な どの 混入が ある。 

むね はり 

六 歌仙の 時代から 延 喜の 初 頃に かけての 名 ある 歌人に、 源融. 在 原 棟梁. 在 原 溢 春. 藤原敏 行. 菅原 道眞. 

大江 千里 等が ある。 源融 g^l は六條 河原に 河原 院を營 み、 鹽 竈の 景色 を摸寫 して 風流 を盡 したの 

で、 河原 左大臣と 呼ばれた。 在 原 棟梁 g 元と 滋春 g は 業 平の 子で ある。 藤 原 敏行きぉ||^ 說は空 

海と 共に 書道の 名手と いはれ た 人で、 家集に は 『敏行 朝臣 集』 ー卷が ある。 此 等の 人々 の 中で、 初めの 

四 人の 作歌で 後世 傳は つたの は 極めて 少數 であるが、 道眞と 千里の は 稍 多く 傳は， o、 且つ 注意すべき 

. 歌集が ある。 

菅 原道眞  营原 道眞の 作歌 は、 世々 の 勅撰集に 三十 五 首 取られ、 又 『大 鏡』 に 八 首 載って 居る。 道眞は 固よ， o 

詩人で あるから、 和歌 は 詩に 及ばない けれども、 平明で 端的に 感情 を 表出して 居る。 道眞の 撰と いは 

れる ものに、 『新撰 萬 一 1VSS 家， 萬 葉 is.^ る。 一 ー卷ょ b 成 b、 卷每に 序が ある。 上 卷の序 

の 終に は 「于時 寛 平 五 載 秋 九月 廿五 H 。偷 盡， 一前 世 之 美 一而、 解，, 後世 之 願, 云爾。」 と 記し、 下卷の 末尾に は 

「歲 次延喜 十三 年 八月 廿ー： n 謹 進」 と ある。 此等 によれば、 上卷は 道眞が 撰した もの かも 知れない が、 

( 一 說に道 眞の父 是 善の 撰 かと 言 ふ。) 下卷 は道眞 歿後に 成立した ものである。 兩卷 とも 『萬 葉 集』 の體 
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裁に 傚って、 和歌 を 萬 葉 假名で 書き、 一首 每に 同じ 意味 を 詠 じた 七 言 絡 句 を竝べ 記して 居る。 試みに 

上 卷の卷 頭の 一 例 を 示せば、 

i づの おもに あおお， り A だろ はろ さめ や やまの A どり 一 な ベ て そむら む 

水 之 上 丹 文 緻素春 之 雨 哉 山 之 綠緖那 倍 手染濫 

春 來天氣 有- 1 何 力 1 細雨 濛濛 水面 穀 忽望 遲遲暧 日中 山河 物色 染 n 深綠 1 

所載の 歌の 中には、 道眞の 作歌 かと 思 はれる もの も あるが、 「寛 平 御 時 后宮 歌合」 の 作が 多く 取って あ 

,0、 叉 「是貞 親王 家 歌合」 「朱 雀院 女郎花」 などの 歌 や、 『古今 集』 其の 他の 歌集 中の 歌な どが ある。 詩 は 

主として 道眞の 作で ある やうで あるが、 下 卷の詩 は 韻も蹈 ます、 平仄 も 合って ゐな いので 疑問と され 

て 居る。 木居宣 長の 『玉 勝 間』 にも、 下 卷の詩 は 到底 道眞の 作と は 思 はれない と 言って 居る。 かくて 此 

の 集 はたと へ 最初 道眞が 撰んだ ものである としても、 下卷の 如き は 明かに 後の 人の 手に 成った ので あ 

つて、 今後の 研究に 俟っ 所が 多い。 なほ 此の 集 は 文學的 作品と しての 價値は 別と して、 和歌と 漢詩と 

を竝 ベて ゐる點 に、 時代の 好 尙が窺 はれる のであって、 次に 述べる 千里の 『句 題 和歌』 と共に 注意す ベ 

き 集で ある。 

大江 千里 || は 漢學の 大家 音 人の子で、 詩文と 和歌 を 兼ねた 人であって、 其の 作歌 を 見るべき もの 

に 『句 題 和歌』 き赠§ ー卷が ある。 是は寛 平 六 年に 宇多 天皇の 勅 を 奉じて、 詩句 を 題に して 詠んだ もの 

,か ち斗 

で、 序に 「今 臣纔搜 一一 古句 一 構-成 新謌 f 别亦加 一一 自詠 十首ハ 惣百 二十 首」 と あるが、 現存の 本に は 重複 や 追 

加が あって、 百 二十 五 首を收 めて 居る。 其の 句 は 主として 『白 氏 文集』 の 中から 採って 居る。 左に 二三 


の 例 を擧げ よう。 

月 照 一 I 平 砂 1 夏 夜 霜  • 

月影に なべて まさごの 照り ぬれば 夏の 夜 ふかき 霜 かと ぞ見る 

秋 來只識 n 此身 哀- 

お ほかた の 秋く るから に 我が身 こそ 悲しき 物と 思 ひしみ ぬれ 

不 レ明不 レ喑朧 朧月  j 

照り もせす 曇り も はてぬ 春の 夜の 朧 s: 夜ぞ めでた かりけ る 

詩文の 句 を 題に して 詠す も 事 は、 是 より 後に も屢行 はれた。 延 喜の 頃 或る 年の 三月 三 H に、 紀師 近の 

家で 行った 曲水 宴に、 貫 之 を 始め 『古今 集』 の 撰者、 其の 他の 人々 八 人が、 「花 浮- 1 春 水-」 「燈撰 永 際-明」 

「月 入， 1 花灘 I 暗」 の 三 題に 就いて、 各 一 首 づっを 詠んだ 『一一 一月 三日 紀師近 曲水 宴 和歌』 一 卷 || 鶴の 如き 

も、 句 題 和歌の 一 種であって、 千里 も 其の 席に 加 はって 居る。 

藤 原輔相 右に 擧 げた 人々 の 外に、 延喜 以前の 歌人で 諧謔の 歌 を 詠んで 異彩 を 放った の は、 藤 原輔相 || であ 

る。 輔相 は冬嗣 s 孫、 越 前 權守弘 經の六 男であった ので、 號を藤 六と いった。 宫內 省圖書 寮所藏 本の 

『藤 六 集』 ( 一 名輔相 集) 一 卷には 三十 九 首の 作歌 を收 め、 また 『拾遺 和歌 集』 の 物 名の 部に は 三十 七 首 を 

載せて 居る。 ま u^ss か、 此の 外に 輔 相の 作と して 傳 へて 居る もの、 または 家集に よ 

つて 彼の 作と すべ きもの を 擧げれ ば、 『古今 集』^ 『枕 草子』 『袋 草子』 『宇治 拾遺 物語』 『新 拾遺 和歌 集』 

和^? 興隆  一 五三 
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P などに、 各 一首 づ つ 見えて 居る。 『古今 集』 の は 「雁の くるみね の 朝霧 はれす のみ 思 ひっきせ ぬ 世の 

中のう さ」 であって、 題 不知 讀人 不知と なって 居る が、 家集に はくる み (胡桃) を 詠んだ 歌と して 收め 

られて 居る。 又 『枕 草子』 の は、 「村 上の 御 時 雪の いと 高う 降， 9 た b ける を」 の 段に ある 「わたつみのお 

きに こがる る 物見れば あまの 釣して か へ るな りけ， かしであって、 これ も 家集に は 「蛙のお きにいで て」 

と 題して 載せて ある。 輔 相の 歌 はすべ て 物 名 を 詠み 込んだ ものであるが、 殊に 動植物 名 や 地名 を 詠み 

入れた のが 多い。 

わぎもこが 身 をな けしより 猿澤の 池の つつみ やきみ は戀 しき (裹燒 ) 家集. 拾 逢 集 

あづまに て 養 はれた る 人の子 はした だみ てこ そ 物 はい ひけれ (小 赢) 家集 (拾遺 集、 讀人 不知.) 

. 昔より 阿 彌陀佛 のち かひに て 煮 ゆる もの をば すく ふと.； て 知る  宇治 拾 遣 物語 

此等 によって 彼の 歌風 を 知る 事が 出來 よう。 要するに 輔相は 機智 奇才に 富み、 專ら 滑稽な 歌 を 詠んだ 

人であって、 後の 狂歌の 源 を 作った ので ある。 

二 古今 集 時代 

延喜 以前に 於け る 和歌 は、 旣に 述べた やうに、 貞觀 元慶の 頃から 漸く 盛に なった ので あるが、 殊に 

寛 平の 頃に 內裏 歌合 や 后宮 歌合な どが 屢行 はれ、 又 朝廷に 於て は 四時に 歌人 を 召して、 和歌 を 奉らし 

めら れ たから、 和歌 は 忽ち 隆盛に 赴いた。 ^^11 次いで 延 喜の 御代に は、 醍醐 天皇 は 御 父 宇多 上皇と 


共に 和歌 を 好ませられて、 » 歌人 を 召して 歌合 を 催された のであって、 此の 御代に 弘仁 時代の 詩" 勅 

撰 集に 傚って、 和歌の 勅撰集 を 撰ば しめられ たの は 偶然で ない。 卽ち延 喜の 初め、 醍醐 天皇 は 勅撰 和 

古今 集 歌集の 計畫を 立てさせられて、 (當時 天皇 は 未だ 御 年 1 一十 歲 前後で あるから、 實際は 宇多 上皇の 思 召に 

おほし？ * ふちの ふ つね 

基づく ので あらう と 思 はれる。) 先づ當 時の 著名な 歌人の 紀友 則. 紀莨 之. 凡 河 內躬恒 i 生 忠岑の 四 人に 

詔して、 各 其の 家集と、 『萬 葉 集』 に 入って ゐ ない 古歌 を 撰 上せ しめられた C 初めに は 『績萬 葉 集』 と 名 

づけた ので あるが、 重ねて 勅が あって、 奉った 歌 を 部類して 二十 卷 とし、 『古今 和歌 集』 と 名 づけた の 

である。 g^t^f ，麦 覽の 年月に 就いては 明記され てゐ ない ので、 從來 種々 の說が ある "であるが、 

一 般には 序文に 延喜五 年 四月 十八 日と あるの を以 つて、 麦 覽のョ と 定め て 居る。 

組 綠  流布本の 『古今 集』 に は、 卷 頭に 紀貰 之の 假名の 序が あり、 卷 尾に は紀淑 望の 手に 成った と 言 はれる 

眞 名の 序が ある。 併し 嘉祿 本. 元 永 本 Islfl 鉢 U の 如き は眞 名の 序を闕 いて 居る。 此の 和漢 兩樣 

の 序の 關 係に 就いては、 一般に は、 初め 貰 之が 假名の 序 を 書き、 後に 淑望 がそれ を 漢文に 譯 したので 

あると 見られて 居る。 次に 部類 は 春. 夏 .秋， 冬. 賀. 離別. 覉 旅. 物 名 .戀. 哀傷. 雜歌 • 雜體. 大歌 所 御 歌と して 居 

る。 これ は 『萬 葉 集』 及び 弘仁 時代の 詩の 勅撰集の 部 立に 傚って、 更に 改良 を 加へ たのであって、 これ 

. より 以後 長く 和歌 撰 集の 模範と なった。 雜體の 部に は、 長歌. 旋頭 歌. 誹諧 歌を收 めて ゐ るので あるが、 

長歌 は 僅かに 五 首、 旋頭歌 も 四 首 あるば か b であるから、 『古今 集』 は 殆ど 短歌の 集で ある。 なほ 大歌 

所 御 歌 は、 宮廷の 舞 樂に用 ひられた 謠 物であって、 祌樂. 催 馬樂. 風俗 歌な どと 同じ 性質の 歌で、 形 は 

和歌 2 興隆  一 五 五 
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やはり 短歌で ある。 『萬 葉 集』 の詞書 はすべ て 漢文 を以 つて 記されて ゐ るが、 『古今 集』 の は 悉く 和文で 

記し、 而も 歌との 聯絡に は 待に 注意 を拂 つて 居る。 

『古今 集』 の 歌 數は傳 本に よって 出入が あるが、 大體に 於て 千百餘 首で ある。 假名の 序に 「萬 葉 集に 入 

らぬ 古き 歌、 みづ からの を も 奉らし め 給 ひて なむ。」 と あるが、 實 際に は 萬 葉の 歌 その 儘の もの、 また 

は 一部分 相違した 類歌が、 十數首 入って 居る の は、 撰者の 疎漏で ある。 叉 延喜五 年 以後に 作られた こ 

との 明かな 歌が 數^ あるの は、 撰 進の 後に 追加され たので あらう。 集中に 採られた 歌數の 最も 多い の 

は、 撰者 自らの 作であって、 たと へ 高位 高官の 人の 歌で あっても、 すぐれて ゐな いもの は 採らな かつ 

たと 共に、 賤民の 作 を も 憚る 所な く 取 入れて 居る。 これ は 撰者が 確固たる 抱 食と 自信と を 抱いて、 事 

に當 つた 事 を 示す ものである。 而 して 所 收の 和歌 は、 時代 竝に 歌風の 上から 見て、 明かに 新舊の 二種 

に 分つ 事. が出來 る。 其の 一 は讀人 不知 や 六 歌仙の 作歌に よって 代表 せられる 古い 歌で あり、 他の 一 は 

撰者 等に よって 代表 せられる 當 代の 歌で ある。 讀人 不知 や 六 歌仙の 時代の 歌風に 就いては、 旣に 述べ 

た 通， o であるから、 以下 主として 撰者の 時代の 歌風に 就いて 考察す る 事に する。 

古今 集 時代 撰者に よって 代表 せられる 古今 集 時代の 歌風 を、 萬 葉 時代と 比較して 見る と、 種々 の點に 於て 驚く 

^欺 風 

ほどの 相違 を 見出す ので ある。 先 づ歌體 に 就いて 言へば、 萬 葉の 異彩であった 長歌 は 全く 衰頹 して、 

僅かに 殘骸を 止めて 居る に 過ぎす、 旋頭歌 も 其の 形 は 崩れて、 殆ど 文 學的債 値の ない ものと なった の 

であって、 古今 時代 は 殆ど 短歌の みが 行 はれた ので ある。 短歌の 格調 を 見る と、 萬 葉 時代に 多かった 


思 


二 句切. 四 句切. 無 切 は 大いに 減じて、 三 句切が 多くなら、 從 つて 萬 葉 待 有の 雄勁 i 壯 重な 五 七 調 は、 流 

魔な 七五調に 移った のであって、 助詞. 助動詞の 巧妙な 使用に よって、 聲調は 益な だら かにな つた。 磬 

調の 美しく なだらかな 事 は、 『古今 集』 の 著しい 特長で ある。 次に 修辭を 見る と、 萬 葉 歌人が 頻繁に 用 

ひた 枕詞 • 序詞. 繰 返な どの 如き もの は 大いに 減じて、 掛詞ゃ 緣語を 用 ひて 內 容を璺 富に し、 又 譬喩. 擬 

人. 饕句 .對 照. 漸 層の 如き 修辭を 巧妙に 使って、 技巧の 妙 を 極めて 居る。 更に 表現に 於て は、 萬 葉 歌人 

. が 純眞な 感情 を 自然に 率直に 表出した のに 對 して、 古今 時代の 歌人 は、 感情 を 反省し、 或は 過去の 經 

驗を 想起して、 之 を 推量 又は 疑問 S 形で 發 表して 居る。 從 つて 古今の 歌風 は、 萬 葉の 直覺的 客観的で 

あつたのに 對 して、 主觀 的で あ b 理智 的で あり 叉 観念的で ある。 古今の 理智 的な 表現 は 流麗な 格調と 

相俟って、 優美に して 婉曲な 歌風 を 成した ので あるが、 其の 弊と して は、 技巧の 遊 戲に墮 して、 感興 

の 乏しい ものと なった ので ある。 

更に 內容を 見る に、 古今 集 時代の 和歌 は、 弘仁^ 後に 勃興した 漢文 學の 素養の 上に 成立した、 國民 

自覺 の所產 であるから、 題材 內容 表現 等に 於て、 漢文 學の 影響 を 受けた 所が 多い。 持に 著しい 點を擧 

げれ ば、 季節の 推移に 與昧を 持ち、 それに 伴な つて 起る 自然の 變 化に、 細心の 注意 を拂 ふやう になつ 

た 事と、 作風が 著しく 主觀 的と なって、 自然 を 歌 ふのに も、 必す 自己の 感想 感慨 を敍 ベる やうに なつ 

た 事と である。 自然と 人事の 融合の 境地 を 求める こと は、 旣に萬 葉の 赤 人 や 家 持 等に も 見える ので あ 

るが、 『古今 枭』 になる と、 それが 一般的 傾向と なり、 且つ 一層 發 達して 殆ど 完成の 域に 達して 居る。 か 

和歌の 興隆  一 五 七 
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くて 自然と 人事の 一 致に 美 を 認める 趣味 はすべ ての 歌人が 抱いた 所で あるから、 『古今 集』 全楚， は敍景 

の 分子 を 含んで ゐな いもの は 無い と 同時に、 キ-觀 的 傾向の 著しい 點 から昆 れば、 集 全體が 優美に して 

醇雅な 抒情詩と なった ので ある。 併し 『古今 集』 に 於て 發 達した、 此 等の 長所の 一面に はまた 缺陷が あ 

つた。 優雅 醇正 を 求めた 結果、 題材 竝に著 想が 自ら 固定して、 鶯の 初音に 立春 を 知り、 散， o 敷く 花に 

春の 去る を惜 み、 時鳥の ー聲に 明け 易き 短夜 を はかなみ、 野 分の 風に 秋の 来る を 驚き、 降り 積む 雪に 

頭の 白き を 歎す る やうに、 四季 G 風物と それに 對 する 感情と は、 略 ぼ 一定して 變 化に 乏しくなった。 

かくて 作者 は 自ら 技巧の 妙味 や、 表現 用語： ま辭の 新奇 を 弄する ことに 苦心して ゐ たのであって、 理智 

的に して 不自然な 作が 多くな つたの は當然 である。 要するに 『古今 集』 は、 奈良朝 末期の 歌風 を繼 ぎ、 

漢詩 文の 感化 を 受けて、 優美に して 高尙 な趣眛 を、 平明に して 流麗な 形で 歌 ふやう になった 所に、 其 

の 長所が あるので あって、 此の 歌風 はこれ よ，^ 後、 詩境の 故鄕 として 長く 慕 はれた ので あるが、 其の 

弊と して は、 纖弱 とな. り、 理智 的と な り、 技巧の 末 を 弄ぶ やうに なって、 後の 歌人に 惡ぃ 影響 をも與 

へたので ある。 

春 日 野の 若菜つ みに や 白妙の 袖 ふり はへ て 人の 行 くらむ  紀貫之 

櫻花唉 きに けらし な あしび きの 山の かひより 見 ゆる 白雪  同 

ひさかたの 光の どけき 春の 日に しづ 心なく 花の 散 るら む  紀 友刖 

花 散 れる 水の まに まに とめ くれば 山に は 春 もな くな りに けり  淸原深 養 (又 


古今 集の 古 

寫本 


秋來 ぬと 目に はさ やかに 見えね ども 風の 音に ぞ 驚かれぬ る  藤 原敏行 

風 吹けば 落つ る もみ ぢ葉 水淸み 散らぬ かけさ へ 底に 見えつつ  凡 河内 躬恒 

あさ ほらけ 有 明の 月と^ るまでに 吉 野の 里に ふれる 白雪  坂上是 刖 

此等は 長所 を發 揮した 作で あるが、 次に 擧げる 歌の 如き は、 其の 缺陷を 示す ものである。 

年の 内に 春は來 にけ り 一 年 を f  〕， ぞと やい はむ ことしと やい はむ  在 原 元方 

梓弓 春 立ちし より 年月の いるが 如く も 思 ほ ゆる かな  凡 河 內躬恒 

霜の たて 露の ぬき こそよ わからし 山の 錦の おれば かつ 散る  藤 原關雄 

別れて ふこと は 色に も あらな くに 心に しみて わびし かるらむ  紀 貫 之 

櫻 花 散 o ぬる 風の なごりに は 水な き 空に 浪ぞ 立ちけ る ，  同 

延喜當 時の 『古今 集』 は 夙に 燒け 失せた ので あつ て、 今日 廣く行 はれて 居る の は、 貞應 元年 十 一 月 二十四日の 奧 書の ある， 

藤 原定家 校定の 貞應 本で ある C 定家は 此の 外に、 嘉祿ニ 年 四月 九日の 奧 書の ある 嘉！ i 本 を 遣して 居る が、 貞應 本の やうに 

流布し なかった。 贞應本 は 整頓した 本で は あるが、 後人の 手が 加 はつ て 居る のであって、 原本の 面目 はよ ほど 失 はれて 居 

る。 一一 一井 男锊家 所蔵の 元 永 本 は 貞應 本より 古く、 元 永 三年 七お 廿 HI の奧 書が あって、 『古今 集』 の 撰 進 を 去る 二百 十七 年後 

(鳥 羽 天皇 朝) の もので あり、 而も 原本の 面 H を 最もよ く 保存す る も のと 云 はれて 居る。 元 永 本の 活字本に は 尾 上 博士 の 

『校註 古今 和歌 集』 が ある。  . 

以上 は 完本で あるが、 更に 古寫 本の 零 本 义は斷 簡も尠 くない。 其の 多く は 平安朝の 有名な 歌人、 又は 書家の 筆と 稱 せられ 
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て 居る。 著しい もの を 舉げれ ば、 貫 之 筆と 稱 せられる 高 野 切、 藤^ 佐理 筆と 傳 へられる 筋 切， 小 野道 風 筆と 言 はれる 本 阿 


彌切等 を； I? めと して、 源 俊锒. 藤 原 公任. 同行 成. 同^ 輔. 同 俊 成 等 ？ 手跡と 傳 へられる ものな どもあって、 其の 數は！ W めて 多 

いので ある C 此 等の 中で、 數も 多く 又 最も 尊重せられ て 居る の は 貫 之の 高 野 切であって、 現存す る もの は卷 了 二 丄于 五. 

八. 九. 十八. 十九 三十の 九卷に 亙リ、 中に も卷五 人. 二十の 三卷は 完備して 居る。 これ 等の 肇者 は- 貫 之と 稱 せられて 居る 

けれども、 信じ 難い こと は、 貫 之の 自筆の 『土 佐 日記』 を、 定 家が 寫本 するとき、 特に 其の 筆跡 を 臨 摸した もの. (二  一  二 頁 

圜版參 照) と 比較して 明白で ある。 さて 高 野 切に も 三種の 別が あつ て 、同一の 筆で ない こと は 定說 となつ て 居る が， 園 版 

に揭 げた 山 内 侯爵 家の 寫本 は、 卷ニ 七 の 完本であって、 尾 上 博士の 說 では、 行成の 系統に 屬 する 何人 かの 手に 成った もの 

で、 他の 二種の 高 野 切と 共に， 寬弘頃 か 又は 更に 下って 保延 前後の 筆で あり、 而も 位置 名望の あった、 能書 家の 手に 成つ 

たもので あると いふ ことで ある。 墨色の 濃淡 も 巧み であ リ、 镍 も優麗 9 中に 氣 力が 備 はリ、 文字の 連績の 上に も變 化の 妙 

があって， 平安朝 中期に 發 達した 草 假名 を 見るべき 好 資料の 一 である。 

fc 莨 之  次に 撰者に 就いて 簡單に 述べよう。 紀莨之 は 撰者の キ： 位に あり、 且つ 他に も文藝 上の 功 

赣 があって、 後世 和歌の 權 威と 仰がれた が、 其の 官位 は 低かった。 『古今 集』 の 序に 御 書 所の 預と ある 

が、 後に 加賀. 美 濃の 介 を 務め、 大監物 右京亮な どを經 て、 延長 八 年に 土 佐 守に 任せられ、 承 平 四 年に 

任が 果てて 歸京 する 時、 『土 佐 B 記』 を 書いた。 天慶 三年に 玄蕃 頭に 任せられ、 同 八 年に は 木工 權 頭と 

t 翌九 年に 歿した。 勅命 を 奉じて 『古今 集』 中の 精 撰 歌 その他 を 撰んで、 『新撰 和歌 集』 を 作った こ 

と は 後に 述べる。 家集に 『紀貫 之 集』 十卷 Hi が あるが、 恐らく 自撰 ではなく、 後人が 分類 編成した 

もので あら ラ o  • 

貫 之の 欲 風 貫 之の 作歌 は 『古今 集』 に 九十 八 首、 『後 撰 集』 に 七十 五 首、 『拾遺 集』 に 百 七 首、 『新 古今 集』 に 三十 二 
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首 入れられ、 これに 其の 他の 勅撰 枭に 取られて ゐる もの を 合計 すれば、 總數 四百 四十 餘 首の 

多數に 達して 居る。 此の 數字を 見ても 察せられる やうに、 贯之は 後世 人麻呂 と共に 歌聖と 仰がれた の 

であるが、 それ は 主として、 『古今 集』 の 歌風が 尊重 せられた 結果、 その 代表的 歌人と してで ある。 古 

今 集 時代の 歌人に は、 個性の 鮮明な 歌 を 詠んだ 人 は 殆どない のであって、 貫 之の 歌風 は 其の 時代 を最 

もよ く 代表して 居る ので ある。 彼 は 感情に 動かされて 歌 ふ 事 は 殆どな く、 主として 理智 によって 詠ん 

だので あるから、 其の 長所 は 自ら 表現 格調な どの 如き 形式 方面に 發 揮せられ たので ある。 卽も流 魔な 

聲 調と 巧緻な 技巧と は 其の 長所であって、 情熱 を缺 き、 動もすれば 理窟に 陷 つて、 感興に 乏し いのは 

其の 短所で ある。 貰 之が 語句 を 洗煉し、 技巧に 苦心した 歌人であった 事 は、 家集に 同工異曲の 作の 多 

いの を 見ても 推量 せられる。 例へば 

人 はい さ 心 も 知らす ふるさと は 花ぞ昔 の 香 にに ほひけ る (古今) 

と 類似した 作 を 家集 中に 求めれば、 左の 如き ものが ある。 

故鄉に 今日 來て 見れば あだなれ ど 花の こころ ぞ昔 なりけ る 

あだなれ ど 櫻の みこ そ 故鄕の 昔ながら の ものに はありけ る 

故 鄉に唉 ける ものから 櫻 花色 はすこし も 荒れす ぞ ありけ る 

左に 揭げ るの は、 貫 之の 作歌 中で 佳作と 認 むべ きもので ある。 

夏の 夜の ふす かとすれば 郭公 鳴く 一  聲 にんくる しののめ (古今) 


逢坂の 關の淸 水 にか ゆ 見えて 今 やひ くらむ 望月の ， ) ま (拾遺〕 

おも ひかね 妹が り 行けば 冬の 夜の 川風 さむみ 千鳥 鳴くな り (同) 

むすぶ 手の しづくに 濁る 山の 井の あかで も 人に 別れぬ るかな (同) 

文章 史上の 莨 之 はまた 和文の 發 達の 上に 大 なる 貢 獻を 遺して 居る。 彼の 記した 和文に は 「古今 集 序」 「大堰 川 行幸 

功績  和歌 序 - 『土 佐 日記』 等が ある。 『古今 集』 の 和歌の 詞書 は、 もとから 備 はって ゐ たもの も あるで あらう 

が、 貫 之の 筆に よって 統一 せられた 所が 多から うと 思 はれる U なほ 『古今 集』 の 序文に は、 彼の 和歌に 

對 する 本質 論 や 批評 を 聞く 事が 出來 るので あって、 後の 歌學 歌論の 端緒と なって 居る。 

凡 河 內躬恒 貫 之と 竝べ稱 せられた の は 凡 河 內躬恒 である。 『古今 集』 の 序に は 前 甲斐 少 目と あるが、 延喜匕 

年に 丹波權 大目と なり、 同 十 一 年に 和 泉 權掾に 任せられた。 官位 は 貫 之に 比して 一 層 低い 人で ある。 

其の 歌風 は 大體貰 之 等と 同じで あるが、 貰 之に 比して 技巧が 少く、 卽 興に 長 じ、 叉 客観的に 詠んだ 作 

力 バノく な レ 

わが 宿の 花 ^ が てらに 來る人 は 散りな む 後. ぞ戀 しかるべ き (一 古今) 

春 くれて 寂しき 宿 は つれづれと 庭し ろた へに 花ぞ 散りけ る (家集) 

住の 江の 松 を 秋 ft 吹く からに 聲 うち 添 ふる 沖つ しら 波  (古今) 

千島な く 濱の眞 砂 を ふみわけて 行く 旅人 は あはれ 誰ぞも (家集) 

此 等が 佳作で ある。 
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次に 紀友 則と 壬 生忠岑 は、 前の 二人よりも 更に 官位が 低く、 歌の 伎倆 も 劣って ゐる。 歿年も 確^で 

ない。 友 則 は 古今の 序に 大內 記と あるが、 其の後の 閱 歷は傳 はって ゐ ない。 其の 歌風に は 幾分 か 萬 葉 

の餘 韻を存 して 居る。 前に 擧 げた 「ひさかたの 光の どけき」 の 作の 外にす ぐれた 歌と して は、 

君なら で 誰に か 見せむ 梅の 花色 を も 香 を も 知る 人- ぞ 知る (古今) 

五月雨に もの 思 ひ をれば 郭公 夜 深く 鳴きて いづち 行 くらむ (同) 

夕され ば 佐 保の 川原の 川霧に 友 まどに せる 千鳥 なくなり (拾 遣) 

等 を 擧げる 事が 出来る。 忠岑は 藤原定 國の隨 身から 身 を 起し、 『古今 集』 撰 進の 時 は 左 衞門府 生で あつ 

たが、 後に 攝津權 大目に 任せられ、 六 位に 叙せられ た。 

有 明の つれな く 見えし わかれより 曉 ばかりう きもの はなし (古今) 

は 代表作であって、 これに 類した 情趣 を 得意に 詠んで ゐる。 

大 荒木の 森の 下草し けり あ ひて 深く も 夏の なりに ける かな (拾遺) 

久方の 月の 桂 も 秋 はな ほ もみ ぢ すれば や 照り まさるら む (古今) 

神な びの 三 室の 山 をけ ふ 見れば 下草 かけて 色 づきに けり (拾遺) 

風 吹けば みねに わかる る 白雪 のた えて つれな き 君が 心 か (古今) 

此 等が 佳作で ある。 

撰者と 略 ぼ 同時代の 歌人と して 名高 いのは、 淸原深 養父 .平貞 文. 素性 法師. 藤 原 兼 輔， 藤 原 興 風. 坂上是 


则、 及び 女流 歌人の 伊勢な どで ある。 此 等の 歌人 は 三十 六 歌仙 中に 數 へられ、 素性 法師 以下の 人々 に 

は、 それぞれ 家集が 傳 はって 居る。 此の 中で 淸原深 養父 S: は 淸少納 言の 曾祖父で あ り、 平貞文 |§ 元 

は 左 中 將平好 風の子で、 業 平の やうに 好色 風流の 名が 高く、 後世 貞文を 主人公と して、 多くの 女性と 

の 交涉を 記した 歌 物語の 『平 仲 物語』 の 如き 作品が 現れた。 USIITCf  。い また 素性 法師 I!: は 僧正 遍昭 

の 在俗の 頃の 子で あり、 藤 原兼輔 #き 一一 一は 堤中納 言と 呼ばれた 人で ある。 而 して 最後に 擧 げた 伊勢^ 

は、 延喜 頃の 女流 歌人と して 最も 名の 聞え た 人で ある。 伊勢 守 藤原繼 蔭の 女で、 初め 七條 后に 仕 

へ、 宇多 天皇の 寵遇を 蒙った。 家集の 『^勢 集』 ( ー卷) の 初めの 部分 は 歌 物語の 體裁 になって 居， o、 又 

集中に は 『萬 葉 集』 の 歌 や、 他人の 作が 混入して 居る。 恐らく 伊勢が 書き留めて 置いた 家集 を 基と して 

後の 人が 編んだ ので あらう。 

三 後 撰 集 時代 

梨 壸の五 人 『古今 集』 の撰定 があって 後 四十 七 年を經 て、 村 上 天皇の 天曆五 年に、 宮中の 梨壸 (昭 陽舍) に、 始め 

て 和歌 所 を 置かれ、 藤 原 伊 尹 を别當 とし、 大中臣 能宣. 淸原 元輔. 源 順. 紀 時文. 坂 上 望 城の 五 人 を 寄 人と 

し、 『萬 葉 集』 の訓 釋に從 事せ しめられる と共に、 『古今 集』 に 漏れた 歌と、 其の後の 作と を撰桀 せし 

めら れた。 此の 五 人 を 後世 梨 壸の五 人と 稱し たこと が 『袋 草子』 に 見えて 居る。 當 時は延 喜の 治世と 共 

に 竝び稱 せられた 時代であって、 天下 はいよ いよ 太平の 春を迎 へる と共に、 詩文 もまた 再び 隆盛と な 
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り， 和歌 は 益 盛に 行 はれた 時で ある。 和歌の 撰 集 を 命じ 給うた の は、 『古今 集』 に 傚って 第二の 勅撰 柒 

を 作らし めようと せられた ので あるが、 萬 葉の 訓詁に 從事 せしめられ たの は、 平安朝 初期 以來 旣に讀 

み 難くな つて ゐた 『萬 葉 集』 に、 親しみ を 感じた 爲 であって、 當 時の 文壇に 尙古的 風潮が 興った こと を 

示して 居る。 此の 時に 撰 進した の は 『後 撰 和歌 集』 であ， o、 萬 葉に 下した 訓點は 卽ち古 點と稱 する もの 

で、 萬 葉 研究の 處女 地を柘 いたので あるが、 其の 訓法は 只 これ 以後の 撰 集に 採られた 『萬 葉 集』 の 歌の 

訓に、 其の 一 斑 を 遺して 居る だけで ある。 

和歌 所の 五 人に よって 撰ばれた 『後 撰 集』 は、 『古今 集』 の 例に 傚って 二十 卷 より 成って 居り、 其の 名 

は 『古今 集』 に 次ぐ 勅撰集と いふ 意に よるので ある。 併し 其 G 體裁は 極めて 不備であって、 序を缺 き、 

選擇 にも 杜撰な 點が 多く、 又 選歌 も 概ね 優秀な ものと 認め難い。 『古今 集』 に 於て 詞黉 がす ぐれた 和文 

で 記され、 叉 作歌との 連絡に 不離の 妙が あつたのに 較べて、 此の 柒のは 文章が 拙く、 主客の 混 亂がぁ 

る。 かくの 如く 體 裁に 不備が あり、 選擇が 杜撰で ある 上に、 麦覽 のこと も 所見が ないから、 從來 種々 

の 批判 を 下して、 或は 撰者の 伎倆 を 疑 ひ、 或は 茇 覽を經 ない 未定稿の 儘で あると も ぼ はれて 居る。 序 

文を闕 くの は 適當な 文章 家がなかった 爲 であ， o、 選歌が 拙 いのは 『古今 集』 の 遺漏 を 拾った 爲 であると 

も考 へられる が、 撰者の 執った 態度に は 明 かに 非難 を受く ベ き點が ある。 

『古今 集』 の 撰者 は 新時代の 歌風 を 確立しょう とする 意 氣を以 つて 從 事した のであって、 集中に 收め 

た 古今の 歌 はすべ て嚴 選され たので あ b、 且つ 撰者 は强ぃ 自信 を 抱いて、 自己の 作品 を 何等 憚る 所な 


源 


く 多く 取 人れ たので ある。 然るに 『後 撰 集』 の 撰者 は、 自己の 歌 は 一 首 も 入れす して、 却って 延^ 頃の 

歌人の 作 を 最も 多く 採り、 當 時の もの は權門 貴紳の 作 を 此較的 多く 入れて 居る。 これ は 言 ふまで もな 

く 、 『古今 集』 を 典型と す る 保守的な 當時 の 歌壇 一 .般 の 風潮 によるの であるが、 それと 共 に 撰者 は 伎！ f 

を缺 き、 自ら 信す る カを缺 いて ゐ たこと を 示す ものである。 なほ 撰者が 歌の 價値 剁斷に 於ても 缺 くる 

所があった 事 は、 戀の部 六卷の 多くが 男女の 贈答 歌であって、 作品の 惯 値よりも、 寧ろ 事實の 興味に 

重き を 置いた 點を 見ても 明瞭で ある。 かくて 『後 撰 集』 の 成立した 頃 は、 早く も 保守 返 嬰の 風 を 生じ、 

『古今 集』 の 形骸 を 校 倣して、 淸 新の 氣を 失った ので ある。 

天曆 頃の 歌人で 最も 名高 いのは 源 順 である。 嵯峨 天皇の 皇子 大納言 定の 曾孫で、 父 は 左 馬 

允擧 である C 天 暦 七 年 四十 三歲の 時文 章 生に 補せられ、 後に 和^ 守と なり、 更に 能 登 守と なった が、 

官位 は滯 b 勝ちであって、 不遇の 中に 世 を 終った。 當 時の 學者は 大抵 和漢の 學を 兼ねて ゐ たが、 順 は 

其の 代表的 人物であって 詩文に 長 じて ゐた。 梨 查の五 人の 中に 加 はって、 『萬 葉 集』 に 訓點を 施し、 又 

名高い 辭 書の 『倭 名 類聚 鈔』 十卷を 作った。 なほ 『竹 取 物語』 『宇津 保 物語』 『落 藩 物語』 などの 作者に も 

擬 せられて 居る が、 これに は 疑問が ある。 其の 詩文 は 『扶桑 集』 『本朝 文粹』 『朝野 群 載』 等に 散見し、 

和歌 は 家集 f I 集 の 外に、 『拾遺 集』 以下の 勅撰集に 多く 取られて 居る。 當 時の 歌人 は 一 般に 技巧の 末 

に S はれて、 詩趣の 醬- かな 作 を 詠す る 者 は 殆ど 無かった ので あるが、 順 は^代の 傾向 を 代表す る 歌人 

であった。 
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七夕 ま 空に しるら むさ さがに の いと かくば かりまつ る 心 を 

露 を 重みた えぬ ばかりの 靑柳 はいくめ かけた る こがねな るら む  • 

をと どし も こぞ も 今年 も をと とひ も 咋日も 今日 も 我が 戀 ふる 君  (源 順 集) 

此等 によって、 彼の 歌風 を 知る 事が 出來 ょラ。 なほ 家集に は、 五月 五： W に 菖蒲 を 奉る 時の 和歌 を、 獻 

上目 錄の體 に 書いて  . 

進上 こころざし 

深 ふかき  . 

右葉 之 菖蒲 草 み ぎ はの あや めぐ さ 

千年 五月 五日 可 刈 ちとせの さっきい つか かるべき 

の 如き 作が あ， o、 また 藤 原 有忠の 例に 傚って、 四十 八 字の 假名 を 首尾に 一 つづつ 詠み 入れた 四十八^: 

や、 作歌 を雙六 盤の 形に 組合せた ものな どが あって、 遊戲 的な 試み をして 居る。 順の 歌橥に はな ほ、 

『源 順 馬 名 合』 2 卷) §| 簡が ある。 馬の 毛色 を 詠んだ 十番の 歌合で ある。 要するに 順が 歌人と して 重 

ん せられた の は、 其の 機智 奇才に よるので あって、 其の 歌の 惯値は 極めて 低い ので ある。 

當 時の 欲 人 當時 作歌に 秀でた の は、 五 人の 撰者の 中で は 元輔. 能 宣 であるが、 撰者 以外の 人で は、 千； 生忠岑 の 子 

忠見、 平 兼 益. 源 重 之を擧 ぐべ く、 女流で は 伊勢の 女中 務が すぐれて 居る。 元輔 以下 六 人 は 三十 六 歌仙 

に數 へられて 居 り 、其の 家集に はュ、 れぞれ 『元輔 集』 『能宣 朝臣 集』 『忠見 集』 『兼 盛 集』 『重 之 集』 『中務 


集』 各 一 卷が ある 。ま： ，これ 等の 家集 を 見る と、 大部分が 題詠. 屛風檢 の 歌. 贈答 歌な どであって、 

袅タ： s  I  1 

歌風 は 技巧的で、 概ね 文 學的偎 値の 低い ものである。 左に 有名な 作歌 を 各 一首 づっ 掲げて 置く。 

秋の 野の 萩の 錦 を 我が 宿に 鹿の 音ながら うつして しがな  元輔 

御 垣 守衞士 のた く 火の 夜 はもえ 晝は 消えつつ 物 を こそ 思へ (詞 花) 能宣 

いづかた に 鳴きて 行 くらむ 時鳥 淀の わたりの まだ 夜 深き に (拾遺) 忠兒 

たより あらば いかで 都へ つけ やらむ 今日 白 河の 關は 越えぬ と (同) 兼 盛 

村雨に 立ち かくれせ し 柏木の 靑 葉に 夏 は あつまりに けり  重さ 

忘られて しばし まどろむ 程 もがない つか は 君 を 夢なら で 見む (拾 遣) 中務 


古今 • 後撰兩 勅撰集 以外に、 當 時の 作歌 を 集めた ものに は、 『日本 紀荧宴 和歌 集』 『新撰 和歌 集』 『古今 

日本 紀竟宴 和歌 六帖』 などが ある。 朝廷で 『：n 本書 紀』 を講 せしめられる こと は、 旣に奈 良 朝の 養老 五 年に 行 はれ 

和歌 集 

たのであって、 其の後 國史に 散見す る もの を 擧げれ ば、 康保ニ 年. 弘仁 三年. 承 和 六 年. 元慶ニ 年. 延喜四 

年. 承 平 六 年， 康保ー 一年に 行 はれて 居る。 書紀は 大部の ものであるから、 講讀は 三 四 年 乃至 七 八 年に 亙つ 

て 行 はれる のであって、 終了の 後に は 列席した 親王 以下 諸 臣に宴 を 賜 ふので ある。 これ を 日本 紀茺宴 

とい ふ。 茺 宴に は紀 中の 人物 を 題に して、 和歌 を 詠ま しめられた のであって、 現存す る もの は、 元 度 

六 年の 一 K 宴 和歌 を以 つて 最初と する ので ある。 尤も H 本紀貢 宴 は それ n 前から 行 はれて ゐ たので ある 
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が、 弘仁 時代に は 專ら詩 を 作ら しめられ たので ある。 現存す る 日本 紀茺 宴の 和歌 は 『H 本紀凳 宴 和歌 

集』 ニ卷 III® に收 めら れて 居る。 つ 兀慶六 年、 延喜六 年、 及び 天慶六 年の 一貢 宴の 作歌であって、 作者 

七十 w 人、 歌數 八十 三 首 を 含んで 居る。 而 して 元慶六 年度の は、 藤 原 國經の 作歌 二 首 あるの みで ある 

が、 此の 時の 和歌 は 勅撰集 や、 其の 他の 撰 集に 多少 散見して 居る。 此 等の 作者の 中には、 勅撰集の 作 

者 も あるが、 大部分 は 歌人で なく、 殊に 其の 和歌 は敍事 的で あるから、 文學 として 見るべき もの は 極 

めて 稀で ある。 例へば 

得, I 事 代 主神 1  藤 原 佐 高 

須女美 萬 仁 夜 志 末 乎 佐 利且奈 美 能 宇 倍 乃 阿 遠 布 事 加 幾邇多 比爲須 留可那 

得 こ 大鹪鹩 天皇 1  藤 原 時 平 

多 賀度能 兒乃保 利 天 美 禮波安 女 能 之 多 與母爾 計布理 nrl 伊 萬 蘇 渡 美奴留 

かくの 如く、 和歌と して は 論す るに 足らない ので あるが、 後の 詠史の 祖 となった 點に 於て、 注意す ベ 

きもので ある。 

新撰 和歌 集 次に 『新撰 和歌 集 ，, 四卷 g|g は、 紀貰 之が 『古今 集』 を 撰 進した 後に、 更に 醍醐 天皇の 勅 を 奉じて、 

『古今 集』 中の 精 撰 歌、 及び 弘仁 以降 延長に 至る までのす ぐれた 歌人の 秀歌 を 撰んだ ものである。 貫 之 

が 記した 序文に よれば、 勅命 を 蒙った 後に、 土 佐 守に 任せられ たので 任地に 下， o、 政務の 餘 暇に 撰 定 

したので あるが、 承 平 五 年に 任期が 満ちて 歸 京した 時 は、 旣に 天皇の 崩御の 後であった ので、 茇覽す 


るに 至らなかった ので ある。 和歌 は 

袖 ひぢて むすびし 水の 凍れる を 春 立つ け ふの 風 やと くらむ 

秋來 ぬと 目に はさ やかに 見えね ども 風の 音に， ぞ 驚かれぬ る 

の やうに 春と 秋、 夏と 冬、 賀 と哀、 別と 旅、 戀と雜 を、 兩々 雙べ 掲げて 居る。 選歌の 總數 三百 六十 首 

を四卷 としたの は、 序に 「蓋 取， 一三 百 六十 HI 關， 一四 時 一 耳」 と あるの を 見て 明かで ある。 

古今 和 欲 六 次に 『古今 和歌 六帖』 f 酬 は當 代の 和歌 を 中心として 撰 集した もので、 私 撰 歌集の 中で 注意 

〜  すべき ものの 一 である。 一名 を 『紀氏 六帖』 叉 は 『紀家 六帖』 とい ふの は、 紀貰 之の 女なる 紀內 侍が 撰ん 

だものと 傳 へられて 居る のに 因る ので あるが、 00 一 說には 村 上 天皇の 皇子 具 平 親王の 御 撰で あ 

ると も 一一 一一 n はれて 居る。 (源 家長の 寫 本の 奥 書に 見える 說) 併し 孰れ も 信す ベ き說 とも 思 はれない 力ら 

撰者 は 姑く 未詳と して 置く 外 はない。 從 つて 集の 成立 年代 も 確かに はわから ない が、 選出 せられて ゐ 

る 歌の 最も I しいの は、 花 山 一條 兩 帝の 頃に 歿した 源 重 之. 藤 原 高遠 等の 作で あるから、 一條 天皇の 頃 

に 成った もので あらう と考 へられる。 內容は 記紀の 歌 を 始め、 萬 葉 時代から 圓融 花山兩 天皇の 頃に 至 

るまでの 撰 集. 家集 .歌< 口な どから 凡そ 四千 五 百 首 を 選出し、 題に よ つて 類別して、 六 帖十卷 とした 一 

大歌 集で ある。 此の 集 は 題詠が 盛に 行 はれる やうに なった 時代の、 要求に 應 する ために 編まれた もの 

で、 類題 和歌 集の^ 矢で ある。 集中の 歌に 重出が あり、 叉 原作 を 誤ったり、 作者 を 誤り 記して ゐるゃ 

うな 粗漏 は ある けれども、 萬 葉. 古今な どに 見えて ゐ ない 作歌 を傳 へて 居る のであって、 和歌 史の fa 究 
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に は 貴重な 賓料 であ る。 

四 歌合の 發達 

欹 合の 起原 歌合の 起原に 就いては 一般に、 弘仁 期に 流行した 鬪 草から 起った と 見られて 居る。 鬪 草は鬪 花と も 

いって、 もと 支那で 行 はれた 遊戯で ある。 『玉座 集』 に 「長 安士 女 春 時 鬪^、 戴揷以 一一 奇花多 者 I 爲 、皆 

用 一一 千金 1 巿 一一 名花 1 植 一一 于庭苑 中.： 以備 一一 春 時之鬪 1 也。」 と あるので、 其の 一斑 を观ふ 事が 出来る。 是が 

我が 國 にも 流行した 事 は、 『文 華 秀麗 集』 所載の 滋野 貞キ： 作 「觀 レ鬪 I 一 百 草 I 簡 n 明 執 I 一  首」、 及び 之に 和 

した E 勢識 人の 詩な どに よって 察せられる。 鬪草 は卽ち 後の 花 合の 起原で あるが、 花 合 は 草 合 や 五月 

五日の 根 合な どと 共に、 物 合の 一 種で ある。 現在 知られて 居る 花 合の 最も 古いの は、 寛 平年 間の 「寛 平 

菊 合」 であるが、 歌合 は 旣に是 よ 前から 行 はれて 居る ので あるから， 花 合 も 亦 古くから 行 はれて ゐ 

た箬 である。 而 して 「寛 平 菊 合」 は、 後に 述べる やうに、 歌合と 殆ど 撵ぶ 所がない ので あるが、 古く は 

鬪 草と 同.： j やうに、 草木の 美を爭 つたので あって、 和歌の 優劣 を决 する やうな 事 は 無かった であらう 

と 思 はれる。 要するに、 花 合 はもと 草木の 花の 美を爭 ふ遊戲 であった が、 後に は それに 和歌 を 添へ て、 

花 葉の 俊 劣と 共に、 和歌の 勝負 を も 判定す る やうに なり、 更に 變遷 して 和歌の 勝負 をキ： とし、 草木の 

優劣 を 副と する やうに なった 時、 玆に 始めて 歌合の 形式が 成立した ので ある。 

最古 2. 欲 合 歌合が 始まった 年代 は 詳^で ない が、 文. 德 天皇の 頃に は 旣に內 裏 歌合が 行 はれた やうで あろ。 例へ 


寬平 期の 欲 

合 


ば 『和歌 現藝 l』m  i  ina 

と 記し、 また 北 I！ 者と 傅 ふる 『古今 集 聞 書』 に は、 「心が？ 。もの 

isl  I 歌合に 讀る I 一公の 御 歌 也」 と 記して 居る。 次いて 陽 成 天皇 勢， a 

t タ，. ^ヲ ヨネ . 、；： 1 こ： と、、 -、 艾钦： 見えて 居る。 かくて 光孝 天皇の 仁 

「場 成院 歌合」 や 「紀長 谷 雄 家 歌合」 など 力 催さ^^ 力 文獻- 見ん- , -、， 丁， ト.； も は 。 で わ 

^.^t^  y  L  o:px^3  、、二 了よ 1 こ。 これよ 在 原 行 平が 民- 销卯 て あ 

卩牟 ま： なると、 現存す る 最古の 歌合の 「在 民^ # 歌合」 力 打 しれす こわ， - 右.^ ィゃ . 

OF  -- じ、>ぉ さ 了 よれ こものであって、 今 は 『群 害 類從』 に收め 

つた 頃、 卽ち： i の 末 若く は 仁 和の 初年. に、 H の 家て 打" ォなジ て ^一  ^  ^  0 

られ 5 る。 in  ii^HH  U 「仁 

の 歌を 二 S せて、 勝 f 定めた のであって、 a< Hvy^ 

和 中將御 息所家歌 合」 が 行 はれた 事が、 『古今 集』 の 詞書 によって 知られる のて あ 力 f  frf 

つて ゐハし C  , 一、 、， -」、 よる？  一-了 よれる やうに なった。 卽ち寛 平年 間に は、 「寛 平 

次いで si の 御代になる と；；^ しほ t ，つて 居る ので、 當 時の 花 合 や 歌合 

菊 合」 と 「寛 平 御 時 后宮 歌合」 とが 行 はれ 共に 稍 委しし き i 力 傳，^ てお ： ^  i^^cfeo 

-… 3 に bo もづ 「M 乎菊义 ロー  群 は、 「寛 平 御 時 菊 合」 とも 呼ばれて 居の て 

，莫， M を 察する 事が 出来る 先つ 突 斗 芽 も」 從所收 f 1  . 

の模 おを^^  w  3  匕 > ，キ こま、 左方 右方 共： 菊を植 ゑた 洲濱を 奉った のて 

て、 現存す る 花 4 口の 最も 古い ものである 此ク菊 も { は 方方 * 力ま！ 姿 ^  、こ , 

て Jifij  ,ィ/  3  K ヒ こロ汰 ど、 豆 & 、て.^ びつ けたので ある。 此の 菊 合に よ 

あって、 菊の 枝に は 菊 を 題に して 詠ん た 和歌 を ータ冊 ー 書して おこ Z す 

と、 當 時の 花 合は旣 に、 歌合と 殆ど 異なる 所の 無い ものと なって ゐ たので ある。 次に 「？御 時 后宮 

1 七三 
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歌合」 は、 前 番後番 の ニ囘行 はれた のであって、 初めの は 寬平六 年 正月 十三 H に 行 はれ、 後の は寬平 九 

年 九月 三： C に 行 はれた。 此の 后宮 を從來 宇多 天皇の 皇后 | 赚 |§好 としたの は 誤であって、 『大 H 本 

史料』 第 一 編 之 一 一に、 皇太后 班 子女 王と して 居る のが 正しい。 卽ち 光孝 天皇の 中宮で、 宇多 天皇の 御 生 

母なる 班 子女 王， |錄 で、 當 時洞院 中宮 又は 洞院 太后と 申した。 從 つて 『萬 代 集』 に は 此の 歌合 を 「洞 

院 中宮 百番 歌合」 と 言って 居る。 さて 此の 兩 度の 后宮 歌合の 歌 は、 『新撰 萬 葉 集』 に 百 七十 首 許り 收め 

られ、 叉 『古今 集』 に は 五十 七 首 入れられて 居る。 『群 書類 從』 所收の もの は、 前後 何れの 歌合で あるか 

詳 かで なく、 且つ 末尾 を闕 いて 居る ので あるが、 歌合の 模様 は 稍 詳細に 記されて 居る。 卽ち 此の 歌 介 

は、 貰 之. 躬^. 友则 .忠岑 以下 都合 十七 名 許りの 歌人 を 召して、 春夏秋冬 戀各 二十 番、 卽 ち百番 二百 首 

を 合せた ので ある。 歌の 勝 食の 記入 もな く、 從 つて 判 詞も 記されて ゐな いので あるが、 從來に 例の な 

い 大規模の ものであった 事 は 明かで ある。 

歜合 S 興隆 寬平 年間に は、 宇多 天皇の 皇兄是 貞親丄 も 歌合 を 行 はれた のであって、 『古今 集』 に 「是貞 親王 家 歌 

合」 の 和歌が 散見す る- -- 當時 宇多 天皇 は 殊に 和歌 を 好ませられて、 屢 歌合 を 行 はしめ られ、 又 事 ある 

每に 群臣に 勅して 和歌 を 奉ら しめられた 事 は、 『新撰 萬 葉 集』 上卷の 序に 「當今 寛 平 聖キ； 萬機餘 暇、 擧レ 

宫而方 有， 事， 合， 歌、 後進 之詞人 近習 之 才子、 各 獻„ 四時 之 歌〗 初 成 ，ー 九重 之 宴〗 又 有， 1 餘與 1 同 加，： i)^ 

二 詠 ごと 記して 居る の を 見て 明白で ある。 此 等の 歌合 は 後世に 傳 はらな か つたが、 源 公忠の 『公忠 朝 

臣集』 に 「寬 平の 御 時 歌合に」 と 記した 作歌が あ b、 また 『紀莨 之 集』 に 「亭 子院の 御門の 歌合し 給 ふに 云 


云」 の詞 書の 歌が あるの を以 つても、 歌合が 屢行 はれた 事 は 確かで ある。 其の 他 時々 群臣に 和歌 を 奉 

らし めら れた事 は、 古今. 後 撰 其の 他家 集の 詞 書に 「寛 平 御 時 云々 歌 奉れと 仰せられければ」 「亭 子院の 

御屛 風の 繪に 云々 よませ 給 ひければ」 「寛 平 御 時 御 屏風に 歌書 かせ 給 ひける 時」 などと 記した 作歌の 多 

いの を 見て 察する 事が 出来る。 宇多 天皇 は御讓 位の 後 も、 なほ 歌合 や 花 合な ど を屢行 はれた ので ある 

が、 現存す る もので 『古今 集』 の 撰 進 以前に 行 はれた の は、 「朱 雀院 女郎花 合」 § 贿麵 である。 これ は醍 

醐 天皇の 昌泰 元年の 秋に、 宇多 上皇が 后宮 と共に、 朱 雀 院で行 はせられ たもので、 花の 優劣と 共 

に 和歌の 勝負 を 定められた 事 は 言 ふまで もない。 要するに、 歌合が 特に 盛に 行 はれる やうに なった の 

は 寛 平 以後で ある。 而 して 當時 歌合 や 花 合が 盛に なった の は、 班 子女 王 や 宇多 天皇な どが、 率先して 

これ を 獎勵し 給うた 爲 であって、 宇多 天皇の 皇子の 醍醐 天皇の 御代に 至って、 『古今 集』 撰 上の 勅が あ 

つたの も 當然の 事と 思 はれる。 

^ss? 歌 醍醐 天皇の 延喜 年中に は、 歌合 は 益 頻繁に 行 はれ、 而も 規模 はいよ いよ 大きくな つた。 延^ 年 問の 

合 

歌合で 筏 世 知られて 居る の は、 延喜ニ 年の 「內裏 歌合」 以下、 數囘の 「內裏 歌合」 を 始めと して、 同 六 年 

竝に同 十三 年の 「亭 子院 歌合」、 同 十三 年の 「陽 成院 歌合」、 同一 一十 年 •！ 一十 一 年 丄 一十 1 一年の 「京 極 御 息 所 

歌合」、 其の 他 「^文 家 歌合」 「莨 之 家 歌合」 などで ある。 此 等の 歌合の 中で 現存し、 しかも 劃期的な も 

のと 思 はれる の は、 延喜 十三 年の 「亭 子院 歌合」 である。 今 此の 歌合に 就いて 述べる に 先立って、 ■ 

頃に 行 はれた 様式の 異なった 歌合に 就いて 一 言 述べ て 置く。 延 喜の 頃 特殊の 様式で 行 はれた 歌合に、 
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「むかしの 歌よ みの 秋 を 合せけ る」 と 標記した 黑キ： 璺 主の 歌合 や、 延喜ー 一十 一 年 三月 七 H の 「京 極 御 息 

所 歌合」 などが ある。 (共に 宮內省 圖書 寮 所蔵の 『歌合』 と 題す る 十卷本 f| に收 めら れて 居る J 

前者 は 例 へ ば、 

左  くろぬ し 

おもしろく めでたき， 】 と をく. j: ぶ るに 春と 秋と は いづれ まされり 

右  こた ふ とよぬ し 

春 はた だ 花， ) そは唉 けの ベ ごとに 錦 を はれる 秋 はまされ り 

の 如き 問答 形式の もので、 この 歌合に は 躬^が 歌を以 つて 判 を 加へ て 居る。 又 後者 は 

めづ らしき 今日の 霞の や をと めを祌 も- 3 ひしと しのば ざらめ や 

左 持 

や をと めを祌 ししのば ば ゆ ふ-たす きかけ て. ぞこ ひむ 今日の くれな ば 

右 . 

ち はや ふる 神し ゆるさば 春 日 野に たつ や をと めの いっかた ゆべき 

の 如き ものであって、 躬恒 其の 他の 著名な 歌人の 本 歌に 對 して、 其の 返歌 を 左右に 番 へて、 判 を 下し 


たもので ある。 山岸德 平氏 は、 此 等が 歌合の 最初の 形式で あらう と 言って 居られる。 

亭子院 歌合 さて 延喜 以前の 歌合 花 合に 就いて、 文獻の 上から 知，^ 得る の は、 以上の 如き ものであるが、 延喜十 

三年の 「亭 子院 歌合」 になる と、 花 合の 形式 は 歌合に 取 入れられて、 儀式が 完備す ると 共に、 すべての 

形式が 備は つた やうで ある。 此の 歌合 は、 延喜 十三 年 三月 十三 日に、 宇多 法皇の 御所なる 亭子院 で 行 

はれた のであって、 歌人 は 天皇 • 宇多 法皇 以 下兼覽 王. 伊勢. 貧 之 .躬 ，興 風. 是则. 友 則 等 である。 而 して 

かず さし 

序に よれば、 此の 歌合に は 左右の 頭、 方の 親王、 方 人. 講師. 員 指の 量な ど を 定め、 なほ 儀式と して は、 

樂を茇 し、 洲濱を 奉，^、 上達部 は 階の 左右に 分れ、 女 蔵人 等 も 侍 ひ、 勝負 を 判じた 後 祿を賜 はった の 

である。 かくて 左右から 洲濱を 奉る 事が 全く 儀式と なった 事と、 管絃の 麦の 行 はれた 事 は、 形式の 發 

達 上 注意すべき 事で あるが、 なほ 判詞 及び 判の 趣が 傳 はって 居る の は、 歌合の 研究に 好 資料 を 供給す 

るので あ る Q 

『亭 子院 歌合』 は 『群 書 弒從』 『績國 歌 大觀』 などに 收 めら れて 流布して 居る が、 最近 佐々 木 信 綱 博士が 『扶桑 珠寳』 s 一  とし 

て 複製 刊行せ、 りれ た醫學 博士 木 村德衞 氏の 藏卷 は、 平安時代 末期の 書寫 であって、 流布本の 誤 を 正す ベ き贵 重な 資料で あ 

る。 此の 古鈔本 は卷子 本であって 、藤-原 佼忠が 大部分 を 書き、 其の 父忠 家が 中間の 十八 首 を 書き， 子 2 定 家が 校合した も 

ので あると 言 はれて 居る。 圆 版に 揭 げたの は、 忠家 9 筆寫の 部分で ある。 左に 釋文を 添へ て © く。 尤も 便宜上 所々 に^ 

字 を あてて 置い た" 

,  季春 廿首 
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ザ 暦 期のお 延喜 時代に 次いで 天曆 年中に は、 七 年 竝に九 年に 「內裏 歌合」 が あり、 十 年 三月 に は 「麗彔 殿 女御 歌 

合 

合一、 同 五月に は 「宣耀 毀 御 息 所 歌合」、 同 八月に は 「坊城 右大臣 殿 歌合 一が あり、 叉 十一 年 二月に は 
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左 持  興 風.  , 

見て か へ る 心 あかねば 櫻 花暌 ける あたりに 宿 やから まし 

右  賴基 或. X 則 

しののめに おきて 見つ れば櫻 花 まだ 夜 ごめ て も 散りに ける か な 


や.^ ,.^...,0 ノ  、  ダ 三 ば,/)  >っ あ.^  ^vlr^lv^ 

モ」 fx7  >H  V4  ^Hy^ 汗ぶ ザ ,Ii^,.f^ 


この 右 3 缺を、 帝の 

仰せられ ける やう、 

寢眼 をす るする 花 を 

見け むぞ、 愛敬 づ い 

たる やとの たま はす 

れば、 お 方の 朝臣 昇 

の 朝臣 9、 夜 戶出姿 

こそお ぼ ゆれと 奏し 

(い" A- ようて) 

ければ、 御と きょく 

て、 さらばと て 持に 

なさせ 給 ふな リ。 


「蔵人 所 衆 歌合」 が 行 はれた。 此等は 現存す る ものであるが、 此の 外に 散逸した もの や、 現存す る 歌合 

の 年代 未詳の もので、 天曆 年間に 行 はれた もの も 多から うと 想像され る。 かくて 歌合 は 益 盛大に 行 は 

れる やうに なった ので あるが、 村 上 天皇の 御代の 代表的な 歌合 は、 天德四 年の 「內裏 歌合」 であって、 

天 德詩合 其の 前年に は 始めて 詩 合が 行 はれた。 天德 三年の 詩 合 は 『天德 三年 八月 十六： 《 鬪詩 行事 略記』 §g に 

よって 窺 ふ 事が 出来る。 當 H の 夜淸涼 殿に 於て、 主上 臨御の もとに 行 はれた のであって、 左右の 頭. 方 

人. 講讀師 など を 定め、 詩人 は营 原文 時. 源 順 を 左と し、 大江 維時. 橘 直 幹 を 右と して、 十番 まで 鬪 はし 

めら れた。 十 番目に 至って、 判者 維時が 勝負 を、 决 しかねて 持と した 時 は、 旣に曉 近くな つたので あつ 

て、 歌舞の 茇を 終って 入御に なった。 卽ち 此の 詩 合 は 歌合の 行事に 傚って 行 はれた ので ある。 

夭 德 歌合  天德四 年の 「內裏 歌合」 は、 「亭 子院 歌合」 の 頃に 略 ぼ 完備した 法式 を 承け、 更に 前年に 行 はれた 詩 合 

に 傚って、 一層 大規模の 計畫を 立てて 行 はれた ので ある。 此の 歌合 は 天 德四年 三月 三十 H に、 淸涼殿 

と 後 涼 殿の 間の 廂で行 はれた のであって、 儀式の 次第 は 『群 書類 從』 所收の 「天德 歌合」 に 記載せられ た 

村 上 天皇の 御 記、 殿上 日記、 及び 左右の 假名 B 記に よって、 大體を 窺 ふ 事が 出來 る。 卽ち 左右の 頭に 

は 更衣 sstlM を 任命し、 念 人 ^ 方 人ヒ」 は 左右と も 女官 十二 名、 男官 十五 名、 董は 左右 各 七 名 を そ 

れぞれ 定め、 歌人 は 左方 藤 原 朝忠. 坂 上 望 城 • 大中臣 能宣. 少甙 命婦. 壬 生 忠見. 源 順 • 本院 侍 從の七 名、 右 

方 平 兼 盛 倉 原 元 眞. 中務. 藤 原 傅 古. 淸原 元輔の 五名、 講師 は 左方 源延 光、 右方 源 博雅、 判者 は 小 野宮左 

大臣 藤 原 實賴と 定められた。 當日は 申の 二 刻に 主上の 出御が あ，^、 やがて 洲濱を 奉る 頃 旣に薄 慕に 及 
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ん だので、 南北の 庭 上に 庭燎を 焚き 始めた。 かくて 判者が 次々 に 勝負 を 決して、 二十 番 までの 判定 を 

終へ て、 結局 左方の 勝と 决し、 管絃の 御遊が あり、 饗宴 を 終って 主上が 入御に なった の は、 夜が 白々 

と 明け はなれる 頃であった。 此の 歌合に は 霞 .鶯. 柳. 櫻. 欸 冬. 藤. 慕 春. 首 夏. 卯 花， 郭公. 夏草 .戀 の 十 一 一 題 を 

1 一十 番鬪は しめられ たので あるが、 一 一十 番目 は戀の 歌であって、 

戀 すて ふわが 名 はま だき 立ちに けり 人知れ す こそ 思 ひそめし か (左) 忠 見 

忍 ぶれ ど 色に 出で にけ り 我が 戀は物 や 思 ふと 人の 問 ふまで  (右) 兼 盛 

であった。 雙方 とも 歌人 は當 代の 名家で あり、 歌に は 優劣がなかった ので" 判者 も 判定し かねて 天機 

を 伺 ひ、 遂に 兼 盛 を 勝と 决 したので あるが、 忠見 はこれ より 病 を 得て 世 を 去った と傳 へられて 居る。 

g 石 この 一 例に よっても、 當時 歌合の 勝耿 が虛榮 心に 燃えて ゐた 歌人の 間に、 極めて 重大視 せられて 

ゐ たこと は 明白で ある。 かくて 「天德 歌合」 は 極めて 盛大に 行 はれ、 其の 行事 を 始めと して、 措 毎に 加 

へられた 判詞 など も、 詳細に 記錄 せられた から、 爾來 長く 歌合の 規範と 仰がれた ので ある。 

其の 他の 敬 村 上 天皇の 御代に は 「天德 歌合」 の 後に、 なほ 應和ニ 年 五月 竝に 八月 兩 度の 「內裏 歌合」 が あり、 又 

康保 三年 八月 十五 H の 夜に は 「內裏 前栽 合」 が 行 はれた。 次いで 圓融 天皇の 天祿 三年 八月 1 一十 八 H に は 

「規 子內 親王 家 歌合」 (野 宫十番 歌合) が あり、 また 其の 前後に は 「阒 融院扇 合」 が 催され、 更に^ 元 二 年 

八月 十六 日に は 「三條 左大臣 家 歌 含」 が 催された。 此等は 文獻に 見えた もの を擧 げたので あるが、 其の 

他に もな ほ 催された であらう と 思 はれる。 かくの 如く 歌合 は 時代 を 下る につれ て、 益 頻繁に 且つ 盛大 


神 

樂 
欤 


に 行 はれた ので あるが、 其の 弊 も亦少 くなかった。 歌合に は 初から 題が あって 詠む のであって、 詠む 

よ. o も 作る 事が 多い ので あるから、 其の 歌風 は 自ら 智的 になり、 技巧的に 流れて、 牛： 氣 のない ものと 

なった。 古今 集 時代の 和歌が 理智 的に な b、 技巧的に なった 事 は旣に 述べた ので あるが、 其の後 題詠 

や 歌合が 益 盛に なった 結果、 其の 弊害 はいよ いよ 甚 しくな つて、 却って 歌壇の 墮落を 導いた の は已む 

を 得ぬ 事で ある。 

第 四 章 神樂と 催馬樂  , ；, 

上古の 歌舞 音 樂は、 和 琴 や 和 笛の 類 を 伴茇樂 器と する 軍 純な ものであった が、 藤原奈 良の 時代に 三 

韓. 隋. 唐. 印度な どから 外 來音樂 が傳來 し、. 此 等が 佛會に 用 ひられる やうに なつてから は、 雅樂 祭に 於 

て もキ： として 外来の 歌舞 昔 樂を傳 習せ しめられ たから、 從來の 歌曲 はいよ いよ 萎靡して 振 はなくな つ 

た。 次いで 平安時代 になって 淸和 天皇の 御代に、 大嘗會 に 上古の 歌曲 を 復興し 給うて 以來、 阇 なの 音 

樂と 其の 歌謠は 始めて 復活す る 機運に 向った ので ある。 而 して 平安 初期に 制定 せられた 謠 物にして 现 

存す る 主 な もの は、 祌樂 歌. 催 馬樂. 風俗 歌. 東 遊 の g: 種で ある。 

神 樂はー に 神 遊と もい ふ。 天 岩戸の 前で 天鈿女 命が 滑稽な 歌舞 を 麦した と 傅 へられて 居る から、 上 

古か^ 祌慮を 慰める 爲に、 神前で 茇し たものと 思 はれる。 其の 初めは 定まった 舞 も 歌 もなかつ たので 
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あるが、 後世 漸く 一  定 したの が ここにい ふ神樂 歌で ある。 現存す る祌樂 歌の 屮の 古い もの は、 奈良朝 

の 頃に 成った ので あるが、 之に 整理 を 加へ たの は、 淸和 天皇の 御代から 圓融 花山兩 帝の 頃までの 間で 

あって、 最後に 大 修正 を 施した の は、 左大臣 源雅 信で あると 云 はれて 居る。 祌樂は 古く は #-樂 院の淸 

暑 堂で 行 はれた ので あるが、 一條 天皇の 長 保 四 年 十二月に、 始めて 內侍 所の 庭 上で 麦せ しめられて 以 

後、 賢所の 大 前で茇 せられる 事に なり、 更に 白 河 天皇の 承 保 年中から 每年 十二月に 行 はれる 事に なつ 

て、 今日に 及んで 居る。 (それ 以前 は 年々 行 はれる 事はなかった C) 祌樂 歌は祌 社に 於て 行 はれる もの 

を 含めて いふ 事 も あるが、 此 所に いふ 神 樂歌は 宮中の 式^に 用 ひられる もの を 指す ので ある。 其の 現 

存 する もの は 凡そ 八十 首で ある。 

X. 一  *■ はり  さ い 

祌樂歌 は 初め 採 物 と 前 張 とに 區 分され てゐ たので あるが、 後に 更に 細分し て 庭 僚. 採 物. 大 ^張， 小 前 

張. 星 歌. 雜 歌の 六部と し、 此の 順序に よって 麦せられ たらしい。 採 物 は 人 長 (卽 ち樂 長) が 舞 ふ 時に 手に 

執る 物に 因んだ 歌であって、 祌樂歌 本來の 面目 を 保って ゐる ものである。 前 張 は 森厳な 祌 儀の 後で、 

餘興 として 茇 せられる. もので、 採 物の 歌が 神事に 關 する こと を 歌って 居る のに 對 して、 寧ろ 人事 を 主 

として 居り、 滑稽 味を帶 び， たもの が 多い。 又 採 物の 歌 は 短歌 體 であるが、 前 張の 中の 大前張 は. H.: とし 

て 短歌、 小 前 張 は 短歌 以外の 形式の もので、 民謠 らしい 自由な 姿の ものである。 小 前 張 は 星 歌 * 雑歌と 

共に、 比較的に 後から 取 入れられた ものの やうで ある。 前 張の 名義に 就いては、 餘 興に 川 ひた 催馬樂 

に 基づく とする 說も あるが、 前 張の 「辟 榛に衣 は 染めむ」 とい ふ 歌が、 餘 興の 最初に 茇 せられた ので、 
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其の 胃 頭の 「さいば り」 が、 やがて 前 張の 名稱 となった ので あると 見る 說の 方が 優って 居る。 祌樂歌 は 

笏 拍子 を 取って 謠 ふので あって、 伴茇樂 器と して は 初め 和 琴と 和 笛 を 用 ひたが、 後に 蓽篥を も 加へ る 

やうに なった。 歌に 本と 末が あるの は、 祌 座に 向って 左 を 木 方と し、 右 を 末 方と して、 樂 人が 左右に 

分れて 麦す る 所から 生じた 區別 である。 神樂 歌の 現存す る 最古の 寫本 は、 樂家 安倍 家 所蔵の 『信義 本 

祌樂 歌』 一帖であって、 醍醐 天皇の 曾孫 源 信義の 自筆と 稱 せられて 居る。 叉 神樂の 古い 譜 本に は、 近 

來發 見せられた 近衞 公爵 家 所藏の 『神 樂和琴 祕譜』 一 軸が ある。 御堂 關白道 長の 自筆と 傳 へ られる もの 

e、 一よ agf とよつ rm?oo 信義 本と 共に 複製 せられて 扶桑 

て 力 「に 國寶 となって る 珠寳の 一として 刊行 せられた。 

催 馬樂は 主として 近畿 地方 を 中心とする 古い 民謠 であるが、 弘仁 前後の 頃から 宮廷 または 上流の 間 

に謠 物と して 用 ひられる やうに なった ので ある。 催 馬樂の 名義に 就いては 『梁 麋祕 抄ロ傳 集』 (後白河 

院御 撰) に、 諸國 から 輸送す る 貢の 馬 を 催す 爲の民 謠の義 から 出た ものと して あるが、 『郢 曲抄』 (著者 

未詳) に は 催馬樂 とい ふ唐樂 があって、 其の 旋 法に 合せて 謠 つたので 此の 名が 起った ので あると いふ。 

なほ 長瀨眞 幸 は宣 長の 說を 承け て、 催 馬樂の 初に ある 「いで 吾が 駒」 の 歌に、 馬 を 催す ことが 謠 つて あ 

るから、 やがて 之を總 名と したので あると いって 居る。 要するに 名義 はな ほ詳 かで ない。 催 馬 樂の譜 

に は 源 家 流と 藤 家 流と があった。 源 家 流 は 宇多 天皇の 皇子 敦實 親王に 起り、 藤 家 流 は源雅 信から 起つ 

たとい はれて 居る。 現存す る最 古 の 催 馬 樂譜本 は 帝室 御物の 『天 治 本 催 馬 樂抄』 であって、 藤 家 流の 面 

目 を 窺 ふこと が出來 る。 これ は崇德 天皇の 天 治 二 年の 書寫 の轉寫 本で あるが、 書風から 推して 平安 時 

祌樂と 催馬樂  一 ベー 11 


逸 


平安時代 前期  一八 四 

代の 筆寫 である こと は 明かで ある。 || なほ 催 馬 樂の傳 本で 最古の もの は、 鍋 島 侯爵 家所藏 本で あつ 

て、 是も 平安時代の もの かと 言 はれて 居る。 M 錢珊^ 、12 ひて 催 馬 樂に呂 と 律の 別が あるの は、 歌 

曲の 旋法 による 分類で ある。 之を謠 ふに に 神樂と 同じく 笏 拍子 を 打つ のであって、 伴 麦に は 和 琴と 笛 

を 用 ひる。 併し 後に は 


^£^T^ でし - iM^- 千 V ゆ そんく . 


^ 介リ 

あ个 t る やぐお しれで *n#f 


天 

治 - 

本^ 

催 保 

馬 § 

會 


樂 


複 


杪 製 

) 本 

錢？ 


琵琶， を 用 ひた こと は、 

『源氏物語』 などに も 見 

えて 居る。 平安時代 當 

時謠 はれた 歌謠の 中で 

現存す る もの は 六十 一 


首で ある。 此 等の 曲譜 

I おた しる^ 1  C は傳存 して ゐる けれど 

も、 謠ひ方 は 南北朝 頃 

までに 絕 えてし まった のであって、 現在 行 はれて 居る 七 曲 は、 江戶 時代に 復興せられ たので ある。 

東 遊 は 一 に柬 舞と いふ。 東 遊 は 大和 地方の 舞 を 倭 舞と いふのに 對 する 名稱 である。 もと 朿國 の民謠 

であるが、 其の 起原 は詳 かで ない。 之 を 麦した 最古の 記錄は 『三代 實錄』 の貞觀 三年せ 大 寺大佛 供養の 

條 であるが、 もと 神樂 と同ヒ く、 諸 社の 神前で 麦せられ たもの の やうで ある。 現存す る もの は 六 首で 


あって、 長いの も あるが 主として 短歌で ある。 

風俗 欲  風俗 歌 は諸國 の民謠 であって、 其の 本源 は詣國 (國 名の 明かな 歌 は、 伊勢 を 除く 外 悉く 柬國) に 於て 

長く 傳誦 せられた 歌曲で あるが、 貴族の 謠物 とな. つたの は 平安時代に なつてから である。 『古今 集』 

に 大歌 所 御 歌と して 載せられて 居る ものの 中には、 祌樂 催馬樂 などの 歌曲の 外に、 「近 江ぶ り」 「みづ 

ぐき ぶり」 「しはつ 山ぶ， o」 等の 曲名の ものが あるの は、 その 土地の 風俗 歌で ある。 今 文獻に 遺って 居 

る 風俗 歌 は、 延喜 年間に 制定せられ たもので、 二十 六 首 ある。 其の 歌曲 は 後に 雜藝の 一として、 僅か 

に 面目 を 保持して ゐ たので あるが、 鎌倉時代に 入って から 間もなく 減んで しまった。 

此 等の 特質 以上 述べた 四 種の 謠物 は、 奈良 朝から 平安朝 初期の 頃までに 作られた ものであって、 其の 短歌 形式 

の もの は、 萬 葉から 古今に 移る 過渡期の 和歌と して 見る 事が 出來 るので あるが、 謠物 として 與味も あ 

り， 又 後の 謠 物に 關 係が あるの は、 寧ろ 長短 檨々 な 形の 民謠 である。 此 等の 民 謠はキ ： として 人事 を 歌 

つた ものであって、 其の 半ば は 野趣 を帶 びた 戀愛を 歌って 居る。 而 して 此 等の 戀愛歌 は、 萬 葉の 相 聞 

歌に 比して 遙 かに. 複雜な 抒情であって、 劇的な ものが 多い。 抒情 歌 以外に は 祝賀の 意を敍 ベた もの、 

風俗 を 歌った もの、 量謠 めいた もの、 滑稽 叉 は 諷刺 を 歌った もの、 其 S 外少數 では あるが 叙景 詩の 如 

きもの も あるので あって、 後の 小歌の 源流 をな して 居る。 其の 句 形 は 極めて 變 化に 富んで ゐて、 一句 

の 音數は 上古の 歌謠の 如く 不定で あるが、 其の 間に 五 七 調と 七五調と が錯雜 して 居る。 句 數はニ 句の 

ものから 十四 五 句までの 種々 の 形が あるが、 特に 多 いのは 五 七 五 七 七 七の 六 句 歌で ある。 而 して 一 首 
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で獨 立して ゐ るの も あるので あるが、 二 節 又は 二 節 以上から 成る ものが 多い。 修辭は 反覆 を 最も 多く 

用 ひ、 譬喩に は 各種の ものが あって、 和歌に 見られない 特色が ある。 叉 歌詞の 間 若しくは 末尾に は、 

「はれ」 「おけ」 「そよ や 」 「なよ や」 の 如き 拍子の 詞を 置いて 聲調を 助けて 居る の も、 謠物 として 極めて 

與眛が ある。 

申^ S 

採 物 榊 

本 榊 葉の 香 を かぐ はしみ とめ くれば 八ト 氏人. ぞ まとる せりけ る 八十 氏人 ぞ まと ゐ せりけ る 

紳籬の みむろの 山の 榊 葉 は 神の 御前に 茂り あ ひに けり 茂り あ ひに けり 

小 前 張 巷 

木  & その ふ  -  - I 

きりぎりすの ねた さ うれた さや 御圚 生に 參り來 て 木の 根 を ほり はんで ォサ マサ 角 折れぬ ォサマ 

サ 角 折れぬ 

ねた さ うれた さや 御園生に 參" 來て 木の 根 を ほり はんで ォサ マサ 角 折れぬ 

催馬樂 

夏 引 

一 ^  たな はかり  t しめ はな 

夏 引の 白絲 七 量 あ" さ ごろ もに 織りても 著せん 汝妻 離れよ 

一 1 s,^  まし あさぎね  め  . 

かたくなに ものい ふ 女 かな 汝痲衣 も 我が 妻の 如く 袂 よく 著よ く 肩よ く こくひ や はら かに 織 ひ 


著せめ かも 

風俗 歌 

月 面  . 

月のお も を さわた る 雪の まさ やけく みる な はの 圓 江の 秋 なれば 霧 立ち わたる な はの つぶら 江 

第五 章 物語の 發達 

1 物語の 種類 

物語の 本質 物語 は 其の 語が 示す 通，^、 もとは 人々 が 好んで 語る 談話 を 指す のであって、 原始的な もの は 神話 .傳 

說. 說 話の 類で あるが、 平安時代の 初期に 假名 文字が 發 達して、 國 文-を 自由に 綴り 得る やうに なって か 

らは、 目に 訴 へる ものと、 耳に 訴 へる ものと が 分離す る やうに なった。 是に いふ 物語 は、 口々 に 語 b 

傳 へられた 流動的な ものに 對 して、 文字に 記されて 固定した もの を 指す ので ある。 而 して 平安時代の 

人々 が 物語と 呼んだ もの は、 後の 小說と 共通 點の 多い こと は 勿論で あるが、 其の 範圍は 極めて 廣 いの 

である。 卽ち 『榮華 物語』 は 歴史で あり、 『今昔 物語 集』 は說 話であって、 共に 創作的な 小說 ではない。 

叉 『サ勢 物語』 は 一 名 を 『在 五中將 日記』 とも 呼ばれ、 『和 泉 式部 H 記』 は 『和 泉 式部 物語』 ともい" れ/ 

のであって、 日記と 物語との 間に も 厳格な 區 別が 無かった ので ある。 要するに 平安時代の いは ゆる 物 
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語 は、 創作的な 敍事 詩、 卽ち作 b 物語^， を 始めと して、 和歌 を 中心 興昧 とする 歌 物語 

や、 說話を 記した 說 話文學 や、 自己 又は 他人の 個人的 傳記 である 所の 日記 文學 や、 作者が 或 目的の も 

とに 史實 を文學 的に 記述した、 歷史 物語な ど を 包含して 居る ので ある。 此 等の 作品 は 其の 創作 心理 は 

それぞれ 異なる ので あるが、 內容 形式と もに 共通した 文學的 特質 を 有する 點に 於て、 之 を 物語と 呼ん 

だので ある。 併し 國文學 史上に 於て は、 之 を 分類して 考察す るの が 便利で あるから、 今 は 一般の 分類 

に從 つて、 物語 (狭義の 物語) • 日記 文 學.說 話 文學. 歷史 物語の 四 種に 分って、 別々 に 其の 發達を 記述す 

る ことにする a 

平安 前期の 平安時代に 入って 間もなく 發 達した 假名 文字 を 使用して、 最初に 書いた 和文 は、 和歌の 序 や 消^文 

3  や to 記の 類で あらう と 思 はれる が、 漢詩 漢文が 衰運に 向った 頃に は、 和文で 物語 を 綴る 事 も 漸く 行 は 

れる やうに なった ので ある。 當時 書かれた 物語 f^s^A は數 多くあった であらう と 思 はれる が、 

大部分 は. 散逸した のであって、 赚麵 = 。いて 幸に 後世に 傳 はった もの は、 僅かに 『伊勢 物語』 と 『竹 

取 物語』 の ニ篇が あるの みで ある。 此の ニ篇 はたまた ま 物語 發生當 初に 存 した、 二つの 系統の 代表的 

作品で ある。 卽ち 『伊勢 物語』 は 歌 物語で あり、 『竹 取 物語』 は 作り物 語で ある。 記紀の 神話 傳說の 中 

に 歌謠を 中心とする ものが あ b、 又 『萬 葉 集』 の卷 十六に 有-一由 緣ー 歌の 多くが あって、 其の 詞 書に 「昔 

者 有-一 壯士ー 云々」 「昔 者 有-一 娘 子-云々」 などの 如き 胃 頭の ものが あるが、 此 等から 系統 を 引いて、 平安 時 

代の 初期に 現れた 和文の 歌 物語で 現存す る もの は、 卽ち 『伊勢 物語』 を 最古と する のであって、 此の 流 


を 汲んだ の は 『大和 物語』 である。 又 一方に 於て は、 記紀. 風土記の 如き 上古の 說 話文學 と、 支那 印度の 

傳說の 影響 を 受けて 成った、 『日本 漦異 記』 などから 系統 を 引い て 現れた もの は 『竹 取 物語』 であって、 

これ は 傳奇的 物語で ある。 平安時代の 作り物 語 は、 此の 二種の 系統の 物語 を祖 として 發 達した ので あ 

つて、 長篇を 見る に 至った の は圓融 花山兩 帝の 御代で ある。 後に 述べる 『宇津 保 物語』 『落 窪 物語』 な 

ど は 其の 頃 現れた 長篇 物語の 中で、 幸に 散逸 を 免れた ものであって、 平安時代の 物語の 代表作 『源氏 

物語』 の 出現 を豫吿 して 居る ので ある。 是ょ b 平安時代 前期に 現れた 物語に ついて、 記述し ようと 思 

二 歌 物語 

伊勢 物語 『栌勢 物語』 は 和歌 を 中心とする 百 一 一十 五節 3^iu の 小話 を 集めた 歌 物語で ある。 各 節 は 「昔 

男 あ b け， Oj または 「昔 男 云々」 で 始まって ゐて、 それぞれ 獨 立した 昔 男の 物語の やうに 見える が、 實 

は 六 歌仙の 隨 一 とい はれる 在 原 業 平の 逸話、 若しくは 業 平に 假 託せられた 說話を 集めた もので あるか 

ら、 ー篇の 物語 は 業 平 を 主人公と する 說話的 歌 物語と 言っても よい。 而 して 其の 個々 の說話 は、 必す 

しも 業 平の 一 生 を、 日を逐 うて 記した もので はない けれども、 第 一 段 は 初 冠 に 始まり、 最後の 段 は 

「終に 行く 道と はかね て 聞きし かどき の ふ 今 HI と は 思 は ざ， o し を」 の辭 世の 和歌に 終って 居る ので ある 

から、 古く は 之 を 業 平 一生の 自叙 傳、 若しくは 其の 歌 B 記と 見做した のであって、 『源氏物語』 の總角 
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の 卷には 「在 五が 物語」 と 云 ひ、 また 『狹衣 物語』 に は 「在 五中將 の： n 記」 と 呼んで 居る。 併し 此の 物語 

の 中に 含まれて 居る 和歌 二百 九 首の 中には、 『萬 葉 集』 に 見えて ゐる ものが 九 首 あり、 また 『古今 集』 中 

の讀人 不知の 作 や、 『古今 和歌 六帖』 『後 撰 集』 などに 業 平 以外の 人の 作と して 載せられて 居る ものが、 

凡そ 二十 五 首 あるので ある。 從 つて 此の 物語 は 業 平の 作歌 をキ： とし、 それに 當 時人 口に 膾炙した 和歌 

を 加へ て、 之 を 業 平の 逸話に 附會 して、 其の 歌の 由來を 語った 假構的 歌 物語で あると 見る のが 正當で 

ある。 

作者と 成立 『伊勢 物語』 の 作者に 就いては、 藤 原 淸輔の 『袋 草子』 に 「伊勢 物語、 業 平 朝臣 所， 爲也」 と ある けれど 

年代 

も、 此の 物語の 中の 和歌に は、 前記の 如く 業 平の 作歌 以外の ものが 混って 居り、 叉說 話の 大部分 は 到 

底 業 平の 自記と 見做し 難い 點が あるので あるから、 これ を 業 平の 作と 見る ことに出来ない。 恐らく は 

業 平の 歿後に、 何人 かが 業 平の 家集、 叉 は 歌 日記の 如き もの を 基に して、 これ を 書き上げ たので あら 

う。 次に 此の 物語の 成立 年代に ついても、 從來 諸說が ある。 賀茂眞 淵 は 其の 著 『伊勢 物語 古意』 に、 此 

の 物語の 中に 元方. 友 則" 忠岑を 始め、 天曆 頃の 橘 直 幹の 作歌な どが ある ことに 注意して、 天曆 の末卽 

ち 『後 撰 集』 に 次いで 成立した ものであると 云って 居る。 併し 眞 淵が 擧 げた 此 等の 歌人の 作 は、 『古今 

和歌 六帖』 にある もの を 指摘した のであって、 其の 作家に ついては 異說が あるので あり、 且つ 5 古今 和 

歌 六帖』 の 撰者 は、 却って 『伊勢 物語』 からこれ を拾收 し、 其の 作者の 名 は異說 によって 記した ので あ 

ると 見る 說も あるので あるから、 眞 淵の 說を 其の儘に 採用す る 事 は出來 ない。 次に 『古今 集』 の 中の 業 


內 
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平の 歌 は、 其の 詞 書が 特に 長く、 しかも 其の 文章 は 『伊勢 物語』 と 密接な 關 係が ある- S であって、 併 勢 

は 古今の 詞 書に 據 つて 書いた もの か、 或は 反對 に、 古今の 詞書 は、 伊， 勢 を 墓に して 記した もの か、 何 

れか である やうに 思 はれる ので、 此の 點に著 眼して、 伊勢と 古今の 前後 を考證 した 學者も あるので あ 

る。 饼 しこれ は 寧ろ 古今の 詞 書が、 伊勢に 據っ たもので あると 見る のが 安當 である" かくて 今 H の學 

者 は 大體に 於て、 『伊勢 物語』 の 成立 年代 を 『古今 集』 の撰定 以前と して 居る ので あるが、 物語の 中に 延 

喜天曆 頃の 和歌に 附會 した 說 話が 散見す る點 から 見れば、 原作が 成立した 後に、 更に 後人の 手に よつ 

て 追加 せられた 所が あると 考 へられる。 卽ち 原作が 成った の は、 業 平の 歿後 間 もない 頃で あらう と 思 

はれる が、 其の後 業 平が 傳說的 人物と して 取扱 はれる やうに なった 頃、 3、5g 更に 增 補して、 遂に 

今日 見る やうな 形の ものと なった ので あらう と 思 はれる。 題號の 一. 伊勢，」 に 就いても、 古來 種々 の說が 

行 はれた ので あるが、 此の 物語の 古い 異本の 冒頭に、 齋 宮に關 する 說話 があった 爲に、 それに 因んで 

此の 名 を 以て 呼ぶ やうに なった ので あらう とする 『袋 草子』 の說 は、 最も 穩か であらう。 

此の 物語の 說 話の 中には、 業-牛の 實歷も あるで あらう が、 大部分 は 業 平に 附會 した 說 話であって、 

其の 多く は 戀愛談 である。 尤も 中には 主從の 情義、 母子の 眞情、 友愛の 情誼、 旅の あはれ など を も 含 

んで 居る ので あるが、 何れの 說話も 多情 多感な 業 平の 熱情と、 みやび 心 を 寫す事 を 主眼と して 居る の 

であって、 作者の 理想 を ここに 見る ので ある。 從 つて 全篇の 物語 は、 槪ね 感慨の 情に 満ちて 居る ので 

ある けれども、 時として 說 話の 結末に 於て、 輕 妙な 洒落に 陷 つて 居る。 これ は 『竹 取 物語』 や 『土 佐 日 

物語の 發達  一九 一 
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記』 などに も 見受ける のであって、 機智 を 喜んだ 當 時の 貴族 趣味の 現れで ある。 說 話の 中心 興味と なつ 

てゐる 和歌の 中には、 古歌の 語句 を 勝手に 改めて 引いた のが あり、 叉雜の 歌を戀 歌と した， 9、 元來關 

係の ない 二つの 歌 を、 贈答 歌と して 利用す るな ど、 作者の 自由な 假構的 手腕 は、 和歌の 上に も 現れて 

居る。 而 して 贈答 歌 は 措 辭の奇 巧を爭 つた 當意 


.}  -、  I^NNT リ vv-  、  It  Afi^ 

ゆ？  V り- 1  丫 

f キ？ 

多く は 之 を 模範と したので あって、 其の 影^ 


卽 妙の 詠であって、 必す しも 業 平の 伎倆 を 示す 

もので はない。 併し これ は當時 一 般の 贈答 歌の 

傾向であって、 平安時代 中期 以後の 歌人が、 之 

を必讀 書と して 尊重した の も、 主として 此の 贈 

答 を 模範と したので ある。 

文章 は 助詞 接 續詞を 用 ひる ことが 少く、 概ね 

短句 を 用 ひて 簡勁 素朴であって、 而も 俊雅 であ 

る。 簡素で 平淡な^ 句の 中に、 巧みに 情景 を寫 

し 出 して、 千 言 萬 語 に まさる 效果 を收め て 居る 

の は、 此の 物語の 一 大 特長で ある。 後の 物語の 

一は 極めて 大きい。 篇 中で， 最もす ぐれて 居る の は 「西の 對- 
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どで ある o  - 

昔 ひ〃 がしの 五條に、 お ほき さいの 宫 おはし ましけ る 西の 對に、 住む 人 ありけ り。 それ を 本意に は あらで 行 

きとぶ らふ 人、 心 ざし 深 かりけ る を、 む 月の 十日ば かりに 外に 隠れに けり。 あり 所 は 聞け ど、 人の 行き 通 ふ 

べき 所に も あら ざり けれ は、 なほ 憂し となん 思 ひっつ ぞ ありけ る" 又の 年の む 月に、 梅の 花盛りに 去年 を 思 

ひ 出で て、 かの 西の 對に來 て、 起ちて 見、 ゐ 

S  、し l^tiut^fh あ， *f パ. 
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て 見れ ど、 去年に 似るべく も あらす。 う も 泣 

きて、 あばらなる 板 敷に、 月の かたぶく まで 

ふせりて、 去年 を戀 ひて よめる。 

月 や あらぬ 春 や 昔の 春なら ぬわが 身 ひと 

つ はもとの 身に して 

とよみて、 夜の ほのほのと 明くるに、 泣く 泣 

く歸 りに けり。  (流布本 伊勢 物語、 

つ 伊勢 物^ j に は 種々 の. 異本が ある。 大體 から 見て、 

定家本 • 朱 雀 院塗籠 本 *眞 名 本の 一一 一種に 分 たれる の 

であるが、 定家 本に は 流布本の 外に， 天福 二 年 書 

寫の奧 書の ある 天福 本、 及び 天福 本の 一本が ある。 朱 雀 院塗籠 本 は、 高 階 成 章の 女 二位 尼が 書寫 した もので、 朱 雀 院の塗 

籠に 藏 せられて ゐ たの を、 定 家の 女 民 部 卿 局が 寫し たも の を 原本と. W る ので ある。 また眞 名 本は眞 名で 書かれた も ので、 

今 共に 『群 書類 從』 に收 めら れて 居る。 圜 版に 揭 げた 傳後京 棰良經 自筆 本 は、 缣倉 時代の 中期 を 下らざる 古鈔本 (筆者の 信 

物語の 發達  一九 一二 
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疑 はな ほ 未詳) であって、 定家 本の 流布本の 系統に 羼 する 一 異本で ある。 又 三 條西家 所蔵 本 は、 定家 自筆と 稱 せられて ゐる 

部分と • 他の 筆と 交って ゐ るが、 其の 奧 書に は 「天福 二 年 正月 廿日 as 未 申 刻、 凌 二 桑門 之 盲 連日 風雪 之 中、 逮ニ 此書寫 一 

爲レ授 二 鐘 愛 之 孫 女 一也。 同サ 二日 校了」 とあって、 いは ゆる 天福 本で ある。 圜 版に 示した のは定 家 自筆と 稱 せられる 部分で 

ある。 以上 舉 げた 古寫 本の 外に、 最近 佐々 木 信 綱 博士が 複製して 世に 紹介 せられた 傳藤原 爲氏箪 『異本 伊勢 物語』 (大 島雅 

太郞 氏藏ソ が ある" 其の 本文 は 流布本の 誤 を 正すべき 資料と なる ので あるが、 卷 末に 添 へられた 校異の 中には 他 本に ない 

五段と 和歌 一 首 を 含んで 居る。 

大和 物語 『伊勢 物語』 の 系統 を 引いて、 天 暦の 頃に 現れた 歌 物語 は 『大和 物語』 (二 卷) Yljr である。 作者に 

就いては、 業 平の 次子 在原滋 春と する 說、 sy- 花 山 院の御 撰と する 說、 其の 他 一 一 一の 異說が 

作者と 成立 あるので あるが、 いづれ も 根據が 薄弱で ある。 姑く 作者未詳 とする のが 至當 であらう。 成立 年代に つ 

年代 

いても 諸說が あるが、 井上文雄が 其の 著 『冠 注 大和 物語』 の 序論 中に 述べて ゐる說 は、 最も 傾聽 すべき 

ものである。 卽ち 同書に、 此の 物語の 中に 延 喜の 帝 を 「先帝」 とい ひ、 負 信 公 を 「お ほい まう ちぎ 

み」 とい ひ、 又淸愼 公； 宮を 「今の 左のお とど」 などと 記して ゐ るの を 見る と、 旣に天 暦の 頃に 何人 

かが 書き かけて 置いた の を、 花 山 天皇の 寬和 • 永延の 頃に 更に 他の 人が 書き 加へ たもので あって、 全部 

が 一人の 筆に 成った もので ない 事 は、 文章 用語 を 見ても 明かで あると 言って 居る。 此の 說は北 村季吟 

の 『大和 物語 抄』 の說 に基づいて ゐる やうで あるが、 なほ 藤 岡 作太郞 博士 は季吟 の說を 補足して、 次の 

如く 考證 せられた： 卽ち 此の 物語の 中に 見える 「今の 左 兵 衞督」 なる 師 尹が 其の 官で あつたの は、 天慶 

十 年から 天曆七 年までで あり、 また 書中に 「故 大納言」 と あるの は、 天曆四 年に 卒した 藤 原 淸蔭を 指す 


ので あるから、 此の 物語の 少 くも 一部分 は、 天 曆！： 年から 天曆七 年までの 間に 書かれた もので あらう 

と 述べて 居られる cs» き史 右に 擧 げた ニ說 によって、 『大和 物語』 が 最初 成立した の は天曆 年中で あ 

つて * 其の後の 人が 後半 を 書き 繼ぎ、 花 山院の 御， 代に 今 見る やうな ものと なった と 見る のが 安當 なや 

うで ある。 次に 題號の 「大和」 に 就いても 種々 の說が あるが、 『伊勢 物語』 に對 する 名稱 である 事 は 明か 

であって、 「大和」 に は 更に H 本の 意 を 聞かせて、 諸 國の事 ども を 書き集めた 意味 を 八 a めて ゐ るので あ 

らう。 (大和 を 我が 國の 物語の 義と 見た の は 『冠 注 大和 物語』 の說 であるが、 これ は 淸輔の 『袋 草子』 に、 

「其 名目 和語の 由歟」 と あるのに 從 つたので ある。) 

耝綠と 特色 此の 物語 は 約 三百 首 許りの 和歌 を 中心とする、 古今の 說話百 七十 餘條を 集めた ものであって、 其の 

組織 は 『伊勢 物語』 と 同じで あるが、 彼の 如く 一人の 主人公 を 以て 全篇 を 貫く のでな く、 個々 の 人^に 

關 する 歌 物語 を 集成した 貼に 於て 相違して 居る。 なほ 此の 物語 は 前後の 二部に 分つ ことが 出來 る。 前 

半の 凡そ 百 三十 餘段 は、 短い 說 話であって、 當 代の 贈答 歌 を 中心とする 歌 物語で ある。 叉 後半の 約 四 

十 段 は それと 稍 趣 を 異にして、 和歌よ b も 寧ろ 說話を 主として 居る のであって、 其の 大部分 は 古い 典 

籍から 取材して 居る。 例へば 蒐原處 女 •• 安 女の 投身. 姥捨 山な どで ある。 卽ち 此の 物語 は 『伊勢 物語. 「 を 

摸倣しながら、 興味の 中心が 說 話に 移動しつつ ある 點に 特徵が あるので あって、 道 長 時代の 散文 全盛 

期に 至る、 過渡期の 作品と して 注意すべく、 叉 他の 一面に 於て は、 やがて 平安時代 末期の 『今昔 物語 

集』 以降の 說 話文學 の先驅 ともなって 居る ので ある。 『大和 物語』 の說 話の 大部分 を 占めて 居る の は、 

物語の 發達  一九 五 
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關 する ものであるが、 殊に 前半に は實 在の 人物 や、 實際. の 事件に 關 する ものが 多 いのは、 『後 撰 

集』 の戀の 部と 相 通す る 所が あるので あって、 實社會 の 浮薄な 事件に 與味を 抱いた 時代の 風潮の 反映 

であると 共に、 作者が 構想 カを缺 いて ゐた事 を 暴露して 居る ので ある。 文章 は 『伊勢 物語』 を 模範と し 

て、 簡潔 素朴で は あるが、 稍 冗漫に 流れて カを缺 き、 且つ 彼に 見る やうな 情熱と 典雅と を 缺く憾 が あ 

る。 かくて 『大 

和 物語』 は 種々 
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の點に 於て、 『伊 

勢 物語』 よりも 

遙 かに 劣る ので 

あるが、 後世^ 

勢 • 源氏 と 併せ 

て、 歌道の 修養 

書と して 重ん せ 

られ た。 例へば 

『八 雲 御抄』 に 

も 「伊勢 物語 .大 


和 物語. 源氏物語、 歌人の 見る ベ きものな. 5。」 と 仰せられて 居る。 

此の 物^に も 種々 9 異本が あったら しく、 北 村季吟 の抄に 「此 物語 本の 差異 多し" 六條 家の 本、 ニ條 家の 本、 其の 外 あまた 

かはリ 侍り。 一 と 記して 居る。 抄の 本文 は定家 自筆と いはれ る ニ條家 本に 從 つた ので ある。 現存す る ニ條家 本で 瞀 見に 人つ 

た 最古の 寫本 は、 前 田侯锊 家の 尊 經閣收 蔵の 藤原爲 家， HT 筆 本で ある。 (圖 版參 照〕 此の 書の 奧 書に は、 爲 家の 自筆で 「弘長 

元年 十二月 比 以ニ家 本 1 令 二 書寫 一之、 同 二 年 校合、 六十 五老 比丘 融覺」 と 記して ある。 融 覺は爲 家の 法號 である。 蓋し 此の 物 

0 の 定本と す ベ きも の であら う。 

三 作り物 語 

竹 取 物語  右に 述べた 伊勢. 大和 は 共に 歌 物語で あるが、 一方の 作り物-語の 最も 古いの は、 『竹 取 物語』 である。 

此の 物語 は 『源氏物語』 の 繪合卷 に、 「物語の いでき はじめの 親なる 竹 取の 翁」 と あろに よれば、 古く は 

「竹 取の 翁 物語， 一と 呼ばれたら しく、 叉 『源氏物語』 の 蓬生 卷に は、 別に 「かぐや 姬物 語」 とい ふ 名 も 

見えて 居る。 「竹 取の 翁 物語」 又は 「竹 取 物語」 と 呼んだ の は、 此の 物語の 冒頭に 「今 は 昔 竹 取の 翁と い 

へ る 者 あ ，0 けり。 野 山に まじ， o て 竹 を 取， C つつ 萬づ の 事に つか ひけり。」 と ある 其の 翁に よった ので あ 

作者と 成立 るが、 「かぐや 姬 物語」 と 呼んだ の は、 ー篇の 主人公の 赫映姬 に 基づく ので ある。 さて 此の 物語の 作者 

年代 

を、 谷に 源 順と して 居る の は 信じ 難いので あって、 作者未詳と すべきで あろ。 其の 著作 年代に 就いて 

は古來 種々 の說が ある。 本 居 宣長は 『源氏物語 玉の 小 櫛』 に、 延喜 以後の 作と して 居る が、 共の 門人 田 

物語の 發達  一九 七 
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中 大秀の 『竹 取 物語 解』 に、 「源氏物語に、 繪は巨 勢 相 覽書は 紀貫之 書け りと 見 ゆれば、 延 喜の 以往よ 

,0 ありし 物なる べし c」 と 言って 居る のが 最も 穩當な 意見で ある。 更に 年代 を 限定した 說 では 『竹 取 物 

語 新釋』 «§p ^に、 物語の 中に 見える 頭の 中將、 及び 六衞 司の 官職 設置の 年代の 上から、 m« 

ss^^ 弘仁 二三 年 以後の 作と 推定し、 叉 藤 岡 博士 は 其の 著 『國 文學 全史 平安朝 篇』 に、 此等 

の 諸說に 批判 を 下した 後に、 文章 用語な どの 方面から 見て、 貞觀 から 延 喜に 至る 三 E 十 年の 問に 成つ 

たもので あると 推定 せられた。 要するに 延喜 以前の 作で ある 事 は、 種々 の點 から 見て 疑の ない ことで 

ある。  - 

此の 物語の 梗概 は —— 昔 竹 取の 翁と いふ 者が あって、 或 日 竹の 中から 三寸ば かりの 女の 兒を 見出し 

て 以來、 節 毎に 黄金 を 見付ける ことが 度重なって 富み 榮ぇ、 女兒は 成長して あたり も 輝く ほどの 美人 

となった ので、 赫映姬 と 名 づけた。 姬の嗱 を 聞き 傳 へて、 結婚 を 求める 者 は 極めて 多かった が、 中に 

も 石 作 皇子. 車 持 皇子 • 阿部 御主人？ K 伴 御行. 石 上 麻 呂の五 人の 貴公子 は、 最も 熱心に 通 ひつめ てゐ たの 

で、 翁 は姬に 其の 中の 一人 を 揮んで 婿と する やうに 勸 めた。 姬は五 人に それぞれ 佛の 石の 鉢. 蓬萊の 玉 

の 枝. 火 鼠の 裘. 龍の 首の 玉， 燕の 子安貝 を 求めて 來る事 を 要求し、 それに 應じ 得た 者 を 婿と する こと を 

約束した ので、 五 人 は 或は 僞り、 或は 危險を 冒しな どして 孰れ も 失敗し、 遂に 戀は返 けられて しまつ 

た： 次いで 姬 は更. に宫 中から 入內を 命せられ、 帝の 行幸 を 蒙った が、 これに も應 せす、 R 帝と 淸ぃ交 

際を續 けて ゐた C  ^るに 三年 目の 春 頃から 姬は獨 b 憂愁に 沈み、 果て は 月 前に 泣き 悲しんで ゐる樣 子 


素 
材 


なので、 翁ら は 怪しんで 其-の 理由 を 尋ねる と、 姬 はもと 月界の 仙女であって、 或 罪に よって 暫し 下界 

に 下された ので あるが、 今年 秋の 十五夜に は 許されて 召還され る 事に なった と 告げた。 事情 を 聞いた 

翁 夫婦の 歎 はいふまで もな く、 帝 も かくと 聞 召して お驚きに なり、 當 日に は六衞 司の 侍 二 千 人 を 遣 は 

して、 翁の 家 を 守ら しめられた けれども、 迎 へに 來た 天人に は 何者 も 力 を 失 ひ、 姬 はもとの 仙女と な 

5, 天の羽衣 を 著て 弄 天して しまった。 赫映姬 を 失った 翁ら はやが て 病み 臥し、 姬が 遺した 不死の 藥 

と 御文と を 宮中に 奉った が、 帝 は 不死の 藥も今 は 何に しょう ぞと 仰せられて、 天に 最も 近い 高山の 頂 

で燒き 捨てさせられ たので、 其の 山 を 富士山と 名 づけた が、 煙 は 今 も縷々 として 空に 立ち上って 居る 

とい ふので ある。 

『竹 取 物語』 は 右の 梗概に 見る やうに、 古く 記紀. 風土記. 萬 葉な どに 散見す る、 求婚 傳說ゃ 仙女 說 話な 

どの 系統 を 引いて 現れた 傳奇 物語で ある。 其の 冒頭の 一節 を讀ん でも 明かで ある やうに、 御伽 噺 らし 

い 色調 を帶 び、 又 各 段落に 語原の 說明を 下した 洒落が あるの は、 上古の 說話 文學の 形式 を殘 して 居る 

ので あるが、 一方に 於て 外来の 神仙 譚竝に 神仙 思想の 影響 を 多分に 受け、 而も 平安時代の 人情 や 趣味 

など を寫し 出して ゐる點 に は、 平安 初期の 作品た る 待 質 を 認め 得る ので ある。 此の 物語の 源流 を 探れ 

ば、 上古の 說 話の 中に 系統 關係、 または 類似 貼 を 見出す ので あるが、 殊に 後の 羽衣 說 話の 最も 古い 形 

式 を 有する、 丹 後 國の比 治山の 天女の 說話 と は 最も 深い 關 係が ある やうで ある。 

饼し 作者の 時代に は、 遣唐使 等が 將來 した 支那の 『神仙 傳』 『列 仙傳』 ^^細 s 膽 などが 流布して ゐ たと 
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甲； j はれる のであって、 此 等の 神仙 譚 から、 種々 の 素材 を 得た こと も 想像 せられる。 此の 物語の 局部 的 

の典據 について は、 契 沖の 隨 筆の 『河 社』 あに、 內 外の 典籍に 亙って 詳しい 考證が 見えて 居る 

が、 小山 儀の 『竹 取 物語 抄』 や 田 中 大秀の 『竹 取 物語 解』 に は 更に これ を 補って 居る。 今此 等の 先賢の 考 

證を 綜合して 概略 を說明 すれ は、 先づ 物語 中の 人物に 就いては、 竹 取の 翁 は 『萬 葉 集』 の卷 十六の 竹 取 

翁の 長歌から 得て 居 b、 赫映姬 の 名 は 『古事記』 の垂仁 天皇の 條 にある、 伽 具 夜 比賣を 借りた ので あら 

うが、 五 人の 貴公子の 中には、 大伴 御行 • 石 上麻呂 の 如き、 史上の 人物の 名 も 見えて 居る。 次に 構想 上 

の準據 について は、 赫映姬 が 竹の 中から 生れた 筋 は、 『廣大 寶樓閣 善 住祕密 陀羅尼 經』 fillip 經」 や 

『後 漢書』 の 西南 夷 傅に 相似た 說 話が あり、 佛の 石の 鉢 は 『西域 記 JT や 『普 曜經』 に 見え、 蓬萊の 玉の 枝 は 

『列 子』 に、 火 鼠の 裘は 『神異 記』 に、 龍の 首の 玉 は 『莊 子』 『太平 廣記』 等に、 燕の 子安貝 は 『史 記』 の 三代 

世 表に、 それぞれ 其の 原據を 求め 得る ので ある。 尤も 作者が 此 等の 典據を 直接に 見た ので あるか、 或 

は 間接に 引いた ので あるか、 その 邊 のこと は詳 かで ない が、 孰れに しても 素材 を 自由に 利用して、 思 

ふま まに 幻想の 世界に 飛翔した 伎倆に 對 して は、 驚く の ほか はない。 

更に 作者の 創作力に 就いて いへば、 元来 此の 物語 は 御伽 噺 めいた 說話 では あるが、 比較的に 鍵 化に 

富み、 稍 複雜な 筋の ものであって、 勝れた 創作的 伎倆 を發 揮して 居る。 今 其の 長所 を擧げ るなら ば、 

廣く內 外の 素材 を 利 川しながら 之に w はれる ことなく、 國民的 情趣に 立脚して、 ー篇の 美しく 淨らか 

な 說話を 構成して ゐる 事、 天界の 仙女 を 主人公と して 空想 世界に 遊びながら、 よく 當 時の 貴族 社 書の 


實 生活 を寫 して、 二つの 世界の 對照竝 に 調和に 成功して 居る 事、 赫映 姬が賤 しい 翁の 手に 育てられて 

以來、 昇天す るまでの 經 過に、 漸層 法の 妙 を 示して 居る 事な どで ある。 尤も 詮索 すれば 短所 もないで 

はない。 例へば、 五 人の 貴公子の 失敗が 最初. から 豫 想せられ る ものである 事、 人物の 描寫が 外面 的 輪 

郭的 である 事、 翁の 年齡に 前後の 矛盾が あ h -、 叉 赫映姬 の 生 立ちに 不自然な 點の ある 事、 滑稽な 描寫 

がな ほ 低級で ある 事な どで ある。 併し 此の 物語 は、 童 幼 婦女 を讀 者に 豫 想した ー篇の 童話 的 物語で あ 

るから、 右の 如き 缺點は 素より 大 なる 瑕瑾と はならない であらう。 最後に 文章 は 短句 を 連ね、 平明な 

語 を 用 ひて 簡素で あ b、 修辭 上の 技巧 を 用 ひる 事も少 いので あるが、 而も 緻密な 描寫 にも 成功し、 ど 

ことなく 優雅な 趣が あって、 一千 年 前の 古物 語と して は、 極めてす ぐれた 特質 を備 へて ゐ ると 謂 ふべ 

きで ある。 なほ 此の 物語に は 十五 首の 歌が あるが、 此等は 作者の 詠歌で あるら しく、 其の 歌風 は 文章 

と 同様に 素朴で あり 平明であって、 『伊勢 物語』 の 和歌より 更に 古い 時代の 而 目を存 して 居る。 

散逸 物語 傳奇的 物語の 『竹 取 物語』 が 出てから、 凡そ 百年の 間 は 和歌の 勃興 期で あるが、 物語 も 亦徐々 に發達 

して、 寫實的 物語の 『源氏物語』 に夥る 過渡期の 作品が、 數 多く 作られた ので ある。 試みに 『枕 草子』 の 

「物語 は」 の條を 見る と、 住 吉. 宇津 保. 殿う つ，？ 月 待つ 女 丄 父 野 S 少將 • 梅壸 の少將 人ゃ國 譲. 埋れ 木. 道心 

- 一 ま の 

すすむる. 松が 枝. 拍 野の 物語な ど 十二 の 名 を 擧げて 居.^、 なほ 他の 條には 『落 窪 物語』 が 出て 居る。 又 

『源氏物語』 の卷々 に 散見す る 古い 物語の 中で、 右に 洩れた もの を 拾って 見る と、 「芹 川の 大將」 「親 姑 
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射の 刀自」 「正三位」 「から もり 」 「とか も^曰 ほ は リれ， ^1， などが ある。 かくの 如く 『源氏物語』 が 出現す るまで 

に、 數々 の 作品が 現れた ので あるが、 其の 大部分 は 散逸した のであって、 後世に 傳 はった もの は、 僅 

かに 『宇津 保 物語』 と 『落 窪 物語』 の 二部 だけで ある。 (『住 吉物 語』 も 此の頃 作られた ので あるが、 現存 

する の は 『落 窪 物語』 を 粉本と して 後世 改作した ものであって、 原作の 儘で はない。) 而 して 此の 二種 

が 待に 散逸 を 免れた の は、 他の 作品に 比して 傑出して ゐた爲 であらう と 思 はれる ので あるから、 これ 

を當 時の 代表作と 見做して 差 支ないで あらう。 ■ 

字^ 保 物語 『宇津 保 物語』 は 二十 卷 (刊本 三十 冊) から 成る 大作で ある。 『源氏物語』 の 註釋書 『紫 明抄』 (素 寂 撰) 

に 源 順の 作と して 居り、 また 細井貞 雄の 『空 穂 物語 玉 琴』 に は、 紫 式部の 父 藤原爲 時の 作 かと 言って 居 

るが、 此等は 確かな 根據の ある 說 ではない。 併し 內容 文體 などから 推考して、 男子の 作で ある 事 は 確 

かで ある。 作の 成立 年代に 就いても 種々 の說が あるが、 物語の 中に 朱雀院 及び 其の 皇子た ちの 事が 見 

えて 居る から、 冷泉 天皇から 圓融 天皇の 初 頃までの 間に、 現れた ものと 見る 說に從 ふべき であらう。 

此の 物語と 『落 窪 物語』 との 前後に 就いても、 說が 分れる ので あるが、 物語の 發 達の 上から 見れば、 恐 

らく 宇津 保の 方が 先で あらう と 思 はれる。 此の 物語の 卷名は 俊 蔭， 藤 原 君. 忠乞 などの やうに、 篇 中の 主 

要なん 物に よった ものが あ b、 又 梅 笠 花. 嗟峨院 • 吹 上. 祭の 使の 如く、 內容 に緣の ある 雅名 を附 けた も 

の も ある。  • 

傅 本  『宇津 保 物語』 がー 際 天皇 以前から 人々 に讀 まれて ゐ たこと は 『枕 草子』 に、 中宮の 御前で 此の 物語 


桢 
概 


すずし 

中の 人物の 涼. 仲忠の 優劣 を 論じた 事が 見え、 叉 『源氏物語』 の繪 合の 卷に、 竹 取の 翁に 宇津 保の 俊 蔭 を 

合せて 爭 うた 事が 見え、 なほ 螢の卷 にも 此の 物語 中の 藤 原 君の 女の 事が 見えて 居る ので、 一般 を 推測 

する ことが 出来る。 然るに 其の後 人々 の 注意 を牽 かなくな つた やうであって、 順 德院の 『八 雲 御抄』 に 

は、 『源氏物語』 『狹衣 物語』 『宇治 大納言 物語』 などの 名 は 見えて ゐ るに 拘ら す、 此の 物語の 名 は 見え 

てゐ ない。 叉 鎌 食 時代の 初めに 現れた 『無名 草子』 (王朝 文學の 批評 を 物語 體に 記した もの) にも、 宇津 

保の 事 は 見當ら ない。 かくて 此の 物語 は、 近古に 至って 一時 忘れられて ゐ たので あるが、 その後： 冉び 

世に出る までに、 編 次に 錯簡を 生じ、 文章に 誤字 脫漏を 生じて、 現在の 刊本 となった ので ある。 江 戶 

時代に なって、 卷の 順序の 訂正 を 試みた 人は少 くなかった。 桑原 やよ 子の 『宇津 保 物語 考』、 本 居 {1 且長 

の 『玉 勝 間』 卷 二に 引いて ゐる田 中道 麿の 說、 細川貞 雄の 『宇津 保 物語 玉 松』 の說 など は、 其の 著しい も 

ので ある。 此 等の 中で 最も 見るべき は 道 麿と 貞 雑の 說 であって、 近來の 活版本 は 此の 何れ かに 據 つて 

罟る。 

此の 物語の 首卷は 俊蔭卷 である。 卷の 主人公の 藤 原 俊 蔭 は 皇女 腹に 生れ、 年 十六の 時 造 唐^ 使と な 

つて 彼の 國に 渡る 途中、 風浪の 難に 遭って 波 斯國に 漂流し、 天人から 琴の 名器 を 授けられ 仙人に 就い 

て祕曲 を學ん で、 年 三十 九で 歸 朝した。 (波 斯國の 事 は 遣唐使 漂流の 史實と 佛敎說 話から 取 村した ので 

あらう。) 俊 蔭は歸 朝の 後、 音 樂 によって 帝の 寵遇を 蒙り、 一女に 琴と 祕曲を 授けて 世 を 去り、 おの ケ 

は 父母の 歿後 落魄して ゐる 中に、 藤 原 兼 正と 契って 一男 仲 忠を擧 げた。 仲 忠は六 歳の^ 母と 共に 北山 
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の 奥に 移 り、 大木のう つぼに 棲んで ゐ たが、 母から 琴を學 び、 野獸を 感動させる 程の 音 を搔き 鳴らし 

たので、 様々 な 禽獸は 食物 を 運んで 母子 を 養った。 仲忠は 十二 歲の 頃まで 山に 棲んで ゐ たが、 琴の 音 
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si 
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春 
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あて，？ 

家繁榮 して ゐ たが、 其の 第 九の 君貴宮 (物語の 女 主人公) は 絡 世の 美人で あつ 


を 聞いて 尋ねて 來た兼 

正に 迎 へられて、 母と 

共に 京に 歸 り、 三條堀 

河に 一家 を 構へ る 事に 

なった。 (以上 は 俊 陰 

卷の 梗概であって、 物 

語の 名 は 言 ふまで もな 

く、 大木のう つぼに 基 

づ いたので ある。) 其の 

後の 物語 を 略述 すれ 

ば、 當時 左大將 源正賴 

は 藤 原 君と いって、 一 

ので、 其の 才色 を傳へ 


聞いて 甲 3 ひ を 寄せ. る 者が 極めて 多かった が、 其の 中には 熱心に 言 ひ 寄る 皇子 を 始め、 富有で 吝嗇な 三 


批 
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春 高 基 や、 年老いた 太 宰帥滋 野眞菅 などが あり、 叉 殿上人に はかの 仲忠を 始め、 才學に 長 じた 良 峰 行 

政な どが あり、 また 貴 宮の兄 仲 澄も竊 かに 胸 を 焦す 一人であった。 其の後 更に 貴 宮の周 園に は、 有德 

の 入道 忠乞、 才學に 長 じ 音樂に 秀でた 源 涼、 學問. に 熱心な 藤 原季英 (藤 英) などが 次々 に 現れて、 遂げ 

ら れぬ戀 に懊惱 する ので あるが、 貴宮は 遂に 東宫に 召されて 入內 したので、 幾多の 懸想 人 は 失望 落膽 

し、 中には 山に 籠った， o  、 出家 入 i する 者が あった o( 貴宮を 中心に 多数の 貴公子 の 戀を 次.々 に 描寫し 

たの は、 『竹 取 物語』 の 趣向 を 摸倣した ので ある。) 其の後 東宮の 治世と なって、 貴宮 (藤壸 女御) が 生 

んだ 一宮と、 藤 原 兼 正の 女 (梨壸 女御) が 生んだ 二宮との 間に 位爭が 起り、 それ を 中心として、 源藤兩 

家が 互に 權勢爭 奪の 鬪爭 を續 けたが、 帝 はもと より 藤壸を 寵愛せられ て 居る から、 先例 を 破って 一宮 

を 東宮と せられた。 一方 貴宮 と相對 的に 描寫 されて ゐ る仲忠 は、 其の後 帝の 皇女 を 夫人に 迎へ、 官位 

累進して 大將 となり、 其の 女 犬 宮も父 や 祖母に 琴 を 學んで 世に 名高くな， o、 一家 擧 つて 音樂の 爲に榮 

えた 事 を 語って、 遙 かに 俊 蔭の 卷に 照應 させて 擱 筆して 居る。 

『宇津 保 物語』 は 右の 梗槪 によっても 明かで ある やうに、 『竹 取 物語， r! の 構想 を 踏襲して、 更に 人物 を 

多くし、 筋 を複雜 にした ので あるが、 とかく 散漫に 流れて 讀 者に 倦怠 を 感じさせ るの は、 創作的 伎倆 

の 不足 を 暴露す るので ある。 なほ 作者 は 宮廷 を 背景と して、 世相 人情の 描寫に 力めながら、 至る所に 

幻想 的 怪異 的 要素 を 加へ て、 兩 者の 不調和に 陷 つたの は、 現實 世界と 月世界と を 巧みに 渾融 せしめた 

『竹 取 物語』 に 比較して、 遙 かに 見劣りがする。 文章 は 短句 を 連ね、 時に 漢文 脈 を 加味して 簡潔で ある 

物語の 發達  二 〇 五 


平安時代 前期  二 〇 六 

が、 槪ね 平坦であって 情味に 乏しい。 かくて 此の 物語 は、 分量に 於て は 『源氏物語』 の前驅 たるに 恥ぢ 

ない ので あるが、 質に 於て はな ほ 幼稚の 域を脫 して ゐな いのであって、 中古 以來 源氏の 爲に壓 倒せら 

れて、 世に 忘れられ たの も當然 である。 併し 竹 取から 源氏に 移る 途上の 作品と しての 待徵を 持って 居 

b、 且つ 『源氏物語』 の 作者に は、 少 からぬ 影響 を與 へたので あるから、 文學 史上に 於て は 重要な 位置 

を 占めて 居る ので ある。 

落 窪 物語  『落 窪 物語』 は 『宇津 保 物語』 と 同じ 時代に、 恐らく は それに 次いで 現れた 作品で あらう。 四卷 若しく 

は三卷 から 成る 小規模の 作品で ある。 作者 を 源 順と する 說には 容易に 從ひ 難いので あるが、 文章が 簡 

潔で ある 事 や、 叙事に 滑稽 卑俗な 事が 散見す る點 などから 推して、 男子の 手に 成った こと は 明かで あ 

る。 成立 年代 も 明かで なく、 從來 種々 の說が 現れた ので あるが、 『枕 草子』 の 「成 信の 中將 は」 の條 に、 

「げに 交野の 少將 もどき たる、 落 窪の 少將 など は を かし。」 と あるから、 此の 草子より 前に 現れた 事 は 確 

實 である。 

梗 概  此の 物語の 梗概 は 下の 通りで ある。 中納言 忠賴の 先妻の 腹に 生れた 才色兼備の 姬 君が、 其の 繼 母に 

憎まれて、 寢 殿の 放出の 落 窪なる 一室に 置かれて、 落 窪の 君と 呼ばれ、 あらゆる 侮辱と 迫害に 惱 まさ 

れてゐ た。 (物語の 名 は 主人公の 落 窪の 君から 出て 居る。) 此の 姬 君に は、 牛： 人 思 ひの 阿漕と 呼ぶ 侍女 

があって、 H 夜 慰められて ゐ たが、 たまたま 阿漕の 許に 通って 來る带 刀が 姬 君の 境遇に 同情して、 當 

時聲望 を 一 身に 集めて ゐ たお 近 少將に 近づ いて 其の 事 を 語る と、 少將は 大いに 同情 を 寄せる と共に、 


特 
色 


其の 才色 を 愛でて、 竊 かに 姬君を 救 ひ 出して 結婚した。 其の後 少將は 官位 頻りに 昇り、 左大臣 を經て 

太 政 大臣にまで 進み、 姬君は 夫の 濃 かな 愛情 を 受けて 幸福な 生活に 入り、 其の 兒女も それぞれ 榮 達し 

て、 一家 悉く 榮華を 極める ので ある。 然るに 一方 中納言 夫婦と 其の 子女 は、 少將 から 種々 な 方法で 復 

警 せられ、 最後に は 落 窪の 君が 亡き母から 譲り受けた 三條の 邸宅 を、 中納 言の 手で 修理した 後に、 少 

將の爲 に 奪 はれて しまった。 かくて 復簪を 遂げた 少將 は、 中納 言を迎 へて 落 窪の 君に 對 面させる と、 

父 も 始めて 北の方の 非道な 仕 打 を愤， o、 且つ 後悔 をした ので、 是ょ b 少將 は中納 言及び 其の 子女の 非 

運に 同情して 恩顧 を與 へ、 頻 b に 其の 立身 を 計って や り、 姬君も 亦 父母に 孝養 を盡 して、 老後 を 幸福 

にした とい ふので ある。 

此の 物語に 取扱った 主題 は、 古今東西に 例の 多い 繼子 いぢめ の說 話で ある。 而 して 此の 種類の 物語 

は、 可憐な 繼 子が 後に 幸福な 生活に 入り、 これ を 虐待した 繼 母が、 後に 逆境に 陷 つて 後悔 するとい ふ 

のが 定型と なって 居る。 併し 『落 窪 物語』 には憐 むべき 繼子を 救 ひ、 僧むべき 繼 母に 對 して は復簪 をす 

る、 左 近 少將の 仁 俠的精 祌を寫 した 後に、 更に 轉 じて 少將 夫婦が 舊怨を 忘れて、 却って 中納言 家に 庇 

護 を 加へ たこと を 物語って、 人情 美 を 添 へ て 居る のであって、 此等 は， 此の 物語の 特色で ある。 『落^物 

語』 は 家庭的 事件 を 取扱った ものであるから、 筋は舉 純で あ b、 場面 も 局限せられ、 人物 も少數 で 足 

,0 るから、 複雜な 內容を 物語った 宇津 保に 比して 纏 りが あ，^ 筋の 運び も 自然であって、 一段と 勝れ 

た 作品と なって 居る。 なほ 此の 物語の 長所と して 擧げ 得る の は、 親子 夫婦 キ： 從の 間の 人情 を寫 して 居 

物 語 S 發 達  二 〇 七 
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る 事、 中納 言の 北の方. 落 窪の 君. 阿漕な どの 性格の 描寫 が、 或 程度まで 成功して 居る 事、 對話ゃ 手紙 

によって、 動作 性格 事件の 發展 など を 精細に 表現して 居る 事な どで ある。 但し 作者 は 外面 的な 事件の 

叙述に 主力 を 注いで、 感情の 描寫に 重き を 置かす、 又 背景 卽ち 自然の 描寫も 殆ど 顧みなかった の は、 

『源氏物語』 に 較べ てな ほ遙 かに 幼稚な 感じが する ので ある。 此の 物語が 當 時相 富に 持て 嗨 された こと 

は、 『枕 草子』 や 『源氏物語』 に屢 引かれて 居る の を 見て 想像せられ るので あるが、 なほ 源氏の 作者に 

は、 少 からぬ 影響を及ぼしたら しいので あって、 多くの 類似 點を 見出す ので あ 6。 

は £g の繼 『宇津 保 物語』 の忠 乞の 生 立に は、 繼子 いぢめ の 性質 を帶 びた 所が あるので あるが、 後世 改^され た 

『住 吉 物語』 の 原作 も 亦、 繼子 物語であった やうで ある。 其の 他 『源氏物語』 の 螢の卷 に、 「繼 母の 腹ぎ 

た な き 昔 物語 も 多 かる を 云々」 と あるから、 『落 窪 物語』 と 同類の 物語 は 、 當時 幾ら も 現れた ので ある。 

其の 筏 『落 窪 物語』 の 系統 を 引いて、 鎌倉時代 になって 現れた 物語に は、 現存す る 『住吉 物語』 や 『小夜 

衣』 が あり、 また 室町 時代に は 『小 落 窪』 『鉢 か づ き』 を始 めと して、 幾つ もの 類型的の 作品が 現れた の 

である o 

第 六 章 日記 文 學 

日記 文學 . 平安時代の 日記が 廣義の 物語の 一と 見られた 事 は、 旣に 前章の 冒頭に 述べた ので あるが、 今更に H 


記の 發達、 及び 本質に 就いて 略述して 置く。  HI 記 はもと 漢文で 記された 公私の 記錄を 指す 名稱 であつ 

たが、 假名 文が 發 達して 以来、 和文 を 用 ひて 自已叉 は 他人の 生活 を囘 顧して、 自敍傳 的に 記した もの 

が 現れる やうに なつてから は、 之 を も H 記と 呼ぶ やうに なった。 和文の H 記 は 『土 佐 H 記』 に 始まる。 

此の H 記 は 歌 物語の 形式に よって 記した 旅 H 記で あるが、 其の後 同じ 形式に よって、 自己の 感情 生活 

を吿 白したり、 史上の 著名な 人饬の 逸事 を 記した ものな どが 現れ、 更に 宮廷の 公事 節會 の有檨 など を 

記述した ものが 發 生した ので ある。 かくて 和文の 日記 は 物語と 接近し、 叉 一方で は歷史 物語と 密接な 

關係を 結ぶ やうに なった ので あるから、：； C 記 は 一 に 物語と も 呼ばれた。 冽へば 『多武 峯少將 物語』 は 『高 

光 H 記； とも 呼ばれ、 『和 泉 式部： 《 記』 は 一名 『和 泉 式部 物語』 と稱 せられて 居る。 要するに 和文の 日記 

の 中には 紀行が あり、 自敍傳 が あ.^、 隨 筆の 性質 を帶 びた ものが あ. o、 公事 朝 儀な ど を 記した ものな 

どが あって、 其の 內容は 極めて 廣 いので あるが、 過去の 經驗を 追想し 憧憬し 批判した 文學 であって、 

キ； 觀的 態度の 著しい 作品で ある 點に 於て、 物語と 區 別せられ るので ある。 

土 佐 日記 和文の 日記の 祖と言 はれる 『土 佐 日記』 は紀貫 之の 作で ある。 莨 之 は 醍醐 天皇の 崩御の 年なる 延長 八 

年に、 土 佐 守に 任せられて 任地に 下，^、 四 年の 任期が 満ちて、 朱 雀 天皇の 承 平 五 年の 初めに 京に 歸っ 

た。 此の 日記 は 承 平 四 年 十一 一月 一 一 十一 日に、 國 守の 館 を 立ち 出で た 時から、 翌年 一 一 0: 十六 H に 京の 故 

宅に 到 著す るまでの 五十 餘 H に 亙る 日々 の 船路の 有檨を 記した ものである。 此の 日記が 成った の は、 

日記 文學  二 〇 九 
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『古今 集』 を 撰んだ 延喜五 年から、 三十 年の 筏で あるから、 作者の 晩年の 筆で ある C  (香 川 景樹の 『土 佐 

日記 創見』 の說 によれば、 賈 之が 七十 三 四歲の 頃の 作で ある。) 漢文の 日記 は奈良 朝以來 あるので ある 

が、 國 文で 記す の はこれ が 最初で あるから、 貫 之 は 冒頭に、 「男 もす とい ふ H 記と いふ 物 を、 女 もし 

て 試みむ とてす るな bo」 と 書いて 居る。 從 つて 一 篇の 日記 は、 女子の 作に 假託 せられて 居る ので あつ 

て、 貰 之 は 船 君と して 記されて 居る。 

此の B 記に 現れた 作者の 感情の 主なる もの は、 任地で. 永眠した 女兒の 追慕、 船路の 艱難 及び 海賊 襲 

來の 憂慮、 歸 京に 對 する 喜悅 などで あるが、 其の 間に 屢 滑稽 諧譃に 心 を 遣って 居る。 滑稽 諧 誠と いふ 

も 主として、 「潮 海の ほと にて あざれ あへ bo」 とい ひ、 「一文字 を だに 知らぬ 者し が、 足 は 十文字に 

蹈 みて ぞ 遊ぶ。」 とい ふ 類の 言語の 洒落で ある。 香川景 樹は是 を、 胸中の 悲哀 憂愁 を 遣る 爲 であると 見 

て 居る ので あるが、 吾々 は 寧ろ 徒然 を 慰める 當 座の 洒落で あつたと 見たい ので ある。 貰 之の 作歌が 一 

般 に理智 的で あ，^、 技巧的で ある やうに、 此の H 記 も 亦 同様であって、 情熱 を缺 いて 居る。 旅の H 記 

に 於て 最も 見るべき もの は 自然 描寫 であるが、 貫 之の 自然 觀照 は槪ね 類型的であって、 深みがない。 

貰 之 はまた 義理堅い 頑固な 性格の 人であった らしく、 文中 至る所に 其の 一 端が 靦 はれる ので あるが、 

殊に 故 宅に 歸 著して 隣人の 無贵任 を 咎めて ゐる 筆端に は、 其の 人となりが 最もよ く 現れて 居る やうに 

思 はれる。 

『土 左 H 記』 の 國文學 史上に 於け る價値 は、 內容 にあら すして、 寧ろ 其の 文章に あるので ある。 貫 之 


ま 中年の 頃-二-古今 和歌 集 序」 「大堪 川 行幸 和歌 序」 など を 記して 居る ので あるが、 其の 秦は、 語句の 

肜 i 式の 整 齊に s はれて、 とかく 內容が 震に なって 居る。 然るに 『土 f 記』 の 秦は遙 かに 平お 

であり、 輕沙 であ， o、 且つ 簡潔 流暢で ある。 是は 作品の 性贺 にもよ るので あるが、 また 作者の 年齢の 

： )  > X  po  "匕つ ョ 己： も： ふま、 漢文から 學んだ 3 智 的な 技 

關 系から 起る 文體の 相違で も あらう と れる 饼 し^。 Hn 〜も ァ{  . 力 も 

巧 は 至る所に 見える。 例へば  に，： £  L  、 きえ 

此の 折に ある 人々、 をり ふしに つけて、 唐の 歌 ども 時に 似つ か はしき をい ふ。 また 或 人 西 國なォ ど "斐哥 

. な f た ふ。 かく 歌 ふに、 ふな やかたの 塵 も 散り、 空行く 雪 もた だよ ひぬ と ぞい ふなる。 

と 云 ひ、 叉  ま：  一一、 -L  J 

. 黑崎の爵| て 行く。 所の 名 1 く、 松の 色 は 青く、 磯の 波 は霧 如くに 白く、 貝の 色 は f 力に て ヌ色 

こ 今 一 色ぞ 足らぬ。 

と 記して 居る 類で ある。 思 ふに 此の i の 文章 上の 長所 は、 率直に して 簡潔な 霞に あるので ある。 

これき 今 は 漕ぎ はなれて 行く。 これ を I ら むと てぞ、 此 s 人 ども は 追ひ來 ける。 かくて 漕ぎ 行く. まに ま 

に、 海 の ほとりに とまれる 人 も 遠くな りぬ。 舟の 人 も 見えすな りぬ。 岸に もい ふ 事 あるべし。 船に 4 ふ 事 

あれ どか ひなし。 

又 その H その H の 天 蜃樣を 記して、 「晶 冬.？ ぬ」 とい ひ、 「H ひと 益 やます。 爪 はじきして 

日記 文學 
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寢 ぬ。」 と 記し、 また 「よもすがら 雨 やます、 今朝 も。. j と 記して ゐ るが 如き は、 簡潔の 妙 を 得て 居る。 

なほ 此の 日記に 當 時の 俗語 俚謠を 記して、 地方の 情況 を寫 して 居る の も 興味 ある ことであって、 此の 

後に 現れた 女流の 日記な どに は、 到底 見られない 待徵 である。 かくて 『土 佐 日記』 は、 伊勢 や 竹 取の 文 
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章から 更に 一 步を 進めて ゐ るので あって、 貫 之 

が 和文の 發 達に 貢 獻 した 功 镜は少 くなかった の 

である。 

『惠慶 集』 の詞 書の 中に、 『土 佐 日記』 が箝に 描かれて ゐ 

たこと が 見えて 居る から、 此 g 日記 は 早く-から 世に 持て 

はやされ、 從っ て 古 寫本も 種々 あつたので あらう と 思 は 

れ るが > 現存す る 最古の 寫本 は、 前 田 侯^ 家 所蔵 S 定家 

の 自筆 本で ある。 此の 本 は 京都の 蓮華. 王 院に傳 は つて ゐ 

た. 莨 之の 自筆 本 (現存せ ず) を定 家が 寫し たもので、 

卷 末に は 特に 貫 之の 筆跡 を 臨 摸した、 二葉 を 添へ て 居る 


k レ •： マ、：；.？.、； に-..:. ビし  ので ある。 圆 版に 揭 げた の は卽ち 其の 前葉で ある。 尤も 

此の 怠 本 3 奧書 によれば、 定 家が 之 を筆寫 したの は、 文 曆ニ年 七十 四 歳の 時で ぁリ： 而も 老^に 罹って 眼 もよ く 兄え なか 

つたと いふので あるから、 之 を 以て 莨 之の 眞蹟 を、 正 睫に 傳へ たものと する 事 は 出来ない ので あるが、 大體の 面 H を 想像 

する 事 は出來 るので ある。 かくて 此の 臨 摸の 部分 は、 貫 之 筆と 稱 せられる 古筆の 眞© を 識別す る 上に、 貴重た^: 料で ある 


ばかりでなく、 古代の 草 假名の 一般 を 推察す る 事 も出來 るので ある。 

『土 佐 H 記』 は 歌 物語の 系統 を 引いた 旅 H 記で あるが、 更に 此の 形式 を 自己の 感情 生活の 記 錄に應 用 

したの は、 それよ b 三十 餘 年後に 現れた 5 蜻蛤 H3. 記』 三卷 である c  n! 記の 名 は 上卷の 終に 「なほ 物 はか 

なき を 思 へ ば、 あるか 無き かの 心地す るかげ ろ ふの B 記と いふ ベ し。」 と あるのに よった ので あるが、 

かげろ ぶに 就いては 陽炎で あると する 說と、 蜻蛉と 見る 說 とが ある。 作者 は 藤 原 倫 寧の 女で ある。 藤 

原蒹 家の 妻と なって 右 大將道 綱 を 生んだ 人で あるが、 其の 名は傳 はって ゐ ない。 其の 兄弟に は、 四納 

言の 一人で 有名な 歌人の 長 能が あるが、 道 綱の 母 も亦當 時世に 知られた 歌人であった 事 は、 『枕 草子』 

『大 鏡』 などに も 見えて 居り、 其の 作歌 は 此の H 記に ある ものの 外に、 h  。道辆 母 集』 ー卷が あ， o、 又 勅撰 

集に も 多く 載って 居る。 『尊卑 分脈』 に 「本朝 第一 美人 三人 內也」 と 記して 居る の は俗說 であるが、 才色 

兼備の 貞淑な 婦人であった 事 は、 此の S 記の 記事に よって 明かで ある。  • 

作者の 夫の 兼 家 輒 fffta は 九 條師輔 の 第三 子で、 關白道 長の 父で ある。 兼 家は當 時の 貴族の 習慣 

として、 幾人 もの 妻妾 を 持って ゐた。 攝津守 藤 原 仲 正の 女 (時 姬) を 始め、 倫 寧の 女、 皇后 宮大夫 藤 原 

國 章の 女 (對の 御 方) など は、 妻と いふべき 人で あるが、 なほ 此 SHJ 記に よれば、 宰相 源 兼忠の 女、 町 

の 小路の 女、 小 野 宫實賴 の 召 人 近 江な ども 其の 妾であった C 作者が 兼 家と 結婚す る 前に、 第一 夫人の 

仲 正の 女 は 道隆を 生んだ ので あるが、 其の後 引續き 道 兼 (粟田 殿). 道 長 (御堂 關 白). 超 子 (贈 皇后 宮> 

詮子 (東 三條 女院) を 生んで 居る。 それに 引き かへ て、 此の H 記の 作者 は 道 綱 を 生んだ ばか， o であ， o、 


特 
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而も 其の 家の 權勢 もな く、 また 兼 家と は 性格の 相違が あった 爲に、 夫の 愛情 は 仲 正の 女に 獨 占せられ 

勝ちであって、 其の 一生 は 苦悶に 蒲ち てゐ たので ある。 さて B 記 は 天曆八 年に 兼 家 (年 二十 六) が 通 ひ 

そめて、 互に 和歌 を 贈答した 夢心地の 頃から 始まって 居る。 其の 翌年 道 綱 を 生んだ 後に は、 早く も 兼 

家に は 新しい 愛人が 出来て、 足 も 遠くな つた 爲に、 作者 は 嫉妬 怨恨 煩悶の 中に、 惱 みの 多い 月： n を 送 

る やうに なった。 かくて 康保 元年に、 最愛の 母 を 喪った 頃から 性格 もー變 して、 憂攀 になって、 或は 

山寺に 籠り、 或は 遠く 初瀨 石山に 詣で たが、 更に 天祿ニ 年に は 西 山の 鳴 瀧に 籠って 尼と ならう とした 

が、 果 さすして 山 を 下， o た。 此の頃から 記事が 詳密に なって 居る ので、 故 藤 岡 博士 は、 作者が ：《 記 を 

思 ひ 立った の は、 天祿ニ 年の 頃であって、 それ 以前の 事は囘 想して 附け 加へ たので あらう と 言って 居 

られ る。 ssl^ 其の後 作者 は 漸く 一  種の 諦めに 到達す ると 共に、 我が 子 道 綱に 對 する 母性愛に 目覺 

めて、 長く 續 いた 胸中の 苦惱 から 脫 却し、 最後に は 夫の 愛人で、 今 は 故人と なった 兼忠の 女が 生んだ 

姬君を 引取って 養女と する ほどの、 平和な 心 持になる 事が 出來 た。 かくて H 記 は、 天 延ニ年 兼 家 四十 

六、 道 綱 二十 歲の 時で 終って 居る ので あるが、 其の 間で 天德 三年から 應和 元年までの 三箇 年の 記事 は 

闕 けて 居る。 

要するに 此の： 《 記 は 前後 二十 一年間に 亙る 夫婦 愛の 破 锭に對 する、 嫉妬 怨恨 焦燥 反抗な ど、 様々 な 

心境 を吿 白した 物語で ある。 當時兼 家の 如き 敏腕家で 多情な 貴紳 を 夫と して 仕へ た 女子 は、 多く は此 

の H 記に 見る やうな 運命に 泣いた ので あらう と 思 はれる が、 此の 作者の 如き は その 代表的な 女性で あ 
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つて、 しかも 豐 かな 文才が あつたから、 率先して 此の 一 篇の 人生 記錄を 書き 遺した ので ある。 殊に 此 

の 作者に は、 一 夫 を 守る 純情と 一 子に 濺ぐ 情愛と があった 爲に、 此の： 《 記に 一 層 深み を 加へ、 貴 さ を 

增 して ゐる。 上卷は 過去の 追憶 を 記した ものであるから、 さまで 勝れて ゐな いが、 中卷 以下の 記事に 

は、 纖 細な 感情と 靜 寂な 自然 觀 照との 交錯に よる、 しめ やかな 心境が 記述され て 居る のであって、 此 

の 人なら ではと 思 はれる 特長が ある。 此の： n 記 は 其の 胃 頭の 詞を 見ても 明瞭で ある やうに、 第三 人稱 

で 記した 一 種の 物語と なって ゐる。 而 して 其の 心境 は 『源氏物語』 の 作者と 相 通す る ものが あったらし 

く、 部分的に 影響の 痕を 見出す 事が 出來 るので ある。 

文章 は 時に 簡素で 古色 を帶 びて 居る が、 槪ね 章句 を 長々 と 連ねて 切目が なく、 主格の 省略 もあって 

稍 難解で ある。 殊に 流布本に は 至る所に 錯簡 があって、 意義の 通じない 所が 多い。 契 沖の 校合 本ゃ數 

種の 書 入 本は傳 はって 居る が、 古寫 本の 善 本が 發見 せられない 限り、 難！！ は 免れない であらう。 左に 

掲げる 一節 は、 天祿 元年の 秋に 石山 寺に 籠った 最終の 夜から、 歸 b がけまでの 記事であって、 日記 中 

のす ぐれた 文章で ある。 

さて は 夜に なりぬ。 御堂に て萬づ 申して 泣き明かして、 曉 方に まどろみ たるに、 見 ゆる やう、 この 寺の 別 當 

とお ほしき 法師、 铫 子に 水 を 入れて 持て 來て、 右の かたの ひざに 入りく と 見る。 ふと 驚かされて、 佛の 見せ 

給 ふに こそ は あらめ と 思 ふに、 まして 物ぞ 哀れに 悲しく 覺 ゆる。 明けぬ とい ふなれば、 やがて 御堂より おり 

ぬ。 まだいと 喑 けれど、 海のう へ 白く 見え 渡りて、 さいふく 人 二十 人ば かり ある を、 乘ら む^する 舟の 厣 

日記 文學  ニー  五 
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かけの 方へば かりに 見く だされた るぞ、 いと 哀れに あやしき。 御 あかし 奉らせし 佾の 見送る とて 岸に 立てる 

に、 たださし 出で にさし 出で つれば、 いと 心細 ゆにて 立てる を 見やれば、 かれは 目 なれに たらむ 一 つに、 悲 

*で のこ  ？. ミこん とし ふん づき  — 

しく やと まりて 思 ふらむ と ぞうる。 男 ども 「今來 年の 文月と もな ひ參ら むよ」 と 呼ば ひたれば、 - さなり」 と 答 

へて、 遠くなる ままに、 影の ごと 見えた る もい と 悲し。 空 を 見れば、 月 はいと 細くて、 影 は 海のお もてに う 

をの こ 

つりて、 あま 風 打ち 吹きて、 海の 面い と騷 がしう きらくと 騷 ぎたり 。若き 男 ども 聲 細やかに て、 面 やせに 

たると いふ 歌 を謠ひ 出で たる を 聞く にも、 つぶく と淚ぞ 落つ る。 

多武 峯少將 『蜻蛉 日記』 と 略 ぼ 同時代に 成った 物語 體の 日記に、 『多武 峯少將 物語』 ー卷が ある。 一名 を 『高 光 R 

^  „  記』 とい ふ。 高 光 は 九 條殿藤 原 師輔の 八 男で、 兼 通. 兼 家 等の 弟で あり、 從 つて 道 長の 叔父に 當る。 『尊 

卑 分脈』 によれば、 母 は 醍醐 天皇の 皇女の 雅子內 親王で ある。 高 光は從 五位 上 右近 衞少將 兼備 後權 介に 

まで 昇った が、 俗界 を脫 離す る 志 を 抱き、 村 上 天皇の 應和 元年に、 俄かに 「かくば か b へがた く 見 ゆ 

る 世の中に うらやまし くも 澄める 月 かな」 の  一^ を 詠み 置き、 愛 著の 絆の 斷ち 難い 三つば かりの 姬君 

(後の 具 平 親王の 北方) を 始め、 妻 や 妹な ど を 振り 棄 てて 比 叙 山に 上 り、 橫川 の增贺 上人に ついて 薙髮 

し、 法名 を如覺 といった。 翌ニ 年に は 更に 多武峯 に 移り、 草庵 を 結び 極樂 房と いったが、 正 暦 五 年 三 

. 月に 示 寂した。 膽 は Sf ，家集に 『高 光 集』 ー卷が ある。 出家の 前後の こと は 『榮華 物語』 月 宴 

の卷に 見えて 居る が、 其の 終に 「これ は 物語に つく b て、 世に ある やうに ぞ聞 ゆめる。 哀 なること に 

は、 この こと をぞ 世に はいふ 。一と あるの は、 卽ち 此の 物語 を 指して 居る ので ある。 


此の 物語 は、 高 光が 應和 元年 十二月 五日に、 撗 川に 上る 前後の ことから 書き出して、 翌年の 夏の 頃 

までの こと を 歌 日記の 形式に 記した ものであるが、 事實を 傍觀的 態度で 記し、 高 光に は 敬語 を 用 ひて 

居る ので あるから、 高 光の 自記で ない 事 は 明白で ある。 恐らく 高 光の 歿後に 於て、 其の 近侍の 者が 書 

き殘 したので あらう。 內容は 高 光の 出家 を 中心として、 周圍の 人々 の 悲歎の さま を 次々 に 記し、 なほ 

和歌 や 消息の 贈答 を 列ね て 居る のであって、 日記に して 物語の 性質 を 兼ねた 作品で ある。 文章 は 冗漫 

で變 化が 無く、 文學 としての 價値は 勝れて ゐな いので あるが、 歌 日記 若しくは 歌 物語から、 寫實的 物 

語に 移る 過渡期に ある ものと して、 注意す ベ き 作品で ある C 
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第三 篇 平安時代 後期 

■ 第一章 時代の 槪觀  ^ 

平安時代 後期 は 前後の 二期に 分つ 事が 出来る。 前半期 は 一 條 天皇から 後三條 天皇に 至る 凡そ 八十 五 

年間であって、 藤 原 氏の 極 盛時 代で あり、 後半期 は 白 河 天皇から 安德 天皇に 至る までの 百 十 年間で あ 

つて、 所謂 院政 時代で ある。 

道 長と 親 通 前半期の 初めに、 藤 原 氏 は 同族の 間に 關白 職爭 奪の あさましい 爭を續 けたが、 遂に 道 長の 勝利に 歸 

し、 伊周 及び 其の 弟 隆家等 は 配流の 憂目に 遭った。 是 より 道 長 は 攝政關 白と なって 政權を 掌握し、 又 

四 人の 女子 を 宮中に 納れて 後 一 條. 後朱雀. 後冷泉 三 帝の 外祖父と なり、 權 勢と 財力に まかせて 榮 華の 

限， o を盡 した。 道 長 は 晩年に 京 極 第の 東に 法 成 寺 を 營んで 住み、 其の 輪奐の 華美 結構の 壯麗 は、 極樂 

淨土を 此の世に 見る やうで あると 言 はれた。 卽ち 御堂 關 白の 稱の ある 所以で ある。 道 長の 長子 賴通は 

父の 後 を 承け て、 後 一條 天皇から 後朱雀 天皇まで 三代 五十 餘 年の 間、 攝政關 白の 重職に あって 驕奢 を 

極めた が、 晩年に は 宇治の 別業 を 寺と し、 一代の 名匠 を 集めて 平等 院を 建て、 地方の 騒擾に は 目 もく 

れす、 專ら 風流 奢侈に 耽って ゐた。 世に 賴通を 宇治 關 白と 呼んだ。 


美術 H 藝 S 道 長. 賴通 父子の 時代 は、 刀 伊の 入寇、 平忠 常の 反、 前 九 年の 役な どが あつたが、 畿內は 平穏無事で 

在. S 

あつたから、 京都に 於け る 貴族 社會の X 化 は、 益發 達して 爛熟期に 達した。 當時藤 原 氏 一 門 は 悉く 文 

藝を 好み、 其の 保護と 獎勵に 力めた から、 美術 ェ藝は 特に 著しく 發 達して、 藤 原 時代 特有の 優美 典雅 

な 待 徵を發 揮した。 卽ち 建築 は 規模の 雄大な ものの 無い 代 りに、 結構 檨式は 優美 纖麗 となり、 室內の 

装飾 調度 もこれ と 調和して 絢爛 華麗 を 極め、 螺鈿 蒔繪の 如き 精巧な 技術が 長足の 進步を 遂げた。 當時 

肜 刻に は、 鳳凰 堂の 本尊 阿彌陀 如来の 作者と して 名高い 定朝 以下の 名匠が 輩出して、 豐滿穩 和な 姿態 

に 華麗な 彩色 を 施した もの を 作った が、 繪畫も 亦 鳳凰 堂の 壁畫に 不朽の 名を傳 へた 宅磨爲 成、 及び 爲 

成と！ i 時代の 畫ェ 春日隆 能. 隆親 父子 等が、 光彩 眼 を 奪 ふば か b の 畫風を 創めた。 當 時の 美術 ェ藝は 何 

れも唐 風 摸倣の 域を脫 して、 獨自の 發達を 遂げた ので あるが、 文 學に關 係の 深い 文字の 如き も 著しく 

進步 して、 當代藝 術の 一 に數 へられる 程に なった。 是ょ， o 先 前代の 末期に、 小 野道 風の 如き 名手が あ 

つて、 平安 趣味の 優美な 書風 を 創めた ので あるが、 道 長の 頃に は 更に 藤 原 佐理. 藤 原 行成の 如き 書家が 

現れて、 待に 連綿 流麗な 草 假名に 妙 筆を揮った のであって、 此 等の 書體を 模範と して 記された 當 代の 

文學 は、 優雅な 料紙と 相俟って、 時代の 趣味 を 遺憾な く發 揮した ので ある。 

貴族の 日常 平安京 裏の 貴族が、 花鳥風月 を 友と して 詩歌 管紋に 耽， o、 情趣に あこがれて 日夜 美的生活に 溺れて 

生活 

ゐた事 は、 旣に 前期の 槪觀に 述べた ので あるが、 藤 原 氏 極 盛期 は 其の 頂上 を 極めた 時で ある。 當 時の 

廷臣 は 實務に 與る事 を 喜ばす、 年中行事 を 唯一の 公事と 心得て ゐ たから、 恒例 及び 臨時に 行 はれる 儀 
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式典 禮は益 其の 數を增 し、 儀容の 肚麗 なる 事 は t 

どに 始まって、 十二月の p: 佛 名に 終る まで、 月 


歌 を 唱和した 行樂 のさ ま は、 四周の 風物と 相俟 

一 般に 女性的な 趣味 を 好んだ から、 遊戟の 如きえ 


ョー 0 

も 眩く ばか， 9 であった。 正月の 元日 節會. 白馬 節會な 

に 取 行 はれる 樣々 な 公事 節會 に、 衣冠 束帯の 公卿 殿 

上人が、 色と b ど， o の 十二 單を著 飾った 女房と、 袂 

を 列ね て 堂上に 居 竝んだ 光景 は繪 よ， o も 美しく、 庭 

上に 立てた 左右の 舞 臺に舞 人が 絢爛な 舞の 袖 を飜せ 

ば、 妙なる 樂の 音に 日 も 慕れ て、 庭 僚 は 赤々 と 燃え 

まさり、 獻酬 朗詠に 夜の 更け 行く までお もしろ く樂 

しく 遊んだ 有樣 は、 當 代の 文學 殊に 貴紳の 日記の 主 

要 部分 を 占めて 居る。 當 時の 賁族は 遠く 旅行す る 事 

を 好まなかった が、 單 調な. 日常生活に 倦怠 を 感じた 

彼等 は、 賀 茂石淸 水な どの 行幸に 陪從 し、 花や 紅葉 

に 誘 はれて 洛外に 遊ぶ こと は 最も 喜ぶ 所であって、 

金銀 彩色 目 も あやな 牛車 を 列ね た 行列の 美し さ、 さ 

て は 池の 面に 龍頭鸛 首の 舟を泛 ベて 管鉉を 麦し、 詩 

つて 繪卷物 その 儘の 美 觀を呈 した。 なほ 當 時の 貴紳 は 

リ 主として 室 內で行 ふ ものが 流行した。 詩 合. 歌合 • 花 合 


は旣に 前期 以來 流行して ゐ るが、 此の 時代に なると 更に、 扇 合. 貝 合. 繪 分. 物語み 口. 香合の 如き 優美な 競 

技が 夜 を 徹して 行 はれた。 而 して 此 等の 社交的な 遊に は、 必 す賁紳 淑女が 打 交って、 威 情の 動く に ま 

かせて 自由な 戀 愛に 走った ので あるから、 風儀 は 著しく 頹廢 し、 淫蕩の 風 は 宮廷にまで 及んだ。 

佛會 の偉觀 一 切の 生活様式が 情趣 本位と なった 當 時に、 儒教が 何等の 權威を 持って ゐ なかった の は 勿論で ある 

が、 佛敎も 亦 時代の 傾向に 支配 せられて、 形式的と なり 享樂 的と なった。 當時藤 原 氏 を 始め 一般 貴族 

は、 悉く 佛 法に 溺れた のであって、 彼等 は 競うて 大寺を 建て、 諸佛を 造り、 洪學 能辯の 高^ を 招いて 

盛な 佛事 供養 を營ん だ。 道 長が 晩年に 造った 法 成 寺 金堂の 莊厳 無比 は、 今更 記す まで もない 事で ある 

が、 其の 落慶 供養の 偉觀 は、 當 時に 於ても 天下の 耳目 を 驚かした 程で ある。 試みに 其の 佛會 の莊 厳の 

一端 を 言へば、 堂 前の 廣 庭に は 水晶の 如き 銀矽を 敷き、 池 水に は 色々 の 蓮 花の 造花 を揷 し、 花 每に佛 

像 を 安置し、 池畔の 樹木に は樣々 の寶 石を附 けた 羅綱を 懸け、 本尊の 前に は 金銀 七寶で 飾り立てた 造 

花や 佛供 など を 奉り、 靈香 あたりに ただよ ふ 時、 黄金の 鈴の 音 鳴り響けば、 舞臺の 上で は 次々 に佛の 

國の 舞樂が 麦せられ たのであって、 全く 極樂淨 土の 莊嚴を 其の儘 現出しょう としたの て ある。 0^ 

§ 其の 規模に は 大小の 差が あっても、 當時 貴族 社 曾に 行 はれた 佛會 の盛觀 は、 凡そ かくの 如き もので 

あって、 修法 供養に 百 僧 千 僧 を 集め、 佛 前に 千 燈萬燈 を 捧げて、 ひたすら 儀式 を壯麗 にす る 傾向 は、 

此の 時代から 平安 末期に かけて 彌 盛であった。 かくて 佛事 供養が 趣味 的に 叉數 量的に 盛大 を 極めた の 

は、 旣に 述べた やうに、 貴族 社會を 風靡した 唯 美 思想に 支配せられ たので あるが、 一面に は 又 此の頃 
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盛に なった、 欣求淨 土の 思想の 影響 を 受けて 居る ので ある。 淨土 思想の 淵源 は奈良 朝に あるので ある 

が、 其の後 最澄 及び 其の 高弟 阒 仁. 良 源 を 經て稍 著しくな り、 平安朝 中期の 空 也 上人. 慧心 僧都 等に 至つ 

ていよ いよ 盛に なり、 遂に 一 般の 信仰 を 支配す るに 至った のであって、 藤 原 氏 極 盛期に 佛敎藝 術が 盛 

に 起った の も、 一は 此の 思想の 影響に よるので ある。 

藤 原 氏の 衰 藤 原 氏 全盛期に 於け る 京都の 交 化、 竝に 貴族の 生活 狀態 は、 大體 右に 述べた 通りで あるが、 次いで 

？  院政 時代に なると、 さし もに 隆盛 を 極めた 藤 原 氏 も 權勢を 失墜し、 それと 共に 貴族的 文化 も 漸く 崩潰 

したので ある。 平安時代の 貴族 は 多くの 莊 園を領 して ゐ たが、 殊に 藤 原 氏は權 勢に まかせて、 天下 至 

る 所に 莊園を 持って ゐ たのであって、 右大臣 小 野 宮實資 は 嘗て 「天下 之 土地 悉爲- 二 家領； 所領 無， 一 立錐 

地 I 歟、 可 1 悲之世 也。」 と 歎じた 程で ある。 然し 藤 原 氏が 長い間 驕奢 を 極めた 結果 は、 先つ 經濟 上の 窮乏 

を來 したので あるが、 偶賴 通の 晩年に は、 剛毅 英邁な 後三條 天皇が 萬 機 をみ そな はせられ て、 貴族が 

唯一 の 財源と して ゐた^ 園の 積弊 を 一掃せ^れ ると 共に、 從來行 はれて ゐた國 司の 重任 を 禁じ、 賣官 

の 弊 を 改め、 且つ 質素 儉約を 旨と して 奢侈の 風 を 矯正せられ、 次いで 白 河 天皇 は 父 帝の 御 遺志 を紹述 

して 藤 原 氏 を 抑制し、 專ら朝 權の囘 復を圖 り 給うた か. ら、 藤 原 氏の 運命 は 年を遂 うて 窮迫した C 白 河 

天皇が 御 譲位の 後、 院 中で 政 を 執 b 給うて 以後の 百年 間 は、 卽ち 院政 時代であって、 後年 政權 を掌捤 

した 武士階級 は、 事 ある 每に 京都に 出て 威力 を 振 ふやう になった。 


武士階級の 是 より 先 平安時代 前期に 於て、 藤 原 氏が 他 氏を壓 迫して 獨り權 勢を恣 にして 以來、 榮 達の 望 を 失つ 

I  た 皇族 または 貴族の 多く は、 地方 官を 所望して 任地に 下った ので あるが、 彼等 は 平安 貴族が 地方の 行 

政 を 顧みなかった 間に、 頻 b に 賦課 を 重く して 私腹を肥やし、 叉 任期が 過ぎた 後 も 其の儘 土 著して 豪 

族と なる 者が 多かった。 源平 二 氏 はか かる 豪族 中の 最も 有 勢な 者であって、 共に 東國に 起り、 兵力と 

財力と を菩 へて、 時機の 到來を 待って ゐ たので ある。 抑 柬國は 上古 以來 武力 發 動の 木 源 地であって、 

其の 民 は奈良 朝の 頃の 宣 命に 「是の 東 人 は 常に 曰く 『額に は箭は 立つ とも 背 は箭は 立た じ』 と 云 ひ 

て、 君 を 一 つ 心を以 ちて 護る 者 ぞ。」 と 言 はれた 所謂 柬 人の子 孫であって、 主從の 義を辨 へ、 尙 武の氣 

象に 富んだ 素朴な 武士で ある。 彼等 は 古く は 或は 防人と なり、 或は 蝦夷 征伐に 當 つて 武士 的 試 鍊を積 

んだ ので あるが、 近く は 地方の 反亂を 平定して、 頻りに 武技 を鍊 り、 意志 を緞 へたので あって、 源平 

1 一氏に 什 へ て 花々 しい 勳功を 立てた 武將 は、 殆どす ベ て 東國に 育った 者で ある。 

源平 二 氏の 源平 一 一氏が K に 現れた の は、 朱 雀 天皇の 御代の 承 平. 天 慶の亂 以後であって、 これよ b 藤 原 氏に 重く 

與隆 

用 ひられて、 事 ある 毎に 武名 を 揚げた。 殊に 源 賴信は 後 一條 天皇の 御代に 平忠 常の 亂を 平げ、 其の 子 

賴義は 後冷泉 天皇の 朝に 前 九 年の 役を鎭 め、 更に 其の 子 義家は 白 河 天皇の 御 時に 後三年の 役 を 鎮定し 

て、 源 家の 武威 は 大いに 揚， o、 東國 武士 は 競うて 其の 麾下に 集まり、 隱然 一大 勢力と なった。 一方 平 

氏は貞 盛が 將門を 滅ぼして 以來 其の 名が 漸く 顯れ たが、 院政 時代に 源氏と 共に 朝 命 を 奉じて、 諸大寺 

の 僧兵の 橫 暴を鎭 めて、 益 朝廷の 信任 を 蒙る やうに なった。 平氏 はもと 源氏と 共に^ 國 に^った ので 
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あるが、 源氏が 専ら 東國 地方に 武威 を 輝かした のに 對 して、 寧ろ 關 西の 海賊 討伐の 事に 當 つたから、 

其の 威信 は 自ら 西國 に扶殖 された ので ある。 西國 武士 は東國 武士に 比して 遙 かに 劣って ゐ たから、 武 

力の 上から 言へば、 平氏 は 到底 源氏に 及ばなかった。 併し 平忠 盛が 白 河 鳥 羽 兩院の 寵遇を 蒙る に 及ん 

で、 其の 顯達は 源氏 を 凌駕し、 更に 保 元 平 治 二度の 亂に淸 盛が 殊勳を 麦して 以來、 源氏 は 一時 衰 へた 

のに 反して、 平氏 は獨， o 全盛 を 極め、 遂に 藤 原 氏に 代って 政 權を捤 る やうに なった。 

平氏の 滅亡 平清盛 は 平 治の 亂後 官位 累進し、 六條 天皇の 御代に は從 一位 太 政 大臣に 至り、 其の 長子 重 盛 は內大 

臣に 任せられ、 一門の 公卿 十六 人、 殿上人 三十 餘人、 所領 は 全國の 半ば を 過ぎる 程の 榮華を 極めた。 

かくて 淸盛は 藤 原 氏の 先蹤に 傚って、 其の 女德子 II を 高 倉 天皇の 皇后と して 外戚の 威 を 振 ひ、 朝 威 

を 憚らす して 專橫を 極めた から、 遂に 天下の 人心 を 失った ので あるが、 加 之 平氏の 一門 は 京都に 化ん 

で 以來、 貴族的 文化に 眩惑して、 柔弱 優雅な 公達と なって しまったから、 名 は 武家で あっても、 實は 

公卿と なった のであって、 源氏が 再び 勢 を 得る に 及んで、 脆く も 滅亡した の は 當然の 事で ある。 併し 

其の 榮 華が 僅かに 二十 年で 終 を 告げ、 しかも 一門 悉く 西 海の 藻屑と 消え去つ たの は、 餘 りに はかない 

末路で ある。 

藤 原 氏 極 盛 平安時代 後期の 世相 は大體 述べ 終った から、 最後に 此の 時代の 文學の 傾向に 就いて 略述す る。 藤 原 

期の 文學 

氏の 全盛期 は 唯美主義 を 奉じて、 情趣 本位の 生活 を 營んだ 時で あるから、 文藝は 特に 發 達して 空前の 


矛 子 名嫒の 摩 觀を呈 したので ある。 一 條 天皇 は 嘗て 「朕の 治世に 誇る に 足る もの は 多くの 人 村 を 得た 事で ある。」 

輩出  と 仰せられた が、 當 時の 人材 は 卽ち文 藝に長 じた 才子 名 媛で ある。 當 時の 中心人物 たる 道 長 は、 學問 

を 好み 文藝に 秀で、 且つ 其の 一大 保護者であった が、 同時代の 名士に は 藤 原 公任. 藤原齊 信. 源 俊賢 ，藤 

原 行成の 如き 所謂 四納 言が あった。 此 等の 人々 は 門閥が あ， 9、 且つ 才藝に 長 じて ゐた爲 に、 特に 其の 

名が 聞え たので あるが、 藤原氏の出 でない 大江 匡衡. 大江以 言. 源 爲憲. 紀 齊^. 慶滋保 胤 等 は 官位 も沈滯 

し、 從 つて 文名 もさまで 顯れ なかった。 匡衡 以下の 人々 は當 代の 學者 文人で あるが、 更に 一大 光彩 を 

放った の は、 幾多の すぐれた 女流 文學 者の 輩出した 事で ある。 此の頃 藤 原 氏 は 外戚の 權を恣 にす る爲 

こ、 競うて 其の 女 を入內 させた ので あるが、 後宮に 於て は 皇后 中宮 女御 更衣が 互に 君寵 を爭 ひ、 孰れ 

も 才媛 を 擇んで 侍女と したから、 多くの 閨秀作家が 輩出した の も 偶然で はない。 卽ち 一條 天皇の 皇后 

定子 の 女房に は、 『枕 草子』 を 書いた 淸少納 言 や 歌人の 馬內 侍が あり、 中宮 彰子 の 女房に は、 

『源氏物語』 の 作者 紫 式部 を 始め、 和歌に 秀でた 和 泉 式部. 伊勢大輔 等が あった。 其の 他當 代の 才^に 

はな ほ、 赤染衞 門. 出 羽辨. 小馬 內侍. 小 式部 if  ^ 大 C 三位 部 菅原孝 標の女 等が あった。 

和歌 の 盛 行 當時 男子の 學 問は侬 然として 漢學 であった から、 知名の 學 者が 相當に 現れた。 尤も 當 時の 詩文 は槪 

ね辭 句の 肜琢に 苦心して、 內容を 顧みなかった から、 文學 として 見るべき ものが 少 くな つたので ある 

が、 和歌 は 極めて 盛であった。 當時 男子の 歌人と して は 藤 原 公任 を 始め、 藤原實 方. 能 因 法師 • 藤 原 長 

能. 源 道 濟.大 中臣輔 親等が あつたが、 女流に は 前記の 才媛が 相 踵いで 現れた。 併し 一般 s 歌風 は 『古今 
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集』 を 典型と して、 專ら優 麗な調 を 喜び、 思想 表現 共に 陳腐 平板に 流れた のであって、 自由 奔放の 才 

を發 揮した 和 泉 式部 や、 和歌の 革新 を唱 へた 首 禰好忠 の 如き 歌人 も、 時流 を 動かす に 至らす して、 保 

守 的な 公任 をして 徒らに 名聲を 擅に せしめた ので ある。 かくて 和歌 は、 歌人が 粱 出した 割合に、 實贺 

的に は 却って 沈滯 したので あるが、 好忠の 革新の 聲は、 院政 時代に 於け る 新 傾向 發 生の 誘因と なった 

ので ある。 

散文の 黄金 詩文 や 和歌が 振はなかった のに 反して、 物語 HI 記 は 前代の 後 を 承け て 頂點を 極めた。 卽ち 平安朝 文 

時 re 

—  學 の雙璧 たる 『源氏物語』 『枕 草子 J1 を 始めと して、 『紫 式部 日記』 『和 泉 式部 日記』 『更級 日記』 等が 現れ 

て、 女流 文學は 百花 線亂の 盛、 况を呈 した。 此 等の 作品 は 其の 種類 は 異なって 居る けれども、 作者が 生 

活 せる 現， 代 を 理想的 時代と 信じて、 花やかな HI 常 生活 を 其の儘 寫し 出さう とした 點に 於て 共通して 居 

る。 而 して 此 等の 作者 は それぞれ 洗煉 せられた 詩的 感情と、 謦： 富な 創作的 伎倆に 恵まれて ゐ たので あ 

つて、 其の 纖細 流麗な 和文 は內容 と 相俟って、 國文學 史上に 異彩 を 添へ たので ある。 殊に 『源氏物語』 

は 理想的 寫實 主義の 物識 として 最高の 位置 を 占めたの であって、 一度 此の 傑作が 現れて 以來、 長く 物 

語の 模範と 仰がれた ので あるが、 次いで 現れた 『狹衣 物語』 『濱松 中納言 物語』 『夜半の 寢覺』 など は 何 

れも之 を 摸倣しつつ、 一面に は 新 工夫 を 凝して、 却って 非寫實 主義の 作品と な，^、 文 學的惯 倣 はいよ 

いよ 低下した ので ある。 

院政^ 代の 

文學  『狹衣 物語』 以下の 作品が 成った の は、 院政 時代で あらう と 思 はれる が、 此の頃の 文學 は從來 の^ 調 


で 優 弱な 作風に 倦怠^ 感 すると 共に、 一方に 於て は 時世の 動瑤に 刺戟 せられて、 者く 文藝 革新の 機運 

が 起った のであって、 內容 形式 共に 新しい 傾向 を帶 びる やうに なった。 漢詩 漢. 文 は 時代 を 下る に從っ 

て、 瓮 創作力が 衰 へた 結果、 過去の 作品の 撰 集 を 作る 事が 行 はれ、 叉 窮屈な 法式から 脫 離して、 平明 

4^曰 記の な 詩文 を 作る やうに なった。 次に 物語 は 從來の 思想の 範 園から 出て、 描寫の 方面に 新生面 を柘か うと 

して、 或は 奇拔な 趣向 を 立て、 或は 怪奇 醜惡な 事象 を 描いて、 却って 創遒 力の 缺如を 暴露す るに 至つ 

た。 かかる 時代に 『提 中納肯 物語』 の 如き 短篇の 物語が 生れ 出た の は、 寧ろ 當然 のこと であるが、 更に 

物語 日記 はー轉 して、 『榮華 物語』 『大 錢』 などの 如き、 過去の 花やかな 時代 を 物語る 歷史 物語に 展開 

して 行った。 歷史 物語 は 想像 や 趣向な どに、 さまでの 苦心 を 要しない 作品で あるが、 更に 一方に 於て 

は 古今東西の 說話を 集めた 『今昔 物語 集』 や、 過去の 著名な 人物の 逸事 佳話 を收 めた 『打 聞 集』 『江 談抄』 

などが 次々 に 現れた の は、 創作的 载 力の 枯渴を 示す ものである。 而 して 歴史 物語と 說話 文. 學と は、 共 

に 鎌倉時代の 新 與文學 に 系統 を 引いて 居る ので ある。 

和歌の 興隆 散文 學に 起った 新氣 運に も增 して 著し いのは、 歌壇に 起った 新しい 傾向で ある。 院政 時代の 歌人に 

は、 保守 革新 二 派の 別 を 生じて 互に 論爭 したので あって、 其の 對 立の 狀態 は、 此の 時代に 於け る 公卿 

對 武家の 如き ものであった。 卽ち當 時 歌壇の 改新 を 提唱した の は 源經信 • 俊賴 父子であって、 大 なる 波 

瀾を 起した ので あるが、 これに 對 して 保守派の 驍將に は、 藤 原 某： 俊. 同 顯輔. 同淸輔 があって、 互に 對時 

して 下らなかった。 かくて 院政 時代の 末期に は歌學 歌論が 盛に 起， o、 勅撰集が 成る 每に 盛な 甲論乙駁 
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があった ので あるが、 一代の 耆宿藤 原 俊 成に よって 新 舊兩派 は 統一 せられて、 穩 健な 歌風と 歌 學の大 

成 を 見る に 至った。 要するに 院政 時代 は、 詩文 や 物語が 時代 を 下る につれ て衰頹 したのに 反して、 和 

歌 は 末期に 近づく に從 つて 彌發 達した ので ある C 而 して 俊 成に よって 大成 せられた 歌風と 歌學 は、 鎌 

倉 時代の 初期に 至って 頂上に 達する ので ある。 

第二 章 後期の 和歌 

一 前代 繼承期 

前代 繼承期 は 一 條 天皇から 後三條 天皇までの 凡そ 九十 年間で ある。 此の 時代 は 散文の 全盛期で ある 

が、 和歌 も 亦 外面 的に は 極めて 盛であった。 而 して 此の 時代 を 代表す る 勅撰集 は、 一條 天皇の 御代に 

^ ほ 集と 拾 なった 『拾 遣 和歌 集』 である。 此の 集の 撰者に 就いては、 花 山 院御撰 說と藤 原 公任 說 とが ある。 當時此 

の 集と 前後して 成った 撰 集に 『拾遺 和歌 抄』 (十 卷) §1 贿 があって、 集 は 此の 抄を增 補した ものと 見る 

說と、 反 對に抄 は 集の 抄本で あると する 說 とが ある。 從 つて 『拾遺 集』 の 撰者に 關 する 問 琶は、 集と 抄 

の關 係と 結び付いて、 益 紛糾して 來 るので ある。 是 までに 現れた 諸說は 次の 四 種に 分 たれる。 

(一) 集 を 花 山院御 撰と し、 抄を 公任 撰と する 說。  . 

『八 雪 御抄』 『井 蛭抄』 『拾芥 抄，？ 『勅撰 次第』 『大日 本史』 等の 說。 


(二) 集 を 公任 撰と し、 抄を花 山院御 撰と する 說。 

『八 雪 御杪』 及び 『拾 芥抄』 の 一 說。 

(三) 集と 抄 と共に 花 山院御 撰と する 說。 ， 

『袋 草子/ 顯 SP の 『後 拾 遣 杪』、 『群 書類 從』 所收の 『拾遺 抄』 奧 書に 見える 墒保 己一の 說、 和田英 

松 博士 の 說。 (『列 聖仝 集』 の 「皇室 御 撰 解題」 所見) 

(四) 集と 抄 と共に 公任の 撰と する 說。 

『日本 古典 全集。 あ 『拾遺 和歌 集， 5 解題の 說。 

集 竝に抄 の 撰者に 就いては、 斯 くの 如く 諸說が あるので あるが、 集 だけに 就いては、 旣に 『後 拾遺 和 

歌集』 の 序に、 「花 山の 法皇 は、 さきの 二の 集に 入らざる 歌 を 取 b 拾 ひて、 拾遺 集と 名 づけ 給へ bo」 と 

記されて 居る。 これ は 『拾 遣 集』 の 成立 時代 を 去る 事餘 b 遠くない 時の 說 であるから、 信すべき ものと 

考 へられる。 次に 集と 抄の 前後、 及び 其の 成立 年代に 關 しても 諸說が ある。 熇保已 一 は 此の 二 書の， 歌 

人の 官位 を 調査して、 抄の 成立 を 長德ニ 年と し、 集 は 其の後 數 年の 間に 增 補され て、 長 保 二 年頃に 成 

つたので あると 言って 居る。 fs 次に 藤 岡 作太郞 博士 は、 二 書の 歌人の 官位 及び 詞書を 勘考して、 

抄 は長德 三年 以後、 集 は 長 保 三年までの 間に 成立した ものと して 居られる。 錢 || 史 次に 和 田 英松博 

士は、 兩 書の 官位 詞書 を考證 し、 なほ 藤 原 行成の 日記なる 『權 記』 に、 「長 保 元年 十二月 十四 H 癸 亥、 

詣， 一 柬院ー 奉. 返， 先 H 所， 一 借 給 一 拾遺 抄齡 宅〕」 ゆ 肝 女 と あるの を 引いて、 抄が長 德 
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三年 七月から 長 保 元年 十二月までの、 二 年 半の 間に 成立した 事の 殆ど 確定 的な 意見 を發 表せられ、 な 

ほ 集 は抄を 補って、 寛 弘ニ年 六月から 同 五 年 二月 法皇 崩御の 時までの 間に、 成った もので あらう と 言 
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て 成った ものである 

事 は、 略 ぼ 確定した 

ので あるが、 集の 戍 

立 年代に 就いては、 

未だ 確 證が見 當らな 

い ので ある。 尤も 和 

田 博士の 說に は聽く 

ベ き 所が 多い ので あ 

つて、 從來 信じられ 

てゐ たよ b も、 十數 


年後に 成った ものの やうで ある。 

『拾遺 和歌 集』 は 一 一十 卷ょ b 成、 


千 三百 五十 一 首 を收め て 居る。 短歌 以外に 長歌 五 首 旋頭砍 四^ 


連歌 六 首喊腳 を 含んで 居る。 編纂の 方法 は大體 『古今 集』 に據 つて ゐ るので あるが、 序文 を缺 

き、 部門 を 一 層 細分して 稍繁雜 になって 居る。 哀傷の 部の 終に 佛敎關 係の 歌 を 載せて 居る の は、 『後 拾 

遺集』 に 至って 設けられた 神祇 釋敎 部の 前驅 として 注意 せられる。 「拾 遣」 と 名 づけた の は、 古今 後 撰 

二 集に 洩れた 歌 を 拾 ふとい ふ義 であるが、 實際は 二 集の 作歌 を も 重ねて 採って 居る。 叉 『萬 葉 集』 の 歌 

を 百 一 I 十餘首 採って 居る の は 初から 採る 方針であった ので あらう。 古い 歌人の 中で 最も 多く 採られた 

の は、 柿 木 人 麻 呂と紀 莨 之と であって、 各 百 首 許， o 見えて 居る。 萬 葉の 歌 を 多く 入れた の は、 "1 代に 

.  行 はれた 梨 查五人 等の 萬 葉 訓詁の 事業が あって 以來、 此の 集が 漸く 歌人の 間に 親しまれる やうに なつ 

た 結果で ある。 又 古今 後 撰 時代の 歌 を 多く 收 めて ゐ るの は、 當 時の 歌壇に 前代 尊重の 尿 守 的 傾向が 盛 

であった 爲 である。 かくて 『拾遺 集』 は 『後 撰 集』 の 延長と も 見ら るべき 歌集と なった のであって、 古 を 

重んじ 現代 を輕ん じたので あるから、 當 時の 歌人の 作 は 比較的 少く 採って 居る。 現代の 歌人で 最も 多 

く 採られた の は 公任で あるが、 其の 歌數 はな ほ 十五 首に 過ぎない。 (花 山院の 御製 は 一 首 も 載って ゐな 

い。) 而 して 其の 他の 歌人の 作 は 十首內 外で ある。 要するに 『拾遺 集』 は 『古今 集』 を 模範と する 當 時の 

風潮に 支配 せられて 居る のであって、 其の 歌風 は 前代 を 墨守して 生氣 がな く、 且つ 一層 技巧 を 弄び、 

一般に なだらかな 調が 喜ばれる やうに なって 居る。 併し 後世 古今 後 撰と 合 はせ て 三代 集と 稱し、 長く 

歌壇の 典型と して 尊重 せられた。 

I 公任 拾遺 集 時代の 歌壇に 最も 名聲の 高かった の は 藤 原 公任 M 植^ である。 公任 は 小 野 宮實賴 の 嫡孫で 

後期の 和 欲  二  -  二 
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あり、 太 政 大臣 賴忠の 子であって、 御堂 關白道 長と は從 兄弟の 間柄で ある。 彼 は 道 長の 赫々 たる 權勢 

に壓 倒せられ て、 思 ふ 儘の 立身が 出来なかった ばかりでなく、 從 弟の 藤原齊 信に も 位階 を 超えられた 

ので、 不平の 餘 b 晩年に 正 二位 權 大納言 を辭 し、 其の後 間もなく 出家して、 北山 長 谷の 山莊に 隱栖し 

長久 二 年に 世 を 去った。 世に 四條 大納言と いふ。 公任 は 名門の 出で ある 上に、 和漢の 學に 通じ、 故實 

に 明るく、 且つ 多藝の 人であった ので 一代の 尊信 を 受けた" 其の 著書に は 組織 立った 歌論の 最初と 云 

はれる 『新撰 髓 腦ヒ卷 謎 f^s^m を 始め、 『和歌 九 品』 一 卷§ 頓な どが あり、 其の 撰 著に は 

『和漢 朗詠 集』 ニ卷、 『三十 六 人 撰』 ー卷、 『金玉 集』 ー卷 などが あち、 また 有職の 書に は 有名 

な 『北山 抄』 十卷が ある。 

『三十 六 人 撰， n は 俗に 『三十 六 歌仙』 ともい ふ： 人 麻呂赤 人から 始めて、 主として 延 喜天曆 頃の 歌人 

三十 六 人の 秀歌 百 五十 首 を 選んだ ものである。 卽ち^ 麻呂食 之. 躬恆. 伊勢の 各 十^、 家 持 • 赤 人. 業 平 • 

遍昭 • 素性 • 友 則 • 猿 丸. 小町. 兼輔. 朝 忠. 敦忠. 高 光 八ム忠. 忠岑. 齋宮 女御 .賴 基 ，敏 行. 重 之. 宗于. 信 明. 淸 正. 順. 興 

風. 元輔. 是則 .元 眞. 小 大君 #文. 能官 一. 忠見の 各 三^:、 兼 盛. 中 務の各 十 首 を 選出して 居る。 また 『金玉 集』 

は卷 頭に 倭 歌 得 業 生 柿 本末 成 撰と あるが、 公任め 撰で ある 事 は 『俊賴 ロ傳』 『古來 風 體抄』 f| 『和歌 

現在 書目 錄』 等に 見えて 居る。 人 麻 呂赤人 を 始め、 主として 三代 集 時代の 歌人、 凡そ 四十 人の 作 七十 八 

^を 選んで、 四季 戀雜に 部類した ものである。 『和漢 朗詠 集』 に 就して は 次章に 述べる。 

公任の 趺風 公任 は 博識 多藝 であった が、 和歌の 才は必 すし も聲 望に 伴な はなかった のであって、 此の 點 では 源 


ff 
好 


服に 似て 居る。 しかも 顺 よりも 遙 かに 世の 尊敬 を 受けた の は、 名門の 學者 であ， o、 且つ 歌 學を樹 てた 

爲 である。 其の 作歌 を 見る と、 趣向に 於て は 見るべき もの も あるが、 情趣 表現な ど は 『古今 集』 から 殆 

ど 出て ゐな いのであって、 貫 之に 比して 更に 劣って 居る。 家集に は 後人が 編んだ 『前 大納言 公任 卿柒』 

一 卷麵雜 W があって、 六 百^: 許 b の 歌を收 めて ゐる。 

春 來てぞ 人 もと ひける 山里 は 花， ) そ 宿の あるじな り けれ (： 拾 遣：) 

, うき 世 をば 峯の霞 やへ だ つらむな ほ 山里 は 住みよ かりけ り (千載) 

瀧の 音 はたえて 久しくな り ぬれ ど 名 こそ 流れて なほ 閬ぇ けれ (拾遺 • 千載) 

朝 まだき 嵐の 山の さむければ もみ ぢの 錦き ぬ人ぞ なき (拾遺) 

すむ とても 幾 代 もす まじ 世の中に 曇りがちなる 秋の 夜の 月 (後 拾遺) 

此 等が 公任の 代表的の 作で ある。 

公任に よって 代表せられ る 拾遺 集 時代の 歌壇が 行きつ まった 時、 傳統を 破，^ 時流に 反抗して、 異彩 

を 放った のは會 禰好忠 M 醉で ある。 其の 傳は詳 かで ない。 『袋 草子』 や 『大鏡 裏書』 などに、 丹後掾 であ 

つた 事が 見え、 叉 曾禰丹 後掾を 略して 曾 丹 後 または 曾 丹と 呼ばれた の を 慨歎した 事が 傳 はって 居る か 

ら、 官位の 低い 人で あつたと 思 はれる。 好忠の 不遇 を 歎じた 作 は 家集に も 見える" 『今昔 物語 集』 『大 

鏡 裏書 J1 などに 據 ると、 寛 和 元年 二月 十三 HI に、 阒融院 が 船 岡 山で 子 S の 御遊 を 催された 時、 藤 原 兼 

家 .同 公季 以下、 大中臣 能 宣. 平 兼 盛. 淸原 元輔. 源 重 之. 紀 時文 等の 歌人 を 召して 和歌の 會を 開かれた が、 
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好忠 はお 召 を 蒙らす して 推参し、 兼 家 等に 無禮を 咎められて、 其の 席から 追 ひ 返 けられた と 云 ふ。 思 

ふに 好忠は 地位が 低かった ばかりでなく、 頑迷 狷 介の 人で あ b、 且つ 自負心が あった 爲に 人々 に 嫌 は 

れ、 其の 歌才も 世に 認められなかった ので あらう。 

. 好忠の 家集に 『曾 禰好忠 集』 ー卷 I 赠 鶴が ある。 世に 『曾 丹 集』 の 名で 知られて 居る。 其の 作歌 を 見る 

と、 當時 一般に 古格に な づんで 平板に 流れて ゐ たのに 較べる と、 題材 用語 表現な どが 淸 新で あり、 且 

つ 自由 奔放の 妙が あって、 時代の 歌風から 一頭 地を拔 いて 居る ので ある。 併し 時流に 對 して 反抗的 態 

度 をと つて、 殊更 新奇な 題材 を捉 へ、 用語の 如き も 故意に 耳遠い 古語 や 俗語 平語な ど を自. E に 取 入れ 

て、 奇 狂に 陷 hi 無雑な 作と なった の は 其の 缺點 である。 かくて 好 忠は當 時として は、 忍 ひ 切った 傳統 

打破 を 主義と した 爲に、 嘲笑 を 買 ひ 排斥 を 受けた ので あるが、 後世に 至って 多くの 知己 を 得た ので あ 

つて、 やがて 起る ベ き 和歌 革新の 先鋒と な つたので ある。 

荒 小 田の こぞの 古 根の ふるよ もぎ 今 を 春べ とひ こばへ にけ り (新 古今) 

鳴け や 鳴け 蓬が 杣 のきり ぎりす 過ぎ行く 秋 はけに ぞ 悲しき (後 拾遺) 

の 如き は當時 奇矯な 作と 言 はれた ものであるが、 

三 島 江に 角ぐ みわたる 簾の 根の ひとよの 程に 春めきに けり (後 拾遺) 

御圓 生の なづ なの 莖も 立ちに けりけ さの 朝 菜に 何 を 摘ままし 

上 そよ ぐ 竹の 葉な みの 片寄り を 見る につけても 夏ぞ 涼しき 


くもりな き 大海の 原 を 飛ぶ 鳥の かけさ へ しるく 照れる 夏 かな 

、  山城の 鳥 羽田のお もみ-見 わたせば ほのかに 今朝 は 秋風 ぞ 吹く  (詞 花) 

人 は 來す風 に 木の葉 は 散り は て て 夜な夜な 蟲は聲 か はり 行く  (新 古今) 

此等は 著 想 表現と もに 淸 新であって 勝れた 作で ある。 思 ふに 好 忠の淸 新な 用語 格調 や 自然に 對 する 客 

觀 的な 態度な ど は、 『萬 葉 集』 から 學ぶ 所があった ので あらう。 而 して 好 忠 によって 創められた 此 等の 

新しい 傾向 は、 後の 歌壇 に 非常な 影響 を與 へたので ある。 

好忠は 時流に 反抗して 嘲笑せられ たが、 當時名 を 知られた 歌人に は 能 因 法師， 藤 原 實方. 藤 原 長 能. 藤 

藤原實 方 原 高遠 源 道濟. 大中 臣輔親 A ム 任の 子定賴 等が あった C 中で も 名聲の 聞え たの は實 方と 能 因と であ 

る。 實方は 小 一 條 左大臣 師 尹の 孫、 侍從 定時の 子で、 從四位 上 左 近衛 中 將に畀 つた。 長德 元年に 一 條 

天皇の 御前で、 藤原齊 信が 實 方の 

符雨 はふり きぬ 同じく は濡 ると も 花の 薩に 宿らむ 

の 作 を稱揚 した 時、 傍に あった 藤 原 行成が、 歌 は 面白い が 振舞 は を こ がましいと 言った のを實 方が 怨 

んで、 行成の 冠 を 打 落した。 天皇 は實 方の 不敬 をお 怒 5 になり、 歌枕 を 探って 參れと 仰せられて 陸 奥 

守に 貶し 給うた が、 長德四 年に 其の 地で 歿した。 家集に 『實方 朝臣 集』 ー卷 US が ある。 

能 因 法師  實 方よりも 更に 勝れた 歌人 は 能 因 法師で ある。 俗姓 を 橘永愷 とい ひ忠望 の 子で ある。 文章 生と なつ 

たが、 後に 出家して 能 因と いひ、 攝津の 古 曾 部に 住んで ゐ たので、 世に 古 曾 部 人道と 呼んだ。 和歌 を 
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藤 原 長 能に 學んで 出藍の 才 があった。 能 因 は 後の 西 行の やうに 旅行 を 好んだ のであって、 奥州 を歷遊 

して 詠んだ 作 は、 後の 紀行に 引かれて 人口に 膾炙して 居る。 編著に は 『玄々 集』 ー卷、 『能 因 歌枕』 一 

卷、 『八十 島 記^ 5 はな どが ある。 『玄々 集』 |膽鶴 は紀貫 之の 『新撰 和歌 集』 に 傚って、 永延 以後 寛德 

以前の 歌人 八十 八 人の 秀歌 百 六十 餘首を 撰んだ もので、 卷 頭に 漢文の 自序が ある。 

心 あらむ 人に 見せば や 津の國 s 難 波 わたりの 春の 景色 を (後 拾 遣) 

山里の 春の ゆ ふぐれ 來て 見れば 人相の 鐘に 花ぞ 散りけ る (新 古今) 

我が 宿の 梢の 夏 に な ると き は 生 駒の 山ぞ 見えすな りけ る (後 拾遺) 

夕され ば 潮風 こして みちの くの 野 田の 玉 川 千鳥 なくなり (新 古今) 

此 等が 能 因の 佳作で ある。  ， 

和 泉 式部 • 曾： 慮 好忠が 革新の 第一 聲を 放った 頃、 女流 歌人に 和 泉 式部が あって、 自由 奔 逸な 感情 を淸 新な 調で 

歌 ひ、 當 時の 歌壇に 異彩 を 添へ た。 式部 は當 時の 閨秀 歌人 中 第一位に 位する ばかりでなく、 平安朝 を 

通じて 一流の 歌人で ある。 和 泉 式部の 生涯 を 知る に は、 其の 家集 日記 を 始め、 『榮華 物語』 『^鏡』 『御 

堂關白 記』 のな どに 散見す る、 斷片 的な 資料に 據る ほか はない。 和 泉 式部と 呼ばれた の は、 夫の 和 

泉 守 橘 道貞の 官名に 因る ので あるが、 江 式部と も 呼ばれた の は、 越 前 守大江 雅致の 女で あるから であ 

る。 併し 式部の 名 は 誰の 官名に 基づく か詳 かで ない"」 初め 道貞. に 嫁して 小 式部 を 生み、 後に 冷泉 天皇 

第三 皇子の 爲尊 親王に 愛せられ、 親王の 薨 後に は 更に 其の 御 弟の 帥 宮敦道 親王の 寵を 蒙った。 其の 放 


縱な戀 愛 生活 は、 當時 にあっても 非難せられ たのであって、 親交の あった 赤 染衞門 も 嘗て 其の 節操の 

乏しい の を 諫めて、 

うつろ はで し 信 太の 森み-見 よか へ りもぞ する 葛の うら 風 

の 一 首 を 贈った が、 式部 は 

秋風 はす ごく 吹く とも 葛の 葉の うらみ 顔に は 見. え じと.； て 思 ふ 

とい ふ 返歌 を與 へて 顧みなかった。 併し 道 長 は 式部の 學才を 認めて、 寛弘 五六 年の 頃 其の 女で ある 中 

宫上東 門院に 仕へ させ、 後に は 更に 式部の 女 小 式部 を も 召して 內侍 とした" 式部 は 其の後 丹 後 守 藤 原 

保昌の 妻と なって 任國に 下った。 當時小 式部 は 幼少で あつたが、 中鈉： W 定賴 が、 「丹 後よ， o の 返事 は 得 

給へ る や。」 と 尋ねる と、 と， o あへ す 

大 江山 いくのの 道の 遠ければ まだ ふみ も 見す 天の 橋 立 (金 葉) 

と 答へ たと 云 ふ。 小 式部 も 當時名 を 知られた 歌人で あつたが、 萬壽ニ 年に 母に 先立って 世 を 去った。 

其の 時 母が 娘の 遺子 を 見て 詠んだ 歌 は、 

留めお きて 誰 を あはれ と 甲 5 ふらむ 子 はま さるら む 子 はま さりけ り (後 拾遺) 

とい ふので ある。 

和 泉 式部の 家集に は 『和 泉 式部 集』 五 卷麵雌 確と 『和 泉 式部 續集』 ニ卷 魏難鶴 類 とが あ b、 また 日記に 

は 『和 泉 式部 B 記』 ー卷が ある。 其の 一生が 戀 愛に 陶醉 した ものであるから、 家集の 大部分 も 亦 戀の歌 

後期の 和歌  ニー 一一  七 


平安時代 後期  二 ー亍へ 

であって、 多^ 多感な 心情 を 自由に 率直に 歌って 居る。 卽ち 式部 は 情熱 的な 歌人であって、 戀 愛の 作 

の 外に は 弱々 しい 寂寥の 感を 歌って 居，^、 又 自然 を 詠んだ ものに は 情景 融合の 妙が あって、 著 想 表現 

ともに 淸新 である。 

岩つつ じ 折り もて ぞ見 るせ こが 著し 紅染 のきぬ に 似 たれば (後 拾 遣) 

聲 聞けば 暑 さぞ まさる 蟬の 羽のう すき 衣 は 身に 著 たれ ども 

思 ふこと 皆盖 きね とて 麻の 葉 を 切りに きりても 祓 へつ るか も 

萩原 を 朝立ち くれば 枝 はさ も 折れば 折れよ と花唉 きに けり 

うき 事も戀 しき こと も 秋の 夜の 月に は 見 ゆる 心ち こそ すれ 

寂し さに 煙 を だに も斷 たじと て 柴 折り く ぶ る 冬の 山里 (後 拾 遺) 

待つ 人の 今も來 た らば いかがせ む蹈 ままく 惜しき 庭 の 雪 かな (詞 花》 

つれづれと 空ぞ 見ら るる 思 ふ 人 天降り 來む ものなら なくに 

ともかくも 云 はばな ベ てに なりぬ ベ し 音に 泣きて こそ 見せ まほし けれ (千載) 

如何にせ む 如何に かすべ き 世の中 を 背けば 悲し 住めば 住み 憂し (玉 葉) 

此 等が 和 泉 式部の すぐれた 作で ある。 

赤 染衞門  後世 和 泉 式部と 竝べ稱 せられた 女流 歌人 は 赤染衞 門で ある。 赤染時 用の 女で あるが、 實は平 兼 盛の 

子で あると 傳 へられて 居る。 | 草 父の 時 用が 右衛門 尉であった ので、 赤染衞 門と 呼ばれた。 長 じて 名 


需大江 匡衡に 嫁して 舉 周と 江 侍 從とを 生み、 又 道 長の 妻 倫 子の 女房と なった 事が ある。 舉周は 詩文に 

長 じ、 東宮 學士 となり、 大學頭 式部 權大輔 に 累進した 人で あり、 江 侍從は 女流 歌人と して 其の 名 を 知 

られ た。 赤染衞 門の 家集に は 『赤 染衞門 集』 ニ卷 III が ある。 其の 歌 才は和 泉 式部に 匹敵す る もので 

はない が、 時流に 棹 さした 歌人で あるから、 當 時に 於て は 名聲が 高かった ので ある。 人口に 膾炙す る 

乍まゝ 

やすらば で寢 なまし もの を 小夜 ふけて 傾く までの 月 を 見し かな (後 拾 遣) 

さても 別れむ こ W 

かよら むと 祈ろ 命 は 惜しからで 別る と 思 はむ ほど ぞ かなしき ク詞 花」 

の 二 首で ある。 前者 は 道險に 愛せられた 妹に 代って 詠んだ 歌で あり、 後者 は 其の 子皋 周の. 病の 平癒 を 

住吉明 神に 祈った 時の 作で ある。 

和 泉 式部， 赤染衞 門の 外に、 當時名 を 知られた 閨秀 歌人 は 極めて 多が つたが、 中で も 名高 いのは 伊勢 

大輔. 馬內 侍， 紫 式部 等で ある。 伊勢大輔 は大中 臣輔親 f 5? の 女で、 筑前守 高 階 成 順の 妻と な つた 人で 

あり、 馬 內侍は 源 時 用 Ml 雌の 女で ある。 共に 家集が ある。 紫 式部に は 家集 も あるが、 『源氏物語』 中 

の 作歌に は 殊にす ぐれた のが 多い。 

.  二 保守 改新 對立期 

『後 拾遺 集』 が 撰 進され た 白 河 天皇の 御代から、 『詞花 集』 が撰定 せられた 近衞 天皇の 御 時に^る まで 
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の 八十 年間 を假に 一期と して、 保守 改新 對立 期と 名 づける。 拾 遣 集 時代 は 所謂 三代 集 時代の 末期で あ 

つて、 當時 歌壇の 權 威であった 藤 原 公任 は紀貫 之の 亞 流で、 しかも 遙 かに 劣り、 時代の 歌風 も 前代 を 

守株して、 それに 及ばなかった ので ある。 然るに 此の 時代に なると、 前代に 異端者と して 擯斥され た 

曾 禰好忠 や、 當時 未だ 眞價を 認められなかった 和 泉 式部の 歌風に 刺戟 せられて、 新しい 傾，！： が 盛に 起 

り、 叉 一方に は 保守派の 間から も 勝れた 歌人が 現れて、 保守 改新 二 派の 對立を 見る に 至った ので ある 

が、 實カは 寧ろ 前者に あって、 歌壇 は 大體に 於て 改新 派に よって 支配せられ たので ある。 而 して 此 、 

時代に 歌風の 上に 勃興した 新 傾向 は、 好忠 等に よって 導かれた 用語の 自由、 淸 新な： 3、  客觀 

的描寫 などの 上に あるので あるが、 なほ 歌學 歌論 も 著しく 發達を 遂げた ので ある。 

後 拾遺 集 勅撰集 は 『拾遺 集』 以後、 物語 H 記な どの 散文に 壓 倒せられ て、 およそ 八十 餘 年の 間 撰 上の 御沙汰が 

無かった が、 白 河 天皇の 御代に 『後 拾 遣 和歌 集』 が 撰ばれ、 是 より 歌壇 は 漸く 活氣 を呈 して、 再び 興隆 

する に 至った。 撰者の 藤 原 通 俊 |禁- が 白 河 天皇の 勅命 を 蒙った の は 承 保 一 一年で、 年 一 一十 九の 時で 

あつたが、 政務 多忙の 爲涉ら す、 十餘 年を經 て應德 三年 九月に 至って 袠覽 した。 二十 卷 より 成り、 千 

二百 十八 首の 短歌 を收 め、 卷 頭に は 通 俊の 筆に 成った 序が ある。 部 立に 雜の 部に 神祇 釋敎を 設けた の 

は、 當時 法^の 和歌が 流行し、 また 經 文に 因んだ 詠歌が 盛に 行 はれた 結果で ある。 叉 『古今 集』 S 例に 

傚って 誹諧 歌の 目 を 置いて 居る。 撰定の 方針 は 序に よれば、 『拾遺 集』 以後 當 代に 至る までの 作 を 選ん 

だのであって、 『萬 葉 集』 や 三代 集 を 始め 『三十 六 人 撰』 『和漢 朗詠 集』 『玄々 集』、 其の 他の 撰 集に 入って 


ゐる もの を 避けた ので ある。 併し 實 際に は 杜撰が ある。 集中に 多くの 歌 を 入れられ たの は 和 泉 式部の 

六十 七 首 を 筆頭に、 相 摸の 四十 首、 赤染衞 門の 三十 二 首、 能 因 法師の 三十 一首、 ^勢 大輔の 二十 七 首 

等で ある。 撰者 は 又 現代の 作 を も 比較的に 重んじた ので あるが、 同一 歌人の 作 を 多く 採らなかった の 

であって、 通 俊 自身の は 僅かに 五 首で あり、 當時 歌人と してす ぐれた 源經 信の は 六 首で ある。 要する 

に 通 俊 は、 徒らに 過去 を 尊重した 後 撰. 拾遺 二 集の 傾向 を 改めて、 近代 及び 當代を 重んじた ので ある 

が、 中心 を 道 長 時代に 置いて 現代の 作 を 多く 採らなかった の は、 自信に 於て なほ 缺 くる 所が あつたの 

であらう。 後 拾遺 集 時代に は 前代と 同じく 題詠が 盛に 行 はれ、 叉 本 歌 取りが 流行した から、 一般の 歌 

風 は 技巧的であって、 實 感を缺 いたので あるが、 時勢に 伴な ふ 新 傾向 も 漸く 認められ るので ある。 佛 

敎 fs 想が 浸閎 した 結果、 幽寂な 情景 を 詠む 傾向が 漸く 著しくな つた 事 や、 一 般に 雄勁な 調が 喜ばれる 

やうに なった 事な ど は、 此の 集に 認められる 新しい 傾向で ある。 

『後 拾遺 集』 は 通 俊が 一人で 撰んだ ので あ，^、 しかも 彼は必 すし も 一流の 歌人でなかった ばかりで な 

く、 其の 撰 定には 疎漏な 點 があった 爲に、 種々 の 惡聲が 起った。 住吉の 神主 津守國 基 は 撰者に 小 鰺 を 

贈賄して、 比較的 多くの 歌 を 採られた とい ふので、 當時 此の 集に 「小 鰺 集」 の 異名が 起った と 言 はれて 

居る が、 殊に 名高 いのは 源經 信の 作と いはれ る 『難 後 拾遺 抄』 ニ卷) |?Sf である。 此の 書 は 『筏 拾遺 

集』 中の 難すべき 歌 を 八十 四首拔 出して、 それに 非難 攻擊を 加へ たもので ある。 通 俊 はこれ に對 して、 

紀貫 之の 『新撰 和歌 集』 の 例に 傚って、 更に 『後 拾遺 集』 の 中から 名歌 を 抄出して、 5 續 新撰 和歌 集』 を 公 
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にした と專 へ られて 居る。 

藤 原 通 伎  さて 撰者 藤 原遍俊 If 一 化 jj; は太宰 大贰經 平の 子で ある。 政務に 通じて ゐた爲 に 白 河 天皇に 重用 せら 

れ、 從 二位 權中納 言に 至った。 和漢の 學に 兼ね 通じ、 大江匡 房と 並稱 して 近代の 名臣 とい はれた。 『後 

拾遺 集』 撰 進の 勅 を 蒙った の は、 通 俊が 自ら 所望した ので あると 傳 へられて 居る。 通 俊 はさ ほど 勝れ 

た 歌人で なく、 家集 も傳 はって ゐ ない。 叉 其の後の 勅撰集に 入れられた 歌數も 極めて 少ぃ。 當時 一 流 

の 歌人 は 次に 述べ る經 信で ある。 

源經信  源經信 麵,ー^ は 宇多 源氏の 後裔で、 左大臣 重 信の 孫、 民 部 卿 道 方 W 讀の六 男で ある。 正 二位 大納 

言に 昇り、 晩年に 桂の 里の 別業に 棲んだ ので 桂 大納言と 呼ばれた。. 承 保 三年 十月 白 河 天皇が 大^ 

川に 行幸 せられて、 詩歌 管 絃の三 舟を泛 ベて" 群臣 をして 各 其の 長す る 所に 從 つて 分乘せ しめられた 

時、 經信 はおくれば せに. g つて、 乘 せられる 儘に 管絃の 舟に 乘 つて 琵琶 を彈 じ、 次いで 詩を賦 し、 更 

に 和歌 を 詠 じて 敏感に 與 つたと いふ。 卽ち三 舟の 才 があった ので ある。 詩歌 管絃に 兼ね 通じた 人に は 

先に 公任が あつたが、 S5 の 和歌の 才は 公任 を遙 かに 凌駕して ゐた。 經 信の 作歌 は 『後 拾遺 集』 に は 僅 

かに 六 首 入れられ たので あるが、 次の 『金 葉 集』 に は 二十 七 首 採られ、 また 『新 古今 集』 に は 十九 首 採ら 

れて 居る。 其の 歌風に は 客観的 傾向が 著しく、 また 平明な 中に 一 種淸 新な 所があって、 新 古今 風の 先 

驅 となって 居る。 公任 以後 さまで 勝れた 歌人が 出なかった 時、 たまたま 經 信が 現れた のでめ るから、 

當時 大いに 尊重し、 朝廷の 和歌の 會に は必す 召され、 叉 一般に 判者と して 重ん ゆられた) 『八 雲 御抄』 


金 
荧 


にも 「只經 き 一 人 天下の 判者に て竝 びな し. 一と 仰せられて 居る。 家集に は 後人が 代々 の 勅撰集な ど 力ら 

選出した 『大納言 經信卿 集』 ー卷籠 | が ある。 左に 彼の 傑出した 作 を 擧げて 置く。 

山 深み 杉の むらだち 見えぬ まで 尾 上の 風に 花の 散る かな (新 古今) 

玉 柏^も 葉 ひろに なりに けりこ や 木綿し でて 神 祭る ころ (金 葉) 

夕 さ A ば 門 田の 稻 葉お とづれ て廣 のまろ やに 秋風. ぞ 吹く  (同) 

ザ& はへ て 守る しめ 繩 のた わむ まで 秋風 ぞ 吹く 小山 田の 庵 (績 古今) 

三 室 山 紅葉 散る らし 旅人の 菅の小 笠に にしきお りかく  (金 葉) 

月 淸み瀨 々の あじろに 寄る 氷 魚 は 玉藻に さ ゆる 氷な りけ り (同) 

沖つ 風 吹きに けらし な 住吉の 松の しづえ を 洗 ふしら 波 (後 拾 遣) - 

『後 合 遺集』 が 成って から 四十 一年 を經 て、 崇德 天皇の 御代 大治ニ 年に、 『金 葉 和歌 集』 が 撰ばれた。 

撰者 源 俊 賴が白 河 法皇の 院宣 を 蒙って 一 度 撰 進した の は 天 治- 兀年 であるが、 其の後 再三 修訂 を 命 せら 

れて、 三度 目に 嘉納せられ たの は 大治ニ 年で ある。 現今 流布して ゐる八 代 集 本 は 再度 本であって、 三 

度 目の 麦 覽本は 今 『續群 書類 從』 に收 めら れて 居る。 此の 集 は題號 にも 新味が 見えて ゐ るが、 卷 數も從 

來 の 型 を 破 つ て 十卷 とな つて 居り、 叉 部門 も簡單 になって、 春. 夏. 秋 Ai 賀. 別離 .戀上. 戀 下. 雑 tr 雑-下と 

なって 居り、 なほ 雜 下の 中に 連歌の 部 を 新たに 設けて 居る。 連歌 は旣に 『拾 遣 集』 にも 收 めら れてゐ る 

ので あるが、 當時は 歌人の 餘技 として 盛に 弄 ばれる やうに なった から、 特に 其の 部門 を 設けた ので あ 
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る。 歌 數は傳 木に よって 多少の 出入 は あるが、 『袋 草子』 に は 「凡 六 百 五十 四 首、 此外 連歌 十六 首。」 と 

ある。 從來の 勅撰集の 歌數の 約半數 である。 撰 歌 は 『後 撰 集』 以後の 作歌 を 採って 居る ので あるが、 大 

體に 於て 現代 を 重んじた ので あら、 叉 同じく 現代の 歌人と いっても、 保守派の 藤 原 基 俊の 如き は 僅か 

に 三 首 を 入れられて 居る のに 反して、 撰者 自らの は 三十 五 首で 最多 數を 占め、 其の 父經 信の は 二十 六 

首を收 めて 居る。 かくて 俊賴は 極めて 積極的な 態度 を以 つて 撰に 當 つたので あって、 體裁內 容共に 從 

來の 勅撰集に 比して 餘程 面目 を 新たに したので ある。 併し 撰者に 對 して 反感 を 抱く 者 も 多かった ので 

あって、 『後 拾 遣 集』 に 異名 を與 へた やうに、 此の 集に も 「臂突 集」 の 異名が あった。 臂 突の 意義に 就い 

て は 種々 の說が あるが、 『悅 目抄』 に は 「えせ 集」 の義 であると 言って 居る。 なほ 此の 集の 初 度 本が 成つ 

た 時、 藤原顯 仲は大 治- 兀年 にヒ良 玉 集』 十卷を 撰んで 非難 を 加へ たが、 き| 今傳 はって ゐ ない。 

『金 葉 集』 の 撰者の 源俊賴 は經 信の 子で、 左 京大 夫 木工 權 頭に 任せられ、 從四位 上に 敍 せら 

れた。 歌學 者と して 重き をな した 藤 原 基 俊に 對 して、 歌才に 於て 一 世に 卓 絡して ゐた。 其の 父 經信は 

後 拾遺 集 時代の 一 流の 歌人で あつたのに 拘ら す、 撰者と なること が出來 なかった ので あるが、 俊賴は 

『金 葉 集』 の 撰者と なって、 大いに 面目 を 施した ので ある。 家集に は 有名な 『散 木奇 歌集』 (十 卷) が あ 

る。 此の 集 は卷ー から 卷 四まで を 四季の 部と し、 卷五を 祝. 別離. 覉 旅の 部と し、 卷六を 悲歎. 神祇. 釋敎 

の 部と し、 卷 七. 八 を戀、 卷 九. 十を雜 の 部と して ゐる。 而 して 四季 を 更に 月々 に 細分した の は 『曾 丹 集』 

の 例に 傚った ので あるが、 卷 九の 終に 「恨 躬恥運 雜歌百 首」 を收 め、 叉卷 十に は 長歌 を 


本 歌. 折 句 歌 .沓 ^折 句. SI 題. 連歌 を收め てゐ るの は、 旣に 其の 異材を 示す ものであるつ 

俊賴は 奔放 不覊 の才に まかせて、 新奇な 題材 を捉 へ、 警拔な 表現 を 試み、 殊に 奇怪な 古語 外来語 俗 

語な ど を 好んで 用 ひたので あって、 是ょ b 先に 革新の 第一 聲を 揚げた f 禰好忠 は、 ここに 始めて 知己 

を 得た ので ある。 而 して 好忠の 『曾 丹 集』 が、 當時 嘲笑せられ たのに 反して、 『散 木奇 歌集』 が 一 代の 歌 

人に 犬なる 刺戟 を與 へたの は、 時勢の 變 遷の然 らしむ る 所で ある 。併し 俊賴が 時流に 反抗して、 わざ 

と 耳 馴れぬ 地名 物名奇 語な ど を 用 ひたの は、 奇矯 難解の 謗 を 免れない のであって、 左に 掲げる 作の 如 

き は 其の 弊に 陷っ たもので ある。 

を-ぐろ ざき ぬた のね ぬな は蹈 みし だき 日 も 夕 ましに 蛭 鳴くな り 

きぎす 鳴く すだのに 君が くち 据 ゑて 朝蹈ま すらむ いざ 行きて 見む 

篝 火の ほ 影に みれば 丈夫 はた ももい となく こ ひこくむ らし 

此 等の 歌 は 當時旣 に 難解の 評が あった ものであって、 壽永ー 一 年に は此 等の 作歌 九十 九 首 を 抄出して 註 

解 を 試みた、 顯昭の 『散 木 集註』 ( 一 卷) が 現れた。 併し 俊賴の 家集が 悉く 晦龅の 作で あるので はなく、 

中には 平明 流暢な ものが あ，^、 殊に 清新な 感覺を 優麗な 調で 歌った 佳作が 少 くないの である。 

山櫻唉 きそめ しょり ひさかたの 雪ゐ に 見 ゆる 瀧の 白絲 

風 吹けば 蓮の 浮 葉に 玉 こえて すすし くな りぬ ひぐ らしの 聲 

この 里 も 夕立し けり 淺茅 生に 露の すがらぬ 草の葉 もな し 
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うづら 鳴く 眞 野の 入江の 濱 風に 尾花 波よ る 秋の ゆ ふぐれ 

此等は 『金 葉 集』 に 入れられた 佳作で あるが、 なほ 勝れた 作 を 擧げれ ば、 

日 ざ かり は 遊びて 行かむ 影 もよ し眞 野の 萩原 a たちに けり 

夕まぐれ 戀しき 風に おどろけば 荻の 葉 そよ-ぐ 秋に は あらす や 

夕 されば 萩 女郎花な びかして やさしの 野邊の 風の けしき や 

松風のお とだに 秋 はさび しきに 衣う つなり 玉 川の さと (千載) 

日く るれば あ ふ 人 もな しま さき 散る 峰の 嵐の 音ば かりして 「货 古今) 

俊賴は 歌學に 於て は、 次に 述べ る 基 俊の 右に 出る 事 は出來 なかった ので あるが、 『俊賴 ロ傳』 (一 ー卷) i 

lli の 如き は、 後の 歌學に 影響す る 所が 多かった。 

藤 原 墓 俊  俊賴 と對峙 して 温雅 を 旨と した 保守派の 歌人 は 藤 原 基 俊 である。 道 長の 次男 賴宗の 孫で あ 

り， 右大臣 俊 家の 子で あつたが、 門地 を 侍み 才に矜 つて 世に 容 れられ す、 爲に 官位 も停滯 して、 從五 

位下 左衞門 佐で 終った。. 基 俊 は 歌才に 於ても 叉 判者と しての 名望 も、 俊 賴には 及ばなかった が、 歌學 

者と して は 一 代に 重ん せられた。 墓 俊 は 公任に 私淑し、 其の 撰に 傚って 『新撰 朗詠 集』 ( 一 卷) を 撰び、 

また 公任の 歌學を 承け てこれ を 世に 盛なら しめた。 (『新 三十 六 人 撰』 iMI^ も 基 俊の 撰 著で あると 言 

はれて 居る が、 これに は 疑問が ある。) 歌學の 著書に 『悅 目抄』 があった が、 原木 は 夙に 散逸した ので 

あって、 現存す る もの は 後人の 手に 成った 假 託の 書で ある。 家集に は 『藤 原 墓 俊 集』 (二 卷)^ が あ 

私お 形 


る。 其の上 卷は堀 河院に 奉る 爲に 撰んだ ので あ，^、  F 卷は 其の後の 歌 及び 舊作を 集めた ので ある C 

春雨の ふり そめし より 片 岡の 裾野の 原ぞ あさみどりなる (千載.」 

いと どし く賤の 庵の いぶせき に 卯の花く たし 五月雨 ぞ 降る (同) 

夏の 夜の 月 待つ ほどの 手す さびに 岩 もる 淸水幾 むすびし つ (金 葉) 

昔 見し 人 は 夢路に 入り はてて 月と われと になり にけ るかな 

誰が ためにい かにうて ばか 恧衣 千た び 八 千た び聲の 恨む る (千載) 

まき もく の 檜 原の 山の 木の間より かのこ まだらに 洩れる 月影 

此等 によって 基 俊の 歌風 を 察する 事が 出来る。 . 

藤 原顯季 俊 賴* 某 俊 等と 同時代の 著名な 歌人に、 なほ 六條 家の 祖藤 原顯季 |ほ刚 ゆ が ある。 左大臣 魚 名の 三男 

末 茂の 裔で、 隆綏の 子で ある。 其の 母 |f 德が白 河 天皇の 御 乳母であった ので、 天皇の 寵遇を 蒙り、 

正 二位 修理 大 夫に 任せられた" 家集 を 『六條 修理 大夫 集』 ( 一 卷) Sf| とい ふ。 顯季の 子顯輔 孫の 淸 

輔 三代 は 平安 末期に 於け る 歌學の 重鎮と なった。 顯季に 就いて 特に 記すべき は、 釋奠 に擬 して 始めて 

人 麿 影 供 S 人 麿 影 供 を 行 ひ、 影 前 歌會を 催した 事で ある。 當時は 『萬 葉 集』 を 尊重す る やうに なった 結果、 柿 木 人 

蒿 矢 

麿 を崇拜 する 風が 盛に 起った ので あるが、 顯季は 人 麿の 畫像 を寫 し、 藤 原敦光 ^ 怖に 番： 讚 を 11 ひ、 元 

永. 兀年 六月 十六： n に當 代の 名流 を 招いて、 盛な 影 供 を 執行し、 且つ 各 和歌 を 詠んで 獻 じたので ある。 

當日 集まった 人 は敦光 • 俊賴. 顯 仲. 宗兼 • 道經. 爲忠、 及び 顯季の 子 長實. 顯輔 等であって、 獻 歌の 題 は 「水 
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風 晚來」 であった。 詳細 は敦 光の 『柿 本影 供 記』 § に 記されて 居る。 

さて 勅撰集 は 『金 葉 集』 に 次いで 『詞花 和歌 集』 が 撰ばれた。 近衛 天皇の 御 時に 崇德 上皇の 院宣に よつ 

て、 顯季の 子 顯輔が 撰んだ。 其の 成立 年代に 就いては、 『袋 草子』 に 「天 養 元年 六月 二日 奉， 之 麦， 1 覽之 1 

御 覽之後 返 給」 と 見え、 また 「八 雲 御抄』 に は 「天 養 元年 六月 二日 麦 k 之、 仁 平 叉！^ 之。」 と 記され、 また 

『拾 芥抄』 に は 「天 養 元年 甲子 六月 一 一日、 侬， 一崇 德院勅 ー顯輔 撰^ n 、仁 平 又 麦^ r」 と あるが、 いづれ も 其の 

文意が 明瞭で ない ので、 從來 二様の 解釋が 下されて 居る C 卽ち 院宣 を 奉じた の は 天 養 元年で、 麦覽し 

たのが 仁 平年 中で あると 見る 說と、 天 養 元年に ー度茇 覽 して 訂正 を 命せられ、 更に 麦覽 したの が 仁 平 

年中で あると する 說 とが ある。 仁 平 は 四 年に 改元して 久壽 となった ので あるから、 此の 集が 修正の 上 

麦覽 せられた の は、 天 養 元年 を 去る 七 八 年後であって、 『金 葉 集』 を 去る 二十 四 五 年後で ある。 歌數は 

凡そ 四百 十 首であって、 勅撰集 中で 最も 小規模の 集で ある。 卷數は 十卷で 序がない こと も 『金 葉 集』 と 

同じで あ， o、 また 部 立 も 大體金 葉と 同じで ある。 但し 『金 葉 集』 に 設けた 連歌の 部 を 此の 集に 廢 したの 

は、 撰者が 比較的に 穩健を 期した 爲 であらう。 歌 數の少 い 割合に 作者の 數は 二百 名に 近いので あるか 

ら、 同 一 人の 作歌 を 多く 採らなかった こと は 言 ふまで もない。 最も 多くの 作歌 を 採られた の は 拾遺 • 

後 拾遺 時代の 會禰 好忠の 十七 首、 和 泉 式部の 十六 首、 大江匡 房の 十四 首、 源 俊賴の 十一 首な どで あつ 

て、 撰者が 新しい 歌風の 宣傳に 努めた こと は 明白で ある。 併し 當 代の 歌人の 作 を 採る こと は 比較的に 

少く、 關白 藤原忠 通の 七 首 を 筆頭と して、 撰者の は 崇德院 御製と 共に 六 首に 過ぎな いのは、 5 金 葉 集』 


の 撰定の 方針に 比して、 著しく 穩健 になって ゐる事 を 示す ものである。 『後 拾 遣 集』 以來 慣例と なった 

勅撰集に 對 する 論難 は、 此の 集に も 加 へられた のであって、 藤 原 敎長は 『拾遺 古今』 (二十 卷) を 撰し、 

^ 叉 長 門前 司 藤 原 爲經は 『後葉 和歌 集』 ( 1 一 十卷) を 作 つて 難 じた の で あ る。 

藤 原顯輔 藤 原顯輔 If 1/1 は 顯季の 子で 官位 は 正三位 左 京大 夫に 至った。 保守派の 基 俊、 革新派の 俊 賴に對 

する 中立 派の 歌人であって、 新 舊ニ派 を 折衷し、 新 古 兩檨の 歌 を 詠んだ。 

秋 M にたな びく 雪の 絕 間よ.^ 洩れ 出づる 月の 影の さやけ さ (新 古今) 

夜もすがら 富 土の 高嶺 に 雪 消 えて 淸 見が 關 にす める 月影 「詞 花) 

など は 世に 知られて ゐる 佳作で ある。 家集に 『左 京大 夫 顯輔卿 集』 ( 一 卷) ||S が ある。 

百 首 和 欲？ 金 葉， 詞 花が 撰ばれた 頃から、 從來の 歌合の 外に 百 首 和歌が 流行した。 百 首 和歌で 現存す る 最古の も 

起原 

の は、 『和歌 現在 書目 錄』 の 序に、 百 首の 濫觴と して ゐる源 重 之 及び 相 摸の 作で ある。 源 重 之 II 二 の 

は、 冷泉 天皇が 東宮 であらせられた 頃に 奉った もので、 春夏秋冬 各 二十 首 戀雜各 十 首で ある C 今 

『重 之 集』 謂 P に收 めら れて 居る のが それで ある。 次に 相 摸 鼓^ 賴 £ の は、 彼女が 朿國に 下った 時 

箱根權 現に 手 向けた もので、 『相 摸 集』 に 載って 居る。 (此の 時代の 歌人の f 瀰好忠 の 家集 『曾 丹 

集』 にも 百 首 和歌と 標記した ものが あるが、 是は 五十 首づっ 二度に 詠まれた もの を、 後人が 斯く 題し 

たもの の やうで ある。) 此等は 何れも 一 人が 詠んだ 百 首で あるが、 多人数が 同じ 題で 詠んだ の は、 康和 

年中の 「堀 河 院御時 百 首，」 であって、 是 より 百 首 和歌が 屢行 はれる やうに なった。 

後期の 和歌  二 四 九 
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堀川 百 首  「堀 河 院御時 百 首」 は、 堀 河 天皇の 康和 年間に、 藤 原 公 實.大 江 匡 房. 藤 原 顯季. 源 俊賴. 藤 原 基 俊 等 男女 

十六 人に 命じて、 春 二十 題 夏 十五 題 秋 二十 題 冬 十五 題戀 十題雜 二十 題に 就いて、 百 首の 歌 を 奉らし め 

られ たもので ある。 各 題に 就いて 一 人が 一 首づ つ 詠んだ の はこれ が 最初であって、 後世 百 首 和歌の 模 

範 とせられた。 『群 書類 從』 に收 めら れた 『堀 河 院御時 百 首 和歌』 ( 一 卷) がそれ である。 

永久 百 首 「堀 河院百 首」 に 次いで 「永久 百 首.」 が 行 はれた。 これ は 鳥 羽 天皇 朝の 永久 四 年 十二月 二十 H に、 源 

顯仲. 藤 原 to: 實. 源 俊賴. 源忠房 • 源 兼昌. 皇 后宮 女房 常 陸. 其の 妹の 六條院 女房 大 進の 七 人に 仰 せられて 奉 

らしめ られ たもので、 これ も 各 題に つき 各 一首 づっ 詠進した ので ある。 前の 「堀 河 百 首」 に續 くものと 

して、 「堀 河 後 度 百 首」 とい ひ、 また 「堀 河 百 首」 を 「堀 河 太郞百 首」 と 呼ぶ のに 對 して、 「堀 河 次郎百 首」 

と稱 せられて 居る。 『永久 四 年 百 首』 ( 一 卷) も 『群 書類 從』 に收 めら れて 居る。 

久安百 首  堀河兩 度の 百 首に 次いで 行 はれた の は 前後 兩 度の 「久安 百 首」 である。 前囘 のは傳 はって ゐな いが、 

第二 囘 目の は近衞 天皇の 康治 年間に 崇德 上皇から 題 を 賜 ひ、 其の後 七 八 年を經 て、 久安六 年に 全部の 

詠進 を 終った もので、 作者 は 崇德院 を 始め 奉り、 藤 原 公 能. 藤原敎 長. 藤 原 顯輔. 藤 原顯廣 II. 藤 原^ 輔. 

待 賢 門院 女房 堀川 等 男女 十四 人で ある。 『群 書類 從』 に收 めら れてゐ る 『久安 六 年 御 百 首』 ( 一 卷) は、 其 

の 後作 者の 一人なる 顯廣ぜ | 四が、 更に 院の命 を 奉じて 作者 別に 部類して 奉った ものである。 此の 百 

首の 和歌で 『千載 集』 以後の 勅撰集に 採られた もの は、 六十 五 首の 多き に 上って 居る。 

天の河 橫 ぎる 雪 や たなばたの 空 だき ものの 煙な るら む (詞 花〕  顯輔 


夕され ば 野べ の 秋風 身にしみて 鶉な くな" 深 草の さと 「千載) 顯廣 (俊 成) 

しほが まの 沛 吹く 虱に 霧 はれて 八十 島 かけて 澄める 月影 (同、 -  淸輔 

長から ぬ 心 もしら す黑 髪の 亂れて 今朝 はもの を こそ 思へ (同)  钥河 

など は 「久安 百 首」 中の 作で ある。 右に 述べた 「堀 河 百 首」 があって 以後、 百^ 和歌 は 益 盛に 行 はれる と 

共に、 規模 も 漸く 大きくな つたので あって、 鎌倉時代 以後に は 七 百 首. 千 首な どが 流行す る やうに な 

, つた。 

崇德 上皇 『詞花 集』 を 撰ば しめられ、 「久安 百 首」 を 召され、 又 御 親ら 百 首 を 詠ませられた 崇 德院则 sfcl-f は、 

詞花集 時代の 一流の 歌人に 伍して 劣 b 給 はぬ 程の 歌才を 有って 居られた。 院が御 幼少の 頃から 和歌 を 

嗜み 給うて、 屢 和歌の 會を 催された 事 は、 『今 餞』 の 「春の しらべ」 の卷に 見えて 居る。 心なら す 御 譲位 

になつ， このは 卸 年 二十 三の 時で あるが、 初 度の 百 首 を 召された の は 御 在位の 頃であった。 當時 有名な 

歌人の 顯輔 父子 を 始め、 俊 成. 西 行 等 も 和歌の 道に よって 親しみ 奉った のであって、 院の 和歌の 御上 達 

に は、 少 からぬ 影響が あつたで あらう と 思 はれる。 院が保 元の 胤の 後 讃岐に 遷幸 せられて、 其の 地で 

崩 じ 給うた の は、 後の 後鳥^. 土 御門. 順德三 上皇と 共に、 國 史上 はた 國文學 史上の 悲痛な 出来事で あ 

る。 崇德院 は 遷幸の 後 全く 歌道 を棄 てて、 專ら佛 道 を勵み 給うた のであって、 躧 まった 御 集は傳 はつ 

てゐ ない が、 「久安 百 首」 や 代々 の 勅撰集、 其の 他に 傳 へられて 居る 御製が 少 くない。 勅撰 柒に は總敉 

七十 七 首 Y§ 載って 居る が、 特に 『千載 集』 に 二十 三 首 入って 居る の は、 俊 成が 御 同情 申し上げた 關係 
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も あるで あらう。 御製 は 時代の 影響 を 受けて、 概ね 沈痛 悲哀の 調を帶 びて 居る。 

花 は 根に 鳥 は古巢 にか へ るな 幻 春のと まりを 知る 人ぞ なき (久 安、 千載) 

秋の 田の 穗 なみ も 見えぬ 夕霧に 畦づた ひして 鶉 鳴くな り (： 績詞 花〕  * 

吹く 風 も 木々 の 枝 をば 鳴らさね ど 山 は 久しき 聲ぞ閬 ゆる (久 安、 千載) 

瀨を 早み 岩に せかる る 瀧 川の われても 末に あはむ と ぞ思ふ (詞 花、 百 人 一 首) 

しののめの 明け 行く 空に かへ ると て 落つ る 淚ゃ道 芝の 露 「後葉) 

松が 根 も 枕 もな にか あだなら む 玉の 床と てつね の 床 か は r 久安、 績詞 花、 千載) 

此等 によって 御 歌風 を 窺 ひ 奉る 事が 出来る ので あるが、 保 元の 亂後御 落飾の 時に、 

憂き 事の まどろむ 程 は 忘られて 覺 むれば 夢の 心地 f 一 そ すれ 保 元) 

と 歌 はせられ、 叉 讃岐の 松 山に おはしました 頃、 

濱 千鳥 あと は 都に かよへ ども 身 は 松 山に 音 をの みぞ 泣く  (保 元) 

思 ひやれ 都 はるかに 沖つな み 立ち へ だてた る 心細 さ を (風雅) 

と 詠 じ 給うた の は 悲愴の 極みで ある。 

詞花集 時代に は 女流 歌人が 多かった。 殊に 名高 いのは 待 賢 門院 女房 堀川、 祐子內 親王 S の 女房 

紀伊、 花園 左大臣 ほ 有 家の 女房 小大 進、 白 河院の 女房 周 防 内侍 lltl 等で ある。 就中 最も 勝れた の は 

堀川で ある。 源顯 仲の 女で 中古 六 歌仙の 一 人に 數 へられた。 家集に は 『待 賢 門院 堀川 集』 ー卷 §g が 


ある。 

三 歌壇 統一 期 - 

欲 壇 統一 期 歌壇 統一 期 は、 近衛 天皇の 御代の 終 頃から、 安德 天皇の 壽永ニ 年に 『千載 集』 が撰定 される までの 凡 

そ 三十 年間で ある。 此の 時代に は 顯輔. 淸輔 父子の 六條 家に 對 して、 ニ條 家の 祖 となった 俊 成が あつ 

て、 互に 歌壇に 覇を 競うた ので あるが、 大勢 は 俊 成に 傾いて、 遂に 其の 歌風が 一世 を 風靡した ので あ 

る。 當 時の 和歌 は 個性に 目覺 めた 前代 を 承け て、 內容 形式と もに 完成の 域に 入った のであって、 やが 

て來 るべき 『新 古今 集』 の 歌風の 基礎が 成立した 時で ある。 而 して 此の 時代 を 代表す る 集 は 『千載 和歌 

集』 であって、 最も 注意す ベ き 歌人 は 保守 革新 一 一派 を統 一 した 俊 成で ある。 

千載 集  『詞花 集』 が 撰ばれて 後 は、 保 元 平 治の 二度の 亂が あり、 次いで 源平 二 氏の 爭亂が 起って、 世相 は 著 

しく 險惡 になった から、 勅撰集の 御沙汰 も 三十 年間 許 b 途絡 えて ゐた。 壽永ニ 年に なって、 藤 原 俊 

成が 後白河 法皇の 院^ を 奉じて 撰 集に 著 手した の は、 平家 一 門が 都 落 をす る數 箇月^の 事であって、 

平忠 度が 落ち延びる とき 俊 成の 邸 をお とづれ て、 近く 撰ばれる 撰 集の 中に、 一 *E なりと も 入れられん 

こと を 乞うた こと は、 『平家物語』 の 佳話と なって 居る。 俊 成 は 其の後 四 年を經 て、 平家 滅亡の 後なる 

文治 三年に 『千載 和歌 集』 の 撰 を 終へ たのであって、 序文に よれば、 文治 三年 九月 二十 H に 撰 進した 

ので ある。 併し 俊 成の 子定 家の B 記 『明月 記』 の 文治 四 年 四月 二十 二  B の條 に、 「巳 刻 許、 入道 殿  < 尸參 

お 期の 和 欲  一一 五三 
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Z 院給、 爲 -i 勅撰集 茇覽 一也。 B 來 自筆 御淸 書、 云々」 と あるのに よれば、 一度 茇覽 した 後 更に 訂正の 上淨 

書して 奉った の は 文治 四 年 四月 二十 二日で ある。 此の 集 は 後 拾遺の 體 裁に 復 して、 卷數を 再び 二十 卷 

とし、 部 立 も それに 傚 ひ、 なほ 序文 を 添へ て 居る が、 更に 『古今 集』 の 例に 傚って、 雜 歌の 中に 短歌 

fl 旋頭歌 • 物 名， 誹諧 歌な ど を 加へ て 居る。 其の 待 質 は 金葉詞 花の 新奇に 走らす、 『古今 集』 の 理想 を 

復活す ると 共に、 平安， 末期に 成長 を 遂げた 情景 融合の 新味 を 取 b 入れて、 詩趣の 璺 かな 新しい 歌風 を 

宣揚した 點 にある。 集中の 歌 數は千 二百 八十 餘 首であって、 序文に よれば、 『後 拾 遣 集』 に 撰び 殘 され 

た 上 正 暦の 頃から、 下 文治の 今に 至る まで、 二百 年 許りの 間の 歌 を 選出した ので あるが、 大體に 於て 

近代に 重き を 置いて 居る。 最も 多くの 歌 を 採った の は 俊賴の 五十二 首であって、 之に 次ぐ の は 撰者の 

三十 六 首で あ b、 それ 以下 は 基 俊 二十 七 首、 崇德院 御製 二十 三 首、 俊惠 法師 二十 二 首、 和 泉 式部 二十 

一首、 道 因 法師 二十 首、 淸輔 十九 首、 西 行 十七 首、 後德大 寺實定 十五 首、 待 賢 門院 堀川 十艽 首、 源賴 

政 十四 首な どで ある。 武人の 賴 政の 作が 十四 首 採られて 居る の は 殊に 注意 せられる。 かくて 此の 集 は 

新 舊ニ派 を 調和して、 比較的 公平 穩健 であった から、 從來の 撰 集に 對 して 起った やうな 甚 しい 非難の 

聲を 聞かなかった。 ただ 美 作 前 司 入道 勝 命の 『難 千載』 t， が 現れた くら ゐの ものである。 き I 

藤 原 俊 成 『千載 集』 の 撰者 藤 原 俊 成 は 道 長の 五男 長家- ItM の f 孫で、 視 父の 忠 家父の 俊忠の 三代 は、 相次い 

で 歌人と して 聞え てゐ たが、 特に 俊 成 は 平安 末期 を 飾る 歌人と して 最も 其の 名が 顯れ た。 俊 成 は 鳥 羽 

天皇の 永久 二 年に 生れ、 初め 名 を顯廣 といった が、 仁 安二 年 五十 四 歲の時 俊 成と 改めた。 初め 六條家 


の 顯輔の 養子と なった と 云 はれて 居る が、 佐々 木 撖士の 『日本 歌 學史』 によれば、 葉 室 顯賴の 家に 養 は 

れ たので ある： 俊 成 は 父祖の 血 を 承け て、 幼少の 頃から 歌 を 詠み、 保 延六年 (二十 ヒ 〈威) にに 述懷百 首 

を 作り、 尜德院 の 「久安 六 年 御 百 首」 に 和歌 を 召される 光榮を 得た の は、 三十 七歲の 時であって、 これ 

よ， o 歌人と しての 名望 
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に， やと 共に 高ま b、 多 

くの 歌合の 判者に 推さ 

れ、 官位 も 此の頃から 

次々 に 昇った。 其の後 

位 は 正三位 官は右 京大 

夫 兼 皇太后 宫大 夫に 迄 

なった が、 安元 二 年 (六 

十三 歲) に 病 の 故を以 

て 官を辭 し、 入道して 

いよいよ 歌道の 長老と な 

家集の 『長 秋 詠 藻』 (三 卷) 


釋阿 といった。 かくて 文治 三年に 七十 四歲で 『千載 集』 を 撰 進して 以後 は、 

b、 晩年 は 極めて 多幸な： n を 送り、 ： 兀久： 兀 年に 九十 ー歲の 高齡で 他界し お 

は 晩年に 詠草 を 整理した ものであって、 七 百 首 許りの 作を收 めて 居る。 但し 此の 家集 は 俊 成の 全集で 
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はない。 代々 の 勅撰集 を 始め 歌合 百 首の 類に 見えて ゐる 歌で、 家集に 載って ゐな いものが 極めて 多い 

ので ある。 「長 秋」 は 皇后 御殿の 漢名 長秋宫 によった のであって、 彼の 得意 時代に 奉じた 皇后 宮大 夫、 

及び 皇太后 宮大 夫の 官名に 基づ いたので ある。 左に 『長 秋 詠 藻』 及び 勅撰集 中から 俊 成の 傑作と 思 はれ 

る もの を 抄出して 置く。 

おも かけに 花の 姿 を さきだてて 幾重 越え 來ぬ峯 の 白雲 (新 刺 撰) 

また や 見む 交野の 御 野の 櫻 狩 花の 雪ち る 春の あけ ほの (新 古今) 

過ぎぬ るか 夜半の ねざめの 時鳥 聲は 枕に ある 心ち して (千載) 

昔お も ふ 草の いほりの 夜の 雨に 淚なそ へ そ 山 ほととぎす (新 古今) 

伏 見 山 松の かけより 見渡せば あくる 田の 面に 秋風. ぞ 吹く  (同) 

庄 み わびて 身を隱 すべ き 山里に あまり 隈 なき 夜半の 月 かな (千載) 

雪 ふ れば峯 の眞榊 うづ もれて 月に みがけ る 天の 香具 山 . (新 古今) 

P- せす-よ 人 は 心 もなか， o まし 物の あはれ はこれ より ぞ 知る (家集) 

浦 づたふ 磯の 苫屋 の楫 まくら 聞き もなら はぬ 浪 のおと かな (千載) 

風 さや-ぐ さ 夜の ねざめの 寂しき に はだれ 霜 ふ り 鶴 さ はに 鳴く  (玉 葉) 

佼 成の I さて 俊 成 は 幼少の 頃から 俊賴の 歌風に 私淑して ゐ たので あるが、 俊賴の 歿後 §J に は、 墓. 俊の- 

該博な 歌學を 慕って、 其の 敎を 受けた ので ある。 從 つて 俊 成の 歌風 は 新舊ニ 派の 折衷 調和の 上に 成つ 
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たのであって、 各の 長所 を. 取って 淸新 にして 而も 温雅で ある。 かくて 從來 歌壇に 對峙 して ゐた 保守 更 

新 一 一派 は、 俊 成に 至って 始めて 統 一 せられ、 彼に よって 大成せられ た 一 一條 家の 家風 は、 長く 模範と 仰 

がれた ので ある。 俊 成 はまた 歌學に 於て は幽& を 主張し、 且つ これ を 自己の 歌に 實 現して、 一代に 

尊重せられ た。 俊 成が 幽玄なる， 語 を 用 ひたの は、 仁 安元 年の 「中宮 亮重家 朝臣 家、 歌合」 の 判詞を 以て 初 

見と する ので あるが、 其の 師基伎 は 更に 古く、 長 承 三年の 「中宮 亮顯輔 家 歌合」 の 判 詞に之 を 用 ひて 居 

る。 抑 幽玄と いふ 語 は、 旣に 『文 餞祕府 論』 や 『古今 集』 の眞 名の 序な どに 見えて 居る ので あるが、 これ 

が 國文學 の 一 の 主義と して 顯著 になって 来たの は、 平安朝 中期から である。 卽ち道 長 時代に 頂 &を極 

めた 「ものの あはれ」 は、 幽玄 眛の 源泉と 見做すべき ものであって、 基 俊に 至って 和歌の 標準に 用 ひら 

れ、 更に 俊 成に 至って 强 調され たので ある。 而 して 俊 成の 所謂 幽玄 體は、 從來の 優美 典雅な 情趣の 上 

に、 平安朝 末期に 一般人 心に 浸潤 じた * 無常 觀の 影響 を 受けて、 靜 寂な 心境 を 求める 傾向 を帶 びて 来た 

ので ある。 要するに 俊 成が 和歌の 理想と した 幽玄 味 は、 平安 末期に 起った 文學的 思潮の 特徵を 代^す 

る ものであって、 此の 境地 は 其の後 鎌倉時代の 初に 至って、 益 M 熟して 『新 古今 集』 の 特質と なり、 次 

いで 室町 時代の 連歌 ゃ謠 曲の 趣味と なり、 更に 下って 江戶 時代に 於け る 芭蕉 一 派の 俳味と もなる ので 

ある。 

俊 成と 對 立した 歌人 は 顯輔の 子の 淸輔 である。 淸輔 は 父祖に 較べて 官位と もに 劣 b、 太皇 

太后 宫大 進に 任せられ、 正 四 位下に 敍 せられた が、 晩年に は 病の 爲に 出家した。 父の 歌學を 承け て、 

後期の 和 欲  二 五 七 
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平安時代 後期  一一 五 \ 

弟の 顯昭 と共に 六條 家の 歌學を 大成して、 一 代に 重ん せられた。 歌學の 書に は 『§i 抄』 三卷、 『袋 草 

子』 四卷、 『和歌 初 學抄』 四卷 などが あ， o、 叉 撰 著に は 『續詞 花 和歌 集』 『牧笛 集』 『和歌 一 字抄』 『和歌 

題 林』 などが ある。 尤も 『牧笛 集』 以下の 三部 は今傳 はって ゐ ない。 『續詞 花 集』 二十 卷 |赠 鶴 は ニ條天 

皇の勅 を 奉じて、 『詞花 集』 の續篇 として 撰んだ ので あるが、 撰 を 終へ た 頃 天皇が 崩御に なった ので 茇 

覽を經 す、 從 つて 勅撰に 準せられ なかった ので あると 言 はれて 居る。 |g| 此の 集 は 一 條 天皇 朝 以浚 

の 歌人の 作 九 百 八十 餘首を 選出し、 勅撰集の 部 立に 傚って 部類して 居る。 淸輔は 俊 成. 西 行と 共に、 當 

時の 有名な 歌人であって、 其の 歌風 は 平明で あるが、 縱橫 奔放の 才が あり、 叉豐 かな 想像力が あった G 

家集に 『淸輔 朝臣 集』 一 卷插 雌隨が ある o 

唐 國の虎 ふす 野べ にに ほふと も 花の 下に は寢 て も 歸らむ 

夕 潮に 由 良のと わたる あま 小舟 霞の そこに 漕ぎ ぞ 入りぬ る 

手枕に かき やる 髮の みだれまで 曇り も 見えぬ 秋の 夜の 月 . 

冬枯の 森の くち 葉の 霜のう へ に 落ちた る 月の 影の さやけ さ (新 古今) 

此 等が 淸輔の 作と して 注意す ベ きもので ある。 なほ 家集 中には 萬 葉の 影響 を 受けた ものが 散見す る。 

俊 成 ，淸輔 n 外にす ぐれた 歌人に は、 西 行 法師. 後 德大寺 實定. 顯昭法 橋. 寂 連 法師. 俊 恵 法師 等が ある。 此 

等 は 鎌倉時代に かけての 人々 であるから、 今 は 西 行 法師に 就いて 述べ、 其の 他 は次篇 第二 章に 讓るこ 

とに る o 


££sl の I で、 俊 成が 「壯 年の 昔よ i にき 知れる によりて、 二世の 契 を 結び」 とい J。 

平安時代 末期の 歌"^  西 行の 機 S に は、 西 行の 作と いはれ る 

又^ ft から > 、^成と 竝び稱 せらす ナの  L  .u-3>l  V- 台め と 

ヌ 力 { おが  J 欠 一-つ 、. C うぶ 尺 舌 を 「ししで と稱 せられる 『西 公 談抄』 を始& ス- 

： ：、 ，i.M,l-r-al& 可！ A  §ー 了 乃 和 ^"につ t- てジ韵 一き み .-snLJf 

『撰 集抄』 及び 其の 弟子の 逢お 力 西， ィ". ？ 。 「 T  -  11 よ： v、、> ある。 并し 『撰 集抄』 と 『西 公 

ノー 、おきお— fs!  一 了 物 吾』 『西-打 四季 物語』 『西 行 一 生-伸^.^』 なと 力 あ 1 

して、 作者未詳^ 西/ ィ物 5L  ィ 、，^L.,rr 書よ Is の傳記 物語であって、 謬 說が多 

、<ノ よ， こ、： 麦く  3 手： 成った 假 託の 書で あ b  、叉 それ P 十ジ事 {  一^び クきロ もュ n 

談抄』 は 共に 後人の f 成つ す假 て_ かく もこ 流布して 居る 西 行 S に は 信 を 置き 難い ものが 多 

いこと は、 旣に 世の 裏と なって 居る 1- よど： 據 るより 外 はない。 

、 う e わる /ら、 吾.， ま 直接 西 行の 遺品 及び 『吾妻 鑑』 其の 他當 時の 記^な と， -據 タ 

いのて ある 力ら W 口々， ィ コ ^お 憲淸 义則洁 とい ひ、 島 羽 天皇の 元 永 元年に 生 

き了ま 俵 藤 太 S の 九 代の 後裔であって 俗名 を 佐 藤義淸 とも 記す  ^  ？  C1 

1^1^5  5 こ ロ欠： 巧； で わつ こりで、 亀 羽 上皇に 召されて 北面の 侍と なって^ ® 

れた。 長 じて 武道に 通じ、 また 和歌に 巧， てあつる \  えと V の 名 f まに 

VL、  |、|-- 任せられ、 叉崇雙 皇に 召されて 內裏 にも 度々 伺候し 歌人- あ， f 

を S 豕り、 wffK 稳 Mlft  i.  -ノ， -,,  、>k 一 3- 丁： 虎 ン こ。 y 、力 

h  -ミ て& こが、 保延六 年に 年 二十 三で 突如と して 遁世し、 法 f  I 又は 西 行きし す チ 

上下に 聞え て ゐす 力 よせ 目？ 鬼 さ を痛咸 する か、 又は 世の 無常 を 威 じた 

mgr-s 幾-一 犹、， てよ 種々 の說が あるが 恐. しくに^ 才ぉ  ， 

出^の 動機 ー 就，^  {3  j  - よも ひ、 かねて 和歌に よって 親しみ 奉った^ 德院 が讚岐 

ミ^.? つう。 宣^ 1 乃 後 十七 年 Hn に は 保 元 の^に 逢 ひ 力れ マオ 哥 {•  , 

爲 てあら 遁世の 移^^  _  ？ほ也 S?- なつ さ」 と は、 彼の 半生に 暗い 影 を投 げたや-つて 

に 遷幸し 給うて 後、 更に 數年 にして 其の 地？ f すつ" ま、 の 免.？ -4 平 二 氏の I 

3  5 果ーで- て、 で 早 冶の 亂が 、洛中 は 再び 修羅の巷 となった 力 其の 晚^, -… ザ 斗 i  , 

ある 保 元に^  LV,Tf び 雀 力ま  て」 >?0 る。 5  一 了よ 憂世 を離脫 した 出 

-. 、乞. it  、う 麦 4!;£：  &に 吊の 限 見盡 し^ひて あ fps, ィ.. '3^ る 

を 見聞した のであって、 彼 はま ジ後 年生 { き^び レ ま 

二に f!H 
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家と はい ひながら、 なほ 現世の 無常に 對 する 苦悶 を 抑へ る ことの 出来ない 情熱の 人で あると 共に、 薆 

世の 花 月に 對 する 愛 著の 絆 を斷ち 去り 得ない 風流 詩人であった C かくて 變轉 極ま， りなき 亂世を 眺め 績 

けた 彼 は、 n ハ 風月 を 友と し 詩歌の 世界に 放吟 して、 胸中の 憂愁 苦悶から 遁れ ようとした のであって、 

出家の 後 は 意の 向く 儘に、 至る所に 假の庵 を 結び 捨てて、 絡え す 東西に 行脚した ので ある。 西 行 はか 

ねて 眞言 宗に 歸侬 して ゐた爲 に、 屢 高野山に 籠って 修行した ので あるが、 又 熊 野に 詣で、 大峰 にも 分 

け 入って、 難行苦行の 試鍊を 受け、 更に 弘法 大師の 靈蹟を 慕って 讚岐に 渡り、 菩通 寺の ほとりに 草庵 

を 結んだ ことがあり、 又崇德 院の白 峰 御陵に 詣 でて 追慕の 涙を濺 いだので あるつ 近畿 地方 は 至る所 を 

放浪した やうで あるが、 殊に 花に あ. こがれて 屢吉野 山に 登り、 叉 篤く 伊勢神宮 を 崇敬して、 度々 大廟 

に參拜 して 居る。 其の 他 西 は 安藝の 宫 島に 詣で、 更に 筑紫 にも 渡ったら しく、 東 は 小夜の 中 山 を 二度 

越えた のであって、 

年た けて また 越 ゆべ しと 思 ひき や 命な りけ り 小夜の 中 山 

と 歌って 居る。 再度 東國に 下った の は 文治 二 年 六十 九歲の 時であって、 途中 錄 倉で 賴 朝に 面接して、 

歌道 竝に 兵法に ついて 問 はるる ままに 聊か 武道の 事 を 語 b、 贈物と して 銀の 猫 を 授けられ たが、 門外 

の兒 董に與 へて 飄然と 立 去った。 5 膀 flit 年 其の 後白河 關を 過ぎ、 阿武隈川 を 渡って 信 夫の 里に 出 

で實 方の 墓 を 弔 ひ、 松 島 を 一見して 平 泉に 秀 衡を訪 づれ、 更に 出 羽に 越えて 象 潟に 遊んだ 事 は、 家柒 

によって 知る 事が 出来る。 歸途の 路筋は 不明で あるが、 姨捨 山. 詉訪 湖. 木 曾 を遍歷 したの は、 此の 時 


山 
家 
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であらう と 思 はれる。 かくて 文治 五 年に は 長い 漂泊に よって 磨き上げられた 心 を 抱いて、 河 內の弘 川 

寺で 病 を 養って ゐ たが、 翌建久 元年 二月 十六 日に 年 七十 三で 入寂した。 嘗て 

願 はく は 花の もとにて 春 死なむ その きさらぎの 望月の 頃 

と 詠んだ が、 一 H の 差 はあった にしても、 本懷を 遂げ 得た の は奇緣 である。 

西 行は晚 年に 東北の 長途の 旅 を 終へ た 後、 文治 四 五 年の 頃 平素 詠んで 置いた 和歌 を 撰んで 諸 社に 奉 

納 する 志 を 抱き、 十二 卷の 歌合 を 作った。 其の 中で 現存す る もの は 伊勢 內宫に 奉る 爲に 集めた 『御 裳 

濯 川 歌合』 と、 外宮に 捧げる ための 『宮河 歌合』 のニ卷 だけで ある。 前者 は 左 山家 客人、 右野徑 

亭主の 兩 方に 別って、 三十 六番に (口せ て 判 を 俊 成に 仰いだ もの、 後者 は 玉津島 海人と 三輪 山 老翁の 左 

右に 分って、 これ も 三十 六番に 合せて 判を定 家に 求めた ものである。 . 

丙 行の 家集に は 『山家 集』 0 1 卷) があって、 普通に 行 はれて 居る の は 俊 成 .定 家 象隆. 良經. 慈 鎭の五 人 

の 家集と 併せて 六 家集と して 刊行 せられて 居る 所の、 いは ゆる 六 家集 本で ある。 此の ほかに S 西 行 法 

師家 集』 (二 卷) 及び 『異本 山家 集』 が ある。 前者に は 洩れた 歌が 多い が、 後者 は 流布本の 誤 を 正し 遣 漏 

を 補 ふべき ものが 多い。 (先年 藤 岡 博士が 刊行 せられた 活字本が ある。) 西 行の 和歌 を 見るべき ものに 

はな ほ 此の 外、 最近 佐々 木信辋 博士が 世に 紹介 せられた 定 家の 手 澤 本の 『西 行の 歌集』 ( 一 卷) が ある。 

此の 書 は 其の 表紙に 「聞 書 集」 と 記し、 下に 「西 行 上人の」 と 附記して あって、 短歌 二百 六十 一 首 連歌 二 

首を收 めて 居る が、 此の 中 百 四十 九 *K は從來 全く 世に 知られて ゐ ない 歌で ある。 是にー 聞簧 集」 と 題し 

後期の 和 欲  二 六 一 
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たの は、 西 行と 親しかった 或 人が、 其の 詠歌 を 聞き取って 書き記した 集で ある 爲 である。 而 して 佐々 

木 博士の 說 によれば、 此の 集に は定 家が 點を 加へ た 作が 十六^ あって、 其の 中 八 有が 『新 古今 集』 に 入 

れられ て 居る の を 以て 見る と、 新 古今 を 撰ぶ 時の 癸 料に 供せられ たもので あらう とい ふ 事で ある。 

西 行 は 連歌師の 宗祗、 俳聖の 芭蕉と 共に、 風月に 放吟 した 三 大自然 詩人の 一人であって、 而も 其の 

先驅 である。 其の 家集に は 時代の 歌風に 見る やうな、 掛詞. 緣語の 末技に 煩 はされ た 作が あり、 叉 平明 

に 過ぎて 凡曆に 近い 歌 も 混って 居る。 併し 淸 澄な 心 を 以て、 靜 寂なる 自然 を泌々 と 眺め 入った 観照の 

態度と、 一切の 虚飾 を 去って、 率直に 自己の 心境 を敍 ベた 作歌の 態度に 至って は、 實に 古今 獨步 であ 

る。 燈火を 挑げ 盡 して 苦 や した、 俊 成の 優麗な 作と 竝 ベて 見る とき は、 餘 りに 自然で あ b、 平淡で あ 

ると も 思 はれる が、 自然に 對 する 深い 思慕の 情と、 人生に 對 する 懊惱 哀愁の 切情 を敍 ベた 作歌 は、 讀 

む 者 をし て 限 ，0 なきな つかし さ を覺 えし める のであって、 後世 動 もす れば俊 成 以上の 歌人で ある 如く 

稱揚 せられて ゐ るの も 此の 爲 である。 かかる 待 質 は、 忍苦の 漂浪 生活から 得た 所が 多 いのは 素よ りで 

あるが、 一は 其の 人格の 然 らしむ る 所であって、 强ぃ 厭離の 心が ありながら、 なほ 人生 竝に 自然に 對 

する 愛 著の 念 を斷ち 去る ことの 出來 なかった 熱情が、 彼獨 得の 藝術 的な 深み を 加へ て 居る ので ある。 

家集に 花と 月と に對 する 感情 を 歌った 作が 極めて 多い の も、 西 行の 待 色で ある。 

花に そむ 心の いかで 殘り けむ 捨て はてて きと 思 ふ 我が身に (千載) 

よしの 山 梢の 花 を 見て しょ" 心 は. ^にも そ はすな りに き ：摸 後 拾遺) 


佛には 櫻の 花 をた てま つれ わが 後の世 を 人と ぶら はば (千載) 

よられつ る 野 もせの 草の かけろ ひて 涼しく 曇る 夕立の 空 (新 古今) 

ゎづ かなる 庭の 小 草の 白露 を 求めて やどる 秋の あの 月 

なかなかに 心つ くす も 苦しき に ftl らば 入りね 秋の 夜の 月 

おも かゆに 君が 姿 を 見つ るより 俄かに 月の くもりぬ るかな 

人知れぬ 淚に むせぶ 夕暮は ひき かづきて、 ぞうち 伏されけ る 

寂し さに 堪 へたる 人の またも あれな 庵なら ベ む 冬の 山里 (新 古今) 

つくづくと 物 を 思 ふに うち そへ て 折 哀れなる 鐘の音 かな (玉 葉) 

いづく にか 眠り 眠りて た ふれ ふさむ と 思 ふ 悲しき 路 芝の 露 

遙 かなる 岩の はざまに 獨りゐ て 人目つつ ます 物 思 はば や 

此 等が 西 行の 代表的な 作で ある。 

第三 章 期 詠 和 讃雜藝 

奈良朝 以來行 はれた 謠 物に、 神樂 歌. 催馬樂 などが あった こと は、 旣に 述べた 通. o であるが、 散 1  义學 

が 隆盛に なって、 詩歌が 振 はなくな つた 道 長 時代に、 過去の 詩歌 を謠ふ 朗詠が 流行した の は當然 であ 
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朗詠  る。 朗詠 はもと 詩句 を 吟誦す る ことから 發 達した もので、 初めは 感興に まかせて 自由に 朗吟した ので 

あるが、 後に は 一 定の 詩歌 を 一 定の 曲節に よって 吟誦す る やうに なった。 叉 伴 麦 樂器は 初めは 琴ゃ琵 

琶を用 ひたので あるが、 後世 は 笛 蓽篥笙 など を 加へ る やうに なった。 朗詠の 起原 は奈良 朝の 頃に あつ 

たで あらう と 思 はれる が、 之に 一定の 曲節 を附. けたの は 平安朝 初期であって、 醍醐 天皇の 御代に は、 

催 馬樂と 同じく、 源 家 流と 藤 家 流と が竝 立して ゐた。 平安時代 初期に 朗詠 せられた 詩句 は 比較的 少數 

であった が、 時代 を 下る に從 つて 漸く 其の 數を增 したので ある。 

和漢 朗詠 集 朗詠 を 集めた 最初の もので、 而も 最も 廣く行 はれた の は、 藤 原 公任の 撰んだ 『和漢 朗詠 集』 である。 

ニ卷 から 成 ，0、 上卷は 春夏秋冬の 四 部門^^ に 分って あるが、 下卷は 全部 雜 であって、 更に 之 を 

風. 雲 .晴. 曉. 松. 竹. 草. 鶴. 猿. 管 絃等西 十八 目に 分類し て 居る。 此の 集に 收 めら れた 詩句 は 五 百 八十 七 首 

であ b、 和歌 は 二百 十七^で あって、 作者 は 本朝 五十二 人 支那 二十 八 人で ある。 詩文 は 平安朝 初期 以 

來愛讀 せられた 『文選』 『白 氏 文集』 など を 始めと して、 本朝の 詩文 集の 中から、 朗詠に 適する 佳句 麗章 

の 二 行を拔 いて 居る。 更に 作者の なる ものと、 其の 句 數とを 擧げれ ば、 最も 重ん せられて 居る の は 

白樂 天の 詩句であって、 其の 數は百 三十 五 句に 達し、 これに 次ぐ もの は菅 原文 時の 四十 三、 菅 原道眞 

の 三十 八、 源 順の 二十 九、 大江朝 綱の 二十 八であって、 本朝の は 主として 弘 仁から 寛 平 頃までの 詩人 

である。 次に 和歌 は 人 麻呂. 赤 人 等の 作 も あるが、 キ： として 三代 集の 中の もの を 採 揮して ゐ るの であつ 

て、 貫 之. 躬^ 等の 作が 最多 數を 占めて 居る C 卽ち 『和漢 朗詠 集』 に收 めら れ たもの は、 キ として 歴史的 


古 
本 


に 著名な 詩歌であって、 現代の 作品 を輕く 見て ゐる事 は、 當 時の 和歌 撰 集と 同樣 である。 

『和漢 朗詠 集』 は、 延 喜から 天曆 にかけ ての 詩人の、 大江 維時 講^; S が 撰んだ 『千載 佳句』 に 傚って 

編纂した ものであって、 それに 載って 居る 句 を 多く 採錄 して 居る ので ある。 併し 和歌 を收 めた の は 公 

任の 『和漢 朗詠 集』 が 最初で ある。 此の 集の 中の 詩句 は、 其の すべてが 吟誦せられ たので なく、 赏 地に 

朗詠 せられた 確證の ある もの は 其の 一部分に 過ぎない C 而 して 和歌 も 亦 朗詠に 適した もの は、 朗吟せ 

られ たので あらう と 思 はれる が、 其の 證左は 文獻に 見出されない。 なほ 朗詠の 詩 章の 訓は、 平安時代 

に 行 はれた 詩文の 訓法 によった ものであって、 出来る 限 b 國訓で 讀んで 居る。 從 つて 此の 集の 漢詩 文 

は、 一種の 飜 譯文學 ともい ふべき ものであって、 これが 後の 戰記 文學 などの 文章に 及ぼした 影響 は少 

くない。 左に 『和漢 朗詠 集』 中の 詩文の 佳句 を 掲げて 置く。 

背レ 燭共憐 深夜 月 踏, 花同惜 少年 春 白樂天 

誰 家碧樹 鶯啼而 羅 幕猶垂 幾 處華堂 夢覺而 珠簾 未, 卷 謝觀 

誰 謂 水 無レ心 濃 艷臨兮 波變， 色 誰 謂 花 不レ語 輕漾 激兮影 動レ脣 菅 一-一品 ■ 

秦甸之 一 千餘里 凛 凛氷鋪 漢家之 三十 六宮 澄 澄 粉飾 公乘億 

强吳 滅兮有  >  ー荆棘 1 姑 蘇臺之 露濱濱 暴 秦衰兮 無 n 虎狼 1 咸陽宮 之 煙 片片 源 順 

遺愛 寺鐘欹 レ枕聽 香 爐峰雪 撥 a 簾 看 白樂天 

S 和漢 朗詠 集』 の 古筆 切古寫 本の 類 は 極めて 多い。 時代が 古く  H: つ 完本 は 多く はない が、 帝室 御物の 四 種の 如き は、 殊に 古 

^詠 和讚 雜藝.  二 六 五 
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筆の 逸品と 稱 せられて 居る。 御物の 四 種の 中で 完本 は、 傳藤原 行成 筆の 卷子本 竝に粘 葉 本と、 傳藤原 公任 筆 ニ卷の 一一 一種で 

あって、 他の 一 種の 傳源 俊敏 筆 は 一 部分で ある。 此等 5 中で 殊に 勝れて ゐ るの は、 圜 版に 示した 傳 行成 筆の 粘 葉 本で あつ 

て、 料紙の 文樣 色彩 は 優雅に して 力の ある 筆致と 相俟って、 名狀 すべから ざる 美し さが ある。 行成 は 道 風 佐理と 併せて 所 

^K^^^^^^^^^^^^^^^^^ftKKB^^^^^^^i  謂 一一 一 蹟と稱 せられた 名手で あ 


貌 以 鸟 ® 雞凌舊 癸れ f き，^ 令 

ま t,!^^ 處臭 核れ^ 境 , 

頭 a 能随 ^客 九以秋 ^^ム 無難 一 

A 义冬， i 警 a  铜^  #舟 ね i 勢 > 


傳 

舞 

詠 


，、； あ V. -/(  i 


つて、 其の 筆蹟と して 傅へ、 り 

れて 居る もの は 可な リ 多い。 

屮 にも 『和漢 朗詠 集』 のが 最も 

多い のであって、 完本 だけで 

も 御物 s 外に 關戶氏 蔵本 原 氏 

蔵本な どが ある。 此等は 必ず 

しも 同筆で なく、 且つ 行成の 

眞蹟 としての 確證 の ある もの 

は 一 つもな いので ある。 併し 


新撰 朗詠 集 


たと へ 行成の 筆で ない としても、 何れも 平安朝 中期の 名手の 書で ある 事 は 疑 5 ない 事で あ つ て、 御物の 粘 葉 本の 如き は 古 

筆の 至寳 である。 

公任の 『和漢 朗詠 集』 の 後お よそ 百年 を經 て、 藤 原 基 俊の 手に 成った 『新撰 朗詠 集 JI  ニ卷が 現れた。 こ 


れは部 立. 品 題. 作家な ど、 すべて 公任の 『和漢 朗詠 集』 に 傚った ものであって、 詩文 五 百 四十 餘句、 和歌 

二百 首 許， o を收 めて 居る。 此の 集の 詩歌 は、 公任の 集の 遣 漏 を 拾った 爲に 一 段と 劣って 居り、 從 つて 

實 際に 朗吟せられ たもの も 一層 少 いので ある。  . 

聲 明と 和讚 朗詠 は 催馬樂 と共に 主として 遊 宴の 席で 歌 はれた ものであるが、 平安時代の 中期 以後、 佛敎が 益 盛 

に 行 はれる やうに なって、 佛 會に唱 へる 謠 物が 發 達した。 佛會に 用 ひられた 謠物は 卽ち聲 明で ある。 

聲明は 平安朝の 初期に 起って、 末期に 至って 大成せられ たもので、 専ら 天台 眞言 二 宗に行 はれた もの 

であるから、 自ら 二つの 流派が あった。 聲 明の 謠物 は、 主として 三 寶を禮 讚す る ものであって、 梵語 

のままで 唱 へる のを梵 讚と いひ、 漢譯 した もの を漢 讚と いひ、 漢 譯を國 語に 改めた ものと、 新たに 國 

語で 作った ものと は、 共に 之 を 和讚と いって 居る。 梵讚. 漢讚は 別と して、 和讚に は 散文に 近い もの も 

あるが、 歌謠の 形式 をと つて 居る ものに は 短歌 形式 や、 七 五 七 五 七 五 七 五の 今様 形式 を 始めと して、 

七 五の 句 を 中心として、 長短 樣々 な 句 形 を 雑へ た 長篇に 至る まで、 種々 の ものが 行 はれた。 而 して 何 

れも 一 定の 曲節 を附 けて 唱へ たのであって、 次に 述べ る雜 藝に大 なる 影響 を與 へて 居る。 當 時の 和讚 

で 後世 名高 いのは、 空 也 上人の 作と 傳 へる 「空 也 和讚」 と、 惠心 僧都 源 信の 作と 稱 する 「天台 大師 和讚」 

「來迎 和讚」 等數 種の 和讚で ある。 中に も 傑作と 稱 せられる の は 源 信の 「極 樂六時 讚」 であって、 七 五の 

句 八 百から 成る 長篇 で、 詞藻が 流麗で あ b 情熱が 籠って 居る。 左に 揭げ るの は 其の 中の 「中 夜 和讚」 の 

一 節で ある。 
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夜ノ 境シヅ カニテ 

漸ク佛 所 一一 近 ヅキテ 

中 臺高廣 寶縵等 

寶帳寶 網 寳幡蓋 

此等ヲ 廻リテ 億千ノ 

上下 四方 重々 -1 

中央 最上 地ノ上 二 

莨楞 伽寶臺 ラナ シ 

八 萬 四千 葉 ァリテ 

葉 葉 毎 -1 百億 ノ 

一 一 ノ珠ニ ハ悉ク 

知ルべ シ八萬 四千 ノ 

集 メタル ガ如ク シ テ 

如 來此ノ 座ノ上 一一 シテ 

相好 圓満 シ. 袷ヒ テ 


二 六 八 


閤浮 ノ昔ノ 日 一一 似タ 

目 ヲ擧ゲ 瞻廻ラ セ バ 

無數 ノ莊嚴 具足 セリ 

寶鐸寶 鈴 寶瓔珞 

宮殿 樓閣莊 厳 具 

光明 照シ 輝ケリ 

大寶蓮 花王 ノ座 ァリ 

百寳 色相 葉 一一 具セ リ 

無量 妙寶具 レ リ 

大竇摩 尼ヲ飾 レリ 

千ノ 光明 照セ リ 

大 千界ノ 日輪 ヲ + 

無漏ノ 萬德 莊厳ス 

大寂定 二 入 リ給ヒ 

n ュセ .\  ノウ 

金山 王ノ如 クナリ 


平安朝 末期に、 神事 遊 宴 佛會を 始め 遊女 傀儡な どの 間に 行 はれた 諸種の 謠物 は、 之を總 括して 雑藝 


と 呼んだ ので あるが、 郢 曲の 名に よって 呼ばれた もの も 大體に 於て 同じで ある。 雜藝の 歌謠の 形式 は 

多種 多檨 であって、 作られた 年代 も 新 古檨々 であ り、 從 つて 種類の 名稱も 極めて 多い ので ある。 而し 

雑藝集 て 此 等の 歌謠を 集めた ものに 『雜藝 集.』 があった こと は、 後白河 院御 撰の 『梁 塵祕 抄ロ傳 集』 卷十 (十卷 

よ， o 成り、 零 木 卷十は 『群 書類 從』 に收 めら れて 居る。) に 「我 獨雜藝 集 を ひろげて、 四季の 今 檨. 法文. 早 

歌に 至る 迄、 書きた る 次第 を 歌ひ盡 すお， 9 も ありき。」 と あるので 明かで あるが、 散逸して 傳 はらな か 

梁 塵祕抄 つた。 『雜藝 集』 に 次いで、 後白河 院は 『梁麋 祕抄』 (二十 卷) を 撰び 給うた のであって、 これが 室町 時代 

まで 存在した こと は、 『徒然 草』 に 「梁 塵祕 抄の郢 曲の ことば こそ、 また あはれ なる 事 は 多 かめれ。」 と あ 

るので 明白で あるが、 これ も 後世 湮滅した。 然るに 明治 四十 四 年に 其の 卷 二が 發 見せられ、 次いで 翌 

年に また 卷 一 と 『梁 塵祕 抄ロ傳 集』 卷 一 との 斷簡 が發 見せられて、 歌謠 史上に 貴重な 癸 料 を 提供した の 

である。 今 は 共に 佐 佐 木 信 綱 博士 篇 『梁 塵 祕抄』 に收 めら れて 居る。 

•If* 抄の 現存す る 『梁 塵 祕抄』 零 木 は 僅かに 一 部に 過ぎない ので あるから、 其の 全豹 を 窺 ふ 事 は 出来ない けれ 

ども、 卷 二に は 法文 歌. 四 句 神 歌. 二 句 神 歌の 三種 を收 めて 居る。 法文 歌 は 主として 今様 體 であって、 二 

百 二十 首を存 して 居， o、 內 容は佛 敎に關 する もので、 和讚の 系統に 屬 する ものである。 四 句 祌歌は 今 

檨體の 外に、 六 句 七 句より 成る もの もあって、 二百 四 首を存 し、 內容 はキ： として 神佛の 信仰に 關 する 

ものであるが、 雜の 中には 庶民の 生活に 觸れ た民謠 や、 後の 俚 謠に關 係の 深い 各種の 興味 ある 歌が あ 

る。 而 して 二 句 神 歌 は 上下 二 句から 成る 短歌 形式の もので、 百 二十 二 首を存 し、 神樂の 系統に 屬 する 

朗詠 和讚 雜藝  二 六 九 
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ものであるが、 雜の 歌に は民謠 めいた 各種の 謠 物が ある。 『梁 塵 祕抄』 の 零 本に よって 雑藝の 一般 を 想 

像す るに、 祌樂. 催 馬樂. 風俗. 朗詠. 和讚. 今様な どの 系統 を 引いて、 多種多様の 發達を 遂げた もので あつ 

て、 當 時の 和歌が 貴族 趣味の 上に 立って、 狭隘な 天地に 跼蹐 して ゐ たのに 對 して、 寧ろ 庶民の 生活に 

立脚して、 彼等の 感情 を 自由に 且つ 生々 しく 傳 へ て 居る ので ある。 

佛は 常にい ませ ども、 現なら ぬぞ あはれ なる、 人の 音せ ぬ曉 に、 ほのかに 夢に 見え 給 ふ。 (法文 耿) 

峯に 起き 臥す 鹿 だに も、 佛 になる ことい と 易し、 おのれが 上 毛 をと とのへ、 筆に 結 ひ、 ー乘 妙法 書い たんな 

る功德 に。 (同) 

極樂淨 土の 東門に、 機 織る 蟲 こそ 桁に 住め、 西方 淨 土のと もし 火に、 念 佛の衣 ぞい そぎ 織る。 (四 句 祌缺) 

我 をた のめて 來ぬ 男、 角 三つ 生 ひたる 鬼に なれ、 さて 人に 疎まれよ、 霜雪 霰 降る 水田の 鳥と なれ、 さて 足つ 

めた かれ、 池の 浮 草と なりね かし、 と搖 りかう 搖り 搖られ ありけ。 (同) 

^が  くひ s  y^o こ じ 

を かしく 屈まる 物 はた だ、 海老よ 猄ょ 牝牛の 角と かや、 昔 冠の 巾 子と かや、 翁の 杖衝 いたる 腰と かや。 (同〕 

吹く 風に 消息 を だに 託けば やと 思へ ども、 よしなき 野べ に 落ち もこ そ すれ。 (二 句祌 歌) 

山伏の 腰に つけたる 法螺貝の、 丁と 落ち、 ていと 割れ、 碎 けても の を 思 ふ 頃 かな。 (同) 

稻 荷に は 禰宜も 祝 も 神主 も 無き やらん、 社 こ ほれて 神 さびに けり。 (神社 耿ソ 

神なら ば ゆらら さらら と をり 給へ、 いかなる 神 か 物 恥 はする。 (同) 

此等 によって 一 般を 推す 事が 出來 るで あらう。 


第 四 章 物語の 隆盛. 

一 源氏物語 

平安時代 前期の 末 頃に 現れた 『宇津 保 物語』 『落 達 物語』 などの 後 を 承け て、 物語の 頂點を 極めた の は 

『源氏物語』 である。 此の 物語 は 藤 原 氏 極 盛期 を 代表す る 傑作で あるば かりで なく、 國文 學史を 通じて 

第一位 を 占めるべき 作品で ある C 作者 は 越 前 守 藤原爲 時の 女 紫 式部で ある。 爲時は 藤 原 冬 嗣の六 

紫 式部 門の 後裔で、 堤 中納言 兼輔の 孫、 il の 子で ある。 爲時は 文章 生に 擧 げられ、 詩文と 和歌に 長 じて ゐ 

こ， めであって、 其の 詩 は 『本朝 麗藻』 に 載って 居り、 叉 和歌 は 『後 拾遺 集』 及び 『新 古今 集』 に 入れられて 

居る。 爲诗の 子に は 紫 式部の 外にな ほ、 男子に 惟 1. 惟通. 定暹 阿闍梨 等が あつたが、 惟規は 式部の 兄で 

あって、 詩文と 和歌 を 善くした。 惟規の 作歌 は 『後 拾遺 集』 及び それ 以後の 勅撰集に 散見す る。 要する 

に 紫 式部 は文學 者の 血統 を 承け て 生れた ので ある。 紫 式部の 實名は 明かで なく、 其の 歿年 も詳 かで な 

、。 女房 名 を 一 に， 式部と 呼ばれた の は、 氏の 藤に よるので あるが、 紫 式部と 稱 せられん 事. （京し- 

は 諸說が ある。 もと 藤 式部と いはれ たの を、 『源氏物語』 中の 人物の 紫 上に 因んで 斯く 呼んだ ので ある 

と 言 ひ、 叉 藤の 花の ゆかりに 據 つたので あると も 言 はれて 居る。 式部と 呼ばれた の は、 兄 惟 規が式 音 

丞 であった 爲 であらう。 なほ 『紫 式部 日記』 によれば、 一條 天皇が 『源氏物語』 を 賞揚 せられて、 「此の 
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人 は S 本紀を こそ 讀 みたま ふべ けれ 0 誠に 才 あるべし。」 と 仰せられた ので、 「H 本紀の 局」 と 呼ばれた 

とい ふので あるが、 これ は 一 時 的の 事で あらう。 式部 は 長 じて 左 衞門權 佐 藤原宣 孝の 妻と なった。 宣 

孝 は 良 門 五世の 孫で あるから、 式部と 遠祖 を 同じう する 同族の 人で ある。 二人の 間に 大貳 三位 を 生ん 

だが、 長 保 三年に 夫に 先立 たれた。 時に 式部 は 未だ 三十 歲に 達して ゐ なかった。 三 四 年の 後上 來門院 

彰 子に 仕へ たので あるが、 其の 頃の 生活の. 一 部分 は 日記に よって 窺 はれる。 『源氏物語』 を 書き 始めた 

年代 は詳 かで ない が、 日記に は 三 個所に 見えて 居る。 殊に 寛 弘五年 十月の 條に、 公任が 「あな かしこ、 

此の わたりに 若紫 やさぶ らふ。」 といって、 式部の 部屋 を 窺った 事が 見えて 居る から、 此の頃までに 若 

紫の 卷を 書き上げて ゐた事 は 明かで ある。 式部が 此の 大作に 著 手した の は、 恐らく 夫に 先立 たれた 寡 

婦 としての 淋し さ を、 しみじみ 感じて ゐた 頃で あらう と 思 はれる が、 斯 かる 大部の ものが 一 朝に して 

成る 箬 はない から、 宫 仕の 間 も 書き 續け たのであって、 其の 全部が 完成す るまでに は 前後に 亙って、 

かなりの 年月 を 要した であらう と 思 はれる。 紫 式部 は 『源氏物語』 以外に、 なほ 短篇の 物語 を 幾つか 書 

いたやう である。 それ は 日記に 

局に、 物語の 本 ども 取りに やりて、 隱し 置きた る を、 御前に ある 程に、 や をら おはしまして あさらせ 給 ひて 

皆ない しのかん の 殿 glgw に 奉り 給 ひて けり。 よろしう 書き かへ たりし は 皆 ひき 失 ひて、 心 もとな き 名をぞ 

とり 侍りけ むかし。 

と あるのに よって 推量せられ る。 


紫 式部の 學 紫 式部の 學才 性格な ど は、 其の 作品の 『源氏物語』 『紫 式部 日記』 『紫 式部 集』 などに よって 窺 ふこと 

卡 

が 出来る。 幼少の 頃から 聰明であった 事 は、 父が 兄の 維規に 『史 記』 を 講じて 居る の を 傍で 聞いて、 兄 

をの こご 

よりも 却って 善く 記憶した ので、 父が 歎息して- 口惜しう 男子に て 持たら ぬ こそ 幸な か， o けれ。」 と 言 

つた 事 部に 徵 して 知られる が、 漢學の 素養の あった 事 は、 S 記の 中に、 中宮の 爲に 樂府を 講じた 

事 を 記して 居る の を 見ても 察せられる。 式部が 和歌に 秀でて ゐた事 は 『源氏物語』 の 中の 和歌 や 家集 を 

見て 明白で あるが、 歌學音 樂書畫 に 識見 を 有って ゐた事 も、 『源氏物語』 や 家集に よって 知られる。 式 

部の 學識 才能 はかくの 如くで あるが、 なほ 性行の 一 端 は 其の 日記 家集な どに よって 窺 ふ 事が 出來 る。 

この 事 は 更に 『紫 式部 日記』 の條に 述べる つもりで ある。 

源氏物語 創 紫 式部の 閱歷 は大體 右に 述べた 通りで あるが、 更に 式部が 『源氏物語』 を 書いた 動機に 就いて 一 言し 

作の 動镯 

て 置く。 式部 は 幼少の 頃から 文學を 好んで ゐ たやう であるが、 偶 當時は 女流 文學の 全盛期であって、 

すぐれた 閨秀作家が 次々 に 現れて、 或は 和歌に、 或は 散文に、 それぞれ 其の 天分 を發 揮した 時で ある 

から、 彼 も 亦 その 風潮に 剌戟 せられて、 此の 創作 を 思 ひ 立った ので あらう と 思 はれる。 而 して 當時は 

平安 文化が 最高潮に 達しお 時であって、 花やかな 貴族 社 食の 生活 狀態 は、 之 を あ b の 儘に 記しても 千 

載に 傳ふ ベ き價 値が あつたので あるから、 式部 は 更に 咸 情 生活 ま. でも 如 實に傳 へ ようとの 抱負の もと 

に、 此の 作品に 筆 を 染めた ので あらう と考 へられる。 式部が 物語 を歷史 以上に 慣 値の ある ものと 認め 

て ゐた事 は、 『源氏物語』 の螢卷 に、 作者 自らが 作 中の 人物 源氏 君の 口 を 借りて 述べた 言葉に よって 窺 
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はれる" 卽ち 式部 は 「H 本紀 など は 唯 かた そば ぞ かし j と 一一 一一 n つて、 人生 を寫 すに は 歷史は 到底 物語に 及 

ばない 事を斷 言して 居 b、 更に 物語に 就いては 次の 如く 述べ て 居る。 

その 人の 上と て ありの 儘に 言 ひ 出 づる事 こそな けれ、 善き も惡 しき も 世に 經る 人の 有様の、 見る にも 飽かす 

聞く にも あまる こと を、 後の世に も 言ひ傳 へ させ まほし きふし ぶし を、 心に、 〕 め 難くて 言 ひ 置き 始めた るな 

り。 善き さまに 言 ふとて は 善き 事の 限り をえ り 出で、 人に 從 はむ とて は 又惡 しき 様の 珍しき 事 を 取り集めた 

る、 皆 かたがた につけて この 世の 外の 事なら すかし。 

吾々 は 此の 言葉に よって、 作者が 從來の 作り物 語と 趣 を 異にする、 寫實 小說を 書いた 所以 を 知 b 得る 

ので ある。 

源氏物語の さて 『源氏物語』 は 光源氏の 君 を 主人公と する 物語で あるので、 斯く名 づけた ので ある。 五十 四帖か 

ら なる 長篇 であって、 其の 一 々の卷 に は、 桐壸. 帚 木. 空蟬. 夕顔と いふ やうに 優雅な 名が 附 けて ある。 

これ は 『宇津 保 物語』 などの 先例に 傚った ので ある。 此の 物語に 取扱 はれた 人物 は、 三百 人 以上に 達し 

て 居る が、 +• 要人 物 だけで もな ほ 三十 人に 上， o、 事件の 延長 は 前後 七十 年に 及んで 居る。 『源氏物語』 

はかくの 如き 大規模の 作品で あるが、 これ を 大別す る 時には、 前篇 後篇の 二部に 分けて 見る 事が 出來 

る。 其の 前篇 は桐壸 から 河 竹に 至る 四十 四帖 であって、 記す 所 は 主として 主人公 源氏 君の 花やかな 一 

生で ある。 後篇 は橋姬 から 最終の 夢 浮 橋に 至る 十帖 であって、 これに は 源氏 君の 子なる 薰大將 を 主人 

公と して、 其の 失意の 半生 を寫 して 居る ので ある。 而 して 後篇 は 其の 背景 を 宇治に とって 居る から、 


平安朝 末期 以來 これ を 宇治 十帖と 呼んで 居る。 

前篇の 梗概 此の 物語の 組織 並に 梗概 は 以下 述べ る 通， o である。 前篇 は 帝の 寵遇を 一 身に 集めた 源氏 君の 母なる 

更衣が、 弘徵 殿の 女御 を 始め 周圍の 女房 達の 壓迫を 受けて、 早く 世 を 去った 事から 始まる。 三 歲で母 

を 喪った 源氏 君 は、 世に も 稀な 美貌と 才藝を 兼ねて、 父 帝の 寵愛 を 受け、 人々 にも 敬愛 せられて 成長 

し、 やがて 元服して 左大臣の 女 葵上 を娶 つた。 併し 源氏 君 は、 葵上に 對 して は眞の 愛情 を 感じな かつ 

たのに 反して、 帝が 新たに 入內 せしめた 藤壸 女御 は、 亡き母に 生寫 しであった 爲に頻 b にっき 纒 つた 

ので あるが、 それが 何時しか 戀 愛に 變 つて 行った。 かくて 藤 壸を戀 した 事 は、 源氏 君の 後半生に 暗い 

影 を 投げる 事になる ので あるが、 靑 春の 血に 燃えて 居る 頃 は、 花に 狂 ふ 蝶の やうに 幾多の 女性と 交涉 

を 重ねて 行く のであって、 作者 は 此の間に、 當 時の 貴族 社會に 於け る戀愛 生活の 種々 樣々 な 姿 を寫し 

て 居る ので ある。 作者 は- 兀來 源氏 君 を 理想的な 男性と して 描いて 居る のであって、 葵上の 兄なる 頭 中 

將の 如き は、 源氏 君 を 一層 引立てる 爲に 配して 居る ので あるが、 一方で は 源氏 君に 養 はれて 居る 紫 上 

を、 理想に 近い 女性と して 寫し 出して 居る ので ある。 從 つて 源氏 君と 關係 のあった、 夕顔. 空蟬丄 ハ條御 

息 所以 下 多數の 女性 は、 それぞれ 長所の ある 婦人と して 描かれて は 居る が、 これ も 畢竟 中 蓆 を 得た 紫 

上 を 完璧たら しめる 爲に、 點 出した 觀が あるので ある。 かくて 源氏 君は榮 華の 限り を盡 し、 忍 ふ 事の 

成らぬ はない 幸福な 日 を 送る ので あるが、 藤壸が 生ん た 皇子 I 泉が 實は 源氏の 因果の 子で ある 爲に、 

胸中の 苦悶 は絕 間がなかった" 加 ふるに 葵上 は 一 子 夕霧 を 生んで 俄かに 逝去し、 六 條御息 所 は 其の 女 
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秋 好の 齋宫 に隨 つて 伊勢に 下，^、 父 帝 は 病 を 得て 崩御せられ、 藤壶も 出家して、 源氏 君 は 哀別 離苦 を 

耆 め盡 した。 是ょ b 先 源氏 君 は 花の 宴の 夜に、 弘徽 殿の 女御の 妹で 東宮に 奉る 豫定 であった 朧月夜 內 

侍の 袖を捉 へて、 新たに 罪 を 重ねた ので あるが、 偶 二人の 關 係は內 侍の 父に 見顯 された。 內 侍の 父 は 

かねて 源氏に 敵意の ある、 今 を 時め く 右大臣で あるから、 源氏 君 も 其の 壓 迫に 堪へ かねて、 遂に 自ら 

須磨明 石に 配所の 月 を 眺める 身と なった。 明 石で 見出した 明 石 上 は、 紫 上に 次， いで 物語 中の 重要な 女 

性で あるが、 源氏が 二 年 半の 後 罪 を 許されて 都に 歸 つた 時、 迎 へられて 嵯峨に 棲み、 其の 菔に 生れた 

少女， 站は紫 上に 引取られて 育てられた。 源氏 は歸 京の 後 再び 衆望 を 一身に 集め、 藤壸の 薨去の^ は 

あつたが、 其の 腹に 生れた 冷泉 院の 治世と なって、 內 大臣 太 政 大臣 を 經て太 上 天皇： に 準せられ、 S 

の 頂上に 達した。 併し 四十の 賀を迎 へた 時は榮 華も盡 きて、 漸く 秋風 落莫の 境に 入った ので ある。 殊 

に 異腹の 御 兄に あたる 朱雀院 から 賜 はった 皇女の 三宮 が、 頭 中 將の子 柏木 君と 契 を こめて 薰君を 生ん 

だの は、 源氏が 犯した 過去の 罪の 應 報であって、 不義の 子 を 我が 子と して 養 ふ 源氏の 心中に は、 悔恨 

の 情に^ へない もの， があった。 源氏が 女 三宮を 得て 以来、 是 まで 平和で 樂 しかった 紫 上との 間に、 悲 

しむべき 破綻 を 生じお の は 當然の 事で あるが、 朱 雀院の 崩御に 次いで、 朧月夜 內侍は 尼と なり、 柏木 

君 は 犯した 罪の 呵責に 堪へ すして 病歿し、 女 三宫も 深い 哀愁^ 爲に 俄かに 出家し、 なほ 源氏が. 最愛し 

た 紫 上 も 亦 病の 爲に 他界した ので、 源氏 は 重ね重ね 人生の 悲哀 を 味って、. 悲痛の 底に 落ちで 行った。 

かくて 源氏の 晩年 は 極めて 寂しく 悲しい ものと なった ので、 遂に 紫 上の 一 週 忌に 遁世の 志 を 抱く に 至 


つた。 以上 は桐壸 から 幻に 至る までの 四十 一 帖の 梗概で あるが、. 幻の 卷の 次に は 源氏の 死 を 書く ベ く 

して、 本文の 無い 雲隱が ある。 此の 卷に 就いては 古くから 種々 の說 があって、 或は 作者が 卷 名のみ を 

記して、 わざと 源氏の 死 を 書かなかった ので あると 言 ひ、 或は もと 本文 も備 はって ゐ たので あるが、 

後世 散逸した ので あると も 言 はれて 居る ので あるが、 これ は 平安 末期の 頃、 誰かが 卷 名のみ を 加へ た 

ので あると 見る 說に從 ふべき である。 而 して 雲 隠の 次の 三帖に は、 源氏 薨去の 後の 事ゃ薰 君の 生 立な 

ど を 描いて 居る のであって、 是は言 ふまで もな く 宇治 十帖に 移る 準備で ある。 

後篇の 梗概 後篇 は、 表面 源氏 君と 女 三宮の 間に 生れた 子と なって 居る 薰大將 を 主人公と し、 今上 の 后 明 

石 中宮の 御腹の 句 兵 部 卿 宮^ $ を 副 人物と して、 源氏の 異母 弟 A 宮細 —贿^ の大姬 君. 中姬君 及び 

浮 舟 君との 間に 起る 戀 愛の 鬪爭を 物語る ので ある。 而 して 此の 十帖 は、 前篇の 若菜 卷 以後に， 語， o 来つ 

た 現實的 悲哀. の 後 を 承け. て、 薰大將 と 浮 舟 君の 不思議な 運命と、 憂愁 苦悶に 満たされた 人生と を 中心 

として 描いて 居る のであって、 花やかで 幸福であった 源氏の 物語と、 對 照の 妙 を 得て 居る ので ある。 

卽ち薰 大將は 生れながら 暗い 影 を 引いて 居る 沈鬱な 性質の 人で、 早くから 現世の 享樂的 生活 を 厭 ひ、 

只佛 道に のみ 心を牽 かれて 居る ので あるが、 偶 宇治に 娩年を 寂しく 佛に 仕へ てゐ る八宮 から、 其の 美 

しい 二人の 姬 君の 後見 を 託された。 八宮 はやが て 世 を 去り、 薰大將 は大姬 君を戀 して、 或 時 意中 を 打 

明けた が 返 けられて、 中姬 君との 結婚 を勸 めら れた。 併し 中 姬君は 却って 匂 宮に奪 はれ、 且つ 大姬君 

はは かなく 歿した ので、 薰君は 失意と 懊惱に H を 送る やうに なった。 其の 筏 薰大將 は、 亡き 大姬^ に 
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似た 其の 異腹の 妹 浮 舟 君 を 見出して、 宇治の 山莊に 棲ませて 寵愛す るので あるが、 浮 舟 は 多情な 匂宫 

に 近づかれて、 二人の 貴公子の 間に 挾まれて 悶え 苦しんだ 擧句、 一夜 脫け 出て 宇治川に 身 を 投げた が 

果 さなかった。 浮 舟 君は橫 川の 僧都に 介抱せられ て 蘇生し、 やがて 北山の 小 野に 隱 棲して 尼と なった 

が、 人傳 にかくと 聞いた 薰大將 は、 行方 を 尋ねて 消息 を 送った。 併し 生ける屍 となった 浮 舟 君 はすげ 

なく 使 を 還して、 返事 さへ 與 へなかった ので、 薰大將 はいよ いよ 思ひ亂 れてゐ ると いふ 所で 物語 は 終 

つて WQ る。 かくて 作者 はな ほ 後 を 書く つも， 9 であった であらう とも 想像せられ るので あるが、 餘韻を 

殘 して 筆 を收 めた ものと も 見られる ので ある。 

先進 文 學の. 如何なる： &品も 前 K 文學の 影響 を 受ける 事な くして 現れる もので はない。 『源氏物語』 もまた 過去の 

影響 

種々 な 作品から、 直接 間接に 多大の 影響 を 受けて 居る 事 は 言 ふまで もない。 中に も 源氏 君 を 中心とし 

て、 十數 人の 女性との 間の 種々 な戀愛 生活 を描寫 した 事、 中心人物と 交渉の ある 幾多の 人物が、 次々 

に 現れて は 間もなく 姿を消して 行く 事、 重要な 位置 を 占める 女性が、 多く は 幼少の 頃 父 を 喪った 薄倖 

の 人物で ある 事、 物^に 詩的 興味 を 添へ る爲 に、 至る所に 和歌 を揷 入して 居る 事な どが、 それぞれ 竹 

取. 伊勢 4 窪. 宇津 保な どの 先進 文 學に學 ぶ 所が 多かった 事 は、 旣 に從來 論せられ て 居る 所で ある。 饼 

し 紫 式部 は 極めて 優秀な 創作家であった から、 從來の 作品の 影響 を 受けながら、 自分が 親しく 經驗し 

た 現 實社會 から 種々 の 材料 を 取 b、 叉 周圍の 人々 から 聞き取った 檨々 な 實話を 本と し、 なほ 曾遊の 地 

を 背景に 取 入れ、 且つ 此 等の 素材 を 自己の 人生 觀 によって、 統一し 理想化して 居る ので ある。 かくて 


『源氏物語』 は從來 現れた 架空 的な 傳奇 物語 や、 和歌の 趣味 を 生命と する 斷片 的な 歌 物語な どから、 更 

に ー步を 進めて、 實社會 を寫し 人生 を 描いた 理想的 寫 實小說 となった のであって、 作り物 語 は 此の 作 

品に 至って 殆ど 完璧に 近い ものと なった ので あ る ひ 

結構 布置  『源氏物語』 が 古今に^ 絕 する 所以 は、 結構と 描寫と 文章の 三方 面から 批判す る 事に よって、 略ぼ盡 

される やうで ある。 此の 三方 面 は 素よ b 離るべからざる 關 係が あるので あるが、 今 は便梵 上 それぞれ 

(一) 對 照の 引離して 考察し ようと 思 ふ。 結構 布置の 方面に 於て 第一 に擧げ 得る の は、 對 照の 妙 を 得て 居る 事で あ 

ゆ 

る。 人物に 就いて 見る と、 虞 操の 堅固な 空蟬 は、 たやすく 靡いた 軒端の 荻と 對 照せられ て 居り、 意志の 

弱い 內氣な 夕顔 は、 淋しく S 己 を 守り 通した^ 齋 院の槿 君と 性格 相反す る 人物と して 寫 されて 居り、 

又 端正で よそよそしい 葵上 は、 情熱 的で 嫉妬 心の 强ぃ六 條御息 所と 對照 的に 寫 されて 居る。 更に 男性 

を 例と して 言へば、 外面 浮華に 見えても、 一度 契った 女 を 終生 見棄 てなかった 源氏 君 は、 表面 謹直 を 

装うて、 實際 は輕薄 多情な 頭 中 將と對 比されて 居る ので あるが、 殊に 對 照の 最も 著し いのは、 快活で 

浮 氣な匂 宫と憂 耮で眞 面目な 薰大將 である。 なほ 巧妙な 對照は 人物 以外に も ある。 例へば 若紫と 末 摘 

花、 紅葉 賀と花 宴、 葵と 榊、 镙標 と關屋 の 如き は、 卷 中に 描寫 せられて ゐる 事象に 對 比の 妙が あるば 

かりで なく、 卷の 名まで も對 になって 居る。 

CD 變 化の . 人物 や 事件の 對照は 程度 を 超える と、 技巧の 跡が 見えて 却って 單 調に なり、 又 威 興 を 殺ぐ ので あつ 

t  て、 此の 物語に も 其の 弊 を 認める ので あるが、 作者 は 巧みに 變 化を與 へて、 多くの場合 其の 缺陷 から 
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免れて 居る。 從 つて 第二に 擧 ぐべき は變 化の 巧妙な 事で ある。 此の 物語が 主として 戀 愛を寫 して 居る 

事 は 言 ふまで もない が、 戀 愛の 對 象と なった 幾多の 女性 は、 身分 年齡 境遇 容貌 性格な どが それぞれ 異 

なって 居， o、 之 を 見初めた 動機 や 事件の 發展 にも、 各變 化の 妙が あるので あるが、 其の 戀愛 生活 は 動 

も すれば 類型的に なり 易い。 作者 はこの 單調を 破る 爲に、 或は 末 摘 花. 源內 侍. 近 江の 如き 女性 を拉し 

来って 三檨の 滑稽 を寫 し、 或は 眞木柱 及び 夕霧の 卷に 見る やうな 破鏡の 歎 を 描いて 居る。 其の 他人 事 

の 背景と なって ゐる 季節 や 場所 は、 それぞれ 異なって 居り、 なほ 各卷の 年月の 長さに も 長短が あるの 

であって、 變 化の 妙 は 作品 全體の 上に 認められる。 

(一 I 一) 連鎖 S 第三の 特長 は 連鎖の 巧妙な 事で ある。 例へば 帚 木 卷の雨 夜の 品定めに、 頭 中將が 物語った 常夏の 女 

は、 夕顔 卷の 伏線で あり、 夕顔 君 を 取 殺した 物の怪 は、 葵卷に 至って 六 條御息 所の 生漦の 祟であった 

事 を 知らし め、 若紫 卷で播 磨 守の 子良淸 が、 源氏に 語った 明 石 入道 父子の 話 は、 やがて 明 石 卷に實 現 

せられ、 叉 須磨卷 で 源氏が 書き集めた 繪は、 絢爛な 繪合卷 の 準備で あつたので ある。 これ は 初めの 卷 

卷に 於け る 連鎖の 著しい 點を擧 げたので あるが、 更に 部分的に 見て 行く と、 作 中の 人物が 次々 に 登場 

して、 一人 づっ 姿を消して 行く 有檨 や、 後篇に 現れて 来る 主要な 人物が、 源氏の 晩年に 引續き 誕生し 

て 居る の も、 極めて 自然 的に 寫 されて 居る" かくて 人物 や 事件が 常に 連絡 を 保ちつつ、 次の 卷の端 を 

開いて 居る の は、 長篇 物語の 結構と して 極めて 巧妙で ある。 

(四) 仝篇 S 

統一  第 四 は 全篇に 铳ー の ある 事で ある。 今 最も 著しい 例 を 皋げれ ば、 源氏 君が お ほけ なく も 藤壸に 懸想 


したの は 一大 過失であって、 其の後 半生 は 良心の 苛 責に惱 まされ、 苦悶に 満たされ たばか h- でな く、 

其の 罪 は 子に 報いて、 夕霧 は 雲井の 雁との 間 を 割かれた ので あるが、 更に 恐るべき 報 は、 女 三 宮が柏 

木と 契って 不義の 子 薰君を 產んだ 事で ある。 源氏 君の 一生涯が 花やかで あ， 9、 幸福で あつたのに 反し 

て、 薰 君が 生れながら にして 沈鬱な 厭世家で あ， o、 其の 一生が 失意 絡 望 煩悶で 滿 たされた の は、 畢竟 

因果 應 報の 理に 支配され たのであって、 この 思想 は 個々 の 事件 を統 一 する 根柢と な つ て 居る。 『源氏 

物語』 はまた 愛慾の 半面に 潜む 懊惱 哀愁 を寫 し、 花やかな 生活の 裏面に 横た はる 哀別 離苦 を 描いて、 

全篇に 沈痛 悲哀の 空 氣を漂 はせ て 居る。 これ は 作者の 淋しく 惱 ましい 境遇が 然 らしめ たので あらう け 

れ ども、 實社會 の 反映で も あり、 叉當時 一般の 人心 を 支配した 無常観の 影響に もよ るので ある。 其の 

動機 は 何れに あるに しても、 物語 全體の 上に 與 へた 哀愁 威 傷の 色調 は、 全體に 統一 を與 へ、 人生観に 

一 種の 深み を 加へ る效果 があった と 言 ふべ きで ある。 

描寫法  此の 物語の 結構 布置に 技巧の 妙が ある 事 は 大略 右に 述べ た 通りで あるが、 更に 人物 社會 自然な どの 

(一) 人物の 描寫の 手腕 を 考察す る 時、 作品の 價値は 一 層 明瞭になる ので ある。 作者が 人物の 描 寫に實 在の 人物 を 

き  モ、 デルに 用 ひた 事に 就いては、 從 來考證 せられて 居る ので あるが、 作者 は 更に 之 を 理想化す ると 共に、 

主要人物の 侗性を 書き分け、 なほ 時として は 性格の 發展 にも 意 を 用 ひて 居る。 光源氏の 性格 は 稍 理想 

に 過ぎて 居る 慊が あるが、 頭 中將ゃ 薰大將 などの 個性 は 明瞭に 描かれて 居り、 叉 女性で は 藤壶. 紫 上， 空 

蟬. 夕顔 丄ハ條 御 息 所 • 浮 舟な どが、 それぞれ 性格の 異なる 人物と して、 ありあり と 想像 せられる やうに 
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寫 されて 居る。 併し 作 中の 人物 は 動もすれば 類型的な 感 がする ので あるが、 人物の 心理 描 寫には 最も 

すぐれた 手腕 を發 揮して 居る。 桐壸 帝が 弘徵 殿の 女御と 桐壸 更衣の 間に 立って 懊惱 せられる 有樣 や、 

更衣が はかなく 死んだ 後の やるせない 淋し さ 悲し さな ど は、 讀 者が 開卷 第一 に騖 歎す る 所で あるが、 

次々 に寫し 出される 戀愛關 係の 心理 描寫 や、 生別 死別の 悲哀 や 失望 懊惱 など は、 女流 獨 得の 細緻な 筆 

によって、 極めて 精細に 描寫 されて 居る。 作者 は 男女の 情事 を寫す 時には、 槪ね 簡潔に 且つ 婉曲に 記 

して 居る ので あるが、 威 傷 的な 心境の 描寫に は、 冗漫 を も 厭 はす、 微に 入り 細 を 穿って 居る ので あつ 

て、 此の 作品に 不朽の 生命 を與 へたの も、 主として 悲劇的 心理 描寫の 巧妙に よるので ある。 

0D 社會的 次に 注意す ベ き は 背景 描寫 である。 背景 は 之 を 社 會描寫 と 自然 描寫の 二つに 分けて 考察す る 事が 出 

背景  I  ) 

來る。 作者 は 物語 中の 人物 を 生々 と寫し 出す と共に、 現 實社會 を も 如實に 描き出さ うと 努めた ので あ 

る。 源氏 君 や 頭 中將を 中心とする 多くの 女性との 交涉 は、 藤 原 氏 全盛時代に 於け る、 貴族の 愛慾 生活 

の 實相を 網羅して 居る ので あるが、 それと 共に 行幸 公事 節會 供養 を 始めと して、 詩歌 管 絃蹴鞠 賭弓繪 

合 韻塞圑 碁の 如き、 優雅な 遊に 耽った 文藝 本位の 時代相 を 遺憾な く描寫 して 居る。 此等は 貴族 社會の 

風流な 一面で あるが、 其の 反面の 描寫 として は、 婦人 を 中心とする 權 力の 爭 ゃ虛榮 の奴隸 となって 浮 

沈す る 人生 を寫 し、 或は 嫉妬 猜疑 怨恨の 如き 女性的な 感情から 起る 陰險な 謀計 や、 物の怪 生 藜な どに 

對 する 恐怖な ど を 描き、 或は 人生の 樣々 な 悲哀 を 織り 交せて、 當 時の 社 會 生活の 明暗 表裏 を歷史 以上 

に 精細に 描寫 して 居る。 


C11) 自然と 物語の 要素と して 自然 描寫が 重ん せられる 事 は 勿論で あるが、 作者 は 此の方 面に も 特に 傑出した 天 

人事の 調和 

分を發 揮して 居る。 紫 式部 は 鋭敏な 感受性と 細緻な 觀察 力と を 有して ゐ たのであって、 人物の 性格 や 

心理の 描 寫に獨 得の 伎倆 を 示した の も、 是 によるの であるが、 自然 描寫に 於て は、 或は 情調 を 具體化 

し、 或は 情景 を 融合して、 ー篇の 物， 語 を 優美な 抒情詩たら しめて 居る。 例へば 桐壸 更衣の 死 は 物悲し 

い 秋 景色の 中に 寫 されて 居り、 源氏の 方 違は淸 涼な 中 川の 宿に 描かれ、 生 先見え て 美しい 紫 上の 幼時 

は、 綠に 霞む 北山の 晩春に 描き出され、 末 摘 花の あら はな 姿が 曉の 雪の 光に 見顯 された の も 面白く、 

野 分の あした 千草の 唉き 亂れた 中に、 夕霧 君が 紫 上 を 見初めた の も 配合の 妙 を 得て 居る。 其の 他人 事 

と 自然の 調和 は 至る所に 見出され るので あり、 卷の 名まで も 自然の 景物から 取った のが 多い。 

文 章  作者が 人事 並に 背景の 描寫に 成功して 居る 事 は 以上 述べた 通りで あるが、 これ は 言 ふまで もな く 勝 

れた 文章の 力に 俟っ 所が 多い。 『源氏物語』 の 文章 は 女流 文章の 最も 洗煉せられ たもので ある。 ^格 を 

省略し、 連綿と 語句 を 連ね、 しかも 朦朧と した 婉曲な 言 ひ 廻し は、 當 時の 上流 婦人の 口語 その 儘 を 聞 

くやう であって、 抒情に ふさ はしく、 叉 心理の 描寫に 適して 居る。 微細な 敍事ゃ 感傷的な 抒情になる 

時、 動もすれば 冗漫に 流れる 慊は あるが、 時に 簡潔で 餘 韻の ある 筆致 もあって、 槪ね變 化に 富んで 居 

る。 桐壸 更衣の 重態 を 描いて、 「いと 匂 ひやかに 美しげ なる 人の いたう 面瘦 せて、 いと あはれ と 物 を 

思ひ泌 みながら、 言に 出 でても 聞え やらす、 あるかな きかに 消え入りつつ ものし 給 ふ を、」 と敍 し、 ま 

た 一息 も絕 えつつ、 聞え まほ しげなる 事 は あ， o げ なれ ど、 いと 苦しげ にた ゆげ なれば、」 とい ふが 如 
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,、， 類似の 形容 を 重ね、 心行く まで 細々 と 述べ 來り 述べ 去る 手腕 は、 全く 堂に入った ものであるが、 

更に 人事から 自然に 入り、 自然から 人事に 移る 微妙な 筆致に 至って は、 古今 獨步 とい ふべき である。 

同じ 桐壸卷 に、 帝が 更衣の 死後 悲歎に 沈んで 居られる 有 樣を敍 して、 「ただ 涙に ひなて 明かし 慕ら さ 

せ 給へば、 見 奉る 人 さへ 露け き 秋な bo」 と 記した の は、 一語に して 季節 を 知らせ、 しかも 後段の 叙景 

の 端 を 開いた 名文 句と して 知られて 居る が、 これに 似た 妙所 は 他に 幾ら も ある。 『源氏物語』 中の 名文 

として 古來 最も 喧傳 せられて 居る の は、 桐壸卷 の靱負 命婦が 勅使と して 更衣の 母 を 訪づれ た 一節と、 

須磨卷 の 源氏 君の 配所の 生活 を 記した 「須 磨に はいと ど心盡 しの 秋風に」 以下の 一節で あるが、 これに 

類した 情景 融合の 詩的な 名文 は、 殆ど 何れの 卷 にも 見出される。 左に 掲げる の は 夕顔 卷の 物音 を 中心 

として 描寫 した 曉の 情景で ある。 

八月 十五夜、 隈 なき 月影に 隙 多 かる 板 星の こりな く 漏り 來て、 見なら ひ 給 はぬ 住居の さま も 珍しき に、 曉近 

くな りに ける なるべし、 隣の 家々 あやしき 賤の 男の 聲々 目 さまして、 「あはれ いと 寒し や。 今年 こそな り は 

ひに も賴 む所少 く、 田舍の 通 ひも 思 ひかけ ねば、 いと 心細 けれ。 北 殿 こそ 聞き 給へ や。」 など 言 ひか はす も閬 

ゆ。 いと あはれ なる 己が じしの 營に 起き 出で て、 そそめ き 騷ぐも 程な きを、 女い と 恥 かしく 思 ひたり。 ^だ 

ち氣 色ば まむ 人 は、 消え も 入りぬべき 住居の 様な めりかし。 され どの どかに、 つらき も薆 きも かたはら 痛き 

ら ラ 

こと も 思 ひ 入れた る樣 ならで、 我が もてなし 有様 はいと あて はかに 兒 めかし くて、 またな く亂が はしき 隣の 

用意な さ を、 如何なる 事と も 聞き 知りた る 様なら ねば、 なかなか 恥. ちかが やかむ より は、 罪 免され てぞ 見え 


所 


ける。 ご ほご ほと 鳴 神よりも おどろお どろし く 踏み 識か すから うすの 音 も 枕 上と 覺ゅ。 あな 耳 かしが ましと 

これに ぞ思 さるる。 何の 饗 とも 聞き入れ 給 はす， いと あやしう 目覺 ましき 音な ひとのみ 聞き 給 ふ。 くだく だ 

しき 事の み 多 かり。 白妙の 衣- フっ砧 の 音 も、 かすかに 此方 彼方 聞き 渡され、 空飛ぶ 雁の 聲 取り集めて 忍びが 

たき 事 多 かり。 端近き 御 まし どころ なりければ、 遣戶を ひき 開け 給 ひて 諸共に 見出し 給 ふ。 程な き 庭に され 

たる 吳忭、 前栽の 露 はな ほか かる 所 も 同じ ごときら めきたり。 蟲の聲 々みだり が はしく、 壁の 中の きりぎ り 

すだに 間遠に 聞きなら ひ 給 へ る 御 耳に、 さし あてた る やうに 鳴き 亂 るる を、 なかなか 様 か へ て 思 さるる も、 

御 志 一 つの 淺 からぬ に、 萬 づの罪 ゆるさる るな めりかし。 白き 袷 薄色の なよ よかなる を 重ねて、 花やかなら 

ぬ 姿い とらうた けに あえかなる 心地して、 そこと 取り立てて 勝れた る 事 もな けれど、 細やかに た をた もとし 

て、 物う ち 言 ひたる け は ひ、 あな 心苦しと ただいと らうた く 見 ゆ。 

『源氏物語』 が 持つ 長所 は、 略 ぼ 右に 擧 げたやうな 點 にある ので あるが、 一面に また 缺點^ 所と 見る 

べき もの も决 して 少 くない。 著しい 二三の 點を 擧げて 見れば、 源氏 君を餘 りに 理想的 人物に 書き上げ 

た 事、 一般に 女性の 描寫に 成功して 居る のに 比して、 男性の 描寫が 見劣りの する 事、 四季 折々 の 優雅 

な 生活 を 繰返し 敍 して 單 調に 流れ、 叉 人物 若しくは 人事の 描寫が 丁寧 反覆に 過ぎて、 動もすれば 冗漫 

の慊の ある 事、 比較的 重要な 人物の 前後の 關 係が 時に 省略に 過ぎて 居る 事、 人物の 對照ゃ 人事の 照應 

が 稍 巧緻に 流れて 居る 事、 前篇に 源氏 君の 一生 を 長々 と敍 したのに 對 して、 後篇に は 中心と なるべき 

人物が なく、 規模 も餘 りに 狹小 である 事な どで ある。 饼し此 等の 缺點 は、 前に 擧 げた 幾多の 長所に よ 
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つて 十分 補 はれて 居る のであって、 國文學 史上 一 流の 傑作で ある 事 は 否定し 難いので ある。 

『源氏物語』 の 古い 校本で 後世に 傳 はった 9 は 藤原定 家の 靑表铣 本と 、 河 內守源 光行 及び 其の 子 親 行の 河内 本と である" 此 

の 二種の 系統 本 は、 凡そ 室町 時代の 中琅 まで 並び 行 はれた ので あるが、 宗祇 等が 定家を 尊信して 靑 表紙 本 を 流布 させて 以 

來， 河 內本は 1" ど 顕 みられな くな 


. も" ， >  )f^uu 1 


ん f — I； が-や クイす、 y つ、， お 

ぃズ、 でつ ケ^::. - ソ さ- V  ic. い？ 


河 

內 

氏 

0 


義 

侯 


. ：レん 巧、 

C  ，  '^T7. し- 


\  . , つ-つ <  ； nv^t れいいつ 

クタ、. ぞっ铕^^^+？^；ヽゅ 


つたので あって、 『湖 HJ 抄.^ 以下の 

諸 註 も總べ て靑 表紙 本 を 用 ひて 居 

る" 定家 校合 3 靑 表紙 本の 行方 は 

明かで ない が、 前 S 侯 @ 家 所藏の 

花 散 里と 柏木の 二 帖は定 家 自筆と 

稱 せられて ゐる。 次に 河 內本は 親 

行が 父の 業を繼 いで 二十 種 以上の 

諸證 本を參 照し、 而も 晚 年まで 校 

合の手 を 休めなかった と 言 はれて 

居る から、 校本と しての 價 値の 高 

い 事 は 勿論で ある。 現存す る河內 

fc- の 完本で 最も 古いの は、 川^ 


親 侯 所蔵の 北 條貸時 所持 本で ある。 此の 書 は 多数の 能筆に 書寫 させた もので、 正 嘉ニ年 五 H 六：！ 1 の 奥 書が ある u  (n 版參 

照： 此の 外河內 本の 完本に は 東 山 文雍の 元德ニ 年の 寫 本が あり、 又缺 本に は それより 古く 延慶ニ 年から 應長 元年の 間に 数 

人が 筆寫 した 平瀨本 や、 三 河の 鳳 來寺俗 稱峯の 藥師の 蔵本 等が ある。 なほ 河內 本に 極めて 近い ものに、 藤 原畏親 (：號 耕 雲」 

が書寫 した 耕 雲 本の 系統に 屬 する 诋 山文庳 本、 曼珠 院本、 金子 元 臣氏藏 本 等が ある。 尤も 後の 二 本は缺 本で ある。 源氏 物 

語 辫卷で 世に 名高 いのは、 平安時代 末期の 土 佐 降 能 擎と稱 せられる ものである" 此の^ 卷は 五十 四帖 仝 部 あ つた か 否か 明 

かで ない が、 宿 木の 卷が 現存す る 所から 考へ ると、 仝 部 描かれた ものの やうで ある。 而 して 現存す る もの は、 尾 州 德川侯 

爵 家の 三 卷と、 男锊益 E 孝 氏 所藏の ー卷 とで ある。 卷潁圖 版に 示した の は 卽ち德 川 家 所藏の ものである。 

二 源氏物語 以後 

源氏 以後 S 『源氏物語』 は それが 世に 現れた 當時、 旣に 世評が 高かった こと は、 作者 自らの 日記の 中に も 見えて 

？..  居る が、 なほ 菅原 孝標の 女が 記した 『更級 H 記』 によって 一 層 明瞭で ある。 かくて 『源氏物語』 が 一 度 現 

れて 以後の 物語 は、 殆どす ベて 其の後 麈を拜 したので あって、 しかも 多く は 之を桟 倣して 失敗に 終つ 

て罟 る。 此の 問に あって、 『源氏物語』 の 型 を 破らう とする 意圖 のあった こと は 勿論であって、 殊更に 

奇拔な 構恕を 試みた 待 異な 性格の 人物 を描寫 して 居る の は、 其の 著しい 點 であるが、 一面に は 叉 

平安 末期の 時代思潮の 影響 を 受けて、 或は 思 ふに まかせぬ 人生の ぁぢ きな さ を 歎じ、 或は 現赏 世界 を 

遁れ て、 靜 寂の 境地に 引 籠らう とする やうな 傾向が ある。 此の 傾向 は旣に 源氏の 宇治 十帖 にも 見えて 
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居る ので あるが、 其の後の 物語に は 一層 それが 著しくな つて 居る のであって、 旣に 述べた 『後 拾遺 集』 

以後の 和歌が 迪 つた 道 も これと同じ である。 而 して 『源氏物語』 以後に 現れた 多くの 物語の 中で、 現存 

する もの は 『狭 衣 物語』 『濱松 中納言 物語』 『夜半の 寢覺』 『と りか へ ば や 物語』 『堤 中納言 物語』 の五篇 

である。 以下 その 各に 就いて 槪說 しょう。 

『源氏物語』 以前に 現れた 古物 語の 多くが 散逸した やうに、 源氏 以後に も 多数の 物語が 作られて、 其の 大部分 は 後世に 傳 

はらなかった ので ある。 それ 等の 散逸した 物語に 就いて 考察す る 時の 參考 となる ものに は、 鎌倉時代に 成った 『風 葉 和 欲 

集 J 『無名 草子. 5 『和歌 色 葉 集』 『明月 記』 などが あるが、 なほ 近來の もので は、 黑川春 村 著 『古物 語類 字鈔』 (墨 水 遺稿 卷 一 .J 

黑川 眞賴著 『考古 畫譜』 (黑川 眞賴仝 集 第 一 第二) 朝 倉 無聲著 『日本 小說 年表』 等が ある。 

狭 衣 物語 『狹衣 物語』 は四卷 あって、 題名 は狹衣 大將が 源氏 宫を 慕って 詠んだ 「いろいろに 重ねて は 著 じ 人知 

作 者 れす思 ひそめて し 夜半の 狹衣」 から 出て 居る。 作者に 就いては、 藤原定 家の 作と いはれ る 『僻 案杪』 に； 

前齋院 祺子內 親王 (後朱雀 院 皇女) に 仕 へ た 女房の 宣 旨の 作と する 說を 掲げて 居り、 四辻菩 成の 『河 海 

抄』 に は、 紫 式部の 傳を 記した 中に 「後 左衞門 權佐宣 孝に 嫁して 大甙 三位 辦局 || を 生む」 と 記して 居 

る。 從來は 『河 海抄』 の 記事に 基づいて、 此の 物語の 作者 を大贰 三位と し、 或は 辨局 であると して 居た 

ので あるが、 (大貳 三位と 辨 局と は 同人で ある 事 は、 最近 明かに せられた C) これ は畢ー K 母 紫 式部が 源 

氏の 作者で ある 事から 推測した 根據 なき 說 である。 併し 一 說 にい ふ宣旨 は、 源 賴國の 女であって、 『僻 

案抄』 の說は 基づく 所があった ものら しく、 且つ 『僻 案抄』 は 『河 海抄』 よ b も、 更に 古い 時代の 書で あ 


梗 

槪 


るから、 比較的 信すべき ものの やうで ある。 かくて 作者の 問題が 未だ 確定し ない 現狀 であるから、 著 

作 年代 を 定める 事 も 困難で あるが、 大體に 於て 後冷泉 天皇の 御代から、 堀 河 鳥羽兩 帝の 頃までの 間に 

作られた ものと 考へ られ る。 

此の 物語 は 容貌 才藝 共に 勝れた 狹衣 大將を キ_ 人 公と する 長篇の 物語で ある。 狹衣 大將は 帝の 御お ぼ 

え もめで たく、 世の 名聲も 高かった が、 外面 的に 幸福で あつたのに 反して、 內心は 常に 淋しい 人で あ 

つた。 それ は 源氏 宫と いふ 麗人に 對 して、 一生 遂げられぬ 戀に 泣いて ゐ たからで ある。 たまたま 誘拐 

せられて 行く 飛鳥 井 姬君を 救った のが 緣と なって、 其の 姬 君と 契 を こめて 一 人の 姬君を 生んだ。 又 帝 

はかね て 女 二 宫を狹 衣 大將に 賜 はる 思 召が あつたが、 大將は 源氏 宮を 憚って、 之を辭 返して 置いた の 

であるが、 ふとした 機會に 此の 宫と 通じて 一子 を 儲けた。 かくと 知った 女 二宮の 母宮 は、 外聞 を 恥お 

て それ を 我が 子と 稱 して ゐ たので あるが、 心の 惱 みから 遂に 他界せられ、 女 二宮 は 間もなく 尼に なつ 

た。 大將は 源氏 宮に對 する 氣 兼ねの ために、 女 二宮に 對 しても 叉 飛鳥 井姬 君に 對 しても、 愛情 はあり 

ながら 然るべき 措置 を とらす して、 荏苒 UI を 過して ゐ たので あるが、 其の 中に 飛鳥 井 姬君は 乳母の 奸 

計に 陷 つて、 式部 大輔の 妻と なって 筑 紫に 下る 途中、 狹衣大 將の事 を 思 ひ 出して 海に 身 を 投げた が、 

救 はれて これ も 亦 尼に なり、 やがて 病歿した。 かくて 狹衣 大將は 二人の 子 を 持ちながら、 いづれ を も 

我が 子と 呼ぶ 事の 出来ない のが、 悲しく 淋しかった 上に、 源氏 宮は 終始 つれな くもて なすので、 胸屮 

の 苦悶 は 晴れる 時と てはなかった。 其の後 源氏 宫は 春宫に 召される 事に 決定した ので、 狹 衣大將 はま 
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た 新たに 嫉妬の 情に 苦しむ 身と なった が、 神託が あって 源氏 宫は 齋院 となった。 そこで 大將は 執拗に 

齋院を 訪づれ たけれ ども 苦衷 は容 れられ す、 また 一方で は 尼に なった 女 二宮 をロ說 いた けれども、 其 

の 甲斐がなかった ので、 遂に 遁世 を 思 ひ 立った が、 たまたま 神の 御告が あって、 遂げる 事が 出来な か 

つた。 其の後 大將は 宰相 中將の 妹で、 其の 容貌が 源氏 宫 に似て ゐる姬 君 を 妻に 迎 へて、 僅かに 悶々 の 

情 を 慰める 事が 出來 たので あるが、 なほ 心の中 は 常に 充 たされなかった C かくする 中に 祥瑞が あり、 

又 天照大神の 神託が あって、 帝 は 遂に 位 を 大將に 譲， O 給うた ので、 表面 はいと もめで たく 榮ぇ たとい 

ふの が、 其の 梗槪 である。 

『狭 衣 物語』 の 寫本は 一一 一十 餘種 あるが、 書寫. の 時代 も 古く、 又 流布本に 比して 異同の 最も 多 いのは、 岐阜 3 深川淳 一氏の 所 

蔵本で ある。 もと 西本願寺の 蔵本であって、 卷 四を闕 いて 居る。 奧 書が 無い ので 筆者 を 知る 事 は 出来ない が、 维致 料紙な 

どから 推して、 嫌 倉 時代 初期の もので あらう と 言 はれて 居る。 鬪 版に 揭 げたの は 其の 冒頭であって、 入江 相 政 氏の 好意に 

よ つ て 撮影した もの である。 

此の 物語の 構想 は 極めて 整然として ゐ るが、 大體に 於て 『源氏物語』 を 學んだ 跡が 歴然として 居る。 

卽ち狹 衣 大將は 光源氏に 相當 する が、 其の 性格 は 薰大將 を 摸倣して ゐる。 叉 飛鳥 井 姬君は 夕顔と 浮 舟 

君と に 似た 點が あり、 狹衣大 將と女 二宮との 關係も 亦、 源氏 君と 藤壸 との 關 係から 思 ひ 付いた ので あ 

る。 其の 他の 人物 や 部分的の 構想の 上に も、 類似 點は少 くないの である。 作者 は 元來、 狹衣大 將を外 

面 的に は 光源氏 以上の 人物と して、 描かう とする 意圖を 抱いて ゐ たやう であるが、 實 際の 結果に 於て 
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は、 却って 薰大將 

にも 增 した 淋しい 

人間に なった ので 

あって、 現實 生活 

と內 面に 潜む 精祌 

生活との 矛盾 ゃ不 

調和 を 取扱った 所 

に 此の 物語の 特徵 

が あると 言 へる で 

隱 C あ らう。 而 して 物 

語 中に 夢幻 的锾異 

；  的な 事件が あると 

共に、 一方に は 稍 露骨な 官能 描寫が あり、 また 一般に 頹廢 的な 氣 分が 漂って 居る の は、 平安時代 末期 

文學に 共通す る特徵 である。 さて 此の 物語 は 『源氏物語』 に 比して 寧ろ 變 化に 富んで 居る ので あるが、 

而もよ く 統一 が とれて 居る の は、 作者が 可な， ^勝れた 創作力 を 持って ゐた爲 であらう と 思 はれる。 

『濱松 中納言 物語』 は 一 名 を 『御津の 濱松 物語』 とい ひ、 また 『濱松 物語』 とも 呼ばれて 居る。 『丹 鹤截 
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書』 所收の 四卷本 及び 其の 系統の 寫本 は、 首卷 と末卷 とが 闕 けて 居る ので あるが、 最近 尾 上八郎 博士 

所藏 の五卷 木が 世に 紹介 せられて、 終の 一 卷を 加へ る ことが 出来た。 糊 g 併し 首卷は 未だ 發 見せられ 

てゐ ない。 題名 は、 主人公の 甲納 言が 唐に 居る 頃、 H 本 を 慕って 詠んだ 「日の 木の 御津の 濱松 今宵 こ 
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高 陽縣， 


(現存 卷 一 ) とい ふ 歌から 出て 居 

るので ある。 

其の 梗槪 は、 幼少の 頃 父 を 喪 

つた 才色兼備の 中納 言が、 母の 

再婚した 左 大將の 家に 養 はれて 

居る 中、 かねて 式部 卿宮に 奉る 

豫定 であった 大將 の大姬 君と 通 

じて 怒に 觸れ、 大姬 君との 仲 を 

割かれた。 其の 頃 中納言 は、 亡 

罟 る 母后と 皇子と に 逢った」 此 


父が 唐の 皇子に 生れ 替 つて ゐる事 を 夢に 見て 彼の 國に渡 

の 后 は 其の 父が 使節と なって B 本に 渡った 頃、 上野 宮の姬 君と 契って 儲けた 女で あるが、 中 納言は 后 

の 容貌が 大姬 君に 似て ゐ たので、 戀ひ慕 ふやう になり、 佛の 定めた 宿命と 知って 一夜の 契 を 桔ん で、 


特 

質 


二人の 間に 若君が 生れた。 中 納言は 三年の 後、 后が 生んだ 若君 を 連れて 歸 朝し、 今 は 尼と なって 居る 

大姬 君と 淸ぃ 交際 を繽 けて ゐ たが、 唐 を 出る 時に、 后から 生母 (上野 宮の姬 君) へ あてた 手紙 を 託され 

てゐ たので、 それ を携 へて 吉 野の 奥に 訪れて 見る と、 后の 母 も 今 は 尼に なって 居た が、 落飾の 前に 帥 

宫 との 間に 生れた 美しい 姬君 を、 中納 言に 預けて 間もなく 世 を 去った。 中納 言は吉 野の 姬君を 伴な つ 

て 京に 歸 つたが、 其の後 姬君 はわら は 病に 罹り、 淸 水に 籠って ゐる 中に、 色好みの 式部 卿 宮に見 そめ 

られて 盗み 去られた。 中 納言は 行方 を 失った 姬君を 探し あぐんで ゐ ると、 或 夜 唐の 后が 夢に 現れて、 

中 納言を 慕 ふ 餘り吉 野の 姬 君の 旗に 宿った 事 を 告げた。 一 方 姬君は 其の後 日每に 病氣が 重くな つたの 

で、 式部 卿宫 ももて あまして、 遂に 中 納言を 呼び寄せて 二人で 看護す ると、 漸く 快方に 向った。 宫は 

其の 頃、 亡くなられた^ 宮の後 を繼ぐ 事に な h-、 姬の傍 を 離れて ゐ たので、 中 納言は 傍に 人の 居ない 

の を 幸に、 意中 を 打明けて ロ說 いたが、 姬は旣 に 宫の胤 を 宿して ゐ たので 如何と もす る 事が 出来す、 

出產 の： H は 益 迫って 來た。 かくて 翌年 唐から 昔 信が あって、 后が 世 を 去った 事な ど を 知らせて 來 たの 

で、 中 納^ は あれ や これ やの 悲しみに、 泣いて： H を 送って ゐ ると いふ 所で 此の 物語 は 終って 居る リ 

此の 物語 も 亦 構想 人物 背景な どに 於て、 『源氏物語』 を 摸倣して ゐる 事が、 隨 所に 指摘せられ るので 

ある。 試みに キ 要な 點に 就いて 云へば、 主人公の 中納言 は、 明かに 源氏 君と 薰大將 と を 併せた もので 

あり、 中納 一一 目 と 唐の 后との 關 係に は、 源氏 君と 藤壸 との 關係を 摸倣した 痕が あり、 又姬 君と 吉 野の 尼 

君と は、 藤 壸の尼 君. 紫 上. 宇治の 八宮. 浮 舟 君な どから 取って 居る ので ある。 併し 作者が 源氏の 摸倣 か 
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ら更に ー步を 進めて、 新生面 を拓 かう と 力めた 事 は 明かであって、 女の 主人公 を 唐の 后と し、 背景 を 

遠く 唐にまで 擴 張して ゐ るが 如き は、 其の 最も 著しい 點 である。 併し 唐に 於け る異國 情調 は 少しも 現 

れ すして、 宇津 保の 波斯國 の描寫 よ， o も 更に 見劣りがするの であるが、 殊に 人物 背景が 唐土と H 本に 

分れて ゐる爲 に、 屢夢 によって 之 を 結合す る やうな 不自然に 陷 つたの は、 大きな 缺點 である。 かくて 

此の 物語に は缺 點も少 くないの であるが、 全體の 構成 は 比較的に 秩序が 立って 居り、 人物 も少數 であ 

るから 纒ま， o が あるので あって、 『狹衣 物語』 に 次いで 見る ベ き 作品で ある。 中納：  一一 一 C の 父が 唐の 皇子に 

生れ 替 つたり、 唐の 后が 吉 野の 姬 君の 腹に 宿った 事 を 語って 居る の は、 共に 佛敎の 轉生說 の 影響で あ 

るが、 其の 他 至る所に 宿世 を 重ん する 思想が 見え、 叉 夢に 佛の 示現す る 事が 頻 に 見えて 居る の は、 

作者の 特色で も あるが、 畢筻淨 土 思想が 浸潤して、 頻りに 幻想 的 境地 を 求めた 時代の 文學 の、 一般的 

傾向 を 追った ものである。 

作 者  作者に 就いては、 從來 『更級 B 記』 の奧 書に よって、. 菅原 孝標の 女と せられて 居る。 藤 岡 博士 は 此の 

物語と 『更級 S 記』 とに 夢め 記述の 多い 事と、 『源氏物語』 の 摸倣の 著しい 事と を擧げ て、 孝標の 女の 作 

とする 說に從 つて 居られ、 更に 最近 尾 上 博士の 藏本 によって、 末卷を 紹介した 松 尾聰氏 は、 右の 外に 

夢の 特質が 一致して 居る 事、 可 笑 味の 缺 如して 居る 事、 感傷的な 父性愛 を 描いて 居る 事、 宿命 を 重ん 

じて ゐる 事な どの 共通 點 を擧げ て、 孝標の 女の 作で ある 事 を考證 せられた し 棚 

とリ かへ *H 

や 物語  狹 衣ゃ濱 松中納 言な どに 次いで 現れた と 思 はれる もの は、 『と りかへば や 物語』 『夜半の 寢覺 物語』 


などで ある。 現存す る 『とり かへば や 物語』 を、 原作の 儘で あると 見る 說も あるが、 恐らく は 鎌^時代 

になって、 多少 改作せられ たもので あらう。 併し 大體に 於て、 原作の 面目 を 保って 居る もので あらう 

と 思 はれる。 此の 物語 は四卷 から 成って 居る が、 稀に 三卷 木， 五卷 本. 七卷 木な どが ある。 さて 此の 物語 

は權 大納言の 異腹の 兄妹 一 一人-の 變態 心情 を 中心とする 物語で ある。 卽ち兄 は生來 女の やうに 柔和で あ 

り， 妹 は 反對に 男性的であった ので、 親が 取り 替 へば やと 願った とい ふので、 此の 物語の 名が あるの 

である。 父母 は 此の 男の子 を 女 姿に し、 女の子 を 男装 させて 育てた ので あるが、 成長して 妹 は 右大將 

になり、 兄 は 直耀 殿の 尙侍 となった。 物語 は 此の 變 装した 男女 を 中心として、 戀 愛生 活を寫 して 行く 

ので あるが、 最後に 或る 夏の 頃、 右大將 が實は 女で ある ことが 露顯 して、 宇治に 遁れて 女に 復歸 し、 

尙侍も 亦 其の 所在 を 尋ねて 男に なって、 それぞれ 結婚 生活に 入って、 めでたく 榮ぇ るので ある。 作者 

は詳 かで ない。 此の 物語に もまた 源氏 を 摸倣した 所が あるが、 性格の 描 寫を缺 き、 ひたすら 奇異な 構 

想に よって 讀 者の 好奇心 を 咬ら うとした の は、 物語の 頹廢を 語る ものである。 變 装した 二人の 生活に 

は、 院政^ 代の 優柔 淫靡な 世相が 反映して 居る" • 

夜半の 寢覺 『夜半の 寢覺』 は 一 名 『小夜の 寢覺 物語』 叉 は 『寢覺 物語』 とい はれて 居る。 刊本 はなく、 數 種の 寫本 

が傳 はって ゐる。 卷數は 普通 五卷 である。 鎌倉時代に 改作 せられた 痕が 見え、 しかも 編 次の 錯簡が あ 

, り、 なほ 闕本 である。 卽ち橫 山 由 淸の說 によれば、 卷 二と 卷 三との 間と 終と に 闕卷が あるので ある リ 

『夏 級 S 記』 の 奥 書に、 「夜半の 寢覺. 御津の 濱松. 自ら 悔 ゆる. 朝 倉な ど は、 此の B 記の 人の 作られた ると 
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ぞ」 と あるのに よれば、 营原 孝標の 女の 作で あるが、 其の 基づく 所 は 明かで ない。 內容 は、 源氏の 大 

臣の宮 腹に 生れた 美貌で 音 樂に長 じた 乙姬君 (寢覺 の 上) と、 關 白の 子で 中宮の 御 兄なる 中納 言と が窈 

かに 契 を 結んだ が、 父 大臣の 怒に 觸れ て、 別れ別れに 思 はぬ 結婚 生活に 入り、 遂げられぬ 戀に 泣いて 

ゐる 中に、 姬君は 夫に 先立 たれ、 中 納言は 妻 を 失って、 始めて 二人が 阒満に 結婚した 事 を 物語って 居 

る： 其の 構想に は、 源氏 ゃ狹 衣と 類似す る 所が 多い。 題名 は 物語の 中に 散見す る 「寢 覺」 又は 「夜半の 

寢覺」 と いふ 語に 基づく ので ある" 

堤 中納言 物 『源氏物語』 以後に 現れた 物語で、 同じく 過去の 物語から 影響 を 受けながら も、 特殊の 形式と 特異の 

趣向 を 立てて 異彩 を 放った の は 『堤 中納言 物語』 である。 此の 物語 は 從來の 物語と 異なって、 獨 立した 

短篇、 卽ち 

花 櫻 折る 少將。 このつ いで。 蟲め、 つる 姬君。 ほどほどの 懸想。 逢坂 越えぬ 權中納 言。 貝 合。 思 はぬ 

かたに とまりす る 少將。 縹の 女御。 灰 墨。 よしなしごと。 

の十篇 から 成って 居る。 此の 十篇の 中、 半 數は戀 愛 を 主題と して 居る が、 其の 他 は 種々 の 物から 暗示 

を 得たら しく、 それぞれ 異なった 題材 を 取扱って 居る。 而 して 十篇の 物語に 共通す る待徵 は、 事件の 

顚末を 語らす して、 人生の ー斷面 を描寫 して 居る 事と、 奇警な 構想 若しくは 特異な 人物 を 取扱って 居 

內 容 る 事で ある。 例へば 「このつ いで」 は、 春雨の 降る つれづれな 日に、 中宮の 御前で 宰相 中將 は、 或 一公 達 

が 通って ゐた 女の 許から、 二人 S 間に 生れた 愛兒を 連れ 歸ら うとして、 女の 哀れな 歌に 威 じて、 思 ひ 


止まった とい ふ 話 を 語， 9、 中納 言の 君 は、 淸水 寺に 籠って 隣の 部屋に 居る 哀れな 女の 檨を 見た 事 を 語 

り， 少將の 君 は、 柬 山に 行った 時 美しい 若い 女が 尼になる の を舰き 見た 事 を 語った が、 そこへ 主上が 

参られた ので、 話 を 中止した とい ふ 趣向の 物語で ある。 (物の 隙間から 舰き 見る 趣向 は、 一，. 花 櫻 折る 少 

將」 「蟲め づる姬 君」 「貝 合」 「はな だの 女御」 などに も 用 ひられて 居る じ) また 「蟲 めづ る姬 君」 は、 按察 

使 大納言の 姬 君で、 不氣 味な 毛蟲を 集めて 樂 しんで ゐ るの を、 或 上達部の 婿の 右馬助が 物 蔭から 覼ぃ 

て 見る と、 なりふり かま はす 蟲の 世話 をして ゐる 姿が、 餘， o に異樣 であった ので 驚き 呆れた とい ふ 筋 

である。 また 「灰 墨」 は、 零落した 賤 しからぬ 女 を 妻に 持つ 男に 新しい 愛人が 出來 て、 ュ、 れを 家に 引取 

ら せられる 事に なった 爲に、 もとの 妻に 因果 を 含めて 追 ひ 出した が、 見送って 歸 つた 量が、 其の 悲歎 

の檨を 細々 と 語った ので 不憫に 思 ひ、 再び 妻 を引戾 したが、 或 日 かの 戀 人の 事 を 思 ひ 出して 突然 訪れ 

ると、 女 は 狼狽して 化粧す る 時、 白粉と 灰 墨と を 取 違へ て 顏に壘 を 塗って、 男 を 呆然たら しめたと い 

ふ 物語で ある。 (これに 似た 矛盾から 起る 滑稽 は、 「花 櫻 折る 少將」 や 「思 はぬ 方に とまりす る少將 J の 

結末に も 取扱って ある。) また 一 篇の 物語に 奇異な 構成 を 試みた の は 「よしなしごと」 であって、 これ は 

殆ど 全部が、 或 法師が 女の 許へ 品々 の 物 を 借 b に 遣る 一通の 手紙から 成って 居る。 かくて 『堤 中納言 

物語』 は 過去の 文學 若しくは 說話 などから 取材し、 且つ 時代の 文學に 共通す る 特徵、 例 へ ば 耽美 キ： 義的 

傾向 や、 哀愁 を 伴な ふ祌 祕的氣 分の 如き を帶 びて 居る ので あるが、 從來の 作品に 例の ない 構想から 成 

り， 殊に 國文學 史上 最初の 短篇 小說 であると いふ 點に 於て、 極めて 注意すべき 作品で ある- 
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題號 及び 篇 さて 此の 物語の 題名の 堤 中納言 は、 藤 原兼輔 であらう と 思 はれる が、 兼 輔は延 喜 頃の 歌人で、 從三 

位中納 言に 昇り、 賀茂川 堤に 居 を 構へ て 堤中納 言と 呼ばれた 人で ある。 然るに 現存す る 此の 物語 中に 

は、 堤中納 言に 關 する 事 は 更に 見當ら ない ので あるから、 題號は 後世 誤って 附 けたので あって、 もと 

は 各卷獨 立して ゐて、 總名は 無かった ものの やうで ある。 なほ 此の 作品 は 最初 十篇 以上あった のが、 

後世^ 逸した の であらう とも 考 へ られて 居る。 例 へ ば 「蟲め づる姬 君」 の 末尾に は 「二の 卷 にある ベ し」 

と 記されて 居る が、 其の 續篇が 無く、 また 最後の 「よしなしごと」 の 終に は、 「冬 ごもる { 仝の けしきに」 

とい ふ 冒頭で 始まる 殘闕 めいた ものが あるので あって、 此 等の 點^ら E ろと、 現存す る 十 篇は偶 散逸 

を 免れた ものであって、 もとはな ほ 幾つか 存在した ので はない かと 思 はれる ので ある」 併し これ は 作 

者が 故意に 斯 かる 奇拔な 趣向 を 試みた のであって、 元 來十篇 の ものであった かも 知れない G である。 

今 は 姑く 元 來十篇 から 成る ものと 見て 置く。 

作 者  作者 を 古く は 堤 中 納^と して ゐ たので あるが、 內容 文章な どから 見る と、 到底 延喜 頃の 作と は 信じ 

られ ない のであって、 それより 遙 かに 筏の ものである 事 は 確かで ある。 而 して 作風 や 文章な どから 見 

て、 男子の 手に 成った 事 も 疑の ない 事で ある。 尤も 作者 を 二人 以上と 見る 說も あるいで あるが、 趣向 

や 文體に 共通 性が あ， o、 又 「花 櫻 折る 少將」 の 背景が 春で、 それ 以下 各篇が 季節 を 追って 序列せられ、 

最終の 「よしなしごと」 が歲の 慕で ある 事な どから 見る と、 や は， o 全部が 一人の 手に よって 作られた や 

うで ある。 


成立 年代 次に 此の 物語の 成立 時代に 就いて、 『日本 文學 全書』 の 解題に、 作 中に 根 合の 事が 見えて 居る のを擧 

げて、 根 合 は 後冷泉 天皇の 永欢六 年に 始めて 行 はれた ので あるから、 此の 作品 は それ 以後に 成った も 

ので あると して 居る o 叉 藤 岡 作太郞 博士の 『國 文學 全史 II』 に は、 鳥 羽 天皇 叉 は近衞 天皇 以後の もの 

であらう が、 數篇が 同時に 成った か、 又 

時代 を 隔てて 成つ たかは 未だ 詳か でない 

と 言って 居られる。 なほ 此の 物語の 名 は 

『無名 草子』 に は 無い が、 『風 葉 和歌 集』 

IfKI は に は 始め. て 見えて 居る ので あ 

るから、 鎌倉時代 中期 以前の 作で ある 事 

は 確かで ある〕 近年 此の 物語の 眞 惯が認 

めら れる やうに なって、 題號 作者の 問題 

と共に 成立 年代に 就いても、 詳密な^ お 
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が 次々 に 現れた ので あるが、 大別 すれば 

鎌倉時代 中期 G 作と する 說と、 平安 末期の 作と する 說 とに 分れる ので ある。 是を鎌 食 時代の 作と する 

の は、 主として 引 歌 や 用語な どの 方面から 推考して 居る ので あるが、 現存す る ものに は 鎌倉時代に 改 

修 せられた 跡が 見える のであって、 原作の 成立 はや は，^ 平安 末期で あらう と 思 はれる。 
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此の 物語の 古 寫本は 未だ 發 見され てゐ ない" 现存の 寫本は 何れも 江戶 時代の ものであるが、 iS 書 寮 所蔵の 飛鳥 井本 (二 卞) 

や、 內閣文 成の 藏本 など は、 稍 古い 面 H を傳 へて 居る やうで あ. る。 園 版に 揭 げたの は、 高松宫 家 S 允許 を 得て^ II た 有 

栖 川王府 本であって、 圜書察 本と 同じ 系統の ものである。 一 篇ー册 になって ゐて、 菊 桐の 文樣の ある 表紙に は 「堤 中納言 J 

と 標記して、 其の 下に 篇 名が 細 書され て 居. る" 

文 章 最後に 此の 物語の 文章 は、 左に 掲げる 一節 を 見ても 明かで ある やうに、 概ね 流麗 暢達で ある。 

去年の 秋頃ズ かりに、 淸 水に 籠りて 侍りし に、 傍に 屛風 ばかり を はかなけ に 立てた る 局の、 に ほひい と を 力 

しう、 人 少ななる け は ひして、 折々 うち 泣く け は ひな どしつつ 行 ふ を、 誰なら むと 閬き 侍りし に、 明日 出で 

よむ とて D 夕つ 方、 風い と 荒ら かに 吹きて、 木の葉 ほろほろと 谷の かた ざまに 崩れ、 色 濃き 紅葉な ど 局の 前 

に は 隙な く 散り敷き たる を、 この 中隔ての 屏風の つらに 寄りて、 ここに は 眺め 侍りし^ ば、 いみ じうし のび 

やかに、 

いと ふ 身 はつれな きもの を 憂き こと を 嵐に 散れる 木の葉な りけ り 

「風の 前なる-と 聞 ゆべき 程に もな く、 聞きつ けて 侍りし ほどの、 まことに いと 哀れに 覺ぇ 侍りながら、 さす 

が 二 ふと 答 へ にくく、 つ つましくて こそ 止み 侍りし か。 

これ は 「この ついで」 の 中の、 中納 言の 君の 物語で ある。 

平 仲 物語 『源氏物語』 以後に 現れた 平安朝 末期の 作り物 語の 事 は、 以上で 終った ので あるが、 なほ 此の頃に 成 

つた 歌 物語に 『平 仲 物語』 一 卷 が ある . 一 名 を。 ギ仲 B 記』 叉 は 『負 文 H 記』 | 麟抄 と 


呼んで 居る C 平 仲 は 右 中將好 風の子 平貞 文の 事であって、 字 を 仲と いったので、 世に 平 仲と 稱 したの 

である。 ^文 は 在 原 業-牛と 好 ー對の 好色 風流の 歌人と 考 へられた から、 種々 の傳 說が傳 はった ので あ 

る： 此の 物語 は 『伊勢 物語』 の 形式に 傚 ひ、 或る 男 (卽 ち貞， 文) と 種々 な 女性との 關係 を、 長短 三十 餘倏 

の 歌 物語に 綴った ので ある。 各 段が 一 さて， f 又」 の 如き 接 續詞で 連鎖 せられて 居る 點は、 『伊勢 物語』 と 

異なる- S であるが、 實 在の 人物が 現れて 居る 事 は 同じで ある。 文章 は 擬古 的であって 古色 を帶 びて 居 

り， 男子の 筆に 成った 事 も 疑の ない 事で あるが、 作者 は詳 かで ない。 成立 年代 は 文章から 昆 ると 『大 

和 物語』 の 時代、 若しくは それよりも 古い ものの やうに 思 はれる ので あるが、 山岸德 平氏 は 勅撰集に 

載って ゐる^ 文の 和歌と、 此の 物語の 和歌との 關 係から 考察して、 『千載 集』 よ b 後に 成立した もので 

あ ら うと 言 つて 居られる。 

第五 章 隨筆 及び 日 記 

一 枕 草子 

淸少納 言 『源氏物語』 と 並んで 平安朝 文學 のニ大 傑作と いはれ る もの は、 淸少納 言の 隨 筆の 『枕 草子』 である。 

淸少納 言の >曾 祖父 淸原深 養父 は、 古今 集 時代の 歌人と して 聞え、 父の 元 輔は學 者で あり、 又 『後 撰 集』 

の 撰者の 一人であった。 かくて 淸少納 言 は 歌の 家に 生れた ので あるが、 歌に 長 じて ゐ なかった ので、 

隨筆 及び 日記  一 110 一 
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其の 天分 を 詩的 散文に 向けて 『枕 草子』 を 書いた ので ある。 (家集に 『淸 少納言 集』 が あるが、 歌 數は僅 

かに 三十 首 許りであって、 歌よりも 其の 詞 書が 勝れて 居る。) 彼の 傳 もまた 詳^で ない。 『枕 草子』 の 記 

事に よれば、 一條 天皇の 正曆ニ 年の 頃、 年 三十に 近づいて 始めて 宮廷に 奉仕し、 當 時の 中宮 (筏に 皇 

后) 定 子の 方に 近侍して 殊遇 を 蒙り、 長 保 二 年 十二月に、 中宮が 御 產の爲 御 年 二十 五で 崩 じ 給うた 後 

は、 宫 仕を辭 して 里に 歸っ たやう である。 而 して 晩年に 落魄して 孤. 獨な 生活 を 送って ゐた事 は、 勅撰 

集中に 見えて ゐる 贈答な どに よって 想像 せられる。 淸少納 言と 呼ばれた の は、 姓の 淸 原に 因る ので あ 

るが、 少納言 は 誰の 官職に 基づいて ゐ るか 詳 かで ない。 

枕 草子  『枕 草子』 に は三卷 本. 五卷本 • 七卷 本な どが ある。 題名 は皇 后宮が、 御 兄 伊周から 奉った 料紙 を 淸少納 

言 にお 示しに なって、 「これ に 何 を 書か まし」 と 仰 せられた のに 對 して、 「枕に こそ はし 侍ら め 」 と 答 へ 

たので、 それ を 賜に つたと いふ 記事に 據っ たもので あるが、 此の 名 は 筆者が 自ら 命じた ので はない。 

古く は 「淸 少納言 記」 «|  ^雲と も 「淸少 納言枕 草子.」 ^醉 膽籍 とも 呼ばれた ので ある。 『枕 草子』 は隨 

筆と いはれ て 居る けれども、 主 觀 的な H 記に 對 する、 客觀的 傾向 を帶 びた：！ I 記と a る こと も出來 るの 

である。 尤も 其の 記述 は 年月 を 追うた もので なく、 思 ひ 出した まま、 與の 湧く ままに 記した もので あ 

る。 從 つて 執筆の 年代 もー檨 でない のであって、 內容 によって 判斷 すれば、 大部分 は 筆者が 約 十 年の 

宫 仕の 間に 記し、 又 宮廷 を 返いた 後に も、 宮中 生活 を囘 想して 書き 繼ぃ だもので あると 恕 はれる が、 

中には 宮廷 奉仕 以前の 記事 も雜 つて 居る： 而 して 記事の 最も 多 いのは 長德 年間で ある。 


內容の 特色 『枕 草子』 は 凡そ 三百 段 許りの 長短 檨々 な 章 段から 成って 居る が、 其の 過半 數を 占めて 居る の は物盡 

しで ある。 物盡 しに は 「山 は」 「海 は」 「家 は」 の やうに、 單に 物の 名 を列擧 した ものと、 「すさまじき 

物」 「心 ゆく 物」 「うつくしき 物」 の やうに、 折に 觸れ 心に 浮んだ 事象 を、 類別 的に 列記した ものと あ 

る。 前者 は 中： として 和歌の 題目と なる 物 を 列ね たのであって、 必す しも 作者の 創意で はない が、 後者 

は 作者の 精細な 観察眼に 映 じた、 個々 の 印象 を 連想 を 追って 列記した のであって、 ー篇の 美しい 散文 

詩と なって 居る。 物 i しの 外に は、 自己の 經驗 若しくは 見聞に 入った 事實 を、 稍 長く 記述した ものが 

ある。 「翁 丸」 「雪の 山」 「頭 中將 との 不和」 「宮に 始めて 參 b たる 頃」 「積善 寺の 供養」 の 類が それで あ 

る。 此等 は全體 的に は纒 まった ー篇の 物語と 見做され るので あるが、 部分的に 見て 行く と、 特殊な 人 

物 や 事件に 對 する、 斷 面描寫 の連續 から 成って 居る のであって、 畢ー K 物盡 しと 同じ 傾向 を帶 びて 居る 

事 を 認める ので ある。 かくて 此の 草子 は、 人事 並に 自然に 對 する 斷片 的な 觀察を 次々 に臚 列して、 人 

生の 實相を 描き出した 所に 待 色が あるので あ る。 

觀 察の 特徵 淸少納 首 は 情熱 的 感傷的な 他の 女流 作者と 異なって、 周密 且つ^ 靜な觀 察 力と、 驚くべき 鋭敏な 感 

受性を 持って ゐた。 從 つて 此の 草子に は、 自然 及び 人生に 對 する 極めて 精細に して 淸 新な 描 寫が潇 ち 

て 居る。 試みに 二三の 例 を 擧げて 見れば、 「小 白 河 殿の 法 華 八講」 の 段に は、 六月 半ばの H 盛， o を 背景 

として、 幾多の 上達部の 個々 の 服装 や 態度 や 言動な どが、 極めて 鮮明に 描かれて 居り、 「九月ば かり 夜 

ひと 夜」 の 段に は、 雨上りの 秋の 朝に 於け る 露の 風情が、 驚く 程 繊細に 寫 生せられ て 居り、 また 「正月 

隨筆 及び 日記  三 〇  一二 


平 

安 

代 

■m 


m  m  n  ^  m  m 卷 输 子 草 枕 


一 一一 o 四 

十餘 H の 程」 の 段に は、 厚い 雲の 浮動す る 冬空、 荒 

畠の 土の 色、 桃の 木の 特性、 及び それ を 中心に 動く 

蓳の 群が、 簡潔な 語句に よって 生々 と 描き出されて 

罟る。 人事と 自然の 交錯した 美しい 情景 は 至る所に 

見出され るので あるが、 自然の 中に 自己 を 描き、 叉 

は 特殊な 人物 を點 出して 氣分 を具體 化する 事 は、 淸 

少納言 の 得意と す る 所で ある。 彼 は 叉 人物 の 言語 動 

作 や 物の 動的 姿 體美を 巧みに 捕捉して、 それぞれの 

情景 を 鮮明に 表現す る 事に 妙 を 得て 居る。 例へば 卷 

頭の 「春 は 曙」 に 描かれた 天象. 動物. 人事の 殆どす ベ 

てが 動的で あるが 如き、 「叉う つくしき 物」 に、 雀の 

子、 鷄の 雛、 小兒 などの 特殊な 動作の 美を寫 して 居 

るが 如きで ある。 更に 驚歎すべき は、 作者 S 繊細な 

咸覺 的描寫 である。 例 へ ば 「にくき もの」 の 段に は、 

蚊が 細聲に 名のって 来る 時の 羽風 や、 蚤が 衣 を もた 

げる やうに して 跳り 步 くの を 憎んで 居る が 如き、 「心 


にくき 物， 一の 段に、 物 を 隔てて 聞き取った 微かな 物音の 美 趣 を 連ねて 居る が 如き、 また 「いみ じう 暑き 

頃」 の 段に、 牛の 鞦の 怪しい 香 や、 松明の 煙の 香な どを捉 へて 居る が 如きであって、 五感の すべてに 

亙って、 これほど 鋭敏な 感受性 を 持って ゐた 作者 は、 古今 稀で あらう と 思 はれる。 かくて 『枕 草子』 に 

. は、 細微な 觀察 力が 特に 異彩 を 放って 居る ので あるが、 併し 淸少納 言 も 亦 時代の 兒 である。 其の 題 村 

•  は 宮廷 生活の 範圍に 限られ、 其の 觀察 は狹 少な 貴族的 趣味 以外に 出る 事 は 稀で あり、 しかも 多く は 皮 

相 的であって、 事象の 內部を 深く 硯 くやうな 事はなかった。 

性格の 反映 『枕 草子』 はまた 作者の 性格の 反映と して 見る 時 與昧が ある」 淸少鈉 言 は勝氣 な强 情な 性格 を 持ら、 

且つ 和漢の 學に 通じた 才氣 喚發の 才媛であった。 從 つて 自己 を 中心とする 記述に は、 學才を 街 ふ 自讃 

が 多く、 叉 人事 や 事物の 觀 察に は 機智の ひらめ きがあ，^、 奇警な 著 眼が ある。 叉 漢詩 文の 知識 や 咄嗟 

なり 1MS.J 

の 機才に よって、 齊信ゃ 行成の 如き 堂々 たる 男子 を 顔色な からしめ た 負けじ魂が あつたと 共に、 生昌 

さ ひろ 

や 方弘の やうな 無才 愚直の 人 を 揶揄 嘲笑す る やうな 驕慢が あった。 同じ 宮廷に あって、 彼と 競 爭の立 

場に あった 他の 女流 作者に 就いて、 何等 記す 所が 無かった の も、 それ 等 を 眼中に 置く に 足らぬ 者と 考 

へた 爲 であらう と 思 はれる。 淸少納 言の 性格 は 凡そ かくの 如くで あるが、 其の 半面に は、 屢幼兒 の 可 

憐な 動作に 心 を牽 かれ、 犬 猫の やうな 弱い者に は溫ぃ 同情 を 寄せる 程の、 女らしい 感情が あった。 殊 

に 殊遇 を 蒙った 皇后 定 子に 對 して は、 無上の 尊敬 を拂 ひ、 其の 悲しむべき 御 境遇に 對 して は、 無二の 

同情者と なった. のであって、 此の 草子 中には 皇后に 關 する 記事が 多く、 其の 容姿. 才藻 を 讚美し、 凡つ 

隨筆 及び. 日記  三 〇 五 
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坤德 を稱揚 して 居る ので ある。 淸少納 言 を 評して、 同情の ない 辛辣な 批評家で あると 云 ひ、 又 好んで 

人の 缺陷 弱點を 擧げて 嘲笑す る 皮 S 星で あると する の は、 楣の兩 面 を觀る 用意 を缺 いた ものと 謂 ふべ 

きで ある。 蓋し 淸少納 言に は、 さまでの 惡意 があった ので はなく、 寧ろ 率直 純眞な 性情の 人であった 

と 思 はれる C 要するに 淸少納 言 は、 情熱 的な 紫 式部に 對 して、 冷静な 態度で 人生の 姿 を 眺め、 周到 且 

つ 緻密な 觀察 力に よって、 あらゆる 美 を 捕捉した ので ある。 同じく 敍 事に 長け てゐた 此の 二 大作 者 

が、 一人 は纒綿 錯綜した 感情の 美を捉 へて、 人事の 推移 發展の 有 樣を敍 し、 一人 は璺 富な 印象 を 次々 

に 列 暴して、 人生の 斷面を 見せた の は、 全く 個性の 相違に 墓， つくので ある。 紫 式部が 其の H! 記 中に、 

まんな 

「淸 少納言 こそした b 顔に、 いみ じ う 侍， o け る 人、 さばか ，9 賢 しだち、 眞 字書き 散ら して 侍る ほと も， 

よく 見れば まだいと 堪 へ ぬ こと 多 かり。」 と 評した の は、 和 泉 式部な どに 對 して 下した 批評 を 合せ 考へ 

て 見る と、 や は， o 嫉妬 心の 雜 つた、 競爭 意識から 出た 評語で あらう と 思 はれる ので ある。 

『枕 草子』 の 文 學的償 値の 一 半 はまた 文章に ある。 其の 記述の 中には 「雪の 山」 や 「積善 寺の 供養」 の や 

うに、 數千語 を 連ねた もの も あるが、 概ね 短篇であって、 中には 數語叉 は  一 二 行で 盡 きて ゐる もの も 

ある。 更に それぞれの 段 を 見る と、 長短 樣々 な 文 や 句が 錯綜して 居り、 主題 や 事象 は 連想の 絲を迪 つ 

て 次々 に轉變 して、 ー篇の 上に 美しい 律的變 化が ある。 此の 點に 於て は 後の 俳文に 似て 居る。 更に 稍 

長い 敍 事文ケ 見る と、 秩序が 整然として ゐて 冗漫が なく、 巧みに 省略 法 を ひて、 簡勁 にして 流麗で 

ある。 其- S 他. h. 氣縱橫 の 筆を揮って、 或は 警拔に 或は 犀利に、 様々 な 筆致 を 見せて 居る」 殊に 「網 代 


は 走らせた る。 人の 門の 前な どよ，^ 渡 たる を、 ふと 見やる 程 もな く 過ぎて、 供の 人ば か b 走る を、 

誰なら むと 思 ふこ そ を かし けれ。」 と 云 ふやうな 瞬間の 印象の 描寫 や、 「！^ くて 近き もの。 極樂. 船の 道. 

人の 中」 と 簡潔に 云っての けた 奇警な 筆致の 如き は、 何人の 追 隨をも 許さぬ 妙味が ある。 作品の 性質 

を 異にする 『源氏物語』 と 並べて、 之 を 同一 の 標準に よって 批評す る 事 は 出来ない けれども、 ^に 文章 

の 上から 比較す る 時 は、 紫 式部 は 到底 淸少納 言 を 凌駕す る 事が 出来なかった ので ある。 

『枕 草子』 は 鎌倉時代に は、 『源氏物語』 ぃ爲に 其の 眞慣 を蔽 はれて ゐ たので あるが、 南北朝時代 にな 

つて、 兼 好 法師が これに 傚って 『徒然 草』 を 書いて 以来、 ニ大隨 筆と して 重ん せられる やうに なった。 

其の後 江戶 時代の 初期に は、 之に 擬 した 假名 草子な どが 現れ、 次いで 松平樂 翁の 『花 月 草紙』 などが 出 

たので あ る が 、 其 の 影響 は 『風俗 文選』 以 下の 俳文に も 及んで 居る。 

異本と 拚卷  『枕 草子』 に は 異本が 極めて 多い のであって、 古典 中で 定本の 整^に 最も 困難 を 感ずる ものの 一 とたって る" 從來刊 本と 

して 廣く行 はれた の は、 慶安年 屮の刊 本、 古 活字本、 岡 西 惟中の 旁註 本、 加 藤 盤 齋の萬 歳 抄本、 北 村季吟 の赛曙 抄本な ど 

である。 此等は 艽卷本 又は 七卷 本の 系統に 屬す る ものであるが、 更に 系統 を 異にして 古 い 面影 を 保存して & ると 思 はれる 

ものに、 堺本、 ^翰 本、 及び 數 種の 一一 ー卷 本が ある。 宸翰 本 は 『群 書類 從』 に收 めら れて 居. るが、 其の 他は寫 本で 傳は リ、 從 

來 世に 流布し なかった。 圆 版に 揭 げた の は 一 1 ー卷 本の 系統に 近い 前 田 侯爵 家 所蔵の 四卷 本であって、 嫌 倉^ 代の 屮期を 下ら 

ぬ書寫 であると 一 百 はれて 居る。 枕 草子 拚卷で 名高 いのは 淺野 侯锊家 所蔵の 一 卷 である。 南北朝 頃の 製作であって、 蛾 細な 

線を以 つて 寫し、 賦 彩の 代り に 濃淡 ニ樣 5 黑色を 用 ひ、 唯 人物の 口唇の み に 朱を點 じた の は、 他の 絢爛た ^卷と 仝く 異な 

隨筆 及び 日記  三 〇 七 
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る 所で ある" 筘 書に 「後光 漦院 宸翰 女 筆」 とあって 筆者の 名は傳 はって ゐな いが、 恐らく 女性の 手に 成った もので あ、 りう ふ 

云 はれて 居る。 (拚詞 は 宸翰 本 枕 草子に 當る もの) 圜 版に 示した の は、 「雪の 山」 2 段の 「侍の 長なる もの、 柚の 葉の 如くな 

る 宿直 衣の 袖の 

上に、 靑き 紙の 

松に つけたる を 

置きて、 わなな 

き 出で たリ。 云 

云」 の 一 倏を描 

いたのであって 

斿少納 言が * 盤 

を蹈袅 にして、 

御 格子 を 一 人で 

上げよう とした 

時の 漾を 描いた 
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ものである" 

左に 文例 を 示す 爲に 短篇 一 一章 を 揭げて 置. 


文 例  あてなる もの ^色に 白が さねの 汗衫。 かりの 卵。 削 氷の あま づら 入れて 新しき 金 椀に 入れた る。 水晶の 數 

珠。 藤の 花。 梅の 花に 雪の 降 o かかりた る。 いみ じう 美しき ちごの 覆 盆 子な どく ひたる。 

〇 

五月ば かりな どに 山里に あ" くいと を かし。 草葉 も 水 もい と靑く 見え わたりた るに、 上 はつれなくて、 草 生 

ひ 茂りた る を、 ながながと ただ ざまに 行けば、 下 はえなら ざり ける 水の 深く は あらね ど、 人な どの 步 むに、 

走り あがりた るいと を かし。 左右に ある 垣に ある ものの 枝な どの、 車の 星 形な どに さし 入る を、 急 ざて 柿へ 

て 折らむ とする 程に、 ふと 過ぎて はづれ たる こそい と 口惜し けれ。 蓬の 車に 押し ひし がれた るが、 輪の-一 6 は 

りたる に、 近う うちかか りたる も を かし。 (內閣 文庫 所藏！ 一一 卷本) 

二 女流 日記 

前期 以来 貴紳の 間に 後 m の參考 に 資する 爲に、 公私. の B 記 を 記す 事が 行 はれた。 藤 原 氏 全盛期に 成 

つた ものに は、 關白道 長の 『御堂 關白 記』、 顏 lll^l, 卷 右大臣 小 野 宫實資 の 『小 右 記』 四十 七卷、 權大納 

一一 一一 〔藤 原 行成の 『權 記』 十五 卷、 左 大辦源 經賴の 『左 經記』 十五 卷 などが ある。 此等は B 本式 漢文で 記され 

たもので あって、 文 學的偎 値 は 無い ので あるが、 當時 女房が 和文 を 用 ひて 自己の 威 情 生活 を 記した も 

の は、 文學的 作品と して 重き をな して 居る。 以下 それ 等の 女流 日記に 就いて 述べようと 思 ふ。 

和 泉 式部 日 

記  『枕 草子』 と 前後して 現れた 女房の m 記に は、 『和 泉 式部 日記』 『紫 式部 日記』 稍お くれて」 更級 日記』 

隨筆 及び 日記  三 〇 九 


平安時代 後期  三  一 C 

などが ある。 『和 泉 式部 B 記』 は 一 名 を 「和 泉 式部 物語」 と 呼 ばれて 居る。 其の 內容は 其の H: 其の 曰の 事 

を 記し 留めた のでな く、 筆者が 自ら 第三 人稱で 記した 威 情 生活の 記述で あるから、 一名 を 物語の 名で 

呼ばれた ので ある。 併し 文章よりも 寧ろ 和歌 を 主として 居る 點 から 言へば、 歌 日記と いひ 得る ので あ 

る。 此の H3 記 は 自敍傳 であり、 和歌 は 明かに 和 泉 式部の 作で あるから、 筆者が 和 泉 式部で ある 事 は 疑 

ふ餘 地がない やうで ある。 其の 記す 所 は、 一條 天皇の 長 保 五 年 四月 頃、 冷泉 院第四 皇子の 帥 宮敦道 親 

王が 和 泉 式部の 許 を 訪づれ て、 互に 和歌の 贈答の あった 事から 始まって、 翌寛弘 元年 正月に 至る まで 

の 短日月の 戀愛 生活で ある。 文章 は 時に 優艷の 趣がない でもない が、 槪ね 率直に 眞情を 表現した もの 

であって、 『蜻蛉 日記』 に 較べる と遙 かに 劣って 居る。 かくて 此の B 記の 見るべき 所 は、 文章に あらす 

して、 其の 和歌に あるので ある。 熱情 的な 作者が、 現實 生活の 中に 美的 情趣 を 求めた 心境 は 窺 はれる 

けれども、 其の 頹廢 的な 愛慾 生活に は、 無 自覺な 性格が 現れて 居る のであって、 世の 非難 を 受けた の 

も當 然と 思 はれる。 和 泉 式部の 家集が 比較的 大部の ものであるから、 此の 種の rn 記 を 他に も 書いた の 

であらう と 想像 せられる けれども、 今傳は つて ゐ ない。 

紫 式部 日記 『和 泉 式部 B 記』 よ， o も 勝れて 居る の は 『紫 式部 日記』 (一 ー卷) である。 紫 式部が 夫の 官： 孝に 死別して 後 

上 東 門院に 仕へ てゐた 頃の！ U 記で ある。 其の 內容は 一條 天皇の 寛 弘五年 七月、 土 御門 殿 I」 職に 於け る 

上 東門 院御產 前の 御 祈に 始ま b、 第二 皇子 敦成 親王 倐 御 誕生 前後の 御 模様 や 公事な どを敍 して、 

同年の 冬に 及び、 翌寛弘 六 年に は 正月 三 H と 十一 H の 事の み を 記し、 更に 寬弘七 年の 正月の 公事 節 


會、 及び 第三 皇子 親王 H 御 誕生 後の 五十 H の 御 祝の 事 を 記して 筆を擱 いて 居る。 寛 弘六年 並 

に 七 年の 記述が、 正月の 事の みで 其の後に 及んで ゐ ない 事、 及び 寛 弘六年 正月 三 H と 十  一 B の 記事の 

間に、 HI 記 以外の 女房の 人物評と、 筆者の 述懷 威. 想 や 教訓的の 記述が 介在して 居る 事な ど を 見る と、 

現存す る もの は 完本で はなく、 しかも 錯簡の ある 事 は 疑の ない ことで ある。 關根 正直 博士 は、 其の 著 

『紫 式部 日記 精 解』 の 總說の 中に、 中 根香亭 翁が 著者に 語った 說 として、 「寛 弘六年 正月 三日の 次に 、同 

輩 宮人 を 評し、 自己の 所懷を 漏らせる 數節 は、 必す 式部より 他人に 送りた る 消息文 なるべし。 元來こ 

の H 記 は 數十卷 あ， o けむ を、 式部 その 中より 數節を 抄出し、 別に 彼の 消息文 を 添へ て 他に 寄せた る も 

のなら む。」 とい ふ說を 引き、 更に 木 村 架空 氏が 其の 編著 『紫 女 手簡』 中に、 中 根 翁の 此の 意見に 基づい 

て、 此の rn 記 は抄錄 でな く、 脫 漏であって、 消息文 は 式部が 其の 女に 與へ たもので あると する 說を揭 

げた 後、 次の 如き 意見 を 述べて 居られる。 

そもそも 此の 書抄錄 か脫漏 か。 按 ふに 日記の 名 は あれ ども、 日 次を逐 うて 錄し 行きた る ものなら す。 或は 常 

時に 筆と りたる も あり、 後日に 追記した る 所 も ありし 短篇 零 冊に 過ぎざる べし。 元來數 十卷を 重ねた る もの 

ならば、 今少し は 殘れる 部分 も、 他 書に 引用せられ たる 文句な ども あるべき に、 聊か もさる ことなき にて 察 

すべし。 彼の 消息文 はた 別に 寫し傳 へたる ものの、 日記の 中に さしはさまれ たる 儘に、 彼處 ここに 轉傳 し、 

いつしか 本文と 共に 寫し とられて、 一 つに 綴られた る ものと 見 ゆ。 

この 推定に はな ほ 研究の 餘 地が あるで あらう が、 後世に 傳 はった 日記が 全部で ない 事 は 明瞭で ある。 

隨筆 及び 日記  一一 ニー 


(蔵 家 m 藤：） 卷紛記 日 部 式 紫 


一一 一 一 二 

此の S 記の 主要部 分 をお めて 居る の は、 公事 

節會 のめで たき 有檨 であるが、 殊に 敦成 親王の 

御 誕生 前後の 模樣 は、 精細に 記されて 居る ので 

あって、 服装 調度 諸 儀式な ど を 始め、 道 長 夫妻 

以下 男女の 言語 動作な どに 至る まで 詳密に 記さ 

れて 居る の は、 當時 を硏究 する 者に 對 して 好 癸 

料 を 提供す る ものである。 かくて 此の 日記 は宮 

廷の 花やかな 御 有 樣を寫 した 點に 於て は、 『枕 草 

子』 に似て 居る ので あるが、 其の 態度 は 大いに 

異なって 居る。 淸少納 言 は 自己の 觀 察した 所 を 

客觀 的に 直敍 して 居る ので あるが、 此の 日記 は 

寧ろ 主觀的 傾向が 勝って 居る のであって、 宮廷 

のめで たき 有樣 を目擊 して、 ひたすら 美的 幻想 

に 耽って 居り、 又 自己 を 顧みて は 一 種の 寂寥 を 

感じて 居る ので ある。 殊に 興味の あるの は、 女 

房の 人物評 論と 自己の 述懐で ある。 其の 人物評 


文 
章 


論 は、 淸少納 言が キ * として 宮廷の 貴紳 を觀 察した のに 反して、 專ら宫 中の 女房に 關 する ものであるの 

は、 1 一人の 性格の 相違 を 示す ので あるが、 其の 忌憚な き 批評 は 容姿 性格 才藝に 及んで 居る のであって、 

多くの 女房の 面目が ありあ りと 想像 せられる。 併し 和 泉 式部， 江 侍 從. 淸少納 言な どの 文才. に 對 して 加 

へた 批評と、 自己に 關 する 記述と を對 比する 時には、 筆者の 性情 もまた 讀 者の 眼前に 躍如たる ものが 

あるので ある。 安藤 年 山 (爲 章) が 此の！ II 記 を 資料と して 『紫 家 七 論』 を 著して、 彼の 學才德 操な ど を 赏， 

揚 したの は、 此の 日記 を 皮相 的に 觀察 したので あって、 當 つて ゐ ない 所が 多い。 何と なれば、 筆者が 

和 泉 式部 以下の 才媛に 對 して 辛辣な 批評 を 試みた 態度に は、 明かに 驕慢が あ， o、 嫉妬が 混って 居る の 

であり、 また 道 長上 交涉 のあった 事 や、 中-上 中宮 を 始め 公任な どから、 自己の 才藝を 賞揚せられ た^ 

を 記した 點に は、 自負心が あり、 虛榮 心が あるので あって、 「一とい ふ 文字 を だに 書き わたし 侍らす、 

いとて づ つに あさま しく 侍， 00」 と 言 つて 居る の も、 畢煑 表面 謙 讓を装 つて 居る もの と 見ら れ るので あ 

る。 要するに 此の m 記 は、 『源氏物語』 を 書いた 式部の 內面 考察に 對 して、 極めて 與味 ある 資料 を 提供 

する ので ある o 

文章 は 元よ b 洗煉 せられた 『源氏物語』 に 比すべ きもので はない が、 自然と 人事の 融合した 敍 事に は 

すぐれた 所が ある。 左に 掲げる 冒頭の 一節 は 殊にす ぐれて 居る。 

秋の け は ひの 立つ ままに、 土 御門 殿の 有様い はむかた なく を かし。 池の わたりの 梢 ども、 遺 水の ほとりの 草 

むら、 おのが じし 色 づき わたりつつ、 お ほかた の 空も艷 なる にもて はやされて、 不斷の 御讀經 の聲々 あはれ 

隨筆 及び 日記  II 二 三 
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まさりけ り。 やう やう 涼しき 風の けしきに も、 例の たえせ ぬ 水の 音な ひ、 夜もすがら 聞き まが はさる。 御前 

にも 近う さぶ らふ 人々、 はかなき 物語す るを閬 二し めしつつ、 なやましう おはします ベ かめる を、 さりけ な 

くもて 隱 させ 給へ る 御 有様な どの、 いと 更 なること なれ ど、 薆 き 世の なぐさめに は、 かかる 御前 を こそ 尊ね 

參 るべ かり けれと、 うつし 心 をば ひきたが へ、 ， た としへ なく 萬づ 忘る るに も、 かつ は あやしき。 

0 卷  『紫 式部 曰 記』 の 名 は、 藤原定 家の 『明 HJ 記』 や 『本朝 書籍 B 錄』 『無名 抄』 などに 見えて 居る が、 古 寫本は 未だ 發見 せられて 

ゐ ない。 此の 日記の 繪卷で 名高い 9 は、 現在 蜂須賀 侯爵 家久松 子爵 家 其の 他に 分藏 せられて 居る 四卷 であって、 翁 は 藤 原 

一一 一一 ロ實、 詞は後 京 極攝政 良經の 筆と 傳 へ られて 居る。 筆者に 就いては 確證 がな いので あるが、 鎌倉時代 初期の 製作で ある 事 

は 疑の ない 事で ある。 詞 の字體 も優麗 であるが、 殊に 耮は 描寫が 繊細 秀麗で ぁリ、 賦 色が 優婉 を 極めて 居る の であって、 

兼 倉 時代の 大和 繪 中の 典型的 傑作と 言 はれて 居る。 圖 版に 揭 げたの は 藤 田家 所藏 (秋 元 子爵 家 舊藏) の 二部 分で あ つて、 嘗 

て 『國 華』 に揭 載せられ たもの を複寫 したので ある。 

更級 日記 『更級 B 記』 は 和 泉 式部 や 紫 式部の 日記より 稍お くれて、 康平ー 一. 三年の 頃に 記された。 筆者 は 菅原道 

眞 五世の 孫に 當る营 原 孝檩の 女であって、 其の 母 は 倫 寧の 女で あるから、 『蜻蛉 日記』 の 作者の 姪で あ 

る。 此の HI 記の 作者 は 文 學の好 愛 者で あり、 桌淑 温順な 性質の 女で あつたが、 其の 一生に は 幾多の 波 

澜 があった」 作者 は 好んで 幻想の 世界に 住んで、 現實の 苦惱を 忘れよう としたら しく、 此の H 記に は 

夢幻 的な 記述が 多く、 他の 女流 日記と 異なる 特徴が ある。 而 して 此の 日記 は、 作者が 十三 歲の時 寛仁 

四 年 九月に、 父上 總 介が 任期 を 終へ て、 一族と 共に 任 園から 京に 歸る 時の 柬路の 旅に 始まり、 歸 京の 


筏 かねて 嚓に 聞いて 憧愦れ てゐた 『源氏物語』 を 耽， o 讀ん で、 窃かに 自ら 浮 舟 君 を 理想と した 空想 を 記 

して 居る。 饼し 作者の 身邊に は、 檨々 な 哀別 離苦が 起った のであって、 泌々 幻滅の 悲哀 を 味 はふと 共 


ん 「3-<； い、 r,? 人い ふ， 

V あ Tn」 1?;4- え 

i 、ふき ゾれの ^厶 i を r 


其の 性格 も 著しく 變っ たやう である。 かくて 三十 ニ歲の 頃、 一時 後朱雀 天皇 第三 皇女 祐子內 親王 

に 仕へ たので あるが、 其の後 は 家庭に あって 老 

いた 父母に つかへ、 又 姉の 忘形昆 である 二人の 

女 を 養育しつつ 寂しく 慕して ゐた： 作者 は 始め 

て宮仕 をした 前後に、 橘 俊 漣と 結婚した ので あ 

るが、 其の後 一 男 一 女の 母と なつてから は、 母 

性愛と 夫婦 愛と を 感じて、 多幸な 生活 を續 けて 

ゐた _」 併し 作者が 五十 歲の 時、 夫 は 信 濃 守と な 

つて 任國に 下り、 其の 翌年に は 夫に 先立 たれた 

ので、 境遇 もー變 して ひまな き 涙に： n を 送る 身 

となり、 それと 共に 再び 空想に あこがれる やう 

になって、 ひたす^ 淨 土に 思を馳 せて ゐた」 かくて 此の H 記 は 夫の 歿後で 終って ゐ るので あって、 寡 

居の 淋し さに、 過ぎし 四十 年の 生活 を 思 ひ 浮べて 記した ものの やうで ある。 思 ふに 作者が 幸福な： H を 

送った の は、 夢心地であった 少女 時代と、 結婚 生活 を 營んだ 後半生と であって、 槪 して 悲しい 月 B を 
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過した 不遇な 女性で ある。 才學を 兼ねて 宮廷 を 誇 りかに 振舞った 紫 式部 や 淸少納 言と も 異なり、 花に 

^ふ 胡蝶の 如き 和 泉 式部と も 異なって、 飽くまで 温良で あり、 阒満 であった 筆者の 如き 女性 は、 當時 

として は 珍ら しい 例と いふべき である。 此の 日記 は 晩年に なって 記した 囘想錄 であるから、 記述 は簡 

略で あ， o、 才藻 は 紫 式部 淸少納 言な どに 比べて 一 段と 劣る ので あるが、 純情の 溢れて ゐる 所が 讀者を 

感動させる ので ある。 要するに 此の B 記 は 『蜻蛉 B 記』 と共に、 當 時の 女性の 嶺遇を 記述した、 好ー對 

の 日記 文學 である。 流布本に は 七箇處 に錯簡 があった が、 大正 十三 年に 佐々 木 博士 玉 井 幸助兩 氏が、 

流布 木の 原本で ある 定家 自筆の 御物 本に 就いて 訂正 せられた。 御物 本の 複製 本 は 今 『扶桑 珠寶』 の 一 と 

して 刊行 せられた。 圆 版に 揭 げたの がそれ である。 此の S 記を更 級と いふの は、 作者が 夫の 喪に 籠つ 

て 居る 頃、 甥が 尋ねて 來 たの を 喜んで、 

月 も 出で て 闇に くれたる をば すてに 何とて こよ ひ 尋ね 來 つらむ 

と 詠んだ 歌に 基づく のであって、 更級 はまた 夫の 最後の 任國 なる 信 濃の 地名で も ある。 文章 は 平明 且 

つ 流麗で ある。 左に 掲げる の は、 幼い 頃 『源氏物語』 にあ こがれた 事 を 記した 一節で ある。 

かくの み 思 ひ iS じたる を、 心 も 慰めむ と、 心苦しが りて、 母物 語な ど 求めて 見せ 給 ふに、 けにお のづ から 慰 

孓© く。 紫の ゆかり を 見て、 |K きの 見 まほし く覺 ゆれ ど、 人語ら ひな ども 得せす。 誰も 未だ 都 蜀れぬ ほどに 

てえ 児つ けす。 いみ じく 心 もとな く、 ゆかしく 覺 ゆるま まに、 此の 源氏の 物語、 一の 卷 よりして 皆；^ せ 給へ 

と、 心の中に 祈る。 親の 太秦に 籠" 袷へ るに も、 異 事な くこの 事 を 申して、 出で むま まに 此の 物語 见 はてむ 


と 思へ ど兒 得す。 いと 口^しく 思 ひ 歎 かるる に、 叔母なる 人の 田舍 より 上りた る 所に 渡い たれば、 「いと 美し 

-フ おひな りに けり」 など、 あはれ がりめ づ らしが りて、 歸 るに 「何 を か 奉らむ。 まめ まめし き 物 はま さなか 

りなむ、 ゆかしく し 給 ふなる 物 を 奉らむ。」 とて 源氏の 五十 餘卷 榧に 入りながら、 ざい 中 將* とほぎ み， 芹 河 • 

しらら • あさう づ などい ふ 物語 ども、 一 袋と り 入れて、 得て 歸る 心地の 嬉し さぞい み じき や。 はしる はしる 僅 

かに 見つつ、 心 も 得す 心 もとな く 思 ふ 源氏 を、 一の 卷 よりして 人 もま じらす、 几帳のう ちに 打 臥して、 引出 

でつつ 見る 心地、 后の 位 も 何に か はせ む。 晝は 日ぐ らし、 夜 は 目の 覺め たる 限り、 火 を 近くと もして、 これ 

を 見る より 外の 事なければ、 おの づ からな ど は そらに 覺ぇ 浮ぶ を、 いみ じき 事に 思 ふに、 夢に いと 淸 けなる 

僭の、 黃 なる 地の 袈裟 著た るが 來て、 「法 華 經五卷 をと く 習へ」 とい ふと 見れ ど、 人に も 語らす、 習 はむ とも 

思 ひかけ す、 物語の 事 をのみ 心に しめて、 我 は 此の頃 わろ きぞ かし、 盛りに ならば かたち も 限りなく よく、 

髮も いみ じく 長くな りなむ。 光の 源氏の 夕顔、 宇治の 大將の 浮 舟の 女 君の やうに こそ あらめ と 思 ひける 心， 

まづ いと はかなく あさまし。 

讚岐 典侍 曰 『更 級 B 記』 に 次いで 現れた の は 『讃岐 典侍 日記』 0 ー卷) である。 作者 を 沖の 石の 讚岐 麵| とする 說は 

時代が 合 はない から、 藤原顯 綱の 女と する 說に從 ふべき である。 顯綱は 道 綱の 孫で、 其の 女なる 筆者 

は、 堀 河 天皇の 御 乳母 を 勤めた 伊豫 三位 兼 子で、 後に 典侍と なり、 天皇の 崩御の 後に は 鳥^ 天皇に 仕 

へ 奉った。 (最近 玉 井 幸 助 氏 は 作者 を 兼 子の 妹 長子と する 說を發 表せられた。 長子 も 堀 河 天皇に 仕へ、 

後 更に 鳥 羽 天皇に も 奉仕した のであって、 日記の 內容と 符合す るので ある。) 此の H 記に は、 嘉承ニ 年 

隨筆 及び 日. 記  一一 二 七 


平安時代 後期  一一 二八 

六月 堀 河 天皇の 御惱の 初から 崩御に 至る まで、 親しく 看護し 參ら せた 有 樣を詳 かに 記し、 次いで 卽^ 

せられた 幼い 鳥 羽 天皇に 仕へ、 天 仁 元年の 踐 祚大嘗 會を拜 する まで、 前後 二 年間の 事 を 記して 居る。 

筆者の 嚴肅な 感情 は 漲って 居る が、 記述 は 冗漫であって、 文 學的價 値 は 乏しい。 加持 祈禱 が專ら 天ム门 

密敎の 形式に よって 行 はれて 居る の は、 平安時代 後期の 宗教の 特徵を 示す ものであって、 公事 節食に 

關 する 詳密な 記事と 共に、 國史の 研究に は賁 重な 資料と なる ものである。 『紫 式部 日記』 などに 見られ 

た 事實の 記述が、 『讃岐 典侍 日記』 に 至って 一層 顯著 になった の は、 理想的 寫實 主義の 『源氏物語』 以下 

の 物語から、 歴史 物語 ゃ說話 文學を 派生した 傾向と 一 致す るので ある。 

-  第 六 章 歷史 物語と 說 話文學 

一 歷史 物語 

歴史 物語  平安時代 末期に は、 過去の 花やかな 時代 を ，囘 想し 憧憬す る， 傾向が 盛で あると 共に、 從來の 文化 を 承 

けて、 更に 新しい もの を 生み出さう とする 精神が 盛に. 起った。. かかる 傾向 は、 是 までに 述べた 和歌 や 

物語な どに も 見受けられ るので あるが、 玆に 記す 所の 歷史 物語と 說話 文學に は、 特に 其の 傾向が 著し 

く 現れて 居る。 卽ち 歴史 物語 は 在. 來. の 作り物 語. の 形式の 影響 を 受け、 過去の 花やかな 時代から 素材 を 

取って、 之 を 新しい 構想 法に よって 記した 一種. の 物語で あ， り、 說話文 學も亦 前代の 著名な 說話ゃ 逸話 


を 集めて、 之 を 或 目的の もとに 分類した 小話 集であって、 此等は 何れも、 やがて 超るべき 鎌 食 時代の 

新 與文學 の先驅 となって 居る ので ある。 而 して 平安 末期に 現れた 歴史 物語 は 『榮華 物語』 『大 餞』 及び 

『今 鏡』 の 三種で ある。 以下 それ 等に 就いて 述べ よう。 

榮華 物語  『榮華 物語』 は 四十 帖か^ 成って 居る が、 刊 本に は 別に 目錄と 系圖を 一 卷 として 添へ て 居る。 宇多 天 

皇の 御代から 堀 河 天皇の 寬治六 年に 至る までの 十五 代の 事蹟. を、 假名 文で 記した 歷史 物語であって、 

形式 は 編 年體の 歴史に 傚って 居る。 其の 內容は 前後 二百 年に 亙って 居る ので あるが、 冒頭の 宇多 醍醐 

朱 雀 三 帝の 御代に は、 只 皇子 皇女 及び 藤 原 氏の 系譜な ど を 略述した までで あるから、 實際は 村 上 天皇 

以後、 藤 原 氏で 言へば 九 條師輔 以降の、 百 四十 八 年間の 事 を 記して 居る ので ある。 其の 中で も 待に 記 

述が 詳密に なって 居る の は、 御堂 關白道 長の 榮 華の 一生であって、 全體 のおよ そ 四 分の 三卽ち 四十 帖 

中の 二十 八帖を 占めて 居り、 しが も 作者 は 物語の 中に、 屢 「榮 華」 とい ふ 言葉 を 用 ひて 居る ので あるか 

ら、 題名の 由来す る 所 は 自ら 明白で ある。 此の 物語 は 古くから 『大 鏡』 と共に 一名 を 「世 繼」 叉 は 「世繼 

物語」 と 呼ばれて、 兩者を 混同した 時代が あつたの であるが、 ：兀來 世繼は 歴史の 義 であって、 もと 『榮 

華 物語』 の 別名であった のが、 後に は 『大 鏺』 の 一名と しても 用 ひられた ので ある。 各帖の 題名に は、 

記事 や 文詞ゃ 和歌な どに よって、 「月の 宴」 「花 山」 fet^l^f 「さまざまの 悅」 「見 はてぬ 夢」 「浦々 の 

別」 「耀く 藤壸」 「鳥邊 野」 などの やうな、 優美な 名を附 して あるが、 これ は 從來の 物語の 例に 傚った の 

歷史 物^と 說 話文學  一一 二 九  . 
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である。 

『榮華 物語』 は 第三 十帖と 第三 十 一帖との 間に 境界 を 設けて、 上 篇下篇 の 二つ に區 分す る 事が 出來 

る。 其の 區 分の 根據 として は、 第三 十帖の 「鶴の 林」 の 末尾に 「次々 の有檨 ども またまた あるべし。 見 

聞き 給 ふらん 人 も 書きつ け 給へ かし。」 と 記されて 居る 事、 第三 十 一 帖の 「殿上の 花見」 に 第三 十帖ょ b 

前 を 指して、 「上の 卷に 記し たれば 新しく も 申し立てす。」 と 云 ひ、 叉 第三 十六 帖 「根 合」 にも、 「榮 華の 

上の 卷： は殹の 御子 はお はし まさす と 申した るに 云々.」 と 記して 居る 事な ど を擧げ 得る ので ある。 卽 

ち 上篇は 「月の 宴」 から 「鹤の 林」 に 至る までの 三十 帖 であって、 發端を 姑く 除いて、 村 上 天皇 朝から 後 

一条 天皇の 萬 壽五年 二月まで、 八十 餘 年の 間の 事蹟 を 記して 居る。 而 して 下篇は 「殿上の 花見」 から 最 

後の 「紫 野」 までの 十帖 であって、 上篇の 終の 道 長 薨去の 後 を 承け て、 後 一條 天皇の 長 元三 年 十一月 以 

後、 堀 河 天皇の 寛 治 六 年 二月に 至る まで、 六十 二 年間の 事 を 記して 居る。 かくて 上 篇下鴛 の 間に は 二 

年餘の 記事 を缺 き、 叉下篇 にも 後冷泉 天皇の 末 頃から 後 一ー， 一條 天皇の 初 頃まで、 三年 許 b の 記事 を缺ぃ 

て 居る ので あるが、 是 は元來 記事が 無かった ので あらう。 

此の 物語の 作者に 就いては、 從來 種々 の說が 現れた。 古く 鎌倉時代 末期の 『日本 紀 私抄』 に は、 全部 

を 赤染衞 門の 作と して 居る ので あるが、 室町 時代の 『本朝 書籍 目錄』 に は 藤原爲 業の 作と し、 『尊卑 分 

脈』 にも 同 樣の說 を 掲げて 居る。 其の後 江戶 時代に なって、 契 沖 は 『百人一首 改 觀抄』 の追考 に、 

上下の ニ篇に 分つべき 事 を 論じて、 上篇. を 赤染衞 門の 作、 下 篇を出 羽の 辦の 作と し、 次いで 安藤 爲章 


は 其の 著 プ榮華 物語 考』 に、 若し 舊說の 如く 赤染衞 門の 著作と する 時には、 萬壽 年間に は 六 七十 歲 にな 

b> 更に 寬治六 年まで 生存して 居た とすれば、 百 二三 十歲 になる 箬 であると 言って 赤染衞 門說を 否定 

し、 更に 作者 を 推考して、 堀 河 天皇 以後の 男子の 手に 成った もので、 古記 錄ゃ赤 染衞門 紫 式部な どの 

日記 及び 其の 家集から 拔き 書きして、 女子の 作に 擬し たもので あらう と 言って 居る。 又 野村尙 房の 

『榮華 物語 事蹟 考勘』 に は、 作者 を， 亦染衞 門と し、 土肥經 平の 『榮華 物語 目錄年 立』 に は、 上篱を 赤染衞 

門の 作、 下篇を 後人 の續 撰と し、 叉 大石千 引の 5 榮華 物語 考難注 J, に は、 爲 章の 說 に反對 して 

上篇を 赤染衞 門の 作、 下 篇を爲 業の 作と して 居る。 其の 他 伴蒿蹊 • 伴 信 友 • 足代 弘訓 • 岡 本 保 孝 等 も 作 

者に 就いて 論じて 居る ので あるが、 上篇を 赤染衞 門の 作と する 說は 最も 有力であって、 近く は 和 田 

英松 博士 も 『榮華 物語 詳解』 の 解題に、 姑く 此の 說に從 つて 居られる。 然し 下篇の 作者に 就いては、 

江戶 時代 以来 種々 の說が 現れて、 未だ 定說を 見ない ので ある。 今 二三の 說を 擧げれ ば、 土 肥 經平は 契 

沖と 同じく、 下篇 になって 始めて 出 羽の 辨の 歌が 多く 出て ゐ るのに 基づいて、 出 羽の 辨の作 かと 言つ 

て 居る が、 大石千 引 は旣に 述べた やうに、 下 篇を爲 業の 作と し、 木 下 幸 文 は 初の 六卷と 後の 四 卷を別 

別の 人が 書いた ものであると 言 ひ、 星 代弘賢 • 岡 木 保 孝 等 は 三人の 手に 成った ものである とし、 また 和 

田 博士 は、 下篇の 第三 十六 帖 「根 合」 までに 出 羽の 辨の 歌が 十八 首 あるが、 それ 以下に は 出 羽の 辦に關 

する 事が 見當ら ない 事、 及び 出 羽の 辨は後 一條 天皇の 御 乳母で あるから、 寬 治の 頃まで 生存して 居た 

とすれば、 百歲 以上になる 事な ど を擧げ て、 彼の 手記した る ものが 人って 居る 事 は 認めて 居られる が、 
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下 篱全體 を 其の 作と する 說を排 して * 別に 作者と 推定す ベ き 人 は 見當ら ない と 言って 居られる。 以上 

皋 げた 諸 說を 通覽 する に、 上篇を 赤染衞 門の 作と する の は、 鎌倉時代 末期 以來 最も 廣く行 はれて 居る 

說 であって？ 作者と 成立 年代との 關 係から 見ても 不都合 はない ので あるが、 其の 論據は 薄弱で あ，^、 

叉 下 篇を出 羽の 辨の 作と する の は 稍 根據が あるので あるが、 終篇の 成立 年代まで 生存した と は 思 はれ 

ないから、 一部の 作者と して はとに かくと して、 下 編 全部の 作者と は 認められない。 なほ 全部 叉 は 下 

鴛の 作者と して 爲 業が 擧 げられ て 居る が、 爲業は 和 田 博士の 考 證に從 へば、 丹 波 守 爲忠の 子で、 鳥 羽 

天皇から 高 倉 天皇の 御代の 頃まで 生存した 人で あるから、 稍 時代が 後に 愿し、 而も 作者と しての 根據 

が 薄弱で ある。 要するに 上 篇下篇 とも 作者に 就いては、 なほ 今後の 研究に 俟っ 所が 多い ので ある。 

著作 年代  次に 著作 年代に 就いても 從 來考證 せられて 居る ので あるが、 これ も 明確に 定める 事 は 困難で ある。 

今 それ 等の 考證を 一 々述べる 暇 はない が、 岡 本 保 孝が 「B 蔭の鬉 」 と 「疑」 の 兩卷の 記事に よって、 上篇 

を 寛弘八 年の 頃 宮廷の 事 を 知って ゐた 人で、 それより 更に 十八 九 年 筏に 書いた もので あらう と 言った 

の は參考 すべき 說 であって、 和 田 博士 も 此等を 引いて、 長 元 二 年から 同 六 年の 間に 書かれた もので あ 

る 事 を考證 して 居られる。 次に 下篇に 就いては 從來 あま h '研究 せられて ゐな いので あるが、 これ も 和 

田 博士 は、 本書の 中に 寬治 以後の 人物 や 官位な どが 混入して ゐ ない 事、 叉寬治 以後に 關 する 事項が 紛 

れ 込んで ゐ ない 事な ど を擧げ て、 寛 治 以後 間もなく 成立した もので あらう と 言 ひ、 なほ 『讃岐 典侍 日 

記』 嘉承ニ 年 十二月 朔 H 鳥 羽 天皇 御卽 位の 條に、 下篇を 引いて 居る 點 から、 寬治六 年 以降 嘉承 元年 以 


特 
質 


前の 十四 五 年間に 書かれた ものであると 說 かれた の は、 注意すべき 說 である。 

『榮華 物語』 は 女流の 日記 や 家集 や 古記 錄 など を 資料と して 編述 した ものであるが、 殊に 主要な 材料 

となった の は 日記で ある。 例へば 「初花」 の 卷には 『紫 式部 日記』 を 引用した 所が あ， o、 前篇の 「日蔭の 

くれ 4* つ, ** し 

髮」 「木綿 四手」 「若枝」 「玉の 飾」 の 諸卷、 及び 後篇の 「歌合」 「晚待 星」 「布引の 瀧」 などの 卷 にも、 女房 

の 日記 若しくは 家集に 據 つたと 思 はれる 節々 が ある。 從 つて 此の 物語の 記す 所 は、 皇室 並に 道 長 以下 

一門に 關 する 事が. H.: となって 居る のであって、 政治 上の 記事 は 全く 無く、 源平 二 氏の 事 も 多く を 語ら 

す、 地方の 状態 は 伊周 及び 隆 家の 配流 を 記した 條に、 聊か 見えて 居る ばかりであって、 刀 伊の 入寇、 

平忠 常の 亂， 前 九 年 及び 後三年の 役の 事 さへ も 記されて ゐ ない。 かくて 此の 物語 は歷史 として 見る 時 

は、 記述が 一 局部に 限られて 居る ので あるが、 公事 節食 を 始め、 修法 • 供養 • 葬式 • 出 產ゃ 詩歌 管 絃の遊 

など を 極めて 精細に 記し、 なほ 賁族 社會を 中心とする 事件 は、 概ね 正確に 傳 へて 居る ので あるから、 

當時を 研究す る 者に とって は 貴重な 資料と なる ので ある。 次に 文學 上の 作品と して 見るならば、 此の 

物語が 種々 の 貼に 於て 『源氏物語』 に 傚って 居る 事 は、 從來屢 論せられ た 所で ある。 其の 著しい 點は、 

上篇 三十 帖下 篇十帖 から 成って 居る のが、 源氏の 四十 四帖と 宇治 十帖 とに 似て 居る 事、 及び 上篇 がせ 一 

長 を 中心として 記し、 而も 道 長 を 光源氏に 擬 して 居る 事な どで ある。 併し 內容は 主として 事 實の臚 列 

であり、 しかも 道 長の 榮 華の 有 樣を 極力 讚 歎して、 動もすれば 誇張に 過ぎて 居る のであって、 當 時の 

裏面 や 上流の 隱 事の 如き は 之 を 記す 事 を 避けて 居る。 從 つて 『榮華 物語』 の 記述の 態度 は、 次に 述べる 
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『大 鏡』 に 比して 大いに 趣 を 異にして 居る。 例へば 『大 錢』 に は、 道 兼が 父と 心 を 合せて 花 山 天皇 を 出家 

させ 奉った 惡 事を發 いて 居る ので あるが、 『榮華 物語』 に は 道 兼 を 善人と して 記して 居，^、 又三條 天皇 

の 御 譲位に 就いて、 『大 鏡』 にに 道 長の 壓 迫に 基づく 事 を 諷して 居る ので あるが、 此の 物語に は 帝の 御 

意志から 出た ものの やうに 記して 居る ので ある。 

此の 物語の 上 篇は諸 材料 を 多く 引用して 居る が、 下 鴛は單 に 材料 を 並列し、 而も 引用の 範 圑は狹 

い。 文章 は 上下 兩篇を 通じて 時に 俊 艷の趣 は あるが、 概ね 冗長で 氣 カを缺 き、 殊に 下篇は ー體に 拙劣 

である。 漢語 佛語を 多く 交へ て 居る の は 平安 末期の 文章の 特色であって、 鎌 愈 時代の 新 文章への 推移 

を 示す ものである。 此の 物語の 中で 敍 事の すぐれて 居る の は、 伊周 *隆 家の 左遷の 悲しみ を 記した 「浦 

浦の 别」 の卷、 三條 天皇が 道 長の 邸に 行幸 せられて、 中宮 硏 子が 產み 奉った 若宫 II 州 と 初の 御對 面の 

あった 事 を 記した 「蕾の 花」 の卷、 尙侍嬉 子の 薨去の 悲歎 を 物語った 「楚 王の 夢」 の卷、 公任 出家の 模樣 

を寫 した 「衣の 珠」 の卷 などで ある。 なほ 記述 は 稍 煩瑣で は あるが、 法 成 寺 御堂の 造煢を 記した 「疑」 の 

卷、 及び 御堂の 供養の 莊嚴を 物語った 「音 樂」 の卷 にもす ぐれた 個所が ある」 左に 揭げ るの は 「疑」 の卷 

の 法 成 寺 造營の 一 節で ある。 

日々 に 多くの 宮達 • 大臣， 上達部 ，さ るべ き 人々 參り まかで 立ち- 〕 む。 さるべ き 殿 ばら を 始め 奉りて、 宮々 の 

御 封 • 御庄 どもより、 一日に 五六 百 人 千 人の 夫 ども を 奉る も、 人の 數多 かろ 事 をば、 かしこき 事に 思した ち、 

國々 の 守 ども、 地 子官物 はお そな はれ ども， 只今 はこの 御堂の 夫役 • 材木 • 檜 皮 • 瓦 など 多く 參ら する わざ を、 


我も我もと 競 ひ 仕う まつる。 大方 近き も 遠き も參 りこみ て、 品々 方々、 あたりく に 仕う まつる。 或 所 を 見 

れば、 御佛 仕う まつる とて、 佛師 ども 百 人ば かり 並み ゐて 仕う まつる。 同じく はこれ こそめ でた けれと 見 

ゆ。 御堂の 上 を 見 上 ぐれば、 工匠 ども 二三 百 人 登り ゐて、 大きなる 木 どもに は 太き 綱 をつ けて、 聲を 合せて 

えさ まさと 引 上け 騒ぐ。 御殿の 内 を 見れば、 佛の 御座 作り 輝かす。 板 敷み-見れば、 木賊 *椋 の 葉 桃の さねな 

どして、 四 五 卜 人手 毎に 並み ゐて 磨き 拭 ふ。 檢皮葺 • 壁 塗 • 瓦 作な ども 數を盡 したり。 又 年老いた る 翁な どの 

三 《< ばかりの 石 を、 心に 任せて 切りと との ふる も あり。 池み-掘る とて 四 五 百 人お り 立ち、 山を疊 むと て 五六 

百 人 登りた ち、 また 大路の 方 を 見れば、 力 車に え も 言 はぬ 大木 どもに 綱 をつ けて、 叫びの のしり 引き もての 

ほる あり。 鴨 川の 方 を 見れば、 筏と いふ ものに 榑* 材木 を 入れて、 棹 さして 心地よ けに まひ ののしりて 持て 

の ほる あり。 火 津栴津 の 心地す る も、 西 は 東と いふ 事は是 なりけ りと 見 ゆ。 磐石と いふば かりの 石 を、 はか 

なき 筏に 載せて 率て 來れど 沈ます。 すべて 色々 様々、 いひ 盡 しまねび やるべき 方な し。 かの 須達 長荇 の祇圔 

精舍 造り けん も、 かく や あり けんと 見 ゆる を、 冬の 室 夏の 風 各 ことごと なり。 

『祭 華 物語』 の刊本 に は 元 和 寬永頃 の 活字本、 明 暦 二 年の 版本 (流布本) などが あ り 、 古寫本 に は爲親 本， 桂宮 本， 祌宫 文瘅本 

などが ある。 古寫 本の 中で 最も 注意す ベ き は II 一條 西 伯爵 家の 藏本 である" 此の 本 は 『實隆 公 記』 文齙 一一 一年 九月 五日の 條に、 

I. 兼 又榮花 物語 績世繼 本 有 二 沽却本 ス柬山 殿御 本 也) 共以美 麗尤 所望 之 物 也」 と 記されて 居. る ものである。 十七 册の 完本で 

あって 前半 十册 (二十 帖〕 は 題簽に 「榮花 物^」 と あるが、 後半 七册 (残り 二十 帖) に は 「箭 繼.」 と 題して あって 書物の 形 も 小 

さ い。 前半 は 鎌倉時代 初期の 箪寫 であらう と 思 はれる が、 後半 は 其の 末 頃 か 又は 南北朝 唭に寫 された ものの やうで ある。 
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園 版に 示した の は 前半の 一 部であって * 伯爵 家の 好意に よって 撮影 揭載 する 事 を 得た ものである。 

此の 物語の 辫卷に は、 鎌倉時代 末期に 成った 駒 競 行幸 箝卷が ある。 此の 翁卷 は萬壽 元年 九 に、 關 A 敏 通の 高陽院 殿で 鼓 
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馬の 催が あった 時、 後 一 條 天皇の 

行幸が ぁリ、 又 太 皇太后 宮ゃ 東宮 

の 行啓が あった 時の 有 樣を描 いた 

もので、 今 は 一一 一條 公^ 家と お^ 男 

爵家 とに 其の 殘 卷が存 して 居る。 

繪は光 時、 詞書は 尊 道 法 親王の 御 

自筆と 傅 へられて 居る。 併し 拚の 

手法 は 御物 春 日 權現驗 記 耮卷に 酷 

似して 居る から、 高階隆 兼が 描い 

たので あらう と 言 はれて 居る。 彩 

色目 を鸾 ふば かりで 絢爛 を 秘めて 


居る。 此の 拚卷 の殘卷 中の、 池に 

龍頭讓 甘の 樂船を 浮べた 部分 は、 最も 見るべき 所で あるが、 近來屢 書中に 挿繪 として 掲げられて 居る から， 今 は 割愛す る 

事に した。 


組 
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『大 餞』 も 亦 藤 原 氏の 榮 華の 有 檨を 記した 歴史 物語であって、 古く は 一名 を 「世繼 物語」 ともい つた〕 

古寫本 はすべ て三卷 本で あるが、 古 活字本 を 始め 流布本 は 一般に 八卷 となって 居る。 流布本 は 三卷本 

を增 補した もので、 記事が 稍 詳密に なって 居る が、 事實の 重複が あり、 また 齟齬す る 所が あるの は、 

後世の 加筆の ある 事 を 示して 居る。 Is^fs 

『大 錢』 の卷 頭に は 序に 相當 する 一 段の 物語が あって、 本書の 組織 を說 明して 居る。 卽 ち萬壽 一 一年 五 

月に 北山の 雲 林院の 菩提 講に、 大 宅世繼 とい ふ 百 九十 歲 infl は になる 老翁が、 夏山 繁樹 と稱 する 

百 八十 歳 は の 老人 を 相手に、 說敎が 始まる までの 御伽に といって 懷古談 を 試みる の を、 其の 

傍に 居 合せた 一 人の 若侍が 最も 熱心な 聽手 となって、 時々 合槌を 打つ とい ふ 趣向から 成って 居る。 (世 

繼は 主として 表面の 史實を 語り、 繁樹は 寧ろ 其の 裏面 を 語， 9、 若侍 は 現代 を 代表して 批判 を 試みて 居 

る。) 作者が 萬壽 一 一年 五月の 雲 林院の 菩提 講を 背景に 取った の は、 此の 寺で 每年 五月に 盛な 菩提 講が行 

はれた 爲 でも あるが、 更に 此の 年 四月に は 皇后 娀 子の 御 葬儀が あり、 次いで 五月に は満 中陰の 御佛事 

が營 まれた 事から 思 ひ 付いた ので あらう。 叉 作者が ー篇の 物語 を 三人の 假想 人物の 對話 形式に よって 

記した の は、 芳賀 博士が 言 はれた やうに、 『源氏物語』 の 雨 夜の 品 定から 思 ひ 付いた かも 知れない が、 

恐 ら く は 『法 華經』 な どに 見る 方便 說敎の 問答 形式 を 摸倣した ので あら う。 

本書の 目的 は、 作者が 序の 中に 世 繼のロ を 借 b て、 次の やうに 述べて 居る。 

まめ やかに 世繼が 申さむ と 思 ふ 事 はこと ごと か は。 只今の 入道 殿下の 御 有様の 世に すぐれて おはします、 】 と 
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お まへ  ぶ. リど？ -ゥ •  , 、 , 、 

を、 道俗^ 女の 御前に て 申さむ と 思 ふが、 いと 事 多くな りて、 數 多の 帝 后 また 大臣 公. 幅の 钢上を 綾くべきな 

り。 その 中に さい は ひ 人に おはします この 御 有様 申さむ と 思 ふ 程に、 世の中の 事の 隱れ なく あら はるへ きな 

り。 i にうけた ま はれば、 法華經 一部 を說き 奉らむ とて こそ、 先 づ餘敎 をば 說き袷 ひけれ。 それみ-名 づけて 

五 字敎 とはい ふに こそ は あなれ。 しかの 如くに、 入道 殿の 御 榮ぇを 申さむ と 思 ふ 程に、 餘 敎の說 かるらと 首 

ひつべし o 

これによ つて、 本書が 道 長の 榮 華の 有 樣を 中心として 居る 事 は 明かで あるが、 なほ 分量 を 見ても、 古 

本 三 冊の 中で 下 卷は道 長の 傳に當 てられて 居る。 かくて 『大 鏡』 は 『榮華 物語』 と 同じ やうに、 藤 原 氏の 

榮華を 物語る 爲に 書かれた ので あるが、 彼が 編年體 であるのと 異なって、 これ は 『史 記』 や 『漢書』 の 如 

き 支那の 正史に 傚って 紀傳體 を 摸して 居る。 我が 國で 紀傳體 によって 歷史を 書いた の は是が 最初で あ 

る。 卽， r 『大 鏡』 の 組織 は、 先 づ文德 天皇から 後 一條 天皇まで 十四 代の 天皇の 御 略傳を 記して 木紀と 

し、 次いで 冬嗣 から 道 長に 至る までの 攝關 大臣 二十 人の 事蹟 を 記して 列 傳に擬 し、 なほ 最後に 賀茂石 

淸 水の 臨時 祭の 起原、 延喜天 暦の 治世、 村 上 源氏の 由来、 其の 他 歌 物語な ど を 多く 記して 居る の は 志 

類に 擬し たので ある。 要するに 『大 鏡』 の內容 は、 文德 天皇の 御卽 位の 年なる 嘉祥 三年から、 道 長が 薨 

する 前々 年、 卽ち後 一條 天皇の 萬 壽ニ年 五月に 至る まで、 前後 百 七十 六 年間の 藤 原 氏 を 中心とする 歷 

史 物語で ある。 而 して 『榮華 物語』 よ b 更に 溯って 記した の-は、 藤 原 氏 興隆の 由來を 一層 詳 かにす る爲 

であるが、 道 長の 薨去まで を 記さす して 萬壽ニ 年で 切上げた の は、 榮 華の 絡 項 を 語って 餘龃 を^して 


置いた ので ある。 

題 號  書名 は 作者が 自ら 命名した のであって、 書中 雄 Uf2: に繁樹 が、 

あきらけ き 鏡に あ へ ば 過ぎに しも 今 ゆく すゑの 事 も 見えけ り 

と 歌った のに 對 して、 世繼が 

すべ ら ぎの あと も つぎつぎ 隱れ なく 新たに 見 ゆる 古 鏡 かも 

と 返した 一 一首の 唱和から 取った ので ある。 

作 者  『大 鏡』 の 作者に 就いては 從來 種々 の說が 現れた。 『木 朝 書籍 目錄』 に 世繼の 作者 を 藤原爲 業と し、 ま 

た 『尊卑 分脈』 にも 「爲 業世繼 作者 云々」 と あるので、 從來爲 業の 作と 言 はれて ゐ たので あるが、 此 等の 

世繼は 『榮華 物語』 を 指した ので ある。 一 說に叉 藤 原 能 信の 作と する の は、 『H 木紀 私抄』 の 書 入に 見え 

る說 であって、 能 信 は 道 長の 子で 賴 通の 異母 兄弟で ある。 能 信 說は萩 野 博士 も 重き を 置かれ、 井上 通 

泰 博士 もー說 として 擧げて 居られる ので あり、 叉 近年 西 岡 虎之助 氏 は、 書中の 詣條 件と 合致す る 事 を 

擧げて 此の 說を强 調せられ た。 ^鰣 IS 併し 能 信 は 後冷泉 天皇の 治曆 元年に 七十 一で 髮 じたので あ 

つて、 本書の 著作 年代 は それ 以後で あらう と 思 はれる から、 此の 說に は從ひ 難い。 其の 他 井上 通 袞^ 

士は 枇杷 殿の 皇太后 宮大夫 源 道 方 を 作者に 擬 して 居られ、 關根 正直 博士 は 道 方の 子 桂 大納言 經信を 作 

者と して 居られる が、 未だ 確定 說 はない ので ある。 

著作 年代  次 は 著作 年代の 事で あるが、 本書に 後 一條 天皇 を當 帝と いひ、 後朱雀 天皇 を 今の 柬宮 とい ひ、 迸 長 
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を 只今の 入道 殿下と いひ、 賴通を 今の 關白 といって 居る の を 始めと して、 人物の 官位な どもす ベて 道 

長の 晩年 を 現在と して 記して 居る ので あり、 殊に 後 一 條 天皇の 條に は、 「位に 卽 かせ 給 ひて 十 年に やな 

らせ給 ふらむ。 今年 は 萬 壽ニ年 乙 a の歲 とこ そ 申す めれ。」 と 記して 居る ので あるから、 表面 萬 壽ニ年 

の 作に 擬 して 居る 事 は 明瞭で ある。 作者が 萬壽ニ 年で 擱 筆した やうに 装って 居る の は 理由が ある。 此 

の 年 天變地 妖が頻 b にあった 事 は、 書中に も 「さて 今年 こそ は 天 變頻， o にし、 世の 妖言 などよ からす 

一 1 え 侍る めれ。」 と 記され. て 居る ので あるが、 なほ 『榮華 物語』 によれば、 此の 年に 惡疫が 流行して、 權 

門の 名士が 續々 世 を 去った ので あり、 殊に 道 長 は 七月に 小 一 條院 女御 寛 子 を 喪 ひ、 次いで 八月に は 後 

朱 雀院の 皇后 嬉 子に 先立 たれて、 悲歎の 涙に くれたの である。 卽ち 萬壽ニ 年の 春 は 道 長の 榮 華が 頂上 

を 極めた 時であって、 其の 年の 秋に は 旣に榮 華が 下坂に 向った ので あるから、 作者 は 萬壽四 年の 道 長 

の 薨去 を 待た すして、 筆を收 めた ものと 思 はれる。 

『大 鏡』 が萬壽 1 一年の 作に 擬 して 居る 事 は 以上 述べた 通 b であるが、 高 倉 天皇の 嘉應ー 一年 (一八 一一 一 0 年) の 

著作と なって 居る 『今 鏡』 の 雲井の 卷に は、 『大 鏡』 を 指して 「古き 物語」 と 言って 居る から、 それよ， o 遙 

か 以前に 作られた 事 は 疑の ない 事で ある。 然 らば 果して 何時頃の 著作で あらう か。 萩 野 博士 は 萬壽ニ 

年 以後の 著作で ある 證據 として、 次の 三 箇條を 提示 せられた。 競 糖 競き. T 書中に 『今昔 物語 集』 

の 記事と 共通の 誤が あるの は、 彼に 據っ たもので あらう から、 本書 は 『今昔 物語 集』 よ b 後に 成った も 

ので ある。 二 後 一條 天皇の 御傳 中に、 藤 原 氏の 太 政 大臣 を 十一 人數 へて、 其の 中二 人 は 出家して  1ST 


ない と 記して 居る の は、 兼 家と 道 長 を 指した ので あるが、 これ は畢茺 道 長に諡 號 のない 事 を 知って 翳 

いたので あらう から、 本書 は 道 長 薨去の 後に 書かれた ものである。 三 書中に 村 上 天皇の 御 母 (穩 子) を 

大 后と いひ、 圓融 天皇の 御 母 (安子) を 中 后と いひ、 筏三條 天皇の 后 (茂 子) を 今 后と 言って 居る の は、 

後三條 天皇の 女御 茂 子が 白 河 天皇 を 生み 奉って、 皇后と なり 給うた 後に 生じた 語で あるから、 本書の 

成立 は 白 河 天皇 以後で ある。 以上が 萩 野 博士の 所說の 大要で ある。 藤 岡 博士 は 此の 說を 肯定した 後 

に、 更に 傍證 として 次の 三 箇條を 擧げて 居られる。 一 嬉 子の 御 懷姙の 事 を 記して、 「姙じ 給 ひて 七 八 

月に ぞ當ら せ 給へ る。 入道 殿の 御 有樣見 奉る に、 必す 男子に てぞ おはし まさむ。 此の 翁 更によ も 申し 

あやまち 侍ら じと、 扇 を 高く 使 ひっつ 言 ひし こそ を かしかり しか。」 と あるの は、 後冷泉 天皇の 降誕 を 

知って 書いた ものである。 ニ源師 房の 傳に將 來の顯 達を豫 言した 書檨が 見えて 居る。 三三條 天皇の 皇 

女 一 品宫禎 子の 事 を 記した 條に、 後に 後朱雀 天皇の 後宮に 入って、 筏三條 天皇 を 生み 奉った 事 を寓し 

て 居る。 此の 三 箇條を 提示して 『大 鏡』 は 白 河 天皇 以後の 作で、 『今 鏡』 の 成った 高 倉 天皇より 少し 前に 

書かれた もので あらう と 推考して 居られる。 

右に 述べ た 萩 野 藤岡兩 博士の 意見が あって 以來、 一 般に白 河 天皇 以後 『今 鏡』 以前の 著作で あると せ 

ら れてゐ たので あるが、 近年 西 岡 虎之助 氏 は、 兩 博士が 擧 げられ た徵 證に對 する 反證 を擧げ て、 萬壽 

二 年に 成立した ものであると 主張 せられた。 IJ^SIfc 其の 反證 として 擧 げられ た 中には、 明かに 從 

來の 失考 を 正す ベ き點も あるが、 藤 岡 博士が 擧 げられ た 傍 證に對 する 反駁の 如き は 首肯し 難いので あ 
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b、 殊に 萬壽ニ 年の 著作と する 决 論に は從ひ 難いので ある。 元來 流布本 は 古本に 改訂 を 加へ 增補を 試 

みた ものであるから、 本書の 成立 年代 を內 部徵證 によって 勘考す るに は、 必す 原作に 近い 古本に 據ら 

ねばならぬ 事 は 勿論で ある。 三卷 本の 古 寫木を 見る と、 萬壽ニ 年に 於け る 翁の 年齡 が、 世繼百 九十 歲 

繁樹百 八十 歳と 記されて ゐて、 書中に 「世繼 年 百歲に 多く 餘， 91 一 百歲に 足らぬ 程に て 云々」 と あるのと 

よく 合致す るので あるが、 一方に 於て 世繼の 生年 月が、 淸和 天皇の 貞觀 十八 年 正月 十五 日と なって ゐ 

るのと 照合す る 時には、 四十 年の 誤差 を 認める ので ある。 此の 貼 は 流布本に 世繼百 五十 歳 繁樹百 四十 

歳と 訂正して 居る のが 正當 であるが、 原作者が 斯 かる 誤に 陷 つたの は、 たまたま 本書が 桌觀 十八 年 か 

ら百 九十 年の 後 (後冷泉 天皇の 末 頃) に 書かれた 事 を 暗示す る ものと も考 へられる ので ある。 次に 右 

大臣 師輔 の傳に 伊賀の 前司黉 國の 名が 見えて 居る が、 『大鏡 裏書』 に 「長久 四 年 正月 二十四日 

兼； 一 伊賀 守 1 元 皇后 宮權大 進。」 と あるのに 璩れ ば、 資國が 伊賀 守に 兼任 したの は 萬壽ー 一年から 十九 年後 

であって、 書中に 前 司と 記されて 居る 貼から 推考 すれば、 本書の 成立 年代 は それより 少 くも 數 年後で 

なければ ならぬ。 以上 述べた 二 項 かニ考 へる と、 此の 物語の 著作 年代 は 萬 壽ニ年 を 去る 事、 三 四十 年 

後で あらう と 思 はれる ので あるが、 なほ 本書の 記事と 交涉の ある 『今昔 物語 集』 『江 談抄』 『打 聞 集』 な 

どとの 比較 對照 によって、 成立の 前後 を 明かに する 事 も 必要で ある。 今此 等の 考證を 試みる 暇 はない 

が、 現存す る 『打 聞 集』 の寫木 は崇德 天皇の 天 承 三年 (一七 九 四 年) に筆寫 せられた もので、 其の 內容に は 

『大 餞』 によって 記された 所が 少 くないので あるから、 『大 鏡』 の 成立 は それよ 何年 か 前で ある 事ん 疑 


のない 事で ある。 要するに 本書の 成立 年代 は、 後冷泉 天皇の 末 頃から 崇德 天皇の 天 承 三年に 至る まで 

の、 約 七十 年間で あらう と 思 はれる。 

特 質  『大 鏡』 に 記す 所 は、 道 長 を頂點 とする 藤 原 氏 興隆の 歷. ^であるが、 それに は先づ 外戚と なって 權勢 

を恣 にす るに 至った 事情 を 明かに する 必要が あるから、 物語 は 天皇の 御略傳 から 始まって 居る。 併し 

帝王 傳は 皇室と 藤 原 氏との 關係を 明かに する のが 眼目で あるから、 皇位 繼 承の 次第と 皇妃 皇子 皇女の 

事 を 略述す るに 止めて、 キ. 力 を 攝關傳 に 注いで 居る ので ある。 攝關傳 の 中心 は 素より 道 長に あるので 

あるから、 其の 記述 は 代 を 下る に從 つて 漸く 詳密に なり、 最後の 道 長に 至って 最も 詳細に 記されて 居 

る。 かくて 『大 鏺』 は 道 長の 榮華を 中心として、 其の 人物 や 榮達を 極力 讃 歎して 居る のであって、 此の 

貼 は 『榮華 物語』 に似て 居る ので あるが、 記述の 態度 ゃ描寫 の 方法 は 著しく 異なって 居る。 以下 此の 物 

語の 特質 を 略述しょう。 

裏面の 描寫 『大 鏡』 の 最も 著しい 特色 は、 主として 貴族 社會の 裏面 を 暴露して 居る 事で ある。 例へば 道 兼が 父 兼 

家の 孫に 當る懷 仁 親王 (一條 天皇) を 立て 奉る 爲に、 花 山 天皇 を 出家 入道 させ 奉った 陰謀 を 語り、 或は 

敦明 親王 (小 一 條院) が 道 長 等の 陰 險な壓 迫 に^へ かねて、 自ら 柬宮の 位 を 去り 給うた 內情 を摘發 し、 

或は 道 長が 執政の 宣旨を 蒙る に 至った 裏面に、 柬三條 女 院のカ ある 後援が あった 事 を 記して 居る やう 

に、 藤 原 氏の 顯榮の 反面に 橫 たはる 醜惡を 暴露した 記事 は、 書中 至る所に 見出される。 かくて 作者 は 

史實の 裏面 を發 くと 共に、 花やかな 貴族 生活の 陰. M を も寫し 出して 居る。 冷泉 天皇 を惱 まし 奉った 御 
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物怪 や、 三條 天皇の 御 眼疾が、 共に 元方の 怨漦の 祟で あると する 說を 擧げ、 叉 師輔が 百鬼夜行に 出 遭 

つた 話 や、 兼 家が 法 與院で 妖怪に 襲 はれた 話な ど を 記して 居る の は 其の 著しい 例で あるが、 其の 他權 

門の 背後に 漲る 陰惨な 空 氣は 所々 に 見えて 居る。 作者 は 叉 史上の 人物の 性格 を 巧みに 描寫 して 居る の 

であるが、 是も 主として 逸事 や 性癖な ど を 物語って 居る。 例へば 時 平に 笑 癖のあった 話、 永 平 親王が 

晴れの 大饗で 御木 性 を 暴露 せられた 話、 道隆が 酒豪であった 話、 隆 家が 花 山 院ゃ道 長に 對 して 剛直で 

あった 話、 村 上 天皇の 皇后 讀 II に 嫉妬の 御 性質が あった 話、 敦道 親王の 妃 謹が 輕卒な 振舞 を せら 

れた 話な どで ある。 

批制的 態度 『大 鏡』 の 第二の 特色 は、 史實に 批判 を 加へ て 居る ことで ある。 卽ち 作者 は 屢繁樹 や 若侍の 口 を 借 b 

て、 世相 や 事件に 批判 を 下して 居る ので あるが、 時には 史上の 人物の 言葉 や 世評に 託して、 作者 自身 

の 批評 を 洩らして 居る。 例へば 作者 は 表面 道 長 を 口 を 極めて 稱揚 して 居る ので あるが、 一方で は大齋 

院 (選 子內 親王) の 道 長に 阿諛す る 老獪 を、 隆 家が 評して 「追從 深き 老狐」 と 言った 事 を 記し、 又隆 家が 

道 長の 專 橫を愤 つて、 「あはれ の 人非人 やと 申さ まほし くこ そ ありし か 」 と 言 つた 事 を 記し、 なほ 翁の 

述懷 中に、 道 長が 法 成 寺 御堂の 造營 に、 公の 調 役 を徵發 した 不都合 を 諷して 居る が 如き 所に、 作者の 

辛辣な 批判的 態度 を舰ふ 事が 出来る。 要するに 『大 鏡』 は 史論の 性質 を帶 びた 一 種の. 裏面史で ある。 

文 章  此の 物語の 文 學的惯 値 は 構想の 巧妙で ある 事、 事件の 記述が 整然として 而も 變 化に 富んで 居る 事、 

人物の 性格 描寫が 勝れて 居る 事、 折に 觸れた 詩歌 を 引き 又假想 人物の 劇的 描寫を 交へ て、 興味 を^へ 


文 
例 


て 居る 事な どに あるので あるが、 此 等の 長所 は 文章の 力に 俟っ 所が 多い 事 は 勿論で ある。 其の 文章 は 

從來の 物語 文 を 模範と して 概ね 俊雅 であるが、 雅言の 間に 荒涼. 懈怠. 過 差. 閑散. 恪勤. 與 言. 風流 者. 如^ 

人の 如き 當時 通用の 漢語 を 混へ、 叉 滅罪生 善 • 往生 極 樂. 過去 聖靈ニ 切 衆生の 如き 佛語を W ひて、 格調 

は 雄勁 簡潔で 表現に 力が ある。 平安 初期 以来 漢文から 離れて 長足の 進步を 遂^た 假名 文 は、 末期に 至 

つて 再び 漢文と 提携した のであって、 『大 餞』 や 下に 述べ る 『今昔 物語 集』 などに 用 ひられた 新文體 は、 

やがて 起るべき 戰記 物語の 文章の 先驅 となって 居る ので ある。 左に 『大 鏡』 の 文體を 示す 爲に、 粟田 殿 

道 兼が 花 山 天皇に 御 出家 を勸め 奉った 一 條 を抄錄 して 置く。 

あはれ なる 事 はおりお はし ましけ る 夜 は、 藤 壷の 上の 御 局の 小戶 より 出で させ 給 ひける に、 有 明の 月の いみ 

じう 明かりければ、 「顯證 にこ そ あり けれ、 いかがす ベ からん。」 と 仰せられ たる を、 「さりと てと まらせ 給 ふ 

べき やう 侍らす。 神 稱寶劎 わたり 給 ひぬ るに は。」 と 粟 m 殿 さわがし. E. し 給 ひける は， まだ 帝 出で させお はし 

まさ ざり ける さきに、 手づ からと りて 舂宮の 御 方に 渡し 奉り 給 ひて ければ、 歸り 入らせ 給 はん 事 は ある まじ 

く 思して、 しか 申させ 給 ひける と.； て。 さやけ^ 影 を まば ゆく 思し召し つる 程に、 月の 面に 叢 雪の かかりて 少 

し喑 がり 行きければ、 「わが 出家 は 成就す るな りけ り。」 と 仰せられて 歩み 出で させ 給 ふ 程に、 弘徽 殿の 女御の 

御文の 日頃 破り 殘 して、 御 目 もえ 放た す御覽 じけ る を 思し召し 出で て、 「しばし」 とて 取りに 入^せお はし ま 

しかし。 粟 W 殿の 「いかに かくは 思し召し ならせお はしぬ るぞ。 只今 過ぎば おの づ から 障り も 出で まう でき 

なん。」 とそら なきし 給 ひける は。 さて 御門より 東 ざまに ゐて出 だし 參らせ 給 ふに、 晴 明が 家の 前 を 渡らせ 袷 

匯史 物語と 說 話文學  三 三 五 
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へば、 みづ からの 聲 にて 手 を おびただしく はたはたと 打つな る。 「帝お りさせ 給 ふと 見 ゆる 天變 ありつる が、 

旣 になり にけ りと 兒ゅ るかな。 參 りて 奏せん。 車に 装束せ よ。」 とい ふ聲を 聞かせ 給 ひけん、 さりと も 哀れに 

思し 召し けんか 
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れば、 . 御 道な りけ り。 花 山寺に おはし ましつ きて 御 髪 下させ 給 ひて 後に.； て、 粟 m 殿 は 「罷ん 

か はらぬ 姿 今 一度 兒ぇ、 かくと 案 内 も 申して 必す參 り 侍^ん。」 と 申し 給 ひければ、 「朕 をば はかるな りけ り j 


古 

複 

本 


氏 據 


し。 「かっかつ 式 神 

一 人 s 裏へ 参れ。」 

と. e- しければ、 目 

に は 見えぬ ものの 

戶を おしあけて 御 

後 を や 見 奉らせけ 

ん、 「只今 これよ 

り 過 ざ させお はし 

ますめり o」 と いら 

へ ける とか や C そ 

の 家 土 御門 町 口な 

ぉふ ど 

： でて 大臣に も 


とて こそ 泣かせ 給 ひけれ。 あはれ に 悲しき 事な りな。 日頃 かく 御 弟子に て さ ぶら はんと、 契りす かし 中し 給 

ひけんが おそろし さよ。 柬三條 はもし さる 亊 やし 給 ふと 危 さに、 さるべく おとなしき 人々、 何が しかが しと 

いふい み じき 源氏の 武 たち を こそ、 送りに 添 へられたり けれ 。京の 程 は 隱れて 堤の わたりより ぞ、 うち 出 

で參 りけ る。 寺な どに は， 若しお して 人な どやな し 奉る とて、 一 w< ばかりの 刀 どもみ- 拔き かけて.； 三寸 OS. し 

. ける とぞ 0 

古寫本  『大 鏡』 に II ー卷 本と それ を 射 補した 八卷 本との 二 つ の 系铳の 本が ある 事 は旣に 述べた。 原本に 近い 一一 ー卷 本の 古寫 本に は德川 

義親侯 所 藏の應 永 九 年 書寫の 完本 を 始め >  近衞公 © 家 藏本ニ 稀 >  II 書.：^ -1 桂宮 本、 圆書察 藏寫 本. 東京 帝室 博物館 蔵本な 

どが ある。 此の 外に 鎌 食.^ 期の 寫 本と 思 はれる ものに、 千 葉 胤明 氏 ，1 本 一帖が あるが、 是は缺 本であって >  一一 ー卷 本の 上卷 

の 後 牛と 屮卷の 後 牛と に 相^す る 部分 を存 する のみで ある。 德川侯 捋 家 本 は 『岩波 文庙』 に收 めら れ、 千 葉 本 は 古典 保存 會 

で n  口 タイプ 版に 複製せ 、りれ た" 圖 版 に揭げ たの は 其の 複製 本 に據 つたので ある。 

『大 銃』 3^ 卷には 高 松 宮家 (鹆 有栖 川宫) 御 收藏の 八 軸が ある。 古い もので はな いが 他に 類のない ものである。 

今 鉸  『大 餞』 に 次いで 成った 歷史 物語 は 『今 餒』 である。 古木 は三卷 であるが、 刊本は 分冊して 十卷 として 

居る。 一 名 を 「續 世繼」 「新 世繼」 叉 は 「小 錢」 とい ふ。 「續 世繼」 と 「新 世繼」 は 共に 『大 鏡』 の 續篇の 意で 

あるが、 一名 「小 錢」 の 由來に 就いては、 書中に 次の 奴ぐ 記して ある。 

古 を 鑑み 今. を 鑑みるな どい ふ 事に て あるに、 古 も あまりな り。 今 鏡と や 言 はまし。 まだ を さも さしけ なる 程 

よりも、 年 もつ もらす 見め もさ さ, 0- かなる に、 小镜 とや 付け まし。 

歷史 物語と 說 話文學  一一 二 一一  七 


內 
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平安時代 後期  3 三 八 

蓋し 一一-今 鏡』 は 今の 歴史の 意で あり、 「小 鏡」 は^ K 饞』 に對 する 名稱 である。 『今 鏡』 は 『大 鏡』 の 筏 を 承け 

て、 後 一條 天皇の 萬壽ニ 年から、 高 倉 天皇の 嘉應ニ 年に 至る まで、 百 四 十六 年間の 事蹟 を 記した もの 

で、 藤 原 氏 は 道 長の 子賴 通から 基 房に 及んで 居る。 體裁は 『大 餞』 に 傚って、 假想 人物の 物語と して 記 

して 居る ので ある。 卽ち 初の 「すべらぎ」 の 上中下 三卷 を帝紀 とし、 次の 「藤 波」 の 上中下 三卷と 「村 上 

?- レ^たり  う ち ぎ き 

源氏」 の卷と 「みこた ち」 の卷と を列傳 とし、 終の 「昔 語」 の卷と 「打 聞」 の卷 とに、 主として 古い 歌 物語 

を 記して 居る の は、 言 ふまで もな く 紀傳體 を 採用した ので ある。 かくて 木 書 は 以上 述べ たやう に十卷 

に 分 たれて 居る ので あるが、 更に 各卷を 章に 分って 居る の は、 從來 の歷史 物語と 異なる 點 である。 尤 

も 各 章の 名に、 雲井 丄 十の 日 • 初春 *星 合， 望月の 如き 雅名 を附 けたの は、 『榮華 物語』 の 例に 傚った ので 

あらう。 

一 篇の 組織 は 『大 鏡』 を 摸倣して 居る のであって、 其の 發 端に は 著者が 親しい 友と 共に 長 谷 寺に 詣で 

た 序に、 大和の 寺々 を 巡る 途中、 ある 樹 蔭に 憇 うて ゐる 所に、 『大 鏡』 に 見えて ゐた 世繼の 翁の 孫に 當 

る、 百 歳に も 餘る老 嫗が， 來合 はせ て、 昔 物語 を するとい ふ 趣向から 成って 居る。 作者 は 『源氏物語』 を 

慕って 居る のであって、 發 端に 現れて 来る 老嫗を 紫 式部の 局に 仕へ た 女で あると し、 叉 諸 所に 源氏 禮 

讚の 詞を， 挿入して 居る。 記述 中世 相 人情 を 描き、 また 屢宗敎 4 曰 樂* 詩歌な どの 趣味に 關 する. 事 を 多く 

述べて 居る の は、 平安朝 末期の 文化の 特徴 を 示して 居る のであって、 時代 を 窺 ふべき 資料に 富んで 居 

る。 終の 「昔 語」 と 「打 聞」 の 卷には 『大和 物語』 の 例に 傚って、 文 藝に關 する 斷片 的な 多くの 說話 を收め 
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腌史 物^と 說話文 


て 居る ので あるが、 これ も 平安時代 末期の 文學に 見る 傾向 

と 共通 して 居る。 文章 は 『大 鏡』 に は 遠く 及ば ない けれども 

槪ね 優雅であって、 卷 末に 近づく につれ ていよ いよ^ 熟し 

た 筆致 を 示して 居る。 此の 書の 成った 年代に 就いては、 序 

に嘉應 一 t 年 庚 寅と あるので 明かで あるが、 著者に ついては 

0^ の 序に 「何某のお とどの 書き 給へ b と 聞き 侍りし 今 

鏡」 と あるのに よれば、 其の 頃旣に 作者の 名 を 逸して ゐた 

ので ある。 伴 信 友の 『續世 繼考』 に は、 作者 を 中 山 內府忠 親 

おとし、 また 黑川春 村 の 『碩鼠 漫筆』 も此 の 說に從 つ 

て 居る が、 星 代弘賢 は源內 大臣 通 親の 作と し、 賺は | 讀の關 

根 博士 も 其の 著 『今 鏡 新 註』 に 通 親 說を說 いて 居られる。 要 

する に 作者に 就いては 未だ 確說 がない ので ある。 

『今 鏡』 の 亩寫本 では、 毛 利子 IS 家酱藏 本 (胡蝶 装 二十！ 一一 帖) が 最 も 古 

いやう である" この 本 は 「新^ 繼 物^」 と 題して あって、 ^家 乂ぉ 氏 • 

定阊 阿閒梨 (お， 家の 子) 坊門局 部 卿 局^の 手で 書寫 せられ たと い 

ふ 古筆 了 音の 識^が ある。 圖 版に 示した の は 「武藏 野の 草」 の 冒頭で 

一二 一二 九 


平安時代 後期  一一 一 四 C  . 

あって. 藤 原爲家 筆と 稱 せられて 居る。 (山 岸德： 平氏の 好意に よって 同氏 所持の 寫眞を 以て 製版した。) 

二 說 話文學 

說 話文學  平安時代の 末期に は、 一 は 過去の 花やかな 時代の 文化 を囘 想す る 風潮に 支配せられ、 一 は创 作的氣 

カを缺 いた 結采 として、 前代の 逸話 傳說を 蒐集し、 或は 漢籍 佛典 などから 佛敎說 話 を 始めと して、 種 

種の 小話 を 採集す る 事が 流行した。 此の 傾向 は 前節に 述べた 『大 鏡』 の 終の 部分 や、 『今 鏡』 の 打 聞の 卷 

などに も 見える ので あるが、 此 等の 斷片 的な 小話 を 教訓 寓意 若しくは 興味の 爲に 蒐集し 分類して、 獨 

立した 作品と した もの は 卽ち說 話文學 である。 平安.^ 期に 現れた 說 話文學 は、 鎌倉時代に 續出 する ュ- 

れ 等の 作品の 魁と なって 居る のであって、 ^代の 種々 な 說話を 集成す ると 共に、 後の 說話 文學を 導い 

た點に 於て、 重要な 位置 を 占めて 居る。 而 して 平安 末期に 現れた 說話文 學には 種々 の ものが あるが、 

最も 大部の もので 代表的な 作品 は 『今昔 物語 集』 である。 

今昔 物語 集 是 より 先說話 集に は、 弘仁 時代に 『日本 藜異 記』 があった が、 其の後 此の 系統 を 引いて 現れた 佛敎說 

話 集に は、 永觀ニ 年に 成った 源爲憲 八 の 『三寶 繪詞』 などが あり、 更に 下って 平安時代 後期になる 

と、 慶滋保 胤の 『日本 往生 極樂 記』 TOMS 鎮 源の 『大日 木 法華驗 記』！^; i などが 現れた。 『今せ 物語 

集』 は 卽ち此 等の 系統 を 引いて 現れ、 しかも 前代の 種々 な 說話を 集大成し たもので、 三十 ー卷 から 成 

る 我が 國最大 の 說話橥 である。 此の 書 を 今昔と 名 づけた の は、 各の 說 話が 「今 は 昔」 で 書き 起して ある 


者 


爲 であるが、 一 名 をよ 千 治 大納言 物語』 とも 呼んで 居る の は、 宇治 大納言 隆 國の贺 作と する 說に 基づく 

ので ある。 隆國は 一條 天皇の 頃に 四納 言の 一 人に 數 へられた 源 俊^の 子で、 官は正 二位 權 大納言に 至 

つたが、 晩年に 病の 爲に 致仕して 出家し、 白 河 天皇の 承 保 四 年に 七十 四 歲で薨 じた。 宇治に 別墅を 構 

へて 棲んだ ので、 世に 宇治 大納言と 呼んだ。 鎌倉時代に 作られた 『宇治 拾遺 物語』 の 序によ ると、 隆國 

は 晩年に 宇治の 平等 院の 一 切 經藏の 傍なる 南 泉 房に 籠って ゐた 頃、 往還の 人々 を 呼び集めて 昔 物語 を 

させ、 それ を 記し 留めて ー鴛の 物語 を 編んだ と 云って 居る。 これ は 『今昔 物語 集』 の 成立に 關 する 言 傳 

へで あるが、 其の 内^ を 見る と、 民間の 說話を 材料と した もの も少 くないが、 キ として 支那 印度の 經 

典 史籍 雑^ を 1" め、 我が 國の 物語 日記 國史 記錄 など を廣 く涉獵 して 取 村し、 且つ 之 を 分類して 成った 

ものである 事が 明かで あるから、 右の 所傳は 後人の 附會說 であらう と 思 はれる。 作者 は 古くから 險國 

とせられて 居る ので あるが、 隆國が 著した の は 後に 散逸した 『宇治 大納言 物語』 であると も 言 はれて 居 

り， また 內容 から 考察して、 藤 原 氏と 敏 山に 關 係の あった 橘 氏な どの 手に 成った もので あらう とも 言 

はれて 居ろ。 『今昔 物語 集』 と 『宇治 大納言 物語』 との 關 係に 就いて、 故 佐 藤誠實 博士 は 「宇治 拾遺 物語 

考」 S 輝 lit^ に 於て、 『木 朝 書籍 目錄』 に 「宇治 拾遺 物語 一 一十 卷源 隆國」 と あるの は 『今昔 物語 集』 と 同 

齊 であり、 叉 『古今 著 聞 集』 の 序に 「宇 縣亞相 巧 語 之 遣 類」 と あるの も 同じ もので、 一 に 『宇治 大納言 物 

語』 ともい つたので あると： W はれ、 芳賀 博士 も 此の 說に從 つて 居られる が、 Mt&s 坂 井 衡平 氏 は 

ぶ 千 治 大納言 物語』 を 後世 散逸した 別 書と し、 『今昔 物語 集』 は隆國 以後に 成立した 苦 であると 論じられ 
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た。 till 要するに 『今昔 物語 集』 と 『宇治 大納言 物-語』 との 關係 並に 作者に 就いては、 なほ 研究 を 要 

する ので あるが、 現存の 『宇治 拾遺 物語』 (十五 卷) ^鎌 食 時代に、 『今昔 物語 集』 其の 他から 材料 を 取 

つて 作った もので あ b、 又 今の 『宇治 大納言 物語』 (三 卷) は、 原本が 散逸した 後に 成った 偽作で あつ 

て、 これ は 『宇 治 拾遺 物語』 よ b 更に 後の ものである 事 は 確かな やうで ある。 

『今昔 物語 集』 は卷ー から 卷 五まで を 天竺 部と し、 卷 六から 卷 十まで を震且 部と し、 卷 十一 以下 を 本 

朝 部と して 居る ので あるが、 今 は 其の 中の 卷八 ，卷 十八 *卷 二十 一 の三卷 が缺卷 となって 居る。 其の 說 

話 は 佛敎の 教訓に 關 する ものが 最も 多い のであって、 佛陀經 典の 不可思議 威力 を說 き、 佛土欣 求の 敎 

を 諭し、 宿報轉 生の 說を說 き、 寫經 造佛の 功德を 語る 類の 說 話が 大部分 を 占めて 居る。 佛敎說 話 以外 

の もの は、 史上の 人物の 逸傳 や、 武將 節婦 孝子 盗賊な どに 關 する 說話 や、 生 藜 鬼 物譚， 藝術說 話 *變 愛 

譚 などであって、 此 等の 說 話の 中には、 當 時の 他の物 語に 見る 事 を 得ない 武士 及び 庶民の、 生活 並に 

思想 を 窺 ふべき 多くの 資料が あって、 極めて 興味が ある。 蛇 淫， 狐 妖* 鬼 物 • 天狗 • 仙人な どに 關 する 陰 

慘 な傳說 は、 もと 印度に 超り、 支那 を經て 我が 國に傳 はった ものであるが、 平安時代 末期の 人心に 大 

なる 影響 を與 へた 事 は、 此の 物語の 上に よく 現れて 居る。 かくて 木 書 は文學 としてよりも、 各種の 說 

話 を 集成した 點に惯 値が あるので あって、 思想 史ゃ 風俗 史の 研究 上の 貴重な 癸 料で あり、 また 國語煢 

料と しても 尊重すべき ものであるが、 殊に 後の 文 學に璺 富な 材料 を 提供した 點に 於て、 國文學 史上 注 

ft すべ き 作品で ある。 


文 

章 


『今昔 物語 集』 の 文章 は 平安時代 中期の 末 頃から 發 達した 和漢 折衷 體 である。 これよ. ^先 平安 初期の 

漢文 は、 やう やく 和 臭を带 びて 来たので あるが、 國 文が 發 達する に從 つて 其の 影響 を 受け、 漢文と 國 

文の 中間に 位する 一種の 新 文體を 生じた のであって、 5 今昔 物語 集』 の 文章の 如き は、 平安 末期に 至つ 

て發 達した 新文體 であった ので ある" 而 して 其の 文章 は 漢語 漢文 脈を璺 富に 使用した 簡勁 素樸な もの 

であって、 技巧 を 弄する 事な く眞 率で ある 所に、 和文と 異なる 別個の 味が ある。 此の 文章 は 鎌倉時代 

の 普通 文の 源泉と なって 居る。 さてぶ 「昔 物語 集』 の 考證に は、 岡 木 保 孝の 『今昔 物語 出典 考』 などが あ 

るが、 芳賀 博士の 『§ 今昔 物語 集』 は 本文の 校訂と 考證 とに 苦心 を 重ねられた 善 本で ある。 叉 此の 書の 

研究に は 坂 井 衡平 氏の 『今昔 物語 集の 新 研究』 が ある。 左に 掲げる 一節 は、 『源平 盛衰 記』 にある 有名な 

袈裟 御前の 話の 源と なった 傳說 であって、 もと 支那の 『劉 向 列 女傳』 節義 部 や 『晉書 戴 記』 第 十四 苻融傳 

などに ある 傳說の 系統 を 引いて 居る ので ある。 

長 安 女 代 i< 違， 枕爲， 敵 被， 殺 語 

今昔 震旦 ノ唐ノ 代-一、 長 安-一 一 人 ノ女有 ケリ、 形 美麗^ シ心 正直 也。 其ノ女 一一 夫 有リ、 其ノ 夫-一敏 有リ。 其 

ノ敲 此ノ女 ノ夫ヲ 殺き ム爲ニ 其ノ家 一一 來 レリ。 其 ノ時ニ 其ノ夫 他所 二 行テ、 其ノ 家-一 无シ C 敵兒ル 一一 夫无ー 

ノ妻 ノ父ヲ 捕へ テ 縛ル。 女 父 被レ縛 ；； け 聞テ內 ヨリ 出 タリ。 敏女ヲ 見 テ告テ 云ク、 我レ汝 ガ夫ヲ 殺れ ム爲ニ 

此ニ來 レリ、 而ル 二 汝ガ夫 无シ、 汝.. チ若シ 夫 ヲ不, 出 ズバ、 汝 ガ父ヲ 殺！'？ ト女敵 二 答へ テ云 ク、 豈 ニ夫ノ 

无キ故 一一 父 ヲ殺ス 事 有 一 レ。 ム然レ バ君我 ガ言ニ 隨テ、 後ノ時 一一 此ノ家 一一 來テ我 ガ夫ヲ 可, 殺 。此ノ 寢屋ニ  、ノ 夫ハ 
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東 枕 二 臥シ、 我レハ 西 枕 ニ臥ス 也、 後一 ー來 ラム 時 東 枕；! ひ 夫 ヲ可レ 殺ト。 敵 此ノ事 ヲ聞テ 父 ヲ免シ テ去ヌ 。其 

ノ 後夫來 レリ。 妻 夫 ニ語テ 云ク、 今夜 ハ我レ 東 枕 二 臥 サム、 君 ハ西枕 一， 一 臥 セト云 テ臥ヌ C 卽チ 敵入リ 來テ、 

東枕ナ ル 妻ヲ、 此レ夫 也 ト思テ 殺 シプ。 其 ノ時敵 キ旣ニ 妻ヲ殺 セリ、 夫ハ 命ヲ存 セリ。 敏キ 此レヲ 見テ痛 ミ 

歎ク 事无レ 限シ。 然 レバ 此レ妻 ノ夫ニ 代テ枕 ヲ替へ テ被 レ殺ル 也け リ知 ヌ。 其ノ 後敵大 キニ此 レヲ哀 ムデ、 永 

ク怨ノ 心ヲ止 メテ、 始メテ 骨肉 ノ契ヲ 成 ケリ。 然レ バ昔ハ 如 レ此ク 我 ガ身ヲ 棄テ、 夫ノ命 ヲ生タ ル 女人 有ケ 

リ。 此レ極 テ難レ 有キ事 也. ゾト、 聞 ク人皆 云 ほ 語リ傳 〈 タト ャ。 (今昔 物語 集卷 十) 

う 今昔 物語 集』 と 略 ぼ 時代 を 同じう して 成った 同類の 說話 集に、 近來發 見せられた 『打 聞 集』 が ある。 

古典 保存食で 複製 刊行した 山 口 光圆師 所藏の 『打 聞 集』 がそれ であるつ もと 一 ニニ 帖 あった ものの 殘卷 一 

帖 ^ほお S 下 であって、 表紙に 「桑門 榮 源」^ 赌 と 記されて 居る の は 筆者で あらう が、 原作者 は 未詳で 

ある。 (書寫 の 年代 は崇德 天皇の 長 承 三年 頃で ある。) 現存す る 此の 殘卷 には佛 敎に關 する 印度 • 支那 及 

び 本朝の 說話 二十 七 條を收 めて ゐ るので あって、 各條は 「昔」 の 語で 始まって 居り、 文體 用字 法な ども 

殆ど 『今昔 物語 集』 と 同じで あるが、 稍 簡潔で ある。 所載の 說 話の 大部分 は 『今昔 物語 集』 と 同 

一の ものであるが、 仔細に 見て 行く と必 すし も 一致し ない 所が あるから、 直接の 關 係が あるか 否か は 

明白で ない。 併し 『宇治 拾遺 物語』 と 比較す ると、 一致す る P 話は少 いけれ ども、； J= 滩^^ 。す 其の 

內容 から 語句 に 至る まで 類似す る 所が 多い から、 此 の 間に は 密接な 關係 が あ る で あらう と 云 はれて 居 

bo 古典 保存 會刊 本の 橋 

る 本 進 吉氏 解題 參照 


江談抄  同じく 平安時代 末期に 成った 說話 集の 類に 『江 談抄』 が ある。 當 代の 名 儒 大江匡 房 g^lhl が、 故事 

を 語り 詩文 を 論じた 談話 を集錄 した もので、 筆者 は 少納言 通 憲の父 藤原實 兼で ある。 從來 筆者 は 未詳 

とせられて ゐ たので あるが、 藤 岡 作太郞 博士 並に 和 田英松 博士 は、 『今 鏡』 第 十の 「敷 島のう ちぎき」 の 

條に 「藏 人實 兼と 聞え し 人の、 匡 房の 中納言 の 物語に 書け る 文に も 云々」 と あるのに 據 つて、 實兼 の 筆 

錄 である 事 を考證 せられた。 叱の 書に は 流布本 | 鸸 確の 六卷 本の 外に、 近年 發 見せられた 二種の 異本 

が ある。 流布本 は 第一 公事 *攝關 家事 *佛 神事、 第二 第三 雜事、 第 四 題 無し、 第五 詩 事、 第 六 長 句と な 

つて 居る。 第二 第三の 雜 事の 中には 殊に 音 樂に關 する 事 を 多く 記し、 第 四に は 詩句の 對 句の 事 を 牛： と 

して 語 b、 第五 詩 事に は 和漢の 詩 家の 逸事 を收 め、 叉 第 六 長 句の 後半に も问じ 類の 事 實談を 載せて 居 

る。 卽ち 『江 談抄』 の 內容は 公事に 關 する 事 も あるが、 主 として 和漢の 詩人に 關 する 詩 話であって、 而 

も 事 實談が 多 いのは 『今昔 物語 集』 と 異なって 居る が、 文體 用字 法な ど は 略 ぼ 同じで ある。 

異本 江談抄 異本 『江 談抄』 の 一 は、 醍醐 寺 三寶院 所蔵の 『水 言抄』 一帖で ある。 水 言 は 江談の 二字の 偏 を 取った の 

で、 內 題に は 「江 談抄」 と 記して ある。 此の 一帖 は 『江 談抄』 の卷四 及び 卷 五の 零 本であって、 筆錄 者た 

る、 實 兼の 孫なる、 醍醐 寺 座主 勝 賢 f| ィ の 筆に なった ものである。 而 して 他の 一種 は 神 田^ 一郎 氏 

所蔵の 『江 談抄』 殘卷 一帖であって、 筆者 は 未詳で あるが、 書寫の 時代 は 平安時代 末期 か、 鎌倉時代 初 

期の 頃で あると 云 はれて 居る。 此の 二種の 異本 殘卷 は、 匡 房の 談話 を 聞く が 儘に 筆錄 した ものの 轉寫 

本であって、 內容は 共に 流布本の 各卷に 散在す るので あるが、 順序 は 全く 異なって 居る。 要するに 此 
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の 二つの 異本 は、 原本の 形 を 最もよ く 保存す る ものであって、 流布本 は 此等を 本と する か、 或は 實 f 

筆錄の 草稿 を 木と して、 後人が 整理し 且つ 分類した もので あらう。 

當 時の 說話 集に なほ 『唐物 語』 一一 卷 lis が ある。 作者 は詳 かで ない。 王子 猷* 白 樂天. 朱買臣 .望夫 

石 • 西 王 母 • 楊 貴 妃* 上 陽 人. 王昭 君. 潘岳 などの 如き、 支那の 有名な 史話 傳說を 一 一十 七話收 めた もので、 

すべて 漢文から 飜譯 して ゐる。 此 等の 說 話の 中には、 『濱松 中納言 物語』 に 引かれて 居る ものが あるか 

ら、 其の 頃旣に 流布して ゐ たので あらう。 文 學的價 値 は 乏しい ので あるが、 漢文 を 葬譯 した^に 興味 

が あるので あって、 支那 人が 詠んだ 詩の 如き もの も 和歌に 代へ てゐ る。 題號は 『大和 物語』 に對 する 名 

であり、 形式 も 亦 歌 物語に 傚って 居る。 

平安 末期に 現れた 說話 文學で 現存す る もの は 以上の 如き ものであるが、 此の 外にな ほ 歌 H 記の 形式 

から 成る 個人の 說話 集に 『篁 物語』 が ある。 彰考館 及び 圖書 寮に 收蔵 せられて 居る 寫本 一 卷 がそれ であ 

る。 此の 書 を 『大和 物語』 に 次いで 成った ものと 見る 說も あるが、 其の 性質 內容 文章な どから 推考す る 

時 は、 平安 末期の 初 頃に 成った ものの やうに 思 はれる から、 此 所に 述べて 置く。 一名 を 「篁 日記」 又は 

「小 野 篁 集」 と 言って 居る の は、 多くの 和歌 を 含んで 居る 爲 であるが、 內容は 實錄の 性質 を帶 びた 說話 

文學 である。 其の 內容は 小 野 篁と 異腹の 妹との 戀愛を 語， o、 又 篁が 右大臣の 三女の 婿に なって、 頻 b 

に榮 達した 事を敍 して 居る ので ある。 要するに 過去の 著名な 人物 を追懷 する 興味から 作られた もので 

あって、 文章 は 伊勢 • 大和 を 摸倣して 居る。 


第 七 章 後期の 漢文 學 

寬弘 @？ の 0 

ぉ學  平安朝 後期の 初め 御堂 關 白の 時代 は 女流 文 學の贳 金 時代であって、 男子の 文名 は 寧ろ 世に 顯れ なか 

つた。 併し 當時 漢詩 文の 大家に は 大江匡 衡* 大江以 言 • 紀齊 名. 廣溢保 胤 等が あり、 又 皇族に は 具 平 親 

王が あって、 詩文の 隆盛 は 延喜天 暦に 次ぐ と稱 せられて 居る C 

大江 IHS  一  條 天皇の 御代の 漢文 學の 巨擘 は大 江匡衡 である。 維時の 孫で 重 光の 子で ある。 幼少の 頃 

維時に 學び、 天 延年 中 秀才に 補せられ、 次いで 文章 博士と なった。 一條 天皇に 進講し、 また 勑を 奉じ 

て 『白 氏 文集』 に 訓點を 加へ た 事が あるが、 なほ 柬宫 學士 となって 敦康 親王の 侍讀 ともなった。 和漢の 

學を 兼ね、 詩と 和歌 を 善くし、 歌集に 『大 江匡衡 朝臣 集』 ー卷 |f  M 讀 が あ り、 又 詩集に 『江 吏 部 集』 

三卷 I 難 麵が傳 はって 居る。 吏 部 は 匡 衡の官 式部 大輔の 唐 名で ある。 文章 は 『本朝 文粹』 『朝野 群 載』 

大江以 言 等に 多く 載錄 せられて 居る。 大江以 言 は 維時の 甥なる 大隅守 仲宣の 子で ある。 藤 原 篤 茂に 學 

び、 長 保 寬弘の 頃 文章 博士と なり、 式部 權大輔 を 兼ね、 文名 は 匡 衡，齊 名 等と 匹敵して ゐた。 詩文 集 は 

傳 はって ゐな いが、 作品 は當 代の 詩文の 撰 集中に 散見す る。 紀齊名 は 父祖 を詳 かにし ない。 

本姓 は 田 口 氏で あるが、 後に 紀氏 を名乘 つた。 橘 正 通に 學び、 大內 記に 任せられ、 越 中權守 式部 少輔 

を 兼ねた。 詩文に 秀で 『齊名 集』 (一 卷) があった が 後世 散逸した。 慶滋保 胤 S 一一 一  は 陰陽 曆數の 家な 
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る 賀茂忠 行の 子で あるが、 家 學を棄 て 姓 を 改めて 慶 滋と稱 し、 菅 原文 時の 門に 學ん だ。 大內 記に 任せ 

られ近 江掾を 兼ねた が、 晩年に は佛 敎に歸 依して 名 を 寂 心と 改めた。 六條の 居に 池亭 を 造って 「池亭 

記」 を 書き、 叉 I 本 往生 極樂 記』 § 雕簡 を 著した。 『慶保 胤 集』 ニ卷 があった が今傳 はって ゐ ない。 具 

平 親王 は 村 上 天皇の 第 七 皇子で 中務 卿であった。 諸藝に 達して 居られた が、 殊に 詩文に 長 

じ、 兼 明 親王 (前 中 書 王) と 並べ 稱 せられて 後 中 書 王と 呼ばれた。 以上 略傳を 記した 諸家の 外に、 高 階 

積善-源 爲憲 • 菅原輔 正 • 藤 原 有 國等も 亦 詩文に 長 じて ゐ たが、 今 は 其の 名 を擧げ るに 止めて 置く。 

長 元 ほ ほ 期 後 一條 • 後朱雀 • 後冷泉 三 天皇の 頃になる と、 漢文 學は 稍衰 へたので あるが、 獨 b 藤 原明衡 S: が あ 

の 漢文 S. 子  ^ 

藤 原明衡 つて 一 代の 碩學 と稱 せられた。 明 衡は式 家の人で 山城 守敦 信の 子で ある。 和漢の 學を 兼ね、 又佛 典に 

も 通じ、 詩文と 和歌に 秀でて ゐ た。， 一條 天皇から 後冷泉 天皇に 至る まで 五 朝に 歴仕し、 晩年に は大學 

頭 右 京大 夫に 任せられ、 文章 博士 を 兼ね、 叉 後冷泉 天皇の 康 平年 中には、 東 宫學士 ともなって 一 世に 重 

ん せられた。 其の 編著に 『本朝 文粹』 を 始め 『雲 州 往來』 『本朝 秀句』 『新 猿樂 記』 等が あるが、 『木 朝秀 

本朝 文粹 句』 (五 卷) は 湮滅して 傳 はらない。 『本朝 文粹』 (十四 卷) は 支那の 『文選』 に 比すべき もので、 嵯峨天 

皇の弘 仁から 後 一 條 天皇の 長 元に 至る まで、 一 ー百餘 年間の 詩文 (主として 文章) を 類別 的に 撰 集した も 

ので ある。 書名 は宋の 姚敍の 『唐 文粹』 から 取って 居る が、 其の 編纂 法 は 『文選』 に 傚った ので ある〕 作 

者 は 天皇 皇子 以下 諸家 六十 七 人に 及び、 平安時代の 漢文 學の 精華 は 殆ど 此の 書に 集まって 居る。 次に 

『雲 州 往來』 (三 卷) S は 一 名 を 「雲 州 消息」 「明衡 往來」 「明衡 消息」 などと 呼ばれて 居る。 雲 州 は 著 


者が 出 雪 守であった のに 據 るので ある。 正月から 十二月に 至る までの、 消息 や 上 啓な ど を 集めた もの 

で、 當時 手簡の 軌範と して 廣く行 はれた ものであるが、 其の 內容に は 時代の 世態 風習な ど を 窺 ふべき 

癸 料に 富んで 居る。 此の 書 は 所謂 往來 物の 祖で あって、 是 より 何々 往來と 名 づけた 同類の 書が 次々 に 

現れた。 (守覺 法 親王の 著と 傳/ られる 『釋氏 往来』、 著者 未詳の 『十二月 往来』、 後 京 極良經 作と 傅へ 

> んゑ 

られる 『新 十二月 往來』 、玄 慧の怍 とい はれる 『庭訓 往来』、 著者 未詳の 『異制 庭訓 往来』、 一條 兼 良の 著 

と 言 はれる 『尺 素 往來』 など は 其の 著しい ものであるが、 就中 『庭訓 往來』 以下の 三部 は 最も 著名で あ 

る J 次に 『新 猿樂 記』 III は猿樂 見物の 一 家族に 假 託して 世相 を 記した もので、 文體は 『雲 州 往來』 

に似て 居る。 其の 內容は 西の 京に 住む 右衛門 尉なる 者の 三人の 妻と、 其の 間に 生れた 娘 十六 人 男 八 九 

人が、 各 容貌 性格 を 異にし、 樣々 な 職業に 從 事して、 それぞれ 器量 藝能 を發 揮した 有 檨を寫 して 居る 

のであって、 當 時の 男女の 風俗 や 生活 狀態を 知る ベ き 好 資料で ある。 

Igl 代の 院政 時代に なると、 漢文 學は 稍活 氣を帶 び、 平安時代の 詩文に 最後の 光彩 を 添へ た。 當時 文名の 高 

かった の は 大江匡 房 • 藤原敦 基 • 藤原敦 光 • 藤 原季辆 • 淸原賴 業 • 藤 原遍憲 (入道 信两) な どで ある。 殊に 

大江 大江匡 房 は 匡衡の 曾孫で、 (成衡 の 子) 博 學宏才 にして 古今の 典故に 通じ、 詩歌に 巧みで あつ 

て、 名聲が 最も 高かった。 四歲の 頃から 書を讀 み、 十一 歲で詩 を 作り、 當時神 i と 呼ばれた が、 後に 

後三條 天皇の 寵遇. を 蒙， 9、 權中納 言 太宰權 帥に 昇り、 正 二位 大藏 卿にまで 進んだ。 世に 江納言 • 江 帥* 

江 都督 • 江 大府 卿な どと 呼ばれた。 其の 詩文 は 『續 本朝 文粹』 『朝野 群 載』 『本朝 無題 詩』 などに 多く 收 
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載せられて 居る。 匡 房 は 和歌に も 長 じて ゐ たのであって、 家集の 『江 帥 集』 の 外に、 『後 拾 遣 集』 以下の 

勅撰集 や 歌合に 多く 散見す る。 其の 著書 は 極めて 多い が、 中で も 最も 名高 いのは、 關白師 通の 命に 侬 

つて 書いた 『江 家 次第』 である。 四方 拜 以下 宮中の 年中行事 を 始めと して、 朝 儀 政務 等に 關 する 一切の 

公事 を 記した もので、 もと 一 一十 一 卷 あつたが、 今は卷 十六と 卷 一 一十 一 の 一 一 卷を闕 いて 居る。 其の 他 匡 

房の 一 代の 經歷を 記した ものに 『慕 年 記』 一 卷が あり、 また 當 時の 世相 を 窺 ふ ベ き 資料に は 『遊女 記』 

『傀儡 子 記』 『狐媚 記』 Kit 群な どが ある。 匡 房の 詩 話 文 話 等 を筆錄 した 『江 談抄』 に 就いては 旣に 

述べた。  . 

藤 原敦光 14 付お は 明衡の 子で、 兄の 敦基 と共に 文章 博士と なり、 父子 共に 詩文 を 以て 一 世に 聞え 

た G 『本朝 帝紀』 『續 本朝 秀句』 (三 卷) などの 編著が あつたが、 前者 は 後世 散逸した。 其の 詩 は 『本朝 無 

題 詩』 に 六十 餘首 載って 居る。 文才に 於て は 寧ろ 匡 房の 上に あった。 藤 原通憲 (信 西) は 詩文に は 長 じ 

てゐ なかった が、 學者 として 注意す？ き 人で ある。 季 綱の 孫實 兼の 子で、 少納 言に 昇り、 博學 多才 を 

以て 聞え てゐ た。 後白河 上皇の 御 信任 を 得て 權勢を 振った が、 平 治の 亂に 大和の 山中に 匿れ、 遂に 自 

殺した 事 は 周知の 事で ある。 通憲は 政務の 傍 『法曹 類 林』 一 一 百 三十 卷 及び 『本朝 世 記』 三十 卷を 著した 

が、 共に 其の 大部分 を 散逸して、 今 は 僅かに 類 林の 零 木 三 卷と世 記の 殘篇ー 卷を存 して 居る。 

^， の 漢文 平安朝 後期の 詩文の 大家に 就いては 略 ぼ 述べ 終った から、 今 此の 時代の 漢文 學の 傾向に ついて 略述 

學の 傾向 

しょう。 一條 天皇 は學問 文藝を 獎勵し 給うた から、 其の 御 治世に は 詩文の 大家が 相 踵いで 現れた ので 


詩 
文 


あるが、 一般に 字句の 彫琢に のみ 苦心して、 內容を 顧みなかった から、 實 質に 於て は延喜 天 暦に 比し 

て遙 かに 低下した ので ある。 當 時の 漢文 學者は 叉 時代の 傾向に 支配 せられて 一般に 佛敎を 尊信し、 佛 

法 禮讃の 詩文 を 作る 者が 多かった。 慶溢保 胤が 嘗て 「世 有， ー勸 學會； 又 有 = 極 樂會； 講. 經之 後、 以&而 讚 

レ佛、 今 此供花 之會、 何 無， 一 歎佛之 文, 哉」 II 付 と 言った の は、 當 時の 風潮 を 語る ものであるが、 なほ 一 般 

に 呪 願 • 願文， 諷誦 文 *緣 起の 如き、 佛敎關 係の 文筆に キ： 力 を 注いだ 事 は、 『本朝 文粹』 以下の 詩文 集 を 見 

て も 明かで ある。 平安時代 末期の 思想界 を 風靡した の は、 空 也 源 信 等の 鼓吹に よって 盛に なった 淨土 

思想で あるが、 殊に 源 信が 寛 和 元年に 著作した 『往生 要 集』 (三 卷) は 最も 廣く行 はれた。 此の 書 は 穢土 

の 厭離すべく 淨 土の 欣 求す ベ き 所以 を說 いた ものであるが、 當時は 叉極樂 往生の 素懷を 遂げた と稱せ 

られる 人々 を 羨望す る 者が 多かった のであって、 保 胤が それ 等の 話 を 集めて 『：n 木 往生 極樂 記』 を 著し 

て 以來、 同類の 書が 饋々 現れた。 匡 房の 『續 本朝 往生 傳』、 三 善 爲康の 『拾遺 往生 傳』、 及び 『後 拾遺 往生 

傳』 など は 其の 著しい ものである。 

最後に 平安時代 後期に 成った 詩文 集に 就いて 述べて 置く。 當 時の 詩文 集と して 名高 いのは、 先に 擧 

げた 『本朝 文粹』 の 外に、 『續木 朝 文粹』 『朝野 群 載』 が あり、 又 詩集に 『扶桑 集』 『本朝 麗藻』 『木 朝 無題 

詩』 などが ある。 『續 本朝 文粹』 は 『本朝 文粹』 以後の 文 を 類別 的に 輯め たもので、 藤原季 綱の 撰と いは 

れて 居る が、 岡 田 正 之 博士 は 之 を 疑問と して 居られる。 『本朝 書籍 目錄』 に は 十三 卷と あるが、 『群 書. 

類從』 に收 めら れてゐ るの は十卷 本で ある。 『朝野 群 載』 は 永久， 三年に 三善爲 業が 撰んだ 文集であって、 
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もと 三十 卷 あつたので あるが、 散逸して 今 は 二十 一 卷を存 して 居る。 花 山 法皇 • 前 中 書 王 • 源 順 ，大 江 

匡衡 ，同 匡 房 • 同 佐 國* 同以言 • 源經信 • 菅原輔 正 等の 文章 及び 編者の 作を收 載して 居る。 『扶桑 集』 は紀 

齊 名の 撰で あると 言 はれて 居る が詳 かで ない。 『江 談抄』 に長德 年中の 撰と して 居る。 もと 十二 卷 であ 

つたが、 散逸して 今 は R 卷 七と 卷 九の 殘缺 二部 を存 する のみで ある。 § 膽脑 『本朝 通鑑』 に據れ ば、 延 

喜 頃から 1 條 天皇 頃までの 詩文 を 集めた ものであるが、 大部分 を 失った の は 惜しい 事で ある 。『本朝 麗 

藻』 は 『江 談抄』 に 高 階 積善の 撰と して 居る。 久保得 二 博士 は、 一條 天皇の 寬弘五 年から 八 年に 至る 四 

年間に 成った ものである 事 を考證 せられた。 村 上 天皇から 一 條 天皇に 至る 四 五十 年間の 詩 を 類別 的に 

編んで、 上下 ニ卷 としたの であるが、 今 は 上卷の 首 尾を缺 いて 居る。 最後の 『本朝 無題 詩』 は、 一條 天 

皇 から 鳥 羽 崇德兩 帝の 頃までの、 百餘 年間の 詩 家 三十 餘 人の 作 七 百 餘種を 三十 六部 門に 類別した もの 

である。 撰者 未詳で あるが、 久保 博士 は 集中に 藤原忠 通の 詩の 大半 (九十 一首) を收錄 して 居る 貼から 

考 へて、 忠 通の 左右の 者が 主命 を 承け て 編んだ ので あらう と 言って 居られる。 題名に 就いて 『木 朝 一 

人 一首』 に は、 編纂が 成って 未だ 其の 名 を 題し なかった の を、 後人が 姑く 無題 詩と 名 づけた ので あら 

うと 言って 居る が、 無題 は 古人の 句 を 題と して 詠す る 句 題に 對 して、 それ 以外の 詩 を廣く 指す 語で あ 

るから、 恐らく 編者が かく 命名した ので あらう。 此の 集 は 平安時代に 成った 詩集の 最後であって、 其 

の 後 鎌倉時代 になって、 五山の 詩 僭の 集が 現れる まで は、 詩文 集 を 見なかった。 


第四篇 鎌倉時代 

第一章 時代の 槪觀 

嫌 倉 室町 時 鎌倉時代 は 次の 室町 時代と 合せて 鎌 倉 室町 時代と いひ、 又 近古 時代と も 呼ばれて 居る。 鎌 倉 室町 時 

( 代 は源賴 朝の 幕府 創業に 始まり、 北條 氏執權 時代 • 南北朝時代 • 室町 幕府 時代 を經 て、 

安土桃山時代 ml に 至る まで、 前後 四百 二十 年 許りに 亙って 居る。 此の 時代 は、 貴族 文化の 平安 

時代と 平民 文化の 江戶 時代との 中間に 撗 たはる 一 大過 渡 期であって、 武士 並に 僧侶の 活躍した 時代で 

ある。 而 して 此の 四百 二十 餘 年の 間 は 政治 上の 混亂 時代で あり、 戰 亂が續 いた 時代であって、 學問文 

藝は 萎靡して 振はなかった から 世に 喑黑 時代と いって 居る。 併し 公卿に 代って 新たに 興った 武家 は、 

從來 閑却 せられて ゐた 地方の 行政に 意 を 用 ひ、 又 僧侶と 共に 新 文化の 傳播に 努力した から、 地方の 文 

化 は 漸く 發 達の 途に 就く 事が 出来た ので ある。 從 つて 當 時の 文化 は、 たと ひ 前代の 如き 光輝 を 放た な 

かった としても、 我が 國 民が 始めて 國民的 自覺の もとに 活動 を 開始した 貼に 於て、 極めて 注意すべき 

價値を 有って 居る ので ある。 鎌 倉 室町 時代 は建武 中興 を堺 として、 二つの 時代に 分つ 事が 出来る。 鎌 

倉 幕府の 創設から 北條 氏の 滅亡に 至る までの 凡そ 百 五十 年間 は、 卽も 鎌倉時代であって、 南北朝時代 
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以後の 凡そ 一 一 百 七十 年間 は、 廣義に 於け る 室町 時代で ある。 

鎌倉時代 は 政令が 鎌 倉 幕府から 出た 時代であって、 新氣運 は鎌會 を 中心地と して、 關^ に 起った の 

である けれども、 京都に 於け る 公卿の 傳統的 文化 は、 決して 衰亡に 歸 したので なく、 公武の 兩 文化 は 

對 立して 相互に 影響を及ぼし、 遂に 末期に 至って 調和した ので ある。 

武家 社會の 今 鎌 倉 を 中心とする 武家 社き を 見る と、 彼等 は 政治の 賁權を 握る と共に、 過去の 貴族 生活が 残した 

生活 

積弊 を 一掃す る爲 に、 思 ひ 切った 改革 を斷 行した ので ある。 卽 ち繁縟 にして 實 際に 迀 遠な 律令 を棄て 

て、 簡單 明瞭に して 實 行し 易い 武家 式目 を 定め、 風流 奢侈の 生活 を 返け て、 簡易 質素 を 旨と し、 情趣 

尊重の 風潮 を排 して 意志 を 重んじ、 ひたすら 武士 的 精神の 養成に 努力した ので ある。 試みに 武家の 生 

活の 一端 を 見る と、 京都に 於て 發 達した 寢殿造 は廢れ て、 板葺に 遣戶明 障子 を 填めた 簡素な 武家 造と 

なり、 形式に 流れて 實 用に 不便な 束 帶直衣 は、 動作に 便利な 直垂水 干と なり、 詩歌 管絃の 如き 銷 閑の 

具 は 顧みられ すして、 犬追物. 笠懸， 流鏑馬 *卷 狩の 如き、 實用キ ；議の 剛健な 遊技が 流行した。 かくて 衣 

食 住 を 始めと して、 一般 世相 は 面目 を 一新した ので あるが、 其の 革新の 原動力と なった もの は、 地方 

の 武士の 間に 傳統 的に 保有 せられて ゐた、 國民 固有の 尙 武の氣 象で ある。 元 來尙武 の 精神 は 上古 以來 

連綿と して 國 民の 間に 傳 はって ゐ たのであって、 平安時代に は 地方の 武士 社會に 潜んで ゐ たが、 其の 

末期に 至って 之を發 揮す る 機會が 多くなる に從 つて 漸く 發 達に 向 ひ、 主 從間は 恩義に よって 堅く 結び 


付けられ、 戰 場に 臨んで は 一身 を 節義の 爲 に犧牲 とする、 忠勇の 美風が 養成せられ たので ある。 其の 

後 鎌倉時代 になって、 幕府 は 武技の 鍊磨 を獎勵 し、 質實 剛健の 氣風を 鼓吹す ると 共に、 敬神 崇祖の 精 

神 を 涵養した から、 武士 的 精神 はいよ いよ 向上 發達 したので あって、 上位に ある 者の 風 は 自ら 下 を 化 

して、 一般 國民も 亦 武勇 を尙 び、 質素 儉約を 守る やうに なった。 

貴族 文化の 鎌 倉 幕府の 設立 は玫治 史上の 一 大 改革であった ばかりでなく、 武士の 勃興に 伴な ふ 新鮮な 意氣 によ 

移植 

つて、 各方 面に 刷新 改良が 行 はれた ので ある。 然るに 關柬 武士 は 兵馬に よって 政權を 獲得した 後、 夏 

に 文化的 施設に 著 手す るに 當 つて、 自己の 知識 修養の 極めて 貧弱な こと を 悟り、 新たに 京都の 貴族的 

文化 を攝 取す る 必要に 迫られた。 開幕の 當時賴 朝 は、 大江廣 元 • 中原 親能丄 ニ善康 信の 如き 明 法 家 を 招 

いて 政治の 顧問と して 以來、 學識 ある 公家に して 幕府に 仕官す る 者が 多く、 それ 等の 人々 によって 京 

都の 文化 は 絡え す 移植せられ たので あるが、 それと 共に 柔弱な 遊 樂の風 も 亦 移された ので ある。 かの 

賴家實 朝 等が 管絃蹴 鞠の 遊に 耽り、 和歌 繪 合の 會を 催して、 政務 を 怠った とい はれて 居る が 如き は、 

其の 著しい 例で ある。 かくて 幕府に 於て は、 武家 本来の 面目 を 維持しょう とする 硬派と、 京都 風 を 取 

入れて 文化の 向上 を圖 らうと する 軟派と があって、 互に 軋櫟 して ゐ たので あるが、 大勢 は 軟派に 傾い 

て、 當 代の 末期に は 鎌 倉 武士 は 全く 京都 風の 摸倣 者と なった ので ある。 從 つて 當 代の 社會の 表面に 立 

つて 飛躍した の は 武士であった けれども、 學問藝 術の 如き 文化 方面に 於て、 常に 範を 乘れ たの は 公家 

であって、 武家 特有の 文化と もい ふべき もの は、 此の 時代 を 終る まで 遂に 完成す るに 至らなかった の 
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である。 

公家の せ活 麵 つて 京都の 公家 を 見る と、 政權が 一 たび 幕府に 移って 以來、 廷臣の 間に は 王政の 復活 を 夢見て、 

徐ろに 畫 策す る 者が あつたが、 之に 期待 を 持たなかった 人々 は、 關 おに 下って 幕府に 什官 し、 其の 他 

の氣 力なき 一般の 貴紳 は、 進んで 新 境地 を 拓く事 もな く、 徒らに 過去の 幻影 を 追うて 無意義な 生活 を 

送って ゐた。 併し 王政復古の 希望 は、 絕 えす 廟堂 貴^の 腦 裏に 流れて ゐ たのであって、 討 慕の 擧は承 

久の變 に 一 敗 地 に^れた けれども、 末期に 至って 遂に 成功して 建武 中興 を 見た ので ある。 此の間 一 般 

の 公卿 は權 力と 財力 を 失 ひ、 學 問文藝 から も 離れて、 其の 生活 は 悲慘を 極めた ので ある けれども、 其 

の 精神 生活の 墓 調と なった 現在の 世相に 對 する 不滿 と、 王朝の 盛時 を囘 顧し 憧憬す る 念と は、 有職 故 

實の 尊重と なり、 古典 文學の 勘校 註釋の 事業と なった のであって、 假令 それ は 消極的であった として 

も、 公家の 學問 文藝が 京都に 於て 維持 せられた 事 は、 次に 述べる 佛敎界 の 活躍と 共に、 文化史 上 注意 

すべ き 事で ある。 

新佛 敎の弘 以上 述べた 所 は、 公武 兩 文化 對 立の 世相の 概要で あるが、 當 時の 思想界 を 支配した もの は佛敎 であ 

る。 而 して 佛敎も 亦 新舊兩 派の 對立を 見た ので ある。 卽ち 天台 *眞 言 • 法相 等の 如き 舊 宗派 は、 京都 を 

、中心地と して、 宗閥 によって 專ら 敎權の 擁護に 努めた のに 對 して、 新たに 興った 禪宗 及び 淨七， 門の^ 

宗は、 新時代の 內部的 欲求 を 満たすべき 平^な 敎 義を說 いて、 武士 平民の 階級に 渴 仰せられ たので あ 

る。 社會 百般の 事に 亙って 國民 更生の 氣 運が 勃興した 當 時に、 宗敎界 空前の 改革が 行 はれた の は當然 


であって、 新興 宗派 は 悉く 開幕 當 初の 僅か 六 七十 年間に 引續き 開立 せられて、 上下 一般の 人心 を 教化 

したので ある。 

禪 宗  禪宗の 教義 は、 遠く 孝德 天皇の 御代に 入唐 僧 邋昭が 法相と 共に 之を傳 へ、 其の後 最澄 ，阒仁，圓 珍 等 

も 之を傳 へたので ある けれども、 未だ 獨 立した 一 宗派と なる に は 至らなかった。 鎌倉時代の 初め 宗敎 

思想の 動搖 する 時に 當 つて、 新たに 宋 から 臨濟派 を傳 へたの は榮西 §lt であって、 立 宗を宣 した 

の は 後鳥羽 天皇の 建久ニ 年で ある。 次いで 其の 高弟 道元 が 更に 曹洞 を傳 へて 以來、 禪 宗は漸 

く 隆盛に な b、 鎌 倉 を 始め 京都 及び 諸 國に弘 通した。 禪宗 は不立 文字 *敎 化 別 傳と稱 して、 學問 修養の 

功に よらす して、 直ちに 自己 反省に よって 悟 を 開かし めようと する 簡易な 宗派で あるから、 武士 本來 

の 精神と 容易に 調和して、 武士道の 發 達に 著しい 影響 を與 へたので ある。 かくて 禪宗 は、 從來の 藉佛 

敎が淨 土の 莊嚴 彌陀の 尊容に 憧憬す る. I； 仝 想 を 打破して、 人々 をして 自己 を 省察せ しめ、 自己の 偉大な 

る 力 を 認識 させた ばかりでなく、  B 常 生活に も 影響を及ぼして、 衣食住の 面目 を 一新し、 叉 禪眛を 生 

命と する 美術 ェ藝ゃ 茶道の 發達を 促して、 一 般 民衆の 趣味 生活に も 多大の 威 化を與 へ た。 

新宗淤 の-開 禪宗 はさと して 公武に 辯 依せられ、 京都 鎌 倉 を 中心に 榮 えたので あるが、 淨土宗 やそれ から 分化し 

立 

た 新 宗派 は、 寧ろ 廣く 民間に 信仰 せられた。 平安 末期 以來 一般 民衆 は、 濁 惡の世 を見盡 して 現^に 望 

を絕 ち、 ひたすら 來 世の 安樂 を 希 ふやう になった ので あるが、 此の 時 救民 濟 世の 一大 使命 を 食うた 高 

僧が 續々 蹶起して、 新時代に 適した 新 宗派 を 開いた の は當然 である。 卽ち高 倉 天皇の 御代に は、 法然 
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上人が 淨土宗 を 創めて、 念佛の 敎を弘 めた が、 其の 高弟 親鸞 上人 さ は 新たに 一 向宗 (淨土 眞宗) 

なる 一 派 を 立てて、 專ら 他力 往生 を說 き、 且つ 僧侶の 闵食 妻帶を 許して、 宗教と 實 生活との 接觸を Si 

つた。 其の後 B 連 上人 sf^t は 淨土宗 を 始め 旣成 宗派に 反對 して 法華宗 を 創め、 法 華 一 乘の 妙法に 

歸 すべ き 事を唱 へ、 叉 一 遍 上人 縦 f  1/4 は淨土 門から 出て 特に 阿 彌陀經 を 尊重し、 自行他 化 を 木 It と 

する 時宗 を 開き、 諸國を 遊行して 念 佛を勸 めた。 此 等の 新 宗派 は 其の 宗旨 を 異にして 居る けれども、 

舊佛敎 が 經典ゃ 儀式 を 重んじて、 實 生活に 迀 遠であった のに 反して、 直ちに 心底の 琴線に 觸れ ようと 

した 點に 於て は 共通す るので あって、 其の 簡易 卑近な 教理 は、 高傦の 熱烈な 傳道 精神と 相俟って、 逼 

く 上下の 人心に 浸染した ので ある。 

儒 學  佛敎 と共に 思想界に 著しい 影響 を與 へたの は 儒教で ある。 是 より 先 平安 末期に 於て、 漢文 學は 年々 

凋落の 運命 を迪 つたので あるが、 安元 三年 四月の 京都の 大火に、 當時 僅かに 殘骸を 留めて ゐた 大學寮 

を 始め、 勸學院 や 獎學院 等が 燒 失して 以来、 公家の 教育 機關が 絡え た爲 に益衰 頹を來 したので ある。 

かくて 鎌倉時代に は 朝紳の 間に 僅かに 家學を 維持す る 者が あった 以外に は、 一 代 を 代表す ベ き 學者も 

なぐ、 一般 貴族 は 全く 無學 となった。 京都に 於け る漢學 の返廢 に反して、 錄倉 武士の 間に は、 ^都-か 

ら 下って 幕府に 仕へ た 諸 博士 を師 として、 漢學を 講習す る 事が 流行し、 やがて 文武の 稽古 は將 軍た る 

者の 必須の 敎 養と 考 へられる やうに なった。 當時鎌 倉の 執權の 中に も 或は 學者 を聘 して 講筵を 開き、 

金澤 文庫 或は 和漢の 書 を 集めて 學 問の 獎勡に 力める 者が 少く なかった。 殊に 北 條時政 三代の 孫なる 賁泰 の子實 


時 碰謹 は 深く 學問を 好み、 武 藏國久 良岐邵 金澤鄕 (六 使壯) の 別業に、 廣く 内外の 典籍 を 蒐集して 

子弟の 修學に 供へ、 遂に 文庫 を 設けて 子孫の 學問 所と した。 有名な 金澤文 車が 是 である。 其の後 實時 

の 子顯時 及び 孫の 貞顯も 亦 父祖の 志を嗣 いで、 頻りに 古書 を 集めた から、 金 澤文車 は 鎌 食. 時代に 於け 

る 一 書院の 觀を呈 したので あるが、 其の後 室町 時代 戰亂の 世に なって、 天下の 典籍が 殆ど 散逸した 時 

も、 此の 文庫 は 上 杉 憲實が 興した 足利學 校と 共に、 文教の 維持に 大 なる 貢 獻 をした ので ある。 當 代の 

宋 學 漢學 がキ： として 武家の 間に 維持 せられた 事 は 以上 述べた 通りで あるが、 一方に 叉 入 宋の禪 僧が 新たに 

宋 學を傳 へて、 儒學の 發達を 促した 事 も 亦 注意す ベ き 事で ある。 從來 貴族の 間に 行 はれた 漢學は 應电 

詩文の 學 をキ： とし、 經學 はな ほ 訓詁の 學に 止って ゐ たので あるが、 當時學 惽が北 宋の性 理學、 卽ち朱 

子學を 傅へ て 以來、 儒敎の 倫理 學的 方面の 講究が 始まった。 而 して 朱 子學は 武士道の 發 達に 著しい 影 

饗を 及ぼし、 叉 一 般 の道德 思想の 向上に 尠 からぬ 感化 を 及ぼした ので ある。 

鎌倉時代の 最後に 鎌 食 時代の 國文學 の 傾向 を 見る と、 京と 鎌 倉、 公卿と 武士が 相對 立して ゐた ^相 は、 卽ち文 

國文學 

學の 上に も 認められる のであって、 新 舊兩檨 の 文學が 明白に 對 立して ゐる。 京都の 公家 は 政治 上の 實 

務に 離れて 以來 閑散な 身と なった けれども、 意弒 全く 銷 沈して 因循 固陋に 陷 つたから、 文學も 亦活氣 

を 失って、 徒らに 過去 を 摸倣し、 傳統を 尊重して、 創作的 氣カ は枯渴 してし まった。 殊に 小說は 最も 

不振であって、 只 平安朝の 物語の 糟粕 を^め、 形骸 を 踏襲す るに 止まって、 何等の 新味 を 見. なかつ 

た。 而 して 物語 類の 衰退した 結果と して、 齊聞異 事の 輯錄が 行 はれて 種々 の說話 集が 現れる と共に、 
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一方で は 前代の 盛時 を 憧憬す る 風潮に 支配 せられて、 古典の 註釋 批評の 流行 を招來 し、 又假託 的僞書 

の 精出 を 見る に 至った。 かくて 公家 社會の 散文 學は 沈滯の 極に 達した ので あるが、 さすがに 和歌 は當 

代 を 通じて 隆盛で あつで、 『新 古今 集』 以下 十四 度の 勅撰集が 撰ばれた。. 尤も 實 際の 隆盛 は 初期の 四十 

年間 許 b であって、 承久 以後に は 歌道の 師範 家 を 生じて、 子孫 相續 いで 門閥 を爭 ひ、 形式の 末に 拘泥 

する 無意義な 法式 は、 一般の 歌風 を 陳腐 平凡に 導いた のであって、 和歌 も 亦 年を逐 うて 墮 落した ので 

ある。 公卿の 文化が 尙古 趣味に 囚はれ て、 振はなかった のに 反して、 鎌 倉 武士 は潑剌 たる 意 氣を以 つ 

て、 新 文化の 建設に 努めた ので あるが、 彼等 は 素より 文筆の 心得がなかった から、 文教の 方面 は 専ら 

公家の 力に 俟 つたので ある。 從 つて 武士の 文學 として は、 三代 將軍實 朝 を 始め、 一部の 上流 武門の 間 

新興 文學 に 和歌が 行 はれた 位の ものであって、 其の 他に は 見るべき ものがなかった。 卽ち當 代の 新 與文學 は、 

主として 僧侶 叉 は佛敎 の渴仰 者の 間から 現れた のであって、 『保 元 物語』 『平 治 物語』 『平家物語』 『源平 

盛衰 記』 等の 戰記 物語、 長 明の 隨筆 『方丈 記』、 及び 前代の 『今昔 物語 集』 の 系統 を 引いた 『宇治 拾 遣 物 

語』 『十 訓抄』 『古今 著 聞 集』 の 如き 說話 文學 など は、 其の 代表的なる ものである。 此 等の 作品 は、 情趣 

本位で あり 刹那主義であった 過去の 文學と 異なって、 現世 主義 を 排斥して 永遠の 生命に 生きよう とす 

る、 眞摯な 精神が 漲って 居る ので あるが、 舊文學 の餘勢 はな ほ 残存して、 或は 王朝 趣味に 對 する 强ぃ 

^傥が あ b、 或は 感情と 意志の 銜 突に 對 する 苦悶が あり、 又 穢土 を 厭離し 淨 土を欣 求しながら、 なほ 

現實生 &に對 する 愛 著の 絆の 斷ち 難い 惱 みが 満ちて 居る ので ある。 


新文體  新 舆文學 は 行 詰った 王朝 文學 から 新たに 一 生面 を拓 いたので あるが、 其の 文 辭は又 我が 文章 史上に 

一時期 を 劃した ので ある。 殊に 戰記 物語 は、 其の 內容が 新舊兩 思想の 鍩綜 と佛敎 思想との 混入に よつ 

て、 獨 得の 美 を 構成して 居る ので あるが、 文章に 於ても 優麗な 和文に 剛健な 漢文 調 を 交へ て、 遒勁簡 

潔の 中に 優雅な 趣が あり、 用語 も 雅言 漢語 佛語 俗語 を 自由に 混用して、 內容に ふさ はしい 形式の 美 を 

發 揮して 居る。 戰記 物語の 文章 はな ほ 古典 趣味から 蟬脫 して ゐ ない 所に 妙昧が あるので あるが、 當時 

S 連 や 親鸞な どが 記した 法語 や 書翰の 文體 は、 從來の 修辭的 法 格に W はれる 事な く、 一  に 情熱と 思想 

の 力と によって 草した ものであって、 時文 を 最もよ く 代表して 居る。 其の 他 僧侶の 手に 成った 佛敎說 

話 集 や 高僧 傳 などの 中に も、 文章 史上 注意す ベ きものが 尠 くない。 

第二 章 和歌の 變遷 . . ■  ■ 

一 新 古今 時代 

新 古今 時代 鎌倉時代 初期の 四十 餘 年間 は、 平安時代 末期に 引續 いて、 和歌が 隆盛 を 極めた 時で ある。 此の 時代 

は 『新 古今 集』 を以 つて 代表させる 事が 出來 るから、 一般に 新 古今 時代と 呼ばれて 居る。 新 古今 時代に 

は 後鳥羽 •  土 御門 • 順 德三帝 を 始め 奉 、り、 後 京 極 良 經* 藤 原定家 • 藤 原家隆 以下、 幾多の 傑出した 男女の 

歌人が 一時に 輩出した。 殊に 後鳥羽院 は 稀に 見る 和歌の 歙才. を 抱かせられ、 且つ 斯道の 獎勵に 力め 袷 
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うでから、 當 代の 和歌 は 後鳥羽院 を 中心として 隆昌 を 極めた ので ある。 今 『新 古今 集』 に 就いて 述べ 

る 前に、 先-つ それ 以前に 行 はれた 百 首 和歌 や 歌合の 盛況 を 略述し ようと 忍 ふ。 

左 大將家 第 一 に擧 ぐべき は 建久四 年の 秋に、 後 京 極 良經の 家で 催された 「左 大將家 百 首 歌合」 卽ち 『六 百番歌 

§ 合』 臓 f8S である。 これ は當 代の 名家 十二 人が 百首づ つの 歌 を 合せた のであって、 作者 は 左方 は 良 

經， 季經 • 兼宗 • 有 家 *定 家 及び 顯昭、 右方 は 家 房 *經 家 *隆 信 • 家隆， 信定 及び 寂 連で あり、 判者 は 歌壇の 

元老 俊 成で、 時に 年 八十の 高齡 であった。 平安時代 末期 以來、 勅撰集に 對 して 辯 難 攻擊を 加へ る こと 

が 盛に 行 はれた ので あるが、 此の 歌合の 俊 成の 判に 對 して は、 顯昭の 有名な 「六 百番 陳狀」 があった。 

顯昭 は當代 歌道の 代表者た る定 家の 好敵手で あつたが、 此の 陳狀は 彼の 歌論 を 最もよ く 示した ものと 

して、 古来 重ん せられて 居る。 (『群 書類 從』 に收 めら れて 居る 『顯昭 陳狀』 は 其の 前半であって、 全體 

は 宮內省 阓 書 寮所藏 の古寫 本に よって 窺 はれる。) 「六 百番 歌合」 に 次いで 注意すべき は 正 治 二 年に 行 

後鳥羽院 御 よれた 一 一度の 「後鳥羽院 御 百 首 歌 一で ある。 『續群 書類 從』 の 『正 治 一 一年 百 首 和歌』 は 初 度ので あって、 歌 

百 首 

人 は 後鳥^院 • 惟明 親王 *守覺 法 親王 • 式 子內 親王 以下、 良 經* 通 親 • 俊 成 *定 家 • 家 隆， 慈 阓* 寂 連 等 男女 一 一 

十三 人で ある C おの 百 首 は 前代に 行 はれた 「堀 河 百 首」 「久安 百 首」 と共に 著名な ものであって、 其の 作 

歌で 『新 古今 集』 に 入れられた ものが 少 くない C 次に 二度目の は 作者 十一 人 (後鳥羽院 *範 光 •雅經•具 

親•  隆實  難. 家き  長 明。 慈 阒.季 保  •  宮內 卿.  越 前)  であって、 『群 書類 從』 所收の 『正 治 1 一年 第一 一度 百 首 

和歌』 がそれ である。 正 治 1 一年に は 此の 外にな ほ 『三百 六十 番 歌合』 以下 『御室 撰 歌合』 『仙^ 十 


人 歌合』 |少群|^ などが 催された。 次いで 翌年 建 仁： 兀 年に は 5 老若 五十 首 歌合、 新宮撰 歌合』 『影 供 歌 

千眷番 歌 合。 縮 s"sf などの 催が あつたが、 殊に 名高 いのは、 此の 年 六月に ニ條 殿で 行 はれた 『千 五百番 歌合』 

合  である。 此の 歌合の 作者 は、 左方 は 後鳥羽院 を 始め 奉り、 良經 *慈圓* 有 家 • 具 親 • 顯昭 • 宮內卿 • 

二 條院讃 岐， 小侍從 等の 十五 人、 右方 は、 惟明 親王 •！ 通 親 *釋 阿 (俊 成 ゾ定家 ，通 具 • 家 隆* 雅經 • 寂 連， 家 

長 • 俊 成 女 •〔= 秋 門院 丹 後 • 越 前 等の 十五 人、 合せて 三十 人であって、 各 百 首の 歌 を 奉って 千 五 百番合 

せた ので ある。 此の 歌合の 判者 は 後鳥羽院 を 始め 奉り、 良 經*釋 阿， 定家 • 顯昭 • 怒 阆等十 人であって、 

判者 も 歌人 も 共に 一 代の 旦匠揃 ひで あるば かりで なく、 完成す るまでに 一 年 半 を 要した 空前 絡 後の 大 

規模の 歌合で ある。 此の 歌合の 作歌 は 凡そ 八十^ 許りが 『新 古今 集』 に 採られて 居り、 且つ 其の 歌風 は 

大瞪に 於て、 新 古今 風に よって 統一 せられて 居る ので あるから、 『新 古今 集』 に 次いで 見るべき、 當代 

の 代表的 歌合と 言 ふべ きで ある C 

新 古今 集 S 『新 古今 集』 撰 進の 院宣が 下る 以前に 催せられ た.、 百 首 和歌 及び 歌合 は 右の通りで あるが、 「千 五 百 

撰定  番 歌合」 が 行 はれた 前 月卽ち 七月 二十 七日に に、 後鳥羽院 はニ條 殿に 和歌 所 を- 冉 興せられ て、 源 家長 を 

*開 郞 とし、 良經. 通 親. 通 具 • 慈阆， 釋阿 • 有 家 *定 家 • 家 隆* 雅經. 具 親 * 寂 連の 十 一 人の 寄 人 を 定めら すた。 

和歌 所 は 旣に村 上 天皇の 御代に 梨壸に 設置せられ たので あ もが、 『拾遺 集』 以後の 勅撰集 は 撰者 一人に 

よって 撰ばれた から、 之 を 置く 必要がなかった。 然るに 後鳥羽院が 之 を 再興せられ たの は、 キーと して 

『新お 今 集』 を撰定 せしめられる 爲 であった ので ある。 卽ち 同年 十一 月 三 H に は、 通 具 • 有 家 *定 家 • 家 
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隆* 雅經 • 寂 連の 六 人に、 上古 以来の 勝れた 歌 を 選んで 奉るべき 院宣が 下った。 これが 『新 古今 桀』 撰 進 

の 事業の 初めで ある。 然し 寂 連 は 翌建仁 二 年 七月に 示 寂した から、 主として 撰 集に 與 つたの は 五 人で 

ある。 尤も 其の 他の 寄 人 も 撰 集に 干與 した 事 は 言 ふまで もない。 かくて 五 人が それぞれ 選歌 を 奉った 

の は、 建 仁 三年 四月の 頃で あるが、 後鳥羽院 は 其の 選歌に 御 親ら 合點し 取捨 を 加 へられた 後、 更に 撰 

者 等に 命じて 部類せ しめられた のであって、 一先 づ 二十 卷の 成立 を 見た の は、 元 久ニ年 三月 二十 六日 

である。 名 づけて 『新 古今 和歌 集』 とい ふ。 眞名序 は 藤 原 親經の 作で あり、 假名 序 は 良經の 作で ある。 

撰 集が 成って 麦覽 した 二十 六日の 夜に は筻 宴が 行 はれた。 現存す る 『新 古今 凳宴倭 歌』 § 膽簡は 此の 時 

の 御製 應製を 集めた ものである。 此の 茺宴は 從來行 はれた B 木 紀筻宴 や 史記^ 宴の 先蹤に 傚って、 勅 

撰 集の 後に 行 は しめられた 最初で ある。 

切 捨切繼  『新 古今 集』 の 成立 は 今 述べた やうに、 元 久ニ年 三月 二十 六日で あるが、 實際は 其の後 數 年の 間に 亙 

つて 頻りに 切繼 (取捨 改訂) が 行 はれた 事 は、 定 家の 日記の 『明月 記』 の 記事に よって 察せられる。 而し 

て 切 繼が行 はれた 最後の 年月と して 現在 知られて 居る の は、 承 元 四 年 九月で あるから、 (圖書 寮所藏 

烏 丸木、 佐々 木 信 綱 博士 所藏 甘露 寺 親 長 自筆 木な どの 附記に 見えて 居る。) 此の 集が 現在 見る やうな 形 

になった の は、 元久ニ 年から 更に 四 年の 後で ある。 從 つて 『新 古今 集』 に は 種々 の 異本が あって、 歌數 

にも 出入が あるので あるが、 異本 中で 最も 注意すべき もの は、 其の後 後鳥羽院が 隱岐 島に 遷幸せられ 

て、 更にお よそ 三百 首を切 捨てて 千 六 百 首 許、 り を 精 撰し 給うた 『隱岐 木 新 古今 和歌 集』 である。 現存す 


る隱晈 木よ、 『新 古今 集』 に 後鳥羽院が 精 撰し 給うた 歌 を 書き入れた ものであって、 院の御 合 貼が ある 

ばかりでなく、 各 歌の 頭に は 撰 出 者の 名が 記 人して あり、 叉 流布本に 除かれて ゐる 作歌 をも存 して 居 

.  るので あるから、 此の 
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撰定の 方針 『新 古今 集』 は 所謂 『八 代 集』 の 最後 を 飾る 最大の 勅撰集であって、 二十 卷ょ b 成， o、 短歌 凡そ 千 九 百 

八十 首を收 めて 居る。 假名 眞名兩 樣の序 を 首尾に 置き、 部類 も 整然とした 集で ある。 5 萬 葉 集』 の 中の 

歌 は 六 七十 首 採って 居る が、 『古今 集』 以後の 勅撰集 中の もの は 採らない 方針であった。 從 つて 收 めら 

れた歌 は、 古を輕 くし 現代 を贯ん じて ゐ るので あって、 當代 歌人の キ： なる もの を 流布本に よる 歌數の 

順位で 擧げて 見れば、 西 行の 九十 四 首 を 筆頭に、 慈 W 九十 一 首、 良經 七十 九 首、 俊 成 七十 三 首、 式 子 

內 親王 四十九^、 定家 四十 七 首、 家隆 四十 二 首、 寂 違 三十 九 首、 後鳥羽院 三十 五 首な どで ある。 而し 

て 古人の 中で 歌 數の多 いのは 貫 之の 三十 二 首、 和 泉 式部の 二十 五 首、 人 麻呂の 二十 三 首な どで ある。 

かくて 現代の 歌 を 尊重した の は 『古今 集』 と同檨 であって、 撰者が 大 なる 自信 を 以て 事に 當 つた 事 を 示 

して 居る。 

特 質  『新 古今 集』 の 歌風 は 大體に 於て 平安時代 末期の 傾向、 殊に 『千載 集』 の 跡 を 承け て、 これ を 大成した 

ものと 言へ るので ある。 卽ち 思想に 於て に、 大體に 於て 『古今 集』 以来の 範圑. を 出て ゐな いけれ ども、 

過去の 和歌に 歌 はれた^ら ゆ. る 趣味 威 情 を 綜合し 統一す ると 共に、 これ を洗鍊 せられた 一一 一一 〔葉と、 淸新 

な 技巧で 表現した 所に 叱の 集の 特色が ある。 試みに 敍景を 見ても、 『後 拾遺 集』 以來 漸く 多くな つた 客 

觀的描 寫は益 巧妙に なって、 一般に 綜合 的と なり、 繪畫 的と なって 居り、 又» 萬 葉 を 模範に して、 M 

大な景 趣 を 新しい 感情で 歌って 居る。 叉 平安 末期の 待徵 であった 幽玄 味 や 情景 融合の 境地 も、 之に 哀 

愁 感慨の 情 や 欣求淨 土の 宗教 思想な ど を 混へ て、 深み を 加へ て 居る のであって、 殆ど^ 趣の 極限に 達 


した 感が ある。 而 して 想念 を複雜 にし 感情 を 深める 手段と して は、 本 歌 取が 流行した ので ある。 元來 

本 歌 取 は 古人の 作の 語句 叉 は 意義 を 一 部に 取 入れて、 內容の 擴充. を阖る 所に 興味が あるので あるが、. 

此の 時代に は 本 歌の 聯想 を 借りて、 別箇の 淸 新な 詩境 を 創造した 作歌が 極めて 多い。 次に 注意すべき 

事 は 思想 を複雜 にし、 情趣 を璺 富に する 爲に は、 格調 や 技巧に 多大の 苦心 を拂 つて 居る 事で ある。 卽 

ち 格調の 特徵 として は、 初 句切 丄 一 句切 丄ニ 句切 ，四 句切な どに よって、 一首 を 二三に W 斷 して 居る 事、 

動詞 や てにをはの 如き 說明語 を 出来る 限 b 省いて、 具象的 若しくは 感覺 的な 名詞 を 多く 取 入れて 居る 

事、 結句 を體言 止と したり、 倒置法の 如き 勁拔な 表現 を 用 ひて 居る 事な ど を 擧げ 得る ので あるが、 此 

等 はまた 一 首の^ 調 を 或は 雑 健^ 香. にし、 或は 流麗 明快に する 上に 與 つて 力が あるので ある。 更に 修 

辭を 見る と、 或は 敬 r 拔な 譬喩 • 擬人 を W ひ、 或は 巧緻な 序詞。 綠語 • 懸詞 など を 用 ひて、 表現 を 助け 含蓄 

を 深めて 居る のであって、 冼鍊 せられた 技巧 は 語句の 肜琢と 相俟って、 新 古今 調の 重要な 要素と なつ 

て 居る ので ある。 『新 古今 集』 に 於て 發 揮せられ た特徵 は、 大體に 於て 右に 述べた やうな 點 にある ので 

あるが、 此 等の 半面に は 又 種々 の 缺陷が ある。 例へば 幽玄なる 情趣 を 求めた 結果、 却って 實感 赏怙に 

遠ざかって 空想に 流れ 虛僞 となった 事、 情念 を複雜 にし 表現 を 簡潔に した 弊と して、 感情の 統一 を 失 

ひ、 或は 意義の 嗞溘な 作と なった 事、 修辭の 巧緻 を 求めた もの は、 注々 にして 纖 巧の 弊に 陷 つて 居る 

事な どであって、 此等は 新 古今 風に 伴な ふ 著しい 缺點 である。 

藤 原定家 新 古今 時代の 代丧的 歌人 は 藤原定 家で ある。 定家は 俊 成の 子で、 ニ條 天皇の 應保ニ 年に 牛 • れ、 天福 
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元年に 出家して 明靜 とい ひ、 四條 天皇の 仁 治 二 年に 八十 歲の 高齡で 卒した。 其の B 記の 『明月 記』 は、 

治 承 四 年 (十九 歳)， に 始まって 嘉禎 元年 (七十 四歲) に 及んで 居る。 定 家の 家庭生活 及び 社 會萬般 の 事 を 

細大 洩らさす 記して 居る から、 彼の 生涯 並に 世相 を 研究す るに は 最も 便利な 資料で ある。 定家の 一生 

は、 大體 和歌 を 以て 終始して 居る のであって、 幼年から 六十 歳 頃まで は、 專ら 作歌と 歌論の 方面に 活 

躍し、 晩年 は 主として 古典 研究に 歿 頭した ので ある。 而 して 歌人と しての 生涯 を 更に 詳しく 見る と、 

定家は 九 條兼實 及び 其の 子 良經に 仕へ て ゐた關 係から、 九條 家の 政治 上の 權 力が 振はなかった 頃 は、 

其の 社會的 地位 も 自ら 沈滯 したので あって、 三十 八歲の 頃に はな ほ 從四位 上 安藝 權 介であった。 かく 

て 四十 歲 以前 は 未だ 歌人と しての 眞價も 認められなかった ので あるが. - 良經が 後鳥羽院の 殊遇 を 蒙 

る やうに なつてから は、 定家も 仙 洞 御所に 出仕して、 次々 に 昇進した のであって、 四十 三 歳の 時 父 

俊 成が 世 を 去って 以來 は、 いよいよ 一 代に 重き をな すに 至. つた。 卽ち定 家が 歌壇に 於て 最も 活蹯 した 

の は、 比較的 晩年の 事であって、 四十 歲 から 承 久の亂 に 至る までの、 凡そ 二十 年間が 其の 全盛時^で 

ある。 

定家は 早熟の 人で あり、 叉 父の 俊 成が 苦吟で 有名で あつたのと 異なって、 寧ろ 達吟の 人であって、 

終生の 詠歌 は 極めて 多數に 上って 居る。 家集の 『拾遺 愚 草』 21 ー卷 は 建 保 四 年 五十 五歲の 時に 

編んだ もので、 「拾遺」 は定 家が 奉じた 侍從の 漢名で ある。 家集に はな ほ 其の後の 作歌 を 集めた 『拾遺 

恿草 員外』 o ー卷) 繊 5|2 が ある。 定 家の 歌論の 著 は 多く 傳 はって 居る が、 後人の 假 託も少 くない。 


有 

心 

體 


中に もつ 近代 秀歌』 『詠歌 大槪』 『每 月抄』 I 一  の 三部 は 彼の 著書と して 信すべき ものである。 而 して 歌 

論の 中心とする 所 は、 俊 成の 幽玄 體を 受けて 更に ー步を 進めた 有心 體 であって、 『每 月抄』 の 和歌 十體 

觀の條 下な どに 最も 詳述 せられて 居る。 定家は 從來行 

はれた 個人的な 批評 を 否認して、 普遍的 批評の 態度 を 

主張した のであって、 有心 體は 詩歌に 對 する 理想的 標 

準で ある。 有心 體の 要旨 は 稍 明瞭 を缺 くので ある けれ 

ども、 要するに 內容 用語 格調 等の 融合^ら 成る、 愦趣 

が璺 かで 餘韻 の ある 歌風 を 理想と したので ある。 最後 

に 古典 研究， の 方面で は、 晩年に 三代 集 や^ 勢。 土 佐 • 源 

氏 ，更 級な ど を書寫 勘校して 定本 を 作， o、 また 顯昭の 

『古今 集註』 を 補正した 『顯 註密 勘』 (八 卷) など を 述作 

して 居る。 定 家が 古典 校訂の 上に 遣した 業镜は 素よ， o 

多と しなければ ならぬ が、 所 侬の證 木の 面目 を 保存す 

る 事に 留意せ すして、 寧ろ 私見 を 以て 自由に 語句 を 加除した 痕が あるの は 惜しい 事で ある。 かくて 定 

家 は 詠歌と 歌學に 待に 卓絕 して ゐた爲 に、 後 世紀 貰 之と 並べて 歌聖と 仰がれ、 其の 子孫 は 長く 歌道の 

門閥と して 尊重せられ たので ある。 定 家が 『新 勅撰集』 を 撰んだ 事 や、 ニ條 家の 基礎 を 確立した 事な ど 
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に 就いては、 更に 後に 述べる として、 左に 代表的な 作品 を 擧げて 置く。 

春の 夜の 夢のう き 橋 とだえして 峰に わかる る撗 雪の 筌 (新 古今) 

霜 まよ ふ 空に し をれ し 雁が ねの 歸る つばさに 春雨 ぞ 降る (同) 

夕立の 雪 閒の日 かけ 晴れ そめて 山の こなた を わたる 白鷺 (玉 葉) 

雪 はみ な拂ひ はてた る 秋風み-松に のこして 月 を 見る かな (新 古今) 

旅人の 袖 吹き かへ す 秋風に 夕日 さびしき 峯 のかけ はし (同) 

駒と めて 袖う ち拂 ふかけ もな し 佐 野の わたりの 雪の 夕暮 (同) 

玉 ゆらの 露 も淚 もと どまら すなき 人 こふる {® の 秋風 (同) 

藤 原家隆 定 家と 並んで 當時 歌壇に 聲望が 高く、 且つ 互に 推 重した の は 藤 原家隆 である。 家 隆は壬 牛： 

中納言 光隆の 子で、 初め 寂 連の 婿と なった が、 後に 俊 成の 門に 學ん だ。 壬 生に 住み、 位が 從 二位で あ 

つたので、 世に 壬 生 二位と 稱 せられた。 家集に 『壬 二 集』 (三 卷) 繊5|2 が ある。 一名 を 『玉吟 集』 と 

L ふ。 其の 歌風 は定 家に 比して 遙 かに 自. ra であって、 技巧 を 弄ば す 思 ふに 任せて なだらかな 歌 を 詠ん 

だ。 家隆は 稀に 見る 多作 家であって、 頓 阿の 荖 『井蛙 抄』 の傳 ふる 所に よれば、 生涯の 詠歌 は 六 萬 首に 

及んだ とい ふ。 なほ 『後鳥羽院 御 ロ傳』 にも 「秀歌 ども 詠み 集めた る 多 さ 誰に もま さりた， 00」 と ある。 

左に 揭げる 例 を 見て、 平淡な 作 を 得意と した 事が 察せられる。 

K 立つ 末の 松 山 ほのほのと 波に はなる ろ橫 雲の 空 (新 古今) . 


藤 

良 


さくら 花 夢 かうつつ かしら 雪の たえて つれな き 峰 s 春^ 广 新せ 今) 

虱 そよ ぐなら の 小川の 夕暮 はみ そぎ ぞ夏 のしる しなり ける (新 勅撰〕 

眺めつつ 思 ふ もさび し ひさかたの 月の 都の あけがたの 空 (新 古今) 

下 紅葉 かつ 散る 山の 夕し ぐれ 濡れて やひと り 鹿の 鳴 くらむ 间) 

志 賀の沛 やと ほざかり ゆく 波間より 凍りて 出 づる有 明の 月 (同) 

明けば また 越 ゆべ き 山の 峯 なれ や 筌 ゆく 月の 末の 白雪 (同) 

定 家家 隆 以外で 名^の あった 歌人 は 後 京^ 良經 である。 攝政九 條兼實 (月輪 關白) の 子で、 後鳥^院 

に 重用せられ、 土 御門 天皇の 御代に 攝政太 政 大臣にまで 陞 つたが、 建 永 元年 三月に 年 僅^に 三卞 八で 

突如と して 薨去した。 其の 死因に 就いて 後世 種々 の 憶說を 生じ * 刺客の 手に 斃れ たと も傳 へられて 居 

るが、 恐らく 急病で 卒去した ので あらう。 名門の 歌人で 短 生涯であった 點 は源實 朝に 似て 居る。 父の 

兼實が B 記 『玉 葉』 を 記した のに 倣って か、 ，妓經 も 亦 H 記の 『殿 記』 1^ を 遺した が、 後世 散逸して 今 は 

抄本 を存 する のみで ある。 良經は 和歌 詩文に 長 じ、 其の 他 諸藝に 達して ゐ た。 書道に 於て は 後 京 極 様 

の 組と 仰がれて 居る。 良 經は歌 を 俊 成に 學ん たので あるが 其の 歌風 は 平易で、 し^も 感情が 流露し 淸 

新の 氣に 富んで ゐる。 敍景に 長 じて ゐ たが、 殊に 落莫たる 情景 を 得意と した。 家集の 『月淸 集』 (四 卷) 

s，ss は、 詳しく は 『式部 史生秋 篠月淸 集 i いふので あって、 式部 史生 はわ ざと 卑官 を名乘 つたの 

*c きしの のっきき よし 

であり、 秋 篠月淸 は 作者の 雅名 である C 
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吉野山 花の ふるさと あと 絕 えて 空しき 枝に 春風- ぞ 吹く 

うちし めり あやめ.； て かをる 時鳥な くや 五月の 雨の 夕暮 

時し も あれ ふるさと 人 は 音 もせで み 山の 月に 秋風； て 吹く 

たぐへ 來る 松の 嵐 やた ゆ むらむ 尾の 上に 歸るさ 牡鹿の 聲 

人す まぬ 不 破の 關 星の 扳厢 あれに しのち はた だ 秋の 風 (： 以上 新 古今) 

牝 等が 有名な 作歌で あ る。 

攝政 良經の 叔父の 慈阒^ | 鮮 織き 針 もまた 達^-を 以 つて 聞え た 歌人で ある。 關白忠 通の 子で、 兼實 

の 弟で ある C 久壽ニ 年に 生れ、 十三 歳の 年に 出家し、 建 久四年 以後 前後 四 度 天台 座キ： となり、 後に 大 

僧正と なった。 後鳥羽院の 殊遇 を 蒙って 護持 僧と なって 以來、 院 の御爲 に祈禱 修法 を 一 日. も 怠らな か 

つたと いふ。 西 行と 親しく 交り、 其の 影響 を 受けた ので あるが、 佛敎 趣味に 傾き、 歌人と しての 名聲 

の 高かった 割合に、 勝れた 才能 を備 へて ゐ なかった。 

春 深き 野邊 S か す みの 下風に 吹かれ て あが る 夕 雪 雀 かな (風雅) 

藻鹽 やく 煙 もき りに うづ もれぬ 須 磨の 闢屋 S 秋の 夕 ぐれ (新 勅撰) 

有 明の 月の ゆく へ を ながめて. ぞ野 寺の 鐘 は 聞く ベ かりけ る (新 古今) 

思 ふ ， ) とな ど 問 ふ 人の な かるらむ W けば 空に 月ぞ さやけ き (同〕 

此等 によって 其の 歌風 を 窺 ふ 事が 出来る。 家集に 『拾 玉 集』 (七 卷^ けが ある。 先に 述べた 俊 成の 


も! 
昭 


寂 
蓮 


『長 秋 詠 藻』 と 西 行の 『山家 集』 に、 定 家の 『拾 遣 愚 草. L 家隆の 『壬 一 一 集』 良經の 『月淸 集』 慈圓の 『拾 玉 集』 を 

合せて、 後世 『六 家集』 と 呼んで 居る。 『六 家集』 に は刊本 二十 四卷が ある。 

新 古今 時代の 注意すべき 歌人に は、 右に 擧 げた 六 人の 外に、 後鳥羽院 を 始めと して 寂 連 法師 *顯昭 

法 橋 • 鴨 長 明， 藤 原秀能 等が あ， o、 叉 閨秀 歌人に は 式子內 親王， 宮內卿 • 俊 成の 女な どが ある。 後鳥羽院 

の 御 事 は 下に 別に 記し 奉る 必要が あるから、 今 は 寂 連 以下の 人々 について 簡單に 記して 置く。 

寂 達 f| 二 は 俊 成の 弟 俊 海阿闍 梨の 子で、 俗名 を 藤原定 長と いった。 初め 伯父 俊 成の 養子と なった 

が、 定 家が 生れた ので 出家して 寂 連と いった。 歌論の 上で は六條 家の 家學を 承け た顯昭 と相爭 ひ、 其 

の 歌 才は定 家に も 推賞せられ たとい ふ。 『新 古今 集』 の 撰者の 一 人に 加 へられた が、 間もなく 示 寂し 

た。 平安 末期から 新 古今 時代に かけての 歌人であって、 其の 作 は 『千載 集』 に 七 首 『新 古今 集』 に 三十 艽 

首 入れられて 居る。 家集に 『寂 連 法師 集』 ( 一 卷)， が ある 外に 『寂 達 法師 百 首』 ( 一 卷) 賴5^ が 

傳 はって ゐる。 

くれて ゆく 春の みなと は 知らね ども 霞に おつる 宇治の 柴舟  . 

さびし さは その 色と しもな かりけ り まき 立つ 山の 秋の 夕暮 

むらさめの 露 もま だ ひぬ 眞 木の葉に 霧た ちの ほる 秋の 夕暮 

和 驮の浦 を 松の 葉 越しに 眺 むれば 木末に 寄す る あまの 釣 舟 (以上 新 古今) 

此 等が 著名な 作で ある。 顯昭法 橋. || は 淸輔の 弟で、 初め 山門に 居 り、 後に 仁 和 寺に 移った。 六條家 
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の 流 を 汲んだ 歌學 者と して 重き をな し、 歌論に は^に 述べた 『六 百^ 陳情』 (一 卷) が ある。 其の 他 著 

書に は 『H 本紀歌 註』 g は^ 『古今 集註』 (二十 卷) 『袖 中抄』 (一 一十 卷) を 初めと して、 萬 葉 以下の 歌集の 

註 釋考證 の 類が あって、 其の 博學を 示して 居る。 

萩が 花 ま そでに かけて 高 圓の尾 上の 宮に ひれふる や 誰 (新 古今) 

秋風に たなびく 雲の 絕間 よりもれ 出づる 月の 影の さやけ さ 、同) 

此 等が 代表的な 作で ある。 鴨 長 明 織 HI は俊惠 法師 f J の 門人であって、 歌人と して 叉歌學 者と し 

て 知られて ゐる。 其の 傳記は 後に 『方丈 記』 の條 下に 記す つもりで ある。 家集に 『鴨 長 明 集』 (ー卷 )| 

醜 膝 が ある。 長 明に も增 して 勝れた 歌 を 詠んだ の は 藤 原秀能 器^ である。 河內守 秀宗の 子で、 年 

十六の 時 後鳥羽院に 召されて 北面の 武士と なり、 和歌に 長 じて^た ので 和歌 所の 寄 人に 加 へられた。 

其の後 建 保 二 年 九月に は、 院の 「淸撰 御 歌合」 に 九 首の 和歌 を 召される 光榮を 得た 事が、 『增 錢』 に 見え 

て 居る。 承 久の亂 に 出陣して 戰 つたが、 亂 後に は 熊 野で 出家して 如 願と いった。 家集に 『如 願 法師 集』 

(三 卷) が ある。 左に 示す やうな 敍景の 歌に 特にす ぐれて 居る。 

夕月夜 汐 みち 來 らし 難 波 江の あしの 若葉 を 越 ゆる 白波 (新 古今) 

奧 山の 木の葉の 落つ る 秋^に たえだえ 峯の 月- ぞ のこれる (同) 

月 澄めば 四方 の 浮雪荃 に 消えて み 山が くれ を 行 く 嵐 かな (同) 

千載 • 新 古今の 頃に 於け る 一流の 女流 歌人 は、 百 人 一 首の 「玉の緒よ」 の 歌で 名高い 式 子 内親王で あ 


宫內卿 


俊 成 女 


建禮 門院 右 

京大 夫 


る。 後白河 天皇の 第三 皇女で、 平 治- 兀 年から 十： 年間 賀 茂の 齋院 となり、 筏に 薙髮 せられ、 『新 古今 

集』 の 成る 前後に 薨 じられ た。 御 歌 は 『後鳥羽院 御 ロ傳』 にも 推賞 せられて ゐ るので あって、 高雅な 氣 

品が 備 はり、 麗朗な 響が あると 共に 一面に は 熱情が ある C 家集に は淸水 濱臣が 刊行した 『式 子內 親王 

御 集』 ( 一 卷) が ある。 左に 『新 古今 集』 の 中から 代表的な 歌 を 皋げて 置く。 

山 ふかみ 春と も 知らぬ 松の 戸に たえだえ かかる 雪の 玉 水 (新 古今) 

花 は 散り その 色と なくなが むれば むなしき 空に 春雨 ぞ 降る (同，) 

生きて よも 明日まで 人 はつらから じこの 夕暮 をと はばと へ かし (同) 

次に 宮內卿 は 右 京大 夫源師 光の 女であって、 後鳥羽院の 女房と な. o、 年若く して 世 を 去った。 「千 五 

百番 歌合」 の 時に 院の 特別な 御 思 召に よって 加入せ しめられた 事 や、 其の 時の k« 首の 中で は 

うすく 濃き 野 邊の綠 の 苦 草に 跡まで 見 ゆる 雪の むら 消え (新 古今) 

の 作が 特に 勝れて ゐた 事な ど は、 『增 鏡』 に 記されて 人口に 膾炙して 居る。 叉 俊 成の 女 は 『新 古今 猿』 の 

撰者の 一 人なる 源 通 具の 妻であって、 

橘のに ほふ あたりの うたた 寢は夢 もむ かしの 袖の 香； てす る (新 古今) 

の やうな、 優艷な 情緒 を 歌 ふ 事 を 得意と した。 家集に 『俊 成 卿 女 集. n ニ卷) 5 が ある。 

當 時の 女流 歌人の 中で 注意すべき 者に、 なほ 建禮 門院 右 京大 夫が ある。 世 尊 寺 3- 行 ^原の 女で、 建 

纔 門院の 侍女と な b、 平家 一門の 榮 華の さま を見盡 したが、 壽 永の 秋の 騒ぎに 愛人 平資 盛が 丙 海の 藻 
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屑と なって 後 は、 悲歎に くれる 身と なり、 門院が 大 原に 閑居の 後 は 御 傍に 侍して ゐた。 其の 歌 は 『新 

古今 集』 に は 一首 も 見えて ゐな いが、 次の 『新 勅撰集』 に は 二 首 採られ、 更に 『玉 葉 集』 に は 九 首 入れら 

れて 居る。 其の 乙女心に ひめられた 戀 心と、 平家の 都 落 以後の 可憐な 惱 みは、 長い 詞書を 添へ た 三百 

七十 餘 首の 和歌に 盡 されて ゐる。 『群 書類 從』 所收の 『建禮 門院 右 京大 夫 集』 ニ卷 がそれ である。 此の 集 

は 一 種の 歌 物語と なって ゐ るので あって、 『平家物語』 と 合せ 見る 時 特に 感興が 深い。 

以上 述べた の は 何れも 宮廷 歌人で あるが、 當時鎌 倉に あって 異彩 を 放った の は源賁 朝で ある。 實朝 

は賴 朝の 二 男で、 母 は 北條時 政の 女 政 子で ある。 建久 三年に 生れ、 建 仁 三年に 十二 歲で、 兄賴 家の 後 

を嗣 いで 三代 將軍 となった。 『新 古今 集』 が 成った 元 久ニ年 は {賓 朝 十四 歳の 時であって、 此の 年 四月に 

始めて 十二 首の 歌 を 詠んだ。 北條時 政が 妻牧の 方と 共謀して 實朝を 殺し、 女婿の 朝 雅を將 軍に 立てよ 

うとして 失敗した の は 此の 年で ある。 實朝は 武家に 生れた けれども、 夙に 公家の 趣味に 憧れて、 詩歌 • 

管絃. 檢畫. 蹴 鞠な ど を嗜ん だので あるが、 殊に 和歌 は 最も 好んだ やうで ある。 而 して 和歌の 指導者と な 

つたの は定 家で ある。 卽ち承 元三 年 (十八 歲) に は、 初學 以来の 歌 三十 首 を 選んで 京の 定 家の 許に 送つ 

て點を 乞うた が、 定家は 之 を 返す 時 『詠歌 ロ傳』 5|§ 歌 を獻 じた。 其の後 定 家は屢 消息 や 和歌の 書 を 

送った が、 建 保 元年 (實朝 二士  S) に は 相 傳祕藏 の 『萬 葉 集』 一部 を獻 じた。 其の 時實 朝が 満足 

した 有檨 は、 『吾妻 鑑』 に 「御 賞翫 無， 他、 重寶 何物 過， 之 乎 由 有 "仰」 と 記されて 居る の を 見て 察する 事が 

出來 る。 從來 は是を 以て、 實 朝が 萬 葉 調の 歌風に 移った 動機と 見做して ゐ たので あるが、 近頃 佐 佐 木 


槐 
m 


信綱懊 士が發 見して 世に 紹介せられ た定家 自筆の 『金槐 和歌 集』 I 飾の 奥 書に、 「建曆 三年 十一 一月 十八 

H」 と あるのに よれば、 萬 葉風の 歌 は旣に 二十 ニ歲 以前から 詠んで ゐ たので ある。 (此の 寫木 は金畢 の 


*^\4？ エレ VTH0v^ 


^ 自 松 岡 氏 蔵本であって、 卷首 及び 諸 所を定 

0 ^ 家 自ら 書寫 し、 他 筆を以 つて 書き 繼 がせ 

^ 書 

たもので、 奥 書の m 附は定 家の 筆で あ 

る。 近頃 佐 佐 木 信 綱 博士が 寫眞 版に 複製して 刊行せられ た。) さて 實朝は 其の後 建 保 六 年 十 1 一月 一 IB に 

右大臣に 任せられ たが、 翌承久 元年 正月 二十 七 H に、 拜賀の 爲鹤岡 八幡宮に 詣 でた 時、 別當公 曉の爲 

に 殺害 せられた。 時に 年 二十 七であった。 

實 朝の 生涯 は 極めて 短かった ばかりでなく、 其の 間 常に 外戚た る北條 氏の 壓 迫に 苦しみ、 殊に 兄賴 

家が はかない 最期 を 遂げて 以後 は、 絕ぇざ る 不安と 苦悶が あった。 かくて 悲惨 を 極めた 短 生涯の 記念 

として 遣され たの は、 卽も 『金槐 和歌 集』 である。 金 は 鎌 倉の 鎌の 偏 を 取った もので あり、 槐 は三槐 

(大臣) の義 によるの である。 一名 を 『鎌 倉 右大臣 家集』 ともい つて 居る。 『金槐 集』 に は 群 書類 從 木と、 

貞享 年間の 刊 木と 二つの 系統の 本が あるが、 原木に 最も 近いの は 前記の 松 岡 本であって、 類從本 はこ 

れと 同一 の 系統の 本で あり、 貞享本 は 類 從本を 基に して 後に 順序 を 改め、 且つ 追加した ものである。 

『金楝 集』 は旣に 述べた やうに、 一 一十一 ー歲 以前の 作歌 を收 めた ものであるから、 (群 書類 從 本の 終に ある 

一 本 及び 印本 所載の 五十一 一首 を 除く。) 其の後の 歌 を 集めた もの もあった であらう と 思 はれる が、 筏 世 
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に傳 はって ゐ ない。 其の 歌風 を 見る と、. 定 家の 指導 を 受けた 關 係から、 新 古今 風の 歌 も 詠んだ ので あ 

るが、 大部分 は 萬 葉風で ある。 集中に は 時に 佳作と は 一一 目 ひ 難い もの も あるが、 萬 葉の 語句 を 用 ひ、 高 

古の 調に よって、 自由に 且つ 大膽に 獨自の 境地 を 歌った ものに は、 將軍 らしい 氣 品が 備 はって 居る。 

併し 他の 一面に は 無常 厭世の 作が あり、 叉 感傷的な ものが 少 くないの は、 主として 境遇が 然 らしめ た 

ので あらう。 なほ 朝廷に 對 して 誠忠の 志の 篤かった 事 も、 集中の 作歌に よって 窺 はれる。 

けさ 見れば 出 も 霞み て ひさかたの 天の原より 春は來 にけ り 

吹く 風の 涼しく も あるか 自 から 山の 蟬 鳴きて 秋は來 にけ り 

もののふの 矢な みつくろ ふこての 上に 霰た ばし る那須 の篠原 . 

箱 根路を われ 越え くれば 伊豆の 海 や 沖の 小島に 波の 寄る 見 ゆ (獠後 撰) 

大海の 磯 もと どろに 寄す る浪 われて 碎 けて さけて 散る かも 

さりと もと 思 ふ 物から 日 をへ て はし だいし だいによ わろ 悲し さ 

物い はぬ よもの けだ 物 すら だに も哀 なる かな や 親の 子 を 思 ふ 

いと ほし や 見る に淚 もと どま.，： す 親 もな き 子の 母 を 尊ぬ る 

時に より 過 ぐれば 民の 歎な り八大 龍王 雨 やめた ま へ 

山 はさけ 海 は あせな む 世な りと も 君に 二心 わが あらめ や も (新 勅撰) (ま 槐和耿 集) 

後扈 羽院  新 古今 時代の 著名な 歌人 は大體 述べ 終った から、 當時 堂上 歌人 を芘 護して、 和歌の 降- S を 誘導し 給 


う こ H 土 御 門院 及び § 院の奪 記し 奉らう。 後 鳥 醒は髙 貧 皇の第 四 皇子で あって、 安德 

天皇が 西 f 給うた 後、 御 年 四 奪御卽 位に なつち 其の後 建久九 年に 御 譲位 になった 後 も、 院 中で 

政 を聽 かせられ たが、 北條氏 討伐の 御 企が 敗れて.、 チ A 三年に は I に 遷幸 せられ、 十九 年の 望 應 

.兀 年- As で 5 六十で き 給うた。 後 ま院ま 藝 に涉ら せられ、 史傳 故實に 通じ、 詩文に も 長 

じ 1 えたが、 殊に 和歌 を S 給 ひ、 當時 一流の 歌人に-仇して 劣り 給 はぬ 程であった。 御製 は 『新 

容集』 以下 S 撰攀 常時の 歌合に 見えて 居る が、 纏った 御 集に は 『後 鳥 靈御 集』 (ニ卷.) が ある 外 

：、 『後 |院御自歌 合』 『誓 御 百 首 4^ 鍋膽 I などが ある。 又 歌學 の 御 I に は 『後き 院御ロ 

傳』 ( 一 卷) |P が ある。 院の 御製に は 北條氏 追討 を 思ひ立ち 給うた 英邁な 天資 が 現れて ゐる。 試み 

に 『新 古今 集』 中の 名高 い 御製 を 掲げよう。 

ほの まのと 春、 ) そ 空に 來に けらし 天の 香具 山 霞た なびく 

鶯の 鳴け どもい まだ 降る 雪に 杉の 楚白き 逢坂の 山 

見 度せば 山 もと かすむ 水 無瀨川 ゆ ふべ は 秋と なに 思 ひけむ 

みよし 野の 高嶺の 櫻 散りに けり 嵐 も 白き 春の あけ ほの 

山里の 峰の 雨 雪と だえ して ゆ ふべ 涼しき 眞 木の 白露 

奥山のお どろが 下 も ふみわけて 道 ある 世. そと 人に 知らせむ 

後鳥羽院が 隱岐に 遷幸し 給うた 前後の 事 は、 『吾妻 鑑』 『增 饞』 などに 詳か であるが、 其の 地で 詠ませ こ 

一一 一七 九 
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れた 『遠島 御 百 首』 の 如き は、 悉く 淚を そそる 響が ある。 

春雨に 山 S のく ろ を 行く 賤の蓑 吹きみ だす 暮ぞ 淋し き  . 

遠 山路い く へ も 霞め さらす ともをち 方 人の 問 ふ もなければ 

思 ひやれ 眞柴 のと ほそ 押し あけて ひとり 眺 むる 秋の 夕暮 

い たづら に 秋の 日數 はう つりき ていと ど 都 は 遠ざかりつつ 

潮風に 心 もい とど 亂れ 魔の 褪に 出て なけ どと ふ 人 もな し 

哓 S 夢 を はかなみ まどろめば いや はかなな る 松風 ぞ 吹く 

われ こそ は 新 島守よ 沖の 海の あらき 浪風 こ， 一ろ して 吹け (以上 遠島 御^ 首) 

後鳥羽院 は 隱岐に 御 遷幸の 後 十六 年 目の 嘉禎ー 一年 四月に は、 十番の 「御自 歌合」 ケ家隆 に 下し 袷うて 判 

をせ しめられ、 更に 同年 七月に は 「遠島 御 歌合」 を 行 はせられ た。 (『隱 岐本新 古今 集』 も 此の頃 撰定せ 

られ たので ある。) 「遠島 御 歌合」 は、 京都 を 始め 其の 他に 居る 歌人 十六 人の 作歌 を 八十^ 鬪 はせられ、 

院御 親ら 判 詞を加 へられた ものである。 此の 御 歌合に 就いては 『增 鏡』 fl に 次の 如く 記して 居る。 

都へ もた よりにつ けつつ 題 をつ か はし 歌 を 召せば、 あはれ に 忘れ 難く 戀ひ閬 ゆる 昔の 人々、 我も我もと 奉れ 

る を、 つれづれに 思 さるる あまりに、 自ら 判じて 御覽 ぜられ にけ り。 家隆の 二位 も、 今まで 生ける 思 3Z にこ 

れを だに と、 哀 にかた じけ なくて、 こと 人々 の 歌 を もこ こより ぞ とり 集めて 参らせけ る。 むかしの 秀能は あ 

りし 亂の 後、 頭お ろして 深く 籠り ゐ たり。 如 願と. ぞい ひける。 それ も 此の度の 御 歌合に 召せば、 今更に その 


かみの 事 さ こそ は 思 ひ出づ らめ。 

「遠島 御 百 首」 の 御製 を拜 しても、 叉 此の 歌合の 家隆， 如 願 其の 他の 作歌 を 見ても、 雅麗な 新 古今 風に 

比して 著しく 枯淡に な， o、 一種 寂寥の 氣を帶 びて 居る の は、 世相の 變 化に 伴な ふ 歌風の 變遷を 示す も 

ので ある。 

土 御 門院  後鳥羽院の 皇子なる 土 御門. 順 德兩院 も 亦 和歌に 秀でさせられた。 土 御 門院 は 承 久の亂 に は與， o 給 は 

なかった ので、 北 條氏も 都に 留め 奉らう としたの であるが、 院は父 帝 並に 順 德院が 遠島に 遷幸し 給 ふ 

上 は、 獨 b 都に 留まる 事 を 欲し 給 はす、 御 自ら 進んで 土 佐に 遷幸 せられた。 其の後 阿波に ぉ遷 b にな 

り， 前後 十一 年間 を邊 土に 過ごされて、 宽喜 三年に 三十 七 年の 短い 御 生涯 を 終らせられた。 御 桀には 

『土 御 門院 御 集』 『土 御 門院 御 百 首』 き. 一列 卷^ If » 龍 が ある。 御 集 は 主として 御 遷幸 後の 御 歌を桀 めた 

ものであるから、 自ら 沈痛 悲哀の 調に 滿 ちて 居る。 叉 御 百 首は定 家並に 家 隆に遣 はし 給うた もので あ 

g 德院 る。 順 德院も 承 久の亂 に 佐 渡に 遷幸 せられて、 二十 二 年の 後 仁 治 三年に 其の 地で 崩 じ 給うた。 御 年 四 

十六であった。 院は 故實を 究め 叉 詩文に 長 じて 居られた が、 特に 和歌に 御 熱心であった。 禁中の 儀式 

制^ 故實 等に 就いて 記し 給うた 『禁 祕御抄 K 三卷) ^や、 從來の 歌學を 集成し 且つ 院の 御說を 

記し 給うた 『八 雲 御抄』 (六 卷) 翻難| は、 共に 斯學の 貴重なる 書で おる。 御 歌 は 勅撰集 や 百 首に 見えて 

居る 外に、 『順 德院御 集』 o 1 卷) 糊 禁 『順 德院御 百 首』 ( 一 卷) III 禱 が ある。 御 百 首 は 佐 渡で 

詠ませられた もので あ る。 
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源實 朝が 兇 人の 手に 驚れ た 年 は、 歌道の 宿老 定 家が 五十八 歲 であった。 其の後 泶久 の變が 起り、 三 

新 勅撰集 上皇が 遠島に 遷幸 せられて、 世 は 一 變 したので あるが、 定 家は齡 七十 を 超えて、 後堀河 天皇の 勅宣 を 

蒙って 新 古今に 次ぐ 『新 勅撰 和歌 集』 を 撰んだ。 勅 を 奉じた の は貞永 元年 六月であって、 同年 十月に 假 

名の 序と 目錄 とを茇 上し、 天福 二 年 六月に 假に 茇覽 し、 更に 切 棄切繼 を 施した 後、 嘉赪 元年 三月 十二 

HI に麦覽 したので ある。 卽ち 『新 古今 集』 が 成った 元久ニ 年から 三十 年 許り 後に 成った ので ある。 此の 

間に 一般の 歌風 は、 新 古今 風の 華麗 を 去って 漸く 平淡と なった のであって、 試みに 此の 集の 定家. 家 

隆 等の 作歌 を 見ても、 著しく 枯淡の 趣が ある。 

明けば また 秋の 半ば も 過ぎぬ ベ し 傾ぶ く 月の 惜しき のみ か は 定家 

老いぬ れば 今年ば かりと 思 ひこし また 秋の 夜の 月 を 見る かな 家隆 

此の 集に 最も 多くの 作歌 を 入れられ たの は、 家隆. 俊 成 • 良經. 公經 等であって、 何れも 三十 首 を 超え、 

實 朝の は 十九 首であって、 定 家の は 僅かに 十五 首で ある。 而 して 後鳥羽. 土 御門. 順德三 上皇の 御製 は 

一首 も 入れす して、 却つ で東國 武士の 作 を 多く 採.^、 また 關 東に 志 を 寄せて ゐた西 闹寺公 經の歌 を 比 

較的 多く 入れた の は、 定家が 關柬に 媚びた ものであると いふので、 非難の 聲が 高かった。 『井蛙 抄』 に 

新 勅撰の 異名 を 「宇治川 集」 といった の は、 武士の 歌 を 多く 入れた 爲 である。 蓋し 「もののふの 八十う 

ぢ川」 の 古歌に 因る ので ある。 要するに 此の 集 は、 新 古今に 比して 種々 の點に 於て 遙 かに 劣る ので あ 

るが、 定 家の 獨 撰で あるが 爲に、 ニ條 家の人々 に は 尊重 せられた。 


二  二 條京極 反目 時代 

定 家が 世 を 去った 仁 治 二 年 以後、 鎌倉時代の 終までの 凡そ 九十 年間 を假に 一期と する。 此の 時代の 

初めに 歌道の 中心と なった の は、 定 家の 子爲家 であるが、 其の 子の 爲氏. 爲敎. 爲相は 三 家に 分れて 互 

、 

に 反目し、 殊に 爲 氏の ニ條 家と 爲敎の 京 極 家と は、 長く 門閥の 爭を續 けた。 從 つて 此の 時代 は ニ條京 

極 反目 時代と 言 ふ 事が 出来る。 

ニ條 家と 六 平安時代 末期に 俊 成が 歌道に 覇を唱 へた 頃、 ニ條 家と 六條 家が 對 立して ゐた事 は、 旣に 述べた ので 

條 家の 對立  - 

あるが、 六條 家の 淸輔が 歿した 後 は、 其の 弟の 重 家. 顯昭 及び 季經 がニ條 家の 定 家と 對峙 して ゐた。 併 

し定 家が 從來の 歌學を 整頓して、 組織 立った 家學を 立てて 以後、 ニ條 家の 勢力 は 益 盛に なった のに 反 

して、 六條 家に はよ く 之と 對抗 する 者がなかった ので、 次第に 衰 へて 行った。 新 古今 時代に 六條 家に 

は 重 家の 子に 經家. 顯家. 有 家の 三人が あった。 有家鹚 は 新 古今 撰者の 一人で あつたが、 顯 家の 

子 知 家 iilll は 父の 歿後 定 家に 師事した。 併し 定 家の 死後に は、 其の 子の 爲 家に 對 して 反 對の態 

度 を 示した。 寶治ニ 年の 「仙 洞 御 歌合」 に爲 家が 判者と なった 時、 其の 判に 對 する^ 滿の餘 り、 顯昭の 

凍 狀に效 つて 『連 性 陳狀』 ( 一 卷) を 後嵯峨 院に 奉った の は 著しい 例で ある。 其の後 知 家の 子 行 家 

冬月 斗 

gf?s は、 龜山 天皇の 御代に i 古今 集』 の 撰者の 一人に 加 へられた が、 彼 を 最後と して 六 條家は 全 

くニ條 家の 爲に壓 倒せられ てし まった。 當時 歌道の 家に は、 なほ 『新 古今 集』 の 撰に 與 つた 雅經 を祖と 
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する 飛鳥 井家が あつたが、 其の 子孫に 至って ニ條 家の 傍系の 觀を呈 し、 其の 勢力 は微々 として 振 はな 

かった。 要するに 鎌倉時代 中期 以後の 歌道の 中心と なった の はニ條 家で ある。 

藤 S 爲家  鎌倉時代の 文藝は 多く 世襲せられ、 從 つて 諸 藝には それぞれ 門閥 を 生じた ので あるが、 歌道の 門閥 

として 最も 重き をな したの は、 言 ふまで もな くニ條 家で ある。 而 して ニ條 家の 家學を 確立した のは爲 

家で ある。 爲家 は 父祖が 築き上げた 歌學を 承け てニ條 家の 基礎 を 確立し、 又 後嵯峨 院の 院宣 

を 奉じて、 第 十代 集の 『續後 撰 集』 を 撰し、 更に 『續 古今 集』 の 撰 集に 與 つて、 いよいよ 勢力 を恣 にする 

撩後撰 集 やうに なった。 『續後 撰 集』 は、 後深草 天皇の 寶治ニ 年に 後 嗟 峨院の 命が 下り、 三年の 後 建 長 三年 十月 

に茇覽 した もので、 『新 勅撰集』 から 十九 年 を 經てゐ る。 主として 新 古今 時代の 歌人の 作 を 採った ので 

あって、 定 家の 作 は 最多 數の 四十 三 首 入れられて 居る。 此の 集 は 俊 成が 撰んだ 『千載 集』、 定 家が 撰ん 

績 古今 集 だ 『新 勅撰集』 と 併せて、 ニ條 家の 三代 集と 稱 せられた。 次の 『續 古今 集』 は、 正 元元 年に 爲 家が 再び 後 

嗟峨院 から 撰 進の 院宣 を 蒙った ので あるが、 弘長 一 一年に なって 更に 基 家 * 家 良. 行 家. 光俊の 四 人 を 撰者 

に 加 へられた。 爲 家が 二度まで も 勅撰の 院宣 を 奉じた 事 は、 彼が 最も 名譽 とする 所で あつたが、 後に 

四 人の 撰者 を 追加せられ たのに 對 して は、 快から す 思った ので ある。 集が 成った の は 『續後 撰粲』 から 

十四 年 を 經た文 永 二 年 十二月で ある。 集中に 最も 多くの 歌 を 入れられ たの は、 後 嗟 峨院の 皇子で 鎌 倉 

將 軍と なられた 宗尊 親王 聽计 一一 一年の 六十 七 首で ある。 宗尊 親王の 御 歌 を 多く 入れた の は、 撰者の 一 

人の 光俊が、 歌の 師 であった 關 係からで あって、 爲家は 光俊と 反目の 間柄であった から. - 之 を 不満に 


思った の は當然 である。 

爲 家の 欲 風 さて 爲家は 温厚な 人で、 父の 如き 覉氣 がな く、 學 才も遙 かに 劣って ゐた。 其の 歌風 は 保守的で あつ 

て、 專ら定 家の 晩年の 平淡な 風 を 理想と したので. ある。 家集に は 『中院 大納言 集』 (七 卷) の 外に、 『爲 

家 卿 千 首』 『爲家 卿 藤 川 題 百 首』 などが あり、 叉 歌學の 著書に は 『詠歌 ー體』 一名 『八 雲 ロ傳』 が ある。 爲 

家 以後の ニ條 家の人々 は、 悉く 爲 家の 平明 穩 健な 風 を 祖述して、 ー步も 埒外に 出なかった から、 其の 

歌風 は 時代 を經 るに つ れて 陳腐 平 弱と なつ た。 

ニ條 家の 分 建 治 元年に 爲 家が 世 を 去った 後、 二 條家は 三 家に 分れて、 子孫に 亙って 長い間 歌道 門閥の 爭を續 け 

た。 爲 家の 子. に は爲氏 禁： S 爲敎 Ml^w 爲相 鶴 爲守 などが あつたが、 K 守 は 天 折し、 他の 

三人 は それぞれ 一 一條 (御子 左 家と も) 京 極 (田 比 沙門 堂と も) 冷泉の 三 家に 分立した。 元來爲 氏. 爲 敎と爲 

相と は 其の 母 を 異にして. ゐた。 卽ち爲 氏. 爲敎の 母 は 宇都 宫賴 綱の 女で あ， o、 爲 相は爲 家が 晩年に 娶っ 

た安嘉 門院 四條 (後に 入道して 阿佛尼と いった) の 子で ある。 かくて 此の 異母 兄弟の 問に は、 甚 しい 年 

齡の 差が あつたので あるが、 爲 家の 歿後に 爲氏 は、 父の 遺言に よって、 爲 相の 所領と 定められた 播磨 

の 細 川茈を 横領して 與 へなかった 爲に、 訴訟 沙汰 を惹き 起し、 是ょ り長 く 爭を賴 けた。 ほ ijfip- 爲 

氏 は 叉 同 母 弟の 爲敎 とも 不和と なり、 激しい 反目 を續 けたが、 爲敎は 遂に 

限り あ る 命 を 人に いそがれて 兒ぬ 世の 後 を かねて 知りぬ る 

績拾遣 集 の 如き 怨を 遣して 病歿した。 爲氏は 此の 鬪爭の 間に 龜山院 の 院宣 を 蒙って、 弘 安元 年 十二月に 『精 拾 
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遺集』 を 撰 上した。 此の 集に は 父爲 家の 歌 を 最も 多く 入れて 居る。 其の後、 爲 氏の 子爲世 g§ お ^ と 

爲敎 の子爲 兼^ 忙5 の 代に なって、 ニ條 京極兩 家の 軋櫟 は益甚 しくな り、 南 人は從 兄弟の 間柄で あ 

りながら、 あさましい 鬪爭の 中に 一 生 を 送った。 

當時 朝廷に 於て は、 後 嗟 峨院の 皇子なる 後深草 龜山兩 

皇統の 御爭 があって、 所謂 兩統迭 立の 端緒 を 開いた ので 

あるが、 爲世 は大覺 寺統の 天皇に 重く 用 ひられ、 爲兼は 

持 明 院統の 伏 見 天皇の 御 信任 を 得た ので、 ニ條京 極兩家 

の 確執 はこれ より 益 激烈に なった。 爲世 はニ條 家の 嫡流 

れ ども、 和歌の 道に は 極めて 凡庸であった が、 之に 反して 京 極 爲兼は 卓 絡した 歌人で あ 

つて、 上下の 尊信 を 受けた。 偶 正 應六年 は g| に 伏 見 天皇 は ニ條爲 世. 京極爲 兼 ♦ 飛鳥 井雅有 •  f| 六條 

隆 博の 四 人 を 召して、 撰 集の 事 を 諮り 給うた 時、 爲 兼の 意見が 採用せられ たので、 爲世は 嫉妬の 情に 

驅られ て 益 仇敵の 思 をな すに 至った。 かくする 中に 爲兼 は反對 派の 讒茇に 遭って 隱 謀の 嫌疑 を 受け、 

永 仁 六 年 三月に 佐 渡に 流され、 其の 年 天皇 も 御讓位 遊ばされ たので、 撰 集の 事 は 沙汰 止と なった。 其 

の 後 爲世は 大覺寺 統の後 宇多院の 院宣に よって、 後一 一條 天皇， の嘉 元元 年に 『新 後 撰 集』 を 撰 進した が、 

爲兼は 此の 年 大赦に よって 六 年 目に 召し 還され た。 次いで 持 明院統 の花闕 天皇の 御代の 延狻 年間に、 


九 .} 

I 龜 M — 

(大覺 寺統) 


, 後伏見 

九 五 

. 花 囿 

九 四 

- 後ニ條 

- 後醍醐 


を 承： 


叉 勅撰 猿の 御 企が あった 時、 爲 世と 爲 兼の 間に 再び 撰者の 爭が起 b、 雙 方^ら 數囘 訴狀を 奉った^ 此 


玉 葉 集 の 訴狀は 『延慶 兩卿訴 陳狀』 一 卷 §¥S に收 めら れて 居る。 > 併し 伏 見 上皇の 院官ぼ 遂に 爲考 しド b、 正 

和 元年に 『玉 葉 和歌 枭』 を 撰 上した。 是に 於て 爲世は 不平に^ へす して、 零 兼が 刊餘の 身 を 以て 勅撰に 

携 はった 事 や、 撰定 上の 不都合な 點 など を 擧げて 非難 攻舉を 加へ たが、 爲兼は 更に 讒誣に^つ て 六 波 

羅に 召し捕 へられる やうな 恥辱 を 受けた。 (爲 兼の 歿年 をつ 尊卑 分脈』 に は ： 兀弘！ 一年と して 居る が、 他 

に 異說が ある。) かくて 爲 兼の 晩年 は 極めて： 小 遇であった のに 反して、 爲世は 其の 女爲 千が 後醍醐 天皇 

の 寵遇を 蒙り、 尊 良 宗良兩 親王 を 生み 奉った ので 益 勢力 を 得、 元應ー 一 年に は： 冉び 後宇多 上皇の 院宣 を 

撩 千載 m 蒙って 『饋 千載 集』 を 撰 進した。 其の後 元亨 三年に 後醍醐 天皇 は、 爲 世の 子爲 藤に 勅して 勅撰の 事に 當 

ら しめられ たが、 翌年 爲藤は 病歿した ので、 改めて 爲 世の 孫爲定 に勑官 一が 下った。 かくて 正中 二 年 十 

績後 拾遺 集 一 一月に 彥覽 したの が 『續後 拾 遣 集』 であって、 是 より 後 歌道の 實權は 全く 一 一條 家の 掌中に 落ちた ので あ 

る。 『精 後 拾遺 集』 は錄倉 時代の 最後の 勅撰集であって、 第 十六 代 集に 相當 する。 

當代 の 勅撰 要す る に 定 家. 爲家 父子 が樹 てた 歌道の 門閥 は、 其の 子孫に 至 つ て 骨肉 相せ め ぐ 基因と な つたので あ 

しま 

つて、 此の間の 和歌 は 中心. を 失って、 徒らに 過去の 糟粕を 嘗めて 益 平 弱に なり、 何等 新しい 發展を 見 

なかった。 當時 勅撰集 は 次々 に 撰 進せられ たのであって、 數に 於て は 極めて 盛で あるが、 其の 撰者 は 

大體に 於て 一 一條 家の人々 であるから、 定家. 爲家 等の 歌風 を 標準と して 概ね 平凡に 陷， o、 殆ど^ 化が な 

かった。 此の間に あって、 最も 待 色を發 揮した の は 京極爲 兼であって、 其の 撰に かかる 『玉 葉 集』 は獨 

b 異彩 を 放って 居る。 今爲兼 一派の 歌人と 『玉 葉 集』 に 就いて 述べる に 先立って、 ニ條. 京 極. 冷泉 三 家 
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の系圖 と、 是 までに 擧 げた 勅撰集 を 一 括して 表示しょう。 讀ぁ fi/c 


俊 成 II 定 家； 

新 古々 


o 


續後撰 和歌 集 

賴 古今 和歌 集 

續 拾遺 和歌 集 

一 三 

新 後 撰 和歌 集 

玉 葉 和歌 集 


巾院 

爲 家-— 

續後撰 

賴 古今 


ニ條 (御子 左) (大 覺寺統 に) 

-爲 氏—  ー 爲 世— 

a 宇都 宫賴網 女 新 後 撰 

績拾遣  續千載 


京：！ (毘 沙門 堂 ) (持 明-お 統に) 

-爲 敎— - 爲 兼 


—爲 道-— 

早世 

s  WI. 

續後 拾遺 


—爲 

—爲 


冬- 

子 


母 同 右 


王 葉 

- —爲 子 


1" 泉 c! 藤 谷) 

爲 相—  —爲 秀- 

0- 阿佛尼 


養子 

-忠 兼 


爲 f 


-爲 守 

©同 右、 早世 

^嵯哦 上皇 院宜 

建 長 三年 奏覽 

後嵯峨 上. si 院宜 

文 永 二 年奏覧 

龜山 上皇 院宣 

弘 安元 年奏覽 

後宇多 上皇 院^ 

嘉 元元 年奏覽 

伏 la 上皇 院宣 

正 和 元年 奏覽 


撰者 

撰者 

撰者 

撰者 


藤 原爲家 

藤原爲 家. 同 基 家. 同 

家長. 同行 家 .Is 光俊 

一 一條 爲氏 

一 一條 爲世 

京 極爲兼 


i 定 i 爲遠 

欲 後 拾 遣 

-爲 明 


,0 重 


(上 冷泉！ S) 

—爲 之 


(下^ 泉祖. 

一 —持 爲 


Ill- 載 和歌 集  11^1， 撰者 二 條爲世 

續が 拾遺 和歌 集 .IfK 囍宣 撰者  一 iISS  . 

玉 葉 集の 特 右の 表に よって 明かで ある やうに、 此の 時代の 一 勅撰集 は 主として ニ條 家が 撰 進した ので あるから、 

1  其の 家風の 作歌が 中心と なって 居る の は 言 ふまで もない。 此の 中で 唯一 つ 『玉 葉 集』 だけ は、 京 極爲兼 

の 手で 撰定 せられた ので あ， o、  Rd っ當時 はニ條 家との 軋櫟が 最も 甚 しい 時であった から、 此の 集に は 

京 極 一 派の 歌人の 作が 最も 重き をな して 居る。 卽ち京 極の 流 を 汲み 給うた 伏 見 烷の御 歌 は 七十 六 首 

を收 め、 是に 次いで 比較的 多 いのは 從 三位 爲子 は 五十 九 首、 西阑 寺實兼 五十 七 首、 永 福 門院 

IMfg 四十 三^な どであって、 撰者 自らの は 三十 三 首で ある。 併し 爲兼は 比較的に 公平な 態度 を-小し 

て、 ニ條 派の 人々 の 作 を も相當 入れて 居る ので あるが、 其の 數が 前記の 歌人に 匹敵 しないの は 勿論で 

ある。 爲兼は 新 古今 時代の 歌風 を^って、 定家 六十 八 首、 俊 成 五十六 首、 爲家 五十 三 首、 西 行 四十 九 

首 を 採って 居る が、 又 『萬 葉 集』 にも 親しんだ のであって、 人 麻 呂のを 二十 五 首 入れて 居る。 其の 他 承 

久の三 上皇の 御 歌 も 比較的 多く 收め、 實朝 ゃ建禮 門院 右 京大 夫な どの 作 も 入れて 居る。 かくて 『玉 葉 

集』 は 萬 葉. 古今 .新 古今に 亙って 廣く 古今の 作歌 を 採 り、 而も 京 極 派の 特色 を發 揮した 淸 新の 調 を 多く 

入れた のであって、 ニ條 家の人々 から は 非難 を 受けた けれども、 『新 古今 集』 以後の 勅撰集 中で は、 確 

かに 異彩 を 奴って 居る ので ある。 撰者 爲 兼の 歌風 は 下に 述べる として、 先づ爲 兼の 歌風 を 承け 給うた 

伏 見院を 始め 奉， o、 京 極 派の 女流 歌人 中で 最も 秀でた、 永 福 門院と 爲 子の 佳作 を 『玉 葉 集』^ ら 抄出し 
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て 見よう。 

伏见院 御製 

山の端 も 消えて いく へ の 夕 霞 かすめる はて は 雨に なりぬ る 

山風に もろき 一 褒 はかつ 落ちて 稍 秋なる 日ぐ らしの こ ゑ 

宵の まの 村 雪 づたひ 影 見えて 山の端め ぐる 秋の いなづま 

さ 夜 ふけて ^守る 犬の 聲 高し 村 しづかなる 月の をち かた 

ふけぬ るか 過ぎ行く 宿も靜 もりて 月の 夜道に あ ふ 人 もな し 

.K  一口 田 HJ  ^ 

、刃 一 脚 P  & 

山 もと の 鳥の 聲 より 明け そめ て 花 も むらむ ら色ぞ 見え 行く 

入相の 聲 する 山の 陰 暮れて 花の木の 間に 月いで にけ り 

河 千鳥 月夜 をさむみ いねす あれ ゃ寢 さむる ごとに 聲の聞 ゆる 

月影 は淼 のこす ゑに かたぶき てうす 雪. H しあり あけの 庭 

里々 の 鳥の 初音 は 聞 ゆれ どま だ 月た かき あかつきの 空 

從三 位 ほ 子 

葉が へ せぬ 色し もさび し 冬 深き 霜の あさけ の 岡の へ の 松 

雨の あし も撗 さまになる 夕 虱に 蓑 ふかせ 行く 野べ の 旅人 


九 
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浦 遠くなら ベ る 松の木の 間より 夕日う つれる 波の をち かた 

•  降りし める 雨 夜の ね やの 靜 かにて ほのほ 短き ともし 火の 末 

右に 掲げた 歌 を 見ても 明かで ある やうに、 『玉 葉 集』 の 歌風 は 大體に 於て 新 古今 風 を 標準と して 居る の 

であるが、 殊に 細かな 忠實な 寫實的 傾向の ある 事と、 情景 融合の しめ やかな 境地 を 好んで 詠んで 居る 

事が 目立つ ので ある。 

II 爲 兼の さて 撰者 爲兼 は當時 最も 傑出した 歌人であった。 爲兼は 新 古今 風 を 理想と した 人で あるが、 一方で 

は 遠く 人 麻呂. 赤 人 を 崇め、 叉源實 朝の 歌風 を 慕った のであって、 其の 雄大な 思想、 淸 新な 表現、 奇拔 

な 著 想な ど は、 平凡で 誦する に 足る 歌の なかった 鎌 倉 末期に 於て は、 燦然た る 光輝 を 放って 居る。 生 

涯に 詠んだ 歌 は 一 萬 首 を 超えた と 言 はれて 居る が、 後世に 傳 はった もの は 『入道 大納言 爲兼卿 集』 (一 一 

卷) p 贿確 の 一 千 百 首 許りと、 外に 『爲兼 卿 If 首』 『爲兼 卿 家 歌合』 離 | 瞬 U などで ある。 爲兼は 歌 

學上 にも 卓 絡した 識見 を 抱いて ゐ たのであって、 『爲兼 卿 和歌 抄』 ( 一 卷) の 如き 著が ある。 

此の 書 はニ條 家の 歌學 が、 とかく 枝葉に 拘泥して ゐ るのに 對 して、 詞 姿よりも 其の 思想 をキ： とすべき 

事 を 論じ、 叉 歌風の 準據 として は.、 定 家の 說を 承け て寬平 以往の 風 を 貴び、 更に 溯って 『萬 葉 集』 の眞 

價 を稱揚 して ゐ るので あって、 歌學上 注意すべき 卓見に 富んで 居る。 左に 家集 及び 勅撰集 中の 佳作 を 

揭げて 置く。 

わかめ 刈る 春に しあれば 鶯の 木づた ひわた る 天の 橋 立 (家集) 

和歌の 變遷  三 九 一 
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春の 夜の みじかく も ゆる 燈 火の 色 さへ 壁の 草と なり 行く  (家集) 

山 かゆ ゃ忭の 林に 鳴く 鳩の こ ゑば かりす る ゆ ふぐれ の 雨 (同 ) 

沈み はつる 入日の き はに あら はれぬ 霞める 山の なほ 奧の峰 (風雅) 

枝に もる 朝日の 影の すくなき に 涼し さ ふかき 竹の 奧 かな (玉 葉) 

さ. ゆる 日の 時雨の 後の 夕 山に うす 雪 ふりて 空ぞ 晴れ ゆく  (同 ) 

閨 のうへ はつ もれる 雪に 音 もせで 撗 ぎる 霰 窓た たくな り (同 ) 

海原 や 沖つ しほせ も ひとつに て 雲井に つづく 八重の 白浪 (家集) 

^の 上に うつ ろ 夕日の 影 は あれ ど 遠つ 小島 は 色 くれに けり (玉 葉) 

高瀨山 松の 下み ち 分け 行けば 夕 あらし 吹きて 逢 ふ 人 もな し (風雅) 

要するに 爲兼 は、 萬 葉の 影響 を 受ける と共に、 技巧的な 新 古今 風の 歌 を 作り、 叉 平明 率直な 作 も 詠ん 

だのであって、 其の 歌風 は 極めて 自由で あり、 且つ 淸新 である。 言葉よりも 思想に 重き を 置いた 彼の 

主義 は、 右に 擧 げた 例 歌に もよ く 表れて 居る。 


私 撰 欲 集  二 條京極 反目 時代に も、 各種の 歌合 や 百 首 七 百 首の 類が 盛に 行 はれた ので あるが、 持に 記す ほとの 

.  もの は 無い から 省略して、 此の 時代に 成った 私 撰 歌集 を大體 時代 順に 擧げ て、 簡 短に 解說 して 置く。 

玄玉和 I 『玄玉 和歌 集』 HI は 十二 卷 あつたが、 後世 終の 五卷が 散逸して 七卷 現存して 居る。 俊 成. 革 M, 定率 


家隆. 俊惠. 有 家、 其の 他 此の 時代の 歌人の 作 を 集めて 分類した ものである。 撰者 は詳 かで ない C 『萬 代 

萬 代 和 I 和歌 集』 (二十 卷) £11 は奧 書に よれば、 後深草 天皇の 寶治ー 一年に 成った ものであるが、 撰者 は 未詳 

である。 古く は 人麻呂 などの 歌も收 めて 居る が、. キ： として 平安朝から 新 古今 時代までの 歌 を、 勅撰集 

現存 和 欲 六 家集 歌合な どから 撰輯 した 類題 和歌 集で ある。 『現存 和歌 六帖』 (一 卷) § は、 鎌 倉 初期の 歌人 百 九 

十七 人の 作 八 百 五十 首 を 草木 花鳥 蟲 類の 題で、 それぞれ 類聚した ものである。 撰者 は詳 かで ない。 奥 

書に よれば、 建 長 元年 十二月 十二 H に 類聚 を 終って 筏嗟峨 上皇に 奉り、 更に 作者 を 註すべき 仰 を 蒙つ 

たもので ある。 もと 『古今 和歌 六帖』 に續ぐ もの を 編む 計畫 であった のが、 未完成の 儘で 傳 はった ので 

秋風 抄 あらう。 『秋風 抄』， 1^ は 建 長 二 年 四月 十八： tt に、 小 野 春 雑が 撰んだ もので、 三卷 から 成って 居る。 

新 古今. 新 勅撰. 萬 代 三 集に 入って ゐ ない 當 時の 和歌 三百 餘首を 集めて 分類した もので、 其の 序に は 莨 

之が 『古今 集』 の 序に 六 歌仙 を 評した のに 傚って、 爲家. 知 家. 行 能. 俊 成. 隆祐 .定 家 .家隆 の 歌風 を 批評し 

新 和缺集 て 居る。 (群 書類 從本は 一 ー卷 であって 中間 を闕 いて 居る。) 『新 和歌 集』 (十 卷) §|簡 は 詳しく は 『宇都 宫 

打 聞 新 集』 とい ふ。 藤原爲 氏が 宇都 宫に 下向の 頃に 撰んだ もので、 新 古今 以後の 歌人 百 八十 六 人の 作 

雲 葉 和 欲 集 歌 八 百 七十 二 首 を、 勅撰集の 部 立に 傚って 集めて 居る。 『雲 葉 和歌 集 J  (十 卷) |P は 人 麻呂. 赤 人の 

頃から 後 嗟 峨院の 御代までの 和歌 を、 勅撰集の 部 立に 傚って 撰 集した もので、 撰者 は詳 かで ない C 現 

拾 遣 風體和 存 する もの は 戀雜の 部を闕 いて 居る。 もとは 二十 卷 本であった であらう。 『拾 遣風體 和歌 集』 (十 卷) 

1,15 は 新 古今 時代 以後の 和歌 を 集めて、 前書と 同じ やうに 部類した ものである。 撰者 も 成立 時代 

和^の 變^  三 九 三 
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も詳 かで ない。 『精 門 葉 和歌 集』 (十 卷) HI は 文治から 嘉 元に 至る までの、 桑門の 作歌 千 首 を 集めて 

部類した もので、 卷 頭に 掲げた 漢文の 序の 終に、 嘉元 三年 玄冬 臘月の H 附が ある。 なほ 序に よれば、 

文治 年間に 成った 『門 葉 和歌 集』 (後に 散逸した) の續 集と して 撰んだ もの で、 淸 瀧の 吠 若 麿. 嘉寶麿 等 

の 共編で ある。 

此の 時代に 成った 最も 大部の 私 撰 集 は 『未 木 和歌 抄』 (三十 六卷) i 醉 is 媚^ せと 校 である。 萬 

葉 以来の 歌人の 家集. 私 撰 集. 歌合. 百 首な どを廣 く涉獵 して、 代々 の 勅撰集に 漏れた 歌 凡そ 一 萬 六千餘 

首 を 拾集して、 細かに 分類した ものである。 未 木と 名 づけた の は、 扶桑の 字畫の 一部 を 取った ので あ 

る G 撰者 は 冷泉 爲 相に 學んだ 藤 原長淸 (法名 連昭) である。 成立 年代 は 略 ぼ延慶 年間で あらう と 思 はれ 

るが、 大部の ものであるから、 前後 相當の 年月に 亙って 撰 集され たで あらう。 此の 集 は 和歌 研究の h, 

に 種々 の 資料 を 提供す る ものである。 最後に 『風 葉 和歌 集』 (一 一十 卷) が ある。 後に 終の ニ卷が 散逸して 

十八 卷 となって 居る。 撰 集の 體に 傚って、 古今の 物語 中の 和歌 を 集めて 類別した もので、 序の 終に 「ふ 

みなが しとい ふ 年の やとせ、 降， o み^らす みしぐ るる 頃、 これ を 奉りぬ ると な bo」 と 記して 居る のに 

據れ ば、 文 永 八 年に 成った ので ある。 此の 集中に 收 めら れた 和歌 は、 後世 散逸した 古い 物語 や、 後世 

の僞 作に かかる 古物 語の 原本の 面目 を 推考す る 時の 參考 となる ので ある。 

『風 葉 和歌 集』 が 古 い 物語の 研究資料に 富んで 居る 事 は 右に 述べ た 通りで あるが、 之と 併せ 見る ベ きもの は、 缣倉 時代の 初 

期に 成った 『拾遺 百番歜 合』 一 卷 (群 書類 從所收 ) と 『和 欲 色 葉 集』 I 一一 卷と である。 『拾遺 百番耿 合』 は 『源氏物^』 の 歌と 『狭 


宴 
曲 


衣 物^』 の 歌と を 左右に 合せた リ K=# 耿合ヒ 名 『源氏 袂衣馱 合』 (群 書類 從所收 ) に對寸 る名稱 であって、 左 は 『源氏物^』 中 

の 歌、 右 は 夜半 寢覺. 御津 濱松. 參河仁 佐 介留. 朝 倉. 袖 努良須 -心高 幾. 取替 波 也. 露 宿. 末葉 露. 海人 刈 藻、 以上 十 稀の 物語 中の 

缺を拔 き 出して 百番 合せた ものである。 撰者 は詳 かで ない。 次の 『和 耿色葉 集』 は 古く は 顯眧の 著と 言 はれても たが、 實は 

上覺 法師の 撰で、 建久 年中に 成った ものである。 本書 は 物語 體に 記した 歜學の 書で あるが" 其の 中に 後世 散逸した 古い 物 

語の 名 七 八十 稀 載せ、 =: つ 解題 を 添 へて 居る ので あるから、 古代の 物語の 硏究上 貴重す ベ きも ので ある。 右二 書の 外に 

なほつ 無名 草子』 が あるが、 是は 別に 述べ るつ もりで ある。 

第三 章 宴 曲と 和讃， •  • 

宴 曲 は辦倉 時代から 室町 時代に かけて、 堂上 や 武家 桑門な どの 宴會の 席上で 吟誦 せられた 歌曲で あ 

る。 『緩 小路 俊 量 卿 記』 S 膽 S に 五節の 郭 曲の 一 として、 「水 猿 曲 ^濯；^」 を 擧げて 居る の を 見る と、 

^宴 曲の 一名 を 白拍子と もい つたので あるが、 是は 拍子の 名で あらう と 思 はれる。 叉 室町 時代 

に 早 歌と 呼んだ の は、 拍子 を 早く 謠ふ 意に よるので ある。 (早 歌 は神樂 にも あり、 又雜藝 にも ある。). 

室町 時代に 「早 歌うた ひ」 とい ふ 者が あった 事 は、 『七十 一番 職人 盡 歌合』 によって 知られる。 而 して 早 

歌 は 室町 時代の 末に 至って、 小歌の 爲に壓 倒せられ て 衰亡した。 荽曲は 平安朝の 末期に 流行した 雜藝 

(郢 曲) から 發 達した もので、 もと 扇 拍子で 謠 つたので あるが、 後に は 管絃に 合せた 事 も ある e 宴 曲の 

中には 平安 末期の 作品で あらう と 思 はれる もの も あるが、 多く は錄倉 時代の 作で ある。 現存す る 宴 曲 

宴 曲と 和讚  n 一九 五 
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宴 曲の 集 の 集 は、 錄倉 時代 末期の 沙彌明 空が キ： として 編輯した もの 十 部 十八 帖 (中 一帖 は 目錄) であって、 其の 

書目 は 左の 通 b である。 

『撰 要目 錄』 一 卷 『宴 曲 集』 五卷 『宴 曲抄』 三卷 

『眞 曲抄』 一 卷 『究百 集』 一 卷 『拾菓 集』 一 ー卷 

『拾 菓抄』 ー卷 『別紙 追加 曲』 ー卷 『玉 林苑』 二 

*v-i ちの 

卷 『外物』 ー卷 

『宴 曲 集』 以下に 收 めた 詞章 は、 合計 百 七十 二 章で あつ 

て、 是が 現存す る 宴 曲の 總數 である。 右の 書目 中 最後 

の 『外物』 を 除いた 十七 帖は、 『續群 書類 從』 遊戲 部に 收 

めら れてゐ るが 誤が 少 くない。 吉田東 伍. 野 村 八 良兩氏 

が續群 書類 從 本に 校訂 を 施した もの は、 國書 刊行 會 出版の 『宴 曲 十七 帖附謠 曲 末 百番』 に收 めら れて居 

り、 更に 之に 『外物』 を 加へ たものに は兩氏 校訂の 『宴 曲 全集』 が ある。 現存す る 宴 曲の 集の 成立 年代 は 

『撰 要目 錄』 によって 明かで ある。 卽ち 『宴 曲 集』 以下の 四 部十帖 は、 明 空が 正 安三 年 八月 上旬までに 棄 

成した もので あり、 『拾菓 集』 は 同じく 明 空が 嘉元四 年 三月 下句までに 編んだ ので ある。 又 『拾 菓抄』 は 

正 和 三年 三月 五 UI までに 成， o、 『別紙 追加 曲』 と 『玉 林苑』 と は 文 保 三年 一 一月に 成った 事が 記されて 居る 

ので あるが、 其の 編者の 名 は 見えて ゐ ない。 (但し 詞章の 作者 は 註して ある。) 


作 
者 


宴 曲の 作者に 就いては 『撰 要目 錄， D の 自序に、 

夫當 道の 郢曲 は、 幼 f の 口にす さみ、 萬 人の 耳に さへ ぎる たぐ ひ、 さまざま 多し といへ ども、 愚老が 撰び 集 

むる 曲す ベて 其 軸 十卷を 定め、 其 歌 百の 數を 極む。 この 中二 十 餘首は 愚作の 外な り。 卽ち 其： £荇 の 名字 をた 


どるた どる 記す。 云々 
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： 、- - 二.  I  二，  、一 f  <  一：，  ；  二.  > 

上^ <:si^s 辞  >  様、 i 

ゝャ.  - V,  \ 

： ； >c  ク r  ；  :- ,;  ^  、 -1 ブ  一 二：.： 


に 


と あるのに 據れ ば、 『究百 集』 までの 十 

帖に收 めら れた 詞章の 大部分 は、 編者 

明 空の 作で ある。 卽も明 空 は 宴 曲の 作 

者で あり、 又 集成 者であった ので ある 

が、 舊作 にして 彼の 手で 修訂 せられた 

もの も少 くな からう と 思 はれる。 明 空 

の 傳は詳 かで ない が、 天台宗の 僧侶で 

あって、 宴 曲の 名人であった やうで あ 

る。 其の 歿年 は詳 かで ない が、 嘉元四 

つれな き 命の 程 云々」 と 見えて 居る から、 仁 


年に 記した 『拾棄 集』 の 序 籠顺 g に、 「今 はむ そぢの あま 

治寬 元の 頃に 生れた 人で ある。 『拾 菓抄』 以下 三部に 月 江 作と 註した 詞章が 多い ので あるが、 月 江 は 明 

空の 門人で あると 言 ひ、 叉 明 空の 二字 を省畫 した もので、 彼の 別號 であると も 言 はれて 居る。 明 空以 

迄 曲と 和讚  一二 九 七 


鎌倉時代  三 九 八 

後の 作家の 名 も 多少 傳 はって 居る が、 今 は 省略して 置く。 

形式と 內稃 宴 曲の 構造 は 從來の 歌曲よりも 遙 かに 擴大 せられて、 一般に 長篇 となって 居り、 中には 「海道」 の や 

うに 三 段から 成る もの や、 「熊 野 參詣」 の やうに 五段から 成る 長 篇も ある。 其の 句 格 は 七五調 を^と 

し、 七 四 調 を 副と して、 長短 句 を 交錯して 變化を はかって 居る が、 槪 して 同一の 句 形 を 反覆して^ 調 

である。 題材 は 大體に 於て 勅撰集と M じで あるが、 更に 「熊 野 參詣」 「善 光寺 修行」 「海道」 の 如き 道行 

や、 「伊勢 物語」 「源氏」 「狹衣 袖」 の 如き 物語 を 取扱った もの や、 「雙 六」 「蹴 鞠」 の 如き 遊 戲に關 する も 

のな どが あって、 其の 範 M は遙 かに 廣汎に 亙って 居る。 而 して 道行 物に 朿國 に關 する ものが 多く、 义 

一般に 敎訓 的な 色彩が あり、 祌佛 の^ 驗に關 する 事 を 多く 謠 つて 居る の は、 此の 時代の 文學的 傾向と 

一致す るので ある。 かくて 題材が 大體 和歌 朗詠の 範園を 出て ゐ ないから、 其の 內容も 亦 自ら 平安朝の 

文 學趣眛 を 中心とする のであって、 當 時の 實 生活から は 遠く かけ 離れて 居る ので ある。 從 つて 詞章 も 

また 和漢の 故事 成句 を 綴り 合せた もので、 首尾一貫した 意義 は 殆どない のであって、 美辭 麗句 を つづ 

れ 錦の 如く 臚 列して、 實 威の 稀薄な ものと なって 居る。 要するに 宴 曲 は 形式 詞章 內容 何れの 方面から 

見ても、 尙古 趣味に 立脚し 街學的 臭味に 充 ちた 作品であって、 創作的 伎倆 を缺 いて 居る。 併し 謠 物の 

發 達の 上から 見る 時 は、 前代の 雜藝 から 室町 時代の 謠曲ゃ 小歌への 過渡期の 產物 として、 注意すべき 

ものである。 

月 


和 
m 


更閬夜 閑に して 淸明 たる 月の 丧 明月 峽の曉 庾公 が樓に 登れば 千里に 月明な り 殘月 窓に 倾て宫 

K-ぅ  よろ づ お/? てへ  すさまじ 

漏 正に 長ければ 打ゃ碓 の萬聲 千度 寢覺の 床の 上に 拂 ひも あへ ぬ 露霜 を 片敷 袖に や 置 副む 月 冷く 

風 秋な り 此和琴 緩く 調て. 潭 月に 望む のみなら し 索々 たる 絃の ひびき 松の 嵐 も 通來て 深て は 寒き 霜 

- うざん ぉ* 、も  ろ. つす も  で しほ  しづえ 

夜の 月 を 候 山に 送な り 瀧 水 氷む せんで ながる ろ 事 を やえ ざるら む 月の出 鹽ゃ 御津の 濱 松の 下 枝 

を あら ふ 波間に かよ ふ 白妙の 月 や 砂 を 照らむ 月 は 明 石の 浦の 栖居 横の 戸口の 月影 問す 詰の 夢 もけ に 

わすれ ふし  なり  さらし： j  す, < のえ 

忘ぬ 節と や 成 ぬらむ いざ 見に 行む 佐 良 科 や 姨捨 山淸^ が閼 廣澤住 江 難 波 方 蓆 問に やどる 夜半の 月 

かけはし  ろ だい 

仰けば 淸き 久方の 月の 都 は 九重の 雪の 梯 にす みわたる 露臺の 月の 在 明 月 花 門の 夕月夜 秋の 宮人 

ラ つろ  ふし ** ち 

の 袖のう へに 移 ふ 萩が 花す り 露 もさながら 色色の 玉 かと 見 ゆる 月影 いざよ ひに 弓 張 伏 待の 月 朧 

に 霞む 三日月 (实曲 集) 

和讚 も 亦 常時の 歌謠の 重要な ものの 一 である。 平安時代の 和讚に は、 文 學的惯 値の ある ものが 多 か 

つたので あるが、 末期に なって 漸く 衰退した。 其の後 鎌倉時代に なると、 新 佛敎が 次 々に 起って、 尺 

衆敎 化の 一方 便と して 盛に 和讚 を 作った 爲に、 再び 興隆に 向った ものである。 殊に 淨土眞 宗. 時宗に 於 

て は、 其の 宗旨の 性質 上 和讚に 重き を 置いた から、 勝れた ものが 多い。 淨土 眞宗の 和讚に は 宗祖 親 

鸞 上人の 作と 稱 せられる、 「淨土 和讚」 「高僧 和讃」 及び 「正 像 末 和讚」 の 所謂 三帖 和讚 以ド、 多くの も 

のが あるが、 此等を 悉く 親鸞の 作と 信す る 事 は 出来ない。 時宗 を 開いた 一 遍 上人 は 殊に 和讚 を 電ん 

宴 曲と 和讚  三 九九 
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じ、 また 作歌に 長 じて ゐ たから、 其の 作 は內容 詞藻 共に 傑出した ものが 多い。 『一遍 上人 語錄』 に 載せ 

て ある 「別 願 和讚 一と 「百 利口 語」 は、 其の 眞 作と 信すべき ものである。 前者 は 七十 句から 成り、 後者 は 

百 九十 二 句の ものであって、 共に ひたすら 六 字の 名 號を唱 ふべき 事を勸 めた ものである。 左に ける 

の は 「別 願 和讚」 の 一 部で ある。 

はやく 萬 事 をな けす てて  一心に 彌陀 を賴 みっつ 

南無 阿 彌陀佛 と 息た ゆる  これ ぞ思 ひの 限りなる 

この 時極樂 世界より  彌陀觀 音大 勢 至 

無數の 恒沙の 大聖 衆  行荇 のま へ に顯 現し 

一時に 御手 を 授けつつ  來迎 引接 たれ 給 ふ。 

おの 外- - なほ 法 然 上人の 作と 傳 へられる 「阿 彌陀 和讚」、 HI 蓬 上人の 作と 稱 せられる 「法 華 和讚」、 他 

阿 上人の 作と いはれ る 「往生 和讚」 などが ある。 當時行 はれた 和讚 は 專ら敎 化の 具に 供した ものである 

から、 歌詞よりも 寧ろ 聲調を 重んじた のであって、 優麗で 一 種の 哀調 を 帯びた 曲節が、 一 般 民衆の 心 

を 引きつけ たので ある。 從 つて 歌詞の 文 學的價 値 は 平安時代の ものに 比して 遙 かに 劣る ので ある。 

鎌倉時代に 行 はれた 歌謠の 主要な もの は 宴 曲と 和讚で あるが、 當時 は邦樂 並に 劇の 發生 期であって、 

語 物と して は 平 曲の 發 生が あり、 歌舞の 方面に は從來 から 行 はれて ゐた 延年. 田樂. 猿樂. 曲舞な ども、 

比の 時^ こ 盛に 行 は^、 且つ 何れも 發 達して 劇的 要素 を 取り入れ たので ある。 此 等の 歌舞に は f 謠ゃ 


水 


科白が あつたの であるが、 後世に 傳 はった もの は 極めて 少く、 且つ 文學 として は 特に 論す る 程の もの 

はない。 併し 其の 舞 伎 歌曲 は 後の 能樂の 源流と なって 居る ので あるから、 劇發 達の 上から は 注意す ベ 

きもので ある。 

第 四 章 歷史 物語と 戰記 物語  ..， 

一 歷史 物語 

平安朝の 末期に 現れた 『榮華 物語』 『大 鏡』 などの 系統 を 承け て、 平安 末期 若しくは 鎌 倉 初期に 著され 

た 歴史 物語に 『水鏡』 が ある。 本書 は 『大 餞』 の 前 を 補ふ爲 に、 神武 天皇から 仁 明 天皇に 至る 五十 四 代の 

事蹟 を 編 年體に 略述した もので、 三卷 から 成って 居る。 其の 冒頭に 七十 三になる 老 尼が、 或 年の 秋 葛 

城 山で 仙人に 逢 ひ、 其の 時 聞き取った 古代の 物語 を、 初瀨 寺で 通夜 をしながら、 一人の 修業 者に おる 

とい ふ 趣向 を 立てて 居る の は、 明かに 『大 鏡』 の 構想 を 摸倣した ので ある。 『水 餞』 とい ふ 名 は 跋文に、 

大 鏡の 卷も 凡夫の しわざ なれば、 佛の大 圓智の 鏡に はよ も 及び 侍ら じ。 是も 若し 大 鏡に 思 ひよ そへ 侍らば、 

其の かたち 正しく 見えす とも、 など か 水鏡の 程 は 侍ら ざらん とてなん。 

と あるので 明かで ある。 文章 は 女房の 筆に 擬 して あるが、 漢語 佛語を 多く 用 ひて 居る 所に 時代の 特徴 

が 見える。 其の 記述 は 『扶桑 略記』 に據 つた 所が 多い のであって、 文學 としての 偎値は 乏しい。 佛敎の 

展史 物語と 戰記 物語  四 〇 一 
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傳來、 寺院の 創立、 高僧の 逸話な どの やうな 佛敎關 係の 記事が 多く、 また 傳說 奇談が 多 いのは、 錄倉 

時代の 文學的 傾向 を 示す ものである。 從來 『大 鏡』 『今 鏡』 と 合せて 三 鏡と 稱し、 また 室町 時代に 成った 

『增铙 J を 加へ て 四 鏡と 呼んで 居る が、 文學 的^ 値の 最も 劣る の は 『水鏡』 である。 著者 を 『本朝 書籍 目 

錄』 に 「中 山 内 府抄」 と 註記して 居る が、 眞 僞は詳 かで ない。 『水鏡』 の 外にな ほ 『彌 世繼』 と稱 する 歷史 

物語が あった 事 は 『增 镜』 にも 見え、 叉 『本朝 書籍 目錄』 にも 見えて 居る が、 後世 散逸した。 

平安 末期 以来の 歷^ 物語の 系統に 屬し、 而も 鎌倉時代の 新 與文學 の 待徵を 具へ たものに、 『愚 管抄』 

『六 代 勝 事 記』 などが ある。 『愚 管抄』 職麵 は 『本朝 書籍 目錄』 に 「愚 管 抄三卷 ^歸 和」 と あるが、 流 

布 本 は七卷 から 成って 居る。 作者 を憨 鎭和尙 とする 說に はな ほ 研究の 餘 地が ある。 此の 書 は七卷 本に 

就いて 旨へば、 卷 一 丄 一は 皇帝 年代記であって、 神武 天皇から 順德 天皇までの 事蹟 を 略述し、 (後に 仲恭 

天皇 及び 後堀河 天皇 を 共に 今上と して 書き 繼 いで 居る。) 卷 三から 卷 六まで は 年代記の 別記であって、 

太古から 順德 天皇の 御代までの 歷史を 記し、 卷 七に はキ： として 治亂與 亡に 對 する 史論 を 記して 居る。 

本書の 作者 は、 王法 佛 法の 衰 へた 末世 を 慷慨して 執筆した のであって、 保 元 以後の 戰亂に 就いては 持 

に 詳密に 記し、 且つ 時勢の 變遷を 論す る ことに 力 を 注いで 居る。 文章 は 漢語 佛語を 混用した 和漢 混洧 

文で あるが、 時に 時代の 通用 語 を 交へ て 居る の は、 通俗 を 旨と したので ある。 文 學的價 値 は 別と して 

敍事 立論に 勝れて 居り、 文章 も 平易 明快であって、 やがて 起るべき 戰記 物語の^ 驅 として 注冃 すべき 

ものであるお 


六 代 勝 事 記 『六 代 勝 事 記』 一 卷 §11 は 著者 を詳 かにし ない。 卷 頭に 記した 自傳 によれば、 著者 はニ條 天皇の 應 

保 年間に 生れ、 高 倉 天皇の 御代に 宮廷に 仕へ、 六十 餘 年の 間に 七 代の 御卽 位に 逢 ひ、 晩年に 遁世して. 

貞應の 今 此の 書 を 記した と 云って 居る。 此の 書の 內容は 高 倉. 安 德. 後鳥羽. 土 御門. 順德. 後堀河の 六 朝 

に 亙る 治 亂の跡 を、 自己の 見聞 を 本と して 記述した もので、 簡單 ながら 要 を 得て 居る C 冒頭に 世の 爲 

民の 爲に 此の 書 を 記す とい ひ、 叉卷 末に 政道 を 論じた 史論 を 添へ て 居る の を 見る と、 『愚 管抄』 の 筆者 

と 同じ 目的の 下に 執筆した ものと 思 はれる。 文章 は 和漢の 故事 を 引き、 對句を 列ね、 漢語 雅首を 巧み 

に使驅 して 絢爛であって、 流布本 『平家物語』 に 酷似して 居る。 

御舟より おりて 行路 を かへ りみ させ 袷へば、 もし ほの けぶり は 東に なびき、 いさり 火の ほのほ は 胸よりも § 

るかと おほしめ しあへ ぬまで、 とりの 聲 もせぬ ふかき 山 61 雪 をし のぎて ぞ、 おちつかせ 給 ひける。 お ほよ そ 

天子 帝 葉のと ほき 島に はな たれ、 都の ほとりに と ぢられ 給へ る、 いづれ もいた はしく 侍れ ど、 北山の 雪の そ 

こ、 南海の 波のう へ、 翠 帳紅閬 にこと なる はに ふの こやの あしす だれ、 薰爐 のけぶ りに か はれろ 葦 火た くや 

の あやしき につけて、 淸凉紫 宸の金 殿に 花 を 見、 月 を ながめし 雪の 上、 そよ や 露 裳 羽衣の 曲 をと とのへ、 龍 

笛 鳳 管 を 聞きし よなよな、 三 公 九 卿の ただし かりし 禮義、 椒房 羅 綺の やさし かりし むつごと 忘れ 給 はす。 

五代 帝王 物 『六 代 勝 事 記』 と 同類の 書に 『五代 帝王 物語』 (一 卷) §| 鶴が ある。 後堀河 天皇から 龜. H 天皇まで、 五 

代の 事 を 記して 居る が、 特に 後嵯峨 院の 頃の 花やかであった 有檨を 追憶し 讃美して 居る。 文章 は 勝 事 

記よりも 更に 和文 脈が 勝って 居る。 後宇多 帝の 御代の 作で あるが、 作者 は詳 かで ない。 

1! 史物 語と 戰記 物語  四 〇 三 
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二 鈸^ 勿^ R 

I 1  言 一一, In 

戰記 物語  一般に 文學 の沈衰 した 錄倉 時代に、 獨 b 光彩 を 放った の は、 専ら 戰亂 の^ 實 から 素材 を 取って、 そ 

れに 多少の 脚色 を 加へ た 『保 元 物語』 『平 治 物語』 『平家物語』 『源平 盛衰 記』 等の 戰記 物語で ある。 戰記 

物語 は、 『榮華 物語』 や 『大 鏡』 などの 和文で 記された 歷史 物語と、 『將門 記』 『純 友 追討 記』、 前 九 年の 役 

の 事 を 記した 『陸奧 話 記』. in などの 如き、 和 臭を帶 びた 漢文で 記された 合戰 記と から、 系統 を 引 

いて 現れた ものであるが、 其の 形式 は 『今昔 物語 集』 などの 說話 文學の 影響 を 受けて、 局部 的の 事實を 

連續 的に 羅列し、 且つ 其の 間に 種々 の 揷話を 織り込んで 居る ので ある。 而 して 『大 鏡』 や 『榮華 物語』 な 

どの 作者が、 過去の 藤 原 氏 極 盛時 代 を 追懐して 執筆した と 同じ やうに、 戰記 物語 もまた 北條氏 執權時 

代に、 源平 二 氏の 盛衰. の 有 樣を囘 顧して 書かれた ので ある。 卽ち保 元と 平 治と は 源氏の 歿 落の 有様 を 

題と し、 平家と 盛衰 記と は^として 平氏の 滅 匚の狀 態を寫 して 居る のであって、 孰れ も 其の 隆盛よ 

i, 寧ろ 衰亡の 悲哀 を 主題と して 取扱 ひ、 たと ひ 其の 隆盛の 様を寫 すに しても、 なほ 前代の 英傑の 

末路と 對 比する 事 を H れてゐ ない 所に 其の 待徵が ある。 かくて 戰記 物語 は、 武人 を 主人公と し、 其の 

败慘 滅匚の 悲肚な 事實を 物語る 事 をキ： 眼と する ので は あるが、 其の 間に 父子 夫婦の 間の 別離の 情 や、 

主從 間の 壯烈な 節義な ど を 織 b 雜 せて、 感情と 意志の 衝突に 苦悶す る 人情の 美 を描寫 して 居る ので あ. 

る。 從 つて 文章 は 自ら 其の 內容； i 應 する 形式 をと つて、 雄麗簡 勁に して 一種の 悲哀な 調を带 びた、 和 


漢 混淆の 新 文 體を用 ひて 居る ので ある。 而 して 此 等の 戰記 物語 は 廣く國 民に 讀 誦せられ、 又は 樂 器に 

合せて 語られて 流布した ものであるから、 時代 を經 るに 從 つて 改修 補足せられ、 文章 も 洗煉 せられて、 

幾多の 異本 を 派生した ので ある。 『保 元 物語』 『平 治 物語』 の 如き は、 比較的 異本の 少 いもので ある けれ 

ども、 猶 二十 餘 種に 上り、 『平家物語』 に 至って は、 更に 數 倍の 多き に 及んで 居る。 
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『保 元 物語』 と 『平 治 物 

語』 は 共に 三卷 より 成 

り， 文章 も 相似た もの 

であって、 從來 じ 作 

者の 手に 成った ものと 

考 へ られて 居る から、 

今 一 括して 取扱 ふ 事に 

する。 此の 一 一書に は 古 

くから 多くの 異本が あ 

る。 水 戸の 『參考 保 元 

物語』 (九 卷) 並に 『參考 

平 治 物語 K 六 卷^^ 
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隨.？ ほほ に は、 異本 五 種を以 つて 流布本と 對 校して あるが、 これに 引かれて ゐ ない 異本で、 しかも 原本 

t^. ズ まる 

に 最も 近い 系統に 屬 すると 思 はれる の は、 九條 公爵 家舊 藏の寫 本、 fKilf^ 及び 琴 平 神社 所 藏の寫 本 

である。 此等は 章 段 を 分た す、 順序の 異同が あ.^、 叉 文章 も 著しく 簡潔で ある。 卽も 流布本 は 原作 を 

增 補し、 潤色 を 加へ、 また 段 を 分ち、 標題 を附し たもので あって、 其の 間に 種々 の 異本 を 派生した の 

である。 流布本に は寬永 元年 出版の 片假 名木と、 寛 永 三年 及び 貞享ー 一年 出版の 繪入平 假名 本と が ある。 

以下 述べ る 所 は 流布 木に 就いて である。 

作 者  保 元 平治兩 物語の 作者に 就いては、 從來 三說が ある。 第一 は僧隆 源の 『醍醐 雜抄』 |gs に 見えて 居 

る說 であって、 平家. 將門. 保 元. 平 治の 四 部^に 中 山中 納言顯 時の 孫 (左 衞門佐 盛隆の 子) 民 部 少輔時 長 

Is! の 作と して 居る。 第二 說は 『參考 保 元 物語』 の 凡例に 見える 中原 師 梁の 著作と する 說 であって、 師 

梁 は 時 長よ， 9 凡そ 百年 後の 人で ある。 第三 說は 『安齋 隨筆』 に 記して ゐる 多武峯 僧正 源^の 作と する 說 

である。 併し 此等は 何れも 疑問と すべき 點が あるので あって、 容易に 從ひ 難いので ある。 姑く 作者 未 

詳 とすべき であらう。 次に 此の 二つの 物語と 『平家物語』 との 前後に 就いても、 從來說 が 二つに 分れて 

居る。 平家より 先と する 說は、 最も 廣く行 はれて 居る ので あるが、 藤 岡 作太郎 博士 は 平家 を 先と し、 

嫌 tS 請 時 野 村 A 良 氏 も 同樣の 意見 を 有って 居られる。 雄 M 辦戴 

保 元 物語 さて 『保 元 物語』 は 三十 七 段に 分 たれ、 保 元元 年 七月 鳥 羽院の 崩御に 始まり、 元 曆-兀 年 四月に、 保 元 

の 亂の戰 場であった 白 河 殿の 址に 崇德院 を齋ひ 祭る まで、 前後 一 一十 八 年に 亙る 事變を 記して 居る ので 


あるが、 記事が 特に 詳密で あるの は 保 元の 亂 後の 事で ある。 キ： 要人 物 は 崇德院 を 始め、 左大臣 賴- お. 源 

爲義， 観 西 八 郞爲朝 等で あるが、 殊に 中心人物 として 描かれた のは爲 朝であって、 我が 國無雙 の 英雄と 

して 寫し 出されて 居る。 此の 物語 中で 最も 見るべき 所 は、 新院軍 評定の 事、 義朝白 河 殿 夜 討の 事、 新 

院御 經沈附 崩御の 事な どで あるが、 なほ 乙 若龜若 等が 誅 せられる 條と、 爲義の 北方 入水の 條と は、 沈 

痛 悲肚を 極めて 居る。 保 元の 戰は 上下 名利に 狂奔して、 道義 は 地 を 掃った 時で あるから、 作者 は 舉 に 

事 變の顚 末 を 語る ばかりでなく、 至る所に 德 操の 重ん すべき 事 を 論じて 居る。  - 

平 治 物語  次に 『平 治 物語』 は 保 元三 年 八月、 後白河 天皇の 御 譲位に 始まり、 正 治 元年 正月に 源賴 朝が 歿する ま 

で、 前後 四十 一年間の 事 を 物語って 居る けれども、 記述が 詳密で あるの は、. 平 治 元年 十二月 信 賴義朝 

等が 兵 を 擧げて 以後、 義 朝が 殺された 後の 遺子の 處 分に 至る までの、 約 二 箇月 許りの 事で ある。 『保 

元 物語』 に 較べる と 年月 も 長く、 事件 も 複雑で あり、 現れて 來る 人物 も多數 であるから、 記事が とも 

すれば 散漫に なり、 叉 時として 敍述が 簡略に 過ぎた 所 もあって、 一段と 見劣りがする。 敍 事の 勝れて 

居る の は、 滑稽 を衋 した 光賴參 內の條 と、 戰 場に 於け る將士 の扮装 活劇 を 紙上に 活躍 させた、 待 賢 門 

の 軍の 條と であるが、 なほ 悲痛 を 極めた 常 盤の 物語 も 出色の 一 段で ある。 『保 元 物語』 及び 『平 治 物お』 

の 文章 は國 文の 中に 漢語 佛語を 混へ て遒勁 簡潔で あるから、 戰 場の 爭奪 修羅 を 記し、 武^ 節義 をお る 

に 適して 居る が、 叉 他の 一面に は、 四 六 駢儷體 に 傚った 流麗な 文體 もあって、 戰爭場 裏の 人^ を瀉す 

事に も 成功して 居る。 これ を 『平家物語』 と 比較す る 時は遙 かに 劣る けれども、 戰記 物語 中の 佳作た る 
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を 失 はない。 要するに 此の 兩書 は、 歷史 として 見る 時 は 史實の 考證に 粗漏が あり、 文學 として 見る 時 

は 假想的 分子が 乏しく、 從 つて 與 昧が少 い。 其の 價値は 史上の 著名な 戰亂 を、 恰も 繪卷 物を昆 る やう 

に寫し 出して ゐる 事と、 內容に ふさ はしい 新 文章 を 創めた 事と にある のであって、 此の 描寫と 文章と 

は、 後の 戰記 物語に 多大の 影響 を與 へて 居る。 なほ 此の 二つの 物語が、 後の 小說戲 曲な どに 幾多の 題 

材を 供給した 事 も 注意す ベ き 事で ある。 

保 元 平 治の 亂を描 い た 辫卷は 幾ら もあった であらう が、 現存す る も の は 合戰辫 卷屮の 逸品と 稱 せられる * 傳住 吉疫恩 筆の 

『平 治 物語 翁卷』 一一 ー卷 である。 第一 は 一一 一條 殿燒 討の 卷 であって 本 多 修理 舊蔵 であるが、 今 は米國 ボストン 博物館の 所藏 とな 

つて 焐る。 第二 は 信 西の 卷 であって、 岩畤 男^ 家に 蔵せられ て 居. リ、 第一 一！ は 六波緙 行幸の 卷 であって、 伯锊松 平^ 亮 氏の 

所蔵で ある" 粉の 筆者に は 異說が あるが、 鎌倉時代 中期の 名手の 作であって、 盛壯 豪快の 氣 象が 滿 ちて 居 リ、 人物の 姿態 

表情 も 如 實に寫 されて 居る。 詞書は 藤 原 家哓筆 又は 世 尊 寺 行 俊 筆と 稱 せられて 居る が、 詳か でない。 三 條殿燒 討の 卷は^ 

慘壯絕 を 秘めて 居る のであって、 此の 耠卷 中で 最も 傑出して 居る が、 外國の 有と なった の は 惜しい 事で ある。 本書の 卷^ 

に 掲げた の は 岩畤家 所蔵の 信 西の 卷の 一 部であって、 『國 華』 に^ 載され たものから 韓 載した ので ある" 畫屮 に^える 長刀 

に附 けられた 生首 は、 言 ふまで もな く 信 西の 首で ある。 


平家物語 戰記 物語の 中で 最も 傑出した 作品 は 『平家物語 j である。 『平家物語』 は 平 曲に よって 盛に 語られた 爲 

に、 極めて 多くの 異本 を 生じた。 流布本 は 十二 卷本 であるが、 外に 灌頂卷 を 別にした 十三 卷本 も廣く 

行 はれて 居る。 而 して 異本の 中には、 卷數. 篇次 .內{ や 文韋 等が 流布本に 比して 大いに 異なる 所が あつ 


て、 一見 全く 別種の 作品で あらう と 思 はれる もの さへ ある。 貞治ニ 年に 成った 『平家 勘文錄 』 ^SS5 

によれば、 最初 は三卷 本であった のが 六卷 木と なり、 次いで 十二 卷 となり、 更に 三十 六卷本 もあった 

と 云 ひ、 また 『醍醐 雜抄』 には資 經 作の 平家 は 十二 卷、 時 長 作の は 二十 四卷 であると 云って 居る が、 三 

卷本丄 ハ卷本 は 現存して ゐ ない。 山 田 孝 雄 博士の 著 『平家物語 考』 §5 删 | に は、 異本 七十 種 を 舉げて 

早 象.^」 矛 V 

奇， 4 二， 卞ュ flHMa  ^A^Miy 

A ぶ： もソ ^^5^4,  n i き 會 し复 

ザず, ヽき っ贺も 了 あぼ V" " ク A し 

r 复 ノ卞巧 ー  0f  あ J, ) ぶ 

卷) と、 長 門の 赤 間 宮に傳 來の長 門 本 (二十 卷) であるが、 『源平 盛衰 記』 (四十 八卷) も 亦 平家の 異本の 

一種と 見做されて 居る。 延慶本 はもと 六卷 本であった 形迹が あ， o、 其の 書寫の 時代 は建禮 門院の 崩 去 
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十七 類に 分ち、 更に 三 

十 種に 別って あるが、 

^ 高木 武 博士 は 八十 八 種 

平 學  f 

おゆ の 異本 を數 へて 居られ 

物 ^ る。 現存す る 異本 中で 

Ufa 

古 ^ 時代 も 古く 且つ 名高い 

^ は の は、 花園 天皇の 延慶 

•14" だ 

s 一 一三 年の 頃、 紀 伊の 根 

來 寺で 筆寫 した ものの 

轉寫 なる 延廣本 (十一 一 
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を 去る 八十 餘 年後で あるから、 異本 中 最も 古い ものであるが、 最近 發 見せられた 高 野 辰 之 博士 所藏の 

古寫本 (十二 卷) は、 なほ それよ b も 古いで あらう と 言 はれて 居る。 || 十二 卷本は 大體に 於て 古い 姿 

を 保存して 居る のであって、 卷數の 多 いのは 漸次 之 を增禰 した もので あらう と 思 はれる。 『平家物語』 

の 作者に 就いては、 從來 諸說が 現れて 未だ 詳か でない。 最もよ，、 知られた 說は 次に 掲げる 『徒然 草』 の 

說 である。 

後鳥羽院の 御 時 信 濃 前 司 行 長 稽古の 譽 ありけ るが、 樂府の 御 論 義の番 に 召されて、 七 德の舞 を 二 つ 忘れたり 

ければ、 五德の 冠扦と 異名 をつ きに ける を、 心 憂き 事に して、 學問 をす てて 遁世したり ける を、 慈 鎭和尙 一 

藝 ある もの をば、 下部まで も 召しお きて 不便 にせさせ 給 ひければ、 此の 信 濃 入道 を 扶持し 給 ひけり。 此の 行 

長 入道 平家物語 を 作りて、 生佛 とい ひける 盲目に 敎 へて 語らせけ り。 さて 山門の 事 を 殊に ゆゆしく 書け り、 

九郞 判官の 事 はく はしく 知りて 書き 載せたり。 蒲 冠 荇の事 はよ く 知ら ざり ける にや、 多くの 事 ども を 記し も 

ら せり。 武士の 事 弓馬の わざ は、 生佛東 國の荇 にて 武士に 問 ひ 聞きて 書かせけ り。 かの 生佛が 生れつきの 聲 

、を、 今の 琵琶 法師 は學 びた るな り。 

『平家物語』 の 基礎と なった 原本が、 後鳥羽院 以後 承久 以前に 成った であらう とい ふ 事 は、 近 來の學 者. 

によっても 唱 へられて ゐ るので あるが、 作者 を 行 長と する 說に對 して は 異說が ある。 卽ち 『gwfe 雜^』 

に は、 二十 四 卷本は 葉 室 大納言 時 長が、 源 光行の 助力 を 得て 書いた とい ふ說 と、 十二 卷本 は吉 田資經 

が 書いた とする 說とを 擧げて 居る。 時 長 は旣に 述べた 通り、 保 元 平 治の 作者に も擬 せられて 居る ので 


平 
曲 


あるが、 『尊卑 分脈』 にも 時 長に 就いて 「平家物語 作者 隨 一也」 と 記して 居る。 其の 他な ほ 異說が あるの 

であるが、 何れも 根據が 薄弱で あるから、 姑く 比較的 古い 『徒然 草』 の 說に從 ふ 外 はないで あらう。 併 

し 此の 物語 は 一 朝に して 成った もので ないから、. 流布本が 成立す るまで ！2 は 幾多の 人の 手を經 て、 漸 

次改 刪せられ た 事 は 言 ふまで もない。 

『平家物語』 は 琵琶に 合せて 語 つたので あって、 これ を 平家 

琵琶 叉 は 平 曲と いった。 平 曲 を 語る 事 を 職業と したの は、 主 

として 肓目 の 琵琶 法師で あ る 。 琵琶 法師 は 平安時代に は 天ム门 

宗に屬 し、 琵琶に 合せて 經文 を誦唱 したので あるが、 後に は 

俗耳 を 喜ばせる 爲に、 種々 の 歌曲 を 語る やうに なった。 其の 

後 鎌倉時代 になって、 戰亂の 物語 を 語った ので あるが、 主と 

する 所 は 『平家物語』 であった から、 之 を 平 曲と 稱 したの であ 

る。 平 曲の 曲節 は 主として 天台 若しくは 眞言の 薺 明から 取つ 

たので あるが、 其の 他 從來の 歌曲から も、 それぞれの 長所 を 取り入れて 大成した ので ある。 平 曲の 祖 

として 知られて 居る の は生佛 であるが、 其の後 鎌倉時代の 末に 城 一とい ふ 名人が 現れ、 其の 門弟の 如 

一と 城 元に 至って 二 派に 分れた。 如 一 及び 其の 弟子の 骨 一 II 四の 流派 を 一方 流と いひ、 城： 兀 ^二 

の 流 を 汲む もの を 八 坂 流と いって、 長く 後世に 傳 承せられ たが 1 後に 更に 分れて 六 流と なって 江戶時 
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代に 及んだ。 平 曲の 詞章 は、 文才の ある 人に よって 改修せられ たので あるが、 叉 琵琶 法師の 名人に よ 

つて 改められた 所も少 くな からう と 思 はれる。 

一 方 流の 祖  『平家物語』 は 中心人物 たる 平淸 盛の 榮華を 語る 部 

1^  一 II 覺 一 分と、 其の 一族が 源氏の 爲に、 はかなく 滅亡して 行 

. . 平 曲 の E. 

生お— お 正 —お  一 I  く 有檨を 物語る 部分と に 大別して 見る 事が 出來 るの 

八 坂 流の 祖 

I 城 元 —— 城 意  であるが、 更に 冒頭に は 平氏の 先祖から 忠 盛に 至る 

までの 事を簡 短に 記し、 又 末尾に は 平家 滅亡 後の 有檨を 語って、 六 代 御前の 末路 ゃ建禮 門院の 薨 御の 

事な ど を 記して 居る。 之 を 年數の 上から い へば、 天 承 二 年に 行 はれた 得 長 壽院の 供養に 始まって、 建 

保 元年に 建禮 門院が 崩 じ 給 ふまで、 凡そ 九十 年 許りの 事變を 記述して 居る ので ある。 併し 其の 間で 記 

事が 詳密で あるの は、 治 承 元年に 西 光成 親等の 陰謀が 發覺 した 時から、 平家 一族が 西 海に 沒落 する ま 

での 前後 十 年間で ある。 而 して 此の 物語の 內容を 貫く 思想 は、 卷 頭の 「祗阑 精舍の 鐘の 聲、 諸行無常 

の 響 あり。 沙羅 雙樹の 花の 色、 盛者 必衰の 理を 現す。 云々」 の 一節に よって 最も 明瞭に 示されて 居る。 

卽ち 無常 觀と困 果應， fl^、 此の 物語 を 終始 一 貰して 流れて 居る 中心思想 である。 主人公 淸 盛の 絕大 

なる 權 勢と、 强烈 なる 意氣 とを以 つてしても、 なほ 因杲應 報の 理には 敵し 難く、 無常の 風に 誘 はれて 

は、 忽ち 此の世 を 去らねば ならぬ 事 を 物語り、 其の 他の 副キ： 人 公た る 重 盛 を 始めと して、 平家の 公達 

もまた 悉く 同 一 の 運命 を迪 つて 滅び 去った 事 を 物語って 居る。 而 して 西 光. 成 親. 俊享敦 盛. 義仲. 義經， 
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妓王. 妓女. 葵 前 • 小 督. 千 手. 撗笛 等に 關 する 樣々 な 挿話 もまた、 平家の 運命の 縮 岡と して 取扱 はれて 居る 

の も、 全篇に 漂 ふ 悲哀 を 更に 深く して 居る。 次に 作者 は 文事の 爲に 減んだ 平氏と、 武力に よって 榮ぇ 

た 源氏と を對 比して、 平家の 一族が 時勢の 大 なな 潮流に 押し流されて 行く 悲劇的 運命に、 滿 腔の 同情 

を 寄せる と共に、 他の 一 面に は 平家の 人々 によって 維持 せられた 平安時代の 貴族的 文化が、 其の 滅亡 

と共に 消滅した 事に 對 して、 絡大の 愛惜 を 感じて 居る ので ある。 『平家物語』 は 右の 如き 思想に よって、 

史赏を 美化し、 歷史. を 理想化して 居る ので あるが、 其の 文 學的惯 値 は 更に 文章の 力に よって 高められ 

て 居る ので あ る。 

『平家物語』 の 文章 は 其の 記事に 應 じて 變 化の 妙が ある。 大體 から 云へば、 明快 流麗な 和漢 混洧 文で 

あるが、 部分的に 見て 行く と、 情話 や 風流 韻事 を敍 する 時には 優雅な 擬古文 を 用 ひ、 合戰の 修羅場 を 

描く 時には、 漢語 俗語 を 多く 混へ た簡 勁な 文 體を用 ひ、 人物 や 事件 を 評論す るに 當 つて は、 理智 的な 

文を以 つてし、 悲哀な 人生 悲劇 を寫し 出す 時には、 佛語を 多く 加へ て 哀愁に 潇 ちた、 しめ やかな 文 を 

以 つてして 居る。 叉 技巧の 上 かる 見る と、 抒情 的な 記述に は 頻繁に 對偶法 を 用 ひ、 又^ 七五調 を 加へ 

て、 韻文の 要素 を 多分に 取り入れて 居る が、 悲 壯な戰 場の 光景 を寫す 時には、 遒勁 簡潔な 漢文 調 を 加 

へる と共に、 昔 便. 促ず 撥 昔な ど を 多く 用 ひて、 聲調 語感の 助 を 借りて、 壯烈な 情景 を 如實に 描き出 

して 居る。 要するに 『平家物語』 は 原作から 流布本に 至る までに は、 相 當の歲 月を經 たのであって、 或 

は 語られ 或は 讀 まれて 廣く 流布す る 間に、 國民的 趣味に 適合す る やうに、 漸次 改 刪せられ 補修せられ 
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て、 遂に 一 大 傑作と なった ので ある。 かかる 經路 を經て 成長 を 遂げた 作品 は、 語 物ゃ謠 物に 其の 例が 

少 くないので あるが、 中に も 此の 物語 は 其の 代表的な 作品で ある。 なほ 『平家物語』 は 後の 謠 物. 謠曲. 

幸 若 舞. 淨 瑠璃. 歌舞伎な どに、 幾多の 材料 を 供給した のであって、 國文學 史上 重要な 位置 を 占めて 居る 

ので ある。 左に 掲げる の は 福 原 落の 一節で ある。 

平家 其 夜 は 福 原の 舊里 にて 一夜 を こそ 明され けれ。 折節 秋の はじめの 月 は 下の 弓 はりな り。 深更 {仝 夜靜 にし 

て、 旅寢の 床の 草枕、 露 も 涙に あらそ ひて、 只 物の みぞ 悲しき。 いつ 歸 るべ し共覺 えねば、 故 入道 相 國の作 

りおき 給 ひし、 春 は 花見の 岡の 御所、 秋 は 月見の 濱の 御所、 馬場 殿. 二階の 棧敷 殿、 雪の 御所 金の 御所、 人々 

の 家々、 五條の 大納言 國綱 卿の 承って 造らせられし 里 内裏、 いつしか 三と せに あれはてて、 秋の 草 門 を 閉ぢ、 

舊苔道 をふさぐ。 瓦に 松 生 ひお 一に 蔦し けり、 臺 かたぶいて 苔む せり、 松風の みや 通 ふらん。 旅た ぇ閎 あら は 

にて、 月影の みぞ さし 入け る。 明ければ 主上 を始 奉って、 平家 皆 舟に とりの り、 海に ぞ 浮び 給 ひける。 都 を 

出し 程 こそな けれ 共、 これ も 名殘は 惜し かりけ り。 中に も 但馬守 經攻は 行幸に 供奉す とて、 

御幸す る 末 も 都と， 思 へ ども 蕕 なぐさまぬ 浪の上 かな 

昨日 は 東 山の 關の 麓に 銜を ならべて 十 萬 餘騎、 け ふ は 西 海の 浪の 上に して 纜を といて 七千餘 人、 沭々^ 々過 

行ば、 海士 のた くもの 夕け ぶり、 尾 上の 鹿の 曉の 聲、 渚々 によす る 波の音、 袖に やど かる 夜半の 月、 千草に 

すだく 蟲の 聲、 すべて 目に 見 耳に ふるる 事の ひとつと して、 哀を 催し 心 をいた ましめ すと いふ 事な し。 雪 海 

沈々 として 靑天 旣に暮 なんとす。 孤島に 夕霧 隔 つつ、 月 海上に うかぶ。 極 浦の 浪を 分、 鹽に ひかれて 行 舟. 


は、 半天の 雪に さかの ほる。 S 數ふれ ば 都 は 山川 程 を 隔てつつ、 遠國は 又ち かくなる。 はるぐ きぬと 思 ふ 

にも、 つきせ ぬ もの は淚 なり。 浪の 上に しろき 鳥の む れゐる を^て は、 彼な らんむ かし 在 原の 中將 の、 l^.w 

河原に てこと 問 けん、 名 もむ つま じき 都鳥に やとお はれな り。 壽永ニ 年 七月 廿 五日の 卯の 刻に、 平家 都み-落 

はてぬ。 (内閣 文堪所 藏八圾 流古寫 本より) 

源平 盛衰 記 『源平 盛衰 記』 (四十 八卷) は 『平家物語』 と问 一 の 題材 を 取扱った ものであるから、 從來 『平家物語』 の 

異本の 一 種で あると 考 へ られて 居る。 例 へ ば水戶 の 『參考 源平 盛衰 記』 に は 「盛衰 記 蓋-牛 家 物語 別名 也」 

と 見えて 居 b、 近く は 山 田 孝 雄 博士の 『平家物語 考』 にも 『平家物語』 の 一種と して 擧げ、 なほ 藤 岡 作 太 

郞 博士. 野 村 八 良 氏な ども 平家の 異本と 見做して 居られる。 併し 一 方に は異說 があって、 容易に 決し 難 

いので ある。 異本で ない とする 說の 有力な もの は、 『湯 土 問答』^ の說 である。 卽ち 經平 

は、 信 濃 前 司 等が 『平家物語』 を 書いた 時より 遙 かに 筏に 作られた もので、 異本で はない と 言って 居る 

ので あるが、 更に 其の 成立 年代に 就いては、 (一) 物語の 中に 巴 女が 元曆 元年に 二十 八歲 である 事が 見 

え、 なほ 寶治 元年に 九十 一歳で 歿した 事が 注して ある 事、 (二) 書中に 順德 天皇 を 佐 渡院と 記して 居る 

の は順德 なる 御諡號 がない 頃に 書かれた ものである 事、 (三) 賴經將 軍 を 入道 將 軍と 記して 居る^ など 

から 推考して、 寶治ニ 年. 三年. 建 長 元年の 三箇 年の 間に 書かれた ものであると 言って 居る。 これ は 一 

說 として 參考 すべ き說 である。 

假に 『平家物語』 の 異本と 見做す 時 は、 流布 木に は 極めて 遠く、 寧ろ 延慶本 • 長 門 本な どに 近い。 かく 
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て 本書の 內容は 流布本 平家よりも 遙 かに 詳密で あるが、 記述に 杜撰が 多く、 又往々 記事の 重複して 居 

る 所が ある。 其の 他 流布本 平家に 比して 劣る 點 として は、 物語 を 一 貰す る 作者の 思想が 稍不鲜 明で あ 

る 事、 及び 文章が 概ね 散文的であって、 聲 調の 美を缺 いて 居る 事な ど を擧げ 得る ので ある。 似し 此の 

物語に は、 流布本 平家に ない 異說 や、 漏れた 記事な ど を 見る 事が 出来る ので あるから、 歷史の 參考資 

料と して は 貴重す ベ きもので ある。 要するに 『源平 盛衰 記』 は 主として 讀物 として 行 はれた 爲に、 語 物 

としての 流布 木 平家の やうに、 肜琢改 删を經 る 事な くして 傳 はった ので ある。 

+  第五 章 擬古 物語 ず r て  - 

擬古 物語  前章に 述べた 戰記 物語 は、 鎌倉時代に 發 生した 新 文學を 代表す る ものであるが、 一方に はまた 尙古 

趣味の 上に 立って、 平安時代の 文學 形式 を 踏襲す る 擬古 物語が 作られて 居る。 これ は 中-として 貴族 社 

會の、 創作力 を缺 いた 作家の 筆に 成った ものであるから、 徒らに 『源氏物語』 其の 他 過去の 文 學を投 倣 

して 單調 冗漫に 流れ、 ー讀 して 失望 を感 せしめる ものが 多い ので ある。 なほ 當時 作られた 作品 も 亦 後 

世 散逸した ものが 多い のであって、 現存す る もの は 僅かに 『住吉 物語』 『小 &衣』 『石淸 水物 語』 『松^せ； i 

物^』 『苦の 衣』 『風に つれな き 物語』 『山路の 露』 の七篇 である。 此等は 分量から いっても、 內^ から 

見ても、 平安時代の 物語に 比して 數等 劣る ので あるが、 室町 時代の 小說に 移る 過渡期の 作品で あり、 


る 據 に 華 國 (M 所 ^子 岡 福） 卷残 卷繪語 物吉住 


又 時代 を 反映して ゐる ものであるから、 文 學的惯 値 は 

別と して 一 應 考察す る 必要が ある。 

, 右に擧 げた 作品の 中で、 最も 廣く行 はれた の は 『住吉 

物語』 ( 一 卷) である。 0 一種の 古 活字本が あり 又 『群 書 

類從』 にも 收 めら れて 居る。) 『住吉 物語』 の 名 は 『枕 草 

子』 の 「物語 は」 の 段 や、 『源氏物語』 の 螢卷に 見えて 居 

るので あるが、 現存の もの は 原本が 散逸した 後に、 『落 

窪 物語』 を 粉本と して 書いた ものである。 而 して 此の 

物語に は 流布本 以外に、 時代 や 系統 を 異にして 發 生し 

た、 多種多様の 異本が ある。 それ 等の 異本の 中には、 

流布本 を 更に 增辅 した 複雜な ものと、 反對に 極めて 節 

單な 御伽草子 風の ものと が ある。 此等は 何れも 室町 時 

弋に 成った ので ある。 流布本 は內 容文體 などから 兄て 

鎌倉時代の ものである 事 は 明白で あるが、 これと 並行 

して 行 はれた 繪詞本 は、 『住吉 物お^ 卷』 から 系統 を 引 

いて、 獨自の 發展を 遂げたら しいので あって、 文章に 
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かなりの 相違が ある。 現存す る 『住吉 物語』 の 成立 年代に 就いて、 黑川春 村の 『古物 語類 字抄』 に、 文體 

や 歌風な どから 考 へて、 承久の 頃の もの かと 言って 居る の は、 素より 臆測に 過ぎない。 現在の 所では 

『風 葉 和歌 集』 に 此の 物語の 和歌の 中 四 首が 見えて 居る から、 此の 集の 成った 文 永 八 年 以前に 作られた 

とい ふ 事 以上に は、 確かな 事が 言へ ない ので ある。 但し 白峯寺 所蔵の 異本の 如き を 見る と、 『風 葉 和 

歌集』 所載の 歌 全部 (『古物 語類 字抄， 5 以来 六 首と して 居る が 實は七 首で ある。) を 含んで 居り、 又 『源氏 物 

語』 の 螢卷に 主計 頭 (流布本に はキ； 計 助と ある。) と あるの も、 其の 通りに なって 居る。 從 つて 今後 古寫 

木が 續々 發 見せられたならば、 『源氏物語』 以前の 原作と 流布 木との 關係も 明瞭に なり、 叉 成立 年代 も 

自ら 明かになる であらう と 思 はれる。 

さて 流布 木 『住吉 物語』 の梗. 槪は 次の 通りで ある。 中 納言兼 左 衞門督 なる 人に、 二人の 北の方が あつ 

た。 一人 は宮 腹の 女で、 一人の 姬君を 生んで 他界し、 今一 人 は 諸大 夫の 女で、 中の 君と 三の 君の 母と 

なって ゐる。 母宫に 先立 たれた 姬君 は卽ち 此の 物語の 主人公であって、 乳母の 女 侍從が 仕へ て 何 くれ 

となく 庇護して ゐる。 時に 右大臣の 子の 四 位の 少將 は、 此の 姬 君の 美貌 を傳へ 聞いて 見ぬ 戀に 焦れ、 

或 日 意中 を 文に 認めて 屈け させた が、 返事はなかった。 繼母は 此の 事 を 洩れ 聞いて 妬心 を 起し、 自分 

の胰の 三の 君を姬 君の 如く 見せかけて、. 少將に 近づかせ たが、 少將は 後で 人 違 ひと 知って やはり もと 

の 姬君を 慕って ゐた。 其の後 父の 中 納言は 姬君を 五節の 舞姬に 出さう として ゐ ると、 繼母 はまた 妬ん 

で、 無 實の浮 名を姬 君に 負 はせ て宫仕 を斷念 させ、 更に 中納 言が 姬君を 左 兵 衞督と 結婚 させよう とす 
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かみへの すけ 

る 時、 再び 奸計. を 弄して、 姬君を 年老いた 主計 助に 盗み取らせよ うとした。 かくと 知った 姬君 は大ぃ 

に 驚いて、 故 母宫の 乳母で 今 は 尼と なって 住吉に 住んで 居る の をた よって、 姿を隱 した。 一方 少將は 

姬 君の 行方 を 知りた さに 長 谷 寺に 參 籠して ゐ ると、 一夜 神の 示現が あって 姬 君に めぐ b 逢 ひ、 やが 

て 同棲した。 其の後 姬 君との 間に 一 男 一 女が 生れた が、 若君が 七つ、 姬 君が 五つに なって、 袴 荖の儀 

式 を 擧げる 時、 其の 席に 招かれた 中納旨 は、 少將の 北の方が 實は 行方 を 案じて ゐた 自分の 女で ある 事 

を 知って、 嬉し涙で 對 面した。 少將は 其の後 立身して 關 白にまで 昇り、 一家 悉く 榮 えたのに 反して、 

繼母は 人々 にも 疎まれ、 零落して 世 を 終った。 

『住吉 物語』 は 右の 梗概の 通， o、 類型的な 繼子 いぢめ の 說話を 取扱った ものであって、 『落 窪 物語』 を 

摸倣した 點が歷 然として ゐ るので あるが、 鎌倉時代の 作品と しての 特徴 も 亦 極めて 多い。 キ： 從の關 係 

を 重んじて ゐる 事、 勸 善懲惡 の 思想 や 念佛 信仰 などが 見え て 居る 事、 上流の 姬 君が 自由 に 野 遊 を し て 

ゐる 事な ど は 其の 著しい 點 である。 文章 は 中古の 物語 を 摸倣して ゐる所 も 多い が、 佛語ゃ 時代 語 を 取 

り 入れて 平易で あ， o、 殊に 地の文に 平安時代の 物語に 例の ない 「侍り」 を 用 ひて 居る の は、 鎌倉時代に 

成立した 證據 となる ので ある。 

『住吉 物語』 の 系統に 屬 する もので、 鎌倉時代の 末 若しくは 室町 時代に 成った 物語に 『小夜 衣』 一 名 

『異本 堤 中納言 物語』 が ある。 三卷 から 成って 居る。 按察使 大納言の 落胤で ある 山里の 姬君を 中心とし 

て、 帝と 兵 部卿宫 との 戀愛 を寫 した ものであるが、 其の 間に 姬君 を虔 待す る 大納言の 北方と、 姬君を 
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庇護す る 民 部丞の 妻と を 出して、 物語の 結末に は 腹黑ぃ 北の方が 零落した のに 反して、 兵 部 卿 宮が東 

宫 とな， o、 やがて 帝と なる に 及んで、 姬君も 皇后と なって めでたく 榮ぇ、 民 部 丞の妻 も 命婦に 召され 

た 事 を 語って 居る。 卽ち 此の 物語 は 描寫の 上に は 『源氏物語』 を 摸倣した 所 も あるが、 構想 は 明かに 『落 

窪 物語』 殊に 『住 吉 物語』 を學ん だので ある。 なほ 物語の 末尾に、 作者が 教訓的な 詞を 添へ て 居る の は、 

御伽草子に 極めて 多い 形式であって、 室町 時代に 成った ものであると 見る 說も ある。 題名 は、 兵 部 卿 

宮が 心なら す關 白の 姬 君と 結婚した 時、 山里の 姬 君に 「心に も あらす へだつ る 小夜 衣重ね し 袖の かわ 

くま ぞ なき」 以下 三 首の 歌 を 贈った のに 對 して、 姬 君から も 小夜 衣の 語 を 含んだ 返歌が あつたと いふ 

のに 基づく ので ある。 一 名 を 『異本 堤 中納言 物語』 とい ふの は、 一 本に 按擦使 大納言 を 堤中納 言と して 

居る のに 據 るので あって、 平安時代 末期の 『堤 中納言 物語』 と關 係が あるので はない。 此の 物語 は寫 

本で 傳 はって ゐた が、 近年 龍 谷大學 國語國 文學會 から、 『異本 堤 中納言 物語』 の 名で 活字本が 刊行せ 

られ た。 

石淸 水物 語 次 は 『石淸 水物 語』 である。 ニ卷 であって 『續々 群 書類 從』 及び 『日 木文學 大系』 に收 めら れて 居る。 奥 

書に 「正三位 物語」 とも 言って 居る 本が あるが、 正三位 は 源氏 繪合卷 に 「次に 伊勢の 物語に 正三位 を 合 

せて」 と ある ものであって、 後世 散逸した ので あるから、 石淸 水と は 何等の 關係 もない ので ある。 此 

の 物語の 和歌 は 『風 葉 和歌 集』 に 載って 居る から、 集の 成った 文 永 八 年 以前の ものである 事 は 明かで あ 

る。 平 出 鏗ニ郎 氏 著 『近古 小說 解題』 に、 物語の 中に 「三月 づっ 京に のぼりて 大番と 云 事 を 勤む る こと、 


昔よ b 今に 維ぬ 習な， o ければ」 と あるのに 據 つて、 大番の 任期 を 三月に 改めた 寶治 元年 以後、 文 永 八 

年 以前の 二十 五 年間に 成った ものであると 言って 居る の は、 殆ど 確定 的な 說 である。 此の 物語の 筋 は 

極めて 錯雜 して 居る ので あるが、 要するに 主人公なる 伊豫 守の 不倫な 戀愛を 中心として 居る ので あつ 

て、 題名 は 主人公が 石 清水 八幡宮に 參 籠して、 靈夢を 蒙った 記事に 基づく ので ある。 此の 物語 も 過去 

の文學 から 多くの 影響 を 受けて 居る ので あるが、 時代の 反映 も 亦 極めて 多い ので ある。 人 公が 關來 

武士で あ， o、 且つ 遂げられぬ 戀に 煩悶して、 遂に 出家した 事に なって 居る の は、. 最も 著しい 點 である 

が、 其の 他に 束國に 於け る 合 戰の事 を 記して 居り、 叉 迷信に 關 する 記事の 多い 事な ども、 時代の 傾向 

を 示して 居る。 文章 は 擬古 的であって 概ね 古雅で あるが、 佛語ゃ 時代 語な ども 相當に 交って 居り、 な 

ほ 敍事は 一 體に 冗漫であって、 中古の 物語から 餘程 時代 を 下った 感じが する ので ある。 

松浦宫 物語 次の 『松 浦宮 物語』 一 卷 は 『續群 書類 從』 に收 めら れて 居る。 此の 物語 は 時代 を 藤 原宫の 御代と 

し、 大納言 兼 中 衞大將 橘 冬 明の 子、 右 少辦兼 中 衞少將 を 主人公と して、 異國に 於け る^ 幻 的な 蔡伴を 

寫 して 居る。 主人公 は 幼少の 頃から 才學に 秀で、 殊に 管 絃に長 じて ゐ たが、 失戀 して 遣 唐 副使と なつ 

て 唐に 渡った。 敉 語の 名 は 船出 をす る 時、 其の 母の 飛鳥 皇女が 別 を 惜んで 松 浦まで 見送り、 ュ、 こに お 

を 作って 我が 子の 歸朝を 待った 事から 出て 居る。 辨の 少將は 其の後 唐の 帝ゃ大 后の 寵を 得た が、 月明 

の 夜 高い 山の 樓に 登って、 八十 許りの 老翁から 琴 を 授けられ、 叉 老翁の 言葉に 從 つて、 帝の 妹 華^ 公 

主につ いて 祕曲 を學ん だが、 帝の 歿後に は 先帝の 弟 燕 王 S 亂が あつたので、 大 后の 請に よって 國難 を 

疫古 物語  四 ニー 


鎌倉時代  四 ニニ 

救った。 かくて 歸 朝の 後 初 瀨に參 籠す ると、 公 主から 授けられた 水晶の 玉の 锾驗 によって、 在 唐の 頃 

慕って ゐた公 主に 再會 する 事が 出来、 更に 大 后から 授けられた 餞の 箱 を 開く と、 大 后の 姿が 彷彿と し 

て 現れた とい ふので ある。 

此の 物語 は 右の 梗概に よっても 明かで ある やうに、 中古の 物語から 種々 の 素材 を 得て 居る。 主人公 

が 遣唐使と なって 渡 唐し 其の 后と 契る 筋 は、 『濱松 中納言 物語』 から 取った ので あり、 仙人から 琴を授 

かり、 異國の 人から 祕曲 を學ん だとい ふの は、 『宇津 保 物語』 の 俊 蔭卷の 摸倣で ある。 其の 他 月明の 夜 

を 背景と する 夢幻 的な 情景 は、 『竹 取 物語』 を學ん だので あらう と 思 はれる。 此の 物語の 前半の 文章 は 

中古の 物語 を 摸倣して 古雅で あ，^、 揷 入した 歌 も 『古今 枭』 以前の 古歌に 似て ゐ るので あるが、 後半に 

なると 漢語 を 混 へて、 著しく 新しみ を 見せて 居る。 かくて 後半 は 別 筆で あると も考 へられる ので ある 

が、 藤 岡 博士 は 『鎌 倉 室町 時代 文 學史』 に 於て、 作者 は 初め 古物 語に 擬 する つもりで あつたが、 中途 か 

ら 其の 煩 ひに 堪 へられ なくなって、 今めかしく 記した ので あらう と 言って 居られる。 此の 物語に も 亦 

鎌倉時代の 特徵が 散見す， る。 其の 著しい 點を 擧げれ ば、 唐の 反 亂の事 を 記して 居る 事 や、 反軍の 將宇 

文會を 阿修羅の 化身と し、 これ を 征服す る 大后を 第二 天の 天 衆と し、 辦 の少將 を天董 として ゐる やう 

な、 輪廻 轉生說 が 見えて 居る 事な どで ある。 此の 物語の 奥 書に 「貞觀 三年 四月 十八 日染 殿の 院の 西の 

對 にて 害き おは， 9 ぬ」 と あるの は、 素より 信す る 事 は出來 ない。 物語 中の 歌が 『風 葉 和歌 集』 に 採られ 

て 居る 點 から 見て、 文 永 八 年 以前の 作で ある 事 は 確かで あるが、 それ 以上 時代 を 精確に 決める 事 は 困 
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として 專 はって 居る。 

未だ 刊本 はない。 親子 

三代に 亙る 物語で あつ 

て、 人物 も 筋 も 『源氏 

物語』 を 摸倣した 痕が 

明白で ある。 筋が 冗長 

であり、 文章 も 殊更に 

古語 を 用 ひて 而も 拙^ 

であって、 勝れた 作品 

と は 言 ひ 難い。 題號 

は、 キ： 人 公の 右 大將が 

出家す る 時 詠んだ 歌に 

「色々 に そめし 块を今 

るのに 基づいた ので あ 

四 ニー 一  一 


鎌倉時代  四 二 四 

る o 此の 作品に も 石山の 觀 音に 祈って 姬君を まう けた 事な どが あって、 鎌倉時代の 宗敎 思想 が 現れて 

居り、 なほ 主として 失意 憂愁の 檨 を描寫 して 居る 所に も 時代の 反映 を 見る ので ある。 『古物 語類 字抄』 

に は、 比の： iF の詞づ かひの 上から 見て、 建 長 頃の もので あらう と 言って 居る が、 直ちに 信す る 事 は 出 

来ない。 作 中の 歌 百 首ば か，9 ある 中で、 『風 葉 和歌 集』 に 載って ゐ るの は 僅かに 二 首で ある。 

風に つれな 次に 『風に つれな き 物語』 は殘缺 一 卷が傳 はって 居る のであって、 今 『續々 群 書類 從』 に收 めら れて居 

纟  る、 完本で ないから 詳細 を 知る 事 は 出来ない が、 宮廷 を 背景と する 兄弟の 兩 大臣 家の 勢力 爭を寫 した 

もので、 『源氏物語』 を 始め 中古の 物語 を 摸倣して ゐる事 は 明かで ある。 此の 物語の 歌 は 『風 葉 和歌 染』 

に 四十 三 首 載って ゐ るので あるが、 現存す る殘缺 本に は 二十 四 首あって、 此の 中で 共通す るの は 僅か 

に 五 首で ある。 黑川春 村 は 此の 點に著 眼して、 全部 十卷 ばか， 9 あった もの かと 言って 居る。 此の 物 お 

の 文章 は 素よ b 擬古 的で あるが、 情景の 描寫に 勝れた 筆致 を 示して 居る のであって、 作者 は 古文， に 

造詣の 深い 人で あつたと 思 はれる： 

山路の 露  最後に 『山路の 露』 は 一 卷 であって、 『續群 書類 從』 に收 めら れて 居る。 『源氏物語』 の終篇 「夢の 浮 橋」 

の 後 を 書き 繼ぃ だもので ある 事は卷 頭に も 記されて 居る。 題 號は薰 大將と 浮 舟 君との 贈答 歌に、 「山 

路の 露」 の 語が あるのに よった ので ある。 浮 舟の 後日 物語と して 相當の 成功 を收 めて 居り、 文章 はお 

氏に は 到底 及ばない けれども、 當 時の 作と して は 捨て 難い 趣が ある。 作者 を 世 尊 寺 伊行 lis 縮 M 

の、 とする 說は假 託であって 信じ 難い。 此の 物語の 名 は 『和歌 色 葉 集』 に 載って ゐ ないし、 叉 作 中の 歌 は 


『風 葉 和歌 集』 に 見當ら ないから、 文 永 八 年 以後に 成った もので あらう と 思 はれる。 尤も 南北朝の 花 

山 院長 親 (耕 雲) の 『源氏 小 鏡』 に は、 此の 物語の 事が 見えて 居る から、 ュ、 れ 以前に 成った 事 は 明かで 

ある" 

短篇 物 S  以上 述べ た 七篇は 鎌倉時代に 成った 物語の 主な ものであるが、 此の 外に 實錄 若しくは 說 話に 近い 短 

篇 物語が 幾ら も 現れた ので ある。 現存す る もので は、 藤 原 信賁の 作と 言 はれる 『繪師 草紙』、 ||1 繪卷 

で 名高い 『志 貴 山緣起 檢詞/ 醉ほ 。一  新羅 三郞義 光が 璺原時 秋に 秘曲 を傳授 した 話を誉 いた 『時 

秋 物語』、 f き 5 ま 『群 書類 從』 所收の 『鳴門 中將 物語』 一名 『なよ 竹 物語』 まほ謂 ま の 如きで ある。 

此等 は繪卷 ゃ說話 集に 採錄 せられて、 後世に 傳 はった ので あるが、 此の 外に 散逸した もの は 極めて 多 

かった であらう。 かの 『和歌 色 葉 集』 や 『風 葉 和歌 集』 に 物語の 名ば かり 殘 つて ゐる ものの 中に も、 短篇 

であった 爲に 散逸した ものが 少く なから うと 思 はれる。 

無名 草子 平安時代 末期から 鎌倉時代に かけての 頃に は、 旣に 述べた やうに、 過去の 文藝 に對 する 憧憬から 擬 

古物 語が 作られた ので あるが、 それと 共に 一方で は、 中古 文 學に對 する 研究 や 評論の 如き もの も 漸く 

起った ので ある。 『無名 草子』 ー卷 はか かる 時代の 產物 として、 最も 注意すべき ものである。 これ は 物 

語の 形式に よって 中古 文學を 評論した ものであって、 創作 品で はない が、 文學 評論 史上 軍-要な もので 

あるから、 簡單に 其の 性質 內容 を說 明して 置かう。 此の 草子の 成立 年代に 就いては、 『古物 語類 字抄』 

の 例言に、 應永 頃の もの かと 言って 居る が、 藤 岡 博士 は內容 から 見て、 鎌倉時代 初期の ものと し、 書 
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中に 定家 を定 家の 少將と 記して ゐる 事、 ば^^ 及び 勅撰集 を列擧 して 『新 古今 集』 に 及んで ゐな 

い 事な どから 見て、 『新 古今 集』 以前に 成立した ものであると 言って 居られる。 雄 M 館！; « 代 又 近来 山 岸 

德 平氏 は 藤 岡 博士の 說を 承け て 更に 詳細に 考證 した 結果、 建久の 末年 か、 遲 くも 正 治の 初年に 成った 

ものである とし、 更に 作者に 就いては、 俊 成の 女 京 極 局 |g| か、 叉 は 俊 成が 京 極 局の 作に 假 託して 

記した ので はなから うかと 推測して 居られる。 幽^ M 默學此 等の 考證 によって、 鎌倉時代 初期の 作で 

ある 事 は 確定した ので ある。 

組織 及び 內 此の 草子 は 『大 鏡』 の體 裁に 傚った もので、 八十 三 歳の 老 尼が ある 家に 宿って、 隣の 局に 集まって ゐ 

容 

る 女房の、 過去の 物語. 勅撰集. 家集. 女流 作者な どの 品定め をして ゐ るの を 聞く とい ふ 仕組に なって 居 

る。 從 つて 文章 や 批評の 態度な ども 女性的であって、 作者 は 恐らく 女子で あらう と 思 はれる。 書中に 

批評 せられた 物語の 中には、 「淺 茅が 原の 內侍」 「浪 路の姬 君」 「初雪」 の やうに、 『風 葉 和歌 集』 にも 昆 

えて ゐな いもの も あるが、 要するに すべて 定家 時代に 存在した 作品で ある。 其の 評論 は 各 物語 を 部分 

的に (詞 遣. 結構. 作意. 描寫 法な ど) 批評す ると 共に、 總括 的に も 評論 を 下して 居る のであって、 其の 批 

評 は槪ね 正鵠 を 得て 居り、 態度 も 公平であって、 時に 忌憚な き 批評 を 加へ て 居る。 かくて 此の 草子 

は、 當 時の 文藝 評論と して 貴重な ものである ばか， o でな く、 散逸した 中古の 物語の 梗槪を 知 b、 また 

其の 文學 としての 價値を 察する 事が 出來 るので あって、 中古 文學の 研究 上參考 となる 事が 極めて 多い 

ので ある。 


第 六 章 說 話文學 

.  二世 俗說話 

創作力が 衰 へて 過去の 物語の 糟粕を 嘗めて ゐた 時代に、 說話 集が 續出 したの は 怪しむ に 足らぬ。 缣 

宇治 拾遺 物 倉 時代に 成った 說話集 は 『今昔 物語 集』 の 系統 を 引いて ゐ るので あって、 其の 中で 最も 優れ. てゐ るの は 

0 

『宇治 拾遺 物語』 である。 此の 物語 は 十五 卷 から 成り、 百 九十^の 說 話を收 めて ゐる。 題名 は 『今昔 物 

語 集』 の 補遺の 意味で あるが、 實は 『今昔 物語 集』 と 重複して ゐる說 話が 八十 許 hM のる C 蓋し 『今昔 物語 

集』 中の 興味 ある 說話を 基礎と して、 更に 編者が 見聞した 話 を 加へ て 成った ものである。 本書の 編者 は 

詳か でない。 宇治 大納言 源 隆國の 作で あると する の は、 根據 のない 說 である。 本書の 成立 年代に 就い 

て は、 記事の 考證 によって、 後鳥羽院から 順 德院の 御代に 至る までの 間に 成り、 其の後 多少 增 補した 

もので あらう と 言 はれて ゐる。 內容は 『今昔 物語 集』 と 同じく、 本朝の 說 話の 外に 漢土 及び 天竺の 話 を 

も 含んで 居る が、 彼の 如く 說話を 分類し ないで、 本朝の もの を 主として、 諸 所に 異國の もの を 交へ 記 

して 居る。 說 話の種 類は佛 敎に關 する ものが 多い ので あるが、 當 時の 巷談 街說も 多く 取り入れて 居る 

のであって、 此等 によって 當 時の 庶民の 生活 を 窺 ふ 事が 出來 る。 傳說の 中には 「大置 子 鮭ぬ すみた る 

事」 の 如き 滑稽な 話が あ b  、「鼻 長き 僧の 事」 の 如き 奇談が あり、 「鬼に 瘤 取らる る 事」 「雀 恩 を 
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四 二八 

報 ゆ る 事」 f  S 雜 の 如き 一黄 話め いた ものが 

f， 叉盜賊 • 狐怪 などに 關 する 話 や、 詩歌の 

德を讃 歎す る 話な どが あって、 種類 は 極めて 

多い。 而 して 說 話が 一 體に 教訓的 傾向 を帶 

びて 居る の は、 『十 訓抄』 の 前驅と 見るべき で 

ある。 なほ 此の 書 は 『今昔 物語 集』 の やうに、 

軍に 説話 を說 話と して 記す に 止まらす して、 

發 端から 結末 に 至る までの 小 說 的な 發展を 記 

述 して 居る の は、 注意すべき 特色で ある。 文 

章 は 漢語 佛語を 用 ひ、 又 時代の 通用 語 を も 

交へ てゐ るが、 概して 擬古 的で 流麗で、 而も 

平^ 明快で ある- 左に 文體を 示す 爲に、 短篇 

を 一 つ 掲げて 置く。 

二れ も 今 は 昔， E^l の 兒の比 叙の 山へ 登りた 

りけ るが、 櫻の めでたく 咬き に唉き たりけ る 

に * 風の 烈しく 吹きけ る を 見て， この 兒 さめ 


illll 
抄 


ざめ と 泣きけ る を 見て 僧の や はら 寄りて 「など かう は 泣かせ 給 ふ ぞ。 この 花の 散る を 惜しう 覺 えさせ も ふ 

か、 櫻 はは かなき ものに て" かくほ どなく ラ つろ ひ 候 ふなり。 され ども さの みぞ さぶ らふ。」 と 慰めけ れズ、 

「櫻の 散らん は あながちに いかが せん、 苦しから す。 我て ての 作りた る 麥の花 散りて、 實の いら ざらん を 思 ふ 

が 佗しき。」 とい ひて、 さくり あけて よよと 泣きけ る はうた てし やな。 

『十 訓抄』 は 三 卷十篇 から 成って 居る。 其の 序に よれば、 建 長 四 年の 冬に 成った ので あるが、 作者 は 

詳か でない。 作者に 就いては、 『古今 著 聞 集』 の 著者 橘成季 とする もの、 菅原爲 長と する もの、 11^ 

及び 妙覺寺 本の 奥 書に 「或 人 云 六 波羅ー 一 藤 左衞門 入道 作 云々」 と ある ものの 三說が あるが、 前 一 一お のお 

すべから ざる 事は旣 に定說 であ り、 第三 說は 信すべき ものの やうで あるが、 其の 姓名 傳記 を詳 かにし 

難い。 此の 書の 主意 は 書名に も 示されて 居る が、 序文に よって 一 層 明瞭で ある。 卽ち 著者が 見聞した 

古今の 物語 を 種と して、 「よき 方 をば 是を すすめ、 惡 しきす ぢ をば 是を誡 めつつ、 未だ 此の 道 を 學び知 

ら ざらん 少年の たぐ ひ をして、 心 をつ くる 便と なさし めんた め」 に 著した のであって、 敎訓を IZ 的と 

する 說話 集で ある。 『十 訓抄』 の 名 は、 十 箇條の 綱目に よって 說話を 分類して ゐ るのに 基づく ので あつ 

て、 其の 十 綱は佛 書の 『十 善業 道經』 の 十 綱に 傲った ものであると 言 はれて 居る。 ，輕， 麯赫 ^本 

書 所 收の說 話 は、 『今昔 物語 集』 『宇治 拾遺 物語』 を 始めと して、 中古の 歌 物語な どから 得て 居る ので あ 

つて、 我が 國の ものが 最も 多い ので あるが、 儒 佛に關 する 外来の 說 話も少 くない。 文章 は 漢語 怫おを 

交 へ た當 時の 普通 文で あるが、 圓 熱した 筆と は 言 ひ 難い。 
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古今 著 聞 集 『古今 著 聞 集』 は 一 一 十卷 あって、 神祇. 釋敎 以下 魚 蟲禽獸 に 至る までの 三 II 篇に 類別し て ある。 當時 

現れた 同類の 說 話文學 中の 最大の ものである。 其の 序文に よれば、 『宇治 大納言 物語，、 江 談抄』 などの 

後を繼 いで、 世に 遣って ゐる說 話 を 集めた ので ある C 而 して 序の 末に 「于， 時 建 長 六 年應鐘 中旬、 散 木 

士橘南 袁恝、 課-小 董 ー猥敍 一一 大較， 而已」 と あるに よれば、 後深草 天皇の 建 長 六 年に 成った ので、 作者 は 

橘成季 Sfl である。 南 袁は南 里 須袁の 上下の 二字 を 取った ので ある。 此の 書 も 亦 諸 書から 古今の 說 

話 を 蒐集した ものであるが、 殊に 『十 訓抄』 と 密接な 關 係が ある。 卽ち 本書 も 亦 說話を 細別し、 各條の 

初に 簡單に 著者の 意の ある 所 を 記し、 なほ 末尾に も 教訓的な 一言 を 添へ てゐ る。 此の 集に は 古 傳說も 

あるが、 最も 多 いのは 著者の 見聞に 入った 同時代の 說話 である。 詩歌 管絃ゃ 武技 諸道に 關 する 說 話に 

富んで 居る の は、 他の 說話 集と 同じで あ るが、 此の 書に は 博奕. 偷盜. 宿 執. 鬪爭. 與言. 利口. 條異 ，變 化な 

どの 目 を 設けて、 當 時の 社會の 反面 を直寫 して 居る の は、 時代 を 知るべき 好 資料で ある。 強盗の 棟梁 

であった 大殿小 殿の 話の 如き は、 長篇 であ b 敍事も 巧みであって、 出色の 一段で ある。 文章 は 漢語 を 

用 ひる 事 は 比較的に 少^、 屢 俗語 を も 交へ て、 流暢で あり 且つ 自在で ある。 

古事 談  以上 述べた 三部 は、 鎌倉時代の 說話 文學の 主要な ものであるが、 此の 外にな ほ 『古事 談』 『續 古事 談』 

『今 物語』 『蒙 求 和歌』 『唐 鏡』 などが ある。 『唐物 語』 も 此の 時代の ものである とする 說も あるが、 此は 

旣に 平安時代 末期に 述べて 置いた。 『古事 談』 は六卷 あって、 『丹鹤 叢書』 に收 めら れて 居る。 長短 檨々 

な 古事 傳說 を、 王道. 后宮 • 臣節 4e 行 • 勇士. 神社 .佛 寺. ^ 宅. 諸道の 九つに 類別して 居る ので あるが、 最も 


多 いのは 中古 以來の 文 藝に關 する 逸話 傳說 である。 なほ 時代の 反映と して 注意すべき は、 佛敎 若しく 

は 陰陽道の 迷信に 關 する 說 話の 多い 事で ある。 作者に 就いては、 『本朝 書籍 目錄』 に 源顯兼 雜 fljli の 

作と して 居る。 顯兼は 具 平 親王の 御子 源師 房の 裔 である。 此の 書 は 『今昔 物語 集』 『江 談抄』 『今 鏡』 『百 

練抄』 其の 他 公卿の 日記な どから 抄出した ものに、 なほ 作者の 見聞に 入った もの を 加へ たので ある。 

文章 は 素朴な 漢文 體 であって、 雅趣に 乏しい。 

續古 事談 『續 古事 談』 || 簡も： 兀は 六卷 あつたが、 今は卷 三が 缺 けて 居る。 說 話の 分類 は大體 『古事 談』 と M じ 

であるが、 卷 六に 漢朝の 部 を 設けた の は 異なる 點 である。 卷 末に 「建 保 七 年 m 韓 卯月の 下の 

三 B これ を 記す」 と あるが、 作者の 名 は 記されて 居ない。 源顯 兼の 作と する 說が ある けれども、 顯兼 

は 建 保 三年に 歿した ので あるから、 勿論 從ひ 難い。 此の 書 は 『古事 談』 の續篇 として 作られた ものの や 

うに 考 へられる けれども、 『古事 談』 に收 めて ある ものが 可な， ^多く 見えて 居る。 文章 は 流麗な 和文 體 

であって、 『古事 談』 と 同じ 作者の 手に 成った もので ない 事 は、 文體を 見ても 明瞭で ある。 

今 物語  『今 物語』 ( 一 卷.) 總は 從來前 右京 權大 夫信實 朝臣の 作と 言 はれて 居る が、 なほ 疑問で ある。 信實 

0^ は爲 家の 從 兄弟で、 辦內侍 等の 父で ある。 定 家の 門に 學んだ 歌人で あ， 5、 叉 父の 隆信 と共に 畫 

名の 高い 人で、 北 野天 神 緣起ゃ 華嚴緣 起の 筆者と して 世に 知られて 居る。 本書 は 主として 歌人の 逸話 

を 集めた ものであって、 賴政. 忠 度. 實定. 定家. 家隆. 西 行 等に 關 する、 人口に 膾炙す る 多くの 佳話 を 載せ 

て 居る。 從 つて 他の 說話 集と 異なって 寧ろ 實錄に 近い ものである。 文章 は 『宇治 拾遺 物語』 に 似た 流麗 
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な 和文で ある。 『仁 和 寺 書籍 目錄』 に 二十 七 冊と 記して ゐ るのに 據れ ば、 現存す る は 其の 零 本で ある。 

蒙 求和歜 『蒙 求 和歌』 と 次の 『唐 鏡』 と は、 共に 支那の 古. SS 說を 集めた ものである。 『蒙 求 和歌』 (十四 卷) || 

は 其の 序に 時元久 甲子 之 歳 初秋 壬 申 之 s、 朝議 大夫源 光行、 閑居 暇 慨然 記 一之 云爾」 と あるから 

源 光行 源 光行が 元久 元年に 書いた 事 は 明かで ある。 光行 化 H は 漢學を 大學頭 文章 博士 藤 原孝範 I™ に學 

び、 また 歌 文の 才 があった。 『源氏物語』 の 註釋書 『水 原抄』 は、 光行の 草案 を 其の 子 親 行が 完成した も 

ので ある。 『蒙 求 和歌』 の 跋文に 「爲， 敎， 一 幼稚 之兒； 抄， 出兩三 之書蛉 所謂 撰，, 蒙 求 之 中, 敍， 干 四卷； 柚-百 

詠 之句ハ 連， 一十 二 卷ハ述 < 一 樂府之 章； 分 一一 五箇 卷； 各々 和 一一 其詞； 軸々 辍， 一 其 詠ー是 也。」 と あるのに 據れ ば、 光行 

は 『蒙 求 j の 外に 『李嶠 百 詠』 や 白樂 天の 樂府 など も和譯 したので ある。 『李嶠 百 詠』 を 和歌 に 詠んだ の は 

現存す る 『百 詠 和歌』 (十一 ー卷) であって 『續群 書類 從』 に收 めら れて 居る が、 樂府の 方は傳 はって ゐ るか 

否か を 知らない。 なほ 野 村 八 良 氏の 說 によれば、 朗詠の 句 を 和歌に 詠んだ マ 朗詠 百 首』 (一 卷) §|| も 

光行の 作で ある。 up 『百 詠 和歌』 や 『朗詠 百 首』 は 純然たる 和歌で あるが、 『蒙 求 和歌. & 寧ろ 說話 

文學と し r 見るべき ものである。 

『蒙 求』 は 唐の 李瀚. の 著で ある。 經史の 中から 故事の 類似した もの を 選んで 兩々 屬對 せしめ、 四 字句 

の 韻語で 標題 を 記した もので、 もと 童 幼の 敎科. 書と する 目的で 作られた ので ある。 此の 書が 平安 初期 

に 旣に行 はれた 事 は、 『三代 實錄 j 元 慶ニ年 八月の 條に、 貞保 親王 g 飛が 橘廣 相に 就いて、 始めて 之 

を學 ばれた 事が 見えて 居る ので 明かで ある。 さて 光行が 『蒙 求 和歌』 以下の 作 を 試みた の は、 野 村 八 良 


唐 


氏が 言 はれた やうに、 大江 千里の 『句 題 和歌』 ifeil に 傚った ので あらう。 『蒙 求 和歌』 は 『蒙 求』 中の ^ 

事 を 春. 夏」 秋 戀 .祝. 旅. 閑居 .懷舊. 述懐 • 哀傷. 管絃 ..酒，雜 の 十四 部に 分類して、 其の 詞を 假名 文に 譯し、 

なほ 各の 末尾に 其の 故事 を 詠んだ 和歌 を 添へ て 居る。 其の 和歌に も 見るべき ものが あるが、 殊に 文章 

は^^ 暢達の 和漢 折衷 體 であって、 よく 原意 を傳 へて 居る。 左に 其の  一^ を 引いて 見よう 

. 子 猷尋戴 

晉ノ王 義之ガ 第 四 ノ 子、 王子 献ト戴 安道 ト ハ 多年 ノ トモ ナリ。 琴 詩 酒 ノア ソビ ニハ、 ムシ ロヲヒ トツ ニシ、 

雪月花 ノ ナガメ  二 ハ、 ソデ ヲッラ ネズト 云コト ナシ。 子猷 山陰 二 コ モリ ヰ タル 二、 ョル ォホキ ニ雪フ レリ ケ 

リ。 子 猷ネブ リサ メテ、 酒ヲ クミ テ 四望ス ル 二、 景 氣皎然 タリ。 ヒ トリ 心ヲス マ シ ッッ、 左 思ガ招 隱ノ詩 テ 

詠 ジテ、 ま 縣ノ戴 安道 ラ思 ヘリ。 卽ー 小船 一一 サホ サシ テ剡縣 ニォモ ムク。 沙堤 雪白 クシ テ 水面 二月 浮、 船ノ 

ゥ F  ノナゲ メ、 良ノ上 ノア ハレ、 ヒ トツ トシ テ心ヲ ク ダカ ズト云 事ナ シ。 ァク ガレ ュクホ ドニ 戴 安道 ガ^ 

/ ョノホ トリ ニイ タリ ヌ。 五^ マサニ ァケム トシ テ、 萬感ス デニ ツキ ニケ レバ、 ムナ シクコ ギカへ リシう 

ァハデ ハイ 力 二 トキ コ ユレ ドモ、 雪 月 ノ興ニ  ノリ テキ タリ キ。 興 ツキ テ 力へ リヌ、 ナム ゾ カナ ラズシ モ戴安 

道 ニァハ ムト， ゾコタ へ ケル。 

3 力 f 、タ ァハ デカ へ ルト 思フべ キ月 ト雪ト ハ 友 ナラヌ 力 ハ (蒙 求 和锊第 七) 

最後の 『唐 鏡』 は 支那の 古史 傳說を 平明な 假名 文で 記した ものであって、 『本朝 書籍 目錄』 に據れ ば、 

もと 十卷 あつたの である。 現存す る寫 本に は、 內閣 文庫. 神宮 文庫 • 水 戶彰考 館な どの 藏 本が あるが、 何 
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れも 終の 數卷 が缺 けて 居る： 卽ち 前の 二 本は卷 五までで あり、 彰 考館藏 本は卷 六までで ある。 內閣文 

庫本 及び それ を寫 した 神宮 文庫 木 は、 伏羲 氏から 夏殷 周を經 て、 後 漢の歉 帝までの 歴史 傳說を 記して 

居り、 彰考館 本も卷 五まで は これと同じであって、 卷 六に は 魏吳蜀 から 餘晉恭 までの 事蹟 を 記して 居 

る o 其の 記事の 特徵 として 注意すべき 事 は、 支那の 歷史 傳說に S 本の 說話 または 俗說を 結び付けて 居 

. .  る 事であって、 
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殊に 佛說 に關す 

る ものが 多い C 

例へば 周の 靈王 

の 太子 王 子 晉 

は、 猴 -M で 仙人 

になり、 衆生 敎 

化の 爲に 日本に 

跡 を 垂れて 熊 野 

權現 となった と 

L  ro ます ネレ 

時代に 生れた 孔 


子 は、 儒 童 菩薩の 權 化で あり、 其の 弟子の 顏囘 は光淨 菩薩で あると いふが 如きで ある。 其の 他 周の 惠 

王の 十七， 年 辛 酉 は、 B 本の 神武 天皇 御卽 位の 年に 當 り、 秦の始 皇帝が 卽 位した 乙 卯の 年 は、 我が 孝靈 

天皇の 四十 四 年に 相當 するとい ふやうな 年代の 對 照が あり、 叉後漢 の孝靈 帝の 時、 宮殿の 背後に ある 

隗の If が 自然に 拔 けて 逆さまに 立った とい ひ、 或は 洛 陽の 女子が 頭の 二つ ある 兒を產 み、 馬が 人を產 

ん だとい ふやうな 奇談 も 可な b 多い。 稍 長い 話で 文章 も讀 むに 足る の は、 漢 高祖の 條 であって、 樊嚕 

や 項 羽の 話が 巧みに 物語って ある。 『本朝 書籍 目錄』 に は 藤 原 茂範の 作と して 居る。 茂範は 大學頭 文章 

博士 孝範の 孫で、 經範の 子であって、 伏 見 天皇の 永 仁 二 年に 年 五十 九で 出家した 人で ある。 此の 書の 

卷 頭に， 諸 寺 諸 山の 淨 場に 百 H 參 籠して、 高僧の 物語 を 聞き取って 記した と 言って 居る の 『大 鏡』 

以下の 歴史 物語の 形式に 傚った ので あり、 文章 も 三鏺に 似せて 居る。 圖 版に 示した の は 神宮 文庫 所蔵 

の 他の 一本であって、 第四卷 だけの 零 本で ある。 此の 本は爲 氏の 筆寫本 を摸寫 した もので、 星 代弘賢 

の舊藏 である。 

二 佛敎說 話 

佛敎說 話 集 以上 述べ た說話 集と は 別に、 佛敎說 話 集と 稱 すべ き 一 群の 作品が ある。 此等は 平安時代の 末期に 績 

出した 高僧 傳. 往生 傳 (多く は 漢文で 記されて 居る。) などの 系統 を 引いた もので、 主として 佛敎 の敎理 

を說く 方便と した もの である。 現存す る 主要な もの は 『寶物 集』 『撰 集抄』 『發心 集』 『間 居 友』 『私聚 百 
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因綠 集』 『沙石 集』 などで ある。 此 等の 作者 名 は それ. ぞれ傳 はって 居る けれども、 疑問と すべき も. のが 

尠 くない。 

『寶物 集』 は 平 判官 康賴 入道の 作と 傳 へられて 居る。 『平家物語』 の 少將都 還の 段に、 「康賴 入道 は、 柬 

山雙林 寺に 我が 山莊の ありければ、 それに 落 著いて、 (中略) やがて そこに 籠居して、 憂 かりし 昔 を 思 

ひやり、 寶物 集と 云 ふ 物語 を 書きけ ると ぞ聞 えし OJ と 見え、 叉 『本朝 書籍 目錄』 にも 康賴の 作と して 居 

るから、 康賴の 筆に 成った ので あらう。 刊 本に は三卷 本と、 それ を增 補した 七卷 本と が あるが、 ^作 

の 面目 は 宮內省 圖書寮 所蔵の 傳康賴 自筆の 卷子木 (一 一 軸) によって 窺 ふ 事が 出來 る。 此の 寫本は 首 M を 

缺 いて 居り、 且つ 轉寫 本で あるら しい 貼が ある けれども、 書風 字體 などに は 鎌倉時代の 古色が あるの 

e>ocv し、 开 gtftg  、ふ ff; 斗で^ る。 此の 本 は 古典 保存 會複 製本の 外に、 續群 書類 さて.^ よ、 三き が 摸-群 省 ¥ 

てあつて 砭 a 力，^ 舅嘗 てォる 從 及び 大曰本 佛敎仝 書に も收 め、 りれ て 居る。 さてみ 養 f 三^ ォ從 に收む 

に 就いて 言へば、 先づ卷 頭に は、 康賴の 山莊を 訪れた 舊 友が、 康賴が 都 を 出た 後、 世の中が とかく 騷 

がしく、 嵯峨の 釋迦が 天竺へ 歸られ るとの 風說が あるので、 都人 はかの 寺に 雲集して ゐ ると 語り 聞か 

せた ので、 康賴 もやが て詣 でた 事 を 記して 序と して 居る。 次いで 本文に 入る と、 其の 釋迦 堂に 通夜 を 

して ゐる 人々 が、 人の 寶 とすべ き 物に 就いて 語 b 合 ふ 中に、 畢筻佛 法 こそ 無上の 寶 であると いふ 結論 

に 達し、 居 合 はせ た 一 人の 聖が、 三寶. 六道 ，十一 一門な ど を說き 聞かせる 中に、 夜 も 明けた ので 呰々 歸ら 

うとす ると、 かの 僧 も 人に 紛れて 姿を消し たとい ふ ー篇の 物語と なって 居る。 卽も 此の 書の 仕組 は、 

明かに 『大 鏡』 に 傚って 居る ので あるが、 內 i 谷 は 問答の 形式に よって、 專ら佛 法の 敎理 を說 いて 居る の 


撰 
抄 


である： 面して 個々 の 話 は H 本 及び 支那の 佛 法に 因綠の ある 說話 であるから、 佛敎說 話 集の 一種と 見 

る 事が 出来る。 かくて 本書 は文學 としての 價値は 乏しい ので あるが、 文章 は 素朴な 中に 捨て 難い 所が 

ある-〕 

『撰 集抄』 は九卷 あって、 ，西 行 法師の 述作と 云 はれて 居る が、 信じ 難い 點が 多い C 卷 末に 「于 時壽永 

1 一年む 月の 下の 弓 張に 讚 州 善 通 寺の 方丈の 庵に して 記し 畢 りぬ」 と ある けれど も、 此の 年 は 西 行 六十 

六歲 « は^^^ の 時に 當 るので あって、 本 is の 序に 「過ぎに し 方 四十 餘 年の 霜 を 戴き 云々， 一と ある 

のと 一致し ない。 其の 他 内容に 西 行 以後の 事が 見えて 居り、 又文體 用語の 上から 見ても、 西 行の 作と 

は 思 はれない 點が 多い ので ある。 恐らく 西 行 以後の 人が 、在来の 高僧 傳. 往生 傳 及び 西 行の 逸話な ど を 

資料と して 書いた もので あらう。 寫 本の 外に 古刊 本に は嗟峨 本. 慶安 三年 版本な どが あ，^、 また 『續群 

書類 從』 にも 收 めら れて 居る。 段の 分け 方は傳 本に よって 相違して 居る が、 序に よれば もと 八十 章で 

あつたの である。 f5?S| 本流 布の 版本に 百 段 以上 あるの は、 章 段の 分け 方の 相違の 外に、 後人の 加 

筆が あると 見られて 居る。 內容は 主として 古来の 高僧に 關 する 說話を 借りて、 無常迅速の 穢土 を解脫 

し、 淨 土を欣 求すべき 事を說 いて 居る ので あるが、 叉 詩歌 管絃 などの 文 藝に關 する 說話、 特に 歌 物語 

も尠 くない。 此の 書 は 元来 西 行に 假 託して 作った ものであるから、 西 行逼歷 中の 逸話 奇談な どが 少く 

ない のであって、 此等は 後世 西 行 を 取扱った 作品の 材料に 取られて、 廣く 世に 流布した ので ある。 白 

峯 陵に 參拜 した 話 や、 江 口遊 女の 事な ど は 其の 著しい 例で ある。 文章 は 時流 を 汲んで、 修飾の 末に. お 
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を 用 ひて 生氣に 乏しい。 

發心集  『發心 集』 は 古くから 鴨 長 明の 作と せられ、 刊本 にも 『長 明發心 集』 と 題して 居る。 『本朝 書籍 目錄』 に 

三卷と あるが、 刊本 は八卷 である。 三 卷本は 原作であって、 後世 これ を增辅 したの が八卷 本で あると 

見る 說が ある。 刊 本に は 慶 安四 年 版本 Ml と、 寬文十 年刊 本 IP" とあって、 前者 は 『大日 本 佛敎全 

書』 に收 めら れ、 後者 は 『史籍 集覽』 に 採られて 居る。 本書の 內容 は、 高僧の 行狀 や、 遁世 者の 發心往 

生に 關 する 事蹟、 若しくは 說 話を廣 く擧げ て、 欣求淨 土を敎 へて 居る ので あるが、 中には 文藝の 諸道 

に關 する 話 も ある。 『撰 集抄』 と 同じく、 主として 過去の 往生 傅から 資料 を 得た ものであって、 作者 を 

長 明と する 說に はな ほ 疑問が ある。 文章 は 擬古 的で あるが、 平明で 文飾 も少 く、 『方丈 記』 と 同じ 作者 

の 筆に なった ものと は 思 はれない。 

頃 居 友  『閑居 友』 (一 ー卷) は刊 本の 外に 『續群 書類 從』 にも 收 めら れて 居る。 慈 鎭和尙 の 作と 稱 せられて 居る 

が、 安藤 爲 章の 『年 山紀 聞』 に 揭げて ゐる契 沖の 說に は、 明慧 上人と 親交の あった 慶政 上人の 作と して 

居る。 姑く 作者未詳と すべきで あらう。 書中に 『發心 集』 の 事が 見えて 居る から、. それよ， o 後の もので 

ある 事 は 明かで ある。 內容は 『發心 集』 と 同じく、 主として 發心 往生に 關 する 話 を 集めた もので あつ 

て、 文章 は 『撰 集抄』 に 類似して 居る。 . 

ぱ聚 百因緣 『私聚 百因緣 集』 (九 卷) は 僧 住 信が 正嘉 元年 (四十 八歲) に 常 陸で 撰した ものである。 H 承應ー 一年 

集  f  . 

の 版本が あ b、 又 『大日 本佛敎 全書』 に收 めら れて 居る。 組織 は 『今昔 物語 集』 に 傚って、 天竺 • 唐土. 和 


石 


朝の 三部に 分ち、 中： として 極樂 往生に 關 する 說 話を收 めて 居る。 說 話に は 一々 出典 を 記し、 引用文 

の 多く は 原木の 儘に 記して 居る。 文章 は 『今昔 物語 集』 に 近い ものであって、 文學的 作品で はない が、 

室町 時代の 御伽草子の 材料と なった 說話も 多い ので あるから、 佛敎說 話 集と して は 注意す ベ きもので 

ある o 

『沙石 集』 は十卷 から 成 b、 無住 法師 (大圓 國師) の 著と いはれ て 居る。 刊 本に は 慶長十 年の 古 活字本 

以下 數 種が あるが、 寫 本で 最も 古いの は、 京都 帝 國大學 圖書館 所 藏の長 享年 間の 寫 本で、 これに 次ぐ 

もの は內閣 文庫の 天文 年中の 寫本 である。 無住 法師 は 相 州 鎌 倉に 生れ、 梶原景 時の 末孫で あると いふ。 

十八 歳の 時剃髮 して 一圓と いひ、 南都 北嶺 を 始め 偏く 各地に 遊學 して、 顯密禪 律 等 諸 宗の敎 義に通 

じ、 尾 張 國木賀 崎に 靈鷲山 長 母 寺 を 創建して、 四十 餘年を その 寺に 送り、 正 和 元年に 八十 七 歲で示 寂 

した。 『沙石 集』 は 其の 序文に も 記して ゐる やうに、 佛敎の 妙理を 平易に 傳 へる 方便と して、 卑近な 物 

語 を 集めた もので、 弘 安二 年の 夏に 成った ので ある。 題號の 由來は 序文 中に、 「彼の 金 を 求む る 者 は 

沙を あつめて これ をと り、 玉 を 翫ぶ類 は 石 を ひろ ひて 是を瑩 く、 仍て沙 石 集と 名づ く。」 と あるので 明 

かで ある。 所 收の話 は 百 二十 五條であって、 類別 的に 集められて 居る。 『今昔 物語 集』 『發心 集』 『私聚 

百因緣 集』 などから 取った もの も あるが、 作者の 見聞に 觸れ た實話 奇談 も尠 くない。 佛敎關 係の 例話 

が. H,: となって 居る 事 は 勿論で あるが、 其の 他に 和歌 連歌な どに 關 する 文 學談も 多く 載って 居る。 本書 

の 特色と して 著しい 事 は、 作者が 諸 宗に廣 く 通じた 人で ある 爲に、 『寶物 集』 『發心 集』 などが 專ら九 品 
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往生 を說 いて 居る のと 異なって、 諸宗の 敎理を 公平に 說 いて 居る 事で あるが、 更に 文學 としての I2ig 

の 方面から 見る と、 作者が 柬國 出身の 人であった 關 係から、 柬國に 於け る 多くの 實話 を收錄 して 居る 

事、 及び. 經文ゃ 民間 說話 などから 採った 滑稽 談ゃ 童話な どの 多い 事 を擧げ 得る ので ある e 本書の 例話 

の 中には 『徒然 草.？ に 取られて ゐる もの も あ， 5、 又 滑稽 談は 狂言 や 笑話に 材料 を 供給した のであって、 

後の 文學に 及ぼした 影響 も少 くないの である。 文章 は 時代 語 俗語 を 交へ、 眞率 平明であって、 類書 中 

では 最も 待 色が ある。 要するに 『沙石 集』 は當 時の 佛敎 文學 中で 最も 見るべき ものであって、 後世 廣く 

讀 まれた の も當然 である。 左に 文例 を 示す 爲に 滑稽 談の 一 を 抄出して 置く。 

常 州 ノ東城 寺 二 阒幸敎 王 房 ノ法橋 トテ、 寺 法師 ノ學匠 有 ケリ。 他事 ナク 正敎 一一 眼ヲサ ラシ、 顯密ノ 行 忘 リナ 

キ 上人 也。 世間 ノ事ハ 無 下 一一 無沙汰 也。 田舍 ノ習ナ レバ、 田-一人 レント テ小 法師 糞ヲ 馬-一 付 テ行ラ 見テ、 禁 

制 シティ ハ ク、 「ナ 二 シ 二 其糞ヲ モッ. ゾ。 ャ レ、 法師が 祈リ 二 仁王 經ヲ 讀ダ。 馬 ノ糞ニ ヲ トル 仁王 經シ モア ラ 

ンャ」 トゾ云 ケル。 又 或 時 弟子 共 二 語リテ 云ク、 「世間 ノ人愚 二 シ テ物ノ 計不覺 也。 法師 興 アル 事案ジ 出シタ 

リ。 杵ー 二 テ臼ー 一 ッ搗べ キ様 ァリ。 一 ノ臼ハ 常 ノ-ゴ トク 置キ、 一 ノ臼ハ 空 二 シモニ 向テ ッ ルべ シ。 サ テ杵ヲ 

ァ ゲ下ダ サン 二、  ニノ 臼 テックべ シ」 トイ フ。 弟子 ノ云 ク、 「上 ノ臼ニ ハ物ガ タマリ 候べ クバ コソ、 ナ ニヲッ 

* 候べ キ」 トイへ バ、 「此^ コ ソァ リグレ」 ト テツ マリ ニケリ。 (卷 五上 ) 

無住 法師の 述作に はな ほ" 雑談 集』 十卷 『聖財 集』 三卷 『妻 鏡』 ー卷 等が ある。 此 等の 中で 『沙石 集』 に 次 

いで 見るべき もの は 『雜談 集』 である。 これ は 嘉元ニ 年、 作者 七十 九歲の 著であって、 晩年の 述懐と 法 


話 を 集めた ものであるが、 內容 文章 共 に 『沙石 集』 に 類似して 居る。 

以上 述べた 佛敎說 話 集 は、 何れも 新興 佛敎の 民衆 敎 化の 爲に 作られた もので、 此 等に 現れた 佛敎思 

想 は、 平安時代の 貴族的 佛敎に 比して、 著しく 平易化し 實際 化して 居り、 叉 例話に 現れた 國民 生活に 

は、 當 時の 世相 を 窺 ふべき 癸 料 を 畳 富に 持って 居る。 更に 說話 として は、 後の 文學に 多くの 材料 を 供 

給して 居る のであって、 鎌倉時代の 新興 文學 中の 重要な ものの 一 である。 

法語 遣 文 鎌倉時代の 佛敎 文學に は說話 集の 外に、 法然 上人. 親鸞 上人 .HI 達 上人. 一 遍 上人. 他 阿 上人な どの 法語 

遺文の 類が あり、 叉 繪詞に は 『法然 上人 行狀 畫圖』 や 『一遍 聖糟』 の詞 書な どが ある。 概ね 大部の もので 

あって、 文章と しても 見るべき ものが あるが、 今 は 省略して、 只 日 連の 文章に 就いて 一言して 置く。 

3 連 上人の 文章 は、 和漢 佛語を 自由に 使驅 し、 譬喩が 巧妙であって、 高僧の 述作 中で 最も 傑出して 居 

る。 蓋し 上人 は 意 氣壯烈 の 人であった から、 一語 一句の 上に も 其の 人格が 現れて 居る ので あるが、 其 

の 消息文 を 見る と、 一 面に また 情の 人であった 事 を 知る ので ある。 其の 遣 文集に は 日 明の 編んだ 『類 

纂 高祖 遺文 錄』 三十 卷がぁ る。 

第 七 章隨筆 日記 紀行  . や 

鎌倉時代に 現れた 隨 筆.： 13記. 紀行が、 何れも 當 時の 文學に 共通す る 待 質を带 びて 居る 事 は 言 ふまで 

隨筆 日記 紀行  四 四 一 
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もない が、 其の 中に も 自ら 二種の 別が ある。 一^平 安文 學の 系統 を 引いた 傳統 的な もので、 其の 文章 

は 擬古 的で あ b、 他の 一は 佛敎 思想の 著しい 作品で、 其の 文體は 和漢 混淆 文で ある。 『十六夜 日記』 

『ぼ寢 の 記』 『辨內 侍 日記』 『中 務內侍 日記』 など は、 女子の 書いた もので 前者に 屬し、 『方丈 記』 『海道 記』 

『東關 紀行』 等 は、 男子の 作品であって 後者に 屬 して 居る。 以下 此の 順序 を 追って 解說 しょう。 

十六夜 日記 『十六夜 B 記』 は 藤原爲 家の 後室 阿佛尼 の 紀行で ある。 阿佛尼 は 平 維茂の 後裔 佐 渡 守 平度繁 の， 女 

で、 順 德院の 皇后 (後堀河 院の淮 母) 安嘉 門院に 仕へ て四條 又は 右衛門佐と 呼ばれ、 後に 爲 家に 嫁して 

爲相爲 守 等 を 生んだ。 建 治 元年に 爲 家が 世 を 去った 時、 先妻 (宇都 宫賴綱 女) の 腹に 生れた 爲氏 は旣に 

五十 四歲 であった が、 爲相は 僅かに 十三 歲 であった。 爲氏は 父の 歿後に、 其の 遺言に よって 爲 相の 所 

領と 定められた 播 磨の 細川莊 (近 江の 小野莊 と共に 和歌 所の 頜 として 俊 成以來 長子が 相續 して ゐ た。) 

を 譲らなかった ので、 阿佛尼 は 我が 子の 愛に 引かれて、 老の身 を も 顧みす 鎌 倉に 下って、 幕府の 裁决 

を 仰いだ。 『十六夜 日記』 は 其の 時の 旅日記で ある。 北條時 鄰の考 證^ 驗細舰 細に よれば、 下向した の 

は 建 治 三年 十月であって、 此の B 記 を 記した のは弘 安三 年で ある。 作者が 鎌 倉に 到 著した 時 は、 元寇 

の亂 があった 爲に 訴訟 は涉ら す、 遂に 裁决を 見す して 弘安六 年の 頃 かの 地で 客死し、 次いで 弘安九 年 

に は 爲氏も 歿した ので ある。 饼し 訴訟 は 其の後 も爲 氏の 子爲 世と 爲 相との 間に 繼續 せられ、 正 和 二 年 

に 至って 漸く 爲 相の 勝訴と 决 した。 此の間に 爲相は 屢京鎌 倉の 間 を往來 したので あって、 彼が 鎌 倉で 

生活して ゐた事 は、 其の 家集 を 『藤 谷 和歌 集』 纏^ ほ^とい つて 居る の を 見ても 察せられ るが、 なほ 
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『夫 木 和歌 抄』 に 載せて ゐる^ 相の 歌の 詞書ゃ 左 註に、 「路次 記」 「海道 宿 次 百 首」 「海道 名所 歌」 の 名が 

あるの を 見て 明白で ある。 さて p 記 を 十六夜と 名 づけた の は、 作者が 京 を出發 したの が 十月 十六 H の 

夜であった 爲 である。 

此の H 記 は 二部に 分って 見る 事が 出來 る。 第一 部 は 冒頭に、 父の 遺言に 違背す る 爲氏を 恨み、 細 川 

莊の 由来 を 述べた 後、 首 途に當 つての 親子の 哀別 離苦の 情 を 述べて 道中記に 入って 居る。 道中記 は 粟 

田 口から 車 を 返した 事から 始まり、 十三 宿 十四 H で 鎌 倉に 到着す るまでの 途上の 風物 を 簡潔に 敍 する 

傍、 屢 感慨の 情 を 洩らして 居る。 第二 部 は 鎌 倉の 寓居の 有様 を簡 短に 述べた 後、 都の 舊 知との 消息 や 

贈答， の 事な ど を 記し、 最後に 述懐の 長歌 一首 を 添へ て 居る。 文章 は 『土 佐 B 記』 や 『更級 日記』 などに 傚 

つて、 優麗 であ b 簡潔であって、 時に 情景の 躍如たる 妙味が あるが、 槪 して 情趣に 乏し いのは、 作者 

の 心が 現實の 苦悶に 闪 はれて ゐた爲 であらう。 併し 一 體に 張り切った 力と 燃え立つ やうな 熱情が あ 

り， 殊に 愛 兒の上 を 思 ふ 慈母の 切情が 一貫して 流れて ゐ るの は、 此の 日記の 待 色で ある。 作者 は當時 

名高い 歌人であって、 其の 作歌 は 『續 古今 和歌 集』 以下の 勅撰集に 四十 餘首 入れられて 居り、 又？ 安嘉 

門院 四條百 首』 Isl^f などが 傳 はって 居る。 而 して 此の B 記 中に も 九十 首に 近い 歌を揷 入して 居る 

ので あるが、 多く は 歌枕 を 詠み 込む こと を 主眼と した ものであって、 歌と して はさまで 勝れて はゐな 

い。 左に 文例と して 一 節 を 引いて 置く。 

野路と いふ 所 は 來し方 行く先 人 も 見えす。 日 は 暮れ かかりて、 いと 物悲しと 思 ふに、 時雨 さへ うち そそぐ。 

隨筆 日記 紀行  四 四 三 
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うちし-ぐれ ふる 里 思 ふ 袖 ぬれて 行く先と ほき 野路の 篠原 

今宵 は 鏡と いふ 所に 著くべし と 定め つれ ど， 暮れ果てて 行きつ かす。 守 山と いふ 所に とどまりぬ。 ここに も 

時雨な ほ 慕ひ來 にけ り。 

いと どな ほ 袖 ぬらせと や 宿りけ む 間な く 時雨の もる 山に しも 

今日は 十六 日の 夜な りけ り。 いと 苦しくて 臥しぬ。 いまだ 月の 光 はかす かに 殘 りたる 曙に、 守 山 を 出で て 行 

く。 野洲川 渡る ほど、 先立ちて 行く 旅人の 駒の 足の 音ば かりさ やかに て、 霧い と 深し。 

旅人 は 皆 もろともに 朝立ちて 駒う ちわた す 野洲の 川霧 

十七 日の 夜 は 小 野の 宿と いふ 所に とどまる。 月 出で て， 山の 峯に 立ち 績 きたる 松の木の 間、 け. ちめ 見えて い 

と 面白し。 ここ は 夜ぶ かき 霧の 迷 ひに たどり 出で つ。 

轉寢の 記  阿佛尼の 日 記に はな ほ 若い 頃に 書いた 『轉寢 の 記』 一 卷 III が ある。 前半 は 思 ふ 人の 途絶に 對 する 

悶え を 記した 抒情 的な 日記で あ， o、 後半 は 後の 親と 賴む 人に 伴な はれて 遠 江に 下った 時の 紀行で あつ 

て、 幼い 頃から はぐくんで くれた 人の 重病 を 聞いて、 歸洛 した 事 を 記して 筆を擱 いて 居る。 書名 は 文 

中の 「はかなし な 短き 夜半の 草枕 結ぶ ともなき うたたねの 夢 J によるの である。 文章 は 『十六夜 日記』 と 

同じく 擬古文で あるが、 遙 かに 劣って ゐる。 阿佛尼の 作に はな ほ 其の 女紀內 侍に 書き送った 『乳母の 

ふみ』 一名 『庭の 訓』 m が あり.、 また 歌學の 書に は爲 家の 說を 祖述した 『夜の 鶴』 ( 一 卷) 一 名 『阿佛 口 

傳， n| 碧 鶴が ある： 


辨內侍 曰 記 當時 女流の 手に 成った 擬古文の H 記に 『辨內 ^rn 記』 や 『中 務內侍 日記 j 等が ある。 辨內侍 は 中 務大輔 

屮務內 侍 日 

0  藤 原 信實の 女であって、 後深草 天皇に 奉仕し、 其の後 後宇多 天皇の 御代の 頃まで 生存して 居た。 『辨 

內侍 B 記』 (1 ー卷： >|g§ は 一 名 を 『後深草 院辨內 侍 集』 叉 は 『辨內 侍寬元 記』 と 呼ばれて 居る。 上 卷には 

寛 元 四 年 正月 二十 九： n に、 富 小路 殿で 後 嗟峨院 が御讓 位に なった 事から、 後深草 天皇の 建 長 元年 九月 

に 至る までの 事 を 記し、 下 卷には 建 長 元年 十一月 冷泉 殿で 行 はれた 五節に 始まって、 建 長 四 年 十月 十 

三日までの 事 を 記して 居る。 此の H 記 は辨內 侍の 和歌と 其の 詞書を 基に して、 後の 人が 書き上げたら 

しいので あるが、 現存の ものに は 文章に 錯簡脫 落が 多く、 又 年月 や 事實の 誤も少 くない。 次に 『中務 

內侍 日記』 (ー卷 ) || 難 は、 伏 見 天皇に 奉仕した 中務內 侍が 記した もので、 後宇多 天皇の 弘安 三年 十 

二月 十五 日、 東宮 (伏 見 天皇) の 御殿で 雪見の 御 催の あった 事から 書き 起し、 伏 見 天皇の 正應五 年の 春 

までの、 宮廷の 御 有樣ゃ 自己の 事 を 記して 居る。 筆者 は 宫內卿 藤 原 永經の 女で ある。 右に 述べた 二 書 

は 主として 宮廷の 公事 節食の 有檨を 記した もので、 文學 としての 價値は 乏しい。 此の 外に 同類の 女流 

日記に なほ 建 春 門院 中納 言^の 『たまき はる』 細 特4餓 が ある。 主として 宮廷 奉仕の 頃 を 追慕して 記 

した 敍事 的な 日記であって、 文 學的價 値 は 高くない が、 先に 述べた 『建禮 門院 右 京大 夫 集』 と共に、 

『平家物語』 と 交渉の ある 記事 を 含んで 居る。 

鴨 長 明  錄倉 時代の 隨 筆に は 鴨 長 明の 『方丈 記』 が ある。 長 明 は 通 稱を菊 太夫と いひ、 其の 父祖 は 代々 鴨の 社 

の禰宜 であって、 父 を長繼 といった。 其の 傳記は 種々 の ものに 記されて 居り、 叉 異說も あるので ある 

隨筆 日記 紀行  四 四 五 
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が、 『源 家長 B 記』 及び 『十 訓抄』 の傳 ふる 所に よれば、 幼少の 頃孤兒 となった ので、 父方の 組 母の 家に 

養 はれて ゐ たが、 三十 歲の頃 其の 家 を 去って 鴨 河原の 草庵に 移り 住んだ。 和歌に 長 じて ゐ たので 諸 所 

の 歌會に 招かれた が、 殊に 後鳥羽院に 認められて、 建 仁 元年 七月に 和歌 所 を 設けられた 時、 寄 人に 召 

される 光榮を 得た。 其の後 元久建 永の 頃 出家して 法名 を 連 胤と いひ、 大原 山に 隱椟 して ゐ たが、 五 年 

の 後 承 元 二三 年の 頃 ^ 針 六 更に H 野の 外 山に 方丈の 庵 を 結び、 そこで 五 年の 歲月を 送った。 其の 間 建 

曆 元年 十月に は 鎌 倉に 下向して、 實朝將 軍に 謁した 事が ある。 かくて 建 保 四 年に 年 六十 四で 歿した。 

一 說には 建 保 元年に 六十 ニ歲で 入寂した ともい ふ。 長 明の 出家の 動機に 就いては、 世の 無常 を觀 じた 

爲 であると 言 ひ、 或は 思 ふ 儘の 立身が 出來 なかった 爲 であると も 言って 居る が、 是も 『源 家長 日記』 や 

『十 訓抄』 の傳 ふる 所に よれば、 鴨の 河 合 社の 禰實， と ならう とした 素志が 破れた のを怨 んだ爲 である。 

恐らく 最後の 說が眞 相に 近いで あらう。 只の 世捨 人でなかった 事 は、 『方丈 記』 に 現れた 彼の 思想 を 

見ても 察せられる。 長 明 は 琵琶の 名人であって、 或 時 管絃の 道の 人々 の 前で 啄木の 祕 曲を彈 じて、 其 

の 不都合 を 責められた 事が、 僧 隆阒の 『文 机談』 に 見えて 居り、 なほ 琵琶 を 嗜んだ 事 は 『方丈 記』 にも 記 

されて 居る。 長 明が 和歌に 秀でた 事 は旣に 述べた が、 其の 作歌 は 『千載 集 』 『新 古今 集』 『續 古今 集』 な 

どに 採られ、 又 家集に は 流布本 『鴨 長 明 集』 ー卷 sf と、 別 本の 寬文七 年刊 本 ニ卷が ある。 彼 は 歌道 

を 俊賴の 子俊惠 法師に 學ん だのであって、 歌學 者と しても 知られて ゐた。 其の 著 『無名 抄』 0 ー卷 ) || 

請 は 和歌に 關 する 逸事 を 集めた ものであるが、 歌論の 一端 を も 窺 ふ 事が 出來 る。 其の 他 『本朝 書籍 目 


錄』 に 『發心 集』 (三 卷) 『四季 物語』 (四 卷) 『連 胤^ 勢 記』 ( 一 卷) を 長 明の 作と して 居る。 現存す る 『發心 

集』 (八 卷) は 後人が 增 補した ものであって 原作の 儘で なく、 『四季 物語』 は 果して 長 明の 作で あるか 否 

か 明かで ない。 而 して 『連 胤^ 勢 記』 は 長 明が 壯 年の 頃 伊勢に 旅した 時の 日記で あるが、 後世 散逸した 

のであって、 其の 逸文 は 『夫 木 和歌 抄』 に傳 へられて 居る。 

方丈 記  さて 『方丈 記』 に は 流布本と 異 太との 二つの 系統が ある。 流布本で 現存す る 最古の 寫本 は、 長 明 自筆 

と傳 へられる 大福 光寺 の所藏 本で ある。 卷 末に 添付 せられた 別紙に は、 醍醐 寺の 僧 親 快が 

寬元 一 一年に 鴨 長 明の 自筆 本で ある 事を證 明した 奥 書が あるが、 これが 果して 親 快の 自署で あるか 否か 

疑問で あると しても、 著者の 時代 を 遠く 距 つて ゐ ない 鎌倉時代 中期の 寫本 である 事 は、 古體の 假名 を 

用 ひて 居る のによ つて 明かで ある。 此の 寫本は 最近 發 見せられ、 古典 保存 會の 複製 本に よって 世に 流 

布した ものであって、 流布本の 原形 を 知る に 足るべき 貴重な 資料で ある。 麵麵 次に 異本に は 水 戶彰考 

館 藏木. 東京 帝國大 學國語 研究室 藏 木. 故 森洽藏 氏舊藏 本. 吉 澤義则 博士 蔵本な どが あるが、 此等は 流布 

本に 比して 記事が 簡單 であり、 文章 も 漢字 をキ： とした もので、 流布 木と 趣 を 異にして 居る。 II 

M 布 本の 內 流布本の 『方丈 記』 は、 卷 頭に 巧みな 譬喩 を 借， o て、 人生の 無常 を說 いた 「行く 川の 流 は^えす して 

しかも もとの 水に あらす 云々」 の 名文に 始まって、 安元の 大火、 治 承の 辻 風 並に 福 原 遷都、 養 知の 飢 

饉、 壽 永の 疫病、 元 暦の 大地震な どの 慘狀と 人心の 動 搖とを 述べた 筏に、 此 等の 災厄 を 綜合して 人生 

の 無常に 對 する 惱 みを敍 し、 更に 作者の 身の上に 轉 じて、 年 六十に 近づいて 方丈の 庵 を 構へ、 悠々 自 
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適の 簡易 生活に 潇 足す るに 至った 次第 を 語， o、 最後に 述懷を 記して 筆を擱 いて 居る。 かくて 『方丈 記』 

は 人生の 無常 を敍 した 前半と、 自己の 境遇 並に 生活 心情 を 記した 後半との 二部から 成って 居る ので あ 

つて、 一 篇の內 容は隨 筆と 自敍傳 と を 兼ねて ゐる。 iwsi? して 著し いのは 欣求淨 土で あるが、 
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ャ t  め f し ト^ J  :^^f?JL つん ノレ ハ, 

叉 一 面に は 無 爲を說 く 道教の 感化 も ある。 天 變地災 の 記述 中に 恩愛の 切情 を 述べて 居， o、 方丈の 庵の 

孤獨 生活に は現實 世界に 對 する 愛 著の 情が 見えて 居， o、 叉 寂寥に 堪へ かねて 居る やうな 點も 見受けら 

れ るので あって、 作者 は 普通の 世捨 人と 其の 趣 を 異にして ゐ たやう である。 其の 記述 は 組織が 整然と 


文 章 して 居， o、 而も 變 化が あり、 感情が 流露して 居る。 文章 は 漢語 佛語を 混用した 流麗な 和漢 混洧 文で あ 

つて、 對 句に 富み 譬喩 も 巧妙であって、 當 時の 新 文體の 特色 を 最もよ く 具へ て 居る。 藤 岡 ffi 士は 『平 

家 物語』 『源平 盛衰 記』 などに 似て 居る 點を 擧げ て、 後人が 諸 書 を抄錄 補綴して 作り上げた 偽書で ある 

と說 かれ、 雄 g ^又 野 村 八 良 氏 は 『論語』 『文選』 『莊 子』 其の 他佛 典の 影響 を擧 げた 後に、 全文に わ 

たって 待に 慶滋保 胤の 「池亭 記 」 

^政 雌卷を 摸倣した 痕が 著しく 

目立つ 事に 注意して、 之 を 長 明 

の 作と する 事に 疑問 を^; んで居 

•  0 1 so 鎌 食^代 『JX:-.W 己 コパ 「也 

わ 文 學新論 プ^ー H』 力 〜 

亭記」 を 摸倣して ゐる事 は、 旣 

に 加 藤 盤齋の 『方丈 記 泗說』 にも 

說 いて 居る ので あり、 又 流布本 

に は 後人の 補綴が あ る 事 も從來 

廣く 認められて 居る 所で あるが、 之を僞 書と する 說に は從ひ 難いので ある。 

異本 方丈 記 次に 『異本 方丈 記』 は 安元の 大火 以下の 五大 災厄の 記事 を缺 き、 其の 他に も 流布本に ある 記事で 木 書 

に缺 けて ゐる 所が 多く、 且つ 記述 は 概ね 簡略で あり、 文章 も 流布本と 著しく 相違して しかも 拙劣で あ 
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る。 流布本と 異本の 成立の 前後、 並に 其の 何れが 原本で あるかと いふ 問題に 就いても、 從來說 が 分れ 

て 居る ので あるが、 ^に 述べた 大福 光寺 本の 發見 によって、 流布本が 古くから 存在した 事が 明かに な 

つたから、 異本 は 寧ろ 後世 誰かが 作った 略 本で あると 見る のが 正當 である。 

Jft- 道 記と^  . 

, 紀行  鎌倉時代に は 京都と 鎌 倉の 間 を 往来す る 者が 多かった から-、 東海道の 紀行が 次々 に 現れた。 『十六 

夜 B 記』 も 其の 一 であるが、 此の 外に 男子の 手に 成った ものに 『海道 記』 『東 關 紀行』 などが ある C 海道 

は朿 海道の 意で あり、 朿 關は關 束の 義 である。 『海道 記』 ( 一 卷) は 後堀河 天皇の 貞應ー 一年の 四月に 都 を 

出發 し、 東海道 を 經て鎌 倉に 下， o、 滯在 する こと 僅かに 十餘 H の 後、 歸 京の 途に 就く までの 事 を 記し 

て 居る。 文章 は 漢語 佛語を 多く 混へ た 駢儷體 であって 華麗で ある。 記述に は 懷古的 情調が 漂って 居る 

と共に、 佛敎 思想が 満ちて 居る。 作者 を 長 明と する 說も あるが、 根據は 薄弱であって、 一役に. は 『原 

氏 物語』 の 研究家と して 聞え た 源 光行の 作と して 居る。 併し 文中の 下向の 年代が 光行の 事蹟と 合 はな 

いので、 近來は 作者未詳と せられて 居る。 次に 『東關 紀行』 ( 一 卷) は 『海道 記』 より 約 二十 年の 後、 仁 

治 三年 八月に 京 を出發 して 以來、 鎌 倉に 下る までの 紀行と、 鎌 倉滯留 中の 見聞と を 記し、 最後に 十月 

一 一十三 B に歸 京の 途に 上った 事 を 記して 居る。 作者 を 光行の 子 親 行と する の は 廣く行 はれた 說 である 

が、 これ も 近来 は 疑問と せられて 居る。 其の 文體は 『海道 記』 と 同じく、 和漢の 故事 を 引き 頻， o に對句 

を 列べ て 流麗で あるが、 漢語 佛. 語 を 用 ひる 事 は 『海道 記』 よりも 少く、 比較的に 和文 調が 勝って 居る。 

槪 して 形式に 囚 はれて 淸 新の 趣が なく、 又 實感が 乏しい。 『海道 記』 『東 關 紀行』 共に 至る所で 和歌 を 詠 


んでゐ るが、 其の 歌風 は 時流の 弊 を 受けて、 平淡で あり 且つ 生 氣を缺 いて 居る。 思 ふに 『十六夜 日記』 

に 並ぶ ベ き 紀行 は 『柬關 紀行』 で あって、 後の 文學に 及ぼし た 影響 も少く な い C 

其の 他の 日 鎌倉時代の 隨筆 日記 紀行の 牛： 要な もの は、 以上で 終った ので あるが、 此の 外にな ほ 短篇の： n 記紀 行 

が數篇 ある。 和歌 所の 開闔源 家長が 記した 『源 家長 S 記』 il^ 鶴 や、 歌人， 飛鳥 井雅有 f 職の 紀行？ 春 

のみ 山路. 4 建 など は、 旣に 世に 流布して 居る が、 佐々 木 信 綱 博士 所藏の 『飛鳥 井 雅有卿 記』^ 

贿 § や、 『信 生 法師 B 記』 f 鉢 など は、 最近 佐々 木 博士 及び 玉 井 幸 助 氏が 紹介せられ て、 始めて 廣く知 

られ たもので ある。 最初の リ源 家長 日記』 は 新 古今 撰定 前後の 事 や、 當 時の 著名な 歌人の 事蹟 逸事な ど 

を 知るべき 好 癸 料で は あるが、 文 學的價 値 は 乏しい。 併し 雅 有の 遺 篇は： 1： れも獨 得の 擬古文で 記され 

た 出色の 日記 若しくは 紀行で あり、 『信 生 法師 H 記』 は 下野 國鹽谷 城キ： 鹽谷朝 業が、 出家した 後の 生活 

を 記した 旅日記であって、 流麗で 哀調 を帶 びた 文章 は、 內容と 相俟って 讀 者の 心 を 動かす もの が ある C 

., . ■  第 A 章 漢文 學の 衰頹  tA?: 

- 平安後期に 次第に 凋落した 漢文 學は、 鎌倉時代 になって 益衰頹 して 殆ど 冬. 枯の 觀を呈 した。 銶倉慕 

府 創業の 時、 大江廣 元 §s の • 中原 親 能. 三 善康信 等 は 朝廷 を 去 つ て 幕府の 樞 機に 參與 した ので あるが、 

其の 子孫に は 大江維 房 を 除く 外に は 勝れた 學 者が 現れなかった から、 鎌 倉に 於け る 漢文 學には 特に 記 
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す 程の もの はない。 一方 京都に は、 紀傳 若しくは 文章 道の 門閥と して 名高い 营原氏 や 藤 原 氏 南 家が あ 

つて、 家 學を傳 へて ゐ たが、 政權が 幕府に 移って 以來 は、 文章 博士 大學頭 も 空名と なり、 漢文 學は只 

形骸 を 留める に 過ぎなかった。 

漢文 學の 名門が 凋落して 全く 振はなかった 事 は 右に 述べ た 通りで あるが、 初期に 於て はさす がに 前 

代の 名 殘を存 して、 宮廷 及び 公卿の 詩作に なほ 記すべき ものが あった。 尤も 當時は 和歌が 盛に 行 はれ 

た 時代で あるから、 詩 は 歌人の 餘 技に 過ぎなかった のであって、 詩歌 合が 其の 重要な ものである。 今 

詩歌 合に 就いて 述べる に 先立って、 當時 催された 詩 合の 例と して、 文章 博士  B 野 癸 實. 平 長兼兩 人の 

「百番 詩 合」 の 事 を 述べ て 置く。 此の 詩 合 は 春 一 一十 題. 夏 六 題. 秋 1  一士 一 題. 冬 六 題. 雜四 十六 題に 就いて 詠 

じた 二 句. 一 聯を、 左を資 實右を 長 兼と して 百番 まで 合せた もので、 現存す る 『資實 長 兼兩卿 百番詩 合』 

がそれ である。 其の 奥 書に よれば、 藤 原 道家が 判 をした ので あるが、 後見 を 憚って 削り 去った 

もので、 現存す る もの は 建 長 八 年に营 原^ 長が 書寫 した 本で ある。 其の 冒頭の 句に 

春 春 作 四時 始 

漢 十二 皇 高祖 德  唐 三百 載 大宗 功  資 實 

黃軒 著， 德 帝猷祖  伯禹 立， 功 王者 先  長 兼 

と あるの を 見て 一 般を 推す 事が 出来る。 卽ち詩 合と いっても 一 一句 一 聯の對 句 を 合せた ので あり、 而も 

文 學的惯 値の 極めて 乏しい ものである。 此の 時代の 詩 合に は 一 一句 一 聯を 作る のが 普通であった。 


元久詩 * 合 


建 保 內裏詩 

歜合 


鎌倉時代の 初期に は、 前代に 引 精いて 歌合が 流行した 事 は旣に 述べた 通 b であるが、 歌合に 刺戟せ 

られて 起った の は 詩歌 合で ある。 詩歌 合の 濫觴で 後世 其の 典型と せられた の は 『元久 詩歌 合』 115 で 

ある。 此の 詩歌 合 は 元 久ニ年 六月 十五： n に、 後 京 極 攝政良 經が當 時の 詩歌の 名流 を 集めて、 其の 邸で 

催した もので、 「水鄕 春 望」 と 「山路 秋 行」 を 題と し、 詩の 作者 は 太 政 大臣 良經. 大納言 良輔. 中納言 癸實. 

藏 人頭 左 中 辦長兼 等 十七 人、 歌の 作者 は、 左 馬頭 藤 原 朝臣 親定の 假名で 加 はり 給うた 後鳥羽院 を 始め 

として、 藤 原 家 隆. 源 通 光. 肘 正 恶阆. 藤 原 有 家. 同定 家 等 男女 十九 人で ある。 此の！ | 歌合 は 各 題 三 十八番 

を 合せた ので ある。 左に 「水 鄕. 春 望， 一の 中から 一 一三の 例 を 揭げて 置く。 


左 


行 長 


楊柳 一村 江縣綠 烟霞萬 M 水鄕春 

-H  眷匕匕 

^  tNS  ム 目 

夕 づ く ょ潮満 ち く ら し 難 波 江 の 蓆の 若葉 を 越 ゆる 白浪 

左  親經 

湖南 湖北 山 千里 潮 去 潮來浪 幾重 

右  御製 

見渡せば 山 木 かすむ 水無瀨 河 ゆ ふべ は 秋と なに 思 ひけむ 

『元久 詩歌 合 』 に 次いで 『建 保內裏 詩歌 合』 |¥1 が 行 はれた。 是 は順德 天皇の 御代 建 保 元年 一 一月 一 一十 
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六 日に、 內 裏で 行 はれた 二十 六番の 詩歌 合で ある。 題 は 「山中 花 夕」 と 「野外 秋 望」 であって、 藤 原範時 • 

平 經高. 营原爲 長. 藤 原資 實等 十三 人の 詩と、 藤 原 範基牟 宗宣. 藤 原 良 平 .同 定 家. 女房 等 十三 人の 和 

歌 を 左右に 分けて 合せた ので ある。 鎌倉時代の 詩歌 合で 注意す ベ きものに なほ 『現存 三十 六 人 詩歌』 

|| 觀が ある。 後宇多 天皇の 御代 建 治 二 年 三月に、 北條 時宗が 屛 風の 色紙に 書かせた もので、 詩歌 各 

當 時の 名流 三十 六 人の 作 一首 づっを 選んで、 甲乙丙丁 四帖に 分ち、 それぞれ 九番 合せた ので ある。 詩 

は 中納言 藤 原資 宣 の 撰で あり、 和歌 は 右大辨 入道 眞觀 の 撰で ある。 

鎌倉時代に は 詩歌の 會 の餘與 として、 又は 單獨 の會 として、 聯句 を 作る 事が 流行した。 聯句 は 唐の 

詩人の 間に 餘技 として 盛に 行 はれた ので あるが、 是が 我が 國に 流行した の は 平安朝の 中頃から であつ 

て、 連歌の 流行から 誘導せられ たので ある。 平安朝の 聯句 は 

尾拂， 樹間 一黄 牛 背  手 打： 一門 前 一白 臈聲 

二 藍經， 二 夏- 菅  朽葉 幾 廻 秋 紀 

人 曰， 一山 城 介 1 孝 言  世稱 = 水驛 {R1 佐國 

文武 兩家姓 隆兼  江 平  一 ± 名  (江 談抄 所載：) 

の 如き 類の もので、 全く 遊 戲文學 である。 而 して 當 時の 聯句 は 五 韻 (十 句) から 二十 韻までの もので あ 

つたが、 鎌倉時代に は 三十 韻. 五十 韻. 七十 韻と なり、 時に 百 韻に 及ぶ ものが あつたの は、 恰も 連歌の 

發達 に似て 居る。 聯句に は 詩の 句 を 連ねる ものの 外に、 詩の 句 を 和歌の 上句 又は 下句に 連ねる ものが 


ある。 仇へば 

紫禁贵 神靈 ふたたび 世 をた すけつ るかな  後 宇多院 

の 如きで ある。 これ を 和漢 聯句と いふ。 和漢 聯句 は 詩歌 合の 流行す るに つれて 漸く 行 はれた ので あつ 

て、 これ も 後に は 五十 韻 百 韻と 連ね る やうに なった。 和漢 聯句 が 盛に 行 はれた の は 次 の 室町 時代で あ 

る。 要するに 鎌倉時代の 詩 は、 前代の 衰退の 後 を 承け て 益 萎靡して 振 はなくな. り、 更に 聯句の 如き 遊 

戲文學 の 流行 を 見る に 至った ので ある。 斯 かる 時代の 詩句に 文 學的惯 値 の あ る も の が 無 い の は 當然で 

ある。 

公私の 日記 鎌倉時代の 漢文に は 和歌 撰 集の 序 や 願文な どに、 常^的の 美辭 麗句 を 連ねた ものが あるが、 最も 廣 

く 川 ひられた の は 簡易 を g とした 日本的 漢文であって、 公私の H 錄は 悉く これで 綴られて 居る。 鎌 倉 

時代の 日記 は 二百 數十 種に 達する ので あるが、 中に も 浩瀚な の は 月輪 關白九 條兼赏 |  一^ J の 『玉 葉』 

一一 一 21 藤原定 家の 『明月 記』? |ぉ 兼 赏の孫 道家 m の 『玉 薬』 一 一十 九卷 等で ある。 此等は 和 奥 を带 

びた 準 漢文 體で 記された ものであるが、 『明月 記』 には定 家の 學才を 見るべき 文飾 も ある。 私的の 日記 

以外の ものに は、 幕府の 右筆の B 錄 『吾妻 鑑』 が ある。 目錄に 五十二 卷と あるが、 後世 第 四十 五 卷を闕 

き、 五十一 卷 現存して 居る。 治 承 四 年から 文 永 三年に 至る まで 八十 七 年間の、 幕府の 記錄 風の H: 記で 

あるが、 其の 前半 は 右筆の 追記に かかる 編纂 物で あると 言 はれて 居る。 文體は 所謂 往來體 であって、 

當時 武家 社 會の遍 用 文で あるが、 簡 にして 要 を 得て 居り、 時に 美辭を 連ねて 戰記 物語 文に 近い 趣 を 備 
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へた 部分が ある。 

宋 學  鎌倉時代の 漢詩 漢文 は 以上 述べた 通り、 時代 を 下る に從 つて 益 崩れて、 國 民に 親しみの ある ものに 

なり、 國文 學の發 達に 大 なる 影響 を與 へたので あるが、 此の間に 漢學は 漸く 貴紳の 手 を 離れ て^^に 

移って 行った。 當時は 儒者の 支那に 留學 する 事 は 全く 絡え たが、 偕 侶の 往來は 盛に 行 はれ、 新 佛敎を 

傳 へる と共に 宋學 をも傳 へて、 我が 國の 文敎 に貢獻 する 所が 多かった。 抑 も宋は 太祖 以來學 問を獎 S 

し、 盛に 書物 を 編纂 印行せ しめたから、 儒 學文學 共に 盛に 起った。 宋 代の 儒 學は、 漢唐 時代に 訓詁 を 

重んじ、 字義の 末に 拘泥して、 仁義 道 德の說 に 於て 不徹底であった 弊に 對 して 起った のであって、 天 

命 性 理の微 を 窮め、 省察 修養の 道 を 明かに する 事 を 目的と したので ある。 此の 學風 は周敦 願. 程 

程頋 ^ 等に 始まる ので ある けれども、 之 を 大成した の は朱熹 である。 宋學は 程 子と 朱 子を祖 とする 學 

であるから 程 朱學と 呼ばれる ので あるが、 其の 主と する 所に よって 性理學 とも 稱 せられた。 而 して 性 

理學 はもと 禪宗の 敎理の 影響 を 受けて 發 達した もので、 禪宗と 相 通す る 所があった から、 これ を 我が 

國に傳 へたの も禪 林の 學僧 である。 程 朱の 學が 我が 國に 傳來 して 以来、 宋の 百般の 文化が 續々 傅來し 

て、 我が 國の學 問 文藝は 面目 を 改めた ので あるが、 是は 次の 室町 時代の 事で あるから、 今 は 磾宗 並に 

宋 學傳來 の 當初 の 事 を簡單 に 記して 置く。 

宋學 の傳來 我が 國の 商船が 私に 南宋と 交通す る やうに なった の は 平安 末期から である。 殊に 淸盛 は：：： 宋貿 易の 

利益 ある 事 を 知って 之 を獎勵 した 爲に、 益 盛に 行 はれる やうに な b、 從 つて 偫侶 にして 入宋 する^ も 


伎 


漸く 多くな つたので あるが、 彼等 は 禪宗を 始め 種々 の 新しい 文化 を 移植した。 支那に 於け る禪 宗は是 

より 先 旣に唐 代の 頃から 行 はれて ゐ たので あるが、 我が 國に 之を弘 通した 最初の 人 は榮西 一， 一一^で 

ある。 榮 西は宋 から 歸 朝して 鎌 倉に 壽福寺 を 創め，、 又 京都に 建 仁 寺 を 建てて、 大いに 禪宗を 鼓吹した 

のであって、 是ょ b 宋の禪 林 を 慕って 支那に 渡る 名僧が 漸く 多くな つた。 榮西は 我が 國に 於け る禪宗 

の 始祖で あるば かりで なく、 茶 を 移植し、 叉宋の 詩文 筆蹟な ども 傳 へたので あるから、 恐らく は宋學 

にも 接して 之を傳 へたで あらう と 言 はれて 居る。 併し 一 般に は宋學 傳來の 最初の 恩人 を 僧 俊 ^とし 

て 居る。 俊 nl^lsffff は 不可 棄と號 し、 肥 後飽田 郡の 人で ある。 十八 歲の 時剃髮 し、 後に 笈を负 う 

て 京に 上 b、 南北 兩 京の 間 を 往来して 高僧の 敎を 受け、 建 久十年 Ml に は 二人の 弟子 を 伴な つて 宋に 

渡り、 律 禪天ム 〔を 修めて 建曆 元年に 歸 朝し、 京都の 泉 涌 寺の 開山と なった。 『泉 涌 寺 不可 棄 法師 傳.』 及 

び 『元 亭釋 書』 などに 據れ ば、 歸朝 する 時 天台 章 疏七百 十六 卷、 律 宗經書 三百 二十 七卷、 華 嚴章疏 百 七 

十五 卷、 儒 書 二百 五十六 卷、 雜書 四百 六十 三 卷等を 携へ歸 つたので あるから、 彼が 宋の 大儒に 接して 

其の 學說 を聽 き、 叉 宋學の 書 を 多く 將來 した 事 も 想像せられ るので ある。 俊^ 以後 宋學傳 來に關 係の 

あつたの は 道元 及び 阆爾 である。 道元 は 貞應ニ 年 二十 四歲の 時に 宋に 渡り、 安^ 元年に 歸朝 

し、 山城の 興聖寺 及び 越 前の 永 平 寺 を 創立して、 我が 國曹 洞宗の 始祖と 仰がれた。 叉阆爾 (辦圆 ) ^ 

销：^ は 卽ち聖 ー國師 であって、 嘉碱 元年に 年 三十 四で 宋に 渡， o、 仁 治 二 年に 歸 朝した 後、 藤 原 道家の 

歸依を 受け、 京都 束 山に 柬福寺 を 建てた 名僧で ある。 圓爾 は正嘉 元年に 北 條時賴 の 請に よって、 程 子 
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の 學說を 引いた 『大 明錄』 (宋 僧圭 堂の 作) を 講じた と 言 はれて 居る から、 程 子の 性 理學は 此の^ 旣に鎌 

倉に 於て 講究 せられて ゐ たので ある。  ， 

一山 一 寧 宋學の 傳來に 更に 關 係の 深いの は歸化 偕で ある。 宋か^ 渡来した 高^で、 宋學 の傳來 に貢獻 したの 

は、 道隆 を先驅 として 普 寧. 正 念 .祖 元 等が ある。 此等 はやが て 起るべき 五山 文 學の緖 端と なった ので 

あるが、 殊に 鎌 倉 末期に 於け る 宋學の 鼓吹者と して 注意す ベ き は 一 山 一 寧で ある。 一 山 (名 

を 一 寧と いひ 字 を 一 山と いふ。) は 支那 浙江省 台 州の 人で ある。 我が 國の正 安元 年 (元の 成宗の 大德三 

年) に 元の 密使と なって、 我が 商船に 便乘 して 太宰府に 渡来した ので あるが、 北 條貞時 は 其の 陰謀 を 

探知して^ 豆の 修禪 寺に 流した。 併し 其の後 學徼の 高い 事が 八 刀って 建 長 寺に 置かれ、 遂に 歸 化して 京 

都の 南禪 寺に 住んだ。 かくて 一 山 は關柬 京都 兩禪 林に 其の 該博 深遠な 學 問を植 ゑつけ. たので ある。 後 

宇多 法皇が 屢 彼に 就いて 法語 を 聞 こしめ された とい ふ 一事に よっても、 其の 學德の 程が しのばれる。 

一 山 は 博覽强 記で、 佛 典の 外に 儒道 百 家の 說は 固より、 稗 史小說 の 類に も 通じて ゐ たとい ふ。 五 出 文 

學は 一 山の 門弟の 虎關 師鍊. 夢窗疎 石. 雪 村 友 梅 等に よって 興隆した の であって、 後の 文學の 開發に 極 

めて 大 なる 功績 を 遣して 居る。 一 山に 始まった 五山 文 學の事 は 第五 篇に 於て 述べる であらう。 

北倐氏 5 好 鎌倉時代の 漢文 學を 終る に當 つて 一 言すべき は、 北 際 氏の 文 敎に盡 した 功績で ある： 鎌 倉の 學問は 

學 

もと 大江廣 元. 三 好 康信等 を 京都から 迎 へて 以来、 徐々 に 開けた のであって、 實朝は 文 藝を嗜 み 古書の 

蒐集に も 熟 心であった が、 殊に 北 條氏は 代々 武事の 外に 文事に も 心掛け、 禪 と共に 儒 を^ 信して 文敎 


^  ？ IT 文 率 


の發 達に 貢獻 する 所が 尠 くなかった。 泰 時の 弟 實泰の 子なる 越後 守 實時は 殊に 儒學を 好み、 淸 原敎隆 

(當 時將 軍と して 迎 へ ら れた宗 尊 親王 If 禁 に從 つて 鎌 倉の 地に 下った 人) を師 として 儒學を 修め 、 

又 古書の 蒐集 鈔寫に 努め、 宋 本の 購入に も 熱心であった。 實時は 初め 鎌 倉の 自邸に 文 寧 を 設けて 古書 

命 E 文 S を收藏 して ゐ たが、 罹災 を 慮って 武藏國 久良岐 郡 金澤の 別業 稱名寺 内に 文庫 を 移して、 晩年 を そこで 

送った。 これが 有名な 金澤 文庫で ある。 金澤文 車は實 時が 子弟の 學問 所^して 建てた ものであって、 

其の後 顯 時き； 顯 父子 もまた、 父祖の 志を繼 いで 盛に 內 外の 典籍 を 集め、 又稱名 寺の 僧侶の 書寫 蒐集し 

たもの も 合併せられ て、 文庫 は 益 盛に なった 

ので ある。 北 條氏は 貞顯の 子 真將の 代に なつ 

て 滅亡した けれども、 文庳 は稱名 寺の 惯^ に 

よって 保管せられ たのであって、 應安六 年に は 禪僧親 中中 諦が、 將軍 義滿の 古書 蒐集の 命 を 受けて 金 

澤に 下った 時、 詩 僧 義堂周 信 gju も 共に 蔵書 を閱覽 したので ある。 其の 時義堂 が 詠 じた 詩に、 

玉帳修 t 文講， 武餘 遣， 人來货 ：；舊 載 書, 牙 籤 映， 日 窺，， 蝌蚪, 

鏢帙 乘.. 晴 走；, 蠹免 I 圮上 一 篇看 不レ足 鄴 侯三 萬 欲, 何 如, 

照， 心 古 敎君家 有 收；, 在 胸中 1 壓, 五 車- (空 華 集) 

と あるの を 見て、 當 時の 文 寧の 狀態を 知る 事が 出来る。 文 車 は 其の後 戰亂の 世に 殆ど 餒絕 に歸 したの 

であるが、 好學の 僧侶が 柬國 遍歴の 途次に 此の 祕庫を 窺って、 講學の 便 を 得た 者 は 極めて 多い。 此の 
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間に 蔵書の 多く は 散逸した ので あるが、 一部分 は 豐臣秀 次が 京都に 持ち 歸 つて 公卿に 頒ち、 又 德川家 

康は 大部分 を 江 戶富士 見亭の 文庫に 移し、 其の 殘 りは德 川光囿 其の 他 諸侯の 手に入って、 近世の 學問 

の 與隆に 多大の 貢獻 をした ので ある。 金澤 文庫の 蔵書 は 主として 經史 律令 詩文 佛典 等で あるが、 闽文 

學 の古寫 本も少 くなかった やうで ある。 例へば 實時は 河內本 を書寫 せしめた ので あり、, 叉 『萬 葉 

集』 の 古鈔本 を藏 して ゐた事 は、 金澤 文庫本の 零 本、 若しくは 金澤 文庫 木 切の 現存に よって 察せられ 

る。 要するに 實時 以下 三代が、 文教の 維持に 盡 した 功績 は 偉大と いはねば ならぬ。 
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古事記 は 日本 最古の 古典で、 ^も 我が 國體 の^ 源 を 窮めよう とする 入 は 何 入 も必讀 すべき 寳典 である， 本書 

は 著者が 多年の 蘊蓄 を 傾注した 苦心の 大著で、 言語、 祌話、 歴史、 宗敎、 土俗、 考古 等の 史的 科學 の 上に 立 

つて、 被 めて 詳密 =: つ 獨创 的な^ 釋を 下した ものである。 殊に 一 段 毎に 添へ た 評論 は 古今の 研究 を 悉く 參酌 

する は 勿論、 更に^ 蛘、 滿洲、 支那 等に 於け る II 外的 資料 をも對 照して、 周密なる 考證と 犀利なる 批判と を 

施した もので、 一 の 興味^なる 上代 文化史の 體を 成して 居る。 
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本 *: は 「古事記 新 #」 の 姉妹 篇 である〕 卷顼に は- パ章 から 成る 祝^ 旣. 說を 揭げ、 祝詞 各^ こ は ヰつ 祭 一已り： e 

原 • 意義 .沿 革 等 を 詳述した 解 說を加 へ、 本文に は 古寫本 古刊本 を^く 參 酌して、 厳密に 校訂した ぬ 文と^ 譯 

文 を ST け、 倂釋 は^ 释*  口！ f-i 驟， 評論の 一一 一段に 分ち、 あらゆる 史的 科 學の新 如識に 基いて、 古今の 諸說に 批判 

を 下す と^に、 詳密れ っ獨创 的な 倂釋。 考證。 評論^ を 施した" されば 一般に 我が 國文學 の 源流 を议 み、 國體 

の 淵源 を 知らう とする 入々 の WI 架に 缺 くべ からざる^ 考書 である。 


菊判 洋布裝 全 一 冊 
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